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    ０・５章　金剛石の天使


    



    



    　君が自分で思う半分も賢かったら、そんな惨めな状態であるわけがない。


    　分からないのは、世界でも君だけ。


    　人々は敗者の哀しみと死に、名を与えなかった。


    
      ジグムント・ヴァーレンハイト「殺人者言行録」皇こう暦れき四八一年

    


    



    



    　緑の山々の間に奇妙な町があった。


    　周囲をすべて高い壁で囲み、外部を拒絶したような町だった。安全を求めた人々が、十数年前に、外部と必要以上に関わりあわないために作ったのだ。


    　町の中央にある教会の鐘楼からは、青空と周囲の山々に向かって高らかに鐘の音が響く。鐘の音に負けまいと、礼拝堂の横手に並ぶ十数人の楽隊は婚礼曲を奏でる。礼装した楽隊が喇らつ叭ぱを吹き、六弦琴ギタールを搔かき鳴らし、鍵盤を叩たたいて音律を紡つむぎ、打楽器の音が弾はじける。


    　教会の敷地は町と同じように、木々に囲まれていた。敷地では、ネクタイにドレスの子供たちが走りまわっている。周囲の高揚した雰囲気に犬たちも興奮し、子供たちに交ざって走っていた。日ひ傘がさの下の貴婦人たちは、騒々しい様子を眺めながら紅茶や葡ぶ萄どう酒しゆの杯はいを傾けていた。


    　結婚式の出席者は三百二十三名。外部と隔絶した小さな町における、人口のほぼ三分の一が集う結婚式だった。


    　会場の中心には、もっとも幸福な女性の姿があった。一点の染みもない純白の婚礼衣装。金の稲穂のように長い髪を彩るのは、純潔の百ゆ合りを象かたどった頭飾り。額ひたいに下がる白い紗しや幕まくの下には、丁てい寧ねいに結われた赤い髪。口紅で彩られた唇くちびるには、柔らかい笑み。


    　通った鼻筋の上の青い瞳には、幸福が溢あふれていた。今日の主役の一人、花嫁だった。


    　輝くような花嫁の左右には、花束を抱えた親しん戚せきの童女と少女が立っている。女の子たちは両脇から花嫁を見上げていた。子供ですら陶然と見ほれてしまうほど、完かん璧ぺきな幸福の象徴にも見えた。


    　幸せに溢れた花嫁の青い眼が、右に動く。祝いを述べる人々の笑顔の群れを、視線は越えていく。求めるように、目はただ一人の相手を捜す。目標を見つけて、目が留まった。


    　人々の中心には、彼女に幸せをもたらす新郎が立っていた。


    　花嫁以上に輝くばかりの豪ごう奢しやな黄金の髪に、深い青を見せる瞳。冷たいながらも、貴族的な容よう貌ぼうだった。


    　眩まばゆいほど白い礼服は紳士の見本。腰の左には、白い鞘さやに宝石が飾られた、儀礼用の魔ま杖じよう短たん剣けんが差されている。咒じゆ式しき士しや咒式師が婚儀を行おこなうときの古式ゆかしい礼装が、新郎の凜り々りしさを際だたせていた。


    　場の中心である新郎を、友人や上司、同僚に部下が囲む。さらには町の人々が次々と休みなく祝いの言葉を述べていく。


    「ありがとう」


    　祝いの言葉がかけられるたびに、酒杯を掲げて新郎は挨あい拶さつを返す。男の優雅な物腰と如才ない対応は、祝宴の酒以上に人々を酔わせていた。


    　新郎を囲む人々の間には、小さな人影もあった。普段とは違う、ネクタイで襟えり元もとを締めて堅苦しい礼装となった少年たちは、自分たちの町の英雄を憧れの目で見上げていた。自分もかくありたいと思わせる英雄の祝いの姿に、頰ほおを紅潮させている。


    　少年たちは、英雄へと話しかけたそうにするが、きっかけが摑つかめない。


    「このたびは誠にめでたく……」と大人たちの挨拶が続く。


    「ありがたい。では」と大人たちとの会話を切り上げ、新郎は数歩進み、手を伸ばす。「小さな紳士たちに挨拶をしたい」


    　英雄の白い手が、先頭の少年の栗色の髪の毛を撫なでる。少年は直立不動となる。唇は動いても言葉が出ない。さらに自分も英雄と話したい一人の少年が前に出る。


    「この度はっ、祝いの席に参加させていただきっ」


    　緊張しすぎたせいか、芝しば生ふに足が躓つまずく。傾いた少年の動きが即座に止まる。腕を差し伸べて少年の肩を摑つかみ、新郎が支えていた。片腕で少年の体重を持ちなおし、立たせる。


    「緊張する必要はない。ただの男の結婚式だ」


    　新郎の顔には、春の昼下がりのような微笑ほほえみがあった。


    「ああありがとうございます」少年は感激のあまり、泣きそうになっていた。「とにかくおめでとうございましゅ、あ。ます！　ますです！」


    　緊張のあまりに起こった他愛ない言い間違いに、新郎を囲む人々の輪に、笑いが生まれる。


    「ありがとう、小さな紳士さん」


    　新郎の手が少年の頭を撫なでる。手の下の少年は、気恥ずかしさと誇らしさが入り交じった笑顔になっていた。


    　教会を囲む木々の前、来賓席の気むずかしい町の古老たちも、新郎の姿に頷うなずく。


    「あれが来て、もう三年か」


    　老人がつぶやくと、隣の白髪の老人が続ける。


    「最初は外部から来たあのものを拒絶したが、ただの三年で、閉鎖されたこの町はあの男を中心に動いている」


    「最低限の交商以外をしない町の方針を曲げてでも、入れて正解だったな。あの金剛石の精神は見事と言うしかない」


    　町を[image: ]設した老人たちですら、男に惚ほれきっていた。


    　周囲から木々で隔絶された華やかな会場には、薔ば薇ら色の幸福が充満していた。


    　新郎を輪となって囲む友人たちの何人かは、そろって儀礼用の魔ま杖じよう剣けんを腰に差している。新郎と同じ、咒じゆ式しき士しである同僚や部下たちだった。長身の咒式士が代表して祝杯を掲げ、泡が空中に飛ぶ。全員が酒を口に含む。


    「おまえは凄すごいよ」


    　青空の下で、新郎の友人の声が響く。


    「友人としてだけではなく、咒式士として一流だ」


    「それなら俺に語らせろ」


    　白や黒の礼服の間から、髭ひげ面づらの偉い丈じよう夫ふが抜けでる。新郎の一番の友人であるガルバトロスが、新郎の肩に手を伸ばす。乱暴な親愛の示し方に、新郎は笑っていた。ガルバトロスは新郎と親友であることが誇らしいらしく、興奮ぎみだった。


    「こいつは凄い男だよ」


    　新郎の腕を引きよせ、ガルバトロスが言葉を重ねた。


    「先に言われたが、優れた咒式士であるだけでなく、良き友だ」


    　周囲の咒式士たちが、ガルバトロスに同意するように酒杯を掲げる。


    「閉鎖された小さな町にはありえないほど強大な咒式士事務所を作り上げた、良き友、良き上司だ」


    　友人の賞賛の言葉にも、新郎は静かに笑って謙けん遜そんするだけだった。


    「この閉じた町の病院や孤児院、町の少年たちが属するヴォックルやベイルスの球技会も、おまえの援助によって運営されている」


    「月に一度、おまえが指導に来るときは、町の少年たちの半分が集うとまで言われているからな」


    　友人の一人、ベルーシアが笑う。新郎も目を伏せて笑う。


    「家の伝統だ。我が一族は代々そうしてきた」


    　声には翳かげりがあった。


    「元々は贖しよく罪ざいらしいが、今は亡き父母もそうしてきたし、これからも私がそうするだろう」


    「ああ、たしか傍系とはいえ、なんとかいう名家の出だったな」


    　賛美ではなく、呆あきれの声に変わっていく。


    「そんなおまえに嫁ぐ花嫁は町の富豪の娘、町一番の美人で気だてもよい」エッグルトンの肘ひじが新郎の腕に当たる。「どこまでもできすぎている」


    　目は新郎に向けられる。


    「この町は、おまえのお陰で救われた人間が多い」言葉を連ねる。「いや、九百八十四人の全員だな。悪竜ホン・ロンとの戦いを思えば、誰もおまえになどなれない」


    　騒がしい周囲の人々が静まる。ガルバトロスが口を開く。


    「おまえがこの町に来て、受け入れるかどうかを審査していた時期のことを、誰も忘れていない。あの東方の〈長命竜アルター〉ホン・ロンの暴虐は、思い出すだけで震ふるえが来る」


    　ホン・ロンの名前が出ただけで、場の雰囲気が一変する。少年たちは拳こぶしを握り、小さな子供たちは怯おびえて母親の裾すそに縋すがりつく。思い出が蘇よみがえった人々の顔には、当時の恐怖の表情が再現されていた。


    　ガルバトロスの言葉に、全員が押し黙る。


    「遠く東方から来襲してきたホン・ロンに立ち向かった守備隊、二十八人の咒じゆ式しき士しが十数秒で殺され、砦とりでが瓦が解かいした。生き残った一人から竜の接近を知って、町の全員が震えあがった」


    　すでに新郎の周囲だけでなく、会場すべての人々が静まりかえっていた。着飾った老いも若きも、恐怖の記憶に襲われていた。


    　当時の人々が望遠鏡や視覚強化咒式で確認したのは、炎上する森、死し屍し累るい々るいの荒野。溶け崩れた戦車に崩壊した辺境守備隊の砦。火竜の進路には、自分たちの町しかない。


    　恐怖に包まれた町は、脱出するか無意味な抗戦かで大混乱となった。


    「大都市にいる到達者級の咒式士と率いる部隊を呼びよせないかぎり、町は死ぬ。だが、この町は始祖の信念に従ってほぼ外部の、とくに武力を拒絶しているため、援軍を呼べない」


    　地方や辺境での最大の脅威は、まだまだ犯罪者ではなく〈異い貌ぼうのものども〉だった。


    「ホン・ロンが到着するまでの数十分で千人近い町人が安全圏に逃げられるわけがない。大半が死ぬ」


    　ガルバトロスの言葉で、当時の心の動きが綴つづられていく。


    「だが、この閉じた町のために、外部の人間だったおまえが立ち上がった」


    　少年たちの視線が、一斉に新郎へ、英雄へと向けられた。


    　全員の脳裏に浮かぶのは、あの日に見たあまりに気け高い、勇士の姿だった。


    「おまえの勇気で、全員が抗戦を決めた。辺境の七か八階かい梯ていしかない町の咒じゆ式しき士したち三十三人と頼りない猟銃を抱えた町人の五十二人が、空を舞う巨竜ホン・ロンの前に立ちはだかった」


    　少年も咒式士も町の人々も、竜と英雄の伝説ではない事実に耳を澄ませていた。


    「二日に渡る死闘で、森が焼き払われ、山が削られ、川が沸ふつ騰とうした。戦線を支えきれず、町を囲む城壁まで押された。そして二十三人の咒式士と三十五人の有志が死んだ」


    　聴衆のなかでは、目元を拭ぬぐう老婆や女がいた。かつての親族や友人で、気高い決意のために死んだものがいるのだ。


    「それでも二日目の夜、ついにおまえが東方からの悪竜を倒し、封じた」


    　すでに知っている結末でも、周囲の全員が歓声をあげた。少年たちも拳こぶしを振りあげる。子供たちは英雄が好きなのだ。脳裏には、ホン・ロンの最後の叫びと、一人立つ英雄の姿があった。


    　その英雄は、生きて眼前にいる。竜を倒した英雄は、白い礼服を着て、今日幸せな結婚をして、物語の大団円を迎えるのだ。


    　新郎を囲む全員の祝福の輪のなか、ガルバトロスが複雑な顔をしていた。


    「ひとつ、真ま面じ目めな話をしていいか？」


    　ガルバトロスの問いに、新郎の端整な横顔が頷うなずいて肯定する。


    「おまえはこの閉じた町で収まる器ではない。結婚したばかりの新郎に言うべきことではないが、おまえはもう外の、広い世界に出ていってもいい時期だと思う」


    　興奮に酔いつつも、相手のことを思いやる声だった。


    「腕利きの咒式士は世界を目指す。おまえにはその資格がある」


    「それは」


    　新郎は親友の忠告を受けても、即答できなかった。ガルバトロスに続き、ベルーシアが語る。


    「北方のピエゾ連邦共和国では若き勇者ウォルロット、皇都ではシザリオスにウフクスがすでに名を馳せている」大陸の名だたる咒式士たちの名が挙げられていく。「東方との境界であるエリダナにはミルメオンという鬼才が名を上げ、さらにまだ少年だがレメディウスという天才児がいる。若い彼らもいつかは世界に出ていく」


    　煌きらめく若手咒式士たちの名前に、人々は夢を馳せる。


    「おまえなら彼らと競う次世代の咒式士になれる。悪と不条理に抗あらがう、咒式士の鑑かがみとなれる。いや、きっとなる」


    　力強くガルバトロスが断言する。


    　歓呼の声が静まっていき、周囲に輪を作る新郎の友人、咒式士たちもそれぞれにうなずき、肯定する。


    　同時に全員の顔には複雑な表情が浮かぶ。自分たちが愛する我が町の英雄が、外の広い世界に出ていく可能性に、寂しさを覚えている顔だった。


    「そう、だ」


    　一人の男が言った。自分に区切りをつける、決意のような声だった。


    「そうだ」


    　自分の内心を表わした先の言葉に、中年の紳士が同意する。


    「そうであるべきだ」


    「そうだ。あなたはこの閉じた町だけでなく、ウコウト大陸全体の、そして世界の咒じゆ式しき士しになるべきだ」


    　町の方針にすら逆らって、同意の言葉が広がっていく。心に苦痛を感じながら、それでも大人たちは賛意を連ねる。


    　大人の分別の言葉が流れるなか、一人の少女が黙っていた。小さな唇くちびるが震ふるえるように動いた。


    「でも」怯おびえるように少女はつぶやく。「しばらくはこの町にいてくれてもいいでしょう？」


    　少女の手は体の前で握りあわされていた。榛はしばみ色の目には不安があった。


    「その、花嫁さんもいるのだから」


    　少女の祈るような懇願に、人々の表情が同調していた。


    　本人のためであると理解する大人の分別があっても、全員が愛し尊敬する町の英雄との別離を歓迎しているわけではなかった。


    　会場の三百を越す人間たちの視線が、新郎を見ている。いずれ来る別れを知りつつも、願うしかなかった。


    　新郎の青い氷の目が、人々の輪を越えて、教会の前に向かう。見つけたのは、女性たちに囲まれて歩く新婦の純白のドレス姿。人々の輪が割れ、新婦を通す。


    　輝くような花嫁が進んでいく。新郎の側そばで、歩みと白い靴くつが止まる。


    　並ぶ二人には、神々しさがあった。女は、美しく貞淑な新婦の見本だった。


    「君はどうだ？」


    　新郎が妻になる女性に訪ねる。


    「君がすべてを決める」


    　妙に重々しい言葉だった。青い目には、真剣な問いの色があった。


    　夫と、そして自分の将来を新婦が考える。周囲は固かた唾ずを呑のんで静まりかえっている。夫に対する妻の判断に、すべてがかかっているのだ。


    　花嫁は必死に考えていた。自分の意見が町と自分と、夫の未来を決めるという重責に軽々しく答えを出せない。


    　新婦は首を左に傾けようとして止やめた。


    　考えるときのくせを出しては人に侮あなどられるという、父の教えを思い出したのだ。


    　女は首を逆の右に傾け、戻す。新婦を見る英雄の目は、審判の天使のように鋭い眼まな差ざしだった。花嫁も覚悟を決めて言葉を選ぶ。


    「あなたのような人の決断に、たとえ妻であっても口出しができるとは思いません」


    　花嫁は必死に自分なりの言葉を紡つむぐ。


    「ですが、私の希望としては、落ちついて道を考える時間があってもいいでしょう」


    　花嫁が微笑ほほえむ。


    「私は不妊症ですが、町の子供たちをあなたが教え導く時間があってもいいかと思います」


    　花嫁の言葉に、新郎は応えない。金剛石とまで言われ、何事にも動じたことなどない英雄の顔に、初めて悲痛な表情が表われた。


    「それが」


    　長い息をともなって吐かれた言葉だった。


    「君の決断か」


    　人々は息を呑のんで、男の返答を待つ。太陽のように神のように、新郎の咒じゆ式しき士しこそが町の人々の運命を左右するのだ。


    　青い目に決意が表われ、重々しく頷うなずく。


    「これで私の道は決まった。君の示した道を選ぼう」


    　言葉と同時に爆発したかのような歓声があがる。自分たちの英雄がまだ町に残ってくれると思い、素直な喜びが噴出した。歓喜の渦の中心には、人々に望まれ、愛される男の姿があった。新婦も自分の夫の偉大さと、慈悲の深さに目を細めている。彼を愛し愛される自らをも誇らしく思えた。


    　人々の輪の中心にいる新郎は、反比例したかのように冷静な目をしていた。周囲とは隔絶したかのように黙っている。歓喜のなかの消失点となった夫を新婦が怪け訝げんな目で見る。新婦の左右に叔母たちが並び、新婦を連れ去る。人々の祝福の紙吹雪の下を、新婦が歩く。


    　新婦が老父に挨あい拶さつしている間に、人々に囲まれている新郎の姿があった。


    「なにもかもそろっていて、おまえは幸せすぎるな」


    　小太りの同僚が新郎の横で笑う。皮肉ではあったが、心からの賞賛であった。


    「おまえは世界一の幸せ者だよ」


    「そうだ。おまえは最高の幸福を摑つかんだ」


    　友人たちは次々と新郎の肩や背を叩たたき、幸福を褒ほめそやす。新郎は笑う。


    「これが幸福か」


    「そうだよ。誰もが羨うらやむ、最高の幸福だ」


    　友人たちも同調する。酒と幸福に酔う、善良な人々だった。


    　周囲の熱狂が上がるにつれ、新郎の青い眼の温度が急低下していく。凍りつくように青い瞳となっていく。新郎の背に七冊の本が浮かぶ。悪竜ホン・ロンを倒した七冊の本だった。


    「これが幸福なら」


    　新郎の周囲にある七冊の本が開かれる。開かれていく本を、一番の友人であるガルバトロスが笑って見ている。新郎が本を使って余興を開始するのだと、笑って待っていた。民衆も新郎の余興に期待をこめた目をして、輪を作っていた。


    「もう飽きた」


    　ガルバトロスの笑顔が上下に分かれた。額ひたいから上が空中に飛び、後ろにいた中年男の肩にぶつかり、芝しば生ふの上に落ちた。


    　新郎の白い頰ほおや、礼服に血の斑はん点てんが散る。額ひたいから上を失ったガルバトロスが前に倒れる。脳の下半分と血液が、緑の芝しば生ふに広がる。赤い血は緑の芝生の上で、黒く見えた。


    「なん」


    　ガルバトロスの両手が痙けい攣れんしながらも伸ばされて、芝生に零こぼれた自分の脳に触れた。必死に戻そうとして摑つかみ、そのまま手が落ちた。血が脳と手と芝生を黒で浸して、人々の足下にまで広がっていった。大鎌を握った白い骸骨と、黒い流線型の大口が出現していた。


    　世界一幸福な男だけが退屈そうだった。


    「賽さい子ころの出目のように、決まったからには仕方ない」

  


  
    九章　それぞれの再始動


    



    



    　人命が大事だという寝言は価値があるから壊す意味が出るので、教えないほうがいいんじゃねえの。命は時価だよ、時価。


    　アホどもと違って、俺だけは命の価値を正確に測れる。


    　昨日食べた女の肉は、一〇〇グラムル八十八イェンの味だったよ。
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    　夕暮れから夜になりかけるエリダナの街を、ヴァンが進む。


    　窓から吹き込む夜の風が、小さな刃やいばとなって前髪を吹き散らす。心地良いなどと思っている場合ではなく、車は街を急ぐ。


    　視界の右みぎ端はし、助手席にはギギナが座っている。分離した屠と竜りゆう刀とうの刃が収まった鞘さやを胸から肩に立てかけ、銀の瞳は街を見ている。エリダナの街はいつもと違っていた。


    「街が浮き足立っているように見えるな」


    　ギギナの声が車内に響く。


    　街灯が点灯しはじめる街角に、人影が集っている。事情通や咒じゆ式しき士しが囁ささやきあっている姿を見つつ、車は右折する。街には、白と青に塗り分けられた警察車しや輌りようが目立つ。警察官や警察士が銃器や魔ま杖じよう剣けんを装備して警戒している。


    「アンヘリオの襲来。カンダハ・ナハ社の崩壊。使徒の集結。おまけに凶王ザッハドの移送。ここ最近のエリダナは災厄の大安売りだ」


    　俺は笑うしかない。


    「事件と殺人者が山盛りで、推理小説なら出しすぎと言われるだろうな」


    「大安売りの災厄は、さらに期間延長となっている」


    　ギギナがつぶやく。すべての中心は一人の男からだ。


    「あのアンヘリオがやりやがった」


    　使徒の中の使徒、〈金剛石の殺人者〉、アンヘリオが暴風の中心だった。


    　七冊のエミレオの書を従えた殺人者は、魔女パンハイマすら獲物とみなし、自分をエリダナへと呼びこんだカンダハ・ナハ社まで壊滅させた。ついには、使徒どもの遊ゆう戯ぎ大会、血の祝祭まで呼びよせた。事件の前ですでに九〇〇人以上を殺し、チェンバレン上院議員の子息であるエフェミナまで誘ゆう拐かいしていた。エリダナからだけでも、すでに百人近く殺している。


    「アンヘリオは強い」


    　俺の唇くちびるは恐怖をつぶやく。


    「なにより恐ろしいのは、アホな異名にあるように、金剛石の心を持つことだ。愛情も交渉も損得勘定も通用しない。動く暴風みたいなもので、本格的な心の病気だ」


    　訳が分からない。


    「エリダナ最強の心の病気持ちであるギギナ先生は、あれに勝てるか？」


    「不安なら黙っておけ」


    　ギギナが冷静に告げた。俺にも続ける言葉はない。


    　車だけが急ぐ。右手の追い越し車線に見える白と青の車体。俺たちを乗せた車は、警察車輌と併走していた。警察も目指す場所は同じだ。


    　夜が下りていき、行き交う車の先端に照明が点灯しはじめる。俺たちの車の計器類も発光させる。暗い車内を貫く、ルル・リューの音楽による電話の着信音。


    「またか」


    　ギギナの横顔には不愉快さが浮かぶ。車の加速板アクセルを踏みつづける俺も同じような表情をしているだろう。


    　着信音は続く。停車するわけにもいかず、音声を解放しつつ車を進める。


    「メッケンクラートだ。ガユス、あの噂うわさは本当か？」


    　操縦環ハンドルの横にある音響装置から、メッケンクラートの声が響く。常に冷静な男にらしからぬ焦燥感があった。めんどくさくなってきた。


    「本当だ。先ほどからおまえで十八人目だ。だからあとは死ぬか自分で調べろ」


    　通話を遮しや断だんすると、途端にまた電話だ。半笑いで音声をつなげる。


    「アーゼルだけど、例の噂うわさは本当？　本当だとしたら、エリダナでまた炎の七日間が再現されてしま……」


    　俺は通話を切って、十九回目の説明を拒否した。右の助手席のギギナが失笑している。


    「盛況だな。まるでおまえが人気者だと錯覚できる」


    「他にも竜討伐に出ているラルゴンキン事務所の居残り組に、親交があるか、またはあまり話したこともない攻こう性せい咒じゆ式しき士したちからも連絡を受けた」息を吐く。「咒式弁護士のイアンゴまで聞いてきやがる。大おお事ごとになりすぎている」


    　加速板アクセルを踏んで、追い越し車線に出る。警察車しや輌りようを抜いて、先に出る。


    「大事だろう。パンハイマの娘、ペトレリカがアンヘリオに囚とらわれたという情報は、少しでもエリダナで情報通であるなら一大事となる」


    　ギギナの声には真剣さがあった。横へ目線を向けると、剣士の横顔にも、処理できない感情の揺れがあった。


    　情報に疎うとい街の咒式士は、あのパンハイマに娘がいたことを初めて知って驚いている。さらに〈金剛石の殺人者〉であるアンヘリオに娘を誘ゆう拐かいされた事実が、エリダナの攻性咒式士業界を沸ふつ騰とうさせている。また携帯が鳴っている。役所のサザーラン課長からなので無視。これ以上答えるのがめんどくさいので電源そのものを落とす。


    「パンハイマ本人に聞けないから、警察を介して組んでいる俺へと、咒式士や弁護士どもが連絡してきているだけだ。女子に話しかけられない、内気な男子中学生どもかよ」


    「臆おく病びよう者どもは、パンハイマに直接聞けないのだろう。そして我らがあの魔女と関係があると思われるだけで反へ吐どが出る」


    　ギギナも不愉快そのものといった言葉を表明する。


    　同時に俺の胸中には落胆がある。誘拐されたペトレリカは常識外れの正義感を持ち、母親であるパンハイマを引退させようとしている。そのペトレリカと会食があり、俺たちと共闘の可能性が見えていた。師であるジオルグの仇かたきを取る最高の好機を、もたらしてくれるはずだったのだ。


    「すべてはアンヘリオによる誘拐によって頓とん挫ざさせられた」


    　ギギナの独白に、俺は答えられない。アンヘリオを倒し、ペトレリカを取りもどすことができるのか。誘拐を行おこなったアンヘリオの目的はなにか。


    　考えていても分からない。


    「まずはパンハイマに会うしかない」


    　俺とギギナを乗せた車は、夜に包まれていくエリダナ北西部を進む。街灯に照らされはじめた瀟しよう洒しやな建物が並ぶ高級住宅地、リガーリン地区に入っていく。悲しいことに俺にはあまり縁がない場所のため、車の地図誘導装置に従って進める。


    　豪邸の角で車体を右折させると、広い道路の先に、高い強化コンクリの壁が現れる。


    　壁の周囲には、堀がめぐらされている。壁の上には槍やりの穂先が並び、さらに高圧線が張りめぐらされていた。壁のあちこちには監視装置。壁の梢こずえの向こうに、四階建ての館と塔の群れが見える。


    　噂うわさに名高いパンハイマの居城、アミラガ伯はく爵しやく家けの大邸宅だった。


    「まさに城じよう塞さいだな」


    　車内から建造物を見上げた俺の口は、皮肉な感想を漏もらすしかない。


    「西方にあったアミラガ伯爵邸を、わざわざエリダナに移築したそうだ。噂によると、地下には咒じゆ式しき核戦争に備えた防空壕まで増築してあるらしい」


    　俺より長くパンハイマと戦ってきたギギナが答える。俺の目は厳いかめしい城壁のような壁を眺める。比ひ[image: ]ゆではなく、事実として城壁なのだ。


    「パンハイマは、第三次大陸大戦にでも備えているのか？」


    「どちらかといえば、大戦を起こしたい、エリダナ最強の心の病人だろう」


    　俺の問いに答え、ギギナが続ける。


    「パンハイマは嬉き々きとして戦争に向かうだろう。人が死ねば死ぬだけ、あの女は喜ぶ。誰も殺せなくなったら、最後には自分まで殺すだろうな」


    「冗談のつもりだろうが、冗談に思えないのが残念だ」


    　ギギナによるパンハイマ評は、正確にすぎた。極大の悪意と狂気の持ち主が実在し、今から会うとなれば、どんな冗談も笑えなくなる。


    　車はさらに壁に沿って右折していく。もう一度右折して、邸宅の正面に出る。


    　正面は幅広い通りとなっている。周囲の建物が離れて建ち、身を竦すくめているようにも見えた。


    　道の横に長くそびえる壁の間には、両開きの巨大な門もん扉ぴが設置されている。扉は分厚い金属の扉。表面は青銅処理をされている。門扉の左右に跨またがるように、アミラガ伯爵家の紋章、禍まが々まがしい炎と円環の蛇へびが刻まれている。


    　門扉の左右には、円筒の低い塔が設置されている。小窓からは監視装置と銃座が見えた。城塞の印象をさらに強める、厳めしい正面玄関だった。


    　門扉の前の通りには、白と青の二色に塗りわけられた警察車しや輌りようが鼻先を並べている。戦いが起こると勘違いしたのか、濃緑色の装甲車まであった。居並ぶ車の前面照明で、正面玄関が明るく照らされていた。


    　紺色の制服の数十人の警察官や警察士たちが、大きな門扉の前で立ち往生していた。アミラガ邸前の道路の交通は完全に麻ま痺ひしている。


    　これだけの事態であっても、周囲の人間が物見高く見物することはない。家々の扉は堅く閉ざされ、窓には鎧よろい戸どが下りている。善男善女はパンハイマに関わることを避けているのだ。


    　警察士たちの間を抜ける二つの人影。芥子からし色の長外套コートのベイリック警部補と、紺色の背広のハーライル特別捜査官が立っていた。ベイリック警部補の指先がアミラガ邸の呼び鈴を鳴らしているが、返答はないようだ。


    　車を道路の反対側に停車。ギギナとともにハーライルに向かって歩いていく。途中で周囲を封鎖していた警察士に呼び止められるが、顔馴染みのベイリックが許可を出して、道を空けさせる。ハーライルが俺に気づき、顔を向ける。俺とギギナは、横に並んで立つ。


    「パンハイマはどうなっている？」


    「昨日のペトレリカ嬢誘ゆう拐かいのことで聴取をしたいが、返答すらない」


    　ハーライルが硬い声で告げた。捜査官の前では、照明に照らされて両開きの扉がそびえていた。金属製の扉は拒絶するように固く閉じられている。


    「以前あった、チェンバレン上院議員の子息であるエフェミナ氏の誘拐では、アンヘリオからの要求がなかった」


    　ハーライルの顔には困惑があった。


    「今回の誘拐は、パンハイマとの対決を有利にするための行動だろうな」


    　俺の言葉に、エリダナ市警のベイリックがうなずく。外から来た特別捜査官であるハーライルは事実を知って、困惑の表情を不愉快さに変えた。


    「ガユス君とギギナ君たちから、パンハイマ氏を説得してもらえないか？」


    「もしもしパンハイマさん遊ぼ、と呼びだせと？」


    　鼻で俺は笑う。


    「俺にとってパンハイマは師の仇かたきで、仲良く説得などできるか」


    「それでもここでパンハイマが怒りに任せて動けば、捜査が」


    「あの魔女を制止できたのは、この地上でただ一人、娘のペトレリカだけだ」


    　ハーライルの言葉の無意味さを確認していく。


    「そのペトレリカが誘拐されたのだ」最悪の想像がつながっていく。「今、パンハイマの安全弁が消えた。ただでさえ正気が疑わしい魔女が今以上に暴走するぞ」


    　自分で言って、俺の背筋に恐怖が一ひと刷は毛けされる。ハーライルとベイリックの苦々しい表情で、同じ不吉な予感を抱いだいたことが分かる。ギギナの目が横に向けられる。


    　扉が軋きしむ音。


    　全員が注視しているなか、邸宅の巨大な金属の扉が重々しく開いていく。


    　扉の間に、夜の邸内の景色が広がっていく。左右に庭木が並ぶ小道が続き、奥には数百年前の古アンブレン様式で作られた、アミラガ邸の姿が見えた。


    　扉の間に、パンハイマが立っていた。車の照明に照らされた赤い髪に赤い瞳。翻ひるがえる白い着物。エリダナに名高い暴虐と狡こう猾かつの魔女も、今回だけは精彩を欠いているように見えた。右手には包み紙が破られた長い箱が摑つかまれていた。


    　赤い目には、いつもの炎の意志が消えていた。哀しみではなく、夜にも鮮やかに燃える憎悪の赤だった。


    　ハーライルとベイリックが扉から下がる。俺とギギナは立って見ている。


    　双方は開かれた扉を境界線として、対たい峙じしていた。


    「阿呆や屑くずや無能どもに、入館を許可した覚えはない」


    　魔女パンハイマの声が敷地から道路に響く。ハーライルもベイリックも、境界線からは進まない。進めない。


    　アミラガ邸の館や庭のあちこちに、アミラガ家お抱えの咒じゆ式しき士したちが潜む姿が見えていた。わざと見せている、銀の甲かつ冑ちゆうに魔ま杖じよう剣けんに魔杖槍そう。たとえ公権力が相手であろうと、許しがなく入れば殺しにかかるだろう。


    　ハーライルもベイリックも官憲だ。パンハイマのような権力と暴力を持ちながら、なお邪悪な存在と交渉したことなどない。俺が出たほうがいいだろう。


    「パンハイマ、今回の誘ゆう拐かい事件は俺としても残念に思う」


    　俺にしてもジヴ、いや、前の恋人を誘拐されたことがある。愛するものを奪われる苦しみは理解しているつもりだ。


    　前の恋人を誘拐したウォルロットは、堕おちたとはいえ元勇者だったが、アンヘリオは最悪の殺人者だ。囚とらわれたペトレリカが今ごろどうなっているかは、想像しないようにしている。


    「だから」


    「頭のおかしなアンヘリオが手紙とともに、これを送ってきた」


    　俺の言葉を断ち切り、パンハイマが右手を掲げる。先ほどから気になっていた長い紙箱が握られていた。


    　すでに美しい黒と銀の包装紙が乱暴に破られ、赤いリボンが垂れ下がっている。パンハイマが無造作に右手を振る。長い紙箱が空中に飛ぶ。落下地点である路上にいたハーライルや俺たちが飛とび退のく。


    　箱が道路の中央に落ち、転がっていく。途中で蓋ふたが外れ、中身が零こぼれる。


    　車による照明で灰色に見えるアスファルトの上に、青白い肌。五本の指先には赤い爪。肩口から切断された女の腕だった。肘ひじから曲がり、奇妙な軟体動物のようにも見えた。乱暴に千ち切ぎられたような断面には、乾いた脂肪層に、収縮した筋肉の桃色と骨の白が見えた。


    　夜の路上で、全員が言葉を失う。


    「遺伝子照合もしたが、疑うまでもなくペトレリカの左腕だ」


    　パンハイマは路上の腕を見据える。転がる娘の腕に憎悪の目。


    「添えられた手紙には『親愛なるパンハイマに、玩がん具ぐの受領証を送る』とあった。あの怪物の奇妙な殺人作法とやらぢゃろうよ」


    　予想されたことだが、母親の元に娘の腕を送りつけるアンヘリオの感覚には反へ吐どが出る。パンハイマにしても、娘の腕を道路に投げ捨てている。ペトレリカという意志と血統が大事であるため、腕を肉としか見ていない。


    　アンヘリオとパンハイマ、双方の異常な精神を暴露する世界となっていた。


    「ペトレリカは」


    　女の腕を前に、俺はようやく口を開いた。


    「アンヘリオが妾わらわの心を砕くだこうとペトレリカを殺すつもりなら、すでにやっている。死体が晒さらされていないということは、なにかに使うつもりだろう」


    　緋ひ色いろの魔女は、常と変わらぬ冷たい横顔となっていた。


    「アンヘリオが利益を求めることはない。身代金を要求する演技で、妾の首を狙うという可能性が一番高い。なんにしろ、この一手を考えついた悪あく辣らつさを褒ほめてやりたいものぢゃ」


    　殺人者であるアンヘリオの狙いは、俺にでも分かる。


    〈金剛石の殺人者〉として名を馳はせるアンヘリオの殺人の歴史に、唯一殺せなかった汚点を刻んだ存在がパンハイマだ。怪物の性格から言って必ず復ふく讐しゆうに来るだろうが、客観的に見ても、実力的に両者はほぼ拮きつ抗こうしている。アンヘリオであってもパンハイマは容易に殺せない。


    　咒じゆ力りよくに戦闘力、財力に人脈を持ち、残酷にして冷酷であるパンハイマの唯一の弱点として、ペトレリカを狙ってきたのだ。アンヘリオは無軌道だが、無能ではない。黒社会のカンダハ・ナハ社を手玉にとった狡こう猾かつさを持つのだ。


    「もちろん、ペトレリカを残酷に殺して死体を妾わらわに見せつける可能性も残っている。あやつの言動の天てん秤びんは妾にも分からぬ。賽さい子ころの出目のような衝動で行動を決めているようにも見える」


    　照明のなか、パンハイマが薄く笑う。炎の色が色彩を欠いたのではなく、燠おき火びのように暗く燃えさかっていたのだ。魔女にとっては、敵の悪意に満ちた策略ですら楽しみなのだった。


    「言いにくいことだが」


    　ハーライルが言葉を割りこませる。紺色の背広、銀行員のような冷厳とした風ふう貌ぼうに似合った声だった。


    「事件の関係者は、冷静な判断ができないとして、事件から外れてもらうことになっている」


    「異存はない」


    　パンハイマの声は落ちついていた。ベイリックが息を吐く。


    「エリダナ警察は議員令息誘ゆう拐かい事件に続き、アミラガ伯はく爵しやく家け令嬢であるペトレリカ嬢誘拐事件にも全力を尽くす」


    「不要なり」


    　パンハイマが右手を掲げて拒絶してみせた。予想された返事だった。


    「妾はペトレリカを使ったアンヘリオとの取引には、ひとつとして応じない。娘の死体が出るなら、必ずアンヘリオを殺すだけだ」


    　氷点下の炎のような声で告げたパンハイマの静かな怒りが、夜のアミラガ邸と路上に満ちていた。俺の評価は決まっている。


    「単独では無理だ」


    「無理でも、パンハイマはやるしかないのだ」


    　夜の路上でギギナがつぶやく。


    「咒式警備会社であり、民間軍事会社も経営するアミラガ家が、警察を頼ることは不可能だ。自らをも守れない武力集団に、誰が警備や軍事行動を依頼するのか」


    　告げたギギナの横顔には痛ましさがあった。


    「跡継ぎを救いだし、アンヘリオを殺して、パンハイマは一門の矜きよう恃じを通すしかない。それが強さのみで生きる武力集団であることの代償だ」


    　ドラッケン族も同じような存在だと、俺は思い出した。寂しい強さだった。


    「そういうことだ。クソ眼鏡よりは、銀髪の小僧のほうがよほど妾のことを分かっておる」


    　パンハイマが深く切れた襟えり元もとの胸を膨ふくらませ、息を吸った。


    「アンヘリオは妾わらわが殺す。ペトレリカは生きたまま連れもどす」


    　冷徹さの化身として、魔女が宣言する。後方になびく赤い髪を戦旗として、パンハイマが夜を歩む。土を踏む下げ駄たが門もん扉ぴの前に出て、アスファルトを踏む。魔女の進軍に、ハーライルとベイリックが道を空ける。下駄を鳴らしてパンハイマは警察士や警察車しや輌りようの間を抜ける。


    　大通りの中心で、朱塗りの下駄が止まる。パンハイマの前方の路上には、箱の残ざん骸がいと娘の左腕が落ちている。


    　悲鳴のようなタイヤの音。道路の左右から車が現れた。黒塗りの大型車が停車し、警察車輌の外にさらに包囲網を作る。六台の車は、そろって長い体を横たえていた。車の左右の扉が開かれる。人影が続々と降りてくる。


    　それぞれ甲かつ冑ちゆうに背広、魔ま杖じよう剣けんを腰に下げた攻こう性せい咒じゆ式しき士しの群れ。巨体のランドック人に筋骨隆々としたドラッケン族、細身のアルリアン人に小柄なノルグム人までいる。夜に現れた、悪相に凶相の見本市だった。


    　数十人の武装集団の群れで一際目立つのは、五人の攻性咒式士だった。


    　背中に巨大な仮面を背負ったカン・ドゥンが先頭に立つ。背中から伸びた棒の先、男の頭上にまた仮面が座していた。


    　咒式甲冑を着込んだ巨漢の踵かかとがアスファルトを割る。肩に大斧を担いでいる。無数の穴が穿うがたれた無骨な兜かぶとから、ガスコフの素顔は窺うかがえない。


    　赤と青のドレスを着た双子の少女が続く。レースの帽子の下には、相似形の深い皺しわが刻まれた老婆の顔が並ぶ。ジョゼフィーグとジョゼフィーガの姉妹は互いの顔を見て、含み笑い。


    　白い服の女、ヒビギヒが歩む。白い服から伸びた手足は包帯に覆おおわれている。黒い髪の下に見える目や口や耳は、糸で厳重に縫ぬいあわされている。


    　五人の奴ど隷れい頭の前には、中肉中背で顔にも特徴がない灰色の背広の男。俺もよく知るアミラガ家の家か宰さいにして執事である〈屈従のマラキア〉が進む。


    　俺の唇くちびるが不吉な光景を言葉にする。


    「パンハイマの奴隷頭たち、か」


    「怪物どもめ」「殺人者たちだ」


    　アミラガ邸の前に集った警官や警察士、特別捜査官たちの間から嫌悪と畏い怖ふの声が漏もれる。気にせず、異相の攻性咒式士たちが夜道を進む。


    　相手がアンヘリオ、殺人者のなかの殺人者であるなら、パンハイマはエリダナにおける戦力を搔かき集めてきた。


    　照明の逆光のなか、アスファルトに転がるペトレリカの左腕の前でマラキアが立ち止まる。奴隷頭の五人や、背後の咒式士たちも止まる。


    　道路に転がるペトレリカの左腕が、彼らの罪を責めるかのようだった。


    　部下一同を代表して、パンハイマに向けて頭を下げる。夜の街路は、女王と奴隷たちの謁えつ見けんの間となっていた。


    「我らパンハイマの咒じゆ式しき士し一同、パンハイマ様を護衛いたします」


    　マラキアの言葉が夜に響く。


    　全員の注目を受けて、再び下げ駄たが鳴る。包囲網の中心を、女王たるパンハイマが無造作に進んでいく。


    　俺はパンハイマとマラキアの間に立っていたため、一歩横に引く。


    　マラキアの前で、緋ひ色いろの魔女が立ち止まる。一瞬の赤と、パンハイマの白く艶なまめかしい太ふと腿ももの裏が見えた。


    　衝撃音。下げられていたマラキアの頭が、アスファルトに鼻先から落下していた。パンハイマの右足がマラキアの後頭部を踏みつけていた。下駄の二枚歯がマラキアの後頭部を抉えぐる。アスファルトには赤黒い血が広がっていく。激痛にマラキアの手足が虫のように跳ねるが、魔女は足を退どけない。


    「あきゃきゃきゃきゃっ」


    「うるさい、クソ虫が喋しやべるな。ゴミには悲鳴を出す権利もない」


    　より深く下駄が刺さり、マラキアは沈黙。手足もアスファルトに落ちる。


    　車の間に立つパンハイマの攻こう性せい咒式士たちは、生ける棒となって沈黙している。驚くことも恐怖を見せることも許されていないのだ。


    　先ほどのパンハイマの踏みつけで一瞬だけ見えた赤が、女陰の色だと、今気づいた。おそらく踵かかと落としで足を上げたとき、俺の位置からだけ見えたのだ。負の学園漫画の展開だが、女の好みの範囲が広大な俺であっても、パンハイマに対しては嫌悪感が先立つ。目の消毒が欲しいところだ。


    　俺の苦さも関係なく、現前ではマラキアの顔の下から血の海が広がる。後頭部に深く下駄の歯が刺さっている。


    「阿あ呆ほうが。妾わらわの護衛など要らぬ。おまえらごときクソ虫が、妾の護衛など思いあがるな」


    　マラキアを踏みつけたパンハイマの目は、足下ではなく部下たちを睥へい睨げいしていた。


    「おまえたちは、ペトレリカを誘ゆう拐かいされるという大失態を犯した」


    　夜に並ぶ部下たちは硬直している。マラキアを蹂じゆう躙りんされながらも、口答えどころか指一本動かしていない。


    「穢けがらわしいアンヘリオと〈ザッハドの使徒〉がエリダナをうろついている。おまえたちクソ虫に許された死に方は二つ」


    　魔女の宣言に、凶悪な攻性咒式士たちが背を伸ばして傾聴していた。女王の残酷な死刑宣告が続いていく。


    「まずはアンヘリオを捜して殺して、ペトレリカを奪還してから、妾に楽に殺される。失敗したなら、アミラガ家が誇る拷ごう問もんの果てに死ぬ。おまえらの知人や家族も死ぬ」


    　元警察士に元軍人、双子の魔女に、精神病質者に元凶悪犯罪者たちが、直立不動で命令を受けていた。


    　パンハイマの命令のままにペトレリカを奪還しても死、失敗しても死。アンヘリオを倒し、ペトレリカを救出して、ようやく少し楽なほうの死を選べるというだけだ。


    　失敗した場合のパンハイマからの死への手順は、凶暴無比で心がないとされる奴ど隷れい頭どもであっても恐ろしいのだ。


    　パンハイマの右手が腰の左に向かう。白い指の群れが、魔ま杖じよう刀とう〈緋ひ斑まだら〉の柄つかを握る。同時に白刃が抜きはなたれる。


    「殺人犯など、殺しにおいては素人だが、アンヘリオは間違いなく天才だ。携たずさえるエミレオの書は恐るべき咒じゆ式しき具ぐだ」


    　刃やいばの先に炎。左右に広がる炎の翼が、照明よりも眩まばゆく夜を照らす。坩堝るつぼの瞳。炎の嘴くちばし。化学錬成系第六階位〈業炎永帝鳳翼翔フエニキアツクス〉によって生みだされたプラズマの大鳥が、パンハイマの刃の先、頭上で眩い翼を広げていた。


    　夜を圧して放射される熱波に、警察士や特別捜査官が包囲の輪を後退させる。火か炎えん鳥ちようが首を垂直にあげると、火の粉が舞う。熱波に晒さらされたパンハイマは動かず、踏みつけられたマラキアは動けない。パンハイマの赤い髪の毛の端はしが焦げ、マラキアの背広に焦げ穴が開く。


    「あやつは強敵だ。我らに等しいどころか、あきらかに上を行く」


    　奴隷頭や咒式士たちもプラズマからの熱波を受けているが、その場から動くことは許されない。プラズマの超高温に等しく、パンハイマの目が燃えさかっている。


    「しかしパンハイマとその攻こう性せい咒式士こそが、戦争と暗殺、拷ごう問もんや殺さつ戮りくの専門家である」


    　パンハイマが刃を振り下ろす。刃に従って火炎鳥が大地に急降下。ペトレリカの左腕とアスファルトに激突。爆風に近い熱風が周囲に吹き荒れる。


    　俺は腕を掲げて熱波を防ぐ。ギギナは目を細めてその場で耐えた。警察士たちは路上に並べた盾たてで衝撃を受け止める。ハーライルとベイリックの髪や服が乱れる。


    　ようやく爆風と熱波が去る。直立不動の奴隷頭や部下たちの顔には、余熱で火ひ膨ぶくれや火傷やけどができている。それでも動かない。


    　アスファルトには黒い大穴が開けられていた。穴の周囲のアスファルトは高熱で沸ふつ騰とうして、黒い泡をたてる。深く大きな穴の中心にあったはずの、箱とペトレリカの腕が消えていた。瞬時に炭化させられ、消え去ったのだ。


    　パンハイマの火炎咒式は、凄すさまじい威力だった。警察士も特別捜査官も咎とがめることができない。もし部隊に放たれていれば、一発で全滅していたことを理解していたのだ。同時にこれほどの武力を持つ存在が、エリダナで野放しになっている恐怖。


    　恐怖の女王が部下を見据える。


    「楽に死にたければ、奪い返して、殺せ」


    　パンハイマの宣戦布告に、異形の攻性咒式士たちが動く。鎧よろいや兜かぶと、盾や鞘さやに入った魔杖剣を鳴らして疾走。先を争って車に乗りこみ、次々と夜の街に発車していく。


    　言葉の恐怖に、視覚的にマラキアを踏みつけた暴力とプラズマ鳥の演出で、パンハイマは一気に部下たちの統率の乱れを正した。娘と娘の腕は違うという合理性で焼き、失敗した自分たちの末路を想像させる。暴君や指揮官としてなら見事な腕前だが、人としては最悪だ。


    　部下たちの出発を見て、パンハイマも自らの車に向かう。


    「行くぞ」


    　主君が歩きだすと、背後でマラキアの顔が地面から跳ね上がる。目はガラス玉のような死者の目。瞳どう孔こうは左右別々の方向を向いていた。鼻が折れて横を向き、鼻血が口まで流れ、頰ほおが陥没している。額ひたいは大きく切れて、桃色の断面から血を流していた。


    　瀕ひん死しの人間の瞳孔が動き、正面を向く。生者の意志の光が宿る。人形に糸が入ったかのように手足に力が戻る。


    　左手をついて上半身を起こし、続いてマラキアの右手が上がる。手が顔に到達し、指先で自らの鼻を摑つかみ、元の位置に戻す。折れた骨が強引に前に戻される。見ているほうが痛いが、本人はもっと痛そうに顔を顰しかめる。


    　頰きよう骨こつはどうすることもできず、そのままで右足を前に出し、立ち上がる。次に左足。三歩めから走りだす。額の傷からの出血はもう止まっていた。死なないとされるマラキアだが、異常な回復力だ。超弱いけど。


    　小走りとなったマラキアがパンハイマの前に出る。魔女の横顔は不死身のような部下を見ることもない。パンハイマにとっては、興味を向ける価値もないのだ。


    　鼻から下を深紅に染めていたマラキアが急停止。主君の前で、恭うやうやしく車の扉を開ける。女王のようにパンハイマが座席に座った。緋ひ色いろの目が上に向けられる。夜の路上で、俺やギギナと目が合う。


    　言葉を交わすこともなく視線が戻され、マラキアによって扉が閉じられる。鼻血を垂らしたまま、マラキアが運転席に向かう。一瞬だけ止まり、俺を見た。助けを求めるような目だった。


    　顔を戻したマラキアが扉を閉めて、車は静かに発車していく。俺たちの背後では、アミラガ邸の扉も閉められていく。


    　路上には、プラズマによって穿うがたれた大穴と熱波。特別捜査官と警察と俺たちが取りのこされていた。警察車しや輌りようの照明が、虚しく扉の表面にあるアミラガ家の紋章を照らしている。


    　パンハイマの独断は自信過剰ではない。事実として、アンヘリオはパンハイマを狙っているが、搦からめ手から動くしかなかった。戦闘力でパンハイマ個人とは互角でも、部下たちが合わされば相手にならないからだ。アンヘリオはペトレリカを誘ゆう拐かいして、先手を取ったのだ。


    　パンハイマと部下たちの捜査は、以前に見たように、警察と合同歩調が取れるようなお行儀の良いものではない。暴虐の徒の力を最大限に使うには、パンハイマ一派だけで動くしかない。


    　パンハイマは警察から離れて、独自の捜査、狩猟を開始したのだ。


    　俺の胃の底が重くなる。エリダナを舞台に毒蛇へびと悪鬼の戦いが始まることになる。戦いではない。小規模とはいえ軍隊並みの武装集団と〈長命竜アルター〉並みの力を備えた個人の全面戦争だ。かつてあったと聞く、エリダナの炎の七日間の再現が目に見えるようだった。


    　ギギナは静かな目で、パンハイマ事務所の面々が去った街路を眺めていた。


    「パンハイマの言ったとおりだ。個々が個々のままに動くだけだ」


    　長身を翻ひるがえして、車に向かう。相棒の背を追う。ベイリックが俺に声をかけようとして止やめた。協力を拒絶されたハーライルは、さっさと覆面の警察車しや輌りように乗りこむ。副官が車を出して、現場を去っていく。夜の街の闇やみへと、長い車体が消えていく。


    　周囲の警察たちはまだ戸惑っていた。知ったことではない。二人で車に向かっていく。車に乗りこむ。止めていた言葉が口から出ていく。


    「あのパンハイマがあそこまで娘思いだったとはね」


    　車を起動させながらつぶやく。


    「パンハイマの唯一の親族にして、アミラガ伯はく爵しやく家けの跡取り娘だ。魔女だからこその執着があるのだろう」


    　警察士と警察車輌を置いて、車は夜のエリダナへと向かう。


    「俺はパンハイマを絶対に許せないが、ペトレリカは救いたい」


    　利用できる以前に、俺はアンヘリオによる蛙かえる化かの呪のろいを、ペトレリカの口づけによって解除してもらった。ありえないほどの馬鹿か聖女か判別しがたい自己犠牲だった。理由がなんであっても、ペトレリカは俺の命を救ったのだ。


    　助手席のギギナは笑いもしない。


    　俺は唇くちびるを嚙かみしめ、車を右折させる。


    　ああ、分かっている。俺は物語の主人公のように、美少女や美女を守る英雄とはなれなかった。かつて、愛し、守ると誓った女を死なせてきた。そして最愛の女の心を失ってしまった。


    　俺は前の恋人の誘ゆう拐かい事件を思い出していた。誘拐されてウォルロットと行動をともにした彼女の心は、攫さらわれたまま、遠く離れていった。いや、俺が離れさせてしまった。


    　ならば、俺の恩人であるペトレリカを取りもどす。贖しよく罪ざいにもならないが、それしかできない。


    　アスファルトをアンヘリオだと思い、車のタイヤで道路を踏みつけていく。


    



    



    　暗い闇に金属音。


    　続いて闇に一筋の光の切れこみが入れられる。光は帯となり、広がっていく。扉が開かれていき、光が室内に漏もれていった。扉が開く音は妙に反響する。


    　扉が開ききられ、逆光に切り取られた人影が並ぶ。扉があまりに巨大なため、足下に子供が立ったようにも見えた。


    　外からの光を背に受けて、一人の男が立つ。紺色の最高級の背広に革かわ靴ぐつ。金色の髪の下には、青い目。氷の眼まな差ざしだった。


    　男が空中に掲げた左腕が、肘ひじから五つに分かれ、長く伸びる。黒や青、黄色や赤に緑という長い帯が伸びていき、先が開く。上顎あごと下顎が牙きばを閃ひらめかせる。


    　樹木のように長い体を絡からみあわせた蛇の群れは、女の右腕や握られた魔ま杖じよう剣けんごと胴体に巻きつき、空中に固定していた。長い蛇に束縛された女は、首をうなだれていた。赤い髪が下に垂れ、青白い頰ほおや額ひたいに触れる。


    　今一番エリダナで知られた女の顔、囚とらわれたペトレリカの横顔だった。


    「顔色が悪いが、どうかしたか？」


    　アンヘリオが蛇へびを動かし、自分の正面に掲げたペトレリカを見据える。


    　空中に掲げられたペトレリカの下、完全平面の床に水滴が跳ねる。薄暗がりに黒く見えるのは、血だった。


    　蛇に拘束された間に見える、左肩から先が消失していた。乱暴に千ち切ぎられたかのように、肉の断面が見える。肉の中心に見える骨も無惨に折れていた。


    「ああそうか、私がパンハイマに誘ゆう拐かいを知らせるために、左腕を切って送ったのだった」


    　アンヘリオが笑う。通常なら出血死で死ぬはずだが、ペトレリカの体に働く恒こうじ常よう咒じゆ式しきが出血を止めていた。青ざめた頰ほおは大量出血のためだった。


    　無情にも、アンヘリオが蛇の群れの腕を振る。爬は虫類の戒いましめを解かれて、ペトレリカと刃やいばが解放される。


    　ペトレリカは床に投げだされた勢いを利用し、転がって距離を稼ぐ。冷たい石床に魔ま杖じよう剣けんを握ったまま右手をついて、急停止。千切られた左腕に衝撃が伝わり、激痛で右手が開かれる。抜き身の魔杖剣が石床に跳ねる。反撃のために無理矢理に体を起こす。


    　反転した緋ひ色いろの瞳が扉を背負う敵を見据え、右手は転がる愛剣に伸びる。罵ば倒とうを吐くべき唇くちびるから漏もれたのは悲鳴。


    　一瞬前まで強い意志をこめた瞳には驚きよう愕がく。伸ばした自らの右手の甲を黒い蛇の牙きばが貫通し、床に縫ぬいとめていた。貫通された掌てのひらの下から、赤い血が床に広がっていく。支流となった血は、転がった魔杖剣の先端にまで届く。


    　苦痛を堪こらえる目で、手に嚙かみついた蛇を逆にたどっていく。斜めに続く黒い蛇の尻しつ尾ぽは、紺色の背広から出た、アンヘリオの左腕に連結されていた。黄金の髪の下、青い氷の眼がペトレリカを見下ろしていた。


    「おまえは、今から私に遊ばれる。殺人作法として当然のことだ」


    　アンヘリオの声の語尾は、薄暗い室内に反響する。男の左手から伸びる五匹の蛇のうち、自由な四匹が空中にうねる。赤と青に黄に緑と、毒々しい四匹の大だい蛇じやは歓喜に舞っているようだった。


    　対する女は、右手を蛇の槍やりで床に固定されて逃げられない。骨と腱けんが破壊されたなら、手の開閉が不可能。


    　パンハイマの娘として、ペトレリカは瞬時に決断。両手と魔杖剣がなくても、体術がある。反撃しようと上がっていく左足が、後方へと弾はじきとばされる。足の甲を黄色の蛇の槍やりが抜け、床に縫いつけられる。


    　ペトレリカは床に磔はりつけとなった。唇から出そうな苦痛を、強引に圧し殺す。奥歯を嚙みしめて、目線を上げる。アンヘリオは眼前に立っていた。


    「わたっ」右手と左足を貫かれた痛みは、ペトレリカの舌を絡からませた。「私は、〈荊棘いばらの女王〉、パンハイ、マの、娘、だ」


    　赤い目は強きよう靱じんな意志を見せていた。痛みゆえに浅い呼吸を繰り返す間から、さらなる言葉を紡つむぐ。


    「そし、て敬けい虔けんな、清貧派の十字教徒だ。恐怖、や痛みになど、絶対に屈し、ない」


    　苦痛に負けず、言いきった。女の赤い瞳は、薄うす闇やみに灯ともる赤い燐りん火かだった。胸元には片翼十字印の銀の首飾りが揺れる。


    　見下ろすアンヘリオの青い目に、感情の揺れはない。静かな湖面のようにさざ波ひとつも見えなかった。


    　アンヘリオが足を掲げる。ペトレリカの目には、最高級の革かわ靴ぐつの裏が見えた。足は無造作に女の腹部に下ろされていた。足を下ろされた腹部を支点に女の上半身と下半身が折れる。縫ぬいとめられた掌てのひらと足の甲が裂かれ、血と痛みが噴出する。


    　薔ば薇らのような女の唇くちびるの間から、黄褐色の胃液が漏もれ、石床と腹部から足にかかっていく。唇を閉じて苦く鳴めいと胃液を閉じこめるも、手足は再び落下する。


    　涙と鼻水を流しながら、ペトレリカがまた見上げる。瞳には苦痛と恐怖以上に、憤怒が宿っていた。体を支える手足は裂け、血が石床を染めていく。出血量が多く、頰ほおの血の気が失せていた。


    「絶対に、許さない。おま、えには母と神、が裁き、をくだす」


    　唇からは炎の殺意。アンヘリオはペトレリカを冷然と見下ろしていた。青い瞳に興味の色が宿る。珍しい昆虫を見つけた学者のような眼だった。


    「つまらぬな」


    　アンヘリオが石床に左膝ひざをつく。爬は虫類の目が苦しむペトレリカの顔を覗のぞきこむ。赤と青の目が出会う。


    「私を目の前にしての強がりは、何百回も聞いた。だが」


    　殺人者の手が閃ひらめく。


    　苦痛と絶命を覚悟したペトレリカは、防刃シャツの前が切り裂かれたことを理解できない。白い二つの丘、乳房が揺れる。谷間にある細い鎖くさりの先で、清貧派の片翼十字印が跳ねた。


    　女の目が見開かれる。


    　唇が叫びをあげる前に、アンヘリオの右手が伸びる。五指の先、爪が今度は横に振られ、ペトレリカの戦闘用装束を下まで切り裂く。


    「なにをっ！」


    　叫ぶペトレリカが見たのは、自らの足の間に膝をつくアンヘリオの姿。そして男の足の間に屹きつ立りつする男根。反り返った男根の裏の静脈まで見えた。初めて間近に見る物体に、ペトレリカの脳が理解を拒否した。


    「結果はいつも同じだ」


    　アンヘリオが体を前に倒す。鼻先が触れあうほどに近づく。青い目は残酷な青空の色となっていた。


    「残念だが、恐怖と苦痛にはどのような人間も屈する。おまえの母、パンハイマがもっとも知ることだ」


    　アンヘリオが動く。ペトレリカの両足の間、赤く薄い翳かげりの下には、閉じられた女陰があった。二十年以上誰の進入も許したことがない、処女地だった。アンヘリオの肉の凶器の先端があてがわれると、恐怖で震ふるえる。


    「強き母に世界の真実を教えられず、また学ばなかったことがおまえの不運だ」


    　ペトレリカがようやく反応し、強ごう姦かんされまいと床を逃げようとする。右手と左足がまだ床に縫ぬいとめられて身動きが取れない。


    　ペトレリカの唇くちびるから悲鳴。


    　前戯もなしに、アンヘリオが女の体内に突き入れていた。体を内部から引き裂かれるような苦痛にペトレリカが叫ぶ。攻こう性せい咒じゆ式しき士しとして外傷の痛みには慣れていても、内部からの痛みと凌りよう辱じよくには叫びを抑えられなかった。叫べば強姦者をより興奮させるだけだと脳内で理解しても、嫌悪の声は止まらない。


    「清貧派の純潔の誓いなど、薄紙のように破られる。処女膜のように、でもいいか」


    　アンヘリオは自らの言葉遊びで笑っている。自らの肉体の感覚を楽しむ顔。


    「パンハイマの娘なら膣ちつに牙きばでもあるかと思ったが、普通だな。普通に男を咥くわえこむだけだ」


    　ペトレリカの顔には恥辱と怒り。女は貫かれた右手を立てて床を逃げようとする。蛇へびに嚙かまれた右手の中指と薬指の間を裂けさせて、強引に逃げる。裂けた右手を必死に伸ばし、部屋の隅に置かれた魔ま杖じよう剣けんに向ける。


    　女の抵抗を楽しむように、アンヘリオが左腕を振るう。


    　放たれた蛇の顎あごが、ペトレリカの右の上腕に牙を立てる。硬質の牙が鍛えられた攻性咒式士の腕の筋肉を切断し、骨まで達する。鮮血が腕の断面から迸ほとばしる。ペトレリカの絶叫が室内に響きわたると同時に、尺しやつ骨こつと上じよう腕わん骨こつが切断される。


    　床には力を失った右腕が落下する。激痛に震えるペトレリカの腕の断面からは、噴水のように鮮血が迸ほとばしる。断面には、魚卵のような黄色い脂肪層と筋肉、骨が見えた。左右の腕を失い、ペトレリカは絶叫しつづける。


    「殺人作法の十四。捕らえた女はその気がなくても必ず犯しましょうと決めている」


    　アンヘリオは退屈そうに腰を動かし、出血するペトレリカを犯している。三匹の大だい蛇じやが床を這はい、切断されて転がる右腕の各所に嚙みつき、互いに争って血を啜すすっていた。


    　激痛でペトレリカの視界が深紅に染まる。


    　命と誇りを守るために痛みを無視して体を捻ひねり、蛇の戒いましめから強引に左足を蹴けり上げた。狙うは青い右の眼球と、奥にある脳のう髄ずい。


    　出血しつつも放たれた必殺の蹴りを迎えたのは、アンヘリオの右手だった。ペトレリカの靴くつ先を、男の右の五指が包みこむ。


    　アンヘリオの右手の五指が破裂し、黄金の毛並みが急速膨ぼう張ちよう。五指は牙の列となり、手の甲に細い瞳どう孔こうの二つの眼が生まれ、手首には放射状の鬣たてがみがなびいて、巨大化していく。


    　ペトレリカの左足先を、アンヘリオの右腕から肩までに生まれた巨大な獅し子しの顎が咥えていた。


    　ペトレリカの目が見開かれる。鋭利な犬歯の列が、女の左膝ひざに突き立てられたと同時に、巨獣が首を振るう。獅し子しの口元からは鮮血の帯。膝から先が消失したペトレリカが、獣のような苦痛の咆ほう吼こうをあげて仰のけ反ぞる。


    　血に染まった獅子の口こう腔こう内で、女の足の肉が咀そ嚼しやくされていく。牙きばの間から、切断された指がこぼれ落ちていく。


    　膝から血を噴きあげ、死の痙けい攣れんを起こすペトレリカの上で、アンヘリオが腰を動かし犯す。顔にはなんの感情も浮かんではいない。


    　左腕に続き、右腕と左足を瞬時に失ったが、またも体内の恒こう常じよう咒じゆ式しきが自動的に組織を閉鎖して出血を最小限に抑える。同時に全身へ鎮痛剤が発生する。人命を助ける咒式が、今は逆にペトレリカを苦しめていた。


    　ペトレリカは優れた攻こう性せい咒式士だった。苦痛で精神崩壊しそうな最中に、蛇へびに足の甲を切り裂かれながらも右足を畳み、蹴けりを放つ。アンヘリオの左腕が反応、赤い蛇が女の右足に絡からまり、牙を立てる。右膝の関節が砕くだけた。


    　男の右手の獅子が下ろされる。血に塗まみれた牙が、まだ飢えているかのようにペトレリカの右足に突き立てられる。今度も無造作に首を振り、深く牙を食いこませる。女の叫び。


    　大だい腿たい動脈が破れ、血を噴出。牙で女の足を咥くわえた獅子が、唸うなり声とともに顔を引く。筋肉や腱けんが、生理的嫌悪感を催す音を立てて引きちぎられていく。骨まで砕け、獅子の顎あごが垂直に立てられる。


    　ペトレリカの右太ふと腿ももは、食べ残しの鶏の脚のようになっていた。


    　女の三度目の叫びが伽が藍らんに反響する。ペトレリカはすべての手足を失った。四本の突起が生えた軟体動物のように、体と肘ひじや膝ひざの根本だけが跳ね、血を噴出させる。短くされた足の間の亀き裂れつを、アンヘリオの肉の凶器が残酷に抉えぐっている。


    「そういえば、四し肢しを失った女を犯す遊びも久しぶりだ」


    　返り血を受けて、アンヘリオの白い頰ほおや背広は深紅に染まっていた。手足がない女をまったく気にせずに、犯しつづけている。顔には喜びも性欲もなく、爬は虫類のように無表情で腰を動かしていく。


    　アンヘリオの男根が女を抉る。赤い翳かげりの間にある閉じられた秘所は、無惨な内臓の傷口となっていた。傷口は、破は瓜かの血で染まった凶器で抉られつづける。


    　無慈悲で残酷な初体験に、ペトレリカは涙と鼻水と涎よだれを垂らしていた。唇くちびるは絶叫の形に大きく広げられるが、声にも音にもならず、空気を放つだけだった。恒常止血咒式ですら間にあわない出血が致死量に近づき、ペトレリカの頰は蒼そう白はくになっていた。犯されながらも先端を失った四肢が振られ、全身で死の痙攣を始めていた。


    　アンヘリオの大だい蛇じやと獅子が、四肢を失い、鮮血に染まったペトレリカを抱きかかえる。猛獣たちに抱ほう擁ようされた瀕ひん死しのペトレリカは、もはやいっさいの抵抗が不可能だった。アンヘリオが頭を下げる。女の左の乳房の桃色の先端を唇に含み、引きちぎる。鮮血の噴出とともに、ペトレリカの口が大きく開かれる。


    　男は腰を突きだす。


    　呆ぼう然ぜんとしているペトレリカの体内に精が放たれる。アンヘリオが残酷な結末を確認するように、肉の凶器を引きだす。粘液と破は瓜かの鮮血に濡ぬれた肉と肉の間から、白い精液が零こぼれる。


    　無惨な初体験に、ペトレリカはすでに反応しなくなった。


    　ペトレリカの全身は、大量出血で蒼そう白はくから白はく蠟ろうの色に変わっていた。もはや痙けい攣れんも小さくなり、弱々しく顎あごを仰のけ反ぞらしている。


    「これ、これで、私も死ね、神の御許ヘ行、け……」


    　瞳どう孔こうが散大していくペトレリカの唇くちびるから、涎よだれとともに安あん堵どの声が漏もれる。


    　蒼白の頰ほおに朱色が差し、赤みが広がっていく。ペトレリカの顔に血の気とともに絶望が戻っていく。瞳に意志が戻っていった。女はまた現実に引きもどされる。


    　アンヘリオが薄笑いを浮かべる。男の背後には鳥とり籠かごの胴体を持つ美女。内部の鳥籠では金糸雀カナリアが甲高い声で鳴く。


    〈異い貌ぼうのものども〉の女の白い腕からペトレリカに向かって、青白い燐りん光こうを帯びた咒じゆ印いん蘇そ生せい式しきが展開していた。〇と一が連なり、生体生成系第四階位〈胚胎律動癒モラツクス〉という高位治ち癒ゆ咒式が、ペトレリカの手足の断面、四か所で発動。傷の断面が泡立ち、細胞が覆おおっていく。骨が再構築され、神経が修復される。血液を増大させ、肌に血の気がさらに戻っていく。


    　野獣の両手を持ったアンヘリオが、青い目で女を見下ろしていた。


    「エミュレリオの書に封じられた〈天てん秤びんのキヒーア〉の力は、死以外のすべての肉体的損傷を回復させる。人命と引き替えという条件だが、エリダナで多く殺したから、多く治せる。簡単には死ねぬよ」


    　青い眼が、蘇生したペトレリカの眼を覗のぞきこむ。


    「おまえはおもしろい玩がん具ぐだ。人質か死体として使うか決まるまでは、私の遊び道具でいてもらうぞ」


    　アンヘリオの男根が硬度を取りもどし、ペトレリカの体内を再び貫く。命の炎が戻ってきた女の体が震ふるえる。


    　赤や青や黒や黄色の斑まだらの蛇へびが、四し肢しを失った半裸のペトレリカの胴体や首に巻きつき、牙きばを立てる。二ふた股またの舌が血を舐なめとっていく。黄金の獅し子しが女の剝むきだしになった左脇腹に牙を立てる。柔肌が簡単に破れ、筋肉を貫き、腎じん臓ぞうに到達した。


    　女の死がまた近づき、アンヘリオが二度目の射精。衝撃が伝わったかのように、女の体が震える。


    　待っていたかのように、蛇や獅子が女の肉を食いちぎる。半裸のペトレリカは自らの鮮血に濡れて、先端がない四肢と全身を震わせる。苦痛と出血と多臓器不全を起こし、赤い目からはまた意志が消えていく。


    　アンヘリオが体を屈かがめ、出血する左乳首に耳を当てる。鼓動が弱まっていく。


    「また死んでいくな」


    　ペトレリカは再びの死に向かう。弱まった心音が、再び停止。


    　キヒーアの胴体にある鳥とり籠かごで、甲高い金糸雀カナリアの声。青白い治ち癒ゆ咒じゆ式しきが再び傷口に放たれ、ペトレリカの肉に絡からみつく。即座に傷口が修復され、出血を抑える。皮ひ膚ふが再生し、造血作用を起こす。弱まった心臓が賦ふ活かつ。全身の肌に血の気を戻していく。


    　ペトレリカの意識も強引に現世に戻される。女の視界が明めい瞭りようになり、自分の状態が理解できる。


    　眼前では、自らを肉で貫きつづけるアンヘリオの顔があった。黄金の髪に青い目、彫像のような端整な顔は、悪魔よりも無慈悲。


    「あと何回、死の寸前からの引きもどしに耐えられる？」


    　アンヘリオは腰を動かし、苦痛でペトレリカの背が反る。右手や両足の再生は、肘ひじと膝ひざの先まで完了していた。空中に踊る蛇へびの舌や獅し子しの口が涎よだれを垂らし、食しよく餌じの再生を待っていた。昆虫の複眼のキヒーアは、治癒咒式を紡つむぎつづける。


    　アンヘリオはペトレリカを見下ろしていた。氷河の目には愉快さがあった。


    「よく耐えている。ご褒ほう美びをあげよう」


    　反響するアンヘリオの声とともに、部屋に照明が灯る。青白い光を空中に浮かぶ物体が発していた。鉛色の肌。閉じられた重い瞼まぶた。右手の親指を唇くちびるが咥くわえている。背中から生えた[image: ]こう蝠もりの翼が緩ゆるやかに動き、尻しりから生えた蛇の尾が揺れる。


    　エミレオの書に封じられていた〈胎天使ニョルニョウム〉が浮遊していた。頭上に頂く天使の輪が、朧おぼろな光を放っていた。


    　肉体の変化を司る〈異い貌ぼうのものども〉の瞼が開かれていく。天使の輪が光を増し、ペトレリカの眼を刺す。女の瞼は閉じる力もない。


    　天使からの光が闇やみを駆逐していく。闇から光に明順応を起こしたペトレリカの目が、周囲を捉とらえはじめる。


    　女とアンヘリオの周囲には、大きな部屋が広がっていた。高い天井の平面自体が発光し、白色光を室内に投げかけていた。縦横奥行きは一五メルトルほどで統一され、巨大な立方体になっている。妙に声が反響するのは、広さゆえのものだった。


    　扉から広がる三方の壁には、小さな扉が連なっている。金属の鈍にび色いろをした両開きの扉が、横に十列、縦に十列も並ぶ。把とつ手てがついた両開きの扉は、すべて閉じられていた。


    「カンダハ・ナハ社と組むために、わざわざ偶然を装って接触した理由はいろいろあるが、第一にはここを持つという情報からだった」満足そうなアンヘリオが顎あごで室内を示す。「私の楽しい遊びをするためには、エリダナの地下迷宮にある、この安全な一室を用意させる必要があったからだ」


    　アンヘリオがまた左手を掲げる。赤い蛇が縦に蛇行し、壁の扉の把手に嚙かみつく。同時に併走していた青い首が反対側の把手に嚙みつく。二匹が首を捻ひねって扉を開ける。中央を伸びていた黒い蛇が、現れた四角形の闇へと首を差し入れる。赤と青の蛇も黒い蛇に続く。


    　三匹の蛇が闇から波打つ体を戻してくる。絡からまる蛇は四角い箱を出してきた。


    　箱は一辺四〇から五〇センチメルトルほどの正六面体。液体に浸された赤や桃色の物体が内部に詰まっていた。


    　縮むように主人の下へと蛇へびが戻っていく。アンヘリオの頭の左、ペトレリカの視線の前に、三匹の蛇が台座となって立方体が固定される。


    　赤や桃色の物体は、不気味に蠕ぜん動どうしている。見えたのは気管に肺、食道や胃といった内臓。ガラス面に押しつけられた心臓が心拍を刻んでいた。


    　ようやくペトレリカは理解した。


    「これ、は」


    　人間から手足や筋肉、骨を排除し、呼吸器系に消化器系、循環器系に泌尿器系、内分泌系に神経系だけを箱に詰められても、人間は生きていた。


    　ガラスの平面に内部から押しつけられた眼球が見えた。唇くちびるは消えていたが、周囲の口こう輪りん筋きんがあった。


    「カンダハ・ナハ社のエリダナの統括責任者、トリロッツィにも施ほどこした〈魑魅筺生贄牢ボク・スス〉の咒じゆ式しきだ」アンヘリオの頭上で鉛色の胎児が眠そうな目をしている。「ニョルニョウムの素敵な咒式だが、この状態でもこれは生きている。栄養補給に消化、排はい泄せつまでできる」


    　アンヘリオの蛇どもが動き、箱が回転する。呼吸のための穴が上面に開いている。箱が左から右へと回転。背面には栄養補給のための穴に栓がされている。箱が縦に回転すると、下面には排泄のための穴に栓があった。


    　三匹の大だい蛇じやによって一回転させられ、箱は正面に戻る。箱の内部で、立方体として生かされている人間は、剝むき出しの眼球から涙を流しつづけている。涙はすぐに体液と混じっていった。


    「彼が誰か気になるだろう」


    　アンヘリオは軽い口調で続ける。


    「かつて誘ゆう拐かいしたチェンバレン上院議員の息子、エフェミナだ」


    　正六面体の内部で泡が立つ。脳と内臓だけになった人間が四角形の箱となっていた。


    「手足がないというありがちなことを越えて、体を消す咒式だ。トリロッツィはわずかな時間だけ箱になったが、それでもすぐに精神に失調を来きたしていた。それが半年も続けばどうなるか」


    　アンヘリオの視線の先で、箱は捧げ持たれている。


    「心が壊れるに決まっている」


    　アンヘリオが背後に目をやる。キヒーアが口を開く。高周波のような振動が広い室内の空気を震ふるわせる。


    　金属音に金属音。部屋の三方を囲む金属の扉が開いていく。百二十四の扉が開いて生まれた、百二十四の立方体の闇やみ。


    　いくつかの空きがあるが、だいたいにおいて闇の内部に、箱が安置されていた。合計百二十四の箱が、部屋に設置されていた。


    　エフェミナやトリロッツィと同じく、咒式によって箱にされた百二十四人の犠牲者たちが、部屋に詰められていたのだ。


    　赤や桃色の内臓の上にある口が動く。体液のなかで、泡が吐かれる。百二十四人の犠牲者たちは、空気を振動させない液体内部での叫びをあげていた。そろって叫ぶのは「死にたい」「殺してくれ」という、無音ながらも絶望の大合唱だった。


    　音もなき絶叫が部屋を満たし、ペトレリカの耳を叩たたいていた。耳を封じるべき両手が彼女にはないため、三方からの叫びを見るしかなかった。名曲に耳を澄ますように、アンヘリオは周囲を見回していた。


    「私は子供を生産しない女や、なにも生産しない男や老人などを殺すが、とくに下劣さを持つものは、箱にして保管している」


    　アンヘリオの目が動いていく。


    「長いものでは、十年以上も箱になっているものがいる」アンヘリオの視線が左の壁に向けられる。ガラスの表面に埃ほこりが被かぶったものがあった。「精神が壊れないようにたまに話しかけている。正気のままあの状態にいると、どういう精神になるかという人体咒じゆ式しき実験だが、なかなか楽しいぞ」


    　アンヘリオが目で合図すると、背後にいるキヒーアが蝶ちようの翅はねをはためかせる。咒式が伸びていき、古い箱につながる。表面のガラスに桃色の泡が生まれ、固まっていく。咒式で生成されたのは、唇くちびるだった。箱の内部の気管や肺、横おう隔かく膜まくにつながる発声器関が作られた。口が開く。


    「あの亜ｄ痛いｆ；あい痛ｓぐんふぉあ；お！　助けて痛ｄｆ阿暗ぎ宇ｒ暗ｄ苦ぁｄ不ｂぢあ閉ｆぃうｓごｄ痛ｆじぅあ痛うｌ不ｊだｆ闇ｄl sfk助けz痛h n闇dl下うぃ阿ぅい宇ｑえｗぎ腐ぁ殺して暗助けほ意ｆしだぅｈりゃ痛でょほい火おひおｆひひ！」


    　意味のない言葉と正気の言葉が混ざりあって放たれる。天上の音楽に酔いしれるように、アンヘリオがうなずいてみせる。


    「あの歌声が答えだ。今はまだつまらない歌しか紡つむげないが、あと三年ほどあの状態を続ければ、歴史上かつてない歌を奏でる箱が完成するだろう」


    　部屋にあるのは、犠牲者の絶望と苦痛と、それ以上のアンヘリオの意志だった。


    「なぜ」


    　蘇そ生せいした女の唇が震ふるえ、白い歯が鳴る。痛みよりも恐怖があった。


    「なぜこんなことを」


    「なぜ？」


    　アンヘリオはペトレリカへと視線を戻す。


    「決まったからだ。賽さい子ころの出目のように決まったことだからだよ」


    　青い目には、道理を説く聖者のような強きよう靱じんさがあった。


    　ペトレリカは理解しつつも、理解ができなかった。


    　アンヘリオは異常者でも快楽殺人者でもない。圧倒的な正気の上に、異常な決めごとを守っているのだ。負の聖人とも言えそうな、金剛石の意志だった。


    　アンヘリオに囚とらわれたなら、死ぬことすら許されない。アンヘリオが飽きるまで、終わりなき恐怖と激痛が与えられるのだ。


    　残酷な天使であるアンヘリオの顔の横で、箱が蛇へびどもに支えられている。箱の内部に詰まったエフェミナが、視神経の先の眼球でペトレリカを見下ろしている。哀れみではなく、自分より悲惨な末路を遂げるものへの、残酷な喜びの目だった。


    　同じような視線は、三方の壁にある、百二十四の箱に浮かぶ眼球からも発せられていた。


    　ペトレリカは、自分がエフェミナより悲惨なものになることは理解したが、具体的には想像できなかった。分からないからこそ怖い。


    　無慈悲な物理法則のように、アンヘリオの悪意は決まっているのだ。勇気に満ちた誇り高き女咒じゆ式しき士しが、恐怖に震ふるえていた。勇気も誇りも信仰も、アンヘリオには無意味だった。


    　四し肢しを喪失し、正気を失いかけているペトレリカの喉のどが裂ける。アンヘリオの手刀によって裂かれたのだ。


    「さて、おまえをどう使おうか」


    　ペトレリカの喉からの血を浴びたアンヘリオの声が、室内に反響する。キヒーアの治ち癒ゆ咒式がまたも紡つむがれる。


    　百二五の箱人間の無言の嘲ちよう笑しようが、死と生を弄もてあそばれるペトレリカの脳裏に反響していた。


    



    



    　夜の街を車が進む。助手席に座るギギナの表情も不愉快そのものだった。


    　携帯咒信機を起動させると、着信が数十件に増えていた。パンハイマの娘が誘ゆう拐かいされた一報が確定した事実に、咒式士や警察だけでなく、エリダナの情報通どもが浮き足立っている。


    　エリダナの街並みも、同じようにどこか浮き足立っているように見えた。商店の先では不安顔の人々が集まっている。


    　車道に視線を戻す。街を行き交う車列に、アミラガ家の紋章をつけた黒塗りの車や人員輸送用の装甲車が交じっていた。周囲の車が道を譲り、黒塗りの車や装甲車が抜けていく。


    　この二年ほど沈黙を保っていたパンハイマが、ついに部隊を展開しはじめたのだ。誰もが怯おびえている。


    　車を走らせると、前方にまた別の装甲車が見えた。装甲に描かれた紋章は虎とらに鶴つるの羽。


    「先に支社を壊滅させられたハイダーテ一家の本隊も、装甲車で動き出しているようだな」


    　助手席のギギナが口を開く。


    「リンドブルム同盟も動くかもしれぬ」ギギナが続ける。「カンダハ・ナハ社はエリダナ支社ごと壊滅させられていても、残党が動いているはずだ。本社も面子メンツがある」


    　ハイダーテ一家の装甲車を見送り、俺も考える。


    「黒社会の中堅組織は激しく動いているが、他の組織や、頂点に立つ三大組織はどう動くか」


    　ギギナの返事はない。情報がなさすぎる。俺にできるのは、ヴィネルやナテッロにアンヘリオの潜伏先をさらに捜索させることだ。依頼を出したあとに、助手席のギギナを見る。


    「アンヘリオが見つかると思うか？」


    「カンダハ・ナハ社本体からは、すでに追跡は無理だろう」


    　車を走らせつつ、手持ちの情報から推測を組み立ててみよう。


    「エリダナ支社長のトリロッツィにも黙って、ゴルカスと側近だけが計画して、関係者の全員が殺されている。食料や資材の搬入から割りだすことは不可能だな」


    「アンヘリオが最初からそのつもりだったなら、完かん璧ぺきな偽装になり、地の利も手に入れている」ギギナの口調には不愉快さがあった。「異常者のくせに計算高い」


    「殺人を行おこなっていること自体が計算できていないと思うが、なぜか頭だけは回る」


    　苛いら立だちが俺の唇くちびるから漏もれる。


    「居場所を探すなら、パンハイマ一派に、ハイダーテ一家にリンドブルム同盟にカンダハ・ナハ社、さらには特別捜査官と協力した警察といった、人海戦術による捜査しかない。ヴィネルやナテッロの情報網も併せて使ってはいるが、見込みは薄い」


    　広大なエリダナにおいて、個人は無力だ。ウォルロットのときのような待ち伏せはそうそう上う手まくいかない。ギギナも同じ結論にいたったらしく、息を吐く。


    「次にアンヘリオが見つかるときは、あの怪物自身から姿を現すときだろう。ついでに言えば、パンハイマに対してもペトレリカという切り札を使ってくるはずだ」


    　指摘のように、先手の機会はアンヘリオにある。俺たち、そしてエリダナはどうしても後手になる。アンヘリオ個人は圧倒的に強い。対決のときに戦力の集結がなければ、アンヘリオが自由自在に殺人を行おこなうことを止められない。そして使徒も加わってきている。


    　アンヘリオと使徒は血の祝祭を開始する。開催期間だけはエリダナにいるだろうが、終われば逃げられる。一度市外に出たなら、俺たちが止められる機会は消える。


    　普通の連続殺人犯や快楽殺人者は、逮捕や討伐を受けなくても、精神が崩壊して自殺することもあるが、アンヘリオや使徒にそんな自責の念などありえない。


    　大元である凶王ザッハドが、数十年も殺人を続け、まったく後悔せず、生きているからだ。精神の怪物たちは、倒すか捕らえて罪を償わせることをしなければ、寿命が尽きるまで災厄を撒まきつづける。人肉食いのモーフィースがそうだった。


    　先に行く車に従い、車は橋を上っていく。エリダナによくある高架橋だ。ビルたちが作る尾根を越え、高い空を車の列が進んでいく。


    「アンヘリオと使徒から、モーフィースのことを思い出したが」


    　窓から入る高空の風に乗せ、俺は疑問を口にする。


    「なぜ俺のほうが狙われ、参加者となった？　殺人数は、ギギナのほうが上だろう？」


    　俺が発した問いは、ギギナを考えこませる。


    「たしかにそれは小さいながらも疑問だった。殺した人間が多いものがより得点が高いというなら、使徒やアンヘリオは少なくともガユスよりは私を標的にしたがるはずだ」


    「ギギナには、天才的な快楽殺人者の才能があるからな」


    「誰が快楽殺人者だ。ドラッケン族の闘争の掟おきてに従っているだけだ」


    　ギギナが思考を続ける。


    「時期から推測するに、私は途中からガユスのついでの標的となっている。なにかがあったと考えるべきだろう」


    「途中、たしかに途中だな」


    　ギギナの意見は鋭い。アンヘリオと遭遇したとき、俺は標的になっていなかった。単なる障害物にすぎない俺が、腕を破壊したことでアンヘリオの復ふく讐しゆう対象になった、ことまでは理解できる。


    「しかし、モーフィースは俺に執着していた」


    　奇妙な点があきらかになる。思考は冴えないまま、謎の答えは出ない。


    「モーフィースが意識を取りもどしたら、ハーライルに尋問で使徒が俺を狙う理由の追及を依頼したほうがいいだろう」


    　解答ではなく、現実の対応策をギギナが告げる。俺も同意する。


    「ここで考えても、答えは出ない。あまりにも情報がない。推理小説のように、事件は単独犯、容疑者は数人以内にしてほしいものだ」


    「すでに答えは出ていて、我らが気づいていない可能性もあるがな」


    　ギギナの皮肉を、俺は長い息で受け流す。


    「ついでに情報屋のナテッロに圧力をかけにいこう。人海戦術といえば、流通に関わっているあの男のほうが強いかもしれない」


    　俺の結論で、議論は終わった。


    　車は高架橋の上を進む。速度計の上にある時刻が目に入る。


    「その前に、こちらはお嬢様たちの送迎業の時間だ」


    「まだ娼しよう館かんの送迎役をやっているのか」


    　ギギナは呆あきれ顔となっている。


    「新しい女、チェレシアとやらのためか？」


    「それもあるが」図星を突かれたので、言い訳をつけよう。「定期収入がある仕事をおろそかにするわけにもいかないだろう。アンヘリオや使徒はあくまでたまたまの相手だ」ついでに思い出した。「そうだ、モーフィース逮捕の賞金もまだ市当局から振りこまれていないんだよ」


    　ギギナは苦笑するのみ。


    「狩猟から発展した戦闘民族であるドラッケン族にとっては、敵を倒す狩りこそが生なり業わいだ」


    「残念、俺は現代人だ。未来に向けて地道に生きる」


    　ギギナの目線に、言い訳が苦しくなってきた。横を向く。


    「今のエリダナだとなるべく女の近くにいたい、ためでもあると認めなくもない」


    「女に必死になる男の気持ちが分からぬ」


    　長身で、贅ぜい肉にくがない筋肉の塊。常識外れの美形というギギナに言われると腹が立つ。死ね。疑問が浮かんできた。


    「一回聞いておきたいが、ドラッケン族はどうやって女のご機嫌を取っている？」


    「古いしきたりでは、敵や竜の心臓を抉えぐって、女に捧げる。口では嫌がるが、興奮する」


    　ギギナは平然と言いはなった。


    「どこの邪教の儀式だよ。ドラッケン族の女とはぜってー付きあわないと、今決めた。あと、現代は法治国家だから人間の心臓なんか取るなよ」


    「だから古いドラッケン族の話だ」ギギナが軽く憤慨してみせた。「今は敵や竜のものが用意できないなら、牛の心臓を贈ってもいいように高度に文明化されている。敵の生首でも可だ」


    「文明の光がまったく届いていない、暗黒の石器時代だな」


    　理解したつもりでも、ドラッケン族の習慣と意識だけはよく分からない。ギギナが息を吐く。


    「話は脱線したが、こちらは無駄足であっても狩りに動いていたい。アンヘリオと使徒は、獲物としては大物だ」


    「分かっている」俺も真ま面じ目めな顔に戻す。「ペトレリカを救うために、まずはアンヘリオ重視で行こう」


    「今は分かれて動いたほうがいいだろう」


    　助手席でギギナが屠と竜りゆう刀とうを手で叩たたく。俺は地図を起動させる。ナテッロの事務所は距離的に近いが、橋を下りてからの迂う回かい路ろがかなり長い。渋じゆう滞たいの名所でもある。


    「今の時間だとあと三十分はかかるか」


    「ここからなら、ナテッロの事業所には飛んでいったほうが早い」


    　言ったギギナが車の扉に手をかける。


    　走行中の車の扉が開き、ギギナが笑顔とともに車道へ落下していく。ギギナの背中から黒い翼が噴出。背中と足からの圧縮空気が水平に体を飛ばし、橋の欄干を越えていく。


    　橋を下りつつ後ろ見の鏡を見ると、ギギナは高架橋から下の街へと落下していくところだった。ビルの間で黒い翼が広がり、空気を摑つかむ。黒い鳥となったギギナが、エリダナの街を滑空していく。


    「たしかに道路を迂回して渋滞に捕まるよりは、近いだろうが」


    　相棒の行きすぎた合理主義に呆あきれつつ、視線を前に戻す。


    　夜の街へと車を走らせる。


    



    



    　車が歓楽街の端のビル街に入った。


    　古くさいネオンやガリウム照明の青や紫の明かりが、夜に朧おぼろな光を放つ。大通りではなく裏通りを進み、車を徐行させる。目的地が近くなったので、操縦環ハンドルを回して左折する。


    〈百ひやつ花か館かん〉が入っている雑居ビルの裏手に車を回す。夜の谷底のような路地に車を停とめる。扉を開けて、外に出る。黒猫が横切って、姿を消した．


    　気にせず、後ろ手に扉を閉めると、ビルの谷間の路地を歩いてくる人影が見えた。俺は両手を開いて待つ。胸元へ入ってくる体。


    　鼻先をくすぐる黒髪。甘い匂い。伝わる熱い体温。


    「まだ店に近いから、抱きつくことは危ないよ？」


    　言った俺の胸元から、チェレシアの顔が見上げてくる。東方系の美しい顔立ち。黒い目は悪いた戯ずらっぽい笑みを浮かべている。喜びの笑顔だった。仕事前の薄化粧のなかで、柔らかそうな唇くちびるが動く。


    「危ないから楽しいの」


    「そうは言ってもね」


    　俺とチェレシアは男女の関係になっている。問題はチェレシアが娼しよう婦ふで、しかも黒社会の組織であるロワールの所属であるということだ。二人の関係がロワールの上層部に知られれば、俺を利用しようとする思惑も出てくるだろう。仕事先の女と関係するなど大失敗だ。


    　チェレシアの両手が伸びて、俺の首の背後で組みあわされる。爪つま先さきを立てて、チェレシアが顔を近づけてくる。赤い唇の誘惑に耐えきれず、俺は口づけを受け入れる。


    　舌を絡からませる感触で、暖かい気分が胸に広がる。


    　いつまでも楽しみたいが、俺から唇を離す。


    「だから」


    　俺が言うと、女の顔には笑み。


    「だって、したかったんだもの」


    　女が言った。少女のようなあどけなさが、娼婦にかぎらず大人の女の手口であることくらい、誰でも知っている。それでも、チェレシアの言葉は真実として俺の胸に響いた。


    「びっくりするほど俺は誘惑に弱いな」


    　笑ってチェレシアの顔に手を伸ばす。頰ほおを撫なでると、チェレシアは嬉うれしそうに掌てのひらに擦こすりつけてくる。愛情の仕草に胸が熱くなる。押しつけられた体の熱で、服の下にある裸体を思い出す。豊かな乳房、締めつける肉。かわいらしい喘あえぎ声。連想で一気に欲情が湧わき起こる。


    「元気になったみたいだけど」


    　俺の足に自らの足を絡ませていたチェレシアが笑う。欲情を見抜かれて、俺は笑っておく。


    「あとでね。夜にかわいがるよ」


    　別れがたいが、理性を総動員して女の手と体を離させていく。ペトレリカ誘ゆう拐かいの一大事があっても、俺の体は反応してしまう。


    「では、先に行ってくれ。さすがに二人で同時に入店すれば、誰にでも俺たちの仲が分かってしまう」


    　名な残ごり惜しいように、チェレシアは俺の左手に右手を絡めてくる。


    「まだ一緒にいてはダメ？」チェレシアの目には一抹の寂しさ。「もう少しだけでも？」


    「ダメだ」


    　かわいい願いだが、職場近くで口づけしているだけで危険だ。


    「じゃ先に行ってる」


    　名残を振りきるように、チェレシアが歩みだす。俺の右手が伸びていた。思わず女の左手を摑つかんでいた。


    　女が黒髪ごと振り返る。


    「なに？」


    　疑問の黒い瞳には、賢明さが浮かぶ。


    「ああ、うん」チェレシアは察したように言葉を続ける。「私も本当は嫌だけど、仕事だから我慢して」


    　哀しい夜の色が瞳にあった。


    　単純に自分の愛する女が、他人に抱かれることを許したくないのだ。俺と出会う前からチェレシアが娼しよう婦ふであるとしても、割りきれない。見知らぬ男が、チェレシアの白い肌に触れて、性行為をすることに、強い嫌悪感がある。チェレシアに触れていいのは、俺だけであってほしい。もちろんこれが勝手な言い分だとは分かっている。


    「俺は子供すぎるか？」


    「いいえ」


    　小さく首が振られる。チェレシアの顔には、寂しい微笑ほほえみがあった。どうしようもない世界そのものに直面したときに、女性が浮かべる表情だった。高級であったとしても、娼婦仕事が好きな女性はほとんどいない。チェレシアも同じだ。普通の女だ。


    　口を開いて、さらなる問いかけを放とうとして閉じる。


    　直後に「どうして？」と閉じたはずの俺の口が開く。


    「お金のため。それ以外にある？」


    　予想されきった答えが返ってくる。チェレシアは手を解いて、後ろ向きに下がる。


    　俺は「君一人を養うくらいの稼ぎは」という問いを止やめる。チェレシアは昼間の宝飾職人として充分に稼ぎがある。娼婦をするのは、なにか事情があるのだろう。聞いておくべきだろうが、チェレシアが話さないという時点で、時期尚早だとも理解している。この中途半端な気遣いがいいのかどうかも分からない。


    「愛している」と男が問う。


    「もちろん私も」と女は答えるしかなかった。


    　俺は強引に笑顔を作って手を離す。チェレシアが後退する。顔には複雑な笑み。振りきるように体を反転させて、女が夜の道を戻っていく。途中で止まったチェレシアが反転し、手を振ってきた。俺がうなずくと、背中を見せて店へ向かっていく。歩いていく尻しりさえ美しい。


    　時間を空けて出勤するしかない。待つ間に現状を再び考える。


    　アンヘリオはエリダナを蹂じゆう躙りんしている。ペトレリカの誘ゆう拐かいから打ってくる次の一手が気になる。交渉の場で襲撃をかけてくるか、ペトレリカの死体でパンハイマの動揺を呼ぶか。


    　今のエリダナはアンヘリオに振りまわされている。この緊急時に、ラルゴンキンが辺境での竜の強行派に対抗するために不在であることは、エリダナにとって最悪だ。


    　ついでに俺が使徒に狙われ、参加者となった原因がやはり分からない。ギギナの指摘を考えると、なにかがあるはずなのだ。


    　使徒も問題だ。モーフィースは苦戦の末に逮捕したが、ペネロテ姉妹の残り二人はエリダナの夜に潜伏したままだ。〈人食いモーフィース〉の尋問から、他の使徒も合わせて十三人が参戦する予定だとも聞いている。使徒の血の祝祭とやらの目的も不明のままだ。


    　息を吐く。やはり要素が多すぎて、どれから考えるべきなのかも分からない。ラルゴンキンといった上位者を頼ろうとする時点でダメだ。ラルゴンキンが辺境での竜討伐をしなければ、アンヘリオと使徒の上に、竜の一派がエリダナに来る。下へ手たをしたらエリダナ崩壊だ。


    　エリダナにいるものたちが、どうにかしなければならない。警察に特別捜査官、パンハイマ一派、そして俺とギギナを含む咒じゆ式しき士しどもがやるべきだ。


    　思考している間に、充分な偽装の時間が稼げただろう。


    　繁華街の裏である暗い路地を進む。角を曲がって、裏口から雑居ビルに入る。廊下を進み、女の子たちの控え室の前を通る。横目で扉が開けはなたれた部屋を確認する。


    　十数人の美しい女性たちが、化粧台に向かったり、衣装を選んだりしていた。準備を終えたものは椅い子すに座って週刊誌を読んでいる。大学生や院生は参考書に向かっていた。素人であることが前提条件という難しい客たちのための、高級娼しよう婦ふの控え室だった。


    　若い女たちが集まれば華やかだった。鬱うつ々うつとした現状を今は忘れよう。


    　化粧台に向かうチェレシアの横顔が見えた。俺の脚は一瞬立ち止まり、愛する女を見る。うん、俺のチェレシアが一番綺き麗れいだ。


    　鏡の中のチェレシアと目が合うと、向こうから目を逸そらした。俺も慌てて目を逸らす。愛する女への眼まな差ざしが、他人に見とがめられるかもしれない。


    「なに？　運転手さんは覗のぞき？」


    　高級娼婦たちが俺の様子を見て笑う。視線を戻して、俺も笑っておく。


    「いや、綺麗なお嬢さん方の着替えはまだかなぁ～と待っている」


    　我ながら下へ手たな言い訳だが、それゆえに女たちが「やだ～」「好きね～」と笑ってくれた。お決まりの受け答えだが、高度な笑いなど日常に起こるわけもない。


    　笑いさざめく娼婦たちの間に、唯一の不愉快そうな表情があった。着替えの途中のユーレフスだった。なぜか彼女にだけ俺は嫌われているらしい。とくに話したこともないのだが、敵意の目を向けられる。理由もなく嫌われることもあると分からないほど、俺もバカではない。


    　賑にぎやかな部屋の前から離脱。一人孤独に廊下を進む。窓口の奧では、電子新聞を読んでいるポレポネじーさんが椅子に座っていた。立体光学映像で競馬の予想をしている。


    「お馬さんの調子はどうです？」


    「どちらでも」顔をこちらに向けずにポレポネが言った。「私は一度も競馬に賭かけたことがないもので、儲もうかりも損したりもしたことがないのです」


    「賭けずに予想だけして楽しいですか、それ？」


    「賭けたら、はずれるか当たるか結果が出て怖いじゃないですか」


    　訳の分からないじーさんだが、これでも黒社会の組織であるロワールでは、八番目の幹部だというのが信じられない。


    　窓口の奧を見ると、壁にある予定表はすべて詰まっている。今日は送迎が忙しいらしい。ポレポネの手が動き、終わった競馬中継から報道に替える。


    　ビルが砕くだけ、車が炎上している衝撃的な場面だった。咒式での砲撃戦で、市民が逃げまどう。記者が体を物陰に隠しながら中継している。ポレポネが映像を見つめていた。


    「あー、西のレフディ市で、カンダハ・ナハの本社とエリュントン商会が激突しているみたいですね」


    「遠い街で、黒社会同士の戦争開始ですか」


    　カンダハ・ナハ社は、エリダナ支社でもレフディ市の本社でも大変らしい。おそらくエリダナでの支社壊滅で、相手に援護がないと見たエリュントン商会が襲いかかったのだろう。アンヘリオの行動の余波が、遠くレフディ市での武力衝突につながっている。災厄の連鎖だ。


    「気になりますか？」


    「いえ」と俺はポレポネの問いに答えておく。


    「私のような閑職にも関係がないので、さて、そろそろ時間です」


    　ポレポネが告げる。壁の時計を見ると、たしかに動いたほうがいい時間だった。


    「今日はイディスさんの二連続からですね。よろしくお願いできますか？」


    「了解」と軽く返事をしつつ、俺は早速回転して、来た道を戻る。


    　すでに予定を通達されていたイディスが、控え室の出口に立っていた。北方系の白い肌。白金色の髪。薄青色の目。経歴を思い出せば、神聖イージェス教国出身の苦学生だ。


    「今日は俺が送迎役なので、よろしく」


    　軽く言うと、イディスがかわいらしい顎あごを引いてうなずく。


    「よろしくね、ガユス」


    　北方からの留学生だが、すでにツェベルン語に訛なまりはない。学校と仕事場と客に学んで三年も経てば、現地人と同じくらいに会話ができるらしい。外国語を学ぶなら寝台ベツドの上、ということか。


    　イディスの笑顔の肩越しの廊下に女の姿があった。


    　チェレシアが同僚のガラテーと話している。俺はイディスとともに廊下を進む。戸口でチェレシアたちとすれ違う。イディスが先に行き、俺は少し伸びをする演技で立ち止まる。


    「他の子に気を取られないでね」


    　耳元でチェレシアの声。もちろん俺は返事も反応もせず、再び歩きだす。イディスが横に並んだ俺を見る。


    「なに？　嬉うれしそうな顔しちゃって」


    「イディスが美人だからですよ」


    　会話を逸そらす言葉に素直に反応してくれて、イディスが小さく笑う。指摘されたように、俺は嬉しそうな顔をしているのだろう。こちらだけでなく、チェレシアのほうも俺が誰かに心奪われないかと嫉しつ妬としていたのだ。かわいいじゃないか。


    　おっと、緩ゆるんだ唇くちびるを引き締めておこう。仕事は真ま面じ目めに。戦いと死を試すギギナと、俺は違うのだ。


    　腕に熱い指先。感じたときには、イディスの右腕が俺の左腕に絡からまっていた。


    「行きましょう」


    　拒否することもできず、俺は廊下を進む。娼しよう婦ふが送迎役に甘えることはあるが、違うものを感じる。なぜだか知らないが、最近の俺は女性に好かれているらしい。惑星が直列しているか気温の変化の影響、ではなく、好かれるときには重なり、嫌われるときには周囲全員に嫌われるものだ。そういえば、イディスの白金の髪にも、なぜか懐かしさを感じる。


    　突然、前の恋人のことを思い出し、胸に痛みが蘇よみがえる。


    　背後からチェレシアの視線が背中に突き刺さるように感じた。内心の動きを振り向いて謝罪したいが、それはできない。


    　心中で謝罪しながらイディスと歩く。たまには嫉しっ妬とを煽あおっておくのもいいだろう。おそらく今夜から朝にかけてのチェレシアとの交わりは、炎のように燃えるだろう。憎悪と嫉妬は愛情を激しくする。それでいい。いいはずだ。


    　二人で裏口から出て、停とめている車に向かう。


    　扉を開けるついでに、イディスの手から逃れる。イディスが不満そうな顔をしたが、気にせず乗りこむ。


    　俺の問題は、なにひとつ解決されていない。


    「早く行こう」


    　イディスの催促が来た。思う余裕も許されず、俺は車を発進させる。


    



    



    　エリダナ北東部を囲む〈古き巨人エノルム〉による壁は、高さと分厚さがところどころで違っている。ある場所では一〇〇メルトルを越える高さを誇り、ある地点では四〇メルトルもない。


    　北西部の壁の外に、さらに壁が増築されて五角形を描いている。遙はるか上空から見下ろせるなら、大きな大きなエリダナを囲む輪に、小さな小さな五角形が隣接しているように見える。


    〈古き巨人エノルム〉の技術ではなく、人間の手による増築だった。五角形の辺となる高い壁は、強化コンクリで堅固さを誇っている。壁の上には、金属の刃やいばと有刺鉄線が張りめぐらされていた。監視装置の目や、感知装置が数百か所に設置されている。


    　五角形の壁の頂点に、監視塔が建つ。庇ひさしの下には、魔ま杖じよう剣けんを握った刑務官が立ち、視線と切っ先は外ではなく内部を見下ろしている。


    　厳重にすぎる壁の内部には灰色の運動場と、低い城じよう塞さいのようなまた五角形の建物。外壁と併せて二重の五角形となっている。


    　エリダナ西刑務所の偉容が、夜空の底に沈んでいる。


    　五角形の刑務所は地上五階建てとなっていた。内部は、中央から外へ向かって五棟の獄舎が伸びる形となっている。大廊下の左右に監獄が並ぶ仕組みで、全体として五角形となる。外見の美しさとは反比例して、中央から全体を一瞬にして監視する仕組みだった。


    　エリダナ西刑務所は、咒じゆ式しきと電子の力によって、犯罪者たちを閉じこめつづけていた。設立から六十五年、改修を繰り返す、鉄壁の城じよう塞さいだった。


    　エリダナ市を含むエリウス郡全体の凶悪犯罪者を収容しているため、市には不釣り合いな規模を持つ。


    　通常の監獄が寝静まる夜。反響する囚人たちの鼾いびきや寝言の下、地下二〇メルトルの地下四階にまで自動昇降機エレベーターが設置されていた。扉の前には、いきなり合金製の格子が設置されている。


    　夜だというのに、鉄格子の前には魔ま杖じよう剣けんを下げた警備員が左右に立っている。鉄格子と廊下の境界線、鉄格子の前の天井には、非常時に降りる分厚い隔壁が設置されていた。


    　警備員の視線は、自動昇降機ではなく、鉄格子の先にある緑の廊下に向けられている。屈強な二人の咒じゆ式しき刑務官の眼には、勤務への慣れによる弛し緩かんはない。戦場にいるかのような緊張感と強い不安の色があった。


    　長く伸びる緑の廊下の左右には、等間隔で鈍にび色いろの合金製の扉が並ぶ。竜でも閉じこめるような、頑丈にすぎる扉だった。廊下のあちこちにも、監視装置が設置されている。


    　凶悪犯のなかでも、さらに注意が必要とされる凶悪犯を封じる地下監獄だった。すべての囚人が咒式士であるため、咒力を発動させる魔杖剣を奪い、恒こう常じよう咒式を停止させる措置をして、さらにエリダナ西刑務所の地下深くに封じていたのだ。


    　非常灯が弱い光を放つだけの廊下は暗い。並ぶ金属の扉からは声が漏もれる。怨えん嗟さの声に悲鳴。正気を失った笑い声が、輪唱となって廊下に響く。夜であっても、凶悪犯罪者の上を行く怪物たちは静まらない。


    　鉄格子から監視する咒式刑務官たちは、怪物たちの牢獄を見つめている。絶対に脱獄などないと分かっていても、薄気味が悪いのだ。人を傷つけ殺すことを楽しむ殺人者たちの側にいることに嫌悪感と恐怖がある。


    　二人の刑務官の目は、扉が並ぶ緑の廊下の先、突き当たりを見つめる。


    　扉の前の非常灯が照らすのは、壁にある厳重な扉だった。刑務官の視線を跳ね返す、完全隔離のための金属の扉。


    　扉の反対側の室内。独房は合金製の外殻の内部に、強化コンクリで作られている。咒式士であっても、咒式を使えない状態では脱獄できない。


    　防護壁で囲まれた室内は、通常以上に殺風景だった。寝台ベツドも椅子いすも机も撤去されていた。ただ中央に台座が設置され、斜めに金属の筒が乗っている。


    　傍かたわらに置かれた装置が、画面に各種の数値を表示している。心拍や血圧などが低い数値を示していた。


    　斜めになった筒の表面、上半分に窓があり、内部が見える。内部には透明な液体が半分ほど満たされていた。水面には人体が漂う。


    　人体の胴は、袖そでや裾すそが短い樹脂製の特殊な服で覆おおわれていた。袖や裾が短いのは、四し肢しが切断された男の状態に合わせての処置だった。


    　首や短くなった手足には、水面下で多くの管がつながれている。栄養や各種薬剤を注入している管だった。胸や腕についている線は、外部に生体情報を伝えている。機械の数値は意識不明のままであると示していた。


    　浮かぶ人体の四し肢しの断面で皮ひ膚ふが再生し、腕や足が生えてきている。咒式治ち療りようによる未分化細胞が再生させていた。


    　治療は途中で止まっている。逃亡を防ぐために、わざと途中で止めているのだ。


    　人体が死者のように液体に浮かび、筒の内部で斜めになった水面に顔だけが出ていた。鼻と口には酸素吸入器が装着されている。瞼まぶたが閉じられ、鼻と口からの浅い呼吸音だけが筒の内部で繰りかえされる。呼吸で酸素吸入器が白く曇り、戻る。延々と続く呼吸だけの狭い世界。


    　先日逮捕された、ザッハドの使徒〈人食いモーフィース〉だった。四肢を切断されてなお敵の肉に嚙かみつこうとする食人の使徒が、エリダナ西刑務所の地下の独房に収監されていたのだ。


    　エミレオの書の〈長き手のランペリン〉を失い、魔ま杖じよう剣けんや各種武装を解除。手足を失い、肋ろつ骨こつも全損し、内臓も多く破損している。意識も喪失したままだ。


    　それでも医療刑務所ではなく、地下独房に収監されている。特別捜査官ハーライルの命令だが、誰もが正しい処置だと納得するだろう。


    　大陸有数の犯罪都市でもあるエリダナの凶悪犯罪者でも、数十人も殺せば大物だ。四百八十四人を殺して食べたモーフィースは、〈ザッハドの使徒〉となるにふさわしい、異常者のなかの異常者だった。


    　モーフィースだけが筒の内部に浮かぶ静かな独房に、電子音が響く。筒につながれた機器の数値が変化している音だった。表示される心拍や血圧の数値が上昇。


    　筒の内部で閉じられていた瞼に痙けい攣れんが起こる。体にも震ふるえが伝わり、液体が揺れる。


    　大きな痙攣が止まった。波も止まる。水面から出た顔の眼が開かれていた。緑の瞳が筒の内部から、窓を通して外を見ている。視線の先にあるのは、独房の強化コンクリの天井だった。


    　酸素吸入器の下で、四百八十四体の人間を調理して食った唇くちびるが動く。


    「来た」


    　唇の両りよう端はしが上がる。


    「来たぞ、使徒たちが来た」


    　誰もいない独房で、モーフィースが震える。水面が波打つ。


    「血の祝祭がついに開始される。ザッハド王のための死と使徒だ」


    　犬歯を剝むき出しにして、使徒が笑っていた。

  


  
    十章　使徒集結


    



    



    　悪魔「これだけ人間が増えたなら、命の価値下落が起きている」


    　格付け会社「悪魔さんの算定は大ざっぱすぎます。我が社では、人間の数がここ三十四年八か月で一五九・四五％増え、技術の進展で生産量が増えたため、人命の資産価値は当時より八九・七八％の下落が起きたと算定しています。我が社の格付けでは、人命はすでに神話のＡＡＡから、近代でＢ、現代では[image: ]にまで下がっています」


    
      金融街のウォード通りでの小話。皇こう暦れき四五〇年代ごろ

    


    



    



    　巨人族と〈古き巨人エノルム〉が作ったとされる城壁が、夜空にそびえる。


    　夜に沈む城壁にすがりつくように、狭苦しく建物が並んでいる。増築に増築が重ねられた建造物が並び、また二階と四階が回廊で結ばれ、三階と五階が階段でつながり、まるで迷宮のような構造となっている。


    　エリダナ西南部の壁の外に広がる、不法移民が多く暮らす区域だった。エリダナを見上げながら、入れない人々の恨み辛つらみが集まったかのように、街は陰いん鬱うつだった。


    　閉まった店の前で、失業者らしき男二人が座っている。隣りあっている二人が話すこともなく、不機嫌な顔を並べている。


    　月の下、肋ろつ骨こつが浮きでるほど[image: ]やせた灰色の野良犬が、埃ほこりっぽい道を歩む。老婆の嗚お咽えつが遠く聞こえる。建物の壁には、大昔の映画俳優であるラグマノフが大写しになった映画の壁紙。眼と鼻と口には弾だん痕こんが穿うがたれ、落書きで頭から男性器が生やされている。


    　六、七〇年代のエリダナの急速な発展に取り残されたまま現在にいたる、寂しい区域だった。


    　活気がなく照明も落ちた夜の街角に、遠く悲鳴が響く。


    　悲鳴の発生源は、路地の奧。三方をビルに囲まれた谷底のような空き地だった。


    　左肘ひじに槍やりが突き立ち、血が跳ねて、新しい悲鳴が足される。


    　悲鳴をあげつづける男は、コンクリの壁の前に立っている。男は、逃げることも動くことも許されていなかった。男の両肘と両膝ひざを咒じゆ式しきの槍が貫き、壁に固定している。貫かれた肘や膝から落ちた血が、土の大地を黒く濡ぬらしていた。長髪に趣味の悪い赤緑のシャツにも、赤が足されていった。


    　壁の前、ビルの谷底にできた広場には、十数人の人影があった。


    　磔はりつけにされた男の左には、鈍にび色いろの積層甲かつ冑ちゆうに、右肩に大型の魔ま杖じよう斧ふを担いだ巨漢が立っている。左手に握られた短刀は、刀身から血の滴しずくを垂らしている。


    　赤と青のドレスを着た少女、のような老婆が二人。それぞれ右の老婆が花はな籠かご、左の老婆が猫のぬいぐるみを抱えている。


    　血まみれの男の右には、眼と口と耳を糸で縫ぬった女が立つ。自分の包帯で覆おおわれた体を、自らの両腕で抱きしめていた。


    　夜に集う異様な風体の一団は、パンハイマ綜合警備保障の咒式士たちだった。


    「さて、楽しい遊びはここまでにしておこう」


    　声は、一団の中央に座る人影から発せられた。禿とく頭とうに刺いれ青ずみが刻まれた男。パンハイマ咒式事務所の第十席、奴ど隷れい頭のカン・ドゥンだった。古タイヤの山の上に腰を下ろして、鋭い目で磔にされた男を眺めていた。


    「なんでもいい。アンヘリオについて知っていることを話せ」


    　脅迫している男の目には切迫感があった。壁に串くし刺ざしにされた男は、涙と鼻水を溢あふれさせているだけで話せない。男の悲鳴は外の街にも届いているが、誰も助けにこない。警察に通報されることもない。


    　パンハイマ綜合警備保障の拷ごう問もんが始まっているとなれば、住民は逃げだすか、見ないふりをするしかできないのだ。


    「話せ。カンダハ・ナハ社の生き残りはほとんどいない。ならば取引先であったおまえに聞くしかないのだ」


    「ひらなひっへ！」


    　磔にされた男が叫ぶ。開かれた口には、歯が何本かなかった。男の足下には、手足の出血による血の海ができていた。赤い水面に浮かぶ白い斑はん点てんは、抜かれた歯だった。横に立つ鎧よろい姿のガスコフが短刀を掲げて、拷ごう問もんの続きを開始しようとする。


    「やめっ、ひうっへ、俺ひゃ！」男の歯茎には肉の穴があり、叫ぶたびに血が口の外に散る。


    「俺、ふえから指示されたくしゅりを売るだけの、下っぴゃら。アンヘリオなんて知ひゃない！」必死に叫ぶ。「情報ひゃを監視に使うはら紹介ひろって言われららけ」


    　積層甲かつ冑ちゆうを着込んだ巨漢の兜かぶとが横に動く。ガスコフは血に塗まみれた短刀を振って、投げすてる。


    「歯医者の拷問で情報がそれだけなら、本当に知らないらしいな」


    　ガスコフの言葉に、青と赤のドレス姿の老婆が舞い踊る。「知らない知らない」「こいつは知らない」とジョゼフィーグとジョゼフィーガは輪唱する。


    　眼と口と耳を糸で縫ぬった美女、ヒビギヒは動きも話しもしない。現状の無意味さを示すように、包帯の上の額ひたいに皺しわを寄せている。


    「アンヘリオめ、徹底して痕こん跡せきを残していないのか」


    　同僚の視線を受けて、カン・ドゥンが魔ま杖じよう剣けんを振る。咒じゆ式しきで生みだされた槍やりが飛ひ翔しようし、ガスコフとヒビギヒの間、壁の男に着弾。穂先は額を貫き、後頭部を抜けて、壁に埋まる。


    　壁に縫い止められた男の顔は、倒れることもできず、額からの血で赤く染まっていく。背後の壁には破裂した脳のう漿しようと血が散って、同じく大地に垂れていく。


    　カン・ドゥンが背中の仮面を揺らしつつ、古タイヤの山から立ち上がる。巨漢のガスコフが壁から離れて歩きだす。ジョゼフィーガとジョゼフィーグが踊るように回る。ヒビギヒは壁に背中を貼りつかせて無言。


    「まずいな」


    　兜の下から、ガスコフの声が漏もれる。


    「まずい。非常にまずい」


    　立ち上がったが、カン・ドゥンは敷地から去ることができない。


    「ペトレリカ嬢を救出せねば、我らの命がない。殺されるならいいが、我らがなすような幼稚な拷問とは比べものにならない、アミラガ家伝統の拷問を受けることだけは避けたい」


    　カン・ドゥンの言葉に、ガスコフが兜の下の喉のどで唸うなる。ジョゼフィーガとジョゼフィーグの二人の少女のような老婆は、枯れ木のような手を取りあって、不安を分かちあう。感覚器官を糸で縫いあわせたヒビギヒも、頰ほおに怯おびえを見せていた。


    「今でもパンハイマ様が郊外に作った施設の地下には、過去に逆らった人間たちが収容されている」カン・ドゥンの唇くちびるが強がりに歪ゆがむ。「そのなかには、両耳に鼻を削そがれて、眼を潰つぶされ、両手両足を切られて、十年以上も生かされている男がいることを、この場の誰も忘れていないだろうな？」


    「それでもまだ寛大な処置だ」ガスコフが続ける。「もしペトレリカ嬢奪還に失敗したなら、パンハイマ様は我らの家族や知りあいまで無惨に殺すだろう」


    　月光の弱い光の下で全員が答えず、沈黙している。


    　奴ど隷れい頭たちは、元警官や軍人の快楽殺人者、異常者の集団であっても、部隊長を任されている。完全な異常者では人を率いることができない。パンハイマの元で富と武名を授けられて長い期間が経てば、それぞれに大事なものができているのだ。


    　エリダナに恐怖を振りまく暴力と死の象徴である奴ど隷れい頭たちであっても、アンヘリオに勝てるかどうかは分からない。前はアンヘリオ、後ろにはパンハイマと完全に進退が窮きわまっていた。


    「どうする？　逃げるか？」


    　元軍人には似合わない皮肉をガスコフが口にする。


    「逃げられると思うか？」


    　これほど追いつめられても、奴隷頭たちの間で反逆の意図は出ない。全員が心の底からパンハイマに怯おびえていることを、カン・ドゥン自身が知っていた。


    　悪にも格がある。咒じゆ式しきによって得た強大な力を殺すために使う犯罪者崩れと、彼らを圧するパンハイマとでは、次元が違う。


    「我らに残された道は、アンヘリオを殺し、生き残ることしかない」


    　悲壮な決意でカン・ドゥンが告げた。ジョゼフィーガとジョゼフィーグが手を握りあう。ヒビギヒが無言でうなずく。ガスコフが肩に巨大な魔ま杖じよう斧ふを担いで金属質の同意を示す。


    　赤と青のドレスの裾すそを閃ひらめかせて、老婆たちが跳ねていく。ヒビギヒは壁の間の路地に背中から後退していく。路地の先、夜の道路には車が停車する。車から出た、奴隷頭のそれぞれの部下たちが車の扉を開く。


    　カン・ドゥンが顎あごを引いてうなずく。三人の魔女たちは横顔に不安を見せつつ、車に乗りこんでいく。アンヘリオを追うために車を発進させる。


    　車の列が、路地の先から去っていく。夜には静けさが戻る。


    　カン・ドゥンとガスコフも、別の路地から外を目指す。二人が並んで暗い路地を進む。


    「そういえば」


    　闇やみのなかで甲かつ冑ちゆうを鳴らして歩きつつ、ガスコフが口を開く。


    「パンハイマ様はここ二年ほど動かれぬな。今回も我々を街へ放って、自身はアミラガ家の城館に籠こもっておられる」


    「策略を巡らしておられるのだろう。指揮官の考えは我ら部隊長とは違う」


    　歩きつつ、カン・ドゥンが答える。


    「現在は、南方大陸での部隊展開が一番の重要事だ。国家や反政府組織と組んで、三つの小国の運命があの方の思惑にかかっている」


    　カン・ドゥンの声には苦さがあった。ガスコフが兜かぶとの面めん頰ぽおをさらに深く引き下げる。


    「これだけの苦境ならば、部隊を呼びもどせればいいのだが」


    「パンハイマ綜合警備保障が手を引けば、南方大陸の紛争がまた激しくなる。エリダナの問題は我らでやるしかあるまい」


    　二人は路地を抜ける。人が絶えた夜の道路に、不似合いな黒塗りの車が四台停とまっていた。それぞれ一人の咒式士が車の横に立って、分隊長を待っている。


    「カン、話があるのだが」


    「車中で聞こう」


    「二人だけで話したい」


    　ガスコフの言葉に、カン・ドゥンが立ち止まる。


    「俺とガスコフで本部に戻る。おまえたちは分隊と協力してアンヘリオ捜索を続けろ」


    　カン・ドゥンが手を振ると、部下たちが車に乗りこむ。次々と発車していく。


    　部下たちの車が夜の街へと消えたことを確認し、カン・ドゥンが車の扉に手をかける。


    「話をする前に、先に夕食をとるか？　人を殺したあとは実に飯が美う味まい」


    「ここで話したい」


    　闇やみに沈む全身甲かつ冑ちゆうのガスコフが口ごもる。同僚の声に切迫感を見てとり、カン・ドゥンは扉から手を離した。同僚に向きなおると、ガスコフが続ける。


    「俺とおまえは古い戦友だよな？」


    　パンハイマ事務所でもっとも凶暴とされるガスコフの生き真ま面じ目めな言葉に、カン・ドゥンが小さく笑う。


    「なんだ今さら。もう七年もともに死地を潜くぐりぬけた仲ではないか」


    　パンハイマ綜合警備保障で十席と十一席という奴ど隷れい頭を続けている事実は、二人の実力を裏付ける。激戦のエリダナで、しかも犯罪者や快楽殺人者に異常者がそろうパンハイマの元では、互いに疑心暗鬼が渦巻き、早いものは奴隷頭着任から数分で死ぬか殺された事例がある。


    　それでも、元警官と元軍人は敵意を抱くこともなく、同僚として認めあっていた。


    「だから言うが」質実剛健をもってなる元咒じゆ式しき化装甲歩兵だった男が迷っていた。「これは、本当に余興だと思って聞いてほしいのだが」


    「なんだ？」


    　カン・ドゥンが笑う。ガスコフは周囲を気にしつつ、兜かぶとに包まれた顔を寄せる。まだ周囲に怯おびえるかのように小声で話す。


    「パンハイマ様は、もしかしてご病気ではないか？」


    　月光のか細い光に照らされていたカン・ドゥンの顔から、笑いが消えた。禿とく頭とうの青い刺いれ青ずみに珠たまの汗が浮く。問うたガスコフのほうも、兜に開いた覗のぞき穴が小さく痙けい攣れんしている。双方が、パンハイマの病気など、語るだけで殺されると分かっているのだ。


    　ガスコフは、他でもない戦友と認めるカン・ドゥンだからこそ問うたのだ。


    「どう思う？」とガスコフが兜の下から重ねて問う。


    「それは」


    　カン・ドゥンも慎重に言葉を選んでいく。戦友の覚悟に応えることを決心したように、息を吐く。


    「俺も予想していた」


    　戦友の同意にガスコフの兜がうなずく。二人は秘密と死を共有したのだ。カン・ドゥンが続ける。


    「ジオルグとの因縁からの二年、パンハイマ様はほとんど陣頭に立つことがない」


    　一度言葉にすると、堰せきを切ったように疑念が溢あふれる。


    「仇きゆう敵てきになりうるジオルグの残党を壊滅させようにも、ミルメオンとクエロを同時に敵に回すと厄介なだけで、ガユスにギギナだけでも先に殺しておいてもいいはずだが、動かなかった」


    「いつもの気まぐれ、だと思いたいところだな」


    　双方は互いに探るように含みを持たせた会話を続けていく。


    「二年前、パンハイマ様が倒れられてから、すぐに回復したことがあることを覚えているか？」


    　カン・ドゥンの言葉にガスコフが兜かぶとを引いて同意する。


    「あれから、パンハイマ様は戦線に立たなくなった。民間軍事会社の長おさや指揮官としての仕事が増えたと思っていたが、以前にもあったが気まぐれな会議の中止や、任務からの途中離脱が増えた。家か宰さいのマラキアも部隊指揮と実戦から離れ、パンハイマ様の傍かたわらから離れなくなったのも同時期だ」


    　ガスコフが推理を重ねる。


    「パンハイマ様とラルゴンキン一党とのエリダナを巡る争いも、棚上げになっている。ついでにエリダナにおける、初春の枢すう機き卿けい長ちよう事件、春のズオ・ルーと〈大禍つ式アイオーン〉事件、夏のウォルロットと〈古き巨人エノルム〉事件にも関与をしなかった。晩夏の少女と〈ベギンレイムの尻しり尾お〉の事件にすら、動かなかった」


    　カン・ドゥンの顎あご先にまで汗が流れ、月光を宿す。薄うす闇やみに浮かぶ眼はガスコフを正面から見据える。


    「こう言ってはなんだが、俺もおまえもペトレリカ嬢のことを知らされたのは、つい十日ほど前だ。上の側近どもは知っていたらしいが、なぜわざわざこの大変な時期に呼びもどしたのか」


    「アミラガ家とパンハイマ綜合警備保障の跡継ぎを、披露しておく必要があったということだろう。当時は、〈金剛石の殺人者〉と分かっているだけだったが、アンヘリオの殺人がエリダナに近づいていると報道で出ている段階で、延期すべきだった」


    　ガスコフが補足した。カン・ドゥンは顎の汗を手の甲で拭ぬぐう。


    「すべてをつなぎ合わせれば、急がねばならないほどパンハイマ様のご病状がかなり悪い、という可能性が予測される」


    　同僚の言葉と自らの結論に怯おびえるように、ガスコフが兜の面めん頰ぽおを震ふるわせる。


    「なにかの策でなければ、おそらくパンハイマ様は死病。死期が近い」


    　内部にいるだけに情報が得やすく、双方からの情報を組み合わせると、結論は決まっていた。二人の攻こう性せい咒じゆ式しき士しは、黙って立っていた。


    　長い沈黙。


    「どうする？」


    　ようやくガスコフが問うた。巨漢の甲かつ冑ちゆうが小さく見えるほどの小さな声だった。


    「おまえこそ、どうする？」


    　カン・ドゥンが問い返す。問いかけ自体が危険なものだった。問うた時点で、ペトレリカ奪還のためにアンヘリオを倒そうと命をかけるより、死病に冒されたパンハイマに反逆したほうが生き残れると考えている、と認めているようなものだった。どちらも先を続けられない。


    　凶暴さと獰どう猛もうさで恐れられる咒じゆ式しき士し二人が、エリダナの外の街で途方に暮れていた。


    　月下の街角で、二人はまだ動きだせない。


    



    



    　夜のエリダナの街角は、騒がしく動いていた。


    　殺人を遊ゆう戯ぎと考えるアンヘリオと使徒がまだ野放しになっていようと、パンハイマに黒社会が動こうと、いつまでも恐怖していられない。街は生産して消費し、生殖し、排はい泄せつを続ける。デレッテート通りもいつもの賑にぎわいとなっていた。


    　夜の俺も同じだった。俺は一仕事を終えたイディスを迎え、帰るだけだった。


    　そして今、俺はなぜかレストランの一階にいる。


    　食卓を挟んだ向かいには笑顔のイディスが座っている。


    　二人でアンビョン風のパスタをつつき、唐辛子と貝の味を楽しんでいる。同時に俺の口は自動的に軽口を言っている。


    　イディスの送迎をして、次の客が予約を延期したので、一時間ほど空いた。現在のエリダナの状況に娼しよう婦ふを買っている場合ではなくなった、どこかのお偉いさんなのだろう。


    　予定が空き、空腹を訴えるイディスのために、近くで食事でもするかとなったのだ。


    「美お味いしい」


    　パスタを口に運んだイディスが、何回目かの感想を述べる。


    「エリダナにこんな店あったんだ」


    「自分で作るのも好きだけど、仕事柄、エリダナ市とエリウス郡を駆けまわっていて、よく人の話を聞く。さらに外食も多いので、美う味まい店も知るようになるよ」


    　考えれば、この四年か五年で数千人の人間と出会って話している。あとは常人の十倍は食べる相棒のために、安くて美味い店を知っているかどうかが事務所会計の生命線になっている。なにが役に立つかは分からないものだ。


    　俺の目は、品書きを見て、食後の甘味を物色している。砂漠の地方の菓子、ナツメヤシにアーモンドを詰めて蜂蜜を塗ったものがいいだろう。


    　注文しようとすると携帯から葬送曲。ギギナから携帯に連絡が来ている。


    「なんだ？」


    「ナテッロの情報でカンダハ・ナハ社の生き残りを見つけた。足がいる」


    　ギギナは前置きすらしない。携帯から耳を離す。


    「俺がそちらに車を回すより、おまえの足で車くらい追えるだろう。ついでにこちらは」少し考える。「仕事中とも言える」


    　通話を切る。再びイディスの顔を見る。


    「仕事中に別の仕事の話？」


    「運転手の他に予備校の講師もしているが、一応、攻こう性せい咒式士が本業でね」


    「分かっているけど見えないね」


    「魔ま杖じよう剣けんに防刃装備の上下を着ていても、咒じゆ式しき士しに見えないとよく言われる」


    　自じ嘲ちようするしかない。講師といえば、予備校の生徒であるノエスの喫煙と、弟のイングレイへの苛いら立だちを思い出す。引きこもりのゴートレックも、最近は家から出ているそうだ。


    「生徒さんの心配？」


    「最近は咒式士の仕事が忙しくて、あまり出られない」顔から内心を見透かされた俺は、笑っておく。「元々臨時講師が延長されているだけの副業だが、それでも生徒のことは考えるよ」


    　イディスが俺を見ている。


    「他の攻こう性せい咒式士さんって、だいたい怖いんだよね。筋肉に鎧よろい兜かぶとに怖い顔に刺いれ青ずみ。みんないつも不機嫌そう。子供のことなんか、若い娼しよう婦ふや、たまにいる少年犯罪者もちょろい獲物だとしか考えていない感じ」


    「死と暴力に触れすぎるとそうなる。今のエリダナではとくにね」


    　二人の間には沈黙。物騒な話を女にする失敗だ。甘味でも注文して間を持たせよう。


    　卓上にある呼び鈴を鳴らそうとすると、食卓の横を男女が歩いていく。腕を絡からめた幸せそうな男女だった。赤い髪と金髪の二人だった。イディスの眼が二人の後ろ姿を追っていた。女の目が戻され、俺を見る。


    「そういやさ、ガユスはどんな女の子が好きなわけ？」


    「は？」


    　いきなりの話題に間抜けな声が出る。が、食事の時間を埋めるための他愛ない問いかけだと瞬時に理解する。男女が通りすぎたことで、恋愛話となっただけだ。見れば、この店にいるほとんどが男女だ。端はたから見れば、俺とイディスも同じに見える。イディスもそう感じているのかもしれない。


    「それはもう、イディスみたいな美人で心の優しい子だよ」


    　適度な言葉を投げておく。食べているパスタは美う味まいが、塩が足りない。卓上にある塩の瓶びんに手を伸ばす。イディスも同時に延ばし、指先が触れる。俺は手を戻す。


    　イディスは俺を見つめている。


    「ちょっと嬉うれしいな」


    　黄色信号。適度なはずのお愛想がイディスに好意と取られた。すでに腕を絡めていたのに、指先が触れるという小さなことが、安やっすい恋愛話の展開になっている。


    　イディスは神聖イージェス教国からの留学生だ。家族とともに因習に囚とらわれた祖国から先進国に逃げてきて、解放された気分がある。


    　見ているかぎり、イディスにはあまり友人がいない。身上を思い出せば、職がない家族を養いつつ自分の学費の確保のために高級娼婦の世界に飛びこんでいる。当然、周囲の女学生と住む世界が違ってしまっているのだろう。男子学生も同じことだ。


    　とすると、身近な男といえば、客を除けば、同じ学生かポレポネじーさん、俺しかいない。消去法で、俺くらいしか好意を向ける相手がいない。


    　イディスは生徒のテュラスに少し似ているかもしれない。だとしたら、これからの手順を間違えてはいけない。


    　イディスの目に熱が込められる。


    「私なんかどう？」


    「うーん」


    　女の寂しさからの軽い誘い。昔ならありがたくいただきに動くところだが、そうもいかない。子供のときは女性を性欲解消のための熱い物体としか思えなかったが、俺はすでに愛する女と生きる幸せを知るようになっていたからだ。クエロに前の恋人にチェレシアという女性たちのお陰だ。


    　ここでイディスに「仕事仲間とは付き合えない」と正当な理由で安全な距離感を保ちたいが、すでに俺はチェレシアと関係を持っている。規則を破っている俺が、平然と男女関係の専門家である娼しよう婦ふに噓うそを突きとおせるとも思わない。ある程度は真実でないとならない。


    「ああ、大丈夫よ」


    　考える俺にイディスが手を振ってみせる。訳が分からない。


    「いや、だからなにが大丈夫なわけ？」


    「私、不妊症だから。避妊咒じゆ式しきも不必要」


    「そういうわけにもね」


    　返事に詰まる。女性から振られるこの手の話は難しい。重い話をいきなり振るイディスは、あまり会話の上う手まい人間ではない。不妊症だから恋愛の相手にはいい、というのは冗談で使うにしても上手くない。
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    「あとはほら、結婚すれば祖国に帰らないですむってのも便利じゃない」


    　先進国の自由な雰囲気に触れたなら、イディスは神聖イージェス教国に帰らない。ツェベルン龍りゆう皇おう国こく系の俺と偽装でも結婚でもすれば、エリダナに永住できるという計算もあるらしい。


    「冗談だって」イディスが笑う。「本気にしないでよねん」


    　寂しい北国の雪景色のような女の微笑ほほえみだった。


    「だろうね」


    　冗談だと理解していた演技で俺はパスタをつつく。これが一番穏当な反応なのだと思いたい。


    「私だって、ガユスに恋人がいることくらい知っているって」イディスが続ける。「たしか噂うわさだと、白金の髪だけは私も近いけど、緑の瞳のアルリアン系の美人さんでしょう？　そんな人に浮気は勧められないって」


    　イディスの軽い言葉に、俺の心臓には鈍い痛みが生まれる。予想もしない人物から、前の恋人の話という槍やりを突き刺された。まだ痛みを感じるということはチェレシアに失礼だろう。自分の感情の整理が数か月経過してもついていない。


    　イディスの情報源は、まだ前の恋人と俺のことを知っている人間だとすると、客の攻こう性せい咒じゆ式しき士しにでも聞いたのだろう。俺のことが前から気になっていたことになる。


    「前の恋人の話だね」


    　俺の失恋を気遣づかい、イディスが黙りこむ。好意は分かっても、上手く返せない。


    　時間の経過でチェレシアに癒され、俺は今より少しは人に優しくできるようになるのだろうか。不自然な間となったが、返事をするしかない。


    「ま、イディスはこのまま大学を卒業して見習いから咒式弁護士にでもなればいい。膨ぼう大だいな過去の判例を瞬時に呼びだして、検察と争う高給取りになれる。家族も大喜びだよ」


    　恋人が誰かということには答えず、話を逸そらすための無意味な言葉だ。


    「うん。家族は大事」とイディスも話を逸らすことにつきあう。


    「たしか母親とおばあさんと弟さんと同居しているのだったかな」


    「もう、あいかわらず詳しいんだから」


    　俺は娼しよう婦ふの家族まで知っている。ガラテーの子供は名前まで知っているが、イディスがあまり家族を語らないため、個々の名前までは知らない。


    「どこかにいい男いないかな」


    　イディスがつぶやく。良い子なのだろう。家族はイディスに勉強させるために移住して支え、イディスはさらに娼婦までして家族を支えている。チェレシアと同じく、俺が出会う女は優しい女が多い。イディスの薄青色の眼は横を見ていた。歩いていった幸せな男女二人は出入り口で会計を行おこなっている。男が女に笑みを見せる。


    　ああいった感じで、俺ではない、誰か別の良き男が、イディスを愛して支えてやってほしい。


    　イディスに優しい言葉を探そうとすると、会計の前で、男のほうが小さく叫ぶ。右手で胸を押さえて、よろめく。女の支えが間に合わず、男はその場に膝ひざをつき、そのまま前に倒れた。頭を床に打つ危険な倒れ方をした。


    　女が悲鳴をあげて、倒れた男にすがりつく。男は凄すさまじい苦痛の形相。危険だ。レストランの食卓にいる数十人が突然の事故に硬直していた。俺はすでに席を立ち、会計へ走っていた。


    　泣きわめいて、男を抱え上げようとする女の手を押さえる。床に膝をついて男を見る。苦痛の形相は尋常ではない。


    「心しん筋きん梗こう塞そくの疑いがある」顔を横に向けて、店の人間に叫ぶ。「すぐに救急車を呼べ」


    　店員が持っていた料理の皿を机に置いて、電話を手に取る。


    　俺は倒れている男を確かめる。なんらかの心臓疾患の症状だろうが、心筋梗塞なら絶対安静だ。しかし心臓の冠かん動どう脈みやくの血液量が止まる心筋梗塞のわりには、顔色はさほど変化していない。手で脈を診ると完全に血流が止まっている。虚血状態で心筋が壊え死ししはじめたら終わりだ。左手だけで腰にある魔ま杖じよう剣けんの柄つかに触れる。帯剣して入れる格式張らないレストランで助かった。


    「彼氏に心臓の持病は？　普段から胸が苦しい、重い感じがすると言っていたことは？」


    　横で放心状態になっている女に尋ねる。女は男の体に両手で触れて動かそうとする。右手で女の手を止める。早口すぎて理解できていないらしいので、再び呼びかける。


    「よく聞いてくれ」ゆっくり話していく。「たとえば、彼に左肩や顎あご、歯の痛み、左上じよう腕わんの重み、目め眩まいや嘔おう吐と、不定愁しゆう訴そはあったかな？」


    　糖尿病でも患っていれば、兆候はさらに分かりにくくなる。俺が言葉を待っていると、女の目に理性が戻り、首を左右に振る。


    「あるわけない。彼は病院に務める咒じゆ式しき療法士で、毎日運動して栄養にも気をつけ、毎月健康診断を受けている」


    　女の言葉が正しいなら、起こるわけがない症状だ。心室細動なら、電磁系咒式で心筋を強制的に通常の鼓動に戻すことができるが、詳しい症状が分からない。


    　イディスが俺の側に腰を下ろしていた。


    「なにか私にできることはない？」


    　心からの言葉を出せるイディスは良き女性だ。


    「この人の襟えり元もとを開いて、袖そでを捲まくってくれ」


    　イディスが横たわる男の襟元を開き、袖を捲っていく。イディスに任せている間に、俺は魔杖剣を鞘さやごと傍かたわらの床に立てる。刀身を少し抜いて、引き金を絞しぼる。発動した探査咒式が光の帯となり、男の胸に絡からまる。


    　魔杖剣で男の心拍や血流を計測し、知覚眼鏡クルークブリレに数字を転送し、表示させる。心拍が破裂しそうなまでに早くなっている。危険な状態だ。心筋梗塞と判断するしかない。


    　魔杖剣をすべて抜いて、慎重に調整した〈雷霆鞭フユル・フー〉が前後から心臓を挟むように発動。心筋に電気的刺激を与えて戻すはずが、鼓動の不自然な早さは正常に戻らない。破裂寸前に早まっている。別のなにかが咒式の効果を上回っている。


    　自分の両手を合わせて、男の胸の上に下ろす。胸きよう骨こつを折らない程度に強く押す。さらに押す。


    　ある程度のことは分かるが、医者か生体系咒じゆ式しき士しのギギナでもないかぎり、軽々しく判断を下せない。


    　レーザーを使って人体内部に高周波弾性波を発生させて、心筋の損傷を発見する咒式や、放射性同位体を血液に流しこんで、放出される放射線を検出して分布を画像化する咒式に、陽電子や放射線、または核磁気共鳴を利用した断層撮影による診断咒式もあるが、俺には使えない。現場で多い外傷の基礎知識はあっても、慢性疾患に対する咒式医師や療法士の技術まで覚えてはいない。


    　先ほどから続けている心拍回復の手当ても上う手まくいかない。症状が不自然にすぎる。


    　知覚眼鏡クルークブリレに警告。男の心臓が完全に止まっていた。電気的な除細動は、すでに意味がない。横で女が悲鳴をあげる。


    「死んだの!?」


    「大丈夫、大丈夫だって」


    　イディスが必死に女をなだめる。男の首の後ろに俺は手を回し、気道を確保。


    　人工呼吸を開始しようとすると、背後から音。振り向いた俺の眼前で、また別の男がレストランの食卓に手を掛けながら、床に倒れていく。手を伸ばして、倒れる男の胸を支える。床に激突寸前で、男の顔が止まる。


    　食器や料理が落下して、赤い髪の後頭部に降りそそぐが倒れた男は動かない。跳ねたソースが俺の頰ほおにもかかっている。不自然な体勢だが筋力で耐える。


    　膝ひざを動かして、背後の男を回転させる。仰あお向むけにさせ、床に横たえさせる。最初の男の呻うめき声で、顔を戻す。二人の病人で大忙しだ。すでに摑つかんでいた手首からは、脈がない。電磁系咒式で探査しなくても、即座に脳の壊え死しが始まっていくだろう。


    　俺程度の咒式では意味がない。血液や酸素を循環させるか、心臓そのものを再生させるような、高位の治ち癒ゆ咒式が必要だ。


    　立ち上がろうとすると、俺の右側からまた倒れる音。


    　中年の男が食卓に伏せて、眼鏡が顔の横に落ちていた。赤い髪がスープの皿に突っこんで海草のように揺らめいている。


    　助けに動こうと、中腰の姿勢になった俺の耳に衝撃音。右から左へと顔と体を向ける。


    　ガラス窓の向こう、向かいの街路で交通事故が起こっていた。車がビルの壁に激突し、車体の前面が縮んでいる。車道とビルとの間の歩道には、血の軌跡。車に跳ねられた中年男と老婦人、幼児が倒れていた。


    　事故を起こした車の運転席が見えた。男が前のめりになり、操縦環ハンドルに横顔が埋もれていた。左半面には激痛を堪こらえる表情、右手が胸を押さえた姿のままで動かない。胸の発作のために事故を起こし、結果として本人も死んだのだ。


    　周囲の通行人でも何人かの男が倒れている。道の向かいのレストランでも、何人かが倒れていく様子が見えた。


    　車道の激突音に顔を向ける。また別の車が歩道に突っこみ、後続車が激突する。路上で玉突き事故が起きていた。


    　俺のいるレストラン、外の車道に歩道、向かいの雑貨店という街の一角は、騒然となっている。負傷者にかけよる人々と逃げようとする人々で、街角は大混乱となっていた。俺とイディスがいるレストランでも、何人かは逃げだしていた。食卓が倒れ、料理がブチ撒まけられる。


    　腕で抱えている二人の男の体温が急速に下がっていく。連れの女が必死に人工呼吸をしているが、間にあうだろうか。イディスは、後ろの男へと人工呼吸と心臓を押す作業を繰り返している。


    　周囲は気になるが、前後で倒れた男を放置もできず、床に膝ひざをついた姿勢で外を見ていた。


    「心しん筋きん梗こう塞そくが、同時に十件以上起こるだと？」


    　偶然この場所へ居合わせた数百人の通行人や客のうち、十数人が心臓発作を起こすなど、確率としてはありえない。


    　偶然ではないなら簡単だ。俺は二人の男を女とイディスに任せて立ち上がる。早歩きで外に出る。魔ま杖じよう剣けんの柄つかを右手で触り、刀身を抜きつつ扉から外を見る。横に気配。イディスが背後についてくる。顔には不安。


    「なにが」女の目は周囲の惨状を見ている。「起こっているの？」


    　俺はレストランの扉から周囲を見る。悲鳴が溢あふれる車道。事故を起こした車から、血まみれの男が出てくる。轢ひかれた負傷者が痙けい攣れんする。道路に流れる血。倒れた男を抱え起こして叫ぶ女。道ばたで泣いている子供。逃げる老人。胸を摑つかんだまま倒れた被害者のうち、何人かはすでに動きがない。黒猫がじっと見ている。驚いた犬が通りを走る。


    「助けに行かないのっ!?」


    　イディスが俺の袖そでを握って叫ぶ。俺は動かない。


    「おそらくは咒じゆ式しき攻撃だ。咒式士がまだどこかにいる」


    　事故車と負傷者が溢れる街角のどこかにいる惨状の元凶を探す。車の陰か、ビルの屋上か。


    　自分で言っていて俺は信じられない。


    　相手は街角一帯の大勢の人間に、ほぼ同時に咒式を発動させている。当たり前だが、体内に影響を起こす咒式は難しい。相手の意志、咒式抵抗力を越えた量子干渉効果を起こすのは、強大な咒式力を必要とする。


    　俺が知るかぎり、相手の体内へ強力な干渉を行おこなうものとしては、〈大禍つ式アイオーン〉のアムプーラの石化咒式はまだしも、砂漠の革命家ズオ・ルーが使った〈軀酸組式逆変法スイー・トリー〉や、アンヘリオが持つ胎天使ニョルニョウムが使った〈美麗蟇蛙王子変咒ベル・エル〉の全身変化くらいだ。街角への十数人の体内、心臓への同時干渉は、それくらい難しい。


    　集団心筋梗塞を起こした相手は、ズオ・ルーやアンヘリオのような超級の咒式士ということになる。ありえない。そんな怪物が、エリダナにまた現れたのなら終わりだ。ついでに言えば、街角に無差別咒式攻撃をかける動機を持つ人間もありえない。


    　俺は奥歯を嚙かみしめる。


    　ありえない条件が重なった存在に、ひとつだけ心当たりがある。


    「〈ザッハドの使徒〉どもか」


    　〈人食いモーフィース〉が語った、十三人の使徒の襲来。それ以外に考えられない。


    　一気にではなく、個々の相手の咒じゆ式しき抵抗力を打ち破り、心臓だけを狙う咒式なら、術者は相手が見えるくらいの距離にいる。街路を見渡しても、使徒の姿は見つからない。強力で広範囲な咒式の発動による量子干渉も感じられなかった。


    　扉から街角を見渡しても、通行人で新たな心しん筋きん梗こう塞そくは起こっていない。おそらく使徒は逃げた。殺すだけ殺し、満足して目的を果たしたのだろうか。


    　俺は掲げていた魔ま杖じよう剣けんを下ろす。安全になった安心より、怒りが先に立つ。何回か遭遇したが、使徒どもは理不尽にすぎる。憎悪も殺意も、不満も怒りもなく、ただ遊びで人を殺す。


    　許さない。殺す。殺してやる。


    「ガユス、怖い」


    　腕に絡からまるイディスがつぶやく。俺ですら訳が分からないのだ。イディスはさらに怖いだろう。


    「大丈夫だ」


    　安心させようとすると、イディスの手は離れない。顔を向ける。蒼そう白はくな頰ほおをしたイディスの大きな目が見ていたのは、混乱する街角ではなく俺だった。


    「大丈夫だ」


    　深く考えないようにして、腕に絡まるイディスの手を離させる。イディスの不安顔に背を向けて、レストランの内部に足を向ける。咒式士として、生存者の救助に向かうことにした。


    



    



    　エリダナの夜、カラガン地区の工場地帯。操業停止した工場や倉庫が並ぶ、荒涼とした風景。


    　灯あかりから見放された夜の底、ビルとビルが作る谷間の底で光が散る。さらに連続する破裂音。古めかしい銃声だった。


    「撃て撃て撃てっ！」


    「撃ち殺せっ！」


    　銃声の間に、男たちの叫びが混じる。工場の前の車の陰から見える三人の男たちの手には、前時代の火薬式の拳銃や軽機関銃が握られていた。銃口は光を放ち、銃弾を間断なく発射していた。


    　銃弾の先には、工場の壁。弾だん痕こんがいくつも穿うがたれ、コンクリが砕くだけ、割れた窓ガラスがさらに砕かれる。


    　凄すさまじい破壊行為を起こしながらも、撃っている三人の男たちの顔は引きつっていた。


    　男たちの前方、銃弾で破壊される工場の壁の一角だけは無傷だった。


    　右手一本で掲げられた金属塊の側面に、銃弾が命中して火花を散らす。金属塊の盾たては、ドラッケン族が使う巨大な屠と竜りゆう刀とうだった。


    　ガナサイト重咒合金の刀身は竜の炎や雷の息吹すら防ぐ。九ミリ口径の銃弾をいくら受けようと、傷ひとつつかない。刃やいばの表面で弾はじける火花は、銃弾だけが砕けてあげる断だん末まつ魔まだった。


    　銃撃を受ける刃の陰からは、銀の左眼が見えた。ギギナの刃よりも鋭い眼まな差ざしが、前方の男たちと銃撃を見据えている。


    「質問したいという相手に、銃弾で返礼とは、カンダハ・ナハ社の躾しつけはなっていないな」


    「なにが、質問だ！」


    　軽機関銃を連射しながら、男の一人が叫ぶ。


    「車を両断して止めた男が質問してきたら、逃げるに決まっているだろうが！」


    「さらに追ってくれば、撃つしかないだろうがっ！」


    　横から拳銃を放つ男の顔にも恐怖の表情があった。一人が弾たまを撃ちつくし、軽機関銃が止まる。予備の弾倉を引っ張りだし、機関部に叩たたきこむ。再装そう塡てんの間にも他の二人が銃撃を続ける。銃弾の嵐のなかで、ギギナは考えこみ、口を開く。


    「細かいことは忘れて、質問に答えろ」


    「どこが細かいんだ、殺されかけたんだぞ！」


    　銃撃の間から、男が軽機関銃を乱射する。


    「てめえはあの、ドラッケン族のギギナだろうが。おまえに斬きられた咒じゆ式しき士しや、黒社会の人間が何人いると思っている！」


    　銃撃は嵐となっていた。屠と竜りゆう刀とうの表面で弾ける火花の横で、ギギナの顔に不満そうな表情が浮かぶ。屠竜刀が角度を変えて、顔を狙ってきた銃弾を弾く。


    　再び刃が戻され、銀の左目が見える。銃弾は止まらない。


    「止やめておけ。攻こう性せい咒式士、それも到達者級の咒式剣士に、軽火器など通じようもない」


    　鋼はがねの声が銃声の間を抜ける。男たちは、車の背後から無力な乱射を続ける。ギギナは退屈そうに銃弾を弾きつづける。


    「じゃあこれはどうだっ！」


    　下がっていた三人目の男が、車の屋根の上に金属塊を下ろす。屋根の上に長い砲身が横たわり、先端には長めの紡ぼう錘すい形けいが収まっていた。旧式の歩兵が持つような、対戦車誘導弾だった。


    　弾頭に赤外線誘導装置があるため、一度発射されれば相手を逃がさない。命中すれば成形炸さく薬やく弾だんの爆発の威力が一点に集中して、戦車の装甲すら撃ちぬく。照準はすでに前方数十メルトルに立つギギナを捉とらえている。命中すれば、屠竜刀が耐えられても、生身の人間は死ぬ。


    　ギギナは屠竜刀を掲げて、左手を差しだす。手招き。


    　激高した男が引き金を引くと、砲身から弾頭が発射。すぐに弾頭の後方から推進剤が煙となって噴出し、急加速。着弾。


    　二つに分かたれた弾頭が、左右別々に背後の壁に激突していた。着火の前に斬られたため、爆裂せずに金属と爆薬のままに散った。


    　ギギナは前に進み、右膝ひざをついていた。屠竜刀は、地面に触れるように振り下ろされていた。砲弾が作動する前に、屈かがみこみつつ進んで対戦車誘導弾を両断していたのだ。


    　時間が経っても、眼前の光景の意味を理解ができず、三人の男たちは硬直していた。


    　ギギナが右膝ひざを伸ばし、立ち上がる。巨大な屠と竜りゆう刀とうを肩に担ぐ。


    「破壊力はあっても、銃弾より初速が遅いものを撃ってどうする。ついでに言っておくが、通常の砲弾程度なら、咒じゆ式しき無効化能力のついでに量子散乱させられるぞ？」


    　刃やいばには無効化のための咒力すら乗っておらず、単なる速度のみで斬きったのだ。


    　三人の男たちは、眼前の咒式剣士が手加減していたことを理解した。本気ならとっくに殺されているのだ。銃撃していた二人は手に持っていた銃器を捨てて、降伏の姿勢をとる。


    「カンダハ・ナハ社に出入りしていたマッチニーはどいつだ？」


    　剣舞士の問いに、二人の男は答えない。目線はそれぞれ右と左に動く。中央には、空からになった無反動砲の砲身を持ったまま、男が立っていた。


    「クソったれ」


    　マッチニーらしき男が砲身を投げ捨てるのと、ギギナがさらに前に出るのは同時だった。男は車の横へ逃げる。次の瞬間、車の屋根が吹き飛ぶ。ギギナの跳とび蹴げりが屋根を撃ちぬいていた。武装解除した二人の男は、悲鳴をあげて大地に倒れる。


    　金属の板をまとった足で着地したギギナが、逃げたマッチニーへと顔を向ける。マッチニーは後退しながら拳銃を抜いていた。無意味と分かっていても銃弾を放つ。


    　退屈そうなギギナの顔の前で、左手が霞かすむ。ギギナの後方で、金属音。歪ゆがんだ金属片が、先の二人の間、アスファルトに落ちていた。


    　ギギナの左手にある五本の爪つめが硬化し、伸びていた。斬ったのではなく、銃弾の軌跡を読んで受けながしたのだ。音速を超える銃弾であっても、咒式剣士は見切ってしまう。命中していても、体内の強化筋肉や骨格で致命傷にはほど遠い。


    　無力な豆鉄砲に等しい銃を、それでもマッチニーは握りしめていた。


    「カンダハ・ナハ社が健在ならば、こんなことには！　てめえなんか殺してっ！」


    「必要なら黒社会の組織とも激突する。心配性の眼鏡がいない場合、私は容赦しない」


    　マッチニーは腰が完全に引けていた。黒社会の後うしろ盾だてを失ってしまって、自分が裸の存在となったことを理解させられてしまったのだ。


    　逃げ場のない男は、さらに後ろに下がろうとした。ギギナは飛ひ燕えんの速度で走る。一瞬で十数メルトルの間合いが詰められ、男の喉のどに白い指が食いこむ。マッチニーは苦しんで、銃を手放した手や足をギギナの胸板や腹部に叩たたきつける。分厚い胸板や鋼鉄の腹筋は、男の抵抗を意に介しない。


    　マッチニーを片手で宙ちゆう吊づりにしたまま、ギギナの眼が横に動く。


    「おまえたちも逃げるな。逃げたならば斬る」


    　逃げようとしていた二人は、大地に這はったまま破壊された車の横で硬直した。ギギナは男を宙吊りにしたまま右へ半回転。工場の壁に背中から男を叩きつける。男がくぐもった悲鳴をあげ、抵抗が止まる。


    「話してもらうぞ」


    　ギギナの脅迫に男が口を開けるが、声が出ない。首を摑つかんでいたため話せないのだと理解し、ギギナが息を吐く。


    　優美な五指が開かれると、マッチニーは垂直に落ちる。工場の壁を背にして地面を這はい、盛大に咳せきこむ。目め尻じりには涙が浮かぶ。十秒にも満たないが、絞首刑に近い状態だったのだ。


    　ようやく男が眼を上げると、ギギナの長身がそびえていた。月を背景にした美び貌ぼうは、男にとっては死神の化身にしか見えなかった。マッチニーの鼻先には光。巨大な屠と竜りゆう刀とうが突きつけられていた。


    　ギギナと刃やいばを見上げたまま、マッチニーは動けない。


    「わざわざカンダハ・ナハ社の残党を捜したのだ。話さねば斬きる」


    　刃やいばの前で、マッチニーは観念したように肩を落とす。工場の壁に背を預けて、口を開く。


    「話ってのは、アンヘリオのこと、だったよな？」


    　男の問いに、ギギナは秀麗な顎あごを引いて肯定する。刃を突きつけられた状態で、マッチニーは逆らえなかった。マッチニーは左のほうに見える仲間を見て、またギギナに視線を戻す。咒じゆ式しき剣士の目と刃を見ることができず、大地に眼を落とす。


    「咒式も使えない俺らは、ゴルカスさんのところで使いっ走りをしていただけだ。アンヘリオのことは、ゴルカスさんの側近と直属の部下の二十人くらいしか知らなかった。俺たちはそこに入っていない」


    　マッチニーはまた仲間の二人を見る。二人はマッチニーの言葉を裏付けするためにうなずくだけで助けにはならない。ギギナは顎で先を促す。


    「アンヘリオを利用しようとして、カンダハ・ナハ社がエリダナ支社ごとぶっつぶされたとき、俺たちはたまたま外に出ていて助かった。今使った玩がん具ぐの銃器を運んでいて、報道で知ったくらいだ」声には怯おびえが混じっている。「で、仕方ないから銃器を処分して脱出資金にしようとしたんだ。だけど今時銃器なんて買い手がなかなか見つからなくて」


    「ナテッロの流通網に引っかからないくらいには、慎重に買い手を探すべきだったな」


    　刃を固定したまま、退屈そうにギギナがつぶやく。


    「話が逸それた。アンヘリオが証拠を残すとは思えないが、なにかしら手がかりがあるなら話せ。使いっ走りなら、食料や装備、隠れ家の準備をさせられたのではないか？」


    「それはその」


    「組織の銃器を勝手に持ちだしておいて、今さらなんのための義理立てか知らぬが」ギギナが笑う。「本国の本社からの増援が、今になっても投入されない理由を知らないのか？」


    　ギギナが続ける。


    「教えてやると、カンダハ・ナハの本社は、一時間前からレフディ市で同業他社のエリュントン商会と武力闘争に入っている。死者はすでに八十三人を数えるという、正面衝突だ。本社にエリダナに再介入する余力はない」


    　ギギナの脳裏には、アンヘリオの笑みが浮かぶ。


    「エリュントン商会との武力闘争が開始される時期まで計算して、カンダハ・ナハ社を利用しにかかったのだとしたら、アンヘリオの奸かん智ちは常識を越えているな」


    　銀の目は、またマッチニーを正面から捉とらえる。


    「本社が動けないなら、早く話して逃げたならば、おまえたちが制裁されることもない」


    　マッチニーの逃げ道は、眼前の裁定者に事実を差しだすことしかなかった。


    「アンヘリオのことは知らされなかったが、あとから考えれば手配をしていたと思う」


    　マッチニーの唇くちびるが言葉を漏もらした。


    「蠟ろう燭そくや燭しよく台だいなんて素っ頓狂なもの、今思えばあいつ以外に注文しない」マッチニーが続ける。「さらに間に人が入っていたけど、食い物も注文がうるさかった。やれ、何年物のフシュレー産の葡ぶ萄どう酒しゆだの、仔牛の頰ほほ肉になんたらソースだのに、保存用の箱まで用意させられていた」


    「食料の線は、前もって準備したものと保存食で乗りきる用意をしていたから無理か」ギギナが再確認する。「車や隠れ家のほうは？」


    「車は輸送車や盗難車を用意した。何回か使われたが、返却された。使ったあとは不要だし、こちらの干渉を嫌ったのだろう」


    　マッチニーの声はさらに沈む。


    「隠れ家のほうは、ゴルカスさんがカンダハ・ナハ社の所有するビルや、エリダナの地下迷宮の隠し部屋を与えたらしい。知ってのとおり、安全な地下迷宮の場所は価値が高い」


    　マッチニーの答えに有用性がなく、ギギナは息を吐く。


    「派手好きでなお用心深い、アンヘリオの異常さが分かるだけか」


    「俺らが知るのはこれだけだ」


    　マッチニーが見上げる。鼻先の刃やいばの先を見つめ、次に咒じゆ式しき剣士を見つめる。


    「これで見逃してくれんだよな？」


    　哀願の眼だった。沈黙。マッチニーは喉のどに唾つばを飲む。横にいる二人の仲間も固唾かたずを呑のんで待っていた。三人は闇やみのなかで月光色に染まる屠と竜りゆう刀とうを見つめていた。彼らは、死刑執行前の三人の囚人にすぎない。


    　ギギナの横顔は夜と月よりも冷たい。屠竜刀の切っ先が動く。マッチニーの体が怯おびえたように跳ねる。


    　銀の刃はマッチニーにも仲間二人にも向かわず回転。ギギナが刃を肩に担ぐ。


    「行け」


    　マッチニーや二人の仲間が、互いに顔を見合わせる。次にギギナの顔へと顔を戻す。


    「いいのか？」


    　顔には卑ひ屈くつな表情。


    「追ってきたあんたを撃った俺たちを許すのか？　無慈悲で残酷と聞くギギナが？」


    「気が変わらぬうちに行け。咒式士ですらない無力な相手を斬きるほど、私も暇ひまではない」


    　マッチニーはそれでも怯えていた。前に手を掲げて意味のない防御をしながらも膝ひざを伸ばしていく。ギギナは屠竜刀を分離。柄つかと刃に分かれさせていた。


    　ようやくマッチニーが立ち上がる。顔には安あん堵どがあった。


    「本当に、いいのかよ」


    「くどい。敵に値したのはユラヴィカや強敵たちだけだ」


    　背中を見せて、ギギナが足を進める。夜道に一人歩みだす。


    「待ってくれ。ひとつ思い出した」


    　マッチニーが叫び、ギギナの足が止まる。振りかえった銀の眼が男に向けられる。マッチニーが言葉を続ける。


    「報告に行ったとき、俺らじゃゴルカスさんには会えず、代理の幹部に会っていた。アンヘリオは見なかったが、帰りの通路の扉から声が聞こえた」


    「ああ、姿は見なくても、聞いたことがない声だからアンヘリオだ」「たぶんそうだと思う」


    　立ちつくす二人の男が、マッチニーの言葉を裏付ける。


    「で、あれはアンヘリオの独り言だと思うんだが」


    　マッチニーの言葉にギギナの興味が戻る。


    「扉の向こうのアンヘリオは『血の祝祭の変化を理解しているのは、今の時点では自分とカジフチ、ペネロテ姉妹だけか』と言っていた」


    　マッチニーの言葉に、ギギナは疑問の表情を浮かべる。


    「アンヘリオとカジフチ、ペネロテ姉妹だけ」言葉を咀そ嚼しやくする。「まだ意味が分からぬな」


    「俺らに分かるのはそれだけだ。あ」マッチニーが続ける。「ひとつと言って二つになるけど、アンヘリオの要請だと思うが、組織が急に情報屋というか監視員を使っていた」


    「あのアンヘリオが、わざわざ監視員を使って、警察や特別捜査官の動向を探る理由があるのか？」ギギナが考えこむ。「誰を監視していたかが問題だが、アンヘリオの異常な頭の中身を推理することは、私の得手ではない」


    「さすがに細かいことまでは知らねえよ。たぶん監視員も殺されているんだろ。ついでにこれが返礼になるかも知らねえ」


    　マッチニーが横に動き、再び止まる。眼は、敵意や怯おびえではなく、ありふれた善意の色となっていた。


    「俺らから忠告するなら、エリダナからさっさと逃げたほうがいいぜ。使徒どもが集まるって噂うわさもある」


    「逃げないし、逃げられないのが、ドラッケン族と私の厄介なところだ」


    　初めてギギナの口元に笑みが刻まれる。


    「雑ざ魚こみたいに誇りもクソも捨てて逃げられねえ、強いやつやドラッケン族ってのも大変なんだな」


    　マッチニーも小さく笑う。剣士は粗雑だが誇り高く、また自分と同じように人間らしい矛む盾じゆんを抱えていたのだ。


    　マッチニーの笑顔に赤い斑はん点てん。男の胸に穿うがたれた赤い穴から散った鮮血だった。背後にあった壁に、血がブチ撒まかれる。遠い音。


    　壁に張りついた筋肉と内臓の破片が、壁に沿って滑り落ちていく。


    　マッチニーが首を背後に向ける。射入口である胸の穴は小さいが、背中は大きく開いている。背中を見ようとするマッチニーは、捻ねじれた姿勢のまま前のめりに倒れる。血が跳ねて死体となる。


    「咒じゆ式しき狙撃だ、逃げろ！」


    　ギギナの叫びと同時に、屠と竜りゆう刀とうの表面に火花。すでにギギナは後方へ飛んでいた。屠竜刀を体の前面に掲げて盾たてとしつつ着地。刃やいばの表面の右から左へと火花が走り、甲高い悲鳴とともに去っていく。受けたギギナの左肩が裂けていた。


    「着弾から銃声が二・四五秒ほど遅れた」左肩からの血の噴出が、ギギナの白い頰ほおを赤く染める。「気温二十度とすると、約八四〇・九八七メルトルの狙撃だろうが」


    　強きよう靱じんな筋肉と骨が破裂している状態で、ギギナはさらに後退していく。夜の工場街にあるのは遠い街の灯あかりと月光だけ。空中には風を切る音。ギギナが眼で追うが、音に反応して見た時点で、音より早い物体はすでに移動している。銃弾はあきらかに射出後も高速移動をしていた。


    　マッチニーの二人の仲間がようやく反応。長髪の男がマッチニーの死体に向かい、眼鏡の男が現場から脱だつ兎ととなって逃げる。壁に沿って逃げて、車の陰に飛びこむ。


    　屈かがんだ眼鏡の男の背が伸びる。腹部から背中に開いた大穴から、血の霧が噴出する。眼鏡の奧の眼には驚きよう愕がく。物陰にいる自分が、下から撃たれたことを理解できない表情だった。


    　衝撃で伸びた背筋のまま、背後に倒れる。工場と車の間に体が落ちて、血の海が広がっていく。眼鏡の男を貫いた銃弾は、血の霧を振りきって上昇していく。


    　工場の屋根から生えた煙突の先、地上三〇メルトルほどの高さで方向転換。風切り音を残して消えた。


    　屠竜刀を掲げてギギナは夜の工場街を後退していく。空中では、飛ひ翔しよう物体が方向転換をするたびに風切り音が続く。音速の壁を越えているため、夜空の一部が歪ゆがんで見える。


    　軌道の先を予測したギギナが、痛みを無視して腰の後ろから左腕を振りぬく。金属の筒が空中に放たれ、工場の屋根の上で炸さく裂れつ。封咒弾筒と呼ばれる咒式具が夜空に爆裂を撒まき散らす。


    　立体攻撃だが、音速以上で動く物体は爆裂より早く動く。移動で置き去りにされる風切り音が工場の上空で続く。ギギナは不愉快そうに後退を続ける。背後にいる長髪の男が夜空を見上げながらギギナの横を逃げる。


    「どうなってんだ！」


    「正体と原理も不明の狙撃だ。死にたくないなら工場へ逃げろ」


    　ギギナの言葉を受けて、長髪の男は、悲鳴をあげながら廃工場に向かっていく。ギギナは屠竜刀を掲げたまま後退していく。長髪の男は割れていた窓に手をかけて、内部に体を入れる。ギギナも続いて窓を飛び越えて、工場に侵入する。


    　長髪の男が慌てて進み、金属の棚を倒し、箱が落ちる。箱から溢あふれた使われることがなかった部品を踏みつけながら、男が逃げる。背後を守るように、ギギナも後退していく。同時に青白い六角形が全身を覆おおっていく。生体強化系第三階位〈衂蟹殻鎧ドラメルク〉の甲こう殻かく鎧よろいが、全身を装甲しおえ、戦士の姿が現れた。


    　男はさらに暗い工場の内部を逃げる。工場の中央で足がつまずき、咄とつ嗟さに物陰に逃げこむ。動きを停とめた機械の陰に男が隠れる。機械の前ではギギナが屠と竜りゆう刀とうを掲げ、前を見据えている。


    　彫像となったようにギギナは屠竜刀を掲げたまま動かない。工場の窓から入る月光が、優美な甲かつ冑ちゆう姿に陰影を落とす。左肩の負傷は甲冑の下に隠れたが、軽傷ではない。治ち癒ゆ咒じゆ式しきが鎧よろいの下で発動し、光が漏れていた。


    　生き残った長髪の男も、機械の陰から外を見ている。


    「なんなんだよ、これはなんなんだよ！」


    「分かったら教えろ。褒ほめてやるし、生き残る可能性も上がる」


    　兜かぶとの下でギギナの眼は左右に動き、外で自由自在に飛ひ翔しようする弾丸の音を追う。音速の数倍で移動する銃弾に対し、音の後追いをしても意味はないが、他に手だてがない。物陰に隠れる長髪の下に、男の不安な眼があった。


    「カンダハ・ナハの本社が、が、俺たちを片付けにに来たっ、のか？」


    「たかが雑用係を殺すのに、これほどの咒式狙撃手を傭やとうわけがない」


    　恐怖に震ふるえる男の声を、ギギナは即座に否定する。


    「今まで何回か咒式狙撃手とやりあったことがあるが、ブレナンテと同等かそれ以上の特異な射手だ」


    　ギギナの声は低く静かに工場に響く。音を消してどうにかなる訳がないため、男の不安を消す方向で話していた。


    「おまえたちが狙いでないのなら私が標的だろうと言いたいが、これほどの射手に狙われる理由を思い当たらない」ギギナの分析が続く。「傭われたにしても、周囲にいる人間ごと殺すような、頭の螺ね子じが外れまくった職業狙撃手がいるのか？」


    　肩の激痛を無視し、ギギナの脳は現状確認。狙われる理由は不明。一キロメルトル近い長距離の咒式狙撃。銃弾は自由自在に曲がり、標的を狙いつづける。工場に入ることで、狙撃手に見える距離ではなくなった。


    　ギギナの臨戦態勢は解けない。工場の割れた窓から夜の闇やみを見つめる。


    　屋外よりも狭い工場の内部ならば、音速を超える高速移動はできない。高速移動は壁や窓、機械に激突して遮さえぎられるし、遮しや蔽へい物を貫通しても軌跡が見えるとした位置取りだった。


    　血を流したギギナの背中が会話を拒否していた。男は口を閉じているしかない。闇に沈む工場で、二人が沈黙しつづける。外からは、大気を切り裂く正体不明の弾丸の音が遠く響く。標的たちを捜して、工場の外を旋回しているようだった。


    　音が消える。


    　沈黙に耐えられず、長髪の男は唇くちびるを舌で湿す。自身の荒い呼吸音と心拍だけが男の耳に響く。


    　風。


    　長髪の男の、右手と右脇腹が破裂。血と骨の破片が左へと噴出する。音速を超えたときに鳴る空気の破裂音を聞くことなく、男は即死。破裂した右半身から床に落下。


    　ギギナは屠竜刀を跳ね上げる。火花は下から上へ。刃やいばに防がれた銃弾は、空中へと上昇していく。工場内の狭い空間を、何度も方向転換して飛翔していた。


    　工場の闇やみの中で、ギギナが屠と竜りゆう刀とうを振るう。横から胸を狙った一撃を防いで、火花が散る。次に屠竜刀が旋回して、背負われる。背後から肩けん胛こう骨こつを狙った弾丸が火花と悲鳴をあげて、また飛び去っていく。工場内部の機械の角を貫通し、屋根を破り、再び壁を破って戻る。障害物など意に介しない、縦横無尽の移動だった。


    　火花が連続。距離を取ってからの突撃ではなく、銃弾と刃やいばによる接近戦。


    　音速の数倍の速度から音速以下まで落ちているだろうが、屠竜刀と強化された知覚や筋力ですら追いつけない銃弾との接近戦となっていた。ギギナも重い屠竜刀を周囲に暴風のように旋回させて、火花が連なり、光の花が咲き誇っていた。


    　甲かつ冑ちゆうが吹き飛び、兜かぶとが砕くだける。火花の散華の間に、血が混じる。刃と装甲と超反射神経で防いでいるが、時間の問題で、あと十数秒でギギナに直撃する。防御による火花の下で、自らの血に染まるギギナの刃の眼は活路を探す。


    「これは勝負にもなっていないな」


    　ギギナの刃の盾たてが銃弾を弾はじく。


    「理屈は分かっても、対抗手段がない。闘争の場から去りたくはないが」


    　屠竜刀が垂直に落ちる。床に突き刺さり、刃はギギナの周囲で一回転。


    　円の完成とともに自重でコンクリの床が抜けて、上にいたギギナごと落下。同時に鮮血が跳ねる。空中には甲殻装甲の破片と銀の髪が散る。水音。


    　残ったのは工場の床に穿うがたれた大穴。鋭利な断面の先には、地下水道の暗い水面と浮かんだ床の半円が見える。水面には乱れた波と泡。甲殻装甲の破片が落ちて、さらに波を荒立たせる。銀の髪が花びらのように落ちていった。


    　黒い水面に、さらに黒い液体。血が広がっていき、水に拡散していく。


    　穴の上空では、弾丸が旋回移動。追跡すべきか去るべきか、工場の外からの指示を待つように回っていた。


    　突如として空気の炸さく裂れつ音を残し、弾丸が消失。ギギナが去った地下水道へ垂直落下。


    　工場には、地下水道から放たれる金属の激突音が響く。コンクリが砕ける音。激しく水が跳ね上げられる音が続いた。


    　地下からの音はだんだんと遠くなり、やがて消えた。


    



    



    　ビルとビルの谷間の奧、街路に光が明滅。ザウアーツ通りの路傍に立つ、古くさい街灯の蛍光灯で、喘ぜん鳴めいのように陰極と陽極の間で電子が交換され、闇と光が入れ替わる。


    　ちらつく蛍光灯の光が安定し、街路の光景が露あらわになっていく。


    　街路の片側には、雑居ビルの出入り口があった。上には、古い時代のネオンで描かれた店名の「夜の洞窟」の文字が点滅する。両開きの扉は内部から跳ね開けられていた。


    　扉から道路に続く道には、咒じゆ弾だんの空から薬やつ莢きようや折れた魔ま杖じよう剣けんが散らばっている。間には黒い染みが点々と落ちていた。


    　黒い染みは血だった。道路には、爪つめが赤く塗られた女の手。革手袋に包まれた太い男の手には工業用魔ま杖じよう剣けん。かなり前の流行である、有機照明を仕込んだ靴くつを履いた女の足首。鼻や耳に環をつけた青年の無念の顔。


    　切断された人体の部品が、道路に落ちていた。


    　脂肪層や筋肉や骨が、標本でもあるかのように滑らかな切断面を見せていた。切断された頭部にある眼に意志の光はない。眼球の表面に小さな蝿はえが這はう。手足を擦こすりあわせて、赤い複眼が夜空を見上げていた。


    　蝿の複眼には、一人だけ立つ男が映っていた。


    　クラブの前の惨状の中心に立つ青や赤の服には、金糸で縫ぬいとりがされている。手や足の裾すそは極端に絞しぼられ、靴の先まで尖とがっている。豪ごう奢しやで派手な衣装は、後アブソリエル公国などに現在でも残る、闘牛士の衣装だった。


    　頂点の左右に膨ふくらみを持つ、奇妙な帽子を被かぶっているが、下には白い仮面があった。仮面舞踏会のときにつけられる白の仮面だったが、顔には目や鼻や口の穴すら開いていない。


    　金糸に縁ふち取どられた袖そでを持つ左手が胸の前に掲げられ、赤い毛織物をかけている。垂直に下がった右の五指が握っているのは、華麗な魔杖剣の柄つかだった。


    　いくつもの銀の輪が連なった柄の先には空間。刀身が存在しない魔杖剣だった。柄についた血が重力に引かれて大地に滴したたっていく。


    「エリダナでの血の祝祭の開演としては地味か」


    　仮面の下の唇くちびるがつぶやく。闘牛士の帽子の下の仮面が、周囲を見渡す。


    「いつものように競いたかったのですが、メレニボスはまだ到着していませんか」


    「すでに来ている」


    　男の声での返答に対し、闘牛士の月の顔が横に動く。切断された人体の山や、血の海の街路に、答えたメレニボスらしき男の姿はない。


    「ここだ、クフネル」


    　死体の山から男の声が響く。


    　男女の死体の山の一角で、胴体から切り離された男の首が話していた。眼の表面には蝿が這って、口だけが動いている。


    「やはり来ていましたか」


    　クフネルと呼ばれた仮面闘牛士が笑う。


    「あなたとは常に競ってきました。今回も遊ゆう戯ぎに遅れる不利を好まないだろうと予想していたとおりですね」


    　クフネルが喋しやべる死体へ顔を向ける。動作のひとつひとつが闘牛士の洗練されたものだった。


    「長いこと競っていますが、まだ〈見えずのメレニボス〉の姿を見たことがありません」


    「お互い様だろう。私もおまえの仮面の下を知らない」


    　声は別の場所から優しく響く。路上に横倒しになって死んだ女の声だったが、メレニボスの口調だった。手足を失った女の唇だけが動いて、言葉を連ねていく。


    「〈無限のクフネル〉の剣の秘密も知らない。ただよく斬きれるだけではないのだろう？」


    　死者の舌が動き、周囲の血の海を指し示す。仮面の闘牛士であるクフネルは薄く笑い声をあげる。


    「使徒ですからね」


    「ああ、使徒だからな」


    　今度のメレニボスの声は甲高くなった。また別の死体、街路に仰あお向むけとなった子供の口から発せられていた。見下ろすクフネルの白い仮面は、月に照らされて笑顔に見えた。


    「使徒は互いに信用はしない。できない」


    　壁に背を預けた血まみれの老人の死体から、メレニボスの声が響く。


    「クフネルにしては、よく殺しているな」


    　問われたクフネルの仮面が、自らの周囲に向けられる。街路の血の海に十数人分の手や足、首や胴体が転がっている。


    「これでもよく殺したほうですが、アンヘリオが一番先に到着しました。あれが出てきたからには、少々多目に殺しておかないとなりません」


    　クフネルが優美な装飾が施ほどこされた右手袋を掲げる。五指に握られた、刀身のない魔ま杖じよう剣けんの柄つかの銀輪が月光に輝く。柄からはまだ血が滴っていた。


    「私のエミレオの書〈血刀ブラージェモ〉は、少々特殊でね。派手な戦いには向きません」


    　右手が空中で優雅な月の軌道を描く。刃やいばのない美しい魔杖剣が腰の左にある鞘さやに戻されていた。血が鞘から溢あふれ、柄と鞘が触れあう音が夜に響く。


    「こちらも手の内を明かしておくなら、都市において警察相手ならば、我がエミレオの書はほぼ無敵の力を発する」


    　青年の死体の口から、メレニボスの声が響く。


    「今回の遊ゆう戯ぎ、血の祝祭は一大事です」


    　仮面闘牛士のクフネルが、視線を前に向ける。


    　死体の山と血の海の先に、エリダナの街が広がる。夜を煌こう々こうと照らし、百万人が生活する大都市が見えた。


    「血の祝祭だ」一人で輪唱するようにメレニボスの言葉が、街路のあちこちにある死者の唇くちびるから響く。「そう血の祝祭だ」老人の男が女が、老人が子供が、それぞれの死者が次々に叫ぶ。「これまでにない、大人数の使徒が集う最大級の血の祝祭だ」


    「すでにモーフィースは逮捕され、ペネロテ姉妹の次女、祝祭の祭司であるウブシュシュは倒されたと聞いていますが」


    　クフネルの白い仮面からは懸念の声。


    「エリダナにも強力な攻こう性せい咒じゆ式しき士しがいる。我々とて油断はできぬということだ。だからこそ血の祝祭は神聖さを保てる」


    　死者の口で語られるメレニボスの声は、遊戯の興奮と期待があった。


    「安全なだけの狩りなど、意味がない。他の使徒やウブシュシュの死は祝祭の開幕の彩りとして最高だ。これまでにない緊張感を抱いだいている」


    　青年の死体から発せられるメレニボスの声に、一転して真ま面じ目めさが宿る。


    「最大の問題はアンヘリオとカジフチだ。この二人の使徒ならぬ使徒が一番厄介だろう」


    「エミレオの書を七つも持つアンヘリオ、あのものの力と金剛石の精神は最大の敵だろう」


    　クフネルの月の仮面が同意してみせた。


    「カジフチだけは、正面から相手をしたくはないですな」


    「一対一の決闘でカジフチに勝てるものは、そうはいまい。殺害数も多くなる」


    　メレニボスの声は大地から響く。クフネルは相棒の分析に賛同する。


    「名高いラルゴンキンがいないのは残念だが、殺害数が少ない。すでにアンヘリオが狙っているパンハイマは、先の二人に匹敵する難敵だ」


    　クフネルの左手が、納めた魔ま杖じよう剣けんの柄つかに触れる。繊せん細さいな銀の輪の連なりが、小さく鳴る。


    「危険にすぎるが、今回の血の祝祭は特別だ。絶対に優勝しなくてはならない」


    　街路から遠ざかるメレニボスの声には、自信の色。


    「私とクフネル、二人の上位使徒が組めば、あやつらの殺害数をも上回れる」


    　メレニボスの声が遠ざかっていく。近い死者から遠い死者の口へと移動していた。


    「ザッハド王が見物席についた今回の祝祭は、是非にでも勝利したい」


    　メレニボスの遠い声に、クフネルが仮面の顎あごを引いて肯定する。左手が魔杖剣の柄を握りしめる。闘牛士の指には力が入っていた。柄と鞘さやの間からは血が滴したたる。


    「王に捧げる祝祭は、盛大に執りおこなうべきだ」


    「それでは、また楽しく遊ゆう戯ぎを競おうぞ」


    　メレニボスの声が遠く響き、そして絶えた。街路には無言の死者と仮面闘牛士のクフネルが取り残される。死者たちの上で蝿はえが踊る羽音が小さく聞こえた。


    　月の仮面が月光に照らされる。


    「殺害数を競う祝祭、ですか」


    　クフネルの右足が軽く上げられる。尖とがった爪つま先さきが道路に下ろされる。アスファルトを叩たたく音が夜に響く。


    　死者の頭部の眼を這はう蝿が首を傾げる。驚いたように、空中に飛び立つ。


    　蝿は夜に舞い、また死者に戻っていく。


    　路上から、仮面闘牛士の奇妙な姿が消えていた。


    



    



    　エリダナ東南部には、ヘミュレン工場街が広がる。夜であっても、窓からは光が漏もれ、煙突から煤ばい煙えんをあげて、各種の工場が活動を続けている。


    　一方で、端はしにある第十三クォイトン工場は操業を停止していた。建物のあった場所には、瓦が礫れきの山に黒く焼け焦げた鉄骨が突きでていた。初夏に謎なぞの爆発事故と火災があって、建物全体が崩壊していたのだ。


    　瓦が礫れきの間、爆心地には、長い柱が突き立った跡のような穴が穿うがたれている。


    　どこかの国の特殊部隊の本拠地だったという噂うわさもあるが、よく分かっていない。元々廃棄されていた工場がさらに崩壊したとして、誰も興味がなく、ほとんど調査されなかった。


    　敷地の外れ、土手の横にある第十四クォイトン工場も崩壊していた。一階から三階の南の壁だけが残って、あとはコンクリの床だけが残る無惨な光景になっていた。業者が使えるものをすべて持ちだして、残ったのは壁だけだったのだ。


    　夜空の下のコンクリ床に、少女が立つ。


    　目に痛い桃色の長い髪を頭の左右で結っている。通常ではありえない髪の色に、さらにありえない桃色の瞳。かわいらしい顔立ちの少女だった。桃色のフリルが縦横無尽に飾られた黒のドレスを着ている。右手には、玩がん具ぐにしか見えない桃色の魔ま杖じよう錫しやくが握られていた。


    　傍かたわらには同じく桃色の髪に桃色の瞳。長い髪を背中に垂らした少女が立つ。黒と桃色の傘かさを掲げ、隣の少女に似ているが、少しだけ大人びた表情の横顔。肩から下がった革帯が、体の前に魔杖風ふう琴きんを吊つり下げていた。


    　同色の髪と瞳と顔立ちをした二人は大量生産の人形のように似ていて、衣装と髪型で少しだけ違いを出しているかのようだった。


    「えーと、ヒルダお姉ちゃん、エリダナってどんな伝承があったっけ？」


    「さー？　歌乙女の故事くらいしかないんじゃない～？」


    　黒の長いドレスに日傘を差したヒルダが、興味なさそうに答える。


    　二人の少女の周囲には、五人の男たちがいた。紺色の制服に積層甲かつ冑ちゆう。硬化金属の上に防弾繊せん維いを重ねた盾たてを連ねている。手には市街地での密集戦を想定した魔杖短たん槍そう。軽量化されたとはいえ三〇キログラムを越える重装備だが、前衛系咒じゆ式しき士しである警察士たちには苦でもない重さだった。


    　魔杖槍を連ねながら、兜かぶとの下の警察士たちの表情はどうしていいか戸惑っていた。単純に巡回中に目立つ姿の使徒を発見し、追跡した。歩いて三分ほどで工場跡地で包囲したが、相手には緊張感がない。


    　警察士はそれでも油断をせずに、魔杖短槍の切っ先を向けている。


    「抵抗はムダだ。魔杖錫と風琴を捨てて、投降しろ」


    「気をつけろ。相手は少女だが使徒のペネロテ姉妹だ。エミレオの書の〈絶息の巨人エンゴル・ル〉と〈菓子屋敷のモコポコ〉を使うらしい」


    　警察士たちは、包囲を詰めていく。ハーライルから一般警察は使徒を殺してから逮捕しろという命令が下っていたが、良心がさせなかった。


    　迫る包囲網を無視して、ヒルデが右手の魔杖錫に左手の指を這はわせる。指の動きはどこか卑ひ猥わいだった。


    「私たちの姉で妹のヒルドがね、パンハイマに殺されちゃったの」


    　三女のヒルデが目を伏せる。長い睫まつげの下にある桃色の瞳には憂い。警察士たちも動揺する。


    「殺しあいをしたほどの仲だったのだけど、最後には私たちを逃がすために命を盾たてにした。燃やされて刃やいばで抉えぐられて、また燃やされて死んだ」


    　姉妹を失った二人の悲しみに、警察士たちは動けない。


    　哀悼に包まれたヒルデとヒルダの表情が変わる。二人の可か憐れんな唇くちびるが歪ゆがんで、破裂した。


    「あははははははははははははははははははははは。ヒルドって無能！」


    「きゃははははははははははははははははははははは。ヒルドはバカよね！」


    　死んだ姉で妹であるヒルドを、ヒルデとヒルダが嘲あざ笑わらう。爆笑だった。


    「あいつはバカでマヌケな複製体だよ！」


    「絶対そう。本物は賢くて美しくて強いもの。ヒルドは偽物！」


    　警察士たちは二人の狂気に圧倒されて動けない。血縁が命をかけて自分たちを守った事実ですら、彼女たちになんら後悔や反省を起こさせない。


    「だからパンハイマに再び立ち向かうために」


    　長女のヒルダが魔ま杖じよう風ふう琴きんの鍵けん盤ばんに右の指を這はわせ、三女のヒルデの魔杖錫しやくが発光する。


    「わざわざアホなエリダナ警察どもに見つけさせ、生いけ贄にえとするんだよ！」


    　ヒルデの叫びに、警察士たちはいきなりの〈爆炸吼アイニ〉を放つ。夜に重なる爆音と爆風。トリニトロトルエン爆薬が爆裂と鉄片を撒まき散らす。ヒルダの傘かさが桃色と黒の破片となって散る。


    　爆煙と傘の破片を抜けて、ヒルダが横転していた。傘で爆裂を防げるわけがない。ヒルダを囲むように薄青色の霧が、爆煙を対流させている。空気の肥満体の巨人が、空気の防壁を展開して爆風を弾はじいていた。


    　警察士の群れは、即座に貫通力が高い〈矛槍射ベリン〉による投とう槍そうを放つ。空気の巨人が腕を振ると、槍の群れがまた弾かれる。


    　さらに貫通力がある砲弾咒じゆ式しきを紡つむぐ前に、巨人の下にいるヒルダの両手は、体の前にある魔杖風琴を操作していた。咒式を放とうとした警察士が喉のどを押さえて苦しむ。隣の警察士は血ち反へ吐どを吐いて倒れる。


    　ヒルダがあらかじめ展開していたマイナス一〇気圧という負の圧力で、警察士たちの肺や内臓が破裂したのだ。酸素を求めて呼吸をすると、さらに酸素を体内から吸われて低酸素状態に陥り、地獄の苦しみとともに死ぬ。


    　三人の警察士は、不可視の負の気圧の檻おりから逃げていた。歴戦の警察士は相手の咒式の範囲を予測し、なんとか脱出できたのだ。


    　逃げた方向では、ヒルデの手の魔杖錫が振られて、式が発動していた。咒式を放つ先頭の警察士の顔に一辺五センチメルトルほどの編み目状の線が刻まれる。線に沿って赤い滴しずくが盛りあがり、零こぼれる。同時に編み目状の線が次々と警察士たちの魔杖短たん槍そうや盾たてや鎧よろい、兜かぶとの下の顔に描かれる。


    　咒式を放つはずの魔杖短槍の穂先が、鋭利な断面を見せて落ちた。次に人体が血を噴出し、線に沿って落下していく。


    　一辺五センチメルトルの立方体の肉が、血を撒まき散らしつつ床に転がっていく。立方体に収まらない内臓の破片も零れる。赤い血の海に、立方体の山が転がる。手や足、指などは、立方体になりきれずに、元の形が残っていた。


    　肉の立方体のひとつが、ヒルダの足下に転がっていく。右目から鼻の上までが収まった顔の立方体だった。


    　ヒルダの黒いエナメルの靴くつが上げられ、立方体の上に落とされた。足が退どけられると眼球が潰つぶされ、水すい晶しよう体たいと血を撒まき散らしていた。


    　周囲には同じように立方体に分割された肉の塊が、血の海に沈んでいる。都合三人ほどの男たちが肉片に変えられ、先の気圧咒じゆ式しきで肺と内臓が破裂した警察士たち二人の死体が転がる。警察士の小隊が一瞬で全滅していた。


    「この人たちにも奥さんや子供さん、両親や友人がいるんだろうね」


    「だろうね」ヒルダが続ける。「私たちの復活のために殺してしまったのよね」


    　月が掲げられた夜空の下で、二人が神妙な顔になる。姉妹の桃色の眼が震ふるえる。閉じられた唇くちびるが我慢しきれず痙けい攣れんし、吹いた。


    「あはははははははははははははははははははは、ダメ、笑っちゃう。大切な人がいて、こいつらはアホみたいに殺されてやんの～！」


    「いひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひ、そりゃ笑うよね。バッカみたいに殺されているんだもの、弱いしバカっておっかし～！」


    　目め尻じりに笑い涙さえ浮かべたヒルデの足が動く。黒と桃色の靴が、大地の肉の立方体を突く。


    　そこでヒルダが息を吐く。足下には爆風で散った黒と桃色の布。


    「お気に入りのモリティ＆ピンティ社の傘かさだったのに～」


    「新しいのを買えばいいじゃない。殺して奪えばいいじゃん♪」


    「そうよね～、私たちは強く奪うものなのよ～」


    　間延びする声を出していたヒルダが、一転して真剣な目になる。


    「ただ、どうしても〈絶息の巨人エンゴル・ル〉は空気の巨人だから、大気分子を焼きつくす炎には相性が悪い」桃色の瞳には、過去の敗戦の光景。「ヒルデの〈菓子屋敷のモコポコ〉は火炎に強いはずだけど、それ以上の炎を使うパンハイマとやはり相性が悪い」


    「でも次は勝つよ」


    　頭の左右の髪を揺らし、ヒルデはかわいらしい黒と桃色の靴先で立方体の肉片を突く。


    　ヒルダの目が動く。壁の横、夜空を頂く土手に違和感があった。


    　土手の上、夜の工場街を背景に目を見開いて立つ中年女。母親と手をつないで立つ、五つか六つくらいの女の子。女の子は口を開いていた。目線はヒルデとヒルダの足下にある、赤い肉片と血の海と内臓破裂と酸欠の死体。誤解しようがない殺人現場だった。


    「人、人っ死んでっ」


    　母親は即座に自分たちの状況を理解し、手提げ鞄かばんを投げすてる。呆ぼう然ぜんとしていた女の子の手を引いてその場を逃げだす。買い物帰りの親子が、偶然出くわしてしまったのだ。敷地にいたヒルデが両手で頰ほおを押さえる。


    「はわわ、見つかっちゃいました」


    「さっき爆発音が聞こえたはずなのに、通りかかるなんて不用心～」ヒルダが笑う。「アホは殺してあげなさい～」


    「はーい」と桃色の髪をなびかせて、ヒルデが歩きだす。夜空の下で足は速まっていく。一気に坂を駆け上がり、土手の上の道路に出る。工場の敷地の間、川の横にある歩道だった。


    　月が掲げられた夜空の下、ヒルデの前には母親と小さな娘。母親は暗い歩道で背後を振りむき、ヒルデの姿を確認してしまう。すぐに前方に顔を戻して走る。大人の女の足についていけず、女の子の足が引きずられる。母親は手を子供の膝ひざの裏に回して、抱えあげる。


    　ヒルデは跳ねるように進み、頭の両側にある桃色の髪が背中になびく。周囲は工場地区。機械の駆動音が遠く聞こえるだけで、夜の道に人影は絶えている。ヒルデは親子の背後に追いつく。母親は二人では逃げきれないと足を止める。子供を下ろして、先に行かせて反転。両手を広げて、娘を背後に庇かばう。


    「殺さないで、お願い、娘だけは殺さないで！」


    　母親の叫びを無視して、ヒルデが魔ま杖じよう錫しやくを振りおろす。母親の肩に命中。赤い血が散って、母親が夜道に倒れる。


    「お母さん！」


    　転がった娘が泣き叫ぶ。瀕ひん死しの母親は娘に手を振って前に進ませる。ヒルデは母親の手の先に立っていた。目線は立ちつくす娘を見ていた。右手が再び魔杖錫を掲げる。


    　眼前に立つ桃色と黒の少女に対し、娘は動けない。大地に転がった母親が必死に叫ぶ。


    「娘のリッピルはまだ五つよ！　なにも分からない！　証言もできない、だから殺す必要などない！」


    　血とともに母親の叫び。


    「え？」


    　ヒルデの腕はすでに振りきられたあとだった。軌跡の途中にあった、娘の首から上は消失していた。


    　母親の眼前で、娘の体が倒れる。力を失った手足はそれぞれ別の方向に投げだされ、落ちた。首の断面には黄色い脂肪層、桃色の筋肉、白い骨。そして盛大に血が流れていく。子供の小さな体を自らの血が染めていく。


    「子供、ちょー弱～い♪」


    　ヒルデが笑う。


    　母親は喚わめきながら這はっていく。両手を子供の首の断面に添えて、血を止めようとする。止まらない。母は夜道に零こぼれた血を掬すくって、子供の体に戻そうとする。血は零れて娘の体を汚すだけ。母の手は無意味な作業をしながら、目は失われた頭部を捜す。


    「頭、頭どこ、リッピルの頭どこ」と血走った目は娘の頭を求めて、左右を往復する。娘の頭さえ戻れば生き返ると思っているかのような必死さだった。


    　ヒルデに代わり、ヒルダが娘の死体を抱えた母親の前に立っていた。


    「大丈夫。おまえの頭もなくなるから」


    　青い巨人の剛腕が右から左へ動き、母親の首から上が消失する。鮮血がヒルダの白い頰ほおから喉のどへと、赤い斑はん点てんを作る。頭部を失った母親が、背後に倒れる。娘を抱きかかえたままの姿勢。首の断面からは、心拍に合わせて血が噴出する。


    「ね、おそろいの死体～」


    「もー、ヒルダお姉ちゃんひどーい。こんなのだと見立て殺人できないよ。単なる通り魔だよ」


    　ヒルダの胸をヒルデの手がぽかぽかと叩たたく。


    　きゃっきゃと騒ぐ三女と長女の前には、頭部を無くした幼女と中年女の死体が、血ち溜だまりのなかに沈んでいた。心拍のたびに噴出していた血は、零こぼれるように流れを弱めていた。喜んで踊るヒルダの足が死体を踏む。


    「あ、踏んじゃった。きったない～」


    　ヒルダの足が退どけられる。そこでヒルデが少し意地悪な顔になる。


    「お姉ちゃん、後ろに顔」


    「え、噓うそ？」


    「たぶんお姉ちゃんが殺した人の幽霊じゃない？」


    「ぎゃああああああ」


    　叫んだヒルダが前に飛びだし、ヒルデに抱きつく。長女は、涙目で背後を眺める。目め尻じりには涙が溜まっている。


    「そんなのいないって」


    　ヒルデが笑う。


    「あたしもちょっと怖いけど、お姉ちゃん、いっぱい殺している殺人者なのに、幽霊とか怪物とか超怖いんだよね」


    「だって、人間や〈異い貌ぼうのものども〉なら殺せるじゃない～。竜でも〈禍まがつ式しき〉でも巨人でも、死ぬ。だけど幽霊は殺せない～。だから怖い～」


    「えー、そんな理由なんだ」


    　ヒルダの言葉に、ヒルデが笑う。


    「えー、だって殺せないってことは、幽霊ってずっとあのままだよ～。怖くない～？」


    「ヒルデ、幽霊なんか信じないもん。人は死んだらゴミだもの」


    「えー、ヒルデもひどーい～」


    「でもヒルダお姉ちゃんは別。死んでもちゃんと飾る。お花で飾るよ」


    「じゃあいいや。かわいく飾ってね～」


    「うん」


    　月夜の下で、ヒルダとヒルデが向きあっていた。互いの右手を左手に、左手を右手に重ねあわせる。ヒルダの顔とヒルデの顔が前に向かう。桃色の髪が揺れ、白い頰が互いに触れあう。互いに互いの肩に顎あごを載せる。体温が互いに伝わる。


    「ベギンレイムの研究所から逃げたもののうちでも、あたしたち四姉妹はもう二人だけになった。だからがんばらないと」


    「他に誰もいない。世界は私たちだけ。あとは死人と死人になる前のゴミだけ」


    　月光の下で、二人の姿は、同一のように重なる。


    「で、私とヒルデのどちらが本物で、どちらが偽物かな～？」


    　ヒルダの言葉で、雷撃を受けたかのように妹が離れる。先ほどの親密さは欠片かけらもなく、妹は恐怖を浮かべた桃色の目で、自らと相似形の長女を見つめていた。


    「ヒルダお姉ちゃん、それは禁句だよ」


    　怒りさえ込めてヒルデが告げる。


    「その疑問を確認しようとして、前にどうなったか忘れたわけではないよね？」


    　月夜の下で、ヒルデは頰ほおを青ざめさせていた。右手に握る魔ま杖じよう錫しやくの指には力がこもる。殺気が長女に向けられていた。ヒルダは桃色の長い髪を風に流している。指は魔杖風ふう琴きんの鍵けん盤ばんに触れていた。


    　一触即発の二人のそれぞれの背後から光。


    　二人は互いを見据えたまま、左手で腰の後ろを探る。戻されたそれぞれの手には、皮の表紙の本があった。鎖で縛られ錠前で閉じられている。頁ページの間から、青白い光が漏もれている。


    「そうか」


    　ヒルダが間延びしない声を出した。


    「ついに遊ゆう戯ぎの開始だ」


    　遠くで爆音が響く。さらに爆音。姉妹が目線を向けると、エリダナのビルの間に、咒じゆ式しきの砲火が見えた。雷に火炎、砲撃がゼーン通りの方角の夜を照らしている。


    　遠い重低音が重なり、建物が崩れるような音が続く。


    「アンヘリオに匹敵する最強の使徒たちも来たなら、すでに血の祝祭は開始されている」


    　ヒルデの桃色の目が遠いエリダナを見つめた。


    



    



    　青白い月の下にある、エリダナ西刑務所の地下。


    　独房の斜めになった金属の筒の内部で、モーフィースは液体に浮かんでいた。筒にある窓から、天井を眺める眼には喜悦。犬歯が剝むきだしにされた、肉食獣の笑みだった。


    「来た。使徒どもが来た」


    　酸素吸入器の下で、モーフィースの口が言葉を放つ。


    「死んだ死んだ。いっぱい死んだ」


    　肘ひじや膝ひざから先がない、肉の突起となった手足を振る。水面が揺れる。体からつながれた管が、外の計測器で異常を示す。血圧や心拍が上昇。


    「また食べたい。もっと人を食べたい」


    　酸素吸入装置の下で、モーフィースの唇くちびるが叫ぶ。


    「俺も血の祝祭に戻る。手足がなくても出る。出て、人を食う！」


    　不可視の咒力が筒の内部に満ち、外に溢あふれる。極細の糸のようになった咒力は、咒力感知装置の間を抜けて、床を這はっていく。咒じゆ力りよくの糸は、床から壁に向かい、天井にある通気口の金網に達する。


    　通気口の内部を咒式の糸が這っていく。角を曲がり、上昇し、地上を目指す。這っていくような歩みは、飛ぶような速さとなっていた。


    　咒力の糸は、扉の外に続く廊下、さらに先にある鉄格子と監視員の間を抜けて、地上に向かう。地上にある監視塔の警備員の目を潜くぐり、敷地を横断。一気に壁の根本に到達する。


    　咒力の糸が壁に沿って急上昇。壁の頂上で急速反転し、刑務所の外へ急降下していく。糸は外界にある道路に落ちていった。


    　寂さびれた道路には、人影も車もない。刑務所を囲む道の反対側、アスファルトの上に、ゴミ箱があった。紙や丸められた包装紙などが溢あふれるほどに詰めこまれているが、なぜか全部の紙が黒く塗られている。


    　付近の住人や刑務所の関係者も気にしていなかったが、ゴミ箱も紙も、一週間前にはなかったものだった。


    　モーフィースが放った糸の咒力の先端がゴミ箱を駆けあがり、内部の黒い紙かみ屑くずの山に触れる。途端に紙の山が発光を始める。


    　黒い紙の表面に、青い咒印組成式が浮かびあがっていた。


    　発光する紙は、黒い吹雪となって舞い上がり、回転して落下。空中で整列する。光が収まり、黒い紙片は刑務所の壁に貼りつく。黒い引き潮となって壁を上昇し、刑務所の敷地へ進入していく。夜陰に隠れる黒い紙は、意志を持つかのように、監視員や各種の監視装置の網の目を抜けていく。


    　不可視の咒式に引かれるように、敷地を、壁を、通気口を移動していく。配管を逆流し、通気口の金網を突き破る。


    　モーフィースが監禁される独房の上から、黒い紙片による数百もの黒い雪が降りそそぐ。筒の内部でモーフィースが笑う。


    　降りそそぐ黒い紙片の雪、咒符が空中で停止。表面に再び咒式の青い燐りん光こう。一気に筒へと集中。筒に数百もの矢となって突き刺さり、内部に抜ける。


    　筒の内部に浮かぶモーフィースの肘ひじや膝ひざに、紙片が絡からまっていく。紙が骨となり、肉となり、皮ひ膚ふとなる。青白い咒印組成式が神経系の代理を果たす。紙片が開けた細い隙すき間まから、培養液が床に零こぼれていく。


    　筒の内部で、モーフィースが流出によって下がっていく水面から、右肘を上げる。紙と咒式で構成された肘の先には同じく紙製の腕が続く。青白い光の線が入った黒い紙で、五本の指先まで再現されていた。


    「保険は大事だな。〈長手のランペリン〉は便利だ」


    　筒の背後には、本を頭部にした女が立っていた。両腕がなく、本の文字列の間にある赤い目が前を見ている。


    　狭い筒の内部で、動きを確かめるようにモーフィースが五指を開閉する。右腕を振ると、酸素吸入器ごと治ち療りよう用の筒の上うわ蓋ぶたが切断される。エミレオの書を握った紙の左手で、蓋を跳ね上げる。紙の右足を上げて、筒の外に出す。足を濡ぬらした培養液が床に広がる。


    「さて、殺して食うか」


    　外に出ようとしたモーフィースの笑顔が、一瞬で凍りつく。


    　地下の独房の天井から放たれるか細い照明の外、扉の前に立っている小さな人影があった。


    　照明に一歩進む人影。現れたのは、くすんだ緑色の外がい套とう。毛皮の縁ふちがついた同色の鹿しか撃うち帽ぼう。岩石を切り出したような四角い日焼けした顔に、縦横に刻まれた皺しわ。雪のように白く太い眉まゆの下の眼光が、モーフィースを見据えていた。


    「誰、だ」


    　モーフィースは我知らず問うていた。独房の武装した監視員と山ほどの監視装置、高い城壁がある。事前に入念な準備をされた微細な咒じゆ符ふと〈長手のランペリン〉ならまだしも、人間が入れるわけがない。


    　老人はただ立っている。


    「ロレンゾ、と言えば分かるか？」


    「ザッハド王を捕まえ」モーフィースは顔色を変えて即座に戦闘態勢。「指先や使徒を殺す猟人か！」


    　自分の左手を構成していた黒い咒符を、室内に散らす。傍かたわらのランペリンの目が赤く光る。


    　室内に散った数十枚の漆黒の咒符から、刃やいばが生まれる。ロレンゾと名乗った老人に、数十もの刃が向けられる。モーフィースと使役された〈長手のランペリン〉は、普段なら百もの同時多角攻撃を得意とするが、室内なら数十枚でもう逃げ場がないほどの圧迫感があった。


    　食人者とエミレオの書による咒式にも、老人は動かない。


    「ああ、がんばっていくらでも戦闘態勢を取れ」突きつけられた刃より、さらに鋭い眼光がモーフィースを見据えていた。「儂わしに会ったなら、使徒も〈指先〉もすべて死ぬだけだ」


    「じじいの肉など美う味まくないが、快気祝いに食べるのもいいだろう」


    　モーフィースが、部屋に充満する咒符から刃を発射する。


    　本の女が叫び声をあげた。


    



    



    　暗い部屋だった。


    　部屋の隅には、通販の箱が乱雑に積み上げられている。壁には棚があり、犯罪や死に関した背表紙が並ぶ。床には冷凍食品の空き箱が散乱し、食べ残しのチーズや脂が乾ききっていた。窓は防音紗しや幕まくで覆おおわれ、夜の外界を遮しや断だんしている。


    　照明が落とされた暗い部屋で、机の上に置かれた立体光学映像だけが青白い光を放っていた。


    　映像は、炎上する街を映している。小さな立体映像の報道員は、エリダナの各地で一斉に起こった事件の現場で叫んでいる。


    　映像に映されていく死者に負傷者、悲鳴に苦く鳴めい。火の粉から逃げる人々。現場を見物しようとする人々を押しとどめる警官。魔ま杖じよう剣けんに積層甲かつ冑ちゆうで現場に突入していく警察士。放水を開始する消防士に、消火咒じゆ式しきを放つ咒式消防士。


    　立体画面の前には、椅い子すの上に毛布の塊があった。椅子の背からは、小型の毛布にくるまって丸まった背が見えた。毛布の間から出ている眼鏡と鼻が、映像の光で青白く染まる。


    　知覚眼鏡クルークブリレの下で、茶色い眼は爛らん々らんと輝き、惨劇を凝視している。


    「やはりそうだ」


    　毛布の下から声が漏もれる。


    「世界はやっぱりそうなんだ」


    　深い納得の声。毛布の間から、右手が伸びる。太い指先が、机の上に乱雑に積まれた雑誌や冷凍食品の空箱の間を抜けていく。


    　五指が摑つかんだのは、古い魔杖短剣の柄つか。二世代前の欠陥品を握にぎった腕が動いて、刃やいばが引きぬかれる。


    　顔の前に小さな刃が掲げられ、眼が見つめる。


    「答えは決まっていたんだ」


    　画面からの青白い光に、刃が鈍く輝く。

  


  
    十一章　平凡な愛と、殺人者たちの肖像


    



    



    　東の空に星が生まれるように


    　私の胸にも小さな星が生まれる。


    　二つの星は引きあい、重力に従って殺すことになる。


    
      　使徒エウニピエデによる犯行声明　皇こう暦れき四九一年

    


    



    



    　眼下では女の尻しりが揺れる。


    　白桃のような熱い二つの塊を左右の手で摑つかみ、割れ目の肉に自分の赤黒い肉を突き入れる。後ろに引いては突くことを繰り返す。


    　動きのたびにチェレシアの唇くちびるから、悲鳴のような甘い声が漏もれる。手足をついたチェレシアを背後から突いていく。動きのたびにチェレシアの黒髪が揺れて乱れる。俺の肉に女の内臓が絡からみつき、締めあげる。チェレシアの尻を左右から摑んでいるため、女のすべてが見えている。


    　荒い呼吸と喘あえぎ声だけが部屋にあった。不謹慎な話だが、女ごとに肌の触感から内部まで違っていて、人間の造形に感心する。内面も違う。チェレシアの右手が自らの背後に回される。二つの穴を俺の目から隠したいらしい。かわいい。


    「恥ずかしいの？」


    「だ、って、ガユス」


    　喘あえぎ声の間からチェレシアが言った。俺の腹の底に黒い欲望。炎だ。


    「客には見せているだろうが」


    　声とともに突く。


    「言わ、なっい、で」


    　俺の言葉はチェレシアの心を傷つけている。傷つけることが、また俺の内部に残酷な喜びを涌わきあがらせる。邪悪さだ。分かっていても止まらない。左手でチェレシアの羞しゆう恥ちの右手を摑つかむ。隠させてなどやらない。全部見て、犯す。


    「チェレシア、こちらを、向け」


    「な、に？」


    　俺の呼びかけで、喘ぎ声の間からチェレシアが首を左に向ける。頰ほおに赤みが差した横顔。苦痛のような快楽に眉まゆが寄せられている。惑うような眼が俺を見上げる。少し冷静さが戻る。俺は動きを緩ゆるくしてチェレシアを見下ろす。女の横顔は怯おびえと疑問の表情。


    「なに？」


    「かわいいね」


    「な」


    　酷ひどい言葉が来ると予想していたチェレシアの頰に、羞恥の色。


    「によそれっ」


    　年下の男にいいようにされることに対する女の羞恥に、再び腹の底から涌きあがる激情。チェレシアの右手を摑む左手と、尻しりを摑む右手に力が入り、強引に突く。


    「痛っ」


    　動きと同時にチェレシアの背と首が反って、悲鳴にも似た叫びが漏もれる。女の叫びがまた昏くらい欲望を燃えあがらせる。指は手と尻の肉を破りそうなほど食いこみ、腰の動きは殴りつけるような強さだった。


    　自分でも驚くほどの凶暴性が戻ってきていた。


    　尻を摑んで引きよせ、自らの腰を打ちつける。射精。止まらない。左手で寝台ベッドに這はうチェレシアの右手を摑む。チェレシアの上に自らの上半身を覆おおい被かぶせて、腰を押しつける。女と重なりつつ敷布の上に倒す。力で押さえつけて、密着した姿勢で射精を続ける。より奧で射精するために押しつけると、チェレシアの腰が細かく震ふるえる。


    　驚くほどの快感。残虐な喜び。


    　欲望の解放が終わっても、折りかさなった姿勢のままだった。


    　寝室には二人の荒い息。早鐘のような自分の心拍を感じる。交わりは、短時間といっても、全力疾走を続けているようなものだった。俺の体の下で、時折チェレシアの体が快楽の余韻に震ふるえる。触れあう肌が熱い。


    　チェレシアの横顔が敷布に沈む。乱れた黒髪が上気した頰ほおにかかり、よく見えない。乱れた女の髪の毛を右手で退どけてみる。閉じられた目が開かれる。


    「な、んか、今日は、違う、ね」


    　荒い呼吸の間から、チェレシアの言葉が吐きだされる。俺の息も火のように熱い。


    「いや、なんか、興奮して、ね」


    　チェレシアは高級娼しよう婦ふだが、性の手管を使うのは客だけだ。俺の興奮は、私生活のチェレシアを見られるという背徳感があるからだろう。思い出すのは自分の行動だ。


    「いや、言い訳にはならない。先ほどはすまない。酷ひどいことを言ってしまった」


    「ちょっと、傷ついた」


    　チェレシアの黒い目に咎とがめる色があった。欲望のあとの罪悪感が俺を襲ってきていた。


    「すまない」


    「たまにはいいよ」


    　チェレシアが顔を寄せて口づけ。許しが来ることが分かっていての謝罪だと知っていて、女はなお許した。俺も口づけに答えると、チェレシアが顔を離した。顔には思案の色があった。


    「だけど、最初の印象と、違ってなんだか」


    　チェレシアが言葉に詰まる。息を整えていく女の黒い瞳が、俺を見ていた。


    「最初はお調子者くらいに思っていたけど、実際はこんなに凶暴で驚いた」


    　表情には艶えん然ぜんとした笑み。


    「攻こう性せい咒じゆ式しき士しと寝たのはあなたが初めてだけど、みんなこんな風なの？」


    「ええと、寝台ベッドの上での男は、こんなものなんじゃないかな」


    　寝台ベツド脇の棚に手を伸ばし、つながったままのチェレシアが感じて怒る。摑つかんだ知覚眼鏡クルークブリレを顔にかける。視界は明瞭になるが、言葉は不ふ明めい瞭りようになっていた。


    「チェレシアが魅力的だから凶暴になるんだよ」


    　顔を戻して、俺の動きに感じて怒っているチェレシアの額ひたいに口づけをする。


    「アホか」とチェレシアが振る右手をかわして、体を起こす。夜明けが近い部屋には、街の灯あかりが差しこむだけ。


    　自分でも感じていたことを誤ご魔ま化かしておくしかなかった。女に優しくなれたつもりだがまだまだのようだ。俺は貪むさぼるように女の愛情と肉を食い散らかしてしまう。理由は分からない。分からないという演技をするしかない。


    　思い返すと、俺はチェレシアに甘えているのだろう。チェレシアという女の包容力に甘えているし、また強く惹ひかれているのだ。


    　俺はチェレシアの内部から引きぬいて、横になる。伏せていた女が体を起こす。掛け布を胸元に引きよせて、俺の横顔を見ている。


    「ガユスが凶暴なのは昨日の事件のせい？」


    「ああ」俺は考えてみる。「送迎中に、大量心臓死事件の現場に居合わせたからかもな」


    　イディスとの食事中だった、ということは余計なことなので伏せておく。


    「近くで倒れた男二人を病院まで運んだ。最初の一人は俺の処置が当たったのか、連れの女の祈りが通じたのか、心臓が丈夫だったのか、咒じゆ式しき医師の処置で蘇そ生せいした。二人目の中年男は死んだ」


    　もちろんイディスを家の近くまで送ったことも伏せておく。


    「ここに来る車内の報道で見たが、あの一帯だけで心臓死が十数人、事故で巻きこまれてまた数人が死亡。重傷者は二十人くらいだったが、朝までにまた何人かが死ぬだろう」


    　憂ゆう鬱うつな事実だ。


    「どうやら昨夜ほぼ同時に〈ザッハドの使徒〉がエリダナ各地に現れたらしくてね」息を吐く。「他にも切断殺人に、ゼーン通りのビル倒壊事件。工場街では警察士の小隊と一般の親子が惨殺死体となっている。一夜で百人以上が死んでいる緊急事態だ」


    　これだけの異常事態だが、ギギナから連絡がないし、こちらからかけても返事がない。地下迷宮に潜っているのだろうか。


    　特別捜査官のハーライルや警察のベイリックにも連絡はしておいたが、捜査本部から連絡はない。俺に構っている時間もないらしい。こちらは当然の結果だ。アンヘリオに、モーフィースにペネロテ姉妹だけでエリダナは混乱していたのだ。さらに残る使徒どもが襲来して、治安維持機関の限界に達しているのだろう。


    　横を見ると、寝台ベツドに横たわるチェレシアの顔には色濃い不安。


    「ああ、ごめん」一人での思考を、チェレシアは見ていたのだ。「なんとかなるさ」


    　チェレシアの頭を左手で引きよせ、胸に乗せさせる。自らの不安を押しつぶすように、チェレシアが俺の胸に鼻先を押しつける。


    　先ほどの性の快感はすでに消えていた。


    　自分の内心に分析の目を向ける。俺が事件に対するときに使う手法は、犯人や敵の内心に同調して、真相に近づくことだった。


    　ロレンゾとハーライルの本にもあったが、彼らの精神を推測するために同調することには、一定の危険性がある。


    　凶暴性や殺意、殺人を娯楽とする心は外から一方的に来たものではない。他者に共感し同調することは、自らの内部にある同じような心を引きだしているとも言える。


    　チェレシアに見せた凶暴性は、俺の内部で確実に存在するものだった。


    　かつての妹のアレシエルにしたように、暴力と残酷さは、俺と人々の頭の奥底に刻まれている。人として持つべき理性を発揮できずに、俺は愛するアレシエルを失うこととなった。あれから何回も失った。失いつづけている。


    　寝台ベッドの上で全身を貫く悪寒。今また、軽挙妄動で愛するものを失ってしまうところだった。俺の胸の上に頰を寄せるチェレシアを見ていると、自らの凶暴性を恥じる。


    「すまないな」


    「さっきのこと？　じゃあ怒っておく」


    　頭を乗せていたチェレシアが俺の左胸に嚙かみつく。くすぐったさに笑いつつ、俺は女の嚙みつきから逃れる。チェレシアは、俺の凶暴性を遊びだと流してくれた。だが、気をつけないとならない。


    　優しい顔を作りつつ、さらなるチェレシアの嚙みつきを手で止める。


    「ほらもう朝だ」


    　窓からは、遠い日の出の弱い日射しが射しこむ。俺とチェレシアの顔と寝台ベッドに光が横断している。徹夜になってしまった。夜のことは夜のうちに。朝は朝で気分を変えていこう。


    　笑いつつ二人で性交の処理をして、俺は起き上がる。寝台から足を下ろし、ジーンズに足を通す。


    　チェレシアも着替えはじめていた。手を背後に回し、ブラの留め金をつけている。少し前屈かがみになるため、豊かな胸の谷間が見える。気分が戻る。


    　寝台に腰掛けたまま見ている俺に気づき、チェレシアが笑う。


    「中身まで見たでしょう。今さらなにを見ているの」


    「エリダナ三景のひとつに、チェレシアの胸を加えようと考えていたんだ」


    「なによそれ」


    　いい年になっても、思春期のように女の着替えを注視してしまう。これはもはや男の本能に近いのかもしれない。チェレシアが手を伸ばして、下着に足を通して穿はいていく。女の裸は綺き麗れいだな。


    　見学しつつ俺はシャツの前を留める。思いついた。


    「大人の帽子と聞いて、鬘かつらだと答えるのは頭髪に不安を感じている人、避妊具だと答えるのは性行為に囚とらわれすぎな人、という心理分析はどうだろう？」


    「そういう二分法を言うあなたがおかしな人である、とだけ心理分析する」


    　チェレシアも返してくる。着替え終わった二人で台所に向かう。


    　台所に並んで朝食の準備をする。卵を片手で割って、容器に入れて肉叉フオークで搔かき混ぜる。


    「器用だね」


    「我が一族、ソレル家の家庭の味は、俺の味になっていたくらいだよ」


    　いつか別の女に言ったことを繰り返しつつ、鉄鍋に油を引いて、火をつける。温まったところで溶き卵を入れる。チェレシアは横でレタスを千ち切ぎっている。卵の様子を見つつ、包丁でトマトを切る。調理をしつつ俺が高度な数学に基づいたお尻しり理論について話すと、チェレシアが小さく笑う。


    「思ったのだけど、なぜ常にバカなこと言っているわけ？」


    「チェレシア、君は緊急のときにバカなことを言える？　出血で意識が遠のきながら、骨折の激痛で視界が真っ赤になりながら、バカなことを言える？」


    　俺は包丁を動かしながら問いかけると、チェレシアが理解できない顔となった。


    「そりゃ言えない、けど」


    「そう、咄とつ嗟さにバカなことは言えない。だから、常日頃から厳しく辛つらいバカなことを言う訓練をしておくんだよ」


    　俺は目を伏せて、沈痛な面おも持もちを作る。包丁の手を止めて、横のチェレシアを見据える。


    「もう俺は後悔したくない。『バカなことを聞かないと死ぬ病』の女の子が発作で倒れたとき、なにもできなかったという辛つらい経験を、君にだけはさせたくないんだ」


    「では『バカなことを聞いたら死ぬ病』の女がここにいますよ」


    　チェレシアが笑う。俺は凡愚に高こう邁まいさを理解されない哲人の顔をしつつ、鍋の卵を切り返す。トマトを包丁で切る作業に戻ると、チェレシアは俺を冷たい目で見ていた。


    「ついでに言うけど、一般知能検査で高い値を出す人は、笑いの感覚でも高い評価を受けるそうだけど、はい、ガユス、おもしろいことを言って」


    「ちょ、それは」俺の口が止まる。「分かりました。料理のときはふざけません」


    　真ま面じ目めな顔で俺が切ったトマトを皿に盛りつけると、チェレシアが千ち切ぎったレタスを添える。オムレツを皿に盛って、付けあわせに玉蜀黍とうもろこしの粒を添えていく。二人で料理の皿を持って食卓の席につく。


    　俺とチェレシアの生活は、まずまず上う手まくいっていると思いたい。


    　食卓で食事しながら俺がくだらないことを言うと「笑って食べられないでしょう」と笑いつつ怒るチェレシアが向かいにいる。


    　肉叉フオークを動かして、炒めた玉蜀黍の粒を上に載せる。手前に転がして空中へ跳ねさせる。口で受けて、咀そ嚼しやくしていく。チェレシアが笑う。


    「食べ物で遊ばないように」


    「訓練だよ」粒を飲みこんで俺は笑っておく。「剣や拳に咒じゆ式しき攻撃もこれで回避している」


    　チェレシアの手が止まり、黒い目が俺を見つめていた。


    「ガユス、さっきから手先が器用だよね」


    「女の子のために器用ですよ」と手でいやらしい動きをしてみせる。


    「そういう意味じゃなくて！」


    　チェレシアが声をあげ、落とした。


    「ええと、ガユスって工作とか得意？」


    「いやまぁ趣味の絵もあるし咒式具を弄いじっているから、人並み程度にはできるけど、それがなにか？」


    「そっかそうか。良かった。交渉も得意だし、いいよね」


    　チェレシアは一人で納得して笑っている。訳が分からない。


    「どういうことだよ？」


    「いや、日曜大工でもやってもらおうと思って。家の棚が壊れているの」


    「ああ、そうか」俺は言葉の裏を考える。「チェレシアのご家族は、お母さんとお祖母さん、弟さんだったね。そのうち挨あい拶さつに行かないといけない」


    「そこまで重く考えなくてもいいよ」


    　チェレシアが笑う。言葉の裏の意味を探った俺の予想は外れたか？


    　思考とともに、最後の一口を飲みこむ。チェレシアもほぼ同時に終わった。二人そろって立ち上がって、皿を持って台所へ歩く。食器を放りこむ。今どき自動食器洗浄機がない古い家のため、手洗いだ。チェレシアと並んで、洗った食器を拭ふいていく。


    　再びおだやかな時間だった。俺は腰を横に振ってチェレシアの腰に当てる。


    「なによ」


    「大きなお尻しり」


    「なんだと」とチェレシアが腰を動かして当ててくる。俺は大仰にはねとばされたように動く。


    「好きだよ」


    　俺は笑っておく。チェレシアも笑っている。他愛ない遊びが大事だった。二人で濡ぬれた手を拭いて、寝室に戻っていく。


    　チェレシアの手が椅い子すの上にかけられた背広の上下を取る。前日に準備していたしっかりさんだ。着替えはじめる女に遅れてはならない。部屋を横切って、俺は腕を伸ばす。避妊咒じゆ式しき用に寝台ベッドの脇に立てかけておいた魔ま杖じよう剣けんを摑つかむ。今夜もまた寝台ベツドの上でチェレシアを泣かせて鳴かせることで復ふく讐しゆうしようと考えると、口元が緩ゆるむ。すぐに戻す。


    「そうだ、チェレシアの今日の予定は？」


    「昼の宝飾店はいつもどおりで、あ、たしか定例研修があるかな」スカートに足を通して、できる女を装っていく。「夜のほうは、研修で遅れるから送迎はなしで、店で会いましょう」


    「ああ」


    　了解して見せたところで、俺の着替えが止まっていた。本当に言いたいことを、俺は言えない。チェレシアのシャツを着る動きも止まる。


    「分かっている」


    　チェレシアの黒い瞳が俺を見ていた。


    「ガユスは、私にあの仕事を辞めてほしいのでしょう？」


    「そんな」


    　他人の生き方に口出しすると嫌われることは、俺も分かっている。分かっていても、嫌悪感は生まれてしまうのだ。娼しよう婦ふを抱いたことがあるくせに、自分の女が高級娼婦であることを受け入れられない身勝手さも理解している。心理操作があったとはいえ、ジヴ、いや前の恋人を失ったときに、心臓が砕くだけるかと思ったほどの悲しみと痛みがあった。


    　だから「そうだ。すまない」と認めてしまう。


    　言った瞬間、チェレシアの顔には悲痛さが浮かぶ。それでも止まらない。


    「愛する女が他の男に抱かれることは、やはり苦痛だ。他人と寝させて、そのあとで抱いて興奮するような趣味もない。恋愛と性を分けられるほど大人でも、乾いてもいないんだ」


    　一気に言って、また後悔した。俺の眼前で、チェレシアが黙っていた。分かっている。これだけは言ってはならない言葉だった。


    「すまない。分かっているのだけど、子供だとも思うのだけど」


    「そうね」


    　チェレシアの顔には、哀しい微笑ほほえみがあった。


    「それが当たり前よ」


    　そこで笑った。


    「私が他の男に抱かれることで興奮するなんておじいちゃんの趣味にも、まだなってほしくないな」チェレシアは嬉うれしそうに言った。「嫉しつ妬とされるのも嬉しいもの」


    　笑いでは終わらない。チェレシアに一歩踏みこむなら、ここしかない。


    「辞められないのか？」


    「大丈夫。あの仕事はあと二か月で辞めるから」


    　チェレシアが俺の不安を察したように、体を押しつけてくる。熱い体。


    「それで目標金額が貯まるから、それで終わり」


    「そ」俺の胸にいきなり安あん堵どが生まれる。「そうか、それならいい」


    　まだわだかまりはあったが、それでも終わりが来るなら我慢できる。我慢するしかない。


    「目標金額って、なんのための？」


    「内緒」


    　チェレシアが俺から離れた。悪戯いたずらをしている子供のような笑顔になっていた。


    「あとで教えて驚かせてあげる」


    　チェレシアが俺を見上げる。


    「逆に聞くけど、ガユスは攻こう性せい咒じゆ式しき士しを辞める気はないの？」


    　言われると、今度は俺の口が止まる。遊びの女は、攻性咒式士を格好のよい仕事だと囃はやしたてる。が、俺を愛してくれた優しい女は、常にこう問うてくる。愛するものがいつ死ぬか分からないような仕事に赴おもむくことが怖いのだ。


    　長い間考えて、やはり真実を言うしかない。


    「今は、無理だ」


    　俺は答えた。


    「師から受け継いだ事務所がある。そこでかつての仲間たちとの問題を解決する必要がある。師の仇かたきも討たねばならない。そして」


    　俺の右手には、さらなる難題として、赤い宝石をいただく指輪が嵌はまっている。こいつを、呪のろいのような〈宙界の瞳〉をどうにかするまでは、咒式士を辞められない。


    「今ってことは」


    　チェレシアは大人の女の顔をしていた。


    「すべてが解決したら、どうするの？　いつかはあなただって後進の咒式士を教え、引退する日が来る。そのときは？」


    「そ」


    　いつも眼前の日々に必死で、何年か先、そして何十年も先のことまで考えられなかった。そのうち戦いのなかで死ぬのだと思っていたが、生き延びて老いて、死ぬ可能性もあるのだ。ジヴーニャと結婚して子供を抱えて笑う自分を想像したこともあったが、夢想に近い。ならば今考えるしかない。


    「そうだな」


    　チェレシアと結婚して、子供を作ることもあるだろう。ジオルグがそうであったように、俺が後輩の咒じゆ式しき士しに教えることが来るかもしれない。現役を引退して指導者や経営者になる可能性もある。さらに遠く、攻こう性せい咒式士を引退して、俺はどうするのだろう。


    　考えていると、チェレシアが笑っている。


    「なに？　私との結婚とか考えた？」


    「うっせ」


    　内心を読まれて、俺は顔を逸そらす。チェレシアは顔を動かして、俺の顔を覗のぞきこんでくる。


    「ソレルという家名と私の名前を組みあわせたりした？　子供の名前まで考えた？」


    「意地悪女め」


    「あなたの影響ですよっ」


    　朝からやったりやり返されたりだ。それでいい。


    　思い出して、入れっぱなしだった携帯を見ると、文書通信が来ていた。ギギナは相変わらず沈黙。特別捜査官のハーライルから朝一で署の捜査本部に来いとのことだ。ペトレリカ誘拐とその後の使徒たちの大量殺人事件の大混乱が混乱程度になり、ようやく人数外だった俺とギギナのことを思い出したのだろう。めんどくさいうえに危険な話が予測できてしまう。


    「今日の仕事？」と壁の鏡で化粧をしつつチェレシアが聞いてくる。


    「朝一でお偉いさんの説教らしいね」生活安全課のサザーラン課長と、どちらがマシだろうかと考えてやめた。靴くつを履き、シャツの袖そでに腕を通しながら、チェレシアに答える。「おそらく昨日の心臓死事件のことだろうよ。ついでに警察に報酬を請求しておくよ」


    　チェレシアに言って無用な心配はかけたくないので、アンヘリオや使徒のことを言わない噓うそをついておく。もちろんチェレシアが気づいていないわけがない。昨夜から今朝だけで、俺は何回チェレシアに噓をついているだろうか。結局は自分のための噓にすぎない。


    　握った携帯から相棒のギギナを呼びだす。また出ない。エリダナに使徒が来ているというのに、地下か女のところか。俺が言えたわけでもないけど。


    　寝台ベッドの横にある棚に再び右手を伸ばす。本や器具を雑然と詰めこんだ棚の間にある、魔ま杖じよう短たん剣けんマグナスを摑つかむ。奥の手は心強い感触だ。


    　腰の後ろに差し、続いて物の山の奧にある予備弾倉を摑む。本が崩れそうになったので左手で支えたところで思い出した。


    　特別捜査官と警察に協力報酬を請求するために、書類を作っておいたのだ。今時、紙の書類がまだ必要というところが、役所の旧弊さの極みだ。モーフィース逮捕の賞金請求もしないとならない。


    　左手で崩れる物の山を支えつつ、右手で棚の奧を探る。本とどこで買ったのか思い出せない蛙かえるの人形の間に、腕が潜っていく。手が目的の書類をなかなか探しだせない。


    「物を棚から出してやればいいのに」とチェレシアの呆あきれた声が背中から来る。


    　振り返ると、出勤準備を終えかけたチェレシアが立っていた。首を右に傾けて、耳飾りをつけている最中だった。


    「整理整せい頓とんという圧政を敷くのは俺の相棒。俺は物の配置については自由主義なんだよ」


    　てきとーに返事をしながら、さらに奧を探る。背後ではチェレシアが出勤の準備を続けていた。急がないといっしょに出られない。手は金属や書類、樹脂の間を抜けて、ついに書類を収めたはずの場所に到達する。人差し指が目的の書類に触れる。同時に薬指が硬い表面に触れる。


    　精神的な衝撃に全身の動きが止まる。感触だけで分かってしまった。指先に触れたのは小箱だ。内部には、緑の宝石をいただく指輪がある。


    　愛情と別れの雷が心臓を貫く。


    　捨てておくべきだった。だけど捨てられなかった。眼を閉じて、痛みに耐える。


    「どうしたの？」


    　背後からチェレシアの声が聞こえる。猶予は一秒。右手は目的の書類を摑つかんで引きだす。心を切り替え、表情を作る。


    「ようやく見つかった。先には自由主義だったけど、いつか整理しようと主義を変える」


    　笑顔、までは無理なので困った表情を作って振り向く。背後では棚に置かれた本や小物が崩れた音。部屋を歩いて、怪け訝げんな顔のチェレシアの前に立つ。自然に見えるように最大の精神力を発揮して、腕を回して女の尻しりを一ひと撫なで。


    「では、行ってくる」


    　チェレシアの額ひたいに軽く口づけをして、背中を向ける。廊下を歩きつつも、背中に女の視線がそそがれていることは分かる。


    　精神的衝撃までは分からないだろうが、完全に表情を制御できても、微細な言動で動揺は見破られているはずだ。


    　聞かないチェレシアの優しさに、真実を返す残酷さはない。時間を稼ぐように扉を後ろ手に閉めて、街へと向かう。マンションの廊下を乱暴に踏みつけて進む。


    　なにが上う手まくいっている、だ。少し前の自分の達観など死ね。なにが笑えるって、この右手のなかの硬い感触だ。思わず、書類とともに指輪の小箱を握り持ってきてしまっていたのだ。


    　俺にはまだ時間が必要だ。傷が癒えてチェレシアと向きあうための時間が。


    　感情を整理できないまま、マンションの外に出る。車に向かいつつ、また相棒のギギナに連絡をする。出ない。ハーライルはギギナにも呼びだしをしているだろう。


    　車に乗って、警察署に向かう。なにも楽しいものが待っていないことが分かりきっていても、進むしかないのだ。


    　もうアナピヤを失い、ジヴーニャを失ったようなことは起こさせない。ペトレリカを救い、アンヘリオを倒す。使徒も倒す。ついでにパンハイマも倒す。それでいい。そのあとのことはそのときだ。


    「待て」


    　運転していて思わず独り言を口に出す。脳裏でなにかがつながる。


    「そうか」


    　急いでつないでいく。連想から連想が生まれて、論理が連結されていく。


    「これは前に見た事例だ」


    



    



    　高いビルの連なりの足下では、交差点が緑となり、人々が歩きだす。まるで人の大波のような雑踏。高架道路では、乗用車に輸送車が列を作って走りぬけていく。人と車の洪水。


    　人口一千万人を超える世界有数の大都市、ツェベルン龍りゆう皇おう国こくの皇都リューネルグの喧けん噪そうだった。


    　人々が行き交い、高層ビルが並ぶ街の中心には、高い城壁がそびえる。壁の内部には、ビルや壮麗な尖せん塔とうが並ぶ皇宮ギネクンコンがあった。


    　皇宮の一室にも日が射しこむ。室内の足下には毛足の長い緋ひ色いろの絨じゆう毯たん。壁には革表紙の本が並ぶ。暖炉の上には、神剣に貫かれた黄金龍という、ツェベルン龍皇国の国旗が控えめに飾られていた。


    　窓際には黒い略式僧服の男が座していた。モルディーン枢すう機き卿けい長ちようだった。前にある机には葡ぶ萄どう酒しゆの瓶。八十八年の葡萄の当たり年に作られた、フシュレー産の琥こ珀はく色の酒だった。


    　モルディーンが右手に握る酒杯の内部で、琥珀色の酒が揺れる。鼻先で香りを楽しみ、口に含む。


    　酒杯の先、部屋の奥にある本棚の前で、低い机を挟んだ軍服の二人が座っていた。隻せき眼がんの長身の男と少年のような青年は、盤面を挟んで向かいあっていた。モルディーンの側近、十二翼将の一人であるイェスパーとベルドリトのラキ兄弟だった。


    　兄弟はチェルス将棋をしていた。


    「ぴゅぴゅんと王手」


    　ベルドリトが長い袖から指先だけ出し、騎士の黒い駒こまを盤上に下ろす。イェスパーは隻眼で盤を眺める。ひとつだけの目には疑問の色があった。


    「なぜ黒の騎士の駒が三つあるのだ？」


    「最初に僕が言った量子的分身の規則を忘れたの？」


    　弟の答えを黙殺し、イェスパーは黒い駒に手を向ける。駒を握りこむと、量子の光となって散る。


    「そんな規則は聞いていない」右目には弟を窘たしなめるような眼光。「そもそもチェルス将棋とは一説には古代アルダルヌス帝国において、戦争好きの王のために、放浪の賢者が模擬戦闘として作ったもので、戦術思考を養うには最適の……」


    「はいはいはーいのはいはーい」兄の指摘でベルドリトは肩を竦すくめる。「兄貴は真ま面じ目めすぎて困るよ」


    　二人の間にある盤面は黒と白だけではなく、赤や青のガラス玉や小さな人形、チョコや飴あめ玉だまなどのお菓子や生きた子亀までもが並べられ、色彩豊かだった。通常のチェルス将棋ではなかった。


    「でも、僕が考えた、新しい動きをする駒こまと規則には文句言わないんだよね～」


    「先ほどのように後出しの噓うそ規則は許さぬが、どれほど複雑で理不尽だろうが、前提条件として出ているなら、窮地からでも活路を見いだすことが武人の勤めだ」


    「じゃあ、僕からのにゅるりんと一手」


    　袖そでからの指先が黒の駒を動かす。


    「子猫の駒が裏口入学で虎とらになって、家裁で離婚調停。そちらのチョコの駒を食べたこちらの鶏にわとりが、半笑いで卵を生む」指先の駒が、規則に従って目まぐるしく変化していく。「卵に遺伝子操作が起こって、ピャッポー君人形になる。竜取りか、そちらの防壁が崩れるかの二択に追いつめるよ」


    　ふざけた規則に従っての高度な弟の一手に、イェスパーが悩む。自軍の白の王は、かなり追いこまれている。思考の末にイェスパーの指が青いガラス玉の駒を摑つかみ、ベルドリトの黒の王の前に立たせる。


    「鶏は祖母の手作り避妊。後方の青いガラス玉が放火魔の火事場見物。規則上、父親の猫賭博ばくちの借金で一家離散が起こるから、王は里子に出されて、生き別れの双子である団どん栗ぐりの実と交換。そこで愛想笑いの子豚がこちらの駒となる。王手」


    「あれ、ほんとだ。ちゃんと規則に従っての王手だ」


    　ベルドリトは再び考え、盤上の一手を進める。


    「主婦の昼下がりの鉄柱攻撃から、母の味、ただし二人目の母の、か。これはいい手だ」


    　今度はイェスパーが次の手を考えこむ。ベルドリトも次の次の手を考えはじめる。


    　二人の盤上の対決を遠くに眺めつつ、窓辺のモルディーンは酒杯をまた傾ける。


    　モルディーンの左手が机の上を彷徨さまようが、酒の肴さかなはすでに切れていた。呼び鈴に手を伸ばすと同時に扉が開き、黒背広の女性が現れる。


    　モルディーンの側近、十二翼将の一人であるキュラソーだった。主君に向かって部屋を進んでいく左右の手に、小皿を掲げている。


    「猊げい下か、酒の肴ができましたよ」


    　モルディーンの食卓にキュラソーの右手が差しだしたのは、典雅な青い小皿。白い立方体に刻み葱ねぎが載せられ、漆のような黒いソースがかかっていた。


    　モルディーンは東方の箸はしを操り、白い立方体の角を崩して摘つまむ。口に運び、咀そ嚼しやく。


    「前にも食べたが、このトーフは酒の肴に合うね」


    　箸は再び豆腐に向かう。主君の横ではキュラソーが子犬のような顔で待っていた。


    「猊下、豆腐は前にも食べていただきましたが」


    　キュラソーの左手が前に差しだされる。白い小皿の上に、粘液のような糸を引く大豆。艶つや々つやとした表面から独特の香気が立ち上る。


    「特製の納豆はいかがでしょうか？」


    「いや、私はナットーというものに対しては……」


    　モルディーンは箸と目を空中に泳がせる。考えおえた黒い目が秘書官を見つめる。正確には左手が掲げる小皿の上の物体を見つめていた。


    「ひとつ疑問なのだが、そのナットーという物体は本当に食べ物なのかね？　東方の人が実際に食べているとは思えないのだが」納豆を見つめる枢すう機き卿けい長ちようの目には、深い疑いの色。「どう見ても腐った豆の姿に臭いだ。キュラソー君が私を騙だましている、わけではないだろうね？」


    　主君の疑いの言葉に、キュラソーの切れ長の目に憤いきどおりが生まれる。


    「コウガの里に古くから伝わる、由緒正しい伝統料理です。豆腐と同じ大豆から作られ、栄養学的にも、ビタミンＫやタンパク質や食物繊せん維いも豊富な素晴らしい食物です。猊げい下かの体を思ってこその健康料理です」


    　ナットーが載った小皿を、キュラソーが自信を持ってさらに前に出す。モルディーンは顔を後ろに下げるが、椅い子すの背があって臭いからは逃げられない。


    「食べたくないというわけではなく、実は他に大事な、その大事な……」


    　モルディーンは拒否する理由を探し、目線が部屋を彷徨さまよう。イェスパーやベルドリトといった翼将が目を逸そらした。


    　息を吸って吐いて、イェスパーが立ち上がる。左目には覚悟があった。


    「俺がそのナットーとやらを食べて」歴戦の戦士の分厚い手が、キュラソーへと差しだされる。「死のう」


    「兄貴、死んじゃダメだ。いや、死なないけど、死んじゃダメだ」
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    　ベルドリトが兄の腰に縋すがりつく。目の端はしは哀しみに潤んでいる。イェスパーは優しい左目で弟を見下ろす。


    「猊げい下かのために死ぬことが翼将の仕事だ」覚悟を決めた戦士の眼まな差ざしだった。「おまえにもいつか分かるときが来る。本当の武人とは死に場所を見つけるのだ。主君のために戦場で討ち死にすることも、主君に代わって毒を呷あおることも、素晴らしい死に様だ」


    「兄貴……」


    　兄と弟は、不意に訪れた永遠の別れの前に立ちつくしていた。


    「イェスパー殿にベルドリト殿は、兄弟で失礼すぎる」


    　キュラソーの切れ長の目に怒りが灯ともる。続いて目は自らの左手が持つ皿に向けられる。


    「西方の人間が、なぜそこまでこの発酵食品を嫌うのか分からない。オキツグ殿がいれば、喜んでくれたのに」


    「だから俺が犠牲となって死ぬ」


    　イェスパーが言葉を重ねると、キュラソーはさらに不機嫌になる。椅い子すに座ったままのベルドリトは右手で顔を覆おおって、天井を仰あおぐ。唇くちびるは「兄貴は女性の扱いが絶望的に下へ手たすぎる」と小さく嘆いていた。


    「いや食べたくないわけではないのだ。ただその、なんというか」


    　部下たちの不和を、モルディーンが取りなす。


    「それでも猊下の手は納豆へ伸びないどころか、いっさい動いていないように見えますが？」


    　キュラソーの目は主君への不信で溢あふれていた。モルディーンの手は指摘されてもなお動かない。枢すう機き卿けい長ちようが考えこむ。


    「そういえば最近、グズレグ君が奇妙な動きを見せているね。たしか新兵器の開発だとか」


    「それはともかく、納豆はどうでしょうか？」


    　力強い笑顔で、キュラソーの手は白い皿ごと発酵食品を再び押しだす。モルディーンはさらに皿から顔を逸そらす。


    　キュラソーの不満顔から逃げだしたモルディーンの視線が、部屋の隅に向けられていた。


    「ヨーカーン君か」


    　モルディーンが告げると、全員の視線が追う。黒と白の衣装。流れる黒髪。中性的で非人間的な顔。


    　全員が知らぬうちに、大賢者ヨーカーンが部屋に出現していた。


    「どこに行っていたのかな？」


    「そこらでお散歩だ。我が撒まいた種子の結果を見てきた」


    　主君の問いかけに答えず、大賢者は部屋を進む。聖者クロプフェルの結界が迎え入れたらしく、黒白の衣装の端はし々ばしに結界の青い燐りん光こうの残ざん滓しがあった。長い黒髪を後方に流して、優雅に歩む。


    　翼将たちがヨーカーンを警戒して立ち上がっていた。イェスパーは魔ま杖じよう剣けんの柄つかに右手を添えている。キュラソーも魔杖刀に手をかけている。ベルドリトの長い袖そでのなかでは咒じゆ式しきが紡つむがれていた。先ほどまでの翼将たちの弛し緩かんした態度は消し飛んでいた。


    　緊張が高まると、部屋が暗くなる。天井の照明がちらつき、また戻る。


    「停電？」


    　キュラソーが照明を見上げる。イェスパーとベルドリトも警戒姿勢のままに照明を見上げた。


    「まさか。皇都でもさらに中枢である皇宮で停電などありえない」


    　受話器が電話に下ろされる音で、全員の目が主君に向けられる。


    　全員の注目のなか、皇宮の自家発電が起動。照明が再点灯した。モルディーンが告げる。


    「なるほど、ヨーカーン君が戻ってきたのはこういうことだったのか」


    　主君の目に、ヨーカーンが笑ってうなずく。


    「悪い報しらせと、もっと悪い報せがある。どちらから聞きたいかね？」


    　大賢者の笑みが部屋に浮かぶ。


    



    



    　運転しながら、俺の考えはまとまってきた。一連の不自然な行動を説明するには、これしかない。


    　確認と告発のために、どうしても本人に会う必要がある。


    　声が耳を貫き、思考を中断。車中から前に眼を向けると、エリダナ東署の周囲には人が溢あふれていた。


    「アンヘリオ様、結婚して～」や「私を殺して～」と叫ぶアンヘリオ応援団の覆面女性たちの声が響けば「黒社会の犯罪者を倒す使徒は無罪である！」と拡声器によるアンヘリオ私設弁護団の宣告が重なる。


    　さらに撮影機片手の男たちもいる。前にアーゼルが言っていた、〈ザッハドの使徒〉愛好会の連中だろう。殺人現場が見たくて、方々の州から集まっているらしい。


    　狂気ではない。他人の死は彼らにとっては娯楽で、自己の主張の正当化のための材料で、美形の殺人者は偶像なのだろう。さらに彼らを撮影し、取材する報道陣も多い。


    　昨夜の使徒の襲撃からの大混乱は、予想以上だった。駐車場まで人がいるため、近くの道路で停とめる。駐禁切符が切られたら、ベイリックに外してもらうしかない。


    　警察署を囲む看板や横断幕を避けて、人波を泳ぐように進む。最前列を抜けて、玄関の前に出る。盾たてを並べて、警察士が侵入者を防いでいた。


    　警察士に挨あい拶さつをして通ろうとしたら、魔ま杖じよう剣けんで行く手を遮さえぎられた。仕方なくハーライルへの書類を見せて、通してもらい、階段を上っていく。背後では「あいつだけ通れるのは差別だ」「人権無視だ」などという怒声があがる。もう訳が分からない。


    　衛士が立つ玄関を抜けると、外の雑踏にも負けない混雑だった。紺色の警察官に連行される犯罪者。銀の積せき層そう鎧よろいの警察士の小隊が外へと向かうも、窓口には市民が長ちよう蛇だの列をなし、なかなか進めない。


    　混雑の間を縫ぬうように先に進み、自動昇降機エレベーターで昇る。四階で廊下に出て、また扉を潜くぐると、雑然とした音の波。


    　警察と特別捜査官の合同捜査本部では、並んだ机に設置された電話が次々に鳴り響き、背広姿の特別捜査官たちが激しく行き交っている。前に来たとき以上に騒然としている。使徒の登場で飽和状態なのだろう。


    　警官や特別捜査官が俺を見たが、また眼前の電話や捜査に戻る。俺はようやく誰にも制止されることなく本部を通れるようになっていた。


    　捜査本部の奧にある扉を抜ける。急造で広くもない部屋には、書類が積まれた荷台が並んでいた。資料の山の先に、執務机がある。


    　特別捜査官たちの指揮官であるハーライルが、椅い子すに座って電話を受けていた。


    　背後の壁にはエリダナの地図が表示され、死体や炎上する街角の映像が重ねられている。


    「来たか」


    　ハーライルが電話を下ろす。陰いん鬱うつな表情だった。特別捜査官は机の上の瓶びんに手を伸ばし、赤い蓋ふたを握る。


    　俺は書類の間を進み、応接椅子に座る。机の左右にある資料の間から、ハーライルが俺に眼を向ける。


    「昨夜のデレッテート通りの心臓死事件でのことなら、とくに話をすることもない」俺は先制で釘くぎを刺しておく。「あ、あと報酬請求書類はこれだ」


    　ハーライルが座る机の上に、モーフィース逮捕の賞金の請求書を投げておく。椅子に背を預けて、足を組む。


    「確認しておくと、ようするにおまえは『ガユスちゃんを入れてあげる。じゃあ赤ちゃんの役ね。その赤ちゃんは生まれていないの』という態度を続けるのか？」


    「なんだ？　どういうことだ？」


    　珍しく陰鬱な表情でハーライルが俺を見た。俺の冗談と皮肉が理解できていない。


    「パンハイマが単独で動いたのなら、牽けん制せい役である俺たちにはもう用がない。ようするに最初から捜査に参加させる気がないのに協力させられている関係なら、ここで終わりということだ」


    「それは、すまない」ハーライルが言葉に詰まり、なんとか続けた。「事情ゆえのことだ、と言ってもその事情を言わねば理解されないだろうな」


    　自分たちの身勝手さを小さな女の子の意地悪にたとえられて、ハーライルは反論できなくなったのだ。息を吐いて、ハーライルは無理矢理に強気の特別捜査官の表情に戻っていく。瓶から手に白い錠剤を出して、飲みこむ。


    「それで、その『俺たち』の片一方はどうした？」


    　言いつつ、ハーライルはたしか妻からの差し入れとかいうカルシウムの錠剤を[image: ]えん下かした。特別捜査官は二人同時でないと話す気もないらしい。


    「特別捜査官様からの連絡に気づいたのが朝でね。仲良くご出勤とはいかない。来ないままギギナが死んでいたなら、祝杯でもあげよう」


    「残念ながら私は生きている」


    　出入り口に手をかけて、ギギナの長身が入ってくる。俺とハーライルの視線を受けて、ギギナが部屋に進む。髪は濡ぬれたままで、彫像のような横顔には深い疲労の色があった。装しよう束ぞくが被れて剝むきだしになった肩や襟えり元もとの肌には、治ち癒ゆ咒じゆ式しきで治した痕こん跡せきがあった。


    「なにがあった？　というかなぜ濡れている？」


    「昨夜の狙撃事件に巻きこまれていた」


    　俺の問いに、ギギナの顎あごが壁にあるエリダナの地図を示す。エリダナ南部、カラガン地区を示していた。正確には、カラガン地区で発見されたカンダハ・ナハ社の元関係者三人の死体を示していた。


    「あの現場にいたのか？」


    　机を越えて、ハーライルの眼がギギナに興味を向ける。


    「長距離狙撃をされた。尋問をしていた三人が、自由自在に動く銃弾に殺された。接近戦の距離で自在に動きまわられて、防ぐだけになっていた」


    　ギギナは椅い子すに腰を下ろす。濡れて乱れた髪を左手で後ろに跳ね上げる。


    「最後には地下水道へ逃げるしかなかったが、それでも弾丸が追ってきた。地下水道の途中から、エリダナの地下迷宮に入り、今朝まで八時間ほど不眠不休で追跡されていたのだ。つい四十分前にようやく振りきり、オリエラル大河に出たときに電子文書を見た」


    「四十分前ということは、俺が連絡した時間か。それで出なかったのか」


    　ギギナが息を吐く。八時間も音速を超える攻撃を防ぎつづけるギギナの体力と精神力は異常だ。それでも限界はあり、ギギナの横顔は憔しよう悴すいしていた。


    　ハーライルが考えこむ。


    「デレッテート通りにおける、十八名の心停止と、事故による十三人の死亡。カラガン地区の廃工場で発見された、カンダハ・ナハ社元関係者である三人の射殺。ザウアーツ通りでの二十五人の斬ざん殺さつ。ヘミュレンの工場やウェンズリィ地区でも虐殺があった」


    　ハーライルが手を開くと、黒い封筒の映像が机の上に並ぶ。


    「すべて使徒の仕業だ。何人かからは、ご丁てい寧ねいに犯行声明が届いている」


    「かつてモーフィースが予言した、さらなる使徒が集結する、が起こっているということか」


    　アンヘリオ一人にすら、俺たちは翻ほん弄ろうされ、ペネロテ姉妹とモーフィースとの対決で使徒の実力と残酷さは身にしみている。使徒がそろうとなると、絶望しか湧わかない。


    「使徒が引き起こしたらしき大量心臓死事件に俺が遭遇し、人がほとんどいない工場にいたギギナも狙撃された。モーフィースが言ったように、俺とギギナも祝祭の標的として狙われた、と考えるべきか？」


    「ガユス君の凄すさまじい不運は聞き及んでいるが、それでもギギナ君にまで起こるなら偶然ではない」捜査官の顔でハーライルが分析する。「心臓死の事件は少し分かりにくいが、君を狙った咒じゆ式しきが、周囲の人間に作用したと考えられる」


    　ハーライルが指を振る。背後の画面に立体映像が展開。


    「ガユス君を襲った使徒は、手口からすると〈死天使エウニピエデ〉だろう」


    　映像で、いくつもの殺人現場が現れる。企業の職場で、並んだ机に十数人の背広姿の男たちが伏せっている。そろって青白い顔をし、手で喉のどを搔かきむしった姿のままで硬直している。口から吐いた血と吐と瀉しや物が、喉から胸、机や床を汚している。


    　別の映像では、病院が映る。老人の患者たちが死んでいる立体映像が、いくつもいくつも重ねられる。病棟丸ごと、数十人が死んでいたのだ。


    「なん、だこれは」


    　苦く悶もんの表情の死者たちの映像が、さらに重ねられていく。


    「〈死天使エウニピエデ〉の仕業とされる殺人事件で、最近の代表的なものだ。九十六年のマリデッド商社集団心臓死事件と、九十五年のカプペルスス病院、四十三人毒殺事件だ」


    　ハーライルが語る。


    「九十五年のマリデッド通りの包帯殺人事件も有名だ」


    　映ったのは、路地に倒れた男の写真。目は極限の恐怖に見開かれていたが、分かるのは目元だけだ。残る鼻や口、さらに下に続く全身に包帯が巻かれていた。丁てい寧ねいに巻かれた包帯に、血が滲にじんでいる。


    　映像から見てとれるのは、圧倒的な狂気だった。


    　俺とギギナは職業柄、人の死を多く見てきたが、自分が殺した相手に治ち療りようを施ほどこしているものなど見たことがない。意味が分からない。


    「手口は二つ。咒じゆ式しきによる毒殺か、おそらくこれも咒式と思われる不自然な心臓死。こちらの場合には毒物が検出されない。数十人単位から、一人を殺すことまでやるが、咒式も本人も正体は不明」


    　ハーライルの苦い声が室内に響く。


    「次はギギナ君を狙った使徒だが、おそらく〈射手ベルタザル〉だろう」


    　ギギナが椅い子すの上で足を組み替える。不満顔は、防ぐしかできなかったことに対してだろうが、残念ながら、ギギナの手が届かない長距離の相手では、組みあわせが悪い。


    「〈射手ベルタザル〉の犯行例として、九十五年のカプペルスス公会堂狙撃事件がいいだろうが、まず見てくれ。おそらく使徒の殺人でも、数少ない犯行の瞬間の動画だ」と映像を切り替える。


    　立体映像が示すのは、ホテルの会場を使った、カプペルスス咒化電子工業という会社の祝賀会らしい。立りつ錐すいの余地がないほど背広の男たちが居並び、商談をしている。画像は社員が記録しているものだろう。壇上では笑みを浮かべた禿はげの副社長が前座を務め、会社の長おさ、ウィルキンゴ社長とやらを呼ぶ。


    　会場の人波の間を、ウィルキンゴ社長が現れる。頭髪が後退した人の良さそうな中年男だ。副社長と似ているのは双子なのだろう。参列する背広姿も似たような中年に老人たちだった。


    　社長の左右には護衛の黒背広。魔ま杖じよう剣けんを腰に差した護衛だ。ウィルキンゴ社長は背広の海を笑顔で進む。手を振る中年男が倒れる。周囲の護衛が助け起こし、周囲の背広姿も殺到する。


    　護衛の咒式士の手際が悪すぎると内心で毒づきつつ、映像を食い入るように見つめる。映像では、ウィルキンゴ社長の胸が撃ちぬかれていた。


    「そんなバカな」


    　俺は椅い子すの肘ひじ掛けを摑つかんで、前のめりになる。


    「自律式の弾丸で、曲がる狙撃が可能だとすでに知っている。だが、これだけ密集した人間のなかから、どうやって自動弾丸はウィルキンゴ社長だけを見分けたのだ？」


    　訳が分からない。


    「長距離狙撃で自動追跡の弾丸なら、狙撃手は見えないし感じない。自動追跡の基準はなんだ」


    「不自然すぎる弾丸は、エミレオの書の〈異い貌ぼうのものども〉だろうな」


    　ギギナが付け加える。


    「しかしほとんどの〈異貌のものども〉に人間の差は見分けられない。似たような男たちが多いし、なにより双子の弟である副社長が会場にいる」


    「それでも自動弾丸は、なにかしらの感覚で選別している。音か臭いか、咒じゆ力りよく波長か」


    　考えても分からない。


    「昨夜多発した殺人から、使徒を特定していこう」ハーライルが手を振り、映像が縮小。


    「こちらが昨夜のザウアーツ通りの惨殺を起こしたと見られる〈無限のクフネル〉による殺人だ。代表的なもので、九十三年のペンクラート、独立前で自治区だった当時の現場映像だ」


    　俺は息を呑のむ。ギギナが奥歯を嚙かみしめる。


    　今度もまた死体の山。簡単に言えば、切断された裸の人体の山だが、狂気の産物だった。


    　血に塗まみれた青白い手足が柱となり、胴体の梁はりを支える。ところどころに虚うつろな眼をした首や内臓が飾られていた。切断された死体が複雑に組み合わさり、街路に積み上げられていた。正面には玄関を模した男女の胴体が並ぶ。


    　胴体の上には男女が逆となった頭部がつなげられている。


    　犯行現場を検分している警察士や検死官の顔には、恐怖があった。犯人はまるで前衛芸術気取りのように死体で遊んでいるのだ。


    「肉の切断面は、鋭利な刃物で切ったようだな」


    　俺は冷静に観察する。


    「一気に斬きったにしては、断面がわずかに波打っている。高速回転する鋸のこぎりのような刃物で斬ったとも考えられる」


    　ギギナが刃物の専門家の判断を下した。


    「クフネルの魔ま杖じよう剣けんかエミレオの書が鋸ということか？」


    　酸鼻な映像の連続にも表情を変えずに、ハーライルが指を曲げる。


    「そして、こちらが〈見えずのメレニボス〉の殺人だ」


    　床に制服姿の男が胸から血を出して倒れている。


    　使徒にしては地味な殺人に思えるが、男と場所が異常だった。


    「九十三年にあった、ピエゾ連邦共和国、南パラキア軍基地での奇妙な殺人だ」


    　ハーライルの声にも疑問が滲にじむ。倒れていた男は、軍人の制服。胸にはいくつかの勲章。襟えり章しようからすると少佐。黒い軍服の胸に刃やいばの穴が開き、血がコンクリの床に零こぼれている。顔は自分が死んだことに驚いているような表情。


    　狭い室内。机を囲んだ黒い軍服姿の軍人たちが立ちすくんでいた。少佐や大佐、少将と十三人が詰める会議室の光景だった。


    　軍人たちが集まっていて、一人だけ少佐が殺されているのだ。死者の傍かたわらでは、巨漢の大尉が屈かがんで両手で胸からの出血を押さえている。髭ひげを生やした少将の口が叫びの形となって、[image: ]やせた中佐が走りだしていた。少将が医者を呼んでいるのだろうが、手遅れだ。少佐は刃やいばで心臓を貫かれて即死しているのだ。


    　気を利かした誰かが咄とつ嗟さに現場写真を撮ったのだろうが、奇怪な殺人だった。


    「言うまでもないが」ハーライルが告げる。「会議室は鍵かぎが閉められ、空調の配管まで感知装置があり、完全な密室だった。さらに軍人たちは全員潔白だ。どうやってアルベスタン少佐が殺害されたのかは分からない。おまけに机の上にメレニボスからの犯行声明が置かれていた」


    　密室で殺すだけではなく、犯行声明まで置いている。軍人たちが潔白なら、どうやったのか。


    「転移咒じゆ式しきか？」


    　過去に見た転移咒式の記憶で、ギギナは言っているのだろう。


    「咒式結界が幾重にもある軍基地の会議室内部に正確に転移して、誰にも見つからずに少佐を殺し、また転移するなど、特殊な装置がないかぎりは無理だ」


    　技術論で不可能性を指摘した。〈古き巨人エノルム〉事件で、特殊工作員のペディオンが祖国を裏切る材料となった指輪があれば可能かもしれないが、エミレオの書でもそこまでの力はない。あったなら、とっくにもっと大がかりな惨事を起こしている。


    「同じ理由で量子透過もほぼ可能性がない」


    　翼将のベルドリト級の腕前なら可能かもしれないが、十三人もの本職の軍人の目から、量子透過のときの青い光まで隠せるだろうか。


    「犯行の手段の解明は、保留にしておこう。ペネロテ姉妹による昨夜と今までの殺人の資料は省略しておいて、私が言いたいのは」


    　ハーライルに向けて右手を掲げて、俺は先取りする。


    「待てよ待て。ハーライルが数ある事件から、なぜこの四人の例を出したのかが分かってきた」


    　ハーライルが俺の予測に耳を傾けている。


    「先の二人もそうだが、あとの二人の使徒が起こした事件も、時間と場所が近いということか？」


    　俺の言葉に、ハーライルが満足そうにうなずく。俺の推測能力は一応最低の及第点はあったようだ。


    「エウニピエデとベルタザルは、ほぼ同時期に近い場所で殺人を行おこなう」ハーライルが手を振ると、映像が足されていく。「九十五年のカプペルスス通りの包帯殺人事件の近くでは、カプペルスス公会堂狙撃事件、他にも何回か同じ時期、近い場所での事件が起こっている」


    　ハーライルの声で、思い出す。


    「クフネルとメレニボスの二人も、ほぼ同時期に近い場所で殺人を行っている」俺は補足しておく。「先ほどの事件もピエゾがペンクラートと分かれる前で、地理的には近い」


    　特別捜査官が手を振ると、大量の殺人映像と資料が後方に去っていく。ペネロテ姉妹はいつも同時犯行だから言及されなかった。導きだされる結論はひとつ。


    「ようやく分かったが、今までの事件でも使徒の言う血の祝祭があったのだろう」


    　膨ぼう大だいな殺人を行おこなう殺意の暴風に晒さらされ、俺は目め眩まいすら感じていた。


    　殺人数と方法を競う、惨劇の祭典。〈ザッハドの使徒〉による血の祝祭は、すでに何回も行われていたのだ。


    　使徒たちは善悪が分かり、エミレオの書を扱えるくらいの高位咒じゆ式しき士しとなる知識と力を持ち、なお殺人を行う。正気で狂気を行うのだ。


    　人間でありながら精神の怪物である使徒どもと、ハーライルは何十年も戦っている。毎日毎日、陰惨な死を見ている。どうやって耐えているのか分からないが、ハーライルは冷静な顔だった。


    　そういえば、警察本部に来たときの陰いん鬱うつな表情はなんだったのだろう。


    「犯行声明はなかったが、ウェンズリィ地区のゼーン通りで、ハイダーテ一家四十七人の全滅が起こった。おそらく〈拳豪カジフチ〉の仕業だろう」


    「ハイダーテ一家が全滅しただと？」


    　俺は問いかける。


    「それは少し疑わせてもらう。ただの一人で、剣客集団であるハイダーテ一家の本社全員を殺せるのか？　どこかの組織が、弱ったハイダーテに付けこんで動いたのではないか？」


    「アンヘリオの例がある」ハーライルが冷徹な声を出した。「エリダナからの事件だけでも、ハイダーテ一家、カンダハ・ナハ社、リンドブルム同盟のエリダナ支社と支店で、百五十人以上を殺している」


    　戦争以外でこれほど短期間に、しかも個人で殺人を行う存在など、使徒でもアンヘリオ以外にいないと思いたい。


    「カジフチは少し特殊で、とくに名前も顔も隠さない」


    　立体光学映像が描かれたのは、背の高い東方人だった。道着姿に短髪。東方人は若く見えるが、情報によると四十三歳。ヒナギ出身。本当に隠していないため、情報は身長に体重まで詳細だ。携帯にハーライルの情報を受けとっておく。


    「エミレオの書を使わず、素手と黒い砂の咒式の打撃だけで、なんとか空手とか言う独自の武術を使う。殺人対象も、強い咒式士や黒社会の人間だけだ」


    「使徒のなかでは、まだまともな経歴だな」


    　ハーライルの指が資料を探し出し、展開する。映像は、他の使徒の殺人現場とは隔絶していた。見慣れた時計台が遠くに見えるため、エリダナの災害地の映像だと分かった。


    「昨夜まで、ゼーン通りのハイダーテ一家のエリダナ支社があった跡地だ」


    「跡地？」


    　映像に濃緑色の装甲車が見えた。側面に描かれた、虎とらに鶴つるの翼のハイダーテ一家の紋章に、大穴が開いていた。装甲車は道ではなく、建物の側面に埋まっていた。


    　十トーンもある装甲車が、玩がん具ぐのように吹き飛ばされたのだ。壁に埋まる装甲車の前に広がるアスファルトには、絨じゆう毯たん爆撃を受けたように、大穴がいくつも穿うがたれていた。穴の周囲には、折れた魔ま杖じよう刀とうや、砕くだけた盾たてが転がる。


    　戦場となった街路には、咒じゆ式しき士しだったものが散らばっていた。まさに散らばっているとしか言えない。腕や足、頭部や胴体が引きちぎられて、肉片となっていた。分断された人体の間に、血と湯気をあげる内臓が散らばっている。


    　まるで紙人形が暴風に襲われたような光景だった。


    　戦場の背景では、五階建て六階建てくらいの低い雑居ビルが並ぶ。不自然なことに、ビルの一角だけ消失していた。


    　ハーライルの手が翻ひるがえって、映像が拡大。ビルがあったであろう場所では、建物が圧壊し、瓦が礫れきの山の平面にされていた。噓うそ偽りなく、跡地だった。


    　映像には、エリダナでも十本か十五本の指に入るとされる剣客、ハイダーテ一家の長おさ、ハイダーテの死体が見えた。東方の甲かつ冑ちゆうが砕け、兜かぶとの庇ひさしの下では、壮絶な死に顔があった。右手に握る業物級魔杖刀〈一いち文もん字じ高たか虎とら〉までもが折れていた。


    　なにかに圧あつ搾さくされたかのように、ハイダーテが平面となっていた。


    「素手で、四十六名の腕利きの俠きよう客かくと、十二階かい梯ていの剣士であるハイダーテを殺し、ビルを畳んだ、だと？」


    　俺の疑問の言葉にハーライルがうなずいてみせるが、信じられない。第七階位の破壊咒式は、街を壊し、地形を変えるほど強力で広範囲なものがある。それでも寡か聞ぶんにして、打撃のみでこれだけの破壊をなすなど、聞いたことがない。


    「エリダナで使徒による血の祝祭があるなら、優勝候補は、アンヘリオかこのカジフチだ。他の使徒も攻こう性せい咒式士として高位だろうが、彼は常識外だ。なにしろ、攻性咒式士だけを相手に八百三十三人を倒してきた歴戦の武闘家だ」


    「空手であることは分かった。で、黒い砂とはなんだ？」


    　情報が生死を分けるなら聞いておきたい。


    「生き残りが死ぬ間際に漏もらしただけで、正体は不明だ。カジフチの戦闘に居合わせると、破壊力に巻きこまれるため、そこが遠くにいる見物人が把握できる限界の情報だ」


    　ハーライルが無念そうに告げた。


    　使徒の情報を聞けば聞くほど、気が滅入る。エミレオの書による咒式はほぼ不明。精神は異常。アンヘリオだけでも頭痛がするというのに、同じくらいの強敵に吐き気がしてきた。


    　室内には使徒たちの殺人現場の映像が放つ殺意が満ちていた。


    　咒式時代の問題のひとつが、咒式犯罪者と、そして使徒だった。


    　大昔に機関銃の登場によって、個人の戦闘力や勇気など無意味になった。しかし咒式の登場によって、個人の力が爆発的に拡張された。超がつくほどの咒式士になれば、個人で集団を圧倒する。力の拡張に自我の拡張が重なれば、とんでもない悪鬼を生む。


    　使徒は、咒式がない時代なら、快楽殺人者ですんだ。咒式時代ではエミレオの書も合わさり、生物兵器の段階まで被害が増大している。


    「正直に言えば、今のうちに手を引いたほうがいいと思えてきた」


    　絶望感とともに横を見ると、ギギナだけは楽しそうだった。


    「残念ながら、もう二人は逃げられない。使徒は君たちを祝祭の獲物のうちにしている」


    　ハーライルが昏くらく笑っていた。俺がどう思おうと、もう退路はない。


    「使徒が持つエミレオの書が通信と計測を行おこなうらしいから、手に入れられたらいいのだが」


    　ギギナが結論づける。どうにも引っかかりを覚えるが、ハーライルが腕を振る。


    「そこで、最後にこれを見てくれ」


    　エリダナの中央南西部の情報が拡大。オリエラル大河と内海に面した海浜公園が映る。画面の一部が拡大。通りにいた、白い兎うさぎの着ぐるみを着た人物が映る。右手には赤青黄色といった風船の紐ひもを握っている。


    　さらに拡大すると、着ぐるみの下にある顔は少年、に見えて少女でもあるような表情だった。年齢不詳の人形の顔のような造形。よく見比べると、左右で表情が違って見える。


    　全体の印象は、一言。


    「変態すぎる。こんな奇妙な服を着ている人間は使徒しかいないだろうが、どいつだ？」


    　情報が展開。


    「調査をすると、額を司つかさどる、〈愚者のウブシュシュ〉という使徒だった」


    　細かい数字や情報が立体光学映像に付随して展開する。膨ぼう大だいな情報をハーライルが要約してくれるだろう。


    「外見は子供のようだが、ザッハドに付き従って三十年以上も活動する、使徒でも古参中の古参、大物中の大物だ。これでも七百三十二人を殺害している」


    「怪物め」


    　俺の唇くちびるから憎悪が漏もれる。


    「ウブシュシュは、使徒が集まって人殺しを競う血の祝祭の主催者で、祭司らしい。使徒をまとめるものとして、我らは最重要視して追っていた」


    「祭司？」


    「ザッハドに捧げるための血の祝祭だが、連絡を取りあわねば開始されない。今までにも二十三回も行われていると先ほど分かったが、祭司と呼ばれる存在が主催している。最近の九回の祝祭、先ほど出した使徒どもの事件も、ウブシュシュが祭司となって開催していたらしい」


    　情報が展開。血の祝祭は、ツェベルン龍りゆう皇おう国こくだけではなく、ラペトデス七都市同盟、後アブソリエル公国、バッハルバ大光国から南方大陸各地まで起こっている。広すぎて関連性に気づけなかったが、大量に行われていたのだ。


    「その祭司であるウブシュシュを殺せば、今回の祝祭とやらも終わるのでは？」


    　俺としては、祝祭を終わりにする方法を考えたつもりだ。


    「そうは上う手まくいかなかった」


    「いかなかった、過去形？」


    　答えずに、ハーライルは別の映像を起動。チェレシアとデートしたこともあるオリエラル海浜公園だった。元恋人とも行ったことがある事実は、また心の底に押しこめる。


    　俺の複雑な思い出を無視するように、写真が拡大。オリエラル大河に突きでた突堤が途中で砕くだけ、展望台とともに水没していた。地形が変わるほどの破壊の光景。突堤の根本の木々も折れていた。大河を行き交う警察の捜そう索さく艇ていが探索している。


    「事件発生が、ペトレリカ嬢誘ゆう拐かい事件とほぼ同時期のため、後手に回ってしまった」


    　映像が拡大。青いビニールで囲まれた現地の捜索本部には、引き上げられたものが並べられていく。


    　一日水没しただけなので、死体はよくある水死体のように膨ぼう張ちょうをしていない。机の上に、分断された上半身が安置されている。上半身から青黒くなった小腸が伸びている。


    　着ぐるみの兎の下には青白い肌。表情が違う左右の顔の境目、額ひたいに穴が開いている。投槍系の咒式によって、頭ず蓋がいが貫通した痕あとだ。


    　脳が破裂し、後頭部から噴出して即死していた。


    「つまり血の祝祭を閉幕させるべきウブシュシュはすでに死んでいる」


    「誰が」俺は息を呑のむ。「使徒の祭司を倒した？」


    「目撃証言は錯さく綜そうしていて、正確性に欠けるが、共通して老人が倒したとあった。あとは猫や犬などがいたとも証言が来ている」


    　説明するハーライルの言葉が不ふ明めい瞭りようになる。


    「訳が分からない。使徒を倒せるような犬を使う老人がエリダナにいたか？」


    「犬ということは、隠者イムホテプがついに出てきて目撃者が混乱したのか？」


    　ギギナが誤差まで予測したが、俺にはイムホテプがなにかをするとは信じられない。会ったことがあるのだが、あの隠者は訳が分からないのだ。ハーライルは首を左右に振る。


    「分からぬ。あまりにも短く、一瞬で勝負がついたために目撃証言が少なすぎ、また不正確すぎるため、判断できない」


    　ハーライルが内心の懸念を圧おし殺すように苦い顔をした。目を前に戻す。


    「祝祭の祭司であるウブシュシュはすでに殺されている。だが、使徒どもはその後も次々と現れた」


    　俺の目はエリダナの地図を見る。昨日だけで五つの大量殺人事件がエリダナで起こった。モーフィースが、使徒は十三人来ると言った。アンヘリオを除けば、モーフィースにペネロテ姉妹の次女、ウブシュシュの三者の退場があっても、あと九人もの使徒がいる。


    「主催者がもうくたばっているのに、血の祝祭が行おこなわれるのか？」


    「現実にウブシュシュの死後にも使徒どもが来て、動いている。人の命を捧げ、最後にはおそらくザッハド奪還のために動くはずだ」


    　祝祭が継続するなら、ハーライルの予測どおりになるだろう。


    「捕らえたモーフィースへの尋問はどうなっている？」


    　ハーライルが言葉に詰まる。謹厳実直な特別捜査官が、さらに苦々しい表情を見せた。


    「収監中のエリダナ西刑務所で、何者かに暗殺された」


    「はあああああっ？」


    　思わず席を立ち、また戻る。ギギナが鼻で笑っているので冷静になる。


    「どういうことだ」俺は動揺を隠せない。「エリダナ西刑務所はそこらの刑務所とは訳が違う。大河に浮かぶエリウス刑務所島より厳重さは落ちるにしても、高位咒じゆ式しき犯罪者を閉じこめ、長い歴史で脱獄者を一人しか出したことがない刑務所だぞ」


    　苛いら立だつ俺の横で、ギギナが口を開く。


    「エリダナ西刑務所になにものが侵入できるというのだ。そして誰が殺したのだ？」


    「分からないが死因はウブシュシュ殺害に近い咒式で、同一犯として目下捜査中だ」


    　ハーライルが告げた。使徒が続々と襲来しているというのに、警察と特別捜査官は後手に回っている。俺とギギナはほとんどなにもできていない。


    「事態は最悪だな。使徒は血の祝祭の終幕として、必ずザッハド奪還に動く。ザッハドが脱獄すれば、とんでもない数の死者が出る」


    　俺なりに考える。


    「ザッハドの再移送しかないか」


    　消極的案のあとに、希望を見つける。


    「それ以前に、皇国特別捜査官は、皇国の広域犯罪に対する最大の組織だ。たしか軍隊に近い攻こう性せい咒式士の部隊があった。武装捜査官、通称〈闘犬〉部隊だったか」


    　自分の言葉で俺は励まされてきた。


    「謎なぞばかりの十三人の使徒の戦力がどれほどのものか正確には分からないが、特別捜査官の攻性咒式士が大隊規模で四百から千二百人もいれば、使徒も圧倒できるだろうな」


    　俺の盛り上がりに反比例して、ギギナは退屈そうだ。


    「もちろん全力をエリダナ一か所に投入するのが不可能なら、中隊の二百人程度を回してもらえるだけでもいい」


    　俺はハーライルへ顔を向ける。


    「もう〈闘犬〉どもを呼んだのだろう？　いつ来る？　大隊か中隊規模なのか？」


    　俺の期待の眼を、ハーライルは眼を伏せていた。口が開かれる。


    「ザッハドの移送は不可能だし、〈闘犬〉部隊その他の援軍はない」

  


  
    十二章　噓うそつきたちによる、偽り入りのお茶会


    



    



    　人は必ず噓をつく。犬も噓をつく。自分も自分に噓をつく。


    　物理法則だけが噓をつけない。心がないからだ。


    
      　ロレンゾ・ホルヘイゾ「都市における追跡」皇こう暦れき四八三年

    


    



    



    「なぜだ？　なぜ援軍は来ない？」


    　俺の問いが指揮官の部屋に響く。ハーライルは沈黙。何事にも動じない、歴戦の特別捜査官が苦りきった顔をしていた。銀の刃やいばの瞳でギギナは事態の推移を見ていた。


    「これは」


    　ハーライルはさらに言葉を濁す。迷った末に口を開いた。


    「君たちが来る前に電話で報告が来た。これを言うべきかどうか、国家機密に近いことのため、迷っている」ハーライルはまだ決断できない。「それでも、いずれ報道されるなら、信義として今のうちに言うしかないだろう」


    　ハーライルの険しい目が俺たちを見た。


    「現在、皇都では重大事件が二つ起こっている」


    　言葉は重く、俺とギギナは身構える。


    「まず、八年ぶりに皇都にワーリャスフが現れた」


    　部屋に沈黙。言葉の意味が理解できてきて、ようやく衝撃が伝わってくる。


    「ワーリャスフって、あのワーリャスフか。最重要指名手配の二十八人の!?」


    　ハーライルがうなずき、重ねて俺の驚きを肯定した。ギギナも喉の奥で唸うなる。


    　ワーリャスフは、超がつく咒じゆ式しき士しで、ツェベルン国立咒式研究所の主任研究者だった。五十四年前に開発中の咒式を奪って研究者を全員殺害して逃げ、以降龍りゆう皇おう国こくや周辺国にたびたび現れては災厄を振りまく。現在では最重要指名手配、人類の敵の二十八人に名前が載っている。


    　ハーライルが指を振ると、立体光学映像が展開。


    「一夜にして企業や国の咒式研究所が三か所襲撃され、合わせて二百三十四人が死傷。今朝、ついに皇都に隣接するエバレル州の咒式発電所まで襲撃された。皇都内の電力供給も止まりはじめていて、すでに厳戒態勢だ。あと一時間で報道されるように手配されている」


    　映像では襲撃された研究所の映像と、今後のワーリャスフの予想進路である発電所の咒式核融合炉が示される。まるで自然災害のような扱いだ。もちろん大災害に等しいからこそ、軍隊や名だたる攻こう性せい咒式士が投入されるはずだ。


    　ハーライルが俺を見た。


    「残念だが、特別捜査官は国内治安維持のための最低限以外の全力を、ワーリャスフ迎撃に向けている。どこにもエリダナに割さける余力がない」


    「それは、残りの使徒を、警察士と民間の武力でなんとかしろということか」


    「私も上に無理を言って、中隊規模の部隊を送ってもらえるように申請はしたが、返答は芳かんばしくない」


    　険しい顔のままでハーライルが続ける。


    「使えるのは、通常の特別捜査官とエリダナの警察士の部隊だけか」


    　いないよりはいいが、使徒一人を制圧するために集中して運用する必要がある人数だ。特別捜査官は全員攻性咒式士だろうが、専門の鎮圧部隊よりは戦闘力が劣る。主力がエリダナの警察士となってしまう。


    「そして」


    　言っておいて、ハーライルはまだ迷う。


    「さるお方が病床に倒れられ、特別捜査官だけでなく、皇都中央情報局に国家安全保障局、各種特殊部隊に軍部まで動いている」


    「ご大層なことだが、さるお方、とは誰だ？」


    　ギギナが疑問の声をあげる。俺はもう皇都の不運さに嘆くしかない。


    「決まっている。その人間の健康状態が、特別捜査官ほどの部署を必要とするほどの重要人物など、数人しかいない」


    「そこまでの重要人物など、内閣の誰かか、元老院の長か、選皇五王か」ギギナが予測していく。「いや、まさかその上の」


    「その先は言うな」


    　ハーライルがギギナの推測を遮さえぎった。周囲を見回す。壁と扉によって捜査本部と仕切られているが、ハーライルは警戒していた。


    　俺とギギナは顔を見合わせる。ハーライルが口を濁すほどの最重要人物で残る可能性は一つだ。


    　現龍りゆう皇おう、ツェリアルノスⅦ世が病床に伏している、ということだ。龍皇は今年初めに国際会議へ出席していたが、以前から高齢のために何回か倒れ、延命の咒じゆ式しき治ち療りようを施ほどこされていた。


    　現在の大陸情勢は、北方の神聖イージェス教国との緊迫状態が続き、バッハルバも策動している。さらに魔人ワーリャスフが動いている。


    　通常なら、個々の問題は充分対処できるだろうが、ここでツェリアルノスⅦ世が病気で崩ほう御ぎよすれば、ツェベルン龍皇国の急所である世継ぎ問題が浮上して、途端に恐ろしいほどの難題となってしまう。


    　エリダナがいくら未み曾ぞ有うの危機だろうが、皇都と国体の維持のほうに特別捜査官や公権力は力をそそぐしかない。


    「ウブシュシュの死後でも使徒が血の祝祭を続けている謎なぞの事態に、我らは不利だ」


    　青い目は書類の山の間を抜け、外に向けられる。窓の外には、エリダナ市が広がる。


    「そこで本題だ」


    　ハーライルが俺を見た。厳しい特別捜査官の眼まな差ざし、策略の眼だ。


    「皇都の二つの大事件により、捜査官と制圧部隊の増援は望めない。使徒の襲来に対しては、大いに不安だ。だからこそ」


    　予測される続く言葉を聞きたくはないし、言わせたくない。


    「待て、だから他の民間の攻こう性せい咒式士を使えばいいだろうが」


    「残念だが、公務員の攻性咒式士より、民間の攻性咒式士を使うほうが高価なのだ」


    「予算の都合までありやがるのかよ」


    「第一、傭やとうべきラルゴンキン氏は、北方で悪竜ウェイデルベルと配下どもの鎮圧。頼るべき七つの咒式士事務所の半分も参戦して出払っている」


    　ハーライルが俺の反対を現状確認で塞ふさいでいく。分かっている。俺たちは次善の傭よう兵へいにすぎない。


    　それでも続く言葉だけは聞きたくない。特別捜査官は苦く渋じゆうの決断の眼で俺を見た。


    「用件は、パンハイマと一団を、再び捜査本部につなぎとめたいということだ」


    　部屋に言葉が反響する。やはり、という感想が出てくる。


    　ハーライルにしてみれば、最初は議員の圧力で捜査に関与してきたパンハイマを排除したいがために、俺とギギナを呼んだ。一方で、エリダナに襲来してきたアンヘリオの力と行動は予想を超えていた。さらに使徒の襲来と未曾有の事態になっている。


    　パンハイマと部下たちが勝手に動けば、特別捜査官と警察にとって、事態は今以上に予想不可能になる。パンハイマの暴走を許せば、エリダナの対使徒捜査など一気に崩壊する。分かっているが、俺は耳にクソを突っこまれた気分だ。


    　横目で確認すると、ギギナも同じような不愉快きわまりないといった表情だった。


    「すでにパンハイマの部下たちによる強引な捜査で、元カンダハ・ナハ社の関係者とも言えない人間に対し、何件かの殺人を起こしている。生死を問わない賞金首としての確定も、あとから出されている有様だ」


    　パンハイマによる市上層部への影響力は強い。殺したあとに、殺してもよい凶悪犯罪者だと後出し認定の誤ご魔ま化かしが続くなら、エリダナはもう無法地帯に近い。


    「このままパンハイマが暴走を続け、違法な捜査を続けるなら、特別捜査官はともかく、警察が動きだす必要がある」


    　ハーライルが言葉を重ねた。パンハイマはペトレリカを取りもどすためなら、法と権力の庇ひ護ごの範囲を超える。今まで黙っていた警察も動かねばならず、エリダナにおけるアンヘリオと使徒に対抗する勢力同士で敵対することになる。


    「無理だな」


    　ギギナが即断した。俺も同意見だ。


    「前に言ったように、パンハイマを説得できる人間など、地上にただ一人、ペトレリカしかいない。そのペトレリカが誘拐された以上、誰にも不可能だ」ついでに釘くぎを刺しておこう。「俺たちは咒じゆ式しき法違反の見み逃のがしと、使徒に狙われたから協力しているだけだ。それ以上の依頼は受けられない」


    「無理は分かっている。だが、この不利な状況で、せめてパンハイマを特別捜査官と警察の監視できる範囲につなぎとめていたい」


    　ハーライルは必死になっていた。俺たちも必死だ。


    「パンハイマに敵対する俺たちが説得できるわけがない。ハーライルがやればいいだろうが」


    「残念ながら、私では無理だ。中央の議員や企業に姻いん戚せきを持つパンハイマに、公権力の圧力は無意味だ。私の説得は、むしろ敵視され、より大きな反目を呼ぶだろう」


    　ハーライルの眼が俺とギギナを見据えた。


    「可能性があるのは、パンハイマの敵である君たちによる、だからこその説得だ」


    「それは」


    　アンヘリオや使徒による、市民の殺害を考えれば、私し怨えんを越えるべきだろう。


    　だが、ジオルグの仇かたきであるパンハイマは、俺とギギナにとって絶対の敵だ。ハーライルと特別捜査官と警察を間に挟んでの捜査協力が限界だった。


    「共闘までは望まない。だが、我々の敵にならない範囲に収めるように説得をしてほしい」


    「重ねて言うが、無理すぎる論理だ。ついでに言えば、パンハイマに会おうとしても門前払いで終わるだけだ」


    「可能性がないなら、最初から私は言わない」ハーライルが策略家の笑みを浮かべた。「すでにアミラガ家の家か宰さいであるマラキアには話を通している」


    「奴ど隷れい気質の見本であるマラキアが、主人であるパンハイマの意に反して動くだと？」


    　言って後悔した。聞いている段階でハーライルに乗せられている。


    「暴走で現当主と跡継ぎが死ねば、アミラガ家が断絶するということだ。家宰としてパンハイマの最古参の部下であるマラキアも、あれはあれで現状を憂慮している」


    　アミラガ邸前でマラキアが俺を見た目の意味が、ようやく分かった。あの時点からマラキアは考えていたのだろう。そして水面下の交渉を持ちだしてきた。


    　ハーライルの提案にギギナは沈黙している。長くパンハイマと争ってきたギギナは譲れない。俺も同じだ、としたいところだ。


    　だが、俺の脳裏には警察署に来る前に気づいたことがある。


    「分かった。やってみよう」


    　俺の言葉にハーライルが固まる。まさかの俺の同意だったのだろう。理解した特別捜査官の顔には希望の色が出る。


    「そうか、やってくれるか」


    　ハーライルは、自分の策が上う手まく動くことに満足している。


    　席を立つ俺の横で、ギギナの表情には険しさがあった。


    



    



    　気づくと、私は歩いていた。横には男が歩いている。


    　私より頭半分くらい高い身長。薄い肩だけど男らしい背中。赤い髪、細い顎あご。穏やかな笑みが浮かぶ唇くちびる。眼鏡の下の青い目。


    　あ、ガユスだ。


    　嬉うれしくなって歩くけど、足下がふわふわする。まるで重力が弱くなったみたいに、一歩ごとに跳ねるように歩ける。ガユスは普通に歩いている。


    　これは夢だ。周囲を見ると、緑の植木が梢こずえを茂らせている。板が敷かれた遊歩道。遠くにはオリエラル大河の雄大な川かわ面も。


    　かつて現実に経験した光景だった。オリエラル海浜公園を二人で歩く。


    　ここは初めてのデートの場所だ。二人で歩く。公園から海に向かって出ている突堤を進む。突きあたりにある展望台のさらに先、ルルガナ内海に面する手て摺すりの前に二人で立つ。


    　ガユスが横に立っている。眼鏡の奥の青い目が穏やかな海を見ている。私は海ではなく、ガユスの横顔を見ているだけで幸せな気持ちになれる。いつも昔の映画俳優に似ている不幸顔だと笑っているけど、本当は凄すごく好きな顔。


    「だからギギナのことをたとえると、あれはお洒しや落れウンコなんだって」


    「なによそれ」


    「外側だけで内面はあれだからだよ」


    　的確なたとえに笑ってしまう。くだらない冗談を常に言ってくれる。嬉しい。


    　笑って視線が下がると、手て摺すりを摑つかむガユスの左手が見える。私が好きだった手だ。細く長い指。優しい指。咒じゆ式しきではなく魔法のような甘い快楽を生む指。摑みたいけど、手が伸ばせない。そうだ、最初は恥ずかしくて、どうやって手をつないだらいいのか分からなかった。


    　手摺を摑む左手の下、足下の突堤に落ちる影が見えた。影の左手があった。手摺を摑む自分の右手を横に移動させてみる。


    　現実の私たちはすでに手をつなげないけど、二人の影がコンクリの上で手をつなぐ。嬉うれしい。戻らない絆きずなが戻ったようで嬉しい。違う、このときが最初だった。時間が混乱しているけど、大好き。


    　影は握られても、現実の手は握れない。握ってはいけない。現実での私たちは、もう半身を裂かれるような別れを選んでしまっていた。


    　右手に熱。見ると、私の手にガユスの左手が重ねられていた。影ではなく、実体が結ばれた。


    　視線を上げると、ガユスは海を見ていた。そうだった。最初は彼からこうしてくれたんだ。嬉しかった。


    　ガユスの手が私の手を求め、指と指が絡からまる。手摺の上で、二人の手が結びあわされた。熱い。触れあった手と指から、ガユスの深い愛情が雪崩なだれこんでくるようだった。触れあうことの喜び。互いに愛し愛される素晴らしさ。


    「ジヴ」


    　ガユスが私の愛称を呼んでくれた。ジヴーニャではなくジヴ。男ではガユスにしか呼ばせない、二人だけの名前に後頭部が甘く痺しびれる。


    　幸福感が胸に満ちて、呼吸が上手うまくできない。心臓の鼓動が早くなっていることすら分かる。ガユスが胸に桃色の薔ば薇らが咲いていく感じと言ったけど、本当にそうだ。


    　初恋のときだって、これほど幸せにならなかった。これほど愛せなかった。勢いだけでなく、静かで深い愛いとおしさ。時間が続けば続くほど、より深く大きくなる。愛しつづけたからこそ、愛が上手くなっていく。


    　夢だと分かっている。


    　それでも、だからこそ今だけは醒さめないで。


    　激情が自分自身では収まりきらず、心の熱が両目から溢あふれる。涙となって頰ほおを伝う。


    「あ、どうして泣いているの？」私を見る青い目に気遣いの色が浮かび、途端に彼の指の力が弱まる。「俺が強引すぎたかな？」


    「ううん」


    　胸から喉のどに喜びが溢れていて、上手く言葉にできずに首を左右に振る。勘違いされて折角握った手を離したくないから、強く握りかえす。たぶん私はもうこれほど人を愛せることはない。


    　ガユスの右手が伸びる。優しい指先が私の目元に触れる。左目、右目と指先が涙を拭ぬぐってくれる。この人はこういう人だった。頰に指が触れるだけで嬉しい。もっと触って、もっともっと。頰から離れていく指が名な残ごり惜しい。


    　右手首が翻ひるがえって、下りていく。手は私の背中に回される。布地越しに触れられた背が感電している。背から発した甘い痺しびれが、脳天まで貫く。


    「ジヴ」


    　ガユスの顔が近づいてくる。私は目を閉じて、身を任せる。唇くちびるが重ねられる。侵入してくる舌に自らの舌を絡からませる。粘膜が触れあう。ガユスの唇が離れていき、目を開ける。


    　同時に両手で抱きしめられていた。細いように見えて、男の筋肉質の腕が熱い。気づくと、ガユスは裸だった。私も裸だった。


    　夢だと分かっている。夢である幸福と、夢である痛みで、頭がおかしくなりそうだった。抱きしめられて胸と胸が密着していた。もっと肉で触れあい、融けあいたい。下腹部にガユスの腹筋とさらに熱い肉が触れる。


    　ああ、ガユスが私に欲情してくれている。嬉うれしい。腕をガユスの背中に回して、さらに乳房を押しつけ、肉の凶器に腹を押しつける。男の肉がまた硬くなる。嬉しい。


    　押し倒された場所は、時空間を無視して、ガユスの家の寝台ベツドだった。見上げると、彼が私を見ていた。慈いつくしみの目。下を見ると、男性自身が見えた。腹筋に届きそうなほど反りかえっていて雄々しい。


    「ジヴ」


    　ガユスが呼びかけとともに下りてくる。青い目。大好き。欲情に荒くなる息を吐き、唇を重ねる。同時に肉の先端が私の内部に入ってくる。狭まっている内臓を広げられる痛みと、それ以上の快楽に腰が跳ねる。男の力強さは私を逃がさず、さらに奧へ、奧へ。


    　私の手は、ガユスの背中を抱きしめる。爪つめを立てる。最高に幸せな瞬間だったから、夢でも離したくない。


    「ダメだよ」


    　冷たい声に弾はじかれるように右を向く。


    　そこには少女が立っていた。夏なつ蜜柑みかんの色の髪。頭の左右で揺れる髪の房。


    　恐怖。アナピヤの青い目が私を見ていた。


    「あなたが大好きなガユスはあたしを殺したの。ガユスにあたしを殺させたのはあなた」


    　アナピヤの額ひたいから赤い血が滴したたる。血は止まらず、顔を染めていき、顎あごから薄い胸、腹から足下まで零こぼれる。悪夢の光景に私の喉のどは悲鳴すら出せない。


    「許されない」


    　アナピヤの背後には、女が立つ。灰白色の髪、紫がかった瞳。浅黒い肌の美しい女のことも、私は知っている。ガユスの元恋人、クエロだった。


    「あなたたちは幸せにはなれない。なってはいけない。一度あなたはガユスを裏切った。ガユスは私を裏切った」


    　灰白色の髪が赤く染まり、血が流れていく。少女と女は出血しつづける。私は硬直している。


    「裏切り者は、誰も許さない、許されない」


    　少女と女の横に、別の少女が立っていた。


    　黒い髪に同色の瞳。美しい少女だった。ガラスで作られたような透明な雰囲気を持つ少女だった。美しいがゆえに、見ているだけで不安になる儚はかなさだった。


    　知らないけど知っている。整った鼻、皮肉に歪ゆがめる唇くちびるの形。顔立ちがどこかガユスに似ている。外見から生い立ちまで、私はクエロに聞かされていた。


    「まさかアレ、シエル？」


    　ガユスの歪みの根本。根源の少女だと分かりきっていても、聞き返してしまった。


    　少女は蒼そう白はくの肌で私を見ていた。口を開く。


    　私は両手で耳を塞ふさぐ。聞きたくない。彼女のことは聞きたくない。クエロとアナピヤも口を開く。


    　そしてアレシエルの口が動く。


    　絶叫した。


    　声が部屋に響いたような気がしたが、夢のなかの声は現実には響いていない。


    　心臓が破裂しそうに高鳴っていた。鼓動の間に、寝台ベツドの横にある時計の針の音が聞こえた。


    　マンションの自室で、応接椅い子すに横たわっていた。荒い息を繰り返す。夢だ。


    　失われた時間を回想し、自責の念が脳で整理されて夢になっただけ。理屈では分かっているけど、感情は収まらない。


    　愛は、楽しく幸福なだけのものではない。今の自分には呪いにすら思える。


    　凄すさまじい喪失感。布ふ団とん代わりにしていた膝ひざ掛けを手で喉のどまで引きよせる。泣いてはいけない。今の涙は、自分を哀れむ涙。反射的に出る動物の体液と同じだ。


    　強引に思いこんで体を起こし、膝掛けを振りはらう。


    　泣くより早く動け。今はそれしかない。


    



    



    　車が街を進む。エリダナの街は、どこか緊迫感が漂っている。


    　道行く人々の顔にはそれぞれの濃淡で不安がある。家族連れや子供の往来が少なく感じる。反比例して、攻こう性せい咒じゆ式しき士したちの姿が目立つ。魔ま杖じよう剣けんを下げ、積層甲かつ冑ちゆう姿を積んだ車も見えた。


    　少しでも事情が分かるものなら、カンダハ・ナハ社に続くハイダーテ一家の全滅で、次にエリダナになにが起こるのかと怯おびえてしまう。


    　特別捜査官と警察が血の祝祭を発表するわけにはいかないため、市民にはアンヘリオや使徒がなにをするかが分からず、怯えて縮こまるしかないのだ。


    　今、エリダナの各所に数人単位で動いている攻性咒式士たちは小物だ。使徒やアンヘリオの力を知っていれば、数人ではどうにもならないと分かる。


    　俺も同じだ。強いだけの腕自慢程度の動きしかできていない。


    「おまえの頭が欠陥品で返品期限の七日を過ぎていることを、常々残念だとは思っているが、今回だけは納得できぬ」助手席のギギナが俺に問う。「なぜハーライルの楽観主義にもほどがある要請を受けた」


    　答えずにいると、相棒はさらに続ける。


    「魔女のパンハイマなど、放置して勝手に自滅させればいい。ハーライルの要請など無視するべきだ」


    「うるせえよ、箱に入れて外から触っても形でバカだと分かるギギナ以上に、バカバカしい事実だと俺も分かっているよ」


    　内心の苛いら立だちを隠すかのように、加速板アクセルを踏む。車が速度を上げる。


    「自分の師匠を殺したとされる相手に、頭を下げて、また仲良くしましょうと言いに行くのだからな。笑えるよ、あっはっはっは」


    「だからクソの上に置いた眼鏡に、わざわざなぜだと聞いている」


    　重ねられるギギナの問い。高級住宅地に車が入る。豪ごう奢しやな家の高い壁の連なりを見ながら、車は進んでいく。


    　答えは決まっていた。


    「パンハイマは殺したいが、ウォルロットのことを思い出した」


    　俺の一言で、ギギナの銀の眼に理解の光が浮かぶ。窓際に立てかけている屠と竜りゆう刀とうに右手が触れていた。


    「そうか」


    　かつて北方の小国の勇者とまで言われたウォルロットは、愛する女を救うために、恋敵である俺に頭を下げた。愛する女は俺の当時の恋人、ジヴーニャだった。そのときの俺はジヴーニャの命のために、仇きゆう敵てきと共同戦線を行おこなって救出に成功した。ウォルロットの勇気ある申し出と最期を、俺とギギナは忘れられない。


    　俺はペトレリカに恩義がある。アンヘリオによって蛙かえるにさせられ、人間的に死ぬところを救ってもらった。


    「ついでに、パンハイマに問いただしたいことがある」


    「パンハイマに？　いつ死ぬのか以外に、あの魔女に聞くことなどあるのか？」


    　俺の言葉にギギナが理解不能といった顔となると、道を曲がって、大きな通りに出た。ギギナとの会話を中断し、車を停とめる。


    　車の左右に俺とギギナが立ち、城じよう塞さいのようなアミラガ邸を見上げる。


    　高い塀や館に設置された数十個の監視装置が一斉に動き、俺たちを注視していた。高い塀の上にある物もの見み櫓やぐらから、攻こう性せい咒じゆ式しき士しの魔ま杖じよう剣けんが狙いをつけている。


    　今、パンハイマの居城は、エリダナでもっとも危険な場所になっていた。


    　数十もの視線に監視されながら、歩いていく。巨大な門の前で立ち止まる。前にも見たように、青銅を模した合金製の分厚い扉だった。不吉な蛇へびと炎のアミラガ伯はく爵しやく家けの紋章が、左右の門を跨またいで掲げられている。


    　機械音とともに、重厚な扉が左右に開いていく。中央に立つのは、灰色の背広を着たマラキアだった。


    「当方からの突然な申し出を受けていただき、なによりです」


    　恭うやうやしく頭を下げてくるが、内心では俺とギギナのことを殺したいと思っているだろう。俺とギギナもこいつを殺したい。無力であってもパンハイマの側近。ジオルグの死に関与した可能性がある。心を圧おし殺して、無表情を保つ。


    「話はついているのか？」


    　完かん璧ぺきに心を殺した顎あごで城館を指ししめす。マラキアは苦く渋じゆうの表情をしていた。


    「残念ながら私の独断にて、パンハイマ様はご存じありません」


    「ありがたいほど、いきなり先行き不安な言葉だな」俺は絶望的な開幕に笑っておく。「会った瞬間、パンハイマが俺たちを殺す可能性もあるわけだ」


    　もちろん主人に知らせず勝手に会見させ、共闘に戻そうとするマラキアはさらに殺される確率が高い。知ったことではないが。むしろ死ね。


    　マラキアに案内されて、仕方なく敷地へと足を踏みいれる。


    　館のあちこちに、攻こう性せい咒じゆ式しき士したちがいた。そろいの銀色の積層甲かつ冑ちゆうには、アミラガ家の紋章。魔ま杖じよう剣けんや魔杖槍そうを掲げ持ち、直立不動の姿勢。


    　アミラガ邸内にいるのは、精鋭中の精鋭。パンハイマの恐怖に従うのではなく、忠誠をもって従う、アミラガ家直参の咒式士どもだ。各部隊長とこいつらが、パンハイマの側近で主力というわけだ。兜かぶとの下の眼だけが、俺とギギナの姿を追跡している。


    「おお、敵意が心地良い。これが人気者ゆえの恍こう惚こつと不安！」


    　ふざけて両手で自分を抱いてみたが、ギギナもマラキアも、咒式士どもも笑わない。


    　一方で分かったこともある。ペトレリカ誘ゆう拐かいという最大級の危機に、パンハイマが自身の綜合警備保障のビルを本拠地にしていないという一事で、部下たちとの緊張した関係が分かる。ペトレリカ誘拐前にはなかった、微妙な齟そ齬ごが起こっている。


    　敷地の中央にある邸宅の正面玄関が自動で左右に開かれ、いよいよアミラガ邸内部に入る。


    　玄関は二階まで吹きぬけとなり、天井には年代物の水晶の照明が下がる。床には毛足の長い深紅の絨じゆう毯たん。貴族の城館を移築しただけに、本物の洗練と豪ごう奢しやさがある。


    「こちらへ」


    　先導するマラキアの背中を追って、歩みを再開する。よく考えれば、戦死で絶え間なく代わる各部隊長や部下たちとは違い、アミラガ家付き執事であるマラキアだけが、ここ数十年を通してパンハイマの横にいる。


    　不死身と言われているが、パンハイマの気まぐれな拷ごう問もんや殺害を越えて生きていることから、本当なのかもしれない。超弱いけど。


    　今回の会見のことを考えても、忠誠心からのマラキアの行動だろう。拷問を受けて殺されてもなおパンハイマに従う理由が分からない。問うてもいいが、先を黙々と進むマラキアの背は、俺たちとの会話を拒絶していた。


    　深紅の絨毯をパンハイマの顔だと思って踏みつけて、廊下を進む。階段を上って、二階の廊下を進む。各所にいる咒式士どもの目線は無視する。


    　廊下の突き当たりに到達。マラキアの右手が重厚な樫扉を軽く叩たたく。返事はないが、静かに開けていく。


    　眼に鮮やかな緋ひ色いろの絨じゆう毯たんが部屋に広がる。左右には高い天井まである本棚。蔵書が主人の内面を示すなら、数千冊ほどの背表紙をざっと見ても、各種咒じゆ式しきや〈異い貌ぼうのものども〉の研究書に政治に経済、軍事に拷ごう問もんの本ばかり。一冊だけ感動話の本がある違和感。


    　正面にある大きな窓の下に、革張りの椅い子すが置かれている。緋色の髪をした魔女が窓に向かって座っている。


    　パンハイマだった。


    　毒々しい着物でも事業主風の背広でもなく、白シャツに黒いスカートの普段着だった。


    　背後の窓からの逆光が、白い横顔を照らしている。赤く長い髪には、白い艶つやが光輪のように描かれる。伏せられた長い睫まつげの下で、赤い眼は憂ゆう愁しゆうの色を帯びていた。娘の安否を気遣う母親の姿だった。


    　禍まが々まがしい美び貌ぼうが、昼の逆光効果によって神々しく見えたが、心理的効果を狙った部屋と照明の設定だと奥歯を嚙かむ。パンハイマの咒式戦闘力や残虐性より、心理操作をこそ恐れなければならない。


    　魔女の悲しみの演技で茶番だと声を上げたいが、口が遠慮した。突っこみ役である俺が茶ちや化かせないのだから、ギギナにいたっては律儀に立って待っているだけ。


    　パンハイマと対面すると、憎悪と殺意と嫌悪感を堪こらえることに苦労すると思っていたが、混乱する状況だ。


    「パンハイマ様、お客人たちをお連れしました」


    　マラキアが焦じれたように告げる。ようやくパンハイマが気づき、俺たちへと体を向ける。パンハイマは正面に座り直し、肘ひじ掛けに肘をつき、手の上に顎あごを乗せていく。まるで奴ど隷れいを見下ろす無慈悲な女王だ。


    「さて、右往左往するだけの不ふ能のう魔ま羅らどもが、なぜここにいる。アミラガ家の警備能力が落ちたのか、マラキアがまた妾わらわに殺されたくて手引きをしたのか」


    　先ほどまでの物憂さなど消し飛んでいる。横に立つマラキアの顔には、悲痛な表情があった。


    「責めは覚悟の上です。ただ、今回のことでもう一度話しあいが必要ではないかと思」


    　音。


    　マラキアの胸に緩ゆるく湾曲した刀身が刺さっている。背広の襟えり元もとに見える白いシャツに、赤い染みが広がっていく。マラキアの顔には驚きはなく、諦めがあった。横目で確認すると、パンハイマが右手を挙げていた。抜き打ちで短刀を放ったのだ。


    　胸元を血に染めながら、マラキアは絨じゆう毯たんに右膝ひざをついた。


    「こ、れで足りる、とは思いま、せぬが、お許しくだ、さい。彼、らとの話を」


    　アミラガ家の忠僕の上半身が後ろへ倒れた。扉の左右から現れた背広の男たちが、マラキアを引きずっていく。左右から抱えられたマラキアは死の痙けい攣れんを起こしていた。


    　一人が絨毯に零こぼれた血を布で拭ふきとり、立ち上がる。パンハイマに一礼し、廊下に下がって両手で扉を閉める。男たちとマラキアの姿が消えた。


    　俺とギギナは前に向きなおる。窓辺にはパンハイマという女王が座す。


    　パンハイマに逆らうということは、すなわち死なのだ。改めてアミラガ家とパンハイマ綜合警備保障における恐怖支配を見せられた気分だ。もしかして、一連の事態は最初からマラキアによる命がけの罠わなで、俺たちはここで殺されるのかもしれない。


    「それで、娘を誘ゆう拐かいされた無能な母に、マラキアと謀はかってまでなんの話だ」


    「パンハイマの舌の刃も切れ味が悪いな」


    　ジオルグの仇かたきに遠慮する必要などないはずだが、俺の返答も鈍い。邪悪で残忍で冷酷で、この世のありとあらゆる悪あく罵ばを浴びせるべきパンハイマにも、愛するものの安否に心を痛めるという当たり前の心があるのだと理解してしまった。


    「遠慮はしない」


    　わざわざ口に出す間抜けさだ。それでも、精神的主導権は握らせたくない。


    　パンハイマが細い顎あご先で、部屋の中央にある飴あめ色の革張りの応接椅い子すを示す。長話などしたくもないが、俺とギギナが座る。ギギナの横顔に驚きの色があった。


    「この椅子はまさかトー」


    「椅子漫談は止やめておけよ。あれ、おまえ以外はおもしろいと思っていないから」


    　俺の指摘でギギナの言葉の先を封じる。


    「漫談ではない。第一、椅子に興味がない人類がいるのか？　この地上に？」


    　ギギナは不満そうだったが、椅子蘊うん蓄ちくを聞いてやる気分ではない。


    　革張りの椅子に背を預けて、パンハイマと対たい峙じする。前置きは不要だろう。


    「用件は、ハーライル特別捜査官様からのはじめてのおつかいだ。向こうさんの注文は、パンハイマ事務所捜査本部と協力体制に戻るか邪魔をするな、おまえと部下の暴走を止めろ、ということだ」


    　パンハイマはハーライルの代弁者である俺を見ていた。言葉を吟味するように、魔女は沈黙を保っている。俺の責任は果たした。


    「こちらからも話がある」


    　立ち上がろうとすると、パンハイマの声が制してきた。魔女の目には笑み。こちらの憎悪や殺意を見透かすと、途端に主導権を握ってくる。


    「現状は良くない。このパンハイマとエリダナは、アンヘリオにやられっぱなしだ」


    　パンハイマが口火を切った。言われると返す言葉もない。ラルゴンキンが不在とはいえ、俺たちを含めたエリダナの咒じゆ式しき士したちは、アンヘリオに翻ほん弄ろうされている。


    「我らにとって、なによりもペトレリカを誘拐されたことが痛手だ」


    　パンハイマが現状を再確認する。


    「妾わらわとしては、アミラガ家を二十二代にして途絶えさせるわけにはいかぬ」


    　厳密にはペトレリカが一端二十三代パンハイマとなり、二十二代パンハイマに戻されたのだが、貴族法典では代をどう数えるのだろうか。


    「娘の左腕を投げてきただけで、アンヘリオからの動きはない」


    　パンハイマが告げた。


    「死体を晒さらして動揺を誘うわけでもないらしい。となれば、前に言ったようにどこかで人質として使ってくるだろう」


    　娘の価値の計量を、母であるパンハイマが下す。


    「使い道がある間は生かされているだろうが、無事では済まない」パンハイマの言葉に容赦はない。「過去のアンヘリオの行状からして、言語を絶した辱はずかしめを受けるだろう。報道陣がつけたアホな異名である〈動く断頭台〉や〈金剛石の殺人者〉は、それでも冗談ではつかない」


    　頭を切って腹部を開くアンヘリオの殺人は酸鼻を極める。人体を箱にする咒じゆ式しきも、自分がそうなったときを考えたくもない。俺は以前に蛙かえる化かの咒式を受けたことがあり、アンヘリオが与える死の恐ろしさを知っている。


    「ペトレリカもそうなっていると？」


    「かもしれぬな」パンハイマは否定しない。「ペトレリカはある種の男にとって苛いら立だつ存在だ。そして、妾わらわに似てそそる顔と思考をしている。あれを穢けがしたいと思わないほうが難しい」


    　パンハイマの言葉には苦さが滲にじんでいた。


    「奪還できると思うか？」


    　ギギナの問いが部屋の空中に投げられる。


    「エミレオの書を使うアンヘリオと、パンハイマ個人を見れば、いろいろな条件を割り引いても、アンヘリオが上だろう」


    　ギギナもまた現実的な判断を下す。


    「だろうな」


    　徹底的な現実主義者であるパンハイマも、敵を過小評価しない。


    「妾の見立てでは、アンヘリオの実力は、政治事情に拘束されないズオ・ルーや薬に侵されていないウォルロット級ぢゃろうな」


    　俺の息が詰まる。


    　正確に相手を判断するパンハイマが、アンヘリオを、遠い西方の独裁国家に個人の頭脳で立ち向かって政権崩壊させたズオ・ルーや、小国とはいえ勇者とまで言われ〈古き巨人エノルム〉たちと唯一対等に戦ったウォルロットに匹敵すると言ったのだ。


    　ズオ・ルーには勝ち逃げをされた。ウォルロットには二回とも敗れた。二人は死んだが、俺は偶然と幸運で生き延びただけであると理解している。


    「ついでに言えば〈長命竜アルター〉や〈異い貌ぼうのものども〉を大量に従えたアナピヤにも匹敵する、とでも言っておこうか」


    　パンハイマの口からアナピヤの名前が出るだけで、胸が痛む。この魔女は人の心の急所を正確に突いてくる。隣に座るギギナが俺を見た。


    　分かっているとも。痛みを堪こらえる。パンハイマは俺たちを見た。


    「アンヘリオが頭の悪い快楽殺人者であったなら、人数で押していけたのだがな。特別捜査官と警察は、ただでさえ管轄争いで足並みがそろわない。さらに妾の参戦という厄介ごとに対し、特別捜査官のハーライルが対抗勢力としてのガユスとギギナという配置の妙を作った」


    　パンハイマが淡々と述べる。


    「ハーライルの立場で可能な、最善に近い処置だったことは事実だ」


    　俺とギギナも、ハーライルの必死の策は認める。


    「その微妙な連携を、アンヘリオによるペトレリカ誘ゆう拐かいが砕くだいた」


    　ギギナの指摘を受けても、パンハイマの顔に笑みが生まれる。


    「もちろん罠わなを仕掛けてやる。エリダナ中にいる戦力を搔かき集めて、アンヘリオを殺す」


    　パンハイマが必殺の罠を仕掛けてくることは、アンヘリオも分かっている。だから即座に動けない。一方で、ペトレリカを盾たてに取られてエミレオの書を連発されたら、パンハイマと攻こう性せい咒じゆ式しき士したちは数の力を発揮できない。分があるのはアンヘリオだ。


    　ペトレリカの誘拐は、四者を分断し、さらにもっとも強力な武装集団であるパンハイマ綜合警備保障の戦力に全力を出させないための、一手なのだ。


    　敵の手に感心している場合ではない。一応、呼びかけてみるしかない。


    「アンヘリオは〈金剛石の殺人者〉と呼ばれるほど、冷静で揺るがない精神を持っている。パンハイマのほうがペトレリカ誘拐で揺らいでいる。各個分断されて、再びの個人戦闘に持ちこまれたら勝てない。パンハイマ事務所だけでどうにかなる事態ではない」


    「先ほどの言葉に戻すが」パンハイマが続ける。「ズオ・ルーやウォルロット、もしくは例の少女に比べれば、妾わらわは力で劣る。真正面から戦えば、まず敗北するだろう。それでも妾は勝つよ」


    「おまけで使徒も来ているのにか？」


    「使徒か」


    　パンハイマが考える。


    「アンヘリオが第一ぢゃが、なぜか妾を狙ってきておるものもいた。なんだったか、あの娘どももいたな」


    「ペネロテ姉妹でございますね」


    　パンハイマへの返答の声とともに、横に物音。


    　芳ほう醇じゆんな湯気。銀の盆を胸の前に捧げ持つマラキアが立っていた。銀の盆の上には、陶器の杯はいと紅茶の一揃い。小皿に載ったケーキまであった。


    　先に胸を短刀で刺されたはずのマラキアが、執事として立っていた。頰ほおには赤みがあり、健康体そのものだ。何十回と見てきたので、今さらマラキアの不死身さには驚かない。


    「次女はパンハイマ様が片付けられました」


    　解説とともに、応接机の上に紅茶とケーキが置かれていく。


    「あれは笑った。ひいひい泣きながら死んでいったな。残りの姉妹を救うために必死だったが、消し炭にしてやった」


    　パンハイマは赤い唇くちびるを歪ゆがめて笑う。自分が娘を救うために必死であるのに、肉親への愛ゆえに死んだ使徒を嘲あざ笑わらう。共感性の完全な欠如に、改めて背筋に悪寒が生まれる。


    　俺とギギナの前にある机の上で、紅茶が湯気を立てる。ケーキは繊せん細さいな造形で甘そうだった。それでも俺は、異常者であるパンハイマが君臨するアミラガ家で出る飲食物を口にする勇気というか無謀さはない。


    「血の祝祭とやらでは、殺人数が多いものを殺すと、得点になるとか言っていたな。それで妾わらわを狙ってきたのだろう。知能指数が植木と同じくらいの姉妹ぢゃ」


    　パンハイマが手を伸ばすと、マラキアが動いて紅茶の杯はいを差しだす。


    「アンヘリオを殺し、ペトレリカを取りもどすために邪魔になるようなら、使徒どもも殺しておこうかの」パンハイマが紅茶を口に含む。「使徒を片付けておけば、妾と社の武名もあがる」


    「無理だ」


    　俺はパンハイマの言葉を強がりと見るしかない。


    「これも何度か言ったように、妾は引けないのぢゃよ」


    　紅茶の杯を口から離し、魔女が断言した。パンハイマにはパンハイマの立場があるが、俺としてはウォルロットのことがある。なんとか妥協できる地点を探す。


    「俺とギギナも敵対しないことが精一杯だが」


    　絡からまる舌を必死に動かす。今さらながらウォルロット、おまえは凄すごいやつだった。最後は本当に勇者になっていた。敵に頭を下げることが、ここまで苦痛とは思わなかった。


    「パンハイマもその地点まで下がれないか？　事情は分かっているが」一回奥歯を嚙かんでから言う。「ペトレリカのためには、頼めないか？」


    「くどい」


    　すべての可能性を断つ、魔女の即断。


    　俺は息を吐く。ハーライルには悪いが、これは最初から無理な話しあいだった。少しの妥協すらパンハイマは許さない。マラキアの表情は変わらないが、お家存続のための安全策も絶対君主には届かなかった。パンハイマ事務所の自滅は仕方ない。


    「用件はすんだ」


    　椅い子すから立ち上がる。隣のギギナも立つ。見ると、ギギナの口が動いている。ケーキを食ってやがった。敵の出した食事を食べる勇気というか蛮勇というか。


    　呆あきれつつも扉に向かう。ご親切にも扉が開かれていく。陰には二人の男。扉開け係でもいるのかよ。


    　戸口で立ち止まった。チェレシアと別れた直後、警察署の前で気づいたことがある。


    「そうだ、問いを忘れていた」


    「答える義務があるとでも？」


    　内容すら聞かずに、冷たい言葉が返される。首だけ捻ひねって俺は背後を見る。


    「パンハイマ、俺はおまえの行動が不自然すぎると思っている」俺は続ける。「ペトレリカへの異常な執着が、まず信じられない」


    　窓辺のパンハイマは、邪悪な笑みのままで座している。ギギナは俺を見ている。


    　誰もが思っていて、問う機会がなかった。だから今しかない。パンハイマのここ二年の沈黙、アンヘリオの有利。すべてはペトレリカがいたからこそ始まる。


    　けれども、俺はアナピヤの関係でベギンレイムの技術を知っている。脳さえ、思考さえ続けば、体を乗り物と見なす技術。可能性はある。


    「ペトレリカは」


    　俺の問いを遮さえぎるように、座るパンハイマと、横に執事として立つマラキアの目が合う。


    　赤い瞳が戻ってきて俺を見つめた。口には笑み。


    「急にエリダナへ呼びもどされたペトレリカは、病魔に冒されたパンハイマの替えの体だ、くらいを予想したか？」


    　続けようとした俺の言葉を先取りされ、続くべき言葉が止まる。


    「図星か」


    　低能を見る目でパンハイマが笑う。俺は口を開いたままだった。ようやく問いが続けられる。


    「な、ぜそれが」


    「全体の要素を見て、おまえ程度の頭ならそう考えるであろうと推測しただけのことだ。阿あ呆ほうの思考は簡単にたどれる」


    　魔女が俺の思考を笑う。


    「残念ながら、ペトレリカと体を交換しても、脳が妾わらわのものでは、結局死ぬ」


    　パンハイマの手が上がる。


    「おまえたちが知りたかった例の病状だが、その場合の脳が持つのはあと数年だ」赤い爪つめを宿した指先が自らの頭を示す。「体のほうは一年持つかどうかだろうな。つまり交換とやらは技術的にできても、死を数年だけ先延ばしにするだけだ」


    「それは」


    　俺の息が詰まる。


    「自らの症状を肯定する、のか」


    「さてね」


    　パンハイマが曖あい昧まいに答える。


    「あくまで仮の話、そういう病気の話をしただけぢゃが？」


    「仮の話として、病死した場合、部下を制御できるのか」


    「仮の話として、倒れるまでは可能だが、その後は無理ぢゃろう。が、おまえたちは言えない」


    　魔女は明るく語る。あきらかに俺とギギナに対する圧力の言葉だった。


    　俺とギギナはパンハイマを倒したい。病状の悪化とともにペトレリカと組んで倒せば万々歳、となるはずだった。ペトレリカがいない以上、パンハイマの病状を漏もらせば、それで終わりだ。


    　終わりから、部下たちの暴走が起こる。海外にいる私兵まで合わせれば、一千人近い攻こう性せい咒じゆ式しき士したちが派閥を作ってパンハイマの跡目を狙う。おそらくパンハイマ自身が起こした炎の七日間に等しい激烈な内戦が起こる。


    　パンハイマという権力と利権の空白に、エリダナ中の攻性咒式士や黒社会も参加し、市民と合わせて数千人ほど死ぬだろう。


    　俺は唇くちびるを嚙かみしめる。


    　予想できるだけに、真偽がどちらであっても、俺はパンハイマの病状を漏らせない。私し怨えんを晴らすために、エリダナを地獄に落としてまでジオルグの仇かたきを取ることができない。ハーライルの依頼を受けた事情も絡からんでくる。真偽の以前に、俺たちの対応は黙ることだけなのだ。


    　ペトレリカはパンハイマの死病を確信していたが、俺にも分からなくなってきた。眼前のパンハイマは演技にしても快活にすぎる。


    　ギギナも瞬時に同じ結論に到達したらしく、口を引きむすんだままだった。


    「おまえらは疑うが、ペトレリカは、あれはあれで妾わらわも気に入っている」


    　俺とギギナの疑いの視線に、パンハイマが笑ってみせる。


    「妾に愛情がないと思っているのか？　妾とて人間ぢゃ」パンハイマが足を組み替える。赤い目は隣のマラキアに向けられた。「あれはいつだったか、ほらあの薬の話だ」


    「さあ」とマラキアが困ったように返す。


    「ペトレリカが四歳ごろ、皇都での話だったな」


    　パンハイマが昔話をするなど、前代未聞だった。


    「あのときは、アホなマラキアが、妾のただの体調不良を病気となったと言ってしまった。ペトレリカは重病だと勘違いして深く悩み、清貧派の礼拝堂で祈った。神とやらに『かあさまのびょうきをなおすおくすりをください』と祈っていた」


    　ペトレリカは、幼少時からパンハイマとは逆の精神性を持っていた。


    「幼児の無理な願いを無む碍げにするわけにもいかず放置していたのだが、毎日毎日礼拝堂で祈るペトレリカのほうが病気になった」


    　パンハイマの言葉が続き、傍かたわらのマラキアが黙って立っている。


    「妾にとっては、跡継ぎに死なれても困る。祈りなど無意味だと止めたが、病気であってもペトレリカは神への祈りを止やめなかった。監視の目を抜けて、咳せきをし、鼻水を垂らし、血を吐くまで悪化しても、毎日毎日礼拝堂へ向かった。病気は日々悪化していった」


    　俺とギギナは反論もせずに聞いている。


    「仕方なく妾は一計を案じ、礼拝堂にそこらにあった薬を置いておいた。あとから来たペトレリカは、別館にいた妾の耳に届くほどの悲鳴をあげた。息せききって、妾に神様の薬とやらを持ってきた」


    　当時の光景を思い出したのか、パンハイマが笑う。


    　衝撃だった。パンハイマの笑みはまったく毒性がない。純粋などこにでもいる母の慈愛の笑みだった。


    「妾がそれを飲んで元気が出てきたと言ってみせると、幼児のペトレリカは涙を流して喜んだ。ようやく礼拝を止めて、病気を治すために寝てくれたというわけぢゃ」


    　そのときのペトレリカの喜びが俺にも想像できた。子供の健康を案じたがゆえに、母を死から助けられたと思わせる、パンハイマの深い愛が分かってしまった。


    　そこでパンハイマが隣のマラキアを見る。


    「が、このいい話も、その後、このアホのマラキアがまた口を滑らせたせいで、神様の薬が妾の[image: ]作だと漏もれてしまった」


    　パンハイマの横で、マラキアが肩を竦すくめる。今回は魔女の罰がなかった。


    「そこで妾わらわの愛を欺ぎ瞞まんだと怒ったペトレリカは、本格的に清貧派に入信してしまった。神の奇跡で妾の病とこの性根が治るように祈っていて、現在にいたるわけぢゃな」


    　パンハイマが苦笑する。


    「さすがに神の奇跡は信じていないだろうが、正義感から今では妾を正しい道に戻すには、殺すしかないと考えているかもしれぬ。それでもあのときのペトレリカの行為は忘れぬよ。ペトレリカがアミラガ家を継いだあとなら、娘に殺されても、それはそれで仕方ない」


    　俺は唇くちびるを嚙かむ。ペトレリカの純粋性とパンハイマの深い愛を感じさせる話だが、それが耐えられない。憎むべき師の仇かたきであるパンハイマに、親子の情や優しさがあるなど、あってはならないはずだった。


    　パンハイマは残酷で救いようのない敵であるべきなのだ。そうでなければ、苦痛に満ちた死を与えようとする、俺たちの復ふく讐しゆうの意義が弱まる。


    　気づいたが、俺はすでに迷ってしまっている。そこで理解できた。


    「その話、噓うそだな」


    　俺の指摘にパンハイマが驚いたような顔をする。ギギナも俺を見て「だろうな」と告げた。パンハイマの驚き顔に、毒が滲にじんだ笑みが広がっていく。


    「どこで気づいた？」


    「話が綺き麗れいにすぎて、[image: ]作っぽい。そして、その思い出話のなかと現在の語りで、マラキアが死んでいない」


    「折角、反へ吐どを戻しそうになりつつ、感動する話を集めた本を読んだのにな」


    　俺の指摘にパンハイマの笑みが深まる。座ったパンハイマの足が跳ね上がり、マラキアの顔が正面から蹴けられた。マラキアが鼻を押さえて屈かがみこむ。


    「ま、現実にはそんな感動の話はない」パンハイマが足を戻して笑う。「清貧派に入信したあたりからは真実ぢゃがな」


    　パンハイマの安い感動話の目的は、俺たちを誘導するためのものだ。特別捜査官や警察の側から、自分の側に感情を寄せさせるためだ。即効性があるものではないが、同情心はいつか使えると見たものだ。


    　邪悪にすぎる。隣のギギナも苦い顔をしていた。自身の病状と危機ですら、パンハイマは他人を操る武器としてくる。死病の件も怪しくなる。


    「お主らとしては、敵を倒したくても倒せない状況は不満ぢゃろう。だが、それはこちらも同じことだ」


    　掌てのひらを重ねた上に顎あごを乗せ、パンハイマが俺を見てくる。


    「どうでもいい」


    　俺は答えた。ギギナが俺を見ていることも分かっている。


    　そうだ、分かっている。迷ってはならない。パンハイマに親子の情があろうが、仮に一面の優しさがあろうが、関係ない。いつか二人でジオルグの仇であるパンハイマを殺す予定は揺らがない。ペトレリカをアンヘリオから救出してから殺す。迷うことなどない。ないのだ。


    　パンハイマも同じだ。ペトレリカを救出し、二十三代パンハイマとして洗脳教育を開始してしまえば、後顧の憂いが消える。跡継ぎのために最期の死力を尽くして、俺とギギナを片付けにかかる。そのためならいくらでも噓うその話をしてくる。


    　俺たちとパンハイマ、早く解決できたほうが、相手を殺す。


    「俺の予測は置いておけ」決意を再び固める。「主人公である俺たちが大活躍して、アンヘリオと使徒を倒したあとにおまえも殺すから、その間だけ生きていてくれればいい」


    　部屋に立つ俺は笑う。さぞ邪悪な笑みだろう。


    「なんとも楽しく有意義な話しあいだったな。パンハイマが病で苦しんで死ぬ前に、私が斬きり殺すから、もう少しだけ生きていろ」


    　隣に立つギギナも不敵に笑っている。


    「ああ、妾わらわも低能眼鏡と無能ドラッケン族と話しあえて良かったと思っている。必ずおまえたちに無惨な死を与えてやる思いが再燃した」


    　パンハイマですら笑っている。


    　三人は、互いに見え見えの殺意と計画を隠すつもりもなく、笑っている。対アンヘリオ対使徒で共闘、ではなく足を引っ張りあわない程度の協定だ。


    　笑う三者は地獄の亡者の笑みしか出ない。互いに互いの死を願う笑みだった。


    　主君の横で、蹴けられた鼻を手で押さえるマラキアだけが渋い顔をしている。


    　会談はまったく無意味で、三者の緊張状態を再確認するだけだったからだ。


    



    



    　薄暗い部屋に、長方形の純白の食卓が伸びる。長方形の端はしに、アンヘリオが座していた。高い背もたれは玉座のようにも見える。


    　アンヘリオの前の食卓には、火を灯ともされた二十六本の燭しよく台だいが並ぶ。二十六の照明の列となって、食卓の端から端へと伸びていく。列の間には、料理の皿が並んでいた。


    　地下迷宮の一室の奧にある玉座に座すアンヘリオの左袖そでが揺れていた。自ら自在に蛇へびや獅し子しを生みだし、キヒーアまでいるなら再生は簡単なはずだが、内部にある左手はまだ治ち癒ゆされていない。


    　アンヘリオの右手には純銀製の肉叉フオークが握られ、魚の肉を突き刺す。機械のように一定の動作で口元に運んでいく。


    　料理を囲む二十六本の蠟ろう燭そくの先、長方形の逆の端には人物が座っていた。赤い髪に赤い目をした女、ペトレリカだった。


    　先日、アンヘリオに誘ゆう拐かいされたときに切断された右手と両足は修復されていた。千切れた袖や、破れたスカートから覗のぞく腕や足の白肌には、赤い線が走っている。キヒーアの治癒咒じゆ式しきを動かすことをせず、アンヘリオの治癒咒式で強引に接着と生成をされたため、皮ひ膚ふの修復が粗雑だった。左腕だけは、皮肉のように治されず、消失したままだった。


    　ペトレリカの赤い眼は、一直線にアンヘリオを見据えている。自身を誘ゆう拐かいし、強ごう姦かんしたアンヘリオを視線で殺そうとするかのようだった。敵意の眼まな差ざしを向ける合間に、眼前にある料理へと視線が動く。


    　誘拐されてから二日間なにも食べずにいたため、ペトレリカは空腹だった。食卓につくように強要されて、敵意を向けると同時に、食欲という生存欲求に必死に逆らっていた。


    　気づくと、ペトレリカの右手が肉叉フオークを握っていた。手は料理には向かうことができない。向かおうとして、戻される。女は食事をするということに怯おびえているかのようだった。


    　燭しよく台だいの先に座すアンヘリオは、優雅に鰈かれいの肉を食べていく。


    　ペトレリカの目は、また前方のアンヘリオを見つめる。アンヘリオは鰈の肉を飲みこみ、女を見た。


    「人を殺したあとは、実に料理が美う味まい」


    「また人を殺したのですか」


    　ペトレリカの目には憎悪。


    「そのとおり」アンヘリオが笑う。「用途が終わったのでな。おまえも料理を食べるといい」


    　女は憤りつつ目を戻して、息を呑のみ、吐く。決心したように、手が前に伸ばされる。白い皿の上には、鰈の白ソース、青菜和えが載っていた。湯気を立てる鰈は白い肉を見せ、ソースで輝いている。刻まれた香草が、鮮やかな緑を足していた。


    　女の手に握られた肉叉はまた動きを止める。


    　殺人者の目が、動かないペトレリカを見据える。


    「どうした？　料理は嫌いだったかな？」


    「違います」


    　ペトレリカが反はん駁ばくする。


    「ただ、毒物が入れられている可能性を案じているのです」


    　女の赤い眼には疑いの色。顔は暗く翳かげる。対するアンヘリオは片腕で平然と食事を続ける。


    「安心しろ。毒物を入れるくらいなら、この手でおまえを殺す。今はパンハイマ相手の牽けん制せいに使えると思っている。楽には殺さぬ」


    　アンヘリオの残酷な宣言に、ペトレリカの反論が詰まる。男の右手がまた伸びて、肉叉が鰈の皮ごと肉を突き刺す。


    「私の手製でね。職業料理人には及ばぬが、素人とは思えぬ出来だろう？」


    　引きもどされると、皮の下から現れた白身が湯気をあげる。胡椒とバターの香気がペトレリカの鼻をくすぐる。毒を警戒して、二日も食事を取っていない。初めての食卓。アンヘリオを信じるか信じないかの選択も、胃の痛みに押しながされそうになる。


    　手を戻して、アンヘリオは白身を口に含む。自らが毒味役をしたのだ。白い歯で芳ほう醇じゆんな白身が咀そ嚼しやくされ、[image: ]えん下かされていく。


    　ペトレリカは安心してまた右手を伸ばす。自らの料理に怯えるように向かっていく。純銀製の肉叉で鰈の肉を刺し、口に入れる。上品な白身を味わう。ゆっくりと咀嚼する。続いてさらに食べる。空腹に染みる味に、ペトレリカの頰ほおも緩んでいく。


    　何口か食べていると、女の手が止まる。


    　目鼻と口といった顔の部品が崩壊。顔の中心に造作が集中し、歪ゆがむ。苦痛の表情。


    　ペトレリカは右手で口を押さえる。食器や料理をブチ撒まきつつ、椅い子すから転落する。体を折って床に転がる。凄すさまじい苦痛の表情。血の気を失った顔で、唇くちびるは痙けい攣れんして嘔おう吐としていた。白い魚肉が床に撒まかれていく。吐いても吐いても、女の嘔吐は止まらない。黄褐色の胃液まで吐き戻す。乱れた赤髪の間から、恐怖の目が見上げる。


    「誘拐した殺人者の言うことを信じてどうする。殺人作法の二百二十五、拷ごう問もんは楽しく優雅に、を覚えておくといい」


    　女の苦痛を眺めながら、アンヘリオは肉叉フオークを操る。完全な礼儀作法に則のつとって、粛しゆく々しゆくと食事をしていく。


    「これからもおまえに用意してやる食事には毒物を混ぜる。もちろん一〇〇％ではなく、たまに普通の食事も混ざる。毒も苦しいだけか致死量かは、私の気分次第だ」アンヘリオは食器を置き、右手で葡ぶ萄どう酒しゆの杯はいを手にとる。「おまえは考えて食事をせねばならない。食わねばいつか栄養不良で死ぬ。その前に空腹に耐えられなくなる。だが、毒物が混ぜられている可能性があると常に考えねばならない」


    　酒杯を回して緋ひ色いろの液体を回転させ、アンヘリオは鼻先を寄せる。葡萄酒の芳ほう醇じゆんな香りを楽しむ。


    「まったくおまえは驚くほど笑える。冗談のように善良だ」


    　酒杯を掲げた先には、床で痙けい攣れんするペトレリカの姿があった。赤い眼には涙。絶望的な状況に対して、アンヘリオが笑ってみせる。


    「そういえば、東方だとセップクという習慣がある。刃やいばで自らの腹を開いて死ぬ、戦士の作法らしい。苦痛は凄すさまじいが、試してみるか？」


    　地を這はう女の胸元には、銀の光。鎖くさりの先で揺れる十字の印。


    「そう、死にたいだろうが、十字教徒でも、清貧派ではとくに堅く自殺が禁止されている」


    　アンヘリオが嘲ちよう笑しようし、葡萄酒を口に含む。


    　信仰の印の上で、ペトレリカは唇を嚙かむ。アンヘリオが女を必要以上に縛らないのは、絶対に自殺できないからだ。自分の信教とそしてパンハイマの娘である事実が、安楽な死を許さない。死ねば今までの自分を否定し、さらなる崩壊を呼ぶ。ペトレリカの精神を正確に計測して利用していると分かっていても、死ねない。


    「なぜ」地を這はうペトレリカが問う。「なぜこんなことをするのです」


    　答えずにアンヘリオの顔が上がった。冷たい青の瞳が、天井を見上げる。


    「そういえば、地上ではようやく残りの使徒どもが来て、血の祝祭に彩りを添えたようだ」


    　蛇へびのように細い瞳どう孔こうで、アンヘリオが告げた。


    「ならば先にエリダナに来た私も、そろそろ次の花火をあげて威厳を示さねばなるまい」


    　アンヘリオの左腕の袖そでが揺れた。


    



    



    　再度の会見のあと、パンハイマとの共闘がほぼ不可能だと電話で伝えると、ハーライルは黙りこんだ。引きつづきアンヘリオと使徒討伐の要請を受けたが、向こうも期待していない口調だった。


    　通信を切る。エリダナの路肩に停車した車で、俺は息を吐く。エリダナの街にはまた夜が急速に下りてきていた。ビルの群れに照明が点灯しはじめる。


    　俺は車を発車させることもなく考えていると、助手席のギギナも考えている。


    「最優先はペトレリカの奪還だ」ギギナが告げる。「ペトレリカを次のパンハイマに立てて、現パンハイマ打倒の布石を打つことが第一だ」


    「俺にとっては恩人だ」


    　合理性だけでなく感情としてもペトレリカを救いたい。


    「アンヘリオを倒す。使徒も倒す。それで大団円だ」と強引に思いこみを口にする。


    「では私はさらなる捜査に戻る」


    　ギギナが車の扉を開けて、体を外に出す。足をアスファルトに下ろした時点で、ギギナの動きが止まる。


    「カンダハ・ナハ社の元関係者の言葉が多少引っかかる」


    「なんだそれ？」


    「言うことを忘れていたが、ベルタザルに殺される前に下っ端ぱが情報を残した」ギギナが脳の情報を検索していた。「たしか血の祝祭を理解しているのは、この時点ではアンヘリオ自身とカジフチ、ペネロテ姉妹だけ、だったか」


    「ギギナが珍しく情報を引きだしているな」俺も言葉を考えてみる。「断片的すぎてなにかも分からないけど」


    「あと、アンヘリオはカンダハ・ナハ社を介した情報屋を使って、監視をさせていたらしい」


    「今さら警察の動きの監視、ではないよな」


    　最初の予測は自分でも信じがたい。


    「すでに監視者は殺されているだろうし」


    「私と同じ推理をするな」ギギナが苦笑する。「アンヘリオはカンダハ・ナハ社を使って監視して情報を摑つかんだはずだが、情報が少なすぎて分からない」


    「ギギナと同じ結論になると、俺の脳が心配になるな」俺は二つの情報を頭のなかで転がしていくが、やはり分からない。「殺人者でも、アンヘリオの考えだけは読めない」


    　考えてみると妙に過ぎる。


    「もしかしてだが、あの怪物、賽さい子ころの出目とかで行動を考えているのかもな」


    　俺の冗談に、ギギナは笑いもしない。


    「それこそ俺とギギナが狙われているなら、二人で行動したほうが良くないか？」


    「敵は決闘者ではなく、殺人者だ。モーフィースが言った血の祝祭の規則を考えたなら、二人でいるなら、もっと楽な相手に向かうだろう」


    「警察が苦労する相手を、俺たちが簡単に見つけられるわけもないか」


    「〈異い貌ぼうのものども〉相手のほうがまだ楽だ」


    　言い捨てて、外のギギナが路上に立つ。左手で扉を閉めた。


    　俺は考えつつも、車を起動させる。ギギナの姿が雑踏に消えていくのを見ながら、車を出す。道を行く車の群れに、ヴァンを入れていく。回遊魚のように前の車についていった。

  


  
    十三章　残酷な夜の訪問者


    



    



    　最上の言葉や物語も、人に五分の勇気しか与えない。


    　五分の勇気でどうにかなることは、驚くほど少ない。


    
      使徒ベルタザルが死体に貼りつけた手紙より　皇こう暦れき四九二年

    


    



    



    　車を走らせつつ考えるが、要素が多すぎる。


    　モーフィースに続いて、使徒二人が俺と、そして新たにギギナを狙ってきたが、他の使徒が狙ってくるかどうかは分からない。


    　残念ながら、俺は使徒ではなく、血の祝祭の規則を見ていないため、法則を確認できない。分からないのに参加させられている。遊ゆう戯ぎなら盤をひっくり返して帰りたいところだ。


    　俺にできることは、ヴィネルやナテッロなどの情報屋、あとは個人的な知りあいからの情報を待つだけだ。それこそギギナが言った無む茶ちや、襲撃を待つことが有効に思えてくるから、事態は救えない。悪い冗談のような状況だ。


    　なにか引っかかったが、分からない。こんなことばかりでもどかしい。


    　報道でも見てみようと、全国局をつけてみる。世界の敵の二十八人の一人であるワーリャスフが、ヘンデル核融合炉施設に陣取っていることが大々的に報道されていた。核融合炉五つを盾にしているため、山々に展開した皇国の師団が手を出しかねている。なぜかワーリャスフも打って出てこないため、膠こう着ちやく状態が続いている。


    　人類の敵の二十八人はやることが巨大すぎる。こいつのせいでエリダナに援軍がない。不愉快になって放送を切る。


    　問題は私生活にもあった。チェレシアと表面上では上う手まくいっているが、根底ではどうだろうか。娼しよう婦ふとの将来、前の恋人のこと。原因は俺にある。愛だの恋だの、本人にすら自由にできない。相手を傷つけないことで自分が傷つかないための噓も多い。


    　繰り返し考えているうちに、車は百花館に到着していた。問題はあとだ。先送りだと分かっているが、今は眼前の仕事に向かうしかない。


    　雑居ビルの裏口から入り、廊下を歩く。通路に面した一室に女の子たちが詰まっている。


    　控え室では、高級娼婦たちが華やかな衣装に着替えているところだった。下着姿や乳が見えている女がいるが、男の俺の視線など、すでに誰も気にしていない。


    　ざっと見回すと、今日出勤している女は、眼鏡をかけた図書館司書のメンネンに、投資家で遊びとして高級娼婦をしているジャニアス、銀行員のベレーヴェだ。


    　女たちを眺めると、一点だけ違和感。奧で鏡台の前に座るユーレフスだけが眼を逸そらしていた。表情には相変わらず俺への嫌悪感があった。理由も分からない。理由なく嫌われることもあると知らないほど、若くもないと再確認するだけだ。


    「あれ？　ガラテーとサーリサ、チェレシアにシャオンは？」


    　自然な声で部屋の女たちに呼びかけてみる。チェレシアのことだけ聞きたいが、他の女と混ぜて隠す。つきあっていることは秘密である。メンネンは着替えをしながら「非番だったかな」と答える。耳環ピアスを装着中のジャニアスは「さあ？」と他者への興味のなさを示す。


    「たしかガラテーは下の子供の誕生日だったかで、今日は非番。サーリサは仕事で遅れるって連絡があったよ」


    　声に振り返ると、廊下でイディスが屈託のない顔で微ほほ笑えんでいた。北方系の美しい顔立ち。すべてが高級娼婦にふわさしいのだろう。


    「チェレシアは家に寄ってから来て、シャオンも深夜番に変更。代わりにジャニアスたちと私が早入りってわけ」


    　稲穂の色だったイディスの髪は、黒く染められていた。触れるべき話題はそこからだ。


    「髪の色を変えたのか。似合っているよ」


    「え、まぁ」恥ずかしそうに、イディスが自らの漆黒となった髪の毛を右手で撫なでる。「こっちのほうが東方系で男の人に受けるから」


    「そうか」


    　さすがに百花館の特殊な客たちの好みまで把握はしていない。今は東方系が流行なのだろうか。とすると俺の愛も流行か。イディスの目が俺を見る。


    「それだけ？」


    「もちろん似合っている以上に美人さんだ」


    　相手の言葉にさらなる求めを感じた俺は、反射的に褒ほめておく。それでもイディスは不満のようで、指先で染めた黒髪を弄いじっている。


    　イディスには前に好意を見せられたが、俺が困ると冗談として距離を保ってくれた。いつもなら歯の浮くような言葉を延々と並べられるが、深く踏みこめない。


    「では送迎の時間にまたね～」


    　不自然にならない愛想笑いで、イディスとの会話を切る。質問の答えから、チェレシアはまだ来ていないと分かるだけでいい。定例研修が長引いているのだろう。部屋の女たちの邪魔にならないように、廊下に出る。


    　携帯を出して確認するが、派遣娼しよう婦ふの送迎が始まるには、まだ早い。今はポレポネじーさんや娼婦、誰とも話したくはない。


    　携帯を戻し、廊下に置かれている長椅子ベンチに腰を下ろす。長い息が出る。


    　エリダナでの大事件は俺の手に余るため、一端横に置いておく。チェレシアとの関係が脳裏を占める。


    　俺はどうすればいいのだろうか。再び吐かれた長い息が、廊下に落ちて転がる。


    「考え事？」


    　転がった息の上に、黒髪になったイディスが立っていた。薄青色の眼には心配の色。


    「大丈夫？　いつも悩み顔だけど、今日は一段と深刻っぽいように見える」


    「暗い過去を持った男の演技は女に受けるんだよ」


    　俺の冴さえない冗談に、イディスの顔に憂慮の色が濃くなる。誰とも話したくないが、話しておいたほうがいいのだろう。


    「よくある話なんだが、これは友人の」誤ご魔ま化かす必要もないだろう。「いやまぁ俺の話なんだけど、いいかな？」


    「どうぞ」


    　俺の問いに、イディスが真剣な顔になる。女が俺の隣に腰を下ろす。すでに話してしまったのだ。続けるしかないだろう。


    「つまらないことなんだが、今でも前の恋人のことを引きずってしまう」


    「以前も前の、って言っていたよね。ああ、じゃあ今は」


    　イディスの青の眼の瞳どう孔こうが大きくなる。希望の眼だった。これは勘違いさせる言葉だった。


    「前の恋人の話だ。今はまた別の恋人がいる」俺は傷口を広げないために、全力で会話を軌道修正する。「今の恋人とは上う手まくいっているけど、それは互いの経験からの知恵みたいなものだ」


    「そ」


    　一言だけ発して、俺の横でイディスは黙ってしまった。


    　薄青色の眼は心配を続けているようだったが、落胆の色が浮かんだことも見落とさない。イディスは俺の前恋人のことを現在の恋人だと思い、別れたのだと思ったのだ。だから俺は一瞬でイディスの脳内にある時間軸の修正をした。現実の会話は齟そ齬ごや誤解、繰り返しや言い間違いで溢あふれていて、人の間をつなぐには不便だ。


    　そこでようやく理解した。イディスが急に髪の色を変えたのも、俺の前の恋人の白金の髪と重ならないためだろう。黒に変えた髪は、逆に今のチェレシアの髪の色と被かぶってしまっている。


    　俺とチェレシアの仲を知らないからこそ、皮肉な事態になってしまった。


    「もちろん俺は今の恋人を愛している。時間が解決すると分かっていても、まだ心が整理できない」一度話すと止まらない。「よくある話だろうが」俺の右手は胸を摑つかむ。痛みは止まらない。「苦しいね」


    　自己確認するような言葉は廊下に、過去のジヴーニャに、現在のチェレシアに。そして眼前のイディスへと落ちていった。


    「そっか」


    　言葉を受け止めて、イディスは息を吐く。


    　わざわざ俺はイディスにも言葉を投げた。今はチェレシアを愛している。余計に傷つけないように、あらかじめ予防線を張っておくしかない。


    「口に出したらバカみたいだな。忘れてくれ」


    　手を振って、俺の愚ぐ痴ちだったと双方が演技できるように誤ご魔ま化かす。落胆を隠しているイディスだが、全身に悲しさをまとわせていた。


    「こればっかりは難しいね。誰も自分の気持ちすら上う手まく制御できない」


    　イディスの言葉は、俺ではなく失われた自分の好意のことを言っている、と分からないほどこちらの頭も悪いわけではない。


    　俺は前に受けたチェレシアの忠告を忘れずに、演技をする。普段なら女に好意を持たれることは嬉うれしい。二人の優しい女に同時に好意を持たれるなど、俺の人生ではありえない。


    　それでも、今はチェレシアだ。心が砕くだけそうな失恋と砕けてしまった喪失を何度も経験してきた。失敗はあったが、女の好意に付けこんで、二人を傷つけることもしたくない。俺は、できるなら善き人間でありたいのだ。


    「すまないな」


    　愚痴の謝罪に見せて、予防線の謝罪を口にする。イディスが小さな笑顔でうなずく。


    　彼女も裏の意味は分かっているが、表面上の愚痴の謝罪だと取る演技をしてくれた。複雑な事情でなくても、人間の会話は常に二重の意味で流れていく。それが分からない人間に恋愛はできない。


    　イディスに続けるべき言葉はない。雑居ビルの廊下で、どうにもならない二人の会話を続けるのは不毛だ。なにより間が持たない。俺は不自然に見えない程度に場を去る理由を探す。


    　思いついて、懐から携帯を出し、時間を確認する。


    「そろそろ送迎の時間だ」


    　なるべく遅い動作で、廊下の応接椅い子すから立ち上がる。いかにもイディスとずっと話したいけど、時間だから仕方ないという動作に見せようとした。


    「あ、のガユス」


    　声に振り返ると、椅い子すに座ったままのイディスがいた。膝ひざの上で手をそろえて、顔は真剣だった。口が小さく震ふるえている。


    「実は私」


    　言った瞬間、女の目には羞しゆう恥ちと後悔が浮かんでいた。


    「いいえ、その」取り繕つくろうように女が言った。「がんばって恋人さんと仲良くね」


    　イディスは笑顔を作って、激励の言葉に代えた。


    　気遣いが胸に痛い。イディスも自分を完全に制御できたわけではなかったのだ。叶かなわない好意であっても、勇気を持って口にしようとしたが、俺を困らせるだけだと大人の経験が止めたのだ。イディスは良い女だった。大人の良き女であることは、また寂しいことでもあるのだろう。


    「すまない。こちらは余裕がなかった。だけど」


    「大丈夫。二人のことは時間が解決するよ」


    　勢いをつけるようにイディスが立ち上がる。わざわざ俺とチェレシアの問題への配慮をしている、という文脈の結論に変えてくれた。


    「そうだな」


    　もう知らない演技だけではすまない。イディスの好意と優しさ、勇気と配慮に、俺にできることはなんだろうか。


    「ありがとう」


    　心からの感謝の言葉だった。イディスの瞳に、驚きと悲哀が生まれた。


    「もう、この人は！」


    　立ち上がりながら、イディスが笑って右手で俺を叩たたく。目め尻じりには涙。すぐに誤ご魔ま化かすように左手で両目を押さえる。


    「笑わせすぎないで」


    　叩いた女の右手が俺の胸で止まっている。俺も動けない。廊下で二人は止まっていた。


    　イディスも分かっている。俺も分かっている。チェレシアと先に出会わなければ、イディスを好きになっていたかもしれない。だけど、好きだとか恋だとか愛だとかでは、どうにもならないことがある。時間は過ぎて、取りもどせない。


    　俺はもうチェレシアを愛している。ジヴーニャとのことも、同じことなのだ。分かっている分かりきっている。


    　笑って涙が出た演技をして、イディスの青翡ひ翠すいの眼が俺を見た。


    「勇敢な攻こう性せい咒じゆ式しき士しさんも、こういうのは下へ手たなんだね」


    「すまない」


    　涙に濡れた女の眼に対しては、謝罪の言葉しか出ない。


    「いいの」


    　気持ちを整理するように、イディスが息を吐いて吸って、吐いた。


    「でも勇敢になりすぎないで」


    　表情を変えてイディスが続けた。


    「こういう仕事をしているとね、お客さんで攻こう性せい咒じゆ式しき士しを見ることもある。だいたいは乱暴な人だけど、たまに良い人もいる。そういう人はよく死ぬ。二度と会えない」


    　好きになったが応えられない男に、それでも女が贈る言葉だった。


    「だから勇敢になりすぎないで。英雄にならないでね」


    　イディスなりの決別の言葉だった。全身で俺は受けとる。


    「分かった」


    「じゃ私はこれで」


    　イディスが廊下へと歩き出す。控え室ではなく、裏口へと向かう女の小さな背中に手を伸ばして呼びかける。


    「そっちは」


    「私は体調が悪くなったから、早退するってことにしておいて」


    　イディスの背中からの言葉。淡い恋の死を、俺の前には晒さらせないのだろう。家族が待つ家で、一人悲しみを抱えるしかないのだ。


    　空中に伸ばした手で拳こぶしを握り、戻す。体を反転させ、イディスに背を向ける。


    　俺にできることは、すでにない。好意を表明する前に拒絶した残酷な男になりきり、なにもしてはいけない。誰にも嫌われないようにする、という邪悪さを求めてはならない。


    　視界に動き。店の奥、事務室の扉からポレポネじーさんが手招いている姿が見えた。白髪の老人の顔は、眠たそうだった。


    「ガユスさん、そろそろ今日の予定確認と、ついでにお茶でもどうです？」


    「どうも」


    　廊下を歩く。事件にしろチェレシアとの関係にしろ、待つしかできないのなら、ポレポネじーさんと世間話をしておくのもいいだろう。


    　廊下を進んで事務室の扉を抜けると、ポレポネじーさんが背後で扉を閉める。いつも高級背広に品の良いネクタイを締めた、洒落しやれ者ものの老人だ。小柄だが貫かん禄ろくがある。


    　老人の手にうながされて、狭い事務室の椅い子すに座る。ポレポネは奥で蒸らしていた紅茶のほうに向かう。小柄な老人が片目を閉じて笑ってみせる。


    「容器は安物ですが、ラルジョンの葉の最高級の紅茶ですよ」


    「それはどうも」


    　俺としては生返事になる。老人は背中を向けて、熟練の動作で紅茶を二つの杯はいに淹いれていく。


    「で、チェレシアとはいつからですか？」


    　小さな背中から放たれたポレポネの問いに、俺の息が詰まる。背中を見せつつ、老人は鼻歌を唄う。手は、淹れた紅茶の杯や器具をお盆にのせていく。俺の背には冷や汗。


    「は？」


    「投げられた疑問を理解できない、といった間の取り方はさすがの及第点。だけど、惚とぼける演技がまだまだ甘いですね。ま、それは私相手だからこそのことでしょうから、他でならほぼ大丈夫でしょう」


    　ポレポネは平然とこちらに向きなおり、机の上に紅茶の杯はいを置く。砂糖に蜂蜜の瓶びんに、そろいの匙さじまでそろえられている、って考えている場合ではない。


    「いや本当になんのことか分からな」


    「わたしはロワールの幹部が娼しよう婦ふに生ませた子でしてね」ポレポネは、俺の自然に見えるような誤ご魔ま化かしを遮さえぎるように言った。「さらに十三歳のときから黒社会に入って、風俗部門を六十四年も見ているのですよ。男女関係については、ほどほどに専門家と言ってもいいでしょうね。そのわたしからは、二人のことがよく見えるのですよ」


    　さらに反論しようとして、俺は諦めた。人生、というか男女経験の桁けたが違う。


    　恐れていたことが現実に起こり、俺とチェレシアの関係は完全に見抜かれている。


    　俺はかつて見た喜劇のような悲劇、ユーゴックとユナの道をたどりたくはない。黒社会のロワールに利用される前に、ポレポネを殺してチェレシアを連れて逃げる、わけにもいかない。組織の力を侮ってはならない。


    「で？」現実的な解決策を先に提案しておく。「取引材料として、俺はなにを差しだせばいいのです？」


    「とくにはなにも」


    　老人は両手で杯を摑つかみ、熱そうに紅茶を飲む。


    「わたしはただ仕事場の女の子たちをかわいいなぁと思っている、風俗業の老人です」


    　紅茶の杯が机の上に下ろされる。


    「だから、チェレシアを大事にしてあげてください」


    　老人は欠伸あくびをした。続く言葉を待つが、部屋にはなにも放たれない。確認してみる。


    「それだけ？」


    「ええ、それだけですよ」


    　呆気あつけにとられたが、罠わなを疑う。


    「ロワールなら、なんかあるだろう」俺は前のめりになって訴える。「チェレシアを上う手まく使って、俺から金を引っ張るか、到達者級の攻こう性せい咒じゆ式しき士しの腕を利用して殺しに使うとか、やりようが……」


    　そこまで言って気づいた。


    「……俺から引っ張る金はないし、俺程度の攻性咒式士が一人でもあまり意味はない、か」


    「そのとおりですよ。黒社会の人間は利益がないことや勝てない勝負をしません。たまに賭かけ事はしますがね」


    　照れもせずにポレポネが笑う。


    「わたしが出世しようにも、あなた一人の力を使っても、わたしの上にいる七人ものロワール幹部を殺すことは難しい」


    　老人は紅茶をまた口に含む。ロワールが誇る数百人もの攻性咒式士を、俺一人でどうにかできるわけがない。


    「そして、その手のめんどくさい幹部どもの跡目争いが嫌で、わたしは女の子と楽しくできる風俗部門をやっているのですよ。美しい女性たちが見られて、実にいい仕事です」


    　ポレポネは満足そうな笑顔だった。老人は経営が上う手まく、好こう々こう爺やとして女の子たちに好かれるだけで、黒社会では出世できない人間だ。同時に現実的で、なおかつ古くさい浪漫主義でもあった。


    「俺を利用しないのですか？」


    「わたしには思いつきませんね。なにかあなたが利用できるようなら教えてください」


    　俺とチェレシアの関係には、とくに障害がないらしい。俺は思いついた。ポレポネに尋ねてみる。


    「チェレシアをここから足抜けさせるには、いくらくらい必要ですか？」


    「いくらと言われても」


    　紅茶の杯はいを傾けつつ、老人は困ったような顔をした。


    「そこらの金で沈める風俗嬢とは違い、高級娼しよう婦ふは自由意志ですよ。今時借金で拘束するなど流は行やらないし、金に必死な女の人や、若い人に人気の〈擬クン人スツ〉はうちの客層が嫌います。あくまで優雅に、夢の夜を楽しんでもらうお仕事ですから」


    　ポレポネが欠伸あくびをする。老人はいつでも眠そうだ。では核心に迫ろう。


    「チェレシアはなぜ高級娼婦を続ける？　本人は冗談めかして言ってくれないのだが」


    「本人が言わないことを、この老人が言うわけにはまいりません」


    「俺自身がチェレシアに聞くべきことでした」性急にすぎた。「忘れてください」


    　ポレポネに対する敬意を思い出す。老人は小さく首を振る。


    「とくに秘密でもないのですが」ポレポネが告げていく。「チェレシアさんの本業が、宝飾職人であることはご存じですよね？」


    「ええ」


    「彼女は若いですが、かなりいい腕でしてね」


    　老人が左手を掲げてみせる。薬指には、優美な銀の環に青の宝石を組みあわせた指輪が嵌はまっていた。


    「彼女に金婚式の指輪を作ってもらいました。わたしも妻もこれが気に入っておりまして、知りあいも何人か買っております。わたしと周囲どころか、彼女の作品はすでに外国に通販までしているそうです」


    　白髪の老人の目は指輪から俺に戻る。


    「腕と固定客もある。そこで月並みですが、彼女は独立して自分の店を持ちたいらしいのです。普通にやっていては、開店まであと十年はかかる独立までの期間を短縮するために、ここ一年ほど所属してもらっています」


    　ポレポネが告げる。


    「彼女の望みは店を作って、好きな男を養ってあげることだそうです。どうやら彼女は自分が好きな男がダメであることが多いのも知っていましてね」


    　老人の目は俺を見つめている。なるほど、正真正銘隠れもせずに、俺はダメ男だ。


    　おそらくチェレシアは、男が危険な仕事の場合であることを考えていた。男が危険なことをするもしないも自由だが、しなくても生きていけるようにしたいのだ。


    　たとえそれが男をよりダメにしても、死ななければいいという女の切実な願いなのだろう。俺と出会ったことで、さらに愛するものを守りたい思いは強くなった。だからこその朝の問いだったのだ。俺は他者の心理に敏感なようで鈍感だ。


    「チェレシアはすでに店の立地も決め、予約しているそうです。開業資金があと一千万イェン程度と言っていましたから、来年を待たず今年が終わる前には廃業でしょうね。いいお嬢さんで上客も多かったので残念ですが、笑顔で送るしかありません」


    「だから彼女は俺に言わなかったわけか」


    「チェレシア本人が言えば、あなたは自分が頼りないからだと思ってしまうでしょう。愚かな老婆心からわたしが言ったことをご容赦ください」


    　ポレポネが白髪頭を下げる。むしろ俺が恐縮する。


    「いや、強引に聞いた俺が悪いのです。チェレシアには俺から……」


    　話している途中で脳裏に閃ひらめく。


    「そうか、あと一千万イェンか、一千万イェンだな？」


    　重ねて確認しておく。言葉遣いなど気にしていられない。


    「それだけ用意できれば、チェレシアは今すぐに高級娼婦を辞めて、黒社会から関係なくなるんだな？」


    「高級娼婦という職業自体が大好きという女性はたまにいますが、ほとんどの人は目標金額が貯まってまでは続けないですよ。あとは残酷なことに、年齢が許してくれません」


    　ポレポネじーさんが淡々と答えた。俺の行動は決まった。


    「今日は早引けで、ついでに送迎役は退職です。他の咒じゆ式しき士しを傭やとってください」


    「え？」


    「メッケンクラートにエイゲネルス、マルチリオあたりなら俺の後任をやってくれます」


    　老人に言葉を叩たたきつけて、俺は部屋を飛び出る。大急ぎで廊下を走っていく。扉から高級娼婦たちも驚き顔を並べる。


    　どうでもいい。店の裏口を出て、車に飛び乗る。車を起動させながら携帯を操作。短縮番号を押した携帯を耳に当てつつ、敷地から発車。エリダナの街路に車体が弾丸となって躍りでる。


    「ガユス？　なんの用？」


    　通話がチェレシアにつながった。


    「チェレシア、今どこだ？」


    「どこって家の近く。夕食を食べてからそちらの仕事に出るけど？」


    「こちらへ来て、いや来なくていい」自分でも声が跳ねていることが分かる。「そうだ、説明する。家に行って説明する。場所は？」


    「ソルズベ通り五丁目二番、住宅地だけど、近くに郵便局があるから分かりやすいはず。なにがあったわけ？」


    「君の家で待ちあわせだ。いい話がある」


    　携帯を切って車を加速。思わず飛びだしてから住所を聞くなど、俺は焦っているらしい。


    　俺には、難病の老人の自殺に手を貸してしまったがゆえの一千と百万イェンがある。罪の金だが、これでチェレシアが店を持つことができ、高級娼しよう婦ふを辞められる。すべてが一気に解決する。罪悪の金なら一気に使ってしまおう。


    　車がエリダナの街を疾走する。惨劇のなかでも、女の優しさに応えたい。


    　ダメな俺にもできることがあるのだ。少しは善であれるのだ。


    　夜に車を走らせる。最短距離を探すも、夜の歓楽街の近くは混雑している。信号が青でも渋じゆう滞たいで進めない。


    　チェレシアは俺のためにいろいろと考えてくれていた。自分が愛するもののために、将来を見据えていた。俺の手先や交渉力を聞いてきたのも、自分の夢である宝飾店を開くときに、営業や手伝いとしての安全な仕事を用意するためだったのだ。


    　車を運転する俺の唇くちびるは鼻歌を紡つむぐ。信号に渋じゆう滞たいと時間はかかったが、お陰で道を行く女の子の脚線美を眺めることができた。街娼らしき女の子も俺の目を意識してスカートを持ち上げ、太ふと腿ももを見せてくれた。俺は手を掲げて敬礼しておく。


    　今日は最高の日だった。今夜も最高になるだろう。なんといっても、二人のこれからが開けるのだ。


    　俺は決めた。手で上着の胸元を探る。指先に触れる硬い感触。指輪が入った小箱がある。


    　チェレシアに千百万イェンを渡す。そしてその場で指輪を捧げて求婚しよう。数日のつきあいで早いかもしれないが、もう勢いだ。ジヴ、いや前の恋人に渡すはずだった指輪だが、二人で幸せになるためになら許してくれるだろう。


    　チェレシアが家にいるというなら、彼女の家族にも挨拶しよう。すべてを吹っきって、新しい未来に向かおう。それでいい、それでいいのだ。


    　仕事はともかく、私生活のことを考えていると、携帯が鳴る。


    　見ると、知らない番号からだった。無視しているが、鳴りつづける。この大事なときに。携帯の音声を解放する。


    「はいはい、おかけになった電話番号は虐殺されております。国際人権裁判所に通報して救ってあげ」


    「妾わらわぢゃ」


    　不吉なパンハイマの声だった。俺の電話番号など、電話帳にも載っているが、パンハイマからかかってくることが信じられない。


    「一日に二回もおまえの声を聞きたくない。あと死ね。ついでに大事なことを言うと、死ね」


    「そう尖とがるな」


    　通話の向こうで、パンハイマが笑う。死病の疑いがあってもパンハイマは笑っている。


    「昼に言い忘れていたことを、おまえに教えておいてやろうと思って、優しい優しいパンハイマさんが親切にも連絡してやったのぢゃ」


    「なんだ？」計算された話し方だと分かっていても、パンハイマの言葉は苛いらつく。


    「パンハイマ綜合警備保障は、なぜか市民の協力が得られず情報戦には弱い」


    　情報屋に情報をもたらすのは住民だ。パンハイマに金や権力があっても、エリダナの住民は協力しないに決まっているが、前置きが長い。


    「が、それでも部下の調査から、さらに追跡しておもしろい事実が出てくる」


    「だからなんだ。アンヘリオや使徒の居場所でも分かったのか？」


    「残念ながらまだ分からない。ただ、その情報屋がカンダハ・ナハ社に使われていたらしくてね。社が潰つぶれたあとも、受けていた命令を果たして、情報を届けていたと聞こえてきた」


    　パンハイマの言いぐさは苛立つ。


    「そこまではギギナの情報で知っている。なにを言いたい」


    「頭が悪いのう。カンダハ・ナハを通してアンヘリオが情報屋を使って監視していた対象は、さて誰だと思う？」


    「知るか」


    「その情報屋はおまえを、その私生活を監視していた。あとは阿あ呆ほうでも分かるな？」


    　笑い声に、俺は急いで通話を切る。背筋に悪寒があった。即座に別の短縮番号を押す。指先が恐怖で冷えている。音声解放では不安で耳に当てる。


    　パンハイマの片言だけで分かる。アンヘリオは自らを負傷させたパンハイマの娘を誘拐した。同時期に俺はアンヘリオの腕を奪っている。蛙化の呪のろいを受けたが、アンヘリオの復ふく讐しゆうが終わったわけではないのだ。


    　アンヘリオは本人が言った殺人作法に則のつとり、代価を狙ってくる。パンハイマにやったように、俺ではなく、愛するものを狙ってくる。


    「出ろ出ろ出ろ」


    　先ほどはつながった携帯がなぜかつながらない。胸中の不安が増大する。愛するものと考えて、俺の思考が回る。


    　情報屋はいつの監視と情報で、俺の愛するものを特定したのかということだ。最新の情報ならチェレシアを守るが、実際はポレポネくらいしか気づかなかった。同僚であるイディスは現在の俺が愛する女性を、前の恋人だと勘違いしていた。


    　ということは、情報屋は古い情報をアンヘリオに提出した可能性もある。どちらだ、どちらが狙いなんだ。


    　時間がない。携帯の短縮番号を呼びだす。


    



    



    　夜の街路で、チェレシアはずっと見ていた携帯を閉じる。男の声を愛いとおしむように、唐突に通話が切れた携帯を眺めていた。


    「変な人」


    　チェレシアは思わず笑ってしまう。笑みが止まった。家に来るというのなら、ついでに家族に紹介してみるいい機会だと気づいたのだ。


    「攻こう性せい咒じゆ式しき士しの恋人を紹介すると、驚かれるかな」


    　チェレシアはもちろん家族には高級娼しよう婦ふの話などしていないが、二人ともに口が上う手まいからなんとかなるだろうと勝手にうなずく。夜に犬の散歩をしていた通行人が奇妙な顔をしたので、女は笑って誤ご魔ま化かす。家までは十五分程度と歩く。


    　夜が急速に落ちていく街角を、上機嫌となって歩く。静かな通りを曲がり、歩いていく。


    　五件目の家の前で止まる。金属の格子の扉を開けて、自宅であるマーゴット家の敷地に入る。


    　弟と母と祖母で賑にぎやかな家が、今日は静かだった。扉に向けて手を掲げる。内部に埋めこまれた認証装置で、電子と咒じゆ式しきの鍵と警報装置が解かれる、はずが作動しない。


    　訝いぶかしみながらも、チェレシアは自宅の扉に手をかける。


    　開いていた。


    　不用心だなと思いながらも玄関に入る。玄関から廊下に自動照明が灯ともる。奥の居間からは照明が見えている。


    「なんだ、ちゃんといるじゃない」


    　チェレシアは廊下を進む。


    「犬の散歩はもう終わらせた？　宿題ができていないなら、仕事に出るまでお姉ちゃんが見てあげるよ～」


    　語尾をあげつつ、居間に入る。チェレシアの上機嫌が止まる。


    　見知らぬ背広の人物が、居間に立っていた。


    



    



    　再び目覚めた。


    　前と同じ悪夢だけが繰り返されていた。


    　頭が重い。悪夢から目覚めて、また応接椅い子すで寝てしまったようだった。弱い心を振りきって、夜の準備のために応接椅子から立ちあがる。


    　最近心配をかけているシエリエとユピカとの食事に遅れて、さらに心配させるわけにはいかない。ガユスとの別れの原因となったロザニーを許す準備も必要だ。次は彼女といっしょに食事をすると誓ったのだ。


    　シャツを着ながら立体光学装置を起動させて、報道を流す。音を聞きつつ、シャツの釦ボタンを留めていく。


    　報道では、自分が落ちこんでいる間にも、エリダナは動いていた。アンヘリオに続き、〈ザッハドの使徒〉の殺人が起こっている。


    　すぐに連想して「ガユ」と言いかけて止やめる。自分はもう元恋人の名前を呼べない。呼ぶ資格がない。途端に胸が熱くなり、激しい痛みが襲ってくる。体を折って、床に屈かがみこむ。


    　いつものように、信じられないほどの不運さで事件に関係しているのかもしれない。きっと関係している。刃やいばや咒じゆ式しきで傷ついて、知覚眼鏡クルークブリレの奥の青い瞳に苦痛の色を浮かべる顔が見える。心配をかけまいと言う冗談が聞こえる。


    　だから心配だ。心配で死んじゃいそうだ。


    　だけど、彼はもう私を愛してはくれない。元恋人は、新しく愛する人を見つけた。新しい人生を送っている。だから自分も新しい道を進むべきだ。彼を心配する役目は、もうチェレシアという美人さんが担になっているのだ。自分の心配は筋違いだ。


    　自分がまた人を愛することをできるとは思えないけど、いつか誰かを愛せる。そう信じるしかない。恋愛ごときに悩んでいる場合ではない。そう思いこむ。


    　苦痛を堪こらえて、手を伸ばす。応接椅い子すに投げてあったスカートを摑つかむ。足を通して、勢いをつけてスカートを穿はきながら立ち上がる。


    　殺人といえば、自分が救った凶悪犯罪者、ケンベルのことを思い出す。パンハイマ事務所の攻こう性せい咒式士に襲われて重傷だったが、自分と人々の治ち療りようで命を取り留めた。まだ病院か医療刑務所だろう。元気に、というのも変だけど、死なないでいてくれて良かったなと思う。


    　パンハイマ事務所を率いていたペトレリカという女性も気になる。赤い髪に赤い瞳の美人だった。昨夜の報道で、アンヘリオに誘拐されたという話を聞いた。


    　彼女は、母のパンハイマと部下たちとの間で正義感に苦しんでいたように見えた。そのペトレリカが、報道では悲痛な事態になっていた。自分もウォルロットに誘拐されたことがあるだけに、我がことのように心配だ。


    　だけど、自分は一介の半アルリアンの無力な小娘だ。拳銃と多少の射撃の腕はあっても、エリダナに吹き荒れる攻性咒式士たちの咒式の暴風のなかでは、豆鉄砲を抱えた無力な子供にすぎない。


    　一度だけ発揮した豆鉄砲と元恋人を救う決断も、ウォルロットという勇者を殺してしまっていた。ウォルロットの優しさが、その呪のろいが自分を縛る。


    　もう、誰も死なせたくない。


    　なにもできないと分かっていても、考えてしまう。考えて考えて、考えてしまう。


    　頰ほおに風。部屋を見ると、夜の街を見下ろす窓がいつの間にか開いている。男が立っていた。傍かたわらには女の影。


    　侵入者！　銃を取るために、後方へ跳ねる。


    



    



    　女は家の内部を見渡した。


    　応接椅子には母のチェレイドと祖母のマチェリが座っていた。有刺鉄線で椅子ごと縛られ、身動きできなかった。


    　前にある椅子に座るチェレイドとマチェリの顔は蒼そう白はくとなっていた。胸が切開され、肋ろつ骨こつも広げられていた。横おう隔かく膜まくに引っ張られて収縮する両肺が見えた。血管が延長され、外に出ていた。血管は膝ひざの上に乗せられた収縮する臓器、二人の心臓につながっていた。心臓を包むように、白い五本の物体。巨大な骨の手があった。


    　二人の背後から天井へと伸びる影を、女の眼が見上げていく。


    　白骨が複雑に組みあわされた胴体に髑どく髏ろの山。頂点では王冠を被かぶった髑髏があった。


    　巨大なために背を屈めた白骨の髑髏が口を開く。暗い眼がん窩かが二人の心臓を見下ろし、白い歯で笑っている。どちらから握りつぶそうかという残酷な処刑人の笑みだった。


    　警察を呼ぶために家を出るべきだと、女は即座に後方に退く。椅い子すに縛りつけられ心臓を抉えぐりだされた二人の目が、必死に訴えていた。目は背後を示していた。


    　女の背中に当たる壁。体温。


    　悪寒とともに女は前に抜ける。振り返ると、背後の道を塞ふさいでいたのは、長身の男だった。背広に靴くつと最上級の仕立てだった。知らない、が知っている男だった。


    「夜分に失礼しているよ」


    　完かん璧ぺきなネクタイの上に収まるのは、金髪碧へき眼がんの端整な顔。傍かたわらには、胴体が鳥とり籠かごで、蝶ちようの羽を生やした美女が浮遊している。これもまた〈異い貌ぼうのものども〉だった。


    「お姉ちゃん、お姉ちゃん！」


    　少年の声は鳥籠の美女の手の間から発せられていた。


    「レシアまで、そんな」


    「お姉ちゃん、助けて！」


    　少年が叫ぶ。背後の美女の鳥籠の前面が左右に開かれ、鉄格子の内部に少年の小さな体を捉とらえていた。鉄格子の鋭利な先端が、少年の柔らかな腕や足の肌に刺さり、薄く血を流させている。耳じ孔こうにも鉄格子の先端が潜って、出血させていた。眼球の前に鉄格子の先端が迫っていた。


    　異形の美女は瞬時に鉄格子を閉じない。蛞なめ蝓くじが這はうほどの遅さで、レシアを左右から串くし刺ざしにしようと追っていた。


    　女は後あと退ずさりし、部屋の中央で止まる。部屋の壁には一面の大口。壁を丸ごと食った怪物が一面に嵌はまっていた。横一線の口に生えた短剣のような犬歯の間から、哀しい鳴き声。


    　一家の愛犬であるジギリスが口中に収められていた。怯おびえた子犬の顔。そして牙きばが頭や背中に刺さり、犬から滴したたる血が床に落ちる。


    〈異貌のものども〉たちはそれぞれ奇妙な声で笑う。巨大な口は響くように、王冠の骸がい骨こつは剝むきだしの歯を打ちあわせて笑う。鳥籠の女は喉のどを仰のけ反ぞらせ、高笑いを響かせる。


    　平凡な郊外の家が、異様で異常な世界に一変させられていた。


    〈異貌のものども〉以上に、女は眼前の男に悪寒を感じていた。容姿と使役する〈異貌のものども〉から、エリダナを騒がせる殺人者、アンヘリオだとようやく理解できた。


    「逃げて！」


    　知らない女の声とともに、アンヘリオの体が揺らぐ。通路からの体当たりで、男を止めて女の脱出路を造ろうとしたのだ。


    　アンヘリオの手が振られ、体当たりをした女が前に倒される。瞬時に受け身をとって立ち上がる女の腹部に、アンヘリオの足が下ろされる。女は苦痛の声で体を曲げる。赤い髪に赤い眼をした、片腕しかない美女だった。


    「ペトレリカ、それはおもしろくないな」


    　アンヘリオの右手が振られると、ペトレリカが右手で首を押さえて転がる。女の青白い数列の鎖くさりが、赤い女の首を絞めていた。凄すさまじい力のため、指が切れて出血。首が絞められて女の白い頰ほおが赤くなる。苦痛で肩から先がない左腕が振られる。


    「見物人として連れてきたのだ。黙って見ているがいい。黙れないなら、次は殺す」


    　アンヘリオの眼には氷点下の冷たさがあった。ペトレリカは首を絞められて、床でのたうちまわって聞いていない。


    　さらに冷たい眼が、呆ぼう然ぜんとする女に戻される。


    　部屋のなかで、アンヘリオが前に出る。女が一歩下がる。逃げないと死ぬと分かっていても、拘束された家族と赤い女を捨てて逃げだせない。


    　女にとっては、黒社会ですら怖い。眼前の男は黒社会の組織を虐殺し、エリダナの攻こう性せい咒じゆ式しき士したちすら退しりぞけたのだ。怖くないわけがない。


    　だけど女は引くわけにはいかなかった。どうにかして家族を救いたかった。好きな男に再び会いたかった。


    「さて、どのエミレオの書で死んでもらおうかな」掲げたアンヘリオの指先に咒力が集中する。「ボラーに食わせるか、クインジーに永遠の死者としてもらうか」


    　壁の大口が開かれ、餌えさを催促する。王冠の髑どく髏ろの目に、鬼火のような青い燐りん光こうが宿る。昆虫の複眼をした美女が喉のどを仰のけ反ぞらせて笑う。


    　女と一家の周囲には、異界の狂気が溢あふれていた。アンヘリオが進む。女の前に狂気の中心が立つ。


    「待って」


    　女が声をあげた。アンヘリオの青い目には行動を邪魔された不愉快さがあった。


    「なぜこんなことを」


    「左腕の仇かたきだ」


    　アンヘリオの左袖そでは中身がなかった。


    「おまえの知りあいが私の片腕を奪った。ならば対価を奪うべきだ。計算しても、我が左腕と、たかが四人に一匹の命では釣りあわないが、これは再配分だ」


    　アンヘリオの冷血な判断が下る。女には意味が分からない。知りあいや対価、すべてが初耳の単語だった。アンヘリオの右手に咒式の光。


    「普段は子供や女や小動物程度には手を出さないが、今日は特別だ。光栄に思え」


    「待って、そう殺すことに意味などない」


    　女は必死に言葉を紡つむぐ。女自身は黒社会の末端に属していた。金で人を殺す人間や、憎悪や憤怒で殺す殺人者も何人か見てきた。部下を自殺させることが楽しみの企業経営者が客だったこともある。前には女を傷つけることが趣味の男の相手をした。


    　一部ではあるが、邪悪で残酷な男を宥なだめることが仕事だったといってもいい。今その技術を使わずに、いつ使うというのか。


    「そう、どこかで聞いたことがある」とにかく話すことだ。「殺すことに意味はない。人を殺すことを認めれば、その意見が出る命の余地もない。殺人を肯定した社会は現在ひとつもない。殺人を肯定した社会はすべて滅亡したとも言えるのでは？」


    　アンヘリオの青い目に興味の色が灯ともる。


    「説得遊びか」


    　男の唇くちびるは皮肉に歪ゆがむ。知性がない怪物ではないことに、女は安あん堵どする。会話ができるなら、まだ望みはある。


    「論理的にはおまえが言うとおりだろう」


    　アンヘリオの右手が進む。触れられるのを避けようと、女の頭が下がる。殺人者の手は相手の恐怖を弄もてあそぶように、少しずつ少しずつ進む。唇には感情をともなわない冷ややかな笑み。


    「だからなんだ？」


    　断言に女は絶句する。なにもしなければ、この場を生き残れない。理性が通じないなら、感情に訴えるしかない。


    「あなた、そう、あなたにだって家族がいるでしょう？」


    　女の口から言葉が洪水のように溢あふれる。


    「誰でも母から生まれ、父に抱かれ、さらに兄弟姉妹、友人や恋人もいるかもしれない。あなたがそうであるように、母のチェレイドと祖母のマチェリ、弟のレシアに犬のジギリスは、私にとってかけがえのない存在なの。だから殺すのは止やめて。あなたに人に共感する心があるかどうかは分からない。だけど、他人にはあると理解する知性があるのなら、殺さないで」


    「私は自らの家族全員を殺した。なにも感じなかった」


    　女の長い哀願も、アンヘリオは一言で切って捨てる。床ではペトレリカが悲痛な顔をしていた。女の言葉の無意味さをすでに知っている表情だった。


    「ついでに言えば、それぞれの名前を教えることで、肉ではなく人間だと思い出させたいという手口は通用しない」男は不思議そうな顔で告げた。「私にとって、おまえたちはどこまでも害虫程度の存在だ。殺さずにおいた害虫が感謝してくれたとして、おまえはなにを感じる？」


    　女は続けるべき説得の言葉を失った。使徒には、哀願が通じない。理性も感情もない相手でも、まだ言葉は通じるはずだ。現実的な利益、生存のための取引に切り替える。


    「こんなことをしても、あなたはエリダナ中に手配される。いつか賞金目当ての攻こう性せい咒じゆ式しき士しに殺されるか、司法によって死刑にされる。ならば罪を重ねることはない」


    　女はアンヘリオと対たい峙じする。


    「いずれ攻性咒式士があなたを倒す」


    「それは今ではない」


    　アンヘリオがまた一歩進む。女の心は絶望に塗りつぶされた。眼前の存在は、殺人者のなかの殺人者なのだ。


    　アンヘリオは金のために殺す暗殺者や、憎悪で殺す殺人犯ではない。金銭的取引も自らの逮捕や、誰もが恐れる死ですらも、彼を止めることはできない。


    　非人間的な圧力に屈して、女は床に膝ひざをつく。アンヘリオの手は女の額ひたいの前にかざされる。


    「お願い。私を殺していいから、母と祖母、弟と犬は殺さないで。逃がしてあげて」


    　女は両手を組みあわせて祈る。神への、そして荒ぶる運命への祈りだった。


    「取引か」アンヘリオの右手が燐りん光こうを失う。「そうだな、また遊んでみるか」


    　旋回した右手が腰の後ろに回され、戻される。手には美しい魔ま杖じよう短たん剣けんがあった。銀の光が室内照明を映す。〈異い貌ぼうのものども〉が異界の笑い声を部屋に溢あふれさせる。


    「受けとれ」


    　相手の行動を、女は理解できない。アンヘリオは告げる。


    「受けとれ。私を刺そうとしてもいいが、その場合は全員がもっとも無惨な死に方をする」


    　女の目が短剣を見た。震ふるえる女の両手が伸びる。恐怖と絶望で遅々として進まない。長い時間がかかって銀の刃やいばの根本、柄つかに触れる。一本一本の指を畳んでようやく摑つかむ。アンヘリオが右手を離すと、短剣の重みで女の手が落ちる。


    　女は自らの命を落とすまいとするように、胸の間に短剣を抱える。アンヘリオは背中を見せて応接椅い子すに向かい、反転。優雅な動作で椅子に腰を下ろす。


    　手が動くと、咒じゆ式しきの青い光。首輪にペトレリカが引かれて、足下に這はう。ペトレリカは首を絞める光を握って、酸欠状態になっていた。唇くちびるは紫になり、意識朦もう朧ろうとなっていた。


    　失神寸前のペトレリカを無視して、アンヘリオの青い目は愉快そうに女を眺める。


    「私がたまにやる遊びだ。東方ではセップクといって、腹を切って自死する作法がある」


    　刃と女を見つめる青い目に感情はない。


    「自己犠牲という言葉はよく聞く。無価値な虫なりに、仲間や家族の身代わりに自分を殺せ、と言った人間もよく見てきた」


    　椅子に座すアンヘリオは王のように告げる。


    「だが、ほとんどの人間は苦痛に敗れた。途中で刃を止め、死んだ。だから最後までできたなら、私はこの場を去る」


    「ほん、本当に？」


    「自分で再配分もできない下民と違って、私は噓うそをつかない。なぜなら噓や悪は弱いものの娯楽だからだ。単に知的興味からの交換条件だから公平に扱おう」


    　この状況で公平と言える精神に、女はもはや相手を人間だとは思えなかった。拷ごう問もん椅子に座らせられている母と祖母は、有刺鉄線が体に食いこんで動けない。


    「騙だまされるな、こいつはそんな約束なんか守らない！　罠わなだっ！」


    　座るアンヘリオの足下で、瀕ひん死しのペトレリカが叫ぶ。


    　アンヘリオが右足を上げ、ペトレリカの背中に落とす。ペトレリカは床に叩たたきつけられ、苦く鳴めいをあげる。遠慮せず足が背中を踏みしめ、ペトレリカの内臓が押しつぶされる。


    　ペトレリカの忠告を理解しつつも、女の目が動く。壁の大口に銜くわえられた子犬のジギリスは、出血で瀕ひん死し。さらに目を動かす。檻おりに捕らえられた弟は、恐怖と痛みで涙と鼻水を垂らしていた。足の間には水みず溜たまり。失禁していた。アンヘリオという恐怖は、子供に耐えられるものではない。


    　女は再び息を吐き、吸った。


    「やる」


    　女の断言に、アンヘリオは右手を掲げて賛意を示した。女は畳んだ足の上に尻しりを乗せる。魔ま杖じよう短たん剣けんを逆手に握る。鋭利な切っ先が自らを見据える。


    　切っ先と女の手が震ふるえていた。指先を包丁で切っても、出血と痛みで転げまわる。


    　自ら腹を割くなど、正気ではできない。アンヘリオは無感情に微ほほ笑えむ。


    「腹を割き、腎臓か心臓を取りだせば、君の勝ちだ」


    　女にはどれほどの激痛なのか、想像もできない。成功するにしても失敗するにしても、自分が助かる見込みはない。


    　それでも家族全員が死ぬか、自分が死ぬことで家族を生かすか。結論は決まっていた。


    「ごめんね、みんな。ごめんね、ガユス。もう会えない」


    　気丈な女が初めて弱音を吐いた。両目からは一滴の涙が零こぼれた。決死の瞬間でも、女は愛する男のことを思った。


    「虫が涙を零すな」


    　アンヘリオの氷点下の声が飛ぶ。


    「虫の涙は、痛いから哀しいから感動したから流れるだけの安い排はい泄せつ物で。糞ふん尿にようと変わらない。難病で死ぬ恋人や、ご都合主義な奇跡の話で反射的に流す汚物に等しい。そこには知性も芸術性も、尊厳も崇高さもない」


    　汚物の臭気を払うように、殺人者は右手を振る。


    「時間をかけられても困る。そろそろ開始しよう」


    　残酷な宣言が下された。女の最後の希望は絶たれた。


    　そして心のどこかで、最後の瞬間に、片思いの男が部屋に突入し、殺人者を倒し、不条理劇を終わらせてくれると信じていた。信じたかった。物語でなら、必ずそうなるのだ。


    　アンヘリオは欠伸あくびをした。アンヘリオや使徒にとって、人の愛や死ですら暇ひまつぶしなのだ。


    「あと三秒以内に開始しろ。三、二……」


    　もう迷う時間すらなかった。奇跡を、ただ奇跡を女は祈った。


    



    



    　ソルズベ通り五丁目、郵便局の近くに車を静かに停とめる。


    　静かな住宅街の通りは、街灯の一部が点滅しているだけで、夜の底に沈んでいた。早く街灯を正常なものに交換すべきだ。


    　呼び鈴を鳴らそうとして止まる。待つことはできず、魔杖剣を抜いて住宅に侵入。


    　扉に手をかける。鍵が開いてないため一気に開き、室内制圧用に〈矛槍射ベリン〉を紡つむぎつつ突入。足早に動き、自動照明が反応するときには、居間に到達していた。


    　落ち着いた飴あめ色の棚、古びた絨じゆう毯たん。奧にある椅い子すに、チェレシアが座っていた。安あん堵どして崩れ落ちそうになるが、膝ひざに手を当てて防ぐ。


    　チェレシアの傍かたわらに弟らしき男の子と、母親らしき中年女性もいる。


    「あ、失礼しています」


    　俺は娘の恋人として挨あい拶さつする。初めての印象は良くしたい。もうムダだが。


    「ガユス！」


    　椅子を蹴け立ててチェレシアが走りだす。俺の胸に飛びこんでくる。部屋の中央で受け止めて、俺は安堵の息を漏もらす。


    「どういうこと、これ？」


    　チェレシアの視線の先、居間の奧にある応接椅子には、俺の相棒が座っていた。屠と竜りゆう刀とうを床について、長い柄えを握っている。銀の眼には不愉快そうな色。


    「慌て眼鏡に呼ばれて来てみたが、なにも起こらないではないか」


    　ギギナの傍らには、背広の男が立つ。


    「よう、メッケンクラート」


    「どうも」


    　背広の男が苦笑する。居間の奧、敷地にはメッケンクラートの部下たちが配置されている。魔ま杖じよう剣けんや魔杖槍そうを握り、積層甲かつ冑ちゆうや盾たてで武装しているものまでいる。敷地どころか、その先の家の屋上にまで人員が配置されている。まるで市街地で待ち伏せをするかのような警戒態勢だった。


    　足音に目を戻すと、趣味の悪いシャツを着たテセオンが部屋に入ってくる。


    「所長、外にはアンヘリオどころか猫すらいねえよ。どうなってんだこれ」


    　俺を無視して、上司であるメッケンクラートに向けて告げた。


    「咒じゆ式しき士しの数が多いようだが？」


    　メッケンクラート事務所は人数が変わっても、八人のはずだ。しかしチェレシアの家には、十数人の攻こう性せい咒式士が詰めている。


    「テセオンは知っているだろうから、いい機会として他を紹介しておこう」


    　メッケンクラートが手招きで外に合図する。


    　敷地にいる咒式士たちが部屋に入ってくる。中年の小太りの男と、見上げるほどの長身の青年だった。俺はチェレシアから体を離す。


    「今回のことで来てもらった、レンデンにドルトンだ」


    　メッケンクラートの紹介で、中年の男が手を出す。


    「レンデンだ」


    「ああ、聞いたことがある」


    　長く生きてきた中堅咒式士は、賭かけをしない慎重な男だとも聞いているが、今は構っていられない。メッケンクラートが息を吐く。


    「あとは、デリューヒンを誘ったが、あいつは気むずかしいからな」


    「これだけ集まれば充分だ」


    　メッケンクラートは良い咒じゆ式しき士しを集めてくれていた。周囲の咒式士の配置も、慎重なレンデンとメッケンクラートによるものだろう。


    「なにも起こらないなら、さっさと一家と女を移送しろ」


    　アンヘリオか使徒と戦えると思っていたギギナだけは不満そうだった。


    　安あん堵どした俺は思い出す。


    　室内の出入り口で、チェレシアが俺を見ている。女の顔には強い不安。


    「いきなりこの人たちが来て、あなたの命令だからって家から連れだそうとするの。確認しようと電話してもつながらないし、警察を呼ぼうとしたらあなたが帰ってきて」


    「説明は」あとにしようと思ったが、少しでも不安を和らげたい。できるだけ手短に話す。「俺は今エリダナを騒がしているアンヘリオと対決して、数日前にやつの腕を奪った。同じようにアンヘリオを傷つけたパンハイマは娘を誘ゆう拐かいされた。アンヘリオが俺の周囲を監視させていた情報が入って、保険をかけるために動いてもらったのだ」


    「そんな」


    　チェレシアが両手で口を覆おおう。今まで隠していた悪鬼の世界を露あらわにしていくしかない。さらに問いかけるチェレシアを片手で制して、俺は敷地に面した窓に近づく。


    　紹介や説明に時間を取られた。チェレシアの安全を確認した俺には、連絡をする必要がある。


    　携帯で呼びだす。出ろ、出ろ。出た。


    「そちらはどうなっている？」


    「それはまぁその、依頼されたからには動いたニョロよ。君の恋心は動いた？」


    　ジャベイラの声だった。背後には車の音。現場から高速で離れるため、車で移動している。安心していいのかも分からない。


    「だからどうかと聞いているっ！」


    　つまらない冗談につきあっている時間はない。俺は元恋人を守るために、今エリダナにいるもっとも腕が立つ攻こう性せい咒式士を傭やとった。丁度エリダナに帰還していたジャベイラとイーギーを傭えたのは幸運だった。


    「うへ怖」


    「頼む。どうなっている」


    「すまん」ジャベイラの声が沈む。「冗談でも言わないと、結果を伝えられない」


    　俺は立っていられなくなった。思わず後方へ右足が下がっていく。左足に右足と、後退する。慌ててメッケンクラートが背中から支える。足下の地面が崩れていく感覚だ。


    「あ、ごめ。噓うそ。対象は無事だ」


    　ジャベイラの声で、遠のいた意識が戻る。


    「あなたからの護衛と言うわけにもいかず、強引に縄で縛って保護して車で移動中。今、後部座席でイーギーが蹴けられている」


    　受話器の向こうでは、イーギーが「痛い、マジで痛い。ラルゴンキンの親父おやじから居残りにされて、さらに痛いってなんだよ、俺の人生」と叫んでいる声と重い打撃音が聞こえた。同時に元恋人の「どういうことで、どこへ連れていくの！」と怒る声と蹴けりを放つ音が聞こえた。


    　懐かしい声だ。俺がかつて愛した女の元気そうな声に、思わず泣きそうになる。さらに「誰と話しているわけっ！」という怒鳴り声まで愛いとおしい。


    　感情の波に立っていられず、俺はその場に座りこむ。メッケンクラートが心配するが、動けない。


    「というわけ」


    　通話口からジャベイラが笑って伝える声が聞こえた。


    「おまえジャベイラ、言っていい冗談と悪い冗談があるだろうが。あとで殺す。必ず殺す」


    　上を向いて激情を堪こらえる。


    「だけど感謝する。彼女を助けてくれてありがとう。心から礼を言う」


    「殺されるのか感謝されるのか、どちらかにしてくれ」受話器の向こうでジャベイラの笑いが止まる。「あとさ、私とイーギーを傭やとうとけっこー高いけど大丈夫？」


    「すぐに払う。ついでにだが、しばらくの間、彼女の専属護衛でいてくれないか？　一週間から一か月か期限は分からないが」


    　俺は携帯を操作。銀行の不正口座に入れてある、千百万イェンが見える。迷わず半分をメッケンクラートとレンデンたちに払い、残りをジャベイラの口座に突っこむ。


    「これで頼む」


    　俺の言葉でジャベイラが口座を確認。


    「あんた、これは本気すぎるよ」ジャベイラの声には驚きが、次に哀れみが滲にじんでいった。「その罪滅ぼしだか愛情だかは、私から伝えられないよ？」


    「口止め料金も入っている」


    「厳守する」ジャベイラが嘆く。「だが、意味はないと思うぞ」


    「だから、なんなのこれ！」


    　元恋人の声が響いたが、ジャベイラはそこで通話を打ちきってくれた。


    　打てる手はすべて打った。先読み思考で、一歩だけ先んじることができた。今までのようにはいかない。金はすべて消えたが、構わない。ここで使わず、いつ使うというのだ。


    　立ち上がる俺に合わせて、メッケンクラートが下がる。


    「ここは外れ、というわけか」


    　ギギナは戦闘がないと屠と竜りゆう刀とうを床から上げて、刃やいばと柄えを分離させた。


    　俺が振り返ると、部屋にはチェレシアと家族がいた。無事で良かったと安あ堵んどするが、チェレシアの目にある感情は違っていた。


    　心配ではなく、疑念の眼だった。


    「それはどういうこと？」


    　チェレシアが口を開き、閉じた。唇くちびるが震ふるえてまた開いた。


    「ガユス、さっきの電話は」


    　俺は前に出る。チェレシアの問いごと体を両手で抱きしめて封じる。女の体温を感じつつも、これで二人の関係は壊れていくだろうと予測できた。


    「メッケンクラート、彼女と家族を頼む」


    　最後にチェレシアの体を強く抱きしめ、離す。女の顔には事態を理解していく表情があった。メッケンクラートがチェレシアの前に立つ。


    　今は俺とチェレシアは話しあわないほうがいい。レンデンとドルトンも察してくれて、チェレシアの家族の保護に入る。チェレシアの祖母と母と弟、ついでに犬が、咒じゆ式しき士したちの護衛に先導されて部屋を去っていく。


    　メッケンクラートが用意する隠れ家に入ってもらえれば、とりあえずは安心だろう。


    　背広や甲かつ冑ちゆうの男たちに連れられて、残るチェレシアが外に向かっていく。外への通路の前で、女が俺を振り返った。俺はうなずくだけにした。


    　テセオンがうながし、チェレシアが脱出の準備に向かう。俺の横にはギギナが立つ。


    「命の危険とは別の意味で大変そうだな」


    「うるせえ」


    　答える俺は、それでも安あん堵どしていた。悲しい予感があっても、俺の処置で二人の命は助かったのだ。自分の安全策を誇りたい気分だ。


    　また携帯に着信。急いで見ると、先ほど別れたばかりのポレポネからだった。次から次へと着信に通話と慌ただしい夜だった。まだなにかあると言うのだろうか。


    「なんでしょうか？　こちらは少し忙し」


    「報道を見たまえ」


    　老人から聞いたことがない硬い声。聞こえていたらしく、メッケンクラートとレンデンの顔にも緊張の色が浮かぶ。


    　長身のドルトンが慌てて動いて、チェレシア宅にあった立体光学映像を作動させる。


    　エリウスの地方報道がやっていた。警察車しや輌りようが入り乱れる現場で、記者が解説していた。


    「先ほど死体が発見され、ペリドーさん一家の惨殺が確認されました。犠牲者は母のチェレイド・ペリドーさん、祖母のマチェリ・ペリドーさん、長男のレシア・ペリドー君、長女のイディス・ペリドーさんの四人で、飼い犬まで……」


    　放送を最後まで聞かず、俺は走る。なにか言わなくてもギギナも続く。二人でチェレシアの家を飛び出し、車に飛び乗る。


    



    



    　唇くちびるを嚙かみしめつつ、車を走らせる。違う、人違いだ。いや、人違いだからこそ起こった。


    「落ちつけ」


    　助手席のギギナの声も耳に入らない。


    「私が先に見る。それから伝える、ではどうだ」


    「黙れ」


    　ギギナの冷静な声すら耳障りだ。車がタイヤを軋きしらせつつ角を曲がると、一件の邸宅を囲む報道の車と、照明に照らされた人混みが見えた。車を急停止すると、轢ひかれそうになった男が怒鳴る。知るか。


    　車から飛びだして、野次馬の群れに入る。殺人事件の見物人たちを押し分けて進む。横を抜けたギギナが、腕力で道を開いてくれた。見物人たちから怒声や避難の声が飛ぶが、知るか。


    　人混みの最前列を抜け、現場を封鎖する警官や警察士の群れに到達する。警察が両手で俺を制止する。糸杉のような体を藍あい色の背広に包んだ姿と、芥から子し色の長外套コートを探した。いた。家の前にハーライルとベイリックが立っていた。


    「ガユスにギギナか、耳が早いな。ああ、通してやれ」


    　ベイリックの言葉で警官が俺を解放した。転ぶように封鎖帯の向こうへと入る。ギギナが襟えりを摑つかんで、倒れることを防ぐ。ベイリックが俺に口を開く。


    「警察署に犯行声明が来て現場検証が始まったばかりだが、どうやらアンヘリオが」


    「知りあいだ」


    　立ち上がりつつ、俺は叫んだ。


    「イディスは、俺の知りあいと間違われたんだ」


    　ベイリックとハーライルが顔を見合わせる。そして中年男がそろって俺を見た。


    　分かっている。カンダハ・ナハの情報屋は勤勉に現在の俺の恋人を探した。それでチェレシアを摑つかんだ。情報屋は、遠目からでは黒髪の女としか分からなかった。


    　イディスは俺にとって金色の髪は前の恋人を思い出させると勘違いし、髪の毛を染めた。そこで人違いの情報を摑まされたアンヘリオによって誤解が起こった。喜劇だ。大衆演劇のような喜劇が、最悪の悲劇を起こしている。


    「現場を見せてくれ」


    「それは許可できない」


    　眉み間けんに縦たて皺じわを刻み、ハーライルが言った。


    「分かっていると思うが、現場は悲惨だ」声には多くの被害者と遺族に立ち会ってきた重みがあった。「知りあいのイディスさんも、君にだけは見られたくないはずだ」


    「うるせえっ！」


    　ギギナの横から、俺は前へ走る。ベイリックの手が伸びるが、俺の裾すそに触れるだけ。


    「止やめろっ！」


    　駆けぬける俺の背からハーライルの命令が飛び、家の玄関に立っていた警察士が阻むように立つ。二メルトル近い巨漢だが、伸ばされた右手を右手で払いつつ前へ体を入れていく。相手の胸に背中を合わせ、半回転とともに左肘ひじを鳩尾みぞおちへ叩たたきこむ。


    　呻うめきつつ巨漢はその場に倒れる。罪のない警察士だが、今は許せ。


    　倒れた警官をあとに全力疾走。開けはなたれた扉を抜けて、廊下で作業のために屈かがんでいた咒じゆ式しき鑑識班を飛び越える。鑑識のために廊下に置かれた番号札の群れを越えて走る。背後からベイリックや警察士、ギギナの声が聞こえるが、知るか。


    　柱を摑つかんで急停止しつつ、居間に入る。


    　俺の動きが止まる。息も止まった。


    　机に手をついた半裸の老婆の体に、同じく半裸の少年が覆おおい被かぶさっている。少年の小さな男根がしなびた老女の女陰に刺さったままの姿だった。首から上の頭部は綺き麗れいに消失していた。腹部から涌わきあがる不快感。


    　死体でアンヘリオが遊んだのだ。


    　赤い部屋のなかで、二人の首を捜す。横手にあった机の上に、老婆の首と子供の首が並べられている。無念の表情の二人の死者の顔に、眼球は存在していなかった。


    　横にある白い皿の上に、眼球が並べられていた。都合四個。視神経の糸が蝶ちよう々ちよう結びをされていたことに吐き気がするが、堪こらえる。


    　眼球の向こうに、少年の母親らしき女の死体があった。応接椅い子すに座らされており、手を膝ひざの上で重ねている。良き母親姿の首の断面から、鮮血が零こぼれている。頸けい部ぶのなかほどから上は、太さが合わない茶色い犬の頭部となっていた。灰色になった犬の瞳どう孔こうの焦点は、左右で合っていない。


    　女の傍かたわらには、犬が四つ足を畳んで侍はべっている。紅茶色の毛並みの犬の首から上は、逆に中年女の頭部となっていた。苦く悶もんの絶叫を放った瞬間で、女の表情は凍りついていた。


    　攻こう性せい咒じゆ式しき士しとして、俺は惨状や酸鼻な殺人現場をいくつも見てきた。死体の山、〈異い貌ぼうのものども〉の群れの食人、ザッハドの指先となった少年の猟奇殺人。


    　だが、桁けたが違う。


    　アンヘリオは手術のようにひたすらに生物の体を破壊し、飾っていく。統一された歪ゆがんだ美意識のもとに、死者を作っていったのだ。


    　瞬間の狂気や暴発なら理解できる。しかし、長時間の執しつ拗ようさで人体を破壊し、装飾できる精神が理解できない。殺人現場には噎むせかえるような濃密さで悪意が満ちていた。空気の分子ひとつひとつに、狂気と悪意が刻印されていた。


    　かつて見たリンドブルム同盟の金庫番殺しや、ハイダーテ一家やカンダハ・ナハ社の殺人は、時間がないから手加減していたのだ。これがアンヘリオの悪意と狂気だった。


    　血と死体から、ようやく目を逸そらす。息がようやくできた。吸って吐く。


    「イディス！」


    　俺は最後の希望を探す。ありもしない希望を求める。


    「イディス、どこだ！」


    　奥の壁を見る。赤い壁が広がっているだけに見えた。


    　なにが起こっているのか、理性が理解を拒絶した。時間とともに、視覚情報を脳が理解させられた。部屋の奥に、イディスらしき死体を見つけていたのだ。


    　それを死体と、イディスといっていいのかは分からない。


    　イディスという女の喉のど、胸板から腹部、そして股こ間かんまでを一直線で切り裂き、開いていた。同じように腕や太ふと腿ももや脛すねまでもが、死後に開かれていたのだ。


    　切り開かれた皮ひ膚ふを四方から全力で引っぱり、釘くぎで壁に打ちつけていた。さながら、人が一枚の布となっていた。


    　残酷な人体の展開図は、壁一面に広がっていたのだ。


    　頭部を捜す。開かれた死体の横にある棚の上に、イディスが安置されていた。染めた黒髪が額ひたいに垂れ、目は哀しみに見開かれていた。額から零こぼれた血が目に入り、涙と混じって頰ほおを濡ぬらしていた。


    「ああ」


    　俺の右足が一歩進む。血ち溜だまりを踏みしめる。左足、右足。イディスの頭部に駆けよる。ようやく自分のために女が死んだと、感情的に理解できた。


    「ああああ」


    　無意味な叫び。奥歯を嚙かみしめても、叫びが漏もれる。重い音。魔ま杖じよう剣けんを手放していたが、どうでもよかった。


    　視界が狭まり、世界が一気に暗くなる。あまりのことに呼吸困難になる。息が上う手まく吸えない。殺人者がまだ近くにいるかもしれないが、動けない。今の俺なら子供でも刃やいばを持てば簡単に殺せる。


    　イディスが死んだのだ。殺されたのだ。理由は、俺に好意を持って間違われた、それだけのことだった。


    　神聖イージェス教国からやってきたイディスにはいろいろな夢があった。大学に通って法律家となり、支えてくれた家族を養う。俺は応えられなかったが、どこかの男と平凡な恋をして、平凡に生きただろう。


    　すべては永遠に不可能となったのだ。頭部だけとなったイディスには不可能だ。


    　クエロと決別したときの、ジヴーニャと別れたときの、そしてアナピヤを失ったときの、アレシエルを失ったときの、感情が湧わき起こる。俺が好意を持つか愛したものが去り、無惨にも失われたときの、あの極大の悲しみだった。


    　イディスの首を見た瞬間から、哀しいというより痛い。実際にニドヴォルクに心臓を貫かれた経験があるから言えるが、近い痛みだった。


    　愛していなくても、善き人間を失うことは物理的に痛いのだ。心臓を刃で刺される痛みだ。


    　こんな無惨な死体をイディスは人に見られたくないはずだ。家族のおそらくは母に祖母、弟の死体も他人に見せたくないはずだ。


    　イディスと家族の人々は、丁てい寧ねいに棺ひつぎに収められて、綺き麗れいな遺体となって、みんなに哀しまれつつ送られるべきなのだ。壁に張りつけられているイディスの体も解放せねばならない。


    　彼女の首と体を戻そうと俺は壁へと両手を伸ばし、止めた。


    　開かれたイディスの死体のなかで、腕だけが、自らの腹部に向かっていた。右手には逆手に握られた魔杖短剣。


    　最初にして致命のこの一撃は、イディス自身の手によって腹部に向けられていた。左脇腹に根本まで深く突き立てられた刃やいばが、右へと動き、肝臓の上で止まっていた。左手は自らの心臓を摑つかんでいた。


    　不自然な死体を推理して、俺は理解した。


    　イディスは殺人者に命令され、自殺したのだ。事態から即座に推測できたのは、おそらくは取引。アンヘリオは腹を割いて内臓を引きだせば家族は助かる、とでもしたのだろう。


    　なにもしなければ家族は惨殺される。殺人者は取引を反ほ故ごにする可能性が高い。それでも〇％でないなら、極限の苦痛をともなうと知っていながら、イディスはわずかな可能性を選んだ。


    　彼女は殺人者の理不尽な要求を完遂しようとした。凄すさまじい愛と気け高だかさだった。勇気を出しすぎて英雄になるなと言ったイディスが、勇気を出しすぎて英雄になってしまった。


    「クソがああああああああああああああああああああああああっ」


    　イディスの首の前で、俺は激怒した。両手で自らを抱きしめる。左右の爪つめが十の棘とげとなり、自らの腕を抉えぐる。体が憤怒と憎悪と殺意で爆発しそうだったからだ。


    　イディスの気高い自己犠牲を破は砕さいしたアンヘリオを、俺は絶対に許さない。自己犠牲をさせた理由も想像できた。そのほうがより深く絶望と苦痛を与えて殺せるからだ。


    　アンヘリオの腐った精神を憤怒し、憎悪する。


    　自らの両腕の皮ひ膚ふを破る爪は、肉まで食いこんでいた。魔ま杖じよう剣けんを握ったままだったら、剣と咒じゆ式しきで周囲のすべてを破壊していただろう。


    　憎悪は嘔おう吐と感に等しかった。


    　同時に自分の罪も理解していた。俺が彼女の話を打ちきらずに引きとめていれば、イディスを救えたかもしれない。彼女を心配して夕ご飯に誘っていれば、イディスが、家族がこんな目に遭うこともなかったのだ。


    　最悪なことは、俺はこの家に来るまで、道を行く女の子の脚線美を見ていたのだ。


    　知らなかったとはいえ、イディスが極限の苦痛に耐えて家族を守ろうとし、誰かの助けを、奇跡を待っていた同時刻に、俺はくだらない女に色目を使っていたのだ。


    　未来を予想できないために起こった不幸な巡りあわせだ。それでも俺は自らを切り刻みたいほど憎悪していた。


    　万能の英知が俺にあれば、アンヘリオがジヴーニャに殺意を向けるかもしれないという勘違いが、さらにイディスに向かうかもしれないと予測できた。人間にはありえない神の知恵だが、それでも俺は自分になかったことを責めた。


    　無益な爪の自らへの拘束を引きはがす。


    「ああイディス」


    　女の頰ほおに指先が触れる。冷たい頰。流れる血には涙の熱さがあった。


    　磔はりつけにされた女を壁から下ろしてやりたくなり、右手が釘くぎに伸びる。死者を少しでも綺き麗れいにしてやりたいという優しい願いを、摑つかもうとして曲げられた五指を、空中で止める。逆らう右手を左手で摑み、全力で止めた。


    　イディスの無念を晴らすには、現場を完全に保存して、捜査の本職である警察に引きわたすべきだ。理性では理解しつつも、分離され開かれたイディスの首と体、無惨な死体を他人に見せることに耐えられなかった。


    「ガユス」


    　ようやく背後からギギナの声がした。ベイリックと警察士の足音が響く。


    「ガユス、これは誰にも防げなかった」


    　相棒の手が伸びたが、俺は手を掲げて拒否する。冷静になっていると分かったらしく、ギギナは動きを止めた。到着したベイリックたちも俺を拘束しようとしない。


    　冷静になって壁を見つめる。壁には血で描かれた署名があった。アンヘリオの署名だった。


    　俺の息が止まる。


    　乱暴な血の筆致で「殺人作法の十八に従い、左腕の代金をいただく。四人と一匹の命で我が左腕は回復した」と記されていた。


    　血の伝言には続きがあった。


    「途中で人違いだとは分かったが、遊びだ。ついでに約束は破っていない。腎臓か心臓を取り出せばこの場を去るという約束だっただけだ」と。


    　読んだ瞬間、感情が爆発した。位置的に体の前から腎臓を取りだせるわけがない。心臓を取りだしても、外へ出す前に人は必ず死ぬ。


    　アンヘリオは、最初から不可能な命題をイディスに与えていたのだ。


    　怒りだ。悲しみを圧する怒りが喉のどから噴出していた。窓ガラスを震ふるわせる絶叫が部屋に、外の夜にまで響いた。


    　アンヘリオは殺す。絶対に殺す。轟とどろくような怒りの声は止まらない。

  


  
    十四章　敗残者たち


    



    



    　老人や傷病者のような弱者の側にも置いてもらえず。


    　様々な少数者の側にも置いてもらえず。


    　異常者として罪を減じられることもない。


    　では、私のこのあってはならない衝動はなんなのだろう。


    
      　使徒カジフチによる決闘相手への問い　皇こう暦れき四八八年

    


    



    



    　部屋には重苦しい雰囲気が漂っている。


    「ここなら安全か」


    　マンションの一室に、十数人の人間が集まっている。俺とメッケンクラートの横手には、レンデンとドルトンが集っている。たいして広くもない部屋は、十三人の攻こう性せい咒じゆ式しき士しで混雑していた。


    　窓からは、郊外のイファン地区の街並みが見える。低層ビルの群れの先には、断だん崖がいのような壁が突き立ち、陽光を遮さえぎる。


    　エリダナを囲む城壁の外にいることに安あん堵どを覚える。


    　目線を室内に戻す。応接椅い子すに座った俺の背後にギギナが立つ。相棒は不機嫌そうに屠と竜りゆう刀とうを抱えている。


    　原因は分かっている。一連の事態は、ギギナの苦手な分野、俺が得意なはずの分野での敗北だ。イディスの死はアンヘリオの人違いだが、俺の精神を砕くだいてきた。現実は喜劇のような悲劇で溢あふれている。


    　低い応接机を挟んだ向かいの椅子には、背広姿のメッケンクラートが座る。横には突撃隊長のテセオンが腕組みをして座っている。金色の前髪を立てて、戦闘態勢だ。


    　二人の背後には、メッケンクラート一派が控える。左には、中年男のレンデンが座っていた。横には長身のドルトンが座る。糸杉のような長身だが、表情は気弱そうだ。他の咒じゆ式しき士したちは思い思いの椅子に座るか、立っている。


    　視線を外すと、部屋の奥にはチェレシアの弟と母と祖母が見えた。不安そうな弟を、母親が抱き留めていた。


    　自分たちが俺の関係で狙われると聞かされ、強引に家から連れだされたのだ。さらに同じ家族構成のイディスと一家が殺されている報道を見たはずだ。攻こう性せい咒式士など悪党にしか見えていないだろう。


    　それでいい。メッケンクラートの部下が気を遣って、チェレシアの家族を居間から別の部屋へと案内していく。


    　退出を見届けてから、俺は顔を前に戻す。一同に仕事の依頼主として話すべきだが、言葉が出ない。


    「アンヘリオに対する警備体制はどうする？」


    　言葉を失っている俺の背後から、ギギナが問いを投げた。


    「マーゴット一家は二日ごとに隠れ家を替え、我が社の人員で三交代制にして護衛をする」


    　メッケンクラートが手で背後を示す。咒式士たちが無言でうなずく。


    「基本的にはメッケンクラートの配備でいいだろう」


    　ギギナが確認した。


    　選んだ俺の目は間違っていない。メッケンクラートが護衛に失敗したのは、常識外れの強敵であるブーツォと不運が重なった一回だけだ。より慎重になったメッケンクラートに手抜かりがあるはずがない。


    　心はイディスの喪失で激痛に襲われているが、俺が進行させねばこの場は進まない。必死に平常心を装って口を開く。


    「急なことですまないな」


    「無意味な責任を感じて無理をするな、と言っても今はムダだろうな」メッケンクラートが告げた。「俺たちはなにも信義や仲良しごっこでやっているのではない。ガユスが払った金に対し、きちんと仕事をするだけだ」


    　それでも俺は無言で頭を下げる。メッケンクラートが続ける。


    「ついでに、護衛から俺自身を外したのは、戦力として使ってほしいからだ」


    「対アンヘリオ、対使徒戦にメッケンクラートが参戦するということか？」


    　意外な申し出に、ギギナが確認の言葉を発した。


    「そういうことだ。若手の武闘派であるテセオンもつけておく」


    　座ったままでメッケンクラートがうなずいてみせる。部下のテセオンは不満そうだったが、上司には逆らわない。メッケンクラートの顔は左に向けられる。


    「レンデンはどうする？」


    「俺はメッケンクラートと違って、ガユスとギギナを買っているわけではない」


    　左に座る中年男のレンデンが断言してみせる。横では副官で長身のドルトンが不安顔をしていたが、レンデンは続ける。


    「護衛には参加したが、アンヘリオなんて怪物と戦う気はない。悪気があって言っているのではなく、十一階かい梯ていと七階梯の俺とドルトン、それ以下の他の部下たちでは対抗できないのだ」


    「だろうな」


    　レンデンは歴戦の攻こう性せい咒じゆ式しき士しとして判断を下し、ギギナも同じだった。


    「だが、今回のアンヘリオは標的として大きい。なにせ特別捜査官と警察を翻ほん弄ろうする怪物だから、倒せばついてくる賞金と、なにより得られる名声が桁けた外はずれだ」


    　メッケンクラートが告げる。レンデンは椅い子すに背を預けて息を吐いた。


    「だから俺はアンヘリオ戦線には参加しねえと言っているだろうが。ドルトンも同じだ」


    　長身のドルトンは左右に高い位置にある顔を動かして、両者の議論を見ている。メッケンクラートが椅子から身を乗り出す。


    「レンデンよ、エリダナでも現実主義であるおまえの目で見て、エリダナで使徒を倒すと考えられるのはどこの事務所だ？」


    　眼力を問われて、レンデンが黙りこむ。


    「どこでもねえだろうな」


    　レンデンが判断を下した。


    「中小の咒式士事務所は論外だ。ヒュビインやドードデオン咒式士事務所、ガ・オン咒式士会にゴラエフ一家といった、実力派と武闘派が初夏の〈古き巨人エノルム〉の事件で頭あたまと主力を失った」


    「私とガユスもその場にいた」


    〈古き巨人エノルム〉は強大だったが、俺とギギナ、ラルゴンキン一派もいて、手痛い敗北だった。


    「竜討伐に出ず、エリダナに残る四つの中堅咒式士事務所は、それぞれ数十人の咒式士を抱え、そこそこ強い。それぞれの長おさは十三階梯になりかけている。だけども、話を聞くかぎり、それぞれ単体で、アンヘリオや同等の使徒たちに立ち向かえるほどではない」


    　メッケンクラートが息を吐く。


    「捜査力の本命は、特別捜査官と警察の合同本部だろうが、両者は協力しつつも足を引っ張りあっている。さらに俺の情報では、捜査員も制圧要員も増援されない」


    　報道から分析したのだろうが、皇都の事情によるハーライルたちの現状も予測している。メッケンクラートはこの手の分析が得意だ。


    「戦力の本命はパンハイマだろうが、アンヘリオがペトレリカ誘ゆう拐かいで封じた。使徒どもと同じくらいかそれ以上に、パンハイマ綜合警備保障のほうが危険な存在になっている」


    　レンデンの予測に、メッケンクラートがうなずく。


    「だが、この状況で俺たちが勝ちぬける可能性が、ひとつだけある」


    　中年男の言葉に、レンデンが渋い顔をした。


    「ギギナにガユスは総合戦力だけなら、中堅事務所にも匹敵する。そこに俺たちの捜査力とレンデンという実力者を足すと」


    　メッケンクラートが全員を見回した。中年男の眼には決意があった。


    「アンヘリオと使徒にも、三社共同でなら対抗できる」


    　メッケンクラートの言葉が、全員の耳から染みわたっていく。テセオンがうなずき、レンデンが考えこむ。ドルトンの眼には興奮の色。他の攻こう性せい咒じゆ式しき士したちの顔には、希望の色があった。


    　勢力均衡が固まりつつあるエリダナで、自分たちの活路を見つけたような表情だった。


    「ありがたいが」


    　感謝しつつも、結論を下す。


    「俺の私し怨えんが絡からむ私闘になってきている。そして報酬は今以上には出せない」


    「ガユスの知りあいが殺されたことには同情するが、善意からではない」メッケンクラートが言った。「吹けば飛ぶような攻性咒式士が生き残るには、アンヘリオと使徒という大きな標的を倒すことが一番だ。ここで動かないなら、いつ動く」


    「賭かけにすぎないな」


    　髭ひげ面づらのレンデンが腕組みしたまま言葉を切った。世間では逃げのレンデンと呼ぶが、元軍人で五十回以上も負け戦に参加して、死なずに帰っている歴戦の咒式士だ。


    　メッケンクラートが笑ってみせる。


    「ではレンデンは、アンヘリオに対してなにもできないから、ただ息を潜めてやり過ごすと？」


    「死ぬよりゃいい」


    　あくまでレンデンは乗らない。メッケンクラートも無理に押し出さない。


    「もういいだろうレンデン。死ぬまで街の隅で縮こまっているつもりか？」


    「やらないとは言っていない」レンデンが顎あご髭を撫なでながら言った。「メッケンクラートの案は悪くないが、死にたくないなら考えるべきだ」


    　レンデンの言葉に一瞬メッケンクラートが呆気あつけにとられたが、やがて苦笑する。レンデンも乗るしかないと分かりはじめているのだ。


    　カンダハ・ナハ社ですら自社の生き残りのために賭けた。アンヘリオに賭けざるを得なかったのは、エリダナのあらゆる場所で構造が定まってきているからだ。黒社会も、攻性咒式士の社会も同じだ。


    「賭ける前に、一個だけガユスとギギナに質問をしたい」


    　レンデンの眼には真剣さがあった。


    「頭あたまとしての度量を問う質問だ。先の〈古き巨人エノルム〉対四十二人の中小事務所の咒じゆ式しき士しとガユス、ギギナ、ラルゴンキンとの初戦をどう分析する？」


    　小太りのレンデンが問い、全員の視線が俺に集まる。テセオンが俺を笑っている。


    「あの敗戦はガユスやギギナが無能だったということだろう？」


    「町の不良程度の意見をここで出すな」


    　上司のメッケンクラートの声で、テセオンが首を竦すくめる。イディスの死から思考を切り替えるためにも、答えなければならない。


    「あの状況で〈古き巨人エノルム〉を全滅させられるかどうかは不明だが、半壊させることは充分可能だった」


    　俺の分析に、レンデンが太い顎あごでうなずく。俺は続けていく。


    「ラルゴンキンと俺にギギナ、四つの中小事務所と駒こまはそろっていたが、統一的に動いていたのは前の二者だけ。あとの四つの功名争いに引きずられて〈古き巨人エノルム〉の個の強さに、咒式士の個の強さで当たるしかなくなった。それゆえの無惨な結果だ」


    　後出しの知恵だが、俺にも分かっている。


    「前もって情報がない遭遇戦だったが、慎重さと強引さを持って、即席でも頭を用意できていれば、結果は違っていただろう」


    「ぎりぎりだが、いいだろう」


    　レンデンが満足そうにうなずく。戦術家のレンデンは、俺の答えを及第点としたらしい。


    「その答えが聞けたなら、俺たちはこの戦いにかぎってのみ、ガユスとギギナに少しだけ賭かけておく」


    「賭けではない。必ず勝つために組むのだ」


    　メッケンクラートが言って、レンデンが肩を竦める。室内の全員の総意だった。


    　話がまとまってきた。残る問題を全員が分かっていた。全員の注目が俺とギギナに集まっていた。俺は理で説得できるが、ドラッケン族で孤高を保つギギナの説得が問題だと誰もが分かっていた。


    「緩ゆるく協力関係にあるだけの咒式士たちだが、明確に組んでみてもいいだろう」


    　全員が驚きの目でギギナを見た。一番の難関は、このエリダナ随一の剣士の矜きよう恃じの説得だったが、あっさりと問題解決となった。


    「そう驚くな。向こうが集団で来ていて、捜査力が必要なときに、我が孤剣だけでどうにかなると思うほど私も愚かではない。私はどれほど戦闘だけだと思われているのだ」


    　ギギナが不満そうに告げた。


    「貴様らは情報を集めろ。戦闘になれば、私の援護をしていればいい。あとは屠と竜りゆう刀とうで片をつける」


    　傲慢な物言いだが、誰も反感は持たない。ギギナは咒式士すら怯おびえる〈長命竜アルター〉に〈大禍つ式アイオーン〉に〈古き巨人エノルム〉を斬きって、非公式には翼将とすら渡りあったのだ。エリダナでもっとも頼りになる前衛であると、室内の全員の評価が一致しているだろう。


    「重ね重ねすまない。今さらだが、今回の招集に来てくれ、チェレシアたちを守ってくれたことに感謝する」


    　俺は頭を下げておく。メッケンクラートやレンデンが恐縮するが、俺は頭を下げつづける。


    　イディスの仇かたきを取れる可能性が上がるなら、いくらでも頭を下げよう。俺の愚かさから起こった事態に、それくらいできなくてどうする。


    　俺はメッケンクラートの誘いを断ってきた。ジオルグ事務所としての決着がついていない以上に、俺が心から仲間と言えるのは、ジオルグにクエロ、ストラトスに、おまけでギギナの四人だけだ。


    　今でもそう思っている。だけど、個人の力では、アンヘリオや使徒には対抗できない。


    　メッケンクラートの計画は、情義もあるが、自分の生き残りのために俺とギギナとの連帯を考えている。俺も私し怨えんのためにメッケンクラートの計画を利用する。


    　仲間となれるかどうかは、そのあとでいい。あとがあるのかは分からない。


    　頭を上げて、俺は奥歯を嚙かむ。


    「話は終わりだ。それぞれ護衛と捜査と準備に動いてくれ」


    　言い捨てて席を立つ。メッケンクラートとテセオンと部下たち、レンデンにドルトンと配下たちも立ち上がって、それぞれの役割を果たすために別個の扉に向かう。


    　憂ゆう鬱うつになりながら、俺は横手にある扉に向かう。動きだす全員が俺を見ていた。これからもっとも辛つらいことに向きあう俺を見送ってくれている。声をかけないことが全員の親切だろう。


    「人は未来を予測しきることはできない」


    　ギギナの声だけがあった。


    「分かっている」


    　理解していても、俺は俺を責める。相手の人違いを、どこかで読めて手を打てたはずだと思っている。俺の様子に息を吐き、ギギナはレンデンとともに、出口へ向かっていった。


    　俺は逆の扉を開けて、廊下を進む。重い足取りだったが、責任を取らなくてはならない。


    　廊下の奧にある金属の扉の前に立つ。扉は冷たく、頑丈だった。


    　右手を掲げて迷う。なにを言う。迷ったが拳こぶしを固めて、金属の扉を叩たたく。


    　返答はない。さらに数回呼吸して怒りの言葉を待ったが、返事はない。


    「入るよ」


    　把手とつてに手をかけて回す。鍵はかかっていない。扉を開くと、質素な部屋が広がる。寝台ベツドに空の本棚。メッケンクラートが用意した、依頼者の安全確保用の部屋だった。


    　強化ガラスの窓辺の前にある椅い子すに、チェレシアが座っていた。


    　机に左肘ひじをついて、手で顔を覆おおっていた。


    　悲痛な光景だった。派遣高級娼しよう婦ふの間で、チェレシアとイディスが特別仲良しだったわけではないが、同僚の死だ。そして自分と間違えられ、イディスは一家で殺害された。原因は俺だ。話を避けるわけにはいかない。


    　室内へ俺は足を進める。座るチェレシアの傍かたわらに立つ。


    　チェレシアがようやく手から顔を解放する。黒い瞳が俺を見ていた。潤んだ瞳には悲しみと恐怖があった。


    「イディスのことはすまない」


    　言葉を整理して出すことができない。


    「君と君の家族を危険に巻きこみ、強引な手段に出たこともすまない」


    　俺の言葉は空中に虚しく響いた。謝罪になんの意味があるのか。


    　チェレシアの黒い目は俺を見ていた。そして目を伏せた。


    「違うの」


    　女は首を左右に小さく振る。


    「イディスのことは哀しい。いっしょに働いていた女の子が、ガユスの側そばにいて、そしておそらく好きだったために殺されたことは哀しいし、悔しい」


    　チェレシアの恐怖と罪悪感を誰が責められるだろうか。殺されるはずの自分が生き残ったのは、同僚が身代わりとなったからだ。


    　原因は俺がアンヘリオと対決したことにある。


    　俺は残虐非道な連続大量殺人犯を倒そうとした。攻こう性せい咒じゆ式しき士しとして善きことをしようとした。だけど結果は知人の、俺に好意を抱いてくれた優しい女性の死を呼んだ。


    「君の責任ではない。あれは人違いだった」


    「違う」


    　座ったままで、チェレシアが首を振る。


    「だから違うの」


    　女の黒い目には恐怖があった。


    「あなたが来て事情を説明してから私の心を占めていたのは、もっと別の恐ろしいことなの」女の声は暗かった。「イディスが死んだことも悲しいけど、もっともっと浅ましくて醜いことばかり考えていた」


    　チェレシアがまた俺を見上げた。


    「愛するものが狙われたと聞いて、あなたは」


    　チェレシアの黒い目には縋すがるような激情があった。今まで見たことがないチェレシアの闇やみ色の目だった。


    「私と前の恋人であるジヴーニャさんと、どちらの護衛依頼を先に連絡した？」


    　問われるのは分かっていた。同時に、絶対に聞いてはならない問いだった。


    　俺は自らの愛するものが狙われるという魔女の情報で、チェレシアと前の恋人ジヴーニャを咄とつ嗟さに思い浮かべて護衛を依頼した。チェレシアは俺の天てん秤びんはどちらにあったかと問うている。


    　悪いのは俺だ。チェレシアの前で、何度も前の恋人を思い出す姿を見せてしまっている。隠したつもりだが、男女心理の専門家とも言えるチェレシアには、俺の揺れが推測できていただろう。いくらチェレシアに包容力があるといっても、人間には限界がある。


    　チェレシアが唇くちびるを嚙かみしめる。俺は前に出て、座るチェレシアに右手を伸ばす。


    「酷ひどいことを言っているのは分かっている。だけど、だけど」


    「愛しているのは君だ」


    　できることは、バカみたいな言葉とともに女を抱きしめることだけだ。両腕に力を込めて、椅い子すに座るチェレシアを抱きしめる。


    「チェレシアを愛している。信じてくれ」


    　女の体の熱が、今は冷えたように感じた。


    　自らの言葉を確認するように、俺は腕のなかのチェレシアを見た。チェレシアは腕のなかから俺を見上げた。


    　言った俺が自らの言葉を信じきれていない。心のすべてがチェレシアにあるとは断言できないのだ。


    　俺は前の恋人、ジヴーニャと深く長くつながっていた。楽しいこと、嬉うれしいこと、辛つらいこと、哀しいこと、すべてがあった。クエロによって傷ついた俺を、ジヴーニャが人間へと平凡さへと連れもどしてくれた。


    　一方でチェレシアを愛していることも本当だ。チェレシアも俺を救ってくれた。


    　俺の心よ、全力でチェレシアを愛せ。アナピヤの悲劇を繰り返すな。自らの心を自らがどうにもできないなど、不具合がすぎる。


    　俺が抱きしめても、チェレシアの手は返してくれない。椅子に座ったチェレシアと立っている俺は、ただ肌が触れあっている他人にも思えた。


    　二人は黙っていた。複雑な事情と感情を言葉にできない。なにを言えば、なにをすればいいのか、俺にもチェレシアにも分からない。


    「教えて」


    　自らの衝動を抑えきれないように、チェレシアが動く。椅子から立ち上がりつつ、右手を伸ばす。求めるのは俺の上着の裏にある携帯咒じゆ信しん機だ。気づいた俺は総毛立つ。


    　俺は避けるように、部屋を下がる。チェレシアの手は意地になったように携帯を求める。俺は部屋を後退しつづけ、女は追ってくる。チェレシアの疑問を解決するには携帯を見せればいい。だけど、それはできない。


    　部屋の中央で、俺はチェレシアの右手を左手で摑つかむ。続く左手を右手で止める。チェレシアと俺はそこで止まっていた。くだらない男女の修羅場だが、本人たちは必死だ。


    　チェレシアの目にある猜さい疑ぎ心が消えた。代わりに宿るのは後悔の色だった。


    　女の手と腕から力が抜けた。腕が落ち、膝から床に崩れ落ちるチェレシアを支える。俺の腕のなかで、チェレシアが震ふるえていた。


    「ごめんなさい」


    　伏せられた黒い目には恐怖。俺も多く感じる、自らの醜さへの恐怖だ。


    「怖い。私は、同僚のイディスの死を悲しむより、あなたに愛されているかどうかを知りたかった。怖い。なんて浅ましい、醜い」


    　チェレシアの声は震ふるえていた。


    　結論は出ていた。俺の行動で分からないほうがおかしい。


    「それでも」


    　俺は必死だった。


    「君を愛している」


    　よりにもよって繰り返しの言葉だった。今の俺は、愛という言葉を棒っきれのように振りかざした子供にすぎない。当たればチェレシアを傷つけるだけの愚かな棒だ。


    　誇り高きイディスの死と悲しみを前にして、俺とチェレシアは色恋沙汰に右往左往している。人の死やエリダナの状況を考えれば、くだらないにもほどがある。バカバカしいが、それだけに深刻だった。


    「こちら、こそ、ごめんなさい」


    　チェレシアを落ち着けるために、椅い子すを手で引きよせる。一気に疲労したチェレシアを導いて座らせる。


    　座ったチェレシアは顔を伏せて無言。嚙かんでいる唇くちびるは、泣くのを堪こらえているのだろう。イディスの死を前にし、愛に執着する自分が泣くわけにはいかないと、全身で耐えているのだ。


    　双方が互いに愛しあっていても上う手まくいかない。時間だ。時間が欲しい。傷ついた心を整理する時間。二人でいる時間。とにかく時間が欲しい。


    「チェレシア」


    　可能なかぎり、優しい声を出す。舌と喉のどの全力だ。


    「チェレシア、聞いてくれ」


    　伏せた顔をあげてもくれない。チェレシアにも余裕がないのだ。俺にもない。


    「俺はイディスの仇かたきを取る。必ずアンヘリオを倒す。そしてすべてが終わったら、二人で少し休もう。旅行にでも行こう」


    「ダメよ！」


    　跳ね上がった女の顔には、新たな恐怖があった。


    「アンヘリオだけはダメ。どれだけあなたが強くても、心がない怪物には勝てない！」


    　実際にアンヘリオの脅威とすれちがったチェレシアの両手が、俺を摑つかむ。


    「死なないで、もう誰も私の近しい人が死んでほしくない！」


    　黒社会の高級娼しよう婦ふであったとしても、チェレシアは殺し殺されの世界に触れたことはない。誰が自分の愛するものが死ぬことに恐怖しないというのだ。


    　俺は〈異い貌ぼうのものども〉と多く戦ってきた。強大で恐ろしい相手だった。一方で、どれだけ強大で恐ろしくあっても、自分の苦痛と命で対たい峙じするだけでよかった。最悪でも、自分が死ねばいいと覚悟ができる。


    　アンヘリオは違う。相手の弱みを狙う、人間としての恐ろしさがあった。黒社会の組織も同じようなことをするだろうが、交渉を引きだすためのもので、取引の余地がある。


    　アンヘリオと話しあうことなどできない。〈金剛石の殺人者〉は、損得を計算できる知性がありつつも、最終的には投げた硬貨の裏表や賽子さいころの出目で決めるように殺す。まさに精神の怪物、悪竜のような存在だった。


    「だが」


    　今なら俺は心の底から言える。


    「アンヘリオを倒すことは、誰かがやらないとならない。それも俺がやらないと、自分を許せる機会がなくなる」


    　他の誰にも譲れない。チェレシアも引き留めることを止やめて、黙っている。世界のどこにでもある攻こう性せい咒じゆ式しき士しと女の光景だ。


    　すべてが上う手まくいって事件を解決したとして、二人の関係の解決になるとは思えない。二人の問題から目を逸そらすために向かう戦いなのかもしれない。


    　いくら待っても、チェレシアの返事がない。時期は悪いが、俺はチェレシアを安心させたい。思い出した。チェレシアに渡すはずだった指輪がある。


    「だから」


    　手の動きと同時に携帯が鳴る。今、このときにだけは連絡が欲しくなかった。


    　小箱ではなく携帯を取りだし、見ると、ハーライルからだった。さらにヴィネルにナテッロと、次々に文書通信が届く。思わす舌打ちしたくなる情報の羅列だ。


    　総合すると、予想したように、アンヘリオが俺の監視に使っていたカンダハ・ナハ社の情報屋の死体が見つかっていた。死後数日。アンヘリオは自らに辿たどりつく痕こん跡せきを徹底的に消している。大胆不敵な異常者のくせに妙に頭がまわり、恐ろしく慎重だ。


    　さらに俺が行かなくてはならない場所の情報が来ていた。チェレシアと関係を修復する時間は、すでにない。


    「エリダナに出てくる。イディスの葬式だ」


    　問題から逃げるように、俺は立ち上がる。逃げた先は別の問題が待っているが、今この場の問題よりは楽だ。俺に続いてチェレシアも席を立つ。


    「君はここにいてくれ。アンヘリオが狙ってくる可能性が高い」


    「でも」


    「分かってくれ。君を守りながらアンヘリオと戦うことはできない。俺の力では、どちらかだけしかできない」


    　チェレシアの表情に納得はない。


    　俺は背中を見せて、部屋の外に向かう。チェレシアの視線が背中に刺さるが、振り返らずに扉を後ろ手に閉める。


    　外で待っていたメッケンクラートの部下に、チェレシアのことを任せるように目で指示を出す。相手がうなずく横を通りすぎていく。


    　俺が死因となったイディスの葬式に出る必要がある。一方で、あの場から逃げだしたい気持ちもあった。今はチェレシアと向かいあうことが怖い。


    　頭の中身は、混乱しきっている。物語のように順序良く、解決できる順で来てほしいと、無力な子供のような願いが出てきてしまう。


    　今となっては、パンハイマの情報が忠告であったのかどうかも疑わしい。チェレシアとジヴーニャを救うきっかけだったことには感謝する。同時にあの魔女は、電話一つで俺とチェレシアの関係に大きな亀き裂れつを入れた。偶然だと思いたい。思いたいが、どこまでも信じられない。


    　自動昇降機エレベーターを降りて扉を抜け、マンションの外に出る。低層ビルの峰の先に、エリダナを難攻不落とさせてきた高い城壁が見えた。


    　俺の前は戦場。背後は修羅場。笑うしかないほど、すべてが行き詰まっている。


    　視線を戻すと、路上に停とめた車の傍かたわらでギギナが待っていた。銀の目が俺を見ていた。


    「軟弱眼鏡、別名良性腫瘍のガユスよ。戦場に戻るぞ」


    　手が示すのは、壁の先のエリダナだった。


    　相棒の遠慮のなさが、今はありがたい。俺の苦境はいつものことだ。


    　二人で車に乗りこみ、発進する。


    



    



    　高く分厚いエリダナの城壁の外、イファン地区には低層ビルが並んでいた。


    　ビルの群れのなかに、ラルゴンキン社所有のマンションがあった。八階の冷たい廊下を、女が進む。


    　亜麻色の髪を後方になびかせ、ジャベイラが紙袋を抱えて歩んでいた。


    　廊下を進み、突き当たりの扉の前で止まる。紅茶色の目は素早く周囲を警戒する。安全を確認して扉の鍵を開ける。連なる音とともに扉が開かれて入室。即座に扉を閉める。扉は見かけ以上に分厚く、内部に仕込まれた七つの鍵が閉められる。室内側に鍵はなく、扉の内部で厳重に閉める特殊な部屋だった。


    　物が倒れる音。前方の室内の廊下に扉が倒れて、跳ねる。扉の上に手が伸びる。手に続いて、肩と青年が這はいでてくる。


    　床に這う橙だいだい色の髪の毛。長い耳に三連の銀環ピアス。アルリアン人の青年は、イーギーだった。青い水晶の瞳に苦痛の色を浮かべて、右手を前に伸ばしていく。


    「助、けてジャ、ベイラっ」


    　床からイーギーが叫ぶ。壁の陰から美しい足が伸びて、青年の背中に下ろされる。イーギーが床に叩たたきつけられて息を吐く。


    　イーギーを踏みつける足に続いて、スカートに包まれた腰、くびれた腰と豊かな胸を持った胴体が壁の陰から出てくる。揺れる白金の髪の下には、息を切らした半アルリアンの女の美しい顔があった。頰ほおは上気して赤味を帯びている。右手には金属製の花か瓶びんが握られていた。


    　緑の目が、廊下の先、玄関に立つジャベイラを見据える。ジャベイラの視線が上から下へ、踏まれたイーギーを見つめる。


    「わりと長いつきあいだが、実はそういう趣味だったのか？」


    「違うって！」


    　イーギーが両手を床について跳ね起きる。踏んでいたジヴーニャが後方に退く。イーギーは手と足で床を這はって逃げて、ジャベイラの隣に立つ。


    「油断したら縄を解いて逃げたらしく、いきなり後頭部を花か瓶びんで殴られた。腕力で抑えるわけにもいかず、こうなったんだよ」


    　イーギーは左手で後頭部を押さえながら、必死で弁明をする。ジャベイラが顔を動かすと、イーギーの後頭部に瘤こぶが見えた。


    「で、音速の刃やいばを見切る、十二階かい梯ていにも達する華か剣けん士しがどうやったら油断するわけ？」


    　ジャベイラの問いがイーギーの横顔に投げられる。青年は苦い顔。


    「え？　いやその」イーギーが口ごもる。「あの女を椅い子すに縛っていたんだけど、両足の動きでスカートを捲まくしあげてきたから目を逸そらしたんだ。そしたら背後から」


    　イーギーの右手がジヴーニャを指さす。


    「あいつ、いやらしい！」


    「おまえ、そんな油断、子供向け漫画に出てくるアホの悪役でしか見たことないぞ？」


    　ジャベイラは呆あきれ顔になるしかなかった。


    「だってさ、ラルゴンキンの親父おやじが竜討伐の遠征に出ていって、居残りでこんな仕事だなんてやる気が」


    「だからこそ我らはエリダナの置き石として戻されたんだよ。ラルゴンキン所長の読みが見事に当たっているじゃないか」


    　ジャベイラの手刀がイーギーの頭に軽く落とされる。よりにもよって瘤に当てられ、呻き声とともにイーギーは屈みこむ。息を吐いて、ジャベイラは前に視線を戻す。


    　前方では、ジヴーニャは花瓶を両手で威い嚇かくするように肩口に掲げていた。唯一の逃げ道である玄関を二人に塞ふさがれているため、暴力で切り開こうとする決意の目だった。


    「言っておくけど、イーギーと私が本気を出したら、あなたが百人いても止められるし、千人いても殺せるよ？」


    　紙袋を抱えたまま、静かにジャベイラが告げた。茶色い眼には冷たい厳しさがあった。ジヴーニャが間接的に少し囓かじった熱砂の国の格闘技や、手に持っている花瓶など、十二階梯の光こう幻げん士しと華剣士の力の前には無意味だった。


    　無力を理解しつつも、ジヴーニャは花瓶を下ろさず臨戦態勢をとっていた。


    「知りあいだと思っていたけど、これどういうこと？　家に無断侵入して私を誘ゆう拐かいして監禁するって訳が分からない」


    　廊下でジヴーニャが怒りの声をあげる。


    「言っておくけど、うちは身代金を取れるような家ではないですよ？」


    　女の剣幕に、ジャベイラの吐く息はさらに重くなる。


    「あのさ、前の会社では一応先輩後輩だし、金に困っているわけでもなし、身代金目当ての誘拐をするわけないでしょうが」


    　ジャベイラが事情の解説を始める。


    「だから昨夜から言っているように、これは護衛。一秒の猶予もなく、エリダナから脱出させる必要があったの」


    「そうだそうだ」


    　ジャベイラの陰から復活したイーギーが同意する。ジヴーニャの翡ひ翠すいの目に分析の色。


    「一秒の猶予もない護衛ということは、誰かが私の命を狙っている。そして先輩とイーギーさんは誰かに依頼されて動いている。敵と依頼主は誰？」


    　ジヴーニャの問いに、ジャベイラが黙る。信義のために告げる。


    「それは言えな」


    「あー待って待って」ジヴーニャが額ひたいに右手を当てて考えこむ。「ジャベイラ先輩とイーギーさんはエリダナ有数の腕利きで、二人を傭やとうほどの敵は、現在のエリダナでは、報道で見たアンヘリオと使徒たちくらいしかいない」女の推理が連結していく。「アンヘリオと使徒が私を狙う理由はない。となると他の誰かの関係で私が狙われている」


    　ジャベイラとイーギーの顔に苦々しさが出てくる。鋭すぎて誤ご魔ま化かせない。


    「アンヘリオや使徒と、エリダナの攻こう性せい咒じゆ式しき士しは敵対している。おそらく自分を傷つけた咒式士への復ふく讐しゆうのために、私が選ばれた。私を守るために高位咒式士を傭うほど、関係が深い咒式士となり、言えないとなると」


    　深い翡翠の目が、ジャベイラとイーギーを見据えた。ジヴーニャの瞳には悲しい理解があった。


    「あの人ね」


    　ジヴーニャの直線の問いに、咄とつ嗟さにイーギーは目を逸そらした。ジャベイラは三度目の深い溜ため息いきを吐く。


    「分かっているだろうが、私からは明言しないよ」


    「私が勝手に推理しただけだから、先輩に責任はありません」


    　ジヴーニャは花か瓶びんを持つ手を下ろした。


    「だから私は、ジヴーニャは察しが良すぎるから、黙っていても意味がないとあいつに言ったんだけどね」


    　ジャベイラの言葉には、年下の男の優しさを哀れむ色があった。


    「どうして？　二人を傭うほどの高額な報酬を払って、なお自分の依頼だとは黙って誘ゆう拐かいさせるなんて」


    　廊下にジヴーニャの声が虚うつろに響く。


    「なぜ言わないの！」声が跳ね上がる。「どうしてこんな不器用なことをするの！」


    　自らの叫びに押されたかのように、ジヴーニャが一歩下がる。二歩下がり、膝ひざが崩れる。廊下に腰が落ちた。


    　手を離れた花瓶が廊下の絨じゆう毯たんを転がって、壁に当たって止まる。


    　ジヴーニャは白い両手で顔を覆おおう。両手の間から激情を堪こらえる嗚お咽えつが漏もれる。イーギーは泣いている女に耐えられず、前に出ようとするも、体の前に手が掲げられた。


    　イーギーを制止したジャベイラの顔に慈愛が溢あふれる。女が前に進む。イーギーは男女の機微が分からないため、進むことができなかった。


    　ジャベイラは嗚お咽えつする後輩の前に片膝ひざをつく。紙袋を傍かたわらに置いて、女の左手がジヴーニャの右肩に置かれる。半アルリアン人の女の肩が少し震ふるえていた。


    　ようやくジヴーニャが顔を上げると、二人の顔が出会う。ジヴーニャの緑の瞳からは涙が零こぼれる寸前だった。


    　ジャベイラは二児の母の眼まな差ざしで後輩を見た。


    「分かってやってくれ。これはあの眼鏡なりの配慮なんだよ」


    　優しく諭すような声だった。相手の名前はあえて出さない細かい配慮があった。


    「情報の鮮度から言って、あなたが殺される確率は低かった。だが、可能性は皆無ではなかったのだ」


    　常にない真剣な声で、ジャベイラが知りあいがしたかったであろう代弁を重ねる。


    「今の恋人の手前、あいつはおまえを守るために駆けつけることはできない。だけど心配で心配で、あいつは自分の将来のための資金をすべて注ぎこんだ。現在の恋人との不和を招くとしても、そうしたんだ。無料でも動く私たちを、わざわざ金を使ってね」


    　ジャベイラが優しく笑う。


    「だけど、以前の恋人である自分に守られるとおまえは傷つく。おまえが前に進む邪魔になる。だからこそ、このめんどくさい配慮をしたんだよ」


    　ジヴーニャは自分より長く生きた女性の先輩からの言葉を聞いていた。


    「器用なはずなのに、不器用すぎる」


    「私には、あなたもあいつも、両方同じに見えるよ」


    　ジャベイラの手がジヴーニャの頭に差しのべられる。幼子を慈しむように、白金の髪を指が撫なでる。ジャベイラの唇くちびるが動く。


    「だからジヴーニャ、あなたは今でも」


    　咄とつ嗟さにジャベイラは口を閉じた。自らの失言に気づいてしまったのだ。


    　意図を理解したジヴーニャの緑の目が大きく広がって、そして伏せられた。


    「分かっている」


    　長い睫まつげの下、閉じられた目からは、大粒の涙が零こぼれた。涙は小さな清い滝となって頰ほおを伝わり、顎あごに達する。


    「分かっている！　だからこそ！」


    　ジヴーニャの叫びが、廊下に谺こだました。傍らに屈かがんだジャベイラは、若い女の叫びを黙って聞いていた。


    　イーギーは廊下に背を預けて、目を閉じた。


    「あの赤毛眼鏡がルップフェットなのは、俺でも分かる」


    　唇は苛いら立だちを吐いていた。


    「あいつは本当に大馬鹿で、アルリアン人式に言わせてもらえば、ルップフェットだ」


    



    



    　二〇メルトルもある分厚い壁の穴と検問を抜け、エリダナに出る。日射しが眩まぶしいが、すぐに明順応で慣れる。車窓から湿気を含まない爽やかな秋風が車内に吹きこむ。俺には関係ない。


    　携帯を取りだす。加速板アクセルを踏みつつ、携帯の短縮番号を押す。車内に呼びだし音が続く。角を曲がるときに、ようやく相手が出た。


    「ヴィネル、まだアンヘリオの情報は入らないのか？」


    　俺の問いに、情報屋のヴィネルが詰まる。


    「エリダナ中の人間が賞金目当てで探しているが、まだ見つからない」


    　残念そうな声をヴィネルが出す。


    「地下迷宮に隠れている線が強いらしいが、物資まで運びこまれているなら、敵は地下迷宮から出ては、自由に祝祭とやらの殺人をし、また地下に潜る作戦ができる。ガユスが倒すなら、アンヘリオの犯行と同時に襲撃するしかな」


    「早く見つけろ！」


    　携帯を強引に切る。車内には沈黙。ギギナの銀の眼が俺を見ているのが分かる。


    「凄すごい顔になっているぞ」


    　ギギナの指摘で後ろ見の鏡を見る。俺の顔は殺意の塊となっていた。目は吊つり上がり、唇くちびるからは犬歯が覗のぞいている。


    　ただただイディスを奪ったアンヘリオが憎かったのだ。今回の失敗は、かつてのフリューの死よりも重い。俺はアンヘリオに伝わる黒社会の誤情報と勘違いまで予測したのに、イディスを死なせた。知恵が足りなかったのだ。


    「貴様らしくもない顔だ」


    「なに、単に正義の味方となっているだけだ」


    「それなら、やはり凶悪犯罪者と見分けがつかぬ」


    「ははは、ギギナにしては正確な認識だ」


    　爽やかな笑みのいつもの俺の顔にしておく。爽やかさなどあったことがないが、外面などいくらでも繕つくろってやろう。


    　ハーライルのように、逮捕などする気はない。絶対に殺す。アンヘリオを殺す。夢を追ってエリダナに来たイディスと、遺族である彼女の家族はもう誰もいない。ならば俺が復ふく讐しゆうするただ一人の生者だ。


    「法律が、賞金首となった連続大量殺人犯を殺すことを許可している龍りゆう皇おう国こくで生まれたことを、これほど感謝したこともないね」


    「気持ちは分かる、とは言わない」


    　エリダナを進む車内にギギナの声が響く。


    「憎悪は四し肢しの力となり、殺意は前に進む力となる」ギギナは横顔を見せたまま、俺を見ることもなく告げた。「ただし、後衛である貴様の脳が冷静でないなら、私は貴様をいつも以上に使えないと見なす」


    「分かってはいる」


    　現代において攻こう性せい咒じゆ式しき士しは集団戦闘を必須とする。活劇のように一芸に秀でたものが集まるのではなく、高度に専門化しつつも、ある程度は前衛と後衛が双方の役割を兼ねる。


    　それでも後衛は攻性咒式士の集団の思考の要だ。前衛が突撃して突破口を開き、盾たてとなる間に、後衛は強大な火力の攻性咒式を放つかを常に考える必要がある。ならば、俺がイディスの死とチェレシアのことに冷静さを失ったままで、強敵を前にしたならば、即死だ。


    　車を走らせつつ、強引に冷静さを取りもどしていく。いつまで続くか分からないが、二人の間で司令塔役を続けておこう。メッケンクラートやレンデンたちも上う手まく使わねばならない。


    「分かっている」言葉を重ねておく。「哀しみと後悔はあとで、嫌というほどすることを予約してある」


    　自らに言い聞かせる。安易ではあるが、崩れ落ちそうになる自分を奮いたたせるには、それしかない。アレシエルに、アナピヤのときと同じだ。強い怒りという興奮剤で哀しみを塗りつぶす。


    　行動せずに死者のために無意味に嘆き、自らを責める快感に酔うような甘えた弱さは、すべてを撃破したあとでいい。


    「今はもうなにも言うまい」


    　ギギナが軽く息を吐く。


    　目的地が近くなり、俺はギギナの見透かしたような態度に反論することもなくなる。ギギナも無言となる。車は建物の間の道を進み、徐行して角を右折する。


    　アンヘリオ事件であるため、司法解剖が最速で終わったイディスの葬式は、教会ではなく公会堂で行おこなわれていた。報道陣が殺到し、警察が公会堂の前で押しとどめていた。さらに耳が早い近所からの数十人の見物人がいた。


    「これなに？　事件？」と若い男女が事情も知らずに携帯で写真を撮っていた。


    　アンヘリオによる、法科大学の留学生で高級娼しよう婦ふの殺人は、下世話な人間の下世話な興味を集める。分かっていても悔しい。


    　混雑を避けて、通りの反対側に車を停とめる。降りて、公会堂に向かう。報道陣と野や次じ馬うまの壁を避けて、内部が見える場所を探す。


    「葬式を教会でしないのか」


    　ギギナが不思議そうに言った。俺には理由が分かっている。表向きは同じ十字教徒でも、イディスが分派のイージェス教徒だからという理由にしているだろうが、違う。高級娼婦の葬儀を、教会が拒否しやがったのだ。


    　憎悪が再び沸ふつ騰とうしそうになるが堪こらえる。誰にも事情があると分かりつつ、勇気ある異国の女を葬ほうむれない教義など信じない。


    　激情を堪こらえつつ歩いていき、公会堂を囲む鉄てつ栅さくに到達する。両手で鉄栅を摑つかんで、敷地の内部を見る。


    　敷地の内部、教会の墓地の前には黒い喪服を着た男女が数人ほど並んでいた。質素な棺ひつぎは四つ。イディスと母に祖母に弟の棺ひつぎだ。横にある小さな箱は犬用だろう。


    　イディスは他に親族がいない。高級娼しよう婦ふであったことが報道されたためか、一家の知人は参加していない。


    　参加しているのは、殺されたイディスや家族の死を本当に悼いたんでいる人間たちだけだ。もちろん悼んでいる演技で来るものもいるだろう、と余計なことを考える自分を好ましいとは思えない。


    「またあなたたちも来ているわけ？」


    　報道陣の間から撮影機を構えた巨乳、ではなくアーゼルがやってきた。


    「事件あるところに、攻こう性せい咒じゆ式しき士しありだね」


    　立ち止まると乳が揺れる。いつもなら絶景だが、今はなんの感情も抱いだけない。


    「そんなところだ」


    　知りあいの葬式だと言わないだけの冷静さを取りもどしていた。写真機を首から提げたアーゼルの隣には、本格的な撮影機を構えた男が立っていた。


    「あ、彼はミルド。エリダナのエリシュオン局の撮影技師で取材の相棒」


    　ミルドが頭を下げる。


    「言っておくけど、恋人とか勘ぐらないでよ？」


    「分かっている」


    　俺が苦笑しておくと、アーゼルは憤然とした態度だ。ミルドのほうは少し残念な顔となる。突っこまれる前に、話を逸そらすためだけの問いを投げておく。


    「新聞だけでなく、報道局とも組むのか」


    「報道の頂点、ピュレーイ賞を目指すためにいろいろとね」アーゼルが写真機のレンズを現場に向け、止めた。「それにしても、エリダナでは人が死にすぎる」


    　視線の先、葬式の前に立つ警察の制止も熱心なものではなく、時折背後に目を向けるだけだった。


    「アンヘリオや使徒の来襲で、エリダナがまた物騒になってきた。記者としては腕を発揮できるのだけど、遺族のことを考えるとやはり複雑な気分になる」


    　アーゼルは何度か事件の報道の現場で揺らいでいた。


    「俺の知りあいだったんだ」


    　思わず言って俺は後悔した。女の顔色が変わる。


    「あ、被害者の一人がガユスの」女の顔は自責の念に溢あふれていた。「ごめんなさい」


    「いや、いい」


    　思わず言ってしまったことで、責めていることになった。会話も失敗続きだ。


    　アーゼルは俺にそれ以上の問いを発しなかった。見知らぬ第三者の悲劇には報道人となれるが、俺に対しては無理だったのだ。


    「じゃその、あれだから、仕事に行くね」


    　後ろめたさを抱えたアーゼルが言った。俺が普段のような乱暴さを演じて手で追いはらうと、ミルドとともにアーゼルは取材に向かっていった。


    　目を戻す。鉄てつ栅さく越しに、公会堂での寂しい葬式が続いていく。


    　やりきれなさから眼を逸そらすと、右には敷地を囲む鉄栅が続き、遠くに老人が立っていた。


    　派遣娼しよう婦ふの元締めであるポレポネも、直接の参加はできなかった。ただ遠巻きにして参列していた。留学生であるイディスの葬式代を誰が出したか気になったが、これで分かった。


    　ポレポネも、高級娼婦の同僚たちも同じだ。死を悼いたむ場に来ることすら許されない。


    　俺も許されない。ただ頭の悪さの結果を嚙かみしめにくる必要があった。


    　声が響き、眼を葬式に戻す。閑散とした葬列の前で、神父とも牧師とも思えない喪服の男が葬儀のために祈りの言葉を唱えていた。喪服の人々が棺ひつぎに花を献じていく。あとは共同墓地まで運ばれて、イディスと家族は人々の記憶から消える。


    　俺の手が伸びて、鉄栅を摑つかむ。


    　葬式は慣れない。テュラスの従兄いとこの消防士の葬儀の前を通ったときも、元生徒であったフリューが狙撃で殺されたときの葬儀も、ジオルグの葬儀も、親友だったヘロデルの出られなかった葬儀も。そしてアレシエルの葬儀もだ。これだけ人の死に触れて、人を殺して、まだなにも分からない。イディスの死体を見て、触れても分からない。


    　昨日話をしたあの女が死んで、永遠に話すことも触れることもできない。いつしかその不在に慣れるが、また新たな死が来るごとに子供のように驚いている。


    　握った鉄の棒が軋きしむ。


    　こんな無惨な死を量産し娯楽とするアンヘリオや使徒とは、いったいどんな思考なのだ。


    　見物に飽きたらしい野や次じ馬うま二人が、考える俺の横を通って背後に去っていく。


    「本当はアンヘリオの仕業に見せかけて、情夫の攻こう性せい咒じゆ式しき士しとやらが殺したのだろう」


    「被害者は高級娼婦らしいしな。殺されても仕方ない。屑くずには屑の死に方だ」


    　鉄栅に弾はじかれるように、俺は背後を振り返る。中年男二人の笑顔に感情が沸ふつ騰とう。


    「てめえら、今なんと言った！」


    　抜かれる魔ま杖じよう剣けんの柄頭を、ギギナの左手が止めていた。


    　俺とギギナに、野次馬が硬直している。目を見開いて、動きが取れない。自分の言葉が死に直結したことに、驚きとともに恐怖している表情だった。正門前の野次馬の一部が俺を見た。展開がなくてつまらないらしく、また無表情に葬儀の見物に戻る。


    　ギギナが目で示すと、二人の野次馬は慌てて逃げだしていった。


    　分かっている。市民に攻性咒式を使えばただではすまない。クソみたいな言葉を吐いた二人は、すでに街の雑踏に消えていた。


    　家族のために命を懸けたイディスを貶おとしめる資格など、誰にもない。どこにでもある悪意に苛いら立だつ。冷静になれと理解したつもりでも、実際には無理だ。


    「分かっている。使徒も市民もどこも変わらない」


    　俺の力とギギナの剛力が拮きつ抗こうし、やがて自ら抜きかけの刃やいばを収めた。息を吸って、吐く。もちろん激発した俺も、使徒とたいして変わらない。


    「これでいい。俺の殺意がきちんと確認できた」


    　俺はその場から去ることにし、止まる。


    「君は参列しないのかね」


    　左に続く鉄てつ栅さくの前に、ポレポネとはまた別の老人が立っていた。


    　くすんだ緑色の鹿しか撃うち帽ぼうに同色の長外套コート。老人の右には獰どう猛もうそうな黒犬が侍はべっていた。左には長毛種の白犬が四つ足で立っている。右肩には赤い子犬が乗っている。老人の腰には狩猟用の魔ま杖じよう剣けんが二振り見えた。


    「ああ、すまない。死者の関係者のように見えたものでな」


    　鉄栅の先の葬儀を見ていた目が俺を見た。雪のように白い眉まゆ毛げの下に、哀しい灰色の目があった。死者を悼いたむより、死そのものに憤いきどおるような目だった。


    「関係者ですが、参列できません」俺は素直に返答しておく。「今はまだ」


    「そうか。事情も分からず、いらぬことを言った。老人のお節介だと思ってくれ」


    　老人は背を向けて、歩道を進む。犬たちも続く。報道も野や次じ馬うまも、俺たちからは遠い。


    「あなたはイディスの関係者で？」


    　俺は思わず老人の背中に声をかけていた。


    「イディスの親族なら、一言謝罪をしておきたくて」


    「違うが、君と同じようなものだ」振り返った老人の錆さびた声が響く。「殺人者に親しいものを殺されたものだ」


    「それは」


    　俺は返す言葉を失う。


    　老人の左右にいる黒犬と白犬が、心配そうに主人を見上げる。老人が腰を屈かがめ、左右の手で、それぞれの犬を撫なでる。黒と白の犬が舌を出して喜ぶ。肩の赤犬も舌を出して老人の右頰ほおを舐なめる。


    　老人も俺も、それぞれの死者を持っていた。犬たちを撫でる老人の皺しわ深ぶかい顔には、慈父の優しさがあった。


    「だが、儂わしは哀しみを抱くだけで終わる気はない」


    　自らの言葉で、老人の内部から膨ふくれあがる感情があった。放射される感情が、俺に触れる。肌がささくれる感覚。無目的な量子干渉が全方位に放射され、肌を刺すような感覚を生んでいたのだ。


    「ガユス、その老人は」


    　隣に立つギギナが圧おし殺した声をあげる。


    　路上に屈む老人から放射されるのは、咒じゆ力りよくだった。凄すさまじい感情は咒力となり、咒力は刃やいばとなって押しよせ、ギギナほどの剣士が思わず屠と竜りゆう刀とうの柄つかに手をかけていた。


    「こいつは」


    　ギギナは使徒と勘違いしたのだろうが、俺には薄々正体が分かりはじめていた。


    「儂わしは許さぬ。〈ザッハドの使徒〉どもを許さぬ。息子と孫を殺したアンヘリオを許さぬ」


    　ギギナの誤解も一瞬にして解けた。俺は問いかける。


    「ご老人も〈ザッハドの使徒〉に？」


    「アンヘリオに息子と孫を殺された」声は嚙かみしめるように発せられた。「失礼な言い方になることを許してほしいが、君の知りあいであるイディスさんが、まだかわいいと思える殺されかただ。最悪の殺されかただ」


    　老人の横顔が悲しみから、また再沸ふつ騰とうする。俺とギギナに圧力が風となって押しよせる。


    「あのクソ殺人者は息子に自らの子供を殺させた。殺させてさらに食わせた。儂の孫をな。そのあと息子も殺された。その息子は、いや言う必要もないか」


    　言を止めた灰色の目には、殺意と憎悪が凝固していた。道路には老人の怒りが充満していた。俺はなにかを言おうとして口が開かない。モーフィースやペネロテ姉妹の殺意など、この老人に比べれば子供のお遊びだ。人は、ここまで人を憎める。


    　張りつめた空気のなかで、犬たちが小さく鳴く。一瞬で老人の顔から鬼相が去る。元の柔和な顔となり、鬼気の放射が突然消失する。空気の圧力が減ったように、俺は前へ一歩足を踏み出して、倒れることを防ぐ。


    　道路から老人が立ち上がる。


    「君たちがアンヘリオを追うように、儂も追っている。邪魔だけはしてくれるな」


    「ここへ俺たちが来ると知っていて、待ち伏せをしていたわけですね」

  


  [image: ]


  
    　俺は唇くちびるを引きむすぶ。老人が四角い顎あごを引いてうなずく。


    「同じ立場のものとして、哀悼の意を捧げに来た。同じエリダナでアンヘリオを追うものだけに、先に断っておきたかった。君の仇かたきでもあるだろうが、アンヘリオの首だけは譲れない」


    　老人の言葉で、俺は確認したくなった。


    「あなたは、ロレンゾですね」俺は推測を口にする。「ザッハドを逮捕した伝説の咒じゆ式しき士し、ロレンゾ・ホルヘイゾだ」


    　老人の白しら髭ひげの下の唇くちびるは沈黙。間を置いて開かれる。


    「そう呼ばれていた時期もあった」


    　静かな肯定。俺と、そしてギギナの目も老人にそそがれていた。


    　大陸の名だたる咒式士がそれぞれ竜のような強さがあっても、追跡術に関しては、ロレンゾが最高峰とされる。


    　なにより殺人王ザッハドを逮捕したその一事で、ロレンゾ老の名は大陸に響いている。犬使い、猟師とさまざまな異名を持つ。


    　ロレンゾの追跡術をハーライルとの共著で記した本は、街の攻性咒式士の必読書となっている。俺も駆けだしのときはロレンゾの本を読みこんだ。今でも読みなおすときがある。


    　俺とギギナは、民間の賞金稼ぎの最高峰である人物と向かいあっていたのだ。自称が信じられたのは、先ほどの鬼気だ。並の攻性咒式士ではない。俺の胸にも届かない小柄な老人だが、あきらかに格が違う。無意識のうちに居住まいを正す。


    「俺はあなたの論文を読みました。咒式狩猟と都市犯罪者への分析は、賞金稼ぎとして参考にしております」


    「五十年を越える儂わしの狩猟と犯罪者追跡の経験談を、ハーライルがまとめただけにすぎぬ」


    　ロレンゾは背中を見せる。小さな背中の左右に、犬たちが侍はべる。左を向いた目は、葬儀会場を見つめる。途端に四角い横顔に鬼相が戻る。


    「今は単なる復ふく讐しゆう鬼だ」


    「ロレンゾさん、あなたが警察やかつての仲間であるハーライルと協力してもらえれば」


    　エリダナを覆おおう血の暗幕に一筋の光が射したように思えた。


    「かつてザッハドを逮捕した二人が組めば、大きな優位となる。俺たちが出る幕など消えるが、事件が解決する」


    「できぬ」


    　即答で俺の言葉が両断された。乾いたロレンゾの唇が嚙かみしめられる。


    「ジョナスを殺し、アンヘリオの報道を見てエリダナに来た。ウブシュシュを殺し、刑務所で復活していたモーフィースも殺した」


    　絶句する事態だ。俺とギギナが一人を逮捕し、パンハイマがようやく一人を倒している間に、伝説の咒式猟師は、指先一人と使徒と祭司を倒している。とんでもない速度と強さだ。


    　しかし、ロレンゾはエリダナ刑務所を破ってモーフィースを殺している。司法の徒であるハーライルとともに進む道は、すでに断たれていた。


    「なぜ」


    「君と同じだ」ロレンゾは断言した。「アンヘリオや使徒に逮捕など生なま温ぬるい」


    　ロレンゾは背中を見せて、歩きだす。黒白の犬もついていく。右肩の赤犬が俺たちを振り返り、小さく鳴いて、老人の視線と同じく前に向きなおる。


    　伝説の攻こう性せい咒じゆ式しき士しが相手だろうと、言っておかないとならない。


    「俺もアンヘリオを譲る気はない。あいつはイディスの仇かたきで恋人の命を脅おびやかす」


    「邪魔をしなければ、怪け我がをせずにすむ」


    　老人の背中は小さくなっていく。ハーライルに報告すべきだと思ったが、止やめておこう。復ふく讐しゆうの念で動いている同類だからこそ、ロレンゾは俺に話をする気になったのだ。


    　老人の姿が、雑踏に消えた。


    　会見は終わった。俺は車に戻る。右からギギナも車に乗りこむ。


    　イディスの葬儀は簡素に終わり、四つの棺ひつぎとひとつの箱が参列者によって担ぎあげられていた。報道陣が写真を撮って、光が炸さく裂れつする。


    　共同墓地の墓穴に向けて、陰気な行進が開始される。ギギナが俺へと視線を送る。


    「ロレンゾは、敵ではないが味方でもない。老猟師の参戦で、エリダナはさらに訳が分からなくなるな」


    「ハーライルに警察、パンハイマに街の賞金稼ぎにロレンゾと全員を出しぬいて、俺がアンヘリオを殺す。使徒も殺す」


    　言い捨てて車を発進させ、敷地を回りこんでいく。車は葬儀会場を背後に残して、エリダナの街へと走りだす。


    　早く来い、〈ザッハドの使徒〉ども。全員殺してやる。すべて倒して、チェレシアとの関係も解決してやる。


    　殺意に支配されていると、携帯が鳴る。ヴィネルだった。


    「先にも電話したばかりだろうが」


    　即座に出ると、立体光学映像のヴィネルを示す仮面が揺らぎ、戻る。


    「前回とは違って、妙に冷静だな」


    「冷たい怒りというやつだ」俺は笑みさえ浮かべている。「怒りと憎悪が行きすぎてね。もはや笑いすら出てくる」


    「そんなガユスに、残念な速報が届いた」


    「なんだ？」


    　さらなる不運があるなど、信じられない。


    「確度は今確認中だが、エリダナにおける、ザッハドの収監場所が漏もれている」


    「なんだと」


    　走る車内で、俺とギギナの声が重なる。互いに嫌な顔をしたが、驚きは仕方がない。


    「ギギナと同じ反応が恥ずかしいので、冷静になれたよ」少し皮肉が戻る。「場所はどこで、情報漏ろう洩えいはいつからだ」


    　ヴィネルから位置情報が送られてくる。近い。


    「こちらが知ったのは今だ」ヴィネルが続ける。「これはどうも操」


    　最後まで聞かずに俺は携帯を切り、車を走らせる。


    　全力疾走だ。携帯でハーライルを呼びだす。呼びだし音以前につながらない。ベイリックにも連絡をしてみる。同じく不通。


    「まずいな」


    「こちらも通じない」


    　ギギナのほうも体内通信が不通だった。ザッハドの居場所が漏もれているのに、特別捜査官と警察が動けていない可能性がある。警察署に連絡する前に、場所を押さえる必要がある。


    　さらに車を加速して、車列を追いぬいていく。


    　アンヘリオや使徒たちと、決着のときだ。


    



    



    　エリダナに夕方の赤が落ちていく。


    　赤に染まっていくオリエラル大河の西岸、オリエラル海浜公園に塔が立っていた。


    　ベルモンティアヌス・ガガルモント・オセデク時計台と呼ばれていた塔は、最上部が吹き飛び、青いビニールで覆おおわれていた。ビニールを支えるために、工事用の鉄骨や鉄管で、足場が組まれていた。


    　鉄骨の細い頂点に人影が立つ。ノルグム人の小柄な体を包むのは、豪ごう奢しやな赤と白と黄色の天鵞絨ビロードの布地に、金糸銀糸が縫ぬい取りされた衣装。長い裾すそや袖そでが風に揺らめいている。頭部からは、同じ意匠の長い円筒状の帽子がそびえている。


    　高い襟えりの間にある首からは、銀の数珠が連なって下がる。首飾りは、胸の前で奇妙な十字印を飾っている。十字の印に、光翼派にある翼や光輪派にある光こう背はいもなく、啓示派のように御み子こも飾られていない。十字印の全体に金属の荊いばらが絡からみついて、輪を作っている。


    　十字教徒でも中世に異端とされた、コプラット派の司教の衣装と印だった。現代においてすでに絶えた中世の司教の姿で外にいる姿は、正気に見えない。長い帽子の下にある丸い目は、魚類のように爛らん々らんと輝いていた。


    　鉄骨の頂点に、さらに魚が直立した祭司となったようにも見える、非現実的な光景だった。


    　隣に立つ鉄骨の上にも人影があった。


    　先の小柄な影より、倍ほども高く、針金のように細い影だった。比ひ[image: ]ゆではなく、白と黒に塗りわけられた棒によって手足と胴体ができていた。上にある頭部は、白と黒が入り交じる巨大な球体となっている。


    　人間ではない〈異い貌ぼうのものども〉は鉄骨の上で、浮遊している。極彩色の異端の司教と白黒の風船頭が並ぶ、異常な光景だった。


    「すでに使徒を作る使徒、祭司たるウブシュシュがここエリダナの海浜公園で倒れた」


    　小柄な極彩色の祭司が、空に告げる。


    　視線の先には、オリエラル海浜公園の突堤が見下ろせる。突堤は根本から折れて、展望台ごと大河の水面に沈んでいた。周囲には進入禁止の帯が張られている。


    　祭司の言葉にも、傍かたわらに浮遊する棒のような禍まがつ式しきは反応しない。風船頭を揺らして浮遊しているだけだった。祭司はよく通る声で続ける。


    「となれば、八人の祭司のなかでも、エリダナに駆けつけた私が、この〈慈愛のジン・グエン〉だけが次の祭司となる資格がある。今回の近年最大の祝祭を執とり行おこなわなければならない」


    　ジン・グエンが左手を掲げて、豪ごう奢しやな袖そでが揺れる。太く短い指には青や緑や赤の宝石を宿した指輪がいくつも嵌はまる。


    　掲げられた指先が怒りを込めて曲がり、空中を摑つかんだ。


    「ザッハド王を捕まえた、あのロレンゾが来ているなら、ウブシュシュが集めた使徒ですら全員無事ではすまない」


    　祭司の予測にも、風船頭は空に漂っているだけ。


    「ウブシュシュだけではなく、モーフィースやペネロテ姉妹の次女がすでに倒れた。さらにもう一人も参加前に倒れた。稀まれに見る血の祝祭となっている」


    　ジン・グエンの言葉に返事はない。呆あきれた目で横に浮遊する禍つ式を見る。


    「エミレオの書に封じられた〈異い貌ぼうのものども〉にしても〈審判のエルフェニス〉は愛想がなさすぎるな」


    　派手な司教の帽子の下で、ノルグム人は息を吐く。掲げられた左手を戻して、腰の後ろに回される。


    　審判のエルフェニスは、それでも反応しない。風に吹かれて、風船頭を揺らして沈黙のままで浮遊している。感情も欲望もなく、無機質な機械のような存在にしか見えない。


    「〈大禍つ式〉でも、生存本能や理性があるものだが、おまえはなにもない。まさに審判を下すだけの存在だ。それがいい」


    　ジン・グエンは前に視線を戻す。眼前には、エリダナの光景が広がる。夕方の街には、照明が灯ともりはじめていた。


    「高い所に昇って宣言する異常者と思われるよりはいい」


    〈異貌のものども〉を無視して、ジン・グエンが再び左手を前に掲げる。指輪がいくつも嵌る指に握られたのは一冊の本。皮の表紙を鎖くさりが縦横に縛って、錠前が閉じていた。


    　エミレオの書の一冊〈審判のエルフェニス〉が封じられた本体だった。


    　光のなかで、異端の祭司が微ほほ笑えむ。


    「なによりも大事なことは、ザッハド王の玉座の場所が判明したことだ」


    　ジン・グエンの呼びかけで、本が開かれ、両開き頁ページが青白い光を放つ。青い光の文字の洪水だった。


    「血の祝祭の開始を告げよ」


    　光が眩まばゆいばかりに溢あふれる。咒じゆ印いん組成式が紡つむがれていく。光は空中に散り、ジン・グエンの周囲を飛ひ翔しようする。傍かたわらに立つエルフェニスが、体を震ふるわせる。輪の頭部が振動していた。光の渦は〈審判のエルフェニス〉の頭部を目指していた。光の洪水が頭部の周囲で渦となる。


    　発光する膨ぼう大だいな組成式に組成式がつながり、巨大な咒じゆ式しきが構成されていく。夕方の光景に反する青い太陽のようになり、足下の鉄骨から塔の最上部や中腹を淡く照らす。光がジン・グエンの頰ほおから左半身を青白く染める。


    　祭司の右手が掲げられていた。指先が示すと、エルフェニスの頭部で渦となった光が爆発。


    　不可視の咒じゆ力りよくは、量子干渉の波動となってエリダナの茜あかね色の空を走っていく。電波のようにビルに、住宅に、大通りに、路地裏に降っていく。


    　咒式師や咒式士たちが持つ携帯咒信機が、一時断線した。感度がいい機器は混線して、謎なぞの信号を吐きだす。


    　ジン・グエンは右手を振る。奇抜な姿をした指揮者のように、宗教音楽に耳を澄ます司教のように、波動の広がりを楽しんでいた。


    　指先に従うように、強力な量子干渉の波がエリダナの隅々にまで広がっていく。


    「すべての使徒は、ザッハド王を奪還せよ。私がその場を用意してやろう」


    　夕闇迫るエリダナの街角を進む武闘家の本が、中年女と巨体の男の本が、暗くら闇やみに潜む人影の本が、ビルの上に立つ仮面の闘牛士が持つ本が、路地裏にいる二人の少女の本が、地下迷宮で男が持つ七冊の本が、それぞれ発光した。


    　エルフェニスが放つ青白い光の柱が弱まり、細くなっていき、すぐに消失した。


    　塔の上にある鉄骨から、祭司と〈異い貌ぼうのものども〉の姿は消えていた。

  


  
    十五章　罠わなと罠と、そして罠と


    



    



    　世界にはきれいでかわいい、本物だけがあればいい。


    　そのきれいでかわいい本物の私たちが、バカで間抜けで貧乏で汚い偽物の人間を殺して、なにが悪いわけ？


    
      　ペネロテ姉妹の犯行声明　皇こう暦れき四九六年

    


    



    



    　夕日の射す雑居ビルの奧、工場跡地にある傾斜の底に俺とギギナが立つ。


    　横にはメッケンクラートとテセオン、レンデンとドルトンが立っている。


    「初の合同作戦か」


    　奇妙な成り行きに笑っておくしかない。


    「到達者級の咒じゆ式しき士しのお手並み拝見だな」


    　積層甲かつ冑ちゆうに、腰に魔ま杖じよう斧ふを差したレンデンが苦笑している。太い右腕は魔杖鎚ついを握り、右肩に担いでいた。


    「大丈夫ですかね？」


    　ドルトンは長身を防刃服で包んでいる。両手で魔ま杖じよう槍そうを頼るように握り、鍔つば広ひろの帽子の下では、気弱そうな茶色の目が左右を見ている。俺は最後に右を見る。


    「その服、なんだよ？」


    「東方の戦闘服だよ、知らねーのかよ」


    　テセオンは背中に魔杖長刀を背負っている。この季節に長外套コート。表面には赤や黒で長い蛇へびや文字が描かれている。長い蛇みたいなのが、伝聞や文献で知った東方の竜だと分かる。東方の字で読めるのは、背中のなんたら上等とか、天上天下なんとかとか、左右の袖そでにある特攻なんたらとか、佛血なんとかと並んでいるあたりだ。


    「服にあるのは宗教っぽい言葉だけど」俺はテセオンから少し距離を取る。「宗教関係者？」


    「んなわけねーだろ」


    　俺が問うと、テセオンが懐から櫛くしを取り出して、前髪を立てる。


    「これが東方の勇猛な戦士の正装らしいんだよ」指で長外套コートの各所の文字を示す。「それぞれ喧けん嘩か上等に天てん上じよう天てん下げ唯ゆい我が独どく尊そんに佛ぶつ血ち義ぎ理りだよ」


    「ええと」俺は情報を総合して考えてみる。「熱狂的な宗教関係者？」


    「だから違うっていってんだろうが。いや俺も詳しくないけど、そうだと東方から来た爺じいさんが教えてくれたんだよ」


    　俺もそうだが、テセオンもそれほど東方に詳しくないようで、正確なところが分からない。


    「お笑いごっこはそこまでにしておけ。それぞれ私の足手まといだけにはなるな」


    　ギギナの指摘に、レンデンが苦笑。ドルトンが竦すくみあがる。立てた前髪を揺らして、テセオンが魔杖長刀に手をかける。


    「心配は分かるが、私が鍛えて二年で、あれでもうちの特攻隊長だ」


    　メッケンクラートが吸っていた煙草を懐から取りだした灰皿に入れ、戻す。


    「捨てないのか。ご丁てい寧ねいなことだ」


    「攻こう性せい咒じゆ式しき士しでも慎みを忘れずに、さ」


    　兜かぶとの面めん頰ぽおを下ろしながらのレンデンの突っこみに、メッケンクラートが笑う。テセオンも気勢をそがれて長刀から手を戻す。気弱なドルトンは、場が収まって胸を撫なでおろしている。


    　首を返すと、五人の眼前には、高台の岩の壁。岩肌には、赤錆さびが浮いた金属の扉が設置されていた。


    　エリダナに何千か所もあるとされる、地下迷宮への通路だった。


    　赤錆の扉の把手とつてには、鎖くさりがかけられ、封鎖されている。ウォルコグラ地下街は、入ることを禁じられている地区だった。ギギナが秀麗な顎あご先で封鎖された扉を示す。


    「誰かが通ったあとが見えないが、この地下でいいのか？」


    「この通路は封鎖されているが、別の出入り口が六つある。捜査官たちはそこから入ったのだろう」


    　俺は知覚眼鏡クルークブリレで地図を確認していく。ドルトンも確認していた。


    「では、我らも地獄巡りを楽しむか」


    　ギギナは腰に差した屠と竜りゆう刀とうの柄つかを右手で握る。抜いた柄を回転させながら上げていき、背中の刀身に連結。頭上で長大な屠竜刀が掲げられる。


    　テセオンが口笛を吹いて、見事な抜刀術を冷やかす。


    　無視してギギナが足を一歩踏みだすと、背後から遠い爆音。俺は振りかえって、音の発生源を探す。ビルの峰に囲まれて、見えない。全員が振りかえる。


    「列車事故だな」


    　ギギナの声が上から降ってきた。瞬時に飛ひ翔しようして、見渡しのいい工場の庇ひさしに摑つかまり、視覚増幅咒じゆ式しきを使っていた。俺も知覚眼鏡クルークブリレの望遠機能を使用する。


    　白煙は、エリダナを囲む高い高い壁からだった。エリダナの外から内部へとかけられた高架線路が建物の間を抜けている。事故地点を探す。


    　高架線路が砕くだけ、短い列車がビルの谷間へと落下していた。おそらく列車に乗っていたほとんどの人間が助からない。爆音がもう一回。右へと首を振ると、高層ビルの間にまた別の細い白煙が見えた。


    「連続爆破事件、か」


    　レンデンがつぶやく。歴戦の咒式士が俺を見た。


    「この時期にエリダナで爆破事件が起こるというなら、使徒の仕業に決まっているな」


    「進むか、戻るか」


    　上からギギナが問う。決まっている。


    「おそらくは使徒による陽動だ。今はザッハドを奪還させないことが最優先だ」


    　俺たちの前に、ギギナが着地する。足を畳んだ姿勢で、屠竜刀が縦横縦横と振られる。


    　出入り口を封鎖する鎖くさりどころか、扉が長方形に切断される。岸壁の内部の通路へと金属板が倒れていく。通路の闇やみから吹きあがる、埃ほこりっぽい地下からの空気。


    　ギギナが立ち上がる。一団で通路の闇へと足を踏み入れ、切断された扉を踏む。外からの赤い夕日が、通路を照らす。緩ゆるやかに下っていく坂が見える。人間用の通路についていた照明はすでに電力供給が切れ、通路の先は暗い。


    　ギギナの屠竜刀の先に、生体変化系第一階位〈螢明ネミノン〉の青い光が灯ともる。ルシフェラーゼ酵素による淡い光を頼りに、一団は暗い坂を下りていく。突き当たりで自動昇降機エレベーターがあったが、当然電力が止まっていて意味はない。


    　隣に坑道の縦穴が見える。一人ずつ金属の梯はし子ごを延々と下りていく。使いにくい通路だから閉鎖されたのだろう。長い梯子を下って、また傾斜の通路が続く。


    　傾斜していく道の最後は、外からの灯あかりが照らしていた。


    　ギギナが照明咒式を消して、通路を出ると、地下にあるビルの谷間に出る。俺とギギナは無人となったビルの間を進む。メッケンクラートにレンデンたちも歩んでいく。


    　ビルとビルの間の道は狭い。薄暗い通路の足下には岩の破片が落ちていて、壁に手を当てて乗り越えていく必要がある。


    　両側の壁は薄汚れ、十数年前に流行した映画の広告が貼られている。建物やビルの窓はほとんど破れていた。


    「寂さびれまくっているな」


    　テセオンの感慨とともに、一団が通りに出る。二車線しかない小さな通りだった。アスファルトの上にも、岩の破片がいくつも落下している。大きな岩は、二階建ての建物ほどで、完全に道を塞ふさいでいる。いくつかの巨岩はビルや建物の上に落ち、屋根を砕くだいて倒壊させていた。


    　足下には、赤錆さびを浮かせた自転車や、空き缶や瓶びんが転がっている。


    　建物と建物の間が近い。狭いビルの谷間の底から見上げると、青い空も流れる雲も、太陽もない。


    　五〇メルトルも上にある天井は、すべて分厚い岩盤に覆おおわれている。岩の天井は全面が青白い光を放っている。岩の面に陰極と陽極に電圧がかかって、電子と正せい孔こうが輸送層を通過し、発光層で結合。励起状態から基底状態に戻るときに発光する原理だ。


    　地下迷宮にたまにあるが、大昔に去った今でもエリダナの地下全体に電力を通している〈古き巨人エノルム〉の咒じゆ式しき照明装置だ。


    　エリダナの北東部にある、地下迷宮の一角は、高さ五〇メルトルもある吹きぬけで、淡く光る大空間となっている。ビルの先に見える大空洞の壁までの幅と奥行きは、数百メルトルしかない。


    「長くエリダナに出張で来ているが」ギギナの銀の瞳が周囲を見回す。「こんな場所は知らぬ」


    「かつて〈古き巨人エノルム〉と使役される巨人族が作った大空間を、人間が利用してウォルコグラ地下地区としていたが」俺は足下の錆さびた空き缶を爪つま先さきで突く。「度重なる落盤や、使い勝手がいい通路の先の先にある大空洞が繁栄したため、今は寂れて無人の地区、というわけだ。ま、ヴィネルの情報の受け売りだ」


    「負の観光案内をする解説眼鏡もご苦労なことだ」


    　ギギナの皮肉を聞きながして携帯を取りだすと、通信ができない。地下の廃街であるため、電波もなにも通じていない。


    「核弾頭並みに危険なものを隠すには、忘れられた廃街が都合いいわけか」


    　行くぞ、といいかけて、周囲には四人の咒式士しかいない。消去法で、ドルトンの長身が消えていたことに気づく。上司のレンデンを見る。


    「ああ、ドルトンはちょいと準備でとある場所に待機させてある」


    　レンデンの言葉に、ギギナはとくに気にしない。レンデンが、一団のなかでは腕が落ちる副官に気を利かせたのだろう。


    　再び一団は、地下街のビルとビルの間の谷底を進んでいく。


    　路地を抜けると、前方に広がるのは、地下街の奧にある大空間。底にある高い壁の先にそびえるのは、鈍にび色いろの四角い建物。四階建てというより、一辺二〇メルトルほどの立方体に見える。コンクリや岩石ではなく、金属による建造物だ。


    　前方の光景に、テセオンの口が開いている。


    「なんだあれは？」


    「ヴィネルからの情報によると、ウォルコグラ金庫というらしい」


    　携帯の地図についていた情報を思い出す。


    「改装によって、四方の大穴に人間用の窓や出入り口、内部には床が作られて四階建ての保管会社、ウォルコグラ金庫になったそうだ。今は会社が倒産して、廃棄されている」


    「〈古き巨人エノルム〉の大きさを考えると、数人が入れるだけの建造物だ。元々の用途が想像できぬな」


    　ギギナが言うように〈異い貌ぼうのものども〉の考えはさっぱり分からない。巨大な金庫の壁に向かって、ビルの谷間を歩いていく。メッケンクラートやレンデンが背後を固め、警戒して進む。


    「今思えば、ハーライルの処置がいい方向に出たな」


    　歩きつつ、俺は前方を見据える。


    「もしエリダナ西刑務所にザッハドを収監していれば、ロレンゾの襲撃を受けていた」


    　ギギナが不敵に笑う。


    「そこでロレンゾがザッハドを殺して片が付いていれば、エリダナと大陸にとって幸運だったかもしれぬな」


    「法的手続きを無視するなよ、不法存在」


    　本心ではギギナの案も悪くないと思っているが、一応は指摘しておく。


    「言っておくが、俺法廷では、ギギナが息をして歩くことも猥わい褻せつ罪と定義しているからな」


    「ガユスという無産業廃棄物はどの曜日に捨てればいいのだ？」


    　二人で言葉を投げあいつつ進む。メッケンクラートは横で苦笑している。俺とギギナは咒じゆ式しき士し事務所にしてはまとまりがない。真ま面じ目めにしておくか。


    「話を戻そう」


    　俺は壁に向かって地下街を進む。


    「地下街にあったウォルコグラ金庫は、ザッハドの隠し場所としては盲点だ」


    　俺は特別捜査官の思考を追っていく。


    「〈古き巨人エノルム〉が作った金属製の建造物のために、恐ろしく堅固だ。砲弾咒式であっても、連発しないかぎり外壁を破ることすら不可能だ」


    「防御を考えるなら、ルルガナ内海という天然の防壁がある、エリウス刑務所島のほうが万全のはずだ」ギギナの声にも疑問の色。「なぜ、長い歴史で一人しか脱獄者を出さなかったエリウス刑務所島を選ばなかった？」


    「俺もそこが引っかかっている」


    　歩きつつも、推測を重ねる。


    「たしかにロレンゾに破られたとはいえ、エリダナ西刑務所のほうが人員も設備もある。刑務所島はもっと安全だ。無名の地下街を使う利点と、どちらが上と判断したのか」


    「ハーライルの真意は分からぬが、特別捜査官にしては迂う闊かつな気がする」


    　互いに疑問を投げていくと、高い壁の前に到着した。周囲を見回すと、左側に落盤があった。落ちてきた岩塊によって、人間が作った強化コンクリの壁が崩れていた。天井を支えていた鉄骨まで落下したらしく、垂直に長く突きたっている。


    　廃はい墟きよの周囲には、雪原のような沈黙。警察車しや輌りようも警察士も特別捜査官も存在しない。


    「本当にここにザッハドが収監されているのか？　ヴィネルって情報屋が情報の裏取りに失敗したとしか思えないが」


    　魔ま杖じよう長ちよう刀とうを鞘さやごと右肩に担いだテセオンが、疑いの声を出す。


    「いや、そんなはずはないのだが」


    　答える俺も、同じような疑問の目で金庫の跡地を眺めている。


    　ドラッケンの戦士の右手は柄つかを強く握っていた。


    「おそらくは」


    　ギギナが抜き打ちで刃やいばを縦に一いつ閃せん。飛ひ翔しようしてきた黒い投とう槍そうの群れを弾はじく。見上げると、背後のビルの屋根から飛翔してくる影の群れ。


    　急降下してきた魔杖短槍の一撃を、ギギナやテセオン、レンデンが受ける。衝撃音と火花。俺も魔杖剣を抜きつつ、急降下を避けて転がる。正確な追い打ちの刃を魔杖剣で弾き、後方に飛ぶ。重い一撃で手が痺しびれる。


    　拮きつ抗こうするギギナと空中の攻こう性せい咒じゆ式しき士しの刃が軋きしる。ギギナが剛力だけで押しかえし、甲かつ冑ちゆう姿の襲撃者が後退して着地。


    　ギギナと背中合わせになり、俺は魔杖剣を構える。テセオンが魔杖長刀を振って間合いを取り、メッケンクラートとレンデンが防御陣形を取る。


    　襲撃してきた咒式士が、メッケンクラートたちを襲った二人と合流し、俺たちを包囲する。


    　四人は軽量高硬度の積層甲冑で全身を包んでおり、魔杖短たん槍そうを右手に握り、盾たてを掲げている。四方から緩ゆるく右へと動いて包囲網を作り、咒式士たちは組織的な動きを見せる。


    「こいつら、強いぞ」


    　魔杖剣を掲げたまま全員に注意を喚起。刃を受け止めた俺の手がまだ痺れている。一流の前衛による重い斬ざん撃げきだった。相手の魔杖短槍は艶つやを消し、鎧よろいの表面や盾は光沢を消すために黒く塗られている。兜かぶとの下の面めん頰ぽおの下にも黒い覆面で、徹底している。


    「装備に動きといい、まるで軍の特殊部隊だ」敵に切っ先を向けながら、俺の心に疑問が湧わく。「ザッハド襲撃に来た使徒にしては正統派すぎるな」


    　咒式士どもの掲げる軍用の魔杖短槍の先には、すでに咒印組成式の青白い光が宿っている。ようやく魔杖短槍の銘柄と形式が目に入り、正体が分かった。


    「双方、手を出すな」


    　俺が気づいたと同時に、壁の切れ目から厳しい声。足音もさせずに何人もの人影が出てくる。包囲網を作る四人と同じような積層甲冑姿の集団が整列し、盾と魔杖短槍を連ねる。


    　先頭の男は紺色の背広姿だった。襟えり元もとには、少年と母親の骨を豚が囓かじる柄がらという、趣味が悪い以前に意味不明のネクタイがあった。


    　毎度お馴な染じみのハーライルが手を掲げて、周囲に示す。


    「彼らは協力してもらっている攻性咒式士だ。今のところ敵ではない」


    　包囲網を作る積層甲かつ冑ちゆうたちが武器を引き、後方に下がろうとする。俺やメッケンクラートも魔ま杖じよう剣けんを下げようとすると、ギギナは屠と竜りゆう刀とうを回転させて、横に構える。


    「私は強い相手ならいくらでも相手をするが？」


    　ギギナの言葉で、積層甲冑の咒じゆ式しき士したちの間に再び敵意。魔杖短たん槍そうと盾たてを連ねてハーライルを守るように前に出る。テセオンも魔杖長刀を構えて、威い嚇かくしている。


    「ギギナ君の愉快な冗談は、今の彼らには本気に取られる」


    　ハーライルが苦笑する。笑ってはいても、隊の警戒態勢を停止させない。ギギナの言葉は冗談でないことを知る俺だけが冷や汗をかいている。


    　臨戦状態を続ける魔杖短槍の群れを無視して、ギギナが目線で右を示す。ウォルコグラ金庫の建物の上にはなにも見えない。


    　知覚眼鏡クルークブリレで拡大すると、積まれた瓦が礫れきの間に、分かりにくい形で咒式狙撃手が伏せていた。魔杖弓の照準は俺たちを狙っている。


    　倍率を戻して後方に目を向けると、壁の先にはまた十数人の咒式士たちが魔杖短槍と盾を連ねて出現していた。事態が分かりつつも、魔杖短槍の切っ先や狙撃手の魔杖弓は恐怖感を煽あおる。冷静に問うておこう。


    「これはどういうことだ？」


    「なぜここに来た？」


    　路上で俺とハーライルの問いが交こう錯さくする。先に俺は魔杖剣の切っ先を下げる。


    「一部でザッハドの収監場所が漏もれている」こちらから手の内を晒さらしておこう。「そこでおまえとベイリックとの連絡もつかないから、情報にあった収監場所に」俺はメッケンクラートやレンデンたちを顎あごで示す。「知りあいとともに駆けつけただけだ」


    　疲労したようにハーライルが息を吐く。俺はハーライルの態度で理解した。


    「そうか、ザッハドの収監場所の漏ろう洩えいはわざとやったのか」


    「そういうことだ」


    　ハーライルが告げた。


    「ザッハドを奪還に来る使徒どもを、この場で逮捕するために、わざと情報を漏洩させた」


    　同時にギギナの挑発の意味が分かった。相手の正体が敵ではないにしろ、臨戦態勢にさせておいて周囲の残存へ威力や狙撃手の位置を摑つかんだのだ。ハーライルがこちらを信用しないなら、ギギナも相手を信用しない。徹底している。


    「君たちが来たのなら、迎撃態勢をさらに強化できる。改めて協力を依頼できるかね？」


    　俺とギギナは互いに目で確認する。ハーライルが俺たちを待ち伏せに呼ばないのは、今でも使いっ走りとしか思っていないということだ。だとしたら返事は決まっている。


    「ひとつ聞くが、今回は生まれない赤子役ではないな？」


    「今ここに至っては」


    　ハーライルが顎を引いて、保証した。ようやく協力者だと認めたらしい。


    「ならばハーライルの計画に乗ろう」俺は告げた。「不愉快だろうがなんだろうが、アンヘリオと使徒どもを殺す好機は逃のがしたくない」


    　ギギナも同じ結論にいたっていた。横ではメッケンクラートやレンデンが決意の顔となっていた。テセオンも魔ま杖じよう長ちよう刀とうを肩に担ぐ。


    「ならば我らとともに配置についてもらおう」


    　ハーライルが反転して、壁に沿って戻っていく。甲かつ冑ちゆうの咒じゆ式しき士したちが、盾たての脇から突きだした魔杖短たん槍そうの群れを下げる。続いて左右に分かれて、俺たちに道を空ける。


    　敷地に向かうハーライルの背中に続いて、側近らしき咒式士二人が続いている。俺とギギナも続くことにした。メッケンクラートとレンデンも進む。テセオンはふて腐れながらも続く。


    　道を開けた咒式士たちが整然と散っていく。迎撃の持ち場に戻っていくのだろう。


    　壁の間の大穴をハーライルが跨またぎ、俺たちも続く。壁が崩れた瓦が礫れきの山の間には咒式地雷が見えた。よく見ると、崩れかけた壁のあちこちに、警報装置や罠わなが巧妙に仕掛けられている。


    　壁を抜けると、敷地には各所に積層甲冑の咒式士たちの姿が見えた。それぞれが盾を並べ、弾薬を詰んでいる。


    　俺は少し早足になり、ハーライルと捜査官の間に割りこむ。並んで歩きつつ尋ねる。


    「あれが対使徒のために呼べた部隊か？」


    「彼らは、特別捜査官のなかでも鎮圧に特化した、武装捜査官の部隊だ。先ほど到着したため、待ち伏せの罠を急造している最中だ」


    「武装捜査官、いわゆる〈闘犬部隊〉か」


    「それは彼らが嫌う呼び名だ」


    　ハーライルが答える。今となっては、俺も最初の勘違いに苦笑するしかない。


    「積層甲冑に部隊名もなにもついていないが、それで闘犬どもだと分かった」俺の左手は、隣を進む咒式士が下げている魔杖短槍を示す。「ラズエル社製の〈平穏の担い手バロレック〉系の九十七式だ。こいつはまだ軍の特殊部隊か武装捜査官である闘犬どもにしか配備されていない」


    「混乱の皇都にいる部隊は使えないが、近隣の州に散っていた部隊を搔かき集めた」


    　ハーライルが部隊を眺めている。


    「展開している数を見ると」ギギナの目が周囲を見渡した。「およそ六十と数人、二個か一個小隊半といったところか」


    　ギギナが考えていることも分かる。かつて出会った、皇国の諜ちよう報ほう機関である〈竜の顎あぎと〉や旧ピエゾ連邦共和国の〈霜の手ベヘリガ〉に、咒式士最高諮し問もん法印の武装査問官たちを思い出す。


    　良質の装備に厳しい訓練を受けて組織的に動ける高位咒式士の集団は、圧倒的な力を持つ。


    　俺とギギナは、指揮官のウォルロットと主力が抜けて弱体化した〈霜の手ベヘリガ〉はともかく、特殊な咒式で動く死体の群れとなった武装査問官たちと激突したことがある。生き残れたのは、ほぼ偶然と奇跡の産物だ。


    　エミレオの書を使い、度はずれた怪物である使徒であっても、集団戦闘力の待ち伏せに抗しきれるだろうか。


    「ザッハド奪還を防ぐために百人も集められないのは辛つらい」俺は周囲を見回す。「皇都の二つの事変が、特別捜査官本部の全力が必要とされる事情なのは分かるが、この数では、負けないにしても罠わなが成立するかどうかだな」


    　俺の分析に、ハーライルは不敵な笑みを見せる。


    「あと」ハーライルが左手を掲げ、腕時計を見る。「三十分もすれば、後続の武装捜査官六十三名に、ベイリック警部補と警察士、アラガン警視が率いる武装警察士、総勢二百名の機動隊が参加する」


    「合計百二十名を超える高位咒じゆ式しき士しに、二百人の中位以上の咒式士の集団か」


    　皇都の事情のために不可能とされた増員を、ハーライルは少量とはいえ可能にしていた。特別捜査官でも、ハーライルだけにあるザッハド逮捕の名声と人脈を使った根回しが可能にしたのだろう。単純な個人戦闘力を超える、社会的な強さだ。


    「絶対の布陣だな」


    　現在のエリダナで、他にこれ以上の組織的戦力は動員できない。使徒だろうと〈長命竜アルター〉だろうと〈大禍つ式アイオーン〉だろうと〈古き巨人エノルム〉だろうと、数が少ないなら、三百という数の高位及び中位咒式士の集中運用の前に敵ではない。


    　俺は横に進む咒式士たちを見る。今回はメッケンクラートにレンデン、テセオンたちと組んでいる。ラルゴンキンと組んだこともあるが、向こうの指揮下に等しかった。今回は俺とギギナが中心になり、考えねばならない。


    「ザッハドを奪還されないための守備ではなく、攻勢に出たな」


    「来襲してくるのは高位使徒の一部だが、あと十人を倒せば大陸も少し良くなる」


    　ハーライルの横顔には覚悟があった。


    　小隊から中隊規模でも組織的な戦力を投入するなら、戦争だ。無人の地下迷宮に罠を仕掛けたのは、市民に犠牲を出さないためだ。ハーライルは絶対の罠を用意した。


    　俺は奥歯を嚙かみしめる。もう犠牲者は出さない。イディスのような犠牲者は出させない。


    　人を殺す遊びを祝祭とする使徒どもは、全員殺す。ハーライルには悪いが逮捕などしない。イディスに与えられた無惨な死を、数億倍にしてアンヘリオ自身に返してやる。ハーライルも俺の内心の覚悟を知りつつも止めない。


    「言うことを忘れていた」


    　ハーライルが足を止める。俺も足を止める。ハーライルが俺を見ていた。


    「月並みだが、君の知りあいの死を残念に思う」


    　冷徹な特別捜査官が一瞬だけ感情を見せた。メッケンクラートやレンデンも俺のことを気遣う目をしていた。テセオンは目を逸そらす。


    「エリダナからの情報で聞いていた話とは違って」言いだしたハーライルの目は、俺から外れない。「ガユス、君は怖い目をしているな」


    「いつも愉快なガユス君に失礼だな」


    　俺の冗談に、ハーライルが黙る。


    　法的には被害者の関係者を捜査に関わらせるわけにはいかない、という言葉を切りだせないのだろう。俺も言わせない。


    　長い沈黙。地下街の底で、俺は息を吸って、吐く。今やるべきことはなにか。感情を一時凍結した演技で、合理的に動くしかない。


    「俺は俺と知りあいたちで独自に動くが、今回だけは協力して」俺は笑う。「使徒を殺す」


    「そうか」ハーライルの横顔には悲痛なものがあった。「無理はするな」


    　ハーライルが歩みを再開し、俺たちも続く。先頭のハーライルが胸元に手を入れる。戻ってきた手には薬の瓶びん。右手で開いて、赤い蓋ふたを開ける。左手に錠剤を出して、口に入れる。飲みこむのではなく、嚙かみ砕くだきながら歩いていく。


    「奥さんのカルシウム剤にビタミンＢ群だったか」


    　俺はなんとなく思い出す。


    「妻が送ってくるネクタイに薬。これで正気を保っている」


    　ハーライルが歩く。前より[image: ]やせた背が見えた。特別捜査官の指揮官として使徒を迎撃するという、おそろしいほどの重圧がハーライルにかかっているのだ。ザッハド逮捕以前から現れている使徒との二十年以上の激闘で、今回初めて待ち伏せをしている。


    　失敗は許されない。俺もイディスの仇かたきを取る。ギギナだけは闘争の予感で横顔を輝かせているが、無視。テセオンは緊張し、レンデンは警戒して周囲を見ている。


    　足を止めたハーライルとともに、ウォルコグラ金庫の前に立つ。〈古き巨人エノルム〉によって作られた見上げるほどに巨大な立方体は、人間の感覚では建造物に見えない。


    　俺とギギナはそれぞれ周囲を見回す。金庫のビルの上に狙撃手が六人ほど。


    　地下空間の壁を背にした建物の三方にある出入り口前に、陣地が構築されている。自然に見えるように、岩塊や廃棄された車や倒した自動販売機といった遮しや蔽へい物で陣地を偽装している。


    　陣地には甲かつ冑ちゆう姿の捜査官が潜んで、迎撃準備をしている。


    　背後を振り返ると、敷地を囲む壁にいる捜査官たちが、地雷や感知装置の罠わなを張っている最中だった。


    「ウォルコグラ金庫の地下に、監禁施設を作る時間はないだろうな」


    　金属質の建物を見ていたギギナがつぶやく。予想どおりと言うべきだろう。俺とギギナは、そろってハーライルを見る。


    「ザッハドはどこにいると問うのは愚問か」


    「もちろんザッハドは」


    　不敵な笑みを見せるハーライルの語尾とともに爆音。


    



    



    　爆心地を探すと、ウォルコグラ金庫を囲む壁の一角で、連続的に爆発が起こっている。地下街のため、爆音が反響する。


    「罠に獲物がかかった。臨戦態勢へ！」


    　爆音の間を貫くハーライルの声で、武装捜査官たちが敷地の各所に展開。側近たちは即座にハーライルの前に黒の隊列を組み、穂先と盾たてを並べる。魔ま杖じよう剣けんを抜いた俺は、横倒しになった自動販売機の陣地に隠れる。


    「わずか数十分の差だが、迎撃戦の計画が崩壊したな」


    　絶望的な開幕の角笛に、ギギナはすでに屠と竜りゆう刀とうを掲げて応えていた。全身を六角形が覆おおっていき、生体強化系第三階位の〈衂蟹殻鎧ドラメルク〉の咒じゅ式しきによる甲こう殻かく鎧よろいが展開した。


    「狩られるのは使徒か我らか」


    　兜かぶとの下の横顔に見えるドラッケン族の戦意は、毎回意味不明だ。


    　全員が陣地と盾の間から、敷地の壁を破壊する爆裂の連続を見つめ、切っ先を向けている。前衛系の武装捜査官やギギナは、突撃のための前傾体勢を取っている。


    　俺やメッケンクラートといった後衛系は、魔杖剣や魔杖短たん槍そうの切っ先に咒式を紡つむいでいた。長刀を抜きはらって飛びだしたがるテセオンを、メッケンクラートの左手が抑えている。歴戦のレンデンは険しい目で前を見て、魔杖鎚ついを握りしめていた。


    　唐突に無音。壁を左から右へと破壊する爆裂が収まり、白煙がたなびく。使徒がまだ不完全だった罠わなで死んだとは思えない。すでに付近のどこかへ逃げているはずだ。


    　音が消えた世界で、魔杖剣を握る手が汗ばむ。


    　全員の視線でも、使徒の姿が見つからない。武装捜査官の百眼士が赤外線咒式の走査を行おこなっているが、爆発の熱が去るまでは分からない。


    　ハーライルが手を掲げて止まっている。焦って相手のだいたいの位置に爆裂や砲撃咒式を叩たたきこんでも、使徒相手には無意味だ。敵の位置の確定を待つしかない。


    　金属音。俺の隣に立つ武装捜査官の盾が落ちた。積層甲かつ冑ちゆうの胸部装甲を、籠こ手てに包まれた左手が押さえている。兜の下にある知覚眼鏡クルークブリレには苦く悶もんの色。開いた口からは悲鳴も漏もれず、捜査官は先に落とした盾の上に倒れた。魔杖短槍の先の咒式が消えた。


    　瞬時に俺は理解して、その場から転がって逃げる。起き上がってさらに後退。俺の動きで、メッケンクラートとテセオンも後方へ跳ねていた。


    「逃げろっ！」


    　叫んだが、理解が追いつかず、盾を掲げたもう一人の捜査官が体を折り曲げる。盾や魔杖短槍の耳障りな落下音。先の捜査官と同じように、胸を押さえてその場に崩れ落ちる。


    「見えないがエウニピエデの咒式だ！　一か所に固まるな！」


    　俺の叫びで、武装捜査官たちが隊列を解き、分散する。


    　デレッテート通りで大量心臓死を起こした咒式だ。あのときの使徒、エウニピエデが来ている。実際に襲撃された俺だから一番早く気づけたが、異常事態だ。


    　今回の犠牲者は咒力を持たない市民ではない。咒式抵抗を上げる装備をし、咒式展開中で、もっとも量子干渉力が上昇している状態の咒式士を殺害したのだ。ありえないが、狙われれば即死だ。俺たちは陣地から散って、敵を探す。


    　上からも悲鳴。見上げると、ウォルコグラ金庫の上にいた狙撃手が立ちあがっていた。積層甲冑の胸に赤い穴が開いている。狙撃用魔杖弓を無意味に振りまわしつつ、ビルから落ちた。


    　俺が思わず飛とび退のくと、眼前で金属音と肉がつぶれる音。狙撃手の死体が、敷地に血の海を広げていく。


    　さらに後退して、防壁を探す。俺とメッケンクラートたちは崩落していた巨岩に向かう。


    　血。先に巨岩の陰にいた武装捜査官の背中が吹き飛ぶ。後方に血を噴出させながら仰あお向むけに倒れていく横で、俺も転がって回避。


    　転がりつつ見ると、倒れた男の積層甲かつ冑ちゆうの胸には大穴。


    　さらに瓦が礫れきの林の間を走って転がり逃げる。同じように逃げていた武装捜査官がまた胸から血を噴出させて倒れていく。攻撃は直線ではない。物陰に隠れようが、弾丸は自在に躍り、死者をさらに生産していく。


    　死者を生産する軌道からすると、俺に向かっている。軌道を予測して目を向ける。空気の歪ゆがみが見えたが、咒じゆ式しき展開が間にあわない。


    　眼前で、金属と金属の激突音。ギギナの屠と竜りゆう刀とうが、俺の胸の前に掲げられていた。刃やいばの表面では青い火花。弾丸は撃突しても加速を止めず、刃に沿って火花をあげる。


    　弾丸の正体を確認する前に、刃から飛ひ翔しようしていく。両手で屠竜刀を横に伸ばしていたギギナが、柄えを戻す。


    「ベルタザルの狙撃咒式だ」


    　ギギナの声とともに、血をまとった高速の風が上空へ去っていく。悲鳴や苦痛の声がまた武装捜査官の間からあがる。再び音が消えたことで、結果論で弾丸が去ったことが分かるだけだ。不利にすぎる。


    　武装捜査官が負傷者に治ち癒ゆ咒式を発動し、無意味だと分かっていても盾たてを連ねる。どこだ。どこに逃げた。素早く散開していたメッケンクラートとテセオン、レンデンも俺とギギナの左右に集まって、敵を探す。


    「これだけうるさいと、どれが標的か分からぬ。殺人数が少ない特別捜査官ばかり殺しても得点が低い」


    　大だい伽が藍らんに女の声が遠く聞こえた。声の発生源を探す。


    「母さん、俺はどれを狙えばいいの？」


    　次は男の声。声の起点は、敷地の右側、ビルの屋上に立つ二つの人影からだった。


    　奇怪な姿だった。小さな人影のほうは、全身を黒い長外套コートで包んでいるが、体の線から言って女だ。頭には鍔つば広ひろの帽子を被かぶり、顔は仮面で覆おおっている。鳥を模した口が前に長く突きでている。中世の黒死病に対する医者の仮面だった。


    　隣に立つのは、巨岩のような巨体の男。女と同じように青い長外套コートを着ている。帽子を目深に被り、中世の悪魔の仮面をつけて、角が左右に伸びている。


    　小柄な鳥の仮面の目が、巨体の悪魔の仮面へ向けられる。


    「それでもあたしの咒式は五人を殺した。おまえは三人。しっかりしろ、ベルタザル」


    「ごめんなさい母さん」


    　悪魔の仮面が巨体を竦すくめる。


    　妙な扮ふん装そうは、心臓死と自律弾丸という暗殺咒じゆ式しきを使うためだろう。〈異い貌ぼうのものども〉と違って、人間に紛れられることが使徒の強みのひとつだ。


    　姿が確認できたのも、狭い地下迷宮にザッハドという疑ぎ似じ餌えを置いたハーライルの仕掛けの成果だ。少なくとも使徒の死天使エウニピエデが母親で、射手ベルタザルが息子で、それぞれの体格が分かっただけでも大きい。


    　武装捜査官が、銃弾を予測して陣地の陰に逃れる。同時に胸を押さえて倒れる。混乱はまだ続く。ハーライルの指示で隊列が後退していく。心臓死と狙撃咒式の乱舞を、全体で耐える。


    「なにを考えているわけ？」


    　戦場の向こうで、鳥の仮面のエウニピエデが、苦々しい声を出した。


    「ザッハド様に捧げる殺人を失敗する息子なんて、お母さん恥ずかしくて外で殺せないよ！」


    　狂乱の地下街を前に、エウニピエデは狂気の言葉を吐く。


    「あんたを立派な快楽殺人者、立派な使徒にするために、お母さんがどれだけ苦労したと思っているんだ」


    　ベルタザルに対し、エウニピエデが小言を述べていく。


    「あんたを孕はらんだときに、手引きに従って、低酸素症を起こして鉗かん子し分ぶん娩べんをし、妊娠中毒症になって、脳損傷を起こさせた。きちんと育児放棄に精神的肉体的虐待で、脳内の海かい馬ばへ負荷をかけ機能低下までさせて、そりゃあ必死に努力したものよ」


    　間違った子育ての苦労を、エウニピエデが語る。


    「子供のおまえは快楽殺人者としては失格だった。子猫を殺すことに泣くような子供だった」


    「ごめんなさい」


    　巨体のベルタザルがうなだれて謝罪する。


    　態勢を再編したハーライルや武装捜査官、俺やギギナも動けない。


    「だから、わざわざ勉強して、扁へん桃とう体たいや眼がん窩か前頭前皮質のような神経回路まで手術した。一切の良心を持たず、他人に共感せず、すべて獲物にしか見えないようにさせた。あたしの深い愛のお陰でおまえはようやく快楽殺人者、立派な使徒になれた。感謝してほしいものだね」


    「ごめんなさい。俺、がんばって立派な快楽殺人者で使徒になるよ」


    　仮面のベルタザルが力強く断言する。エウニピエデが息子の反省に頷うなずく。手を伸ばして、うなだれた息子の頭を撫なでる。


    「大丈夫。おまえは三百人を殺して、きちんと使徒になれた。あれから五百人以上も殺した。もっと殺して、ザッハド様に喜ばれるような立派な使徒になればいい」


    　エウニピエデの手が、屈かがんだ息子の頭を撫でつづける。素直にベルタザルは狂気の薫くん陶とうを受けていた。


    　俺と周囲の咒式士や捜査官たちはまだ動けない。遠いとはいえ攻撃をすべきだろうが、二人の異常者とその世界に誰も動けないでいた。


    　わざわざ自分の子供を連続大量殺人者にして快楽殺人者である使徒にさせるために、妊娠から出産、教育に手術までしている母親など、悪い冗談にすぎる。


    　悪い冗談を現実に行おこなうとなると、狂気の桁けたが違いすぎる。使徒になるために努力をする子供も、また別の方向に突出した狂気だ。


    　交わされる言葉に対して、なにひとつ共感できない。理解もできない。狂える悪夢の人生を、誰も現実には実行できない。歴戦の咒じゆ式しき士しであるはずのメッケンクラートやレンデンや、若いテセオンも、使徒という異常者に圧倒されていた。


    「戯たわ言ごとを聞くな！　全員、射撃準備！」


    　ハーライルの理性の声が全員の呪じゆ縛ばくを解く。魔ま杖じよう短たん槍そうの穂先がそろえられ、咒式を紡つむぐ。


    「斉射！」


    　前列に並ぶ武装捜査官がそろって〈矛槍射ベリン〉を発動。百を超える投とう槍そうが、音速を超えてビルの屋上へ飛ひ翔しよう。見事なまでの立ち直りと、軍隊式戦術。


    　耳を叩たたく轟ごう音おん。着弾する前で槍の群れが破は砕さい。勢いを失った破片が、使徒の親子の左右に銀の雨となって散っていく。


    　母親の前で、ベルタザルが魔杖弓を掲げている。周囲には、振動する物体が高速移動する軌跡が見えた。自律する弾丸が、音速を超える投槍をすべて撃ち落としたのだ。


    「それでいい」


    　母親の言葉に、巨漢のベルタザルが無言で頷うなずく。


    「第二弾、砲弾咒式斉射！」


    　ハーライルの声で、後衛が強力な遠距離咒式を放射。直径一二〇ミリでそろえられたタングステンカーバイドの砲弾咒式が、ビルの壁面に連続で命中。砲弾の群れが窓から斜め上方に抜けて、屋上を破砕。砲弾は大だい伽が藍らんの壁に命中し、量子散乱を起こして消失。


    　屋上の自重を支えきれず、ビルの上部が崩壊。内部へと、強化コンクリと鉄骨の瓦が礫れきとなって崩れていく。戦車十数台が戦車の主砲を放ったことに等しい。ビルですら一撃で破壊される高速質量を、ベルタザルの射撃咒式では撃墜できない。


    　轟音と白煙の間に、使徒の親子の姿を探す。白煙はさらに下へ広がり、敷地の足下へ白い絨じゆう毯たんとなって広がっていく。


    「これくらいで死ぬかよ」


    　エウニピエデの声を捜すと、敷地の右端はしにいた。敷地を囲む壁の上に仮面の女が立っている。すでにエウニピエデの右手の前で、本が開かれていた。全員が盾たてと魔杖短槍を左へ向ける。


    「第三弾、爆裂咒式斉射！」


    　範囲攻撃をハーライルが指示するも、前列の数人が胸を手で押さえて転がり、後列の数人が胸を撃ちぬかれて倒れる。盾と魔杖短槍、甲かつ冑ちゆうの間に血と絶叫が溢あふれる。混乱する隊列をハーライルが再構築していく。


    「私のエミレオの書〈毒針のババン婆〉の力を忘れているのかね」


    　エウニピエデの本の頁ページから溢れる青い方程式が、下に零こぼれている。式の先、左側の壁の上で、中世の衣装をまとった老婆がうずくまっている。〈毒針のババン婆〉と呼ばれた〈異い貌ぼうのものども〉は、不吉な姿をしていた。


    　頭を覆おおう頭巾の下には、汚泥色の髪が房となって垂れ下がる。髪の間から長い鼻が突きでていた。目は抉えぐられていて、黒い洞穴。黒い血が涙のように頰ほおから顎あごに零こぼれている。


    　惨めな服の袖そでから続く、枯れ木のような両腕。先端にある枯れ枝のような右の指先に咒じゆ式しき。黒い鉤かぎ爪づめが針のようにも見えた。心臓死を起こしている咒式だろうが〈異い貌ぼうのものども〉が作る組成式が解析できない。


    「そして本気になったベルタザルの〈射手なるスナルグ〉の狙撃は、誰にも止められない」


    　俺の隣で武装捜査官の胸が吹き飛ぶ。血が頰にかかる。俺とギギナは前に進めない。メッケンクラートたちも耐えるように待つ。


    　ベルタザルは敷地を囲むどこかのビルに移動して、狙撃に徹している。武装捜査官たちも、敷地に散るか、盾たてを連ねて防御態勢となるかで分かれていた。


    　盾でベルタザルの狙撃に備えると、エウニピエデの心臓死が襲いかかる。エウニピエデに魔ま杖じよう短たん槍そうを向けると、ベルタザルの狙撃が来る。ハーライルが必死に戦線を立てなおそうと叫ぶが、使徒の二重攻撃が揺さぶってくる。


    　メッケンクラートの手が、長刀を構えるテセオンの襟えりを引く。横手にいた武装捜査官の胸が吹き飛ぶ。レンデンは魔杖斧ふを立てて、防壁とする。


    　武装捜査官も必死に再編成されているが、そのたびに心臓死と狙撃で戦列が乱れる。


    　死と絶叫が溢あふれる血煙の先で、エウニピエデは陶然として、両腕で自らを抱きしめていた。


    「あたしとおまえ、母子の力を見せてやろう。母子の愛で、みんなを生きる苦痛から解きはなってあげようね」


    「中央突破せよ！」


    　ハーライルの指示により、短時間で隊列を整えた武装捜査官たちの盾が上がった。防壁の下から前衛咒式士たちが射出されるように駆けだす。高速で間合いを詰めて、まず見えているエウニピエデを叩たたく作戦だ。


    　盾が下ろされ、上から魔杖短槍の穂先が並ぶ。後衛が前衛のために一斉に砲弾咒式を展開。発射。タングステンカーバイドの砲弾の群れが、エウニピエデが立つ壁を貫通し、爆ばく砕さい。


    　爆煙から右へと影が抜ける。砲弾の下で距離を詰めた前衛が向かうが、影は石の破片。


    　囮おとりとは逆に左へ抜けていたエウニピエデが、腕を掲げる。影のように寄り添うババン婆が掲げる指先が示し、前に進軍していた武装捜査官たちが胸を押さえて倒れていく。


    　方向転換しようとした前衛の背中から、血と内臓が噴出した。嵐のなかの木の葉のように、回転して後方に倒れていく。後退しようとした前衛が、体を折って口から吐血して倒れる。さらに甲かつ冑ちゆう姿の前衛二人が胸を撃ちぬかれていった。


    　謎なぞの心臓死とベルタザルの狙撃で、突撃した前衛が崩れた。


    　ハーライルが冷静に指揮を執り、陣地の咒式士たちが魔杖短槍を一斉に突きだして、爆裂咒式の砲火を放つとともに前進。盾を連ねて前衛の生存者を回収し、治ち療りよう。続いていた俺とギギナ、メッケンクラートたちも負傷者の救助にあたる。


    　連ねた盾の間から、また魔杖短槍の群れが突きだし、咒式を連射。あくまで数で押しつぶす戦術で行くしかない。


    「血の祝祭に遅れたわけではないようですね」


    　声を追って右に目を向けると、壁を乗り越えてくる人影が見えた。着地したのは、先の使徒二人に輪をかけて奇妙な姿だった。


    　赤を主体に黒や白の衣装に、金糸銀糸の縫ぬいとりの服。襟えりや袖そでや裾すそが絞しぼられ、体の線が出ている。後アブソリエル公国に現在でも残る、闘牛士の衣装だった。


    　黒い帽子の下には、白い仮面。目も鼻も口もない、平面の仮面だった。手袋まで完備して、徹底的に肌を出さない姿が奇怪だった。


    「新手の使徒だ！」


    「右翼転進！」


    　ハーライルの指示で、前衛の右側が盾たてを畳み、魔ま杖じよう短たん槍そうを構えて突撃。


    　突撃する咒じゆ式しき士しの上を越えて、俺と武装捜査官による〈爆炸吼アイニ〉が使徒に向けて炸さく裂れつ。トリニトロトルエン爆薬が連続して爆裂。轟ごう音おんに爆風。


    　弾幕を張ることで、前衛が接近する時間を作る。爆煙を抜けてくる白面の闘牛士の右手が、左腰にある魔杖剣の柄つかに添えられ、引きぬかれた。


    　優美な造型の柄の先に刀身はなく、代わりに赤い塊。液体が奇妙な唸うなり声をあげて収縮している。走りつづける闘牛士が右手を頭上で回転させると、赤い軌跡が描かれる。


    　違った。刀身から赤い血のような水が噴出しているのだ。血のような刃やいばは落下することなく、空中で旋回した。武装捜査官たちが放った鋼はがねの槍やりや爆裂が、真紅の渦に激突。


    　白煙と金属の破片の間から、赤い大渦巻きをまとった闘牛士が突破してくる。すべて赤い刃の渦巻きが防いで、まったくの無傷。


    「世間では〈無限のクフネル〉と呼ばれております。以後お見知りおきを」


    　闘牛士が左手で帽子の端はしを握り、軽く一礼しながら急停止。同時に魔杖剣を握った右手が、胸の前で振られる。


    「剣士ならやったろうじゃねえか」


    　テセオンが魔杖長刀で防御体勢をとり、俺の背中に悪寒。テセオンの裾を引っ張って、二人でその場に伏せた。


    　一瞬で闘牛士の魔杖剣から血の刃が大きく伸びており、五〇メルトルもの刃が右から左へと駆けぬける。音が、伏せた俺とテセオンの頭上を通りすぎていく。テセオンの立てた前髪と、俺の後ろ襟えりが切断されたのが見えた。


    　追撃の咒式を放とうとしていた武装捜査官が硬直していた。走って間合いを詰めていた前衛たちの歩みが弱まり、二歩進み、止まった。魔杖短槍の穂先が地面に触れる寸前で止まる。


    　戦場において、奇妙な静寂。


    　敷地に突き立つ落盤の巨岩や、陣地の遮しや蔽へい物としていた自販機や廃車に線が描かれる。線の上の巨岩や金属が斜めにずれていく。断面に完全な平面を見せつつ、落下。防壁が切断され、俺や捜査官たちは陰から抜ける。


    　同時に前方で咒じゆ式しきを放っていた武装捜査官の魔ま杖じよう短たん槍そうや兜かぶとに線が入る。止まっていた捜査官たちの鎧よろいに、右斜めの線が刻まれる。


    　兜や積層甲かつ冑ちゆうの線の上に血の粒が滲にじみ、下へと溢あふれる。赤い血を噴出させながら、線に沿って人間が両断されていく。金属に包まれた肉塊が敷地に落下していった。


    「散れっ！　固まるなっ！」


    　ハーライルが叫ぶ。俺とテセオンも跳ね起きて、左右に分かれる。礼もない近頃の若者かよ、と言う時間もない。


    　使徒クフネルは魔杖剣を後方に下げる。長大な血の刃やいばが円弧を描いて一瞬で収縮。クフネルの帽子の頭上で、血はまた唸うなりをあげる泡のような塊に戻っていた。


    　再び魔杖剣が下ろされる。泡が伸びて円弧を描き、上空から叩たたきおとされる。


    　陣地から出ていた武装捜査官が、魔杖短槍と盾たてを掲げて受け止めるも、切断。下にあった甲冑ごと、男は頭から股こ間かんまで両断される。


    　俺は大地を転がって逃げていた。装甲と人体を両断しただけでは威力が止まらず、血の刃は俺の横にある石床に長く細い亀き裂れつを刻む。


    　亀裂の底から赤い血が唸り声をあげて逆流し、横へ跳ねる。俺の眼前に金属の壁が現れて、血の刃を一瞬だけ防ぐ。両断される壁を横目に、俺はさらに転がる。立ち上がった終点には魔杖鎚を握ったレンデンがいた。


    「助かった」


    「組むなら、これくらいしねえとな」


    　渋い横顔で告げたレンデンとともに、俺はさらに移動。


    　金属の壁を斬きった血の刃が逆流し、終点であるクフネルの握る魔杖剣の柄つかに戻る。


    　死角を取った武装捜査官たちが、クフネルへ投とう槍そうを放つ。着弾も炸さく裂れつの音もしない。闘牛士の周囲で、再び大量の赤が螺ら旋せんとなっていた。重なる渦の内部に埋まり、投槍が制止させられていた。


    　螺旋となった赤い渦のあちこちに切れこみが入る。そして開かれた。現れたのは目。人間のような瞳どう孔こうを備えた眼球が、周囲を見る。突き刺さっていた槍の群れが砕くだけ、金属の破片として落下。量子散乱の青い光とともに消失していく。


    　赤い渦が伸びて、三つに分かれて跳ねる。投槍を放った咒式士たちの頭部に着弾。面めん頰ぽおを破は砕さいし、顔面に刃が突き立っていた。赤い帯が脈動し、武装捜査官たちの体が痙けい攣れん。両手から盾や魔杖短槍が落ちていった。


    　血刀の帯が血の滴しずくを散らしつつ、急速後退。咒式士たちが倒れた。鎧の間に見える顔や肌はそろって青白くなり、さらに皺しわが寄って水分が絞しぼり尽くされたようになっていた。


    「これがエミレオの書の〈血刀ブラージェモ〉です。単純ながらも強力無比の名刀です」


    　クフネルが優雅な挨あい拶さつをしつつ、刃を掲げる。先ほどより赤い刃の総量が増えていた。血刀は、武装捜査官たちの血を吸って肥大したのだ。


    　放たれる刃が武装捜査官たちの間で乱舞する。咄嗟とっさに〈爆炸吼アイニ〉で壁を作るが、どれほど意味があるのか分からない。


    　推測すれば、深紅の刃やいばは、単に血のような刃を自由自在に動かしているだけではない。液体は制御される高分子の集合体だ。直線で動くときは、液体に八〇〇〇気圧以上の圧力をかけ、音速の五倍以上の速度で射出され、〇・一ミリメルトル以下の極細の刃となる。


    　唸うなり声の正体は、刃の表面でとんでもない速度で血の成分が回転し、超高速の鋸のこぎりとなって放たれているからだ。高分子ゆえに自在に動き、遠距離攻撃への防壁にもなる。攻撃で刀身が削られたら、他者から吸引した血を作りなおして、復活する。


    「攻防に使える無限の長さと、回復性能を持つ刃か、厄介だな」


    　屠と竜りゆう刀とうを構えつつ、ギギナがつぶやく。テセオンも横で長刀を構えている。


    　クフネルが三度目の刃を放つ。敷地を薙なぎはらう一撃をギギナとテセオンが横転して回避。武装捜査官たちも強固な防壁ですべて受け止めるか、避けるしかなかった。


    　刃は人間が携帯できるくらいの盾たてなら両断する。液体の刃は、剣や槍やりで受け止めても、軌道が停止させられずに斬きる。正面にどれだけ強きよう靱じんな盾を展開しても、液体なので回避して追ってくる。ギギナやテセオンのような咒じゆ式しき剣士にとっては、天敵のような能力だ。


    　似たような咒式剣術である、翼将のイェスパーほどの破壊力と手数の多さはないが、回避不可能な攻撃と防御が厄介にすぎる。


    　盾を並べて、武装捜査官の列が前進。俺とギギナが右翼、テセオンやメッケンクラートにレンデンも左翼の進軍に続く。


    　俺の前を進む捜査官の足が止まる。横に出ると、兜かぶとの下の眼と鼻と耳と口から出血。俺自身にも凄すさまじい圧力を感じた瞬間、ギギナとともに横へ大きく跳ねて着地。


    　全員の前で、逃げられなかった捜査官二人が倒れていた。青白い顔に喉のどを搔かきむしった姿で絶命していた。


    　一瞬で武装捜査官たちを絶命させたのは、化学錬成系第六階位〈吸血負圧無間圏パパ・ゲーノ〉の咒式。限定空間内部に、マイナス十気圧という負の圧力をかけて体内の酸素を奪い、肺や内臓を破壊するため、硬い装甲も耐久力も意味がない。負の圧力だけなら、超小型の〈餓氣焰塵バズ・虐瀑旋渦ズー〉とも言える、強力な対生物咒式。


    　生き残りの俺たちが逃げたなら、敵は圧力咒式の監獄を再展開するに決まっている。さらに横へ進もうとして、間にいたメッケンクラートが両手を掲げて急停止。俺とギギナの進軍も止まる。生き残りの捜査官は先に抜けでた。


    　メッケンクラートの制止の意味を理解し、瞬時に俺は前に〈電乖鬩葬雷珠マーコキアズ〉を発射。プラズマの熱量によって網目状の炎があがり、大穴が開き、遠くで着弾。三人で穴を抜けて転がりつつ、周囲を探す。


    　先に出た捜査官を見ると、歩きつつも全身に赤い線。


    　一気に線から崩れ、頭や胴体、腕や腹部が肉の賽子さいころとなって大地に落下していく。賽子の断面からは内臓や血が溢あふれていく。上半身を失っても進んでいた腰が崩れ、最後に足が倒れた。敷地に赤い賽子と血の海が広がっていった。


    　情報を知らず、一瞬でもメッケンクラートの判断が遅れれば、俺とギギナも同じような肉塊になっていた。


    「よく分かったな」


    「おまえたちは嫌いだろうが、パンハイマの報告書は読んでおくべきだ」


    　メッケンクラートの答えで分かった。今のエリダナで、負の圧力とウィスカー金属の網という特異な咒じゆ式しきを使う存在は限られている。


    「どこだ、ペネロテ姉妹っ！」


    　敷地にはエウニピエデとベルタザル、クフネルと武装捜査官とメッケンクラートの激突が続き、轟ごう音おんと爆裂が続く。


    　血と炎の先、壁の上にペネロテ姉妹の長女、ヒルダがいた。


    



    



    「ざーんねんね～」


    　桃色の長い髪に同色の眼に、少女趣味の衣装。魔ま杖じよう風ふう琴きんを抱えている。背後には、エミレオの書の〈絶息の巨人エンゴル・ル〉が半透明の巨体で浮遊していた。


    「もう少しで見立て殺人ができたのに」


    　当然のように三女のヒルデが横に立つ。ヒルダとほとんど同じ顔で、違いは頭の左右にある桃色の髪の房と衣装くらいだ。


    　ヒルデの左肩には丸い毛の塊。小動物のような〈菓子屋敷のモコポコ〉が乗っている。小動物の顔は土気色の老人の顔で、喘ぜん鳴めいを吐いている。


    　ヒルデの腕は、玩がん具ぐのような桃色と鍍めつ金きの魔杖錫しやくを掲げていた。先端の心臓型の宝ほう珠じゅには咒式が紡つむがれている。ペネロテ姉妹の咒式が発動する前に、俺が〈爆炸吼アイニ〉を放ち、メッケンクラートが化学錬成系第二階位〈氷凍牙アグス〉の氷弾を放つ。トリニトロトルエン爆薬の炸さく裂れつに、氷の質量攻撃。


    「遅」


    　ヒルデの前には、黒い板が立っていた。何枚かは爆裂と氷弾で砕くだいたが、最後の一枚まで破は砕さいできなかった。甘く焦げた匂い。黒い板の正体は、通常の一万八千倍もある重厚な扉のようなチョコレートの板だ。いくら爆裂と質量咒式でも、数メルトルに重ねられたチョコレートを貫通できない。


    　即座に俺は化学鋼成系第四階位〈鍛澱鎗弾槍ウアープ〉のタングステンカーバイド砲弾を射出。戦車の主砲の一撃は、チョコレートの壁を砕き、背後にある敷地の壁を貫通。さらに後方にあるビルの壁面を砕く。


    　ペネロテ姉妹の二人は壁を降りて、右へと移動していた。メッケンクラートがさらに追撃の氷弾咒式。ペネロテ姉妹が跳ねて回避。俺たちも追跡して走る。


    「先ほどの罠わなをよく見抜けたね」


    　笑いつつヒルデが走る。


    「雑すぎたのさ」


    　メッケンクラートがさらなる氷弾咒じゆ式しきを放って答える。


    　最初の圧力咒式の近く、俺たちが抜けてきた場所には、焼けこげた網の破片が散らばっている。化学珪成系第四階位〈珪無弦糸圏ハル・フ〉の咒式による高強度で高弾性を誇る炭化珪素の複合ウィスカー繊せん維いは、単結晶のセラミックスの糸となり、人間の体を簡単に両断する。


    　負の圧力の咒式で相手を殺し、逃げ道に炭化珪素の不可視の網を張る罠わなというわけだ。対戦したパンハイマがペネロテ姉妹の咒式情報を警察に提出しており、メッケンクラートは最初の負の圧力咒式が雑にすぎると推理が可能となったのだ。


    「じゃ、あいつらを先に殺したほうが本物ってことでいいわね～？」


    「いいよ。私が殺すもん」


    　無邪気な顔で殺人予告をして、姉妹が走る。


    　ペネロテ姉妹の進路に〈爆炸吼アイニ〉を連ねる。連続する爆裂のなかから、ヒルダとヒルデが抜けでる。ヒルダの背後にいる空気の巨人が、薄青の大気の膜を作っている。チョコレートの壁がなくても、爆裂咒式は効果が薄いというわけだ。


    「チョコと違って、もう私たちに甘さはないよ！」


    　敷地を飛び跳ねたヒルデが、叫びとともに糸を放ってくる。走りつつギギナが予想で屠と竜りゆう刀とうを振って、不可視の網を切り裂く。続く俺に網の破片が触れて肌を傷つけるも無視。


    　踏みこんで放つ〈雷霆鞭フユル・フー〉で相手の進路を牽けん制せいしようとして、俺とギギナ、メッケンクラートは急停止。左右に分かれて跳ねる。敷地に溢あふれる白煙が俺たちの前で途切れていた。


    　先を行くヒルダが魔ま杖じよう風ふう琴きんを奏でて、負の圧力の結界を展開していたのだ。レンデンが背後から魔杖斧ふを投げる。回転する刃やいばをヒルダが横に転がって退避。


    　不用意に間合いを詰められず、俺たちは互いに遠距離咒式を放つ射撃戦となる。爆裂に銀糸、水弾に気圧咒式。


    　ペネロテ姉妹は、パンハイマとの対戦から咒式の組み立てを変えてきている。互いに互いの咒式を補う攻撃と防御だった。


    　少女が笑う。


    「弱さを考えると、ガユスとギギナ、おまけのおまえたちが一番効率的な標的なのよね～」


    「そそ♪」


    　姉に続いて、ヒルデが魔杖錫しやくを構える。


    「パンハイマの前にまずおまえたちを殺し、血の祝祭を駆けぬける」


    　俺は魔杖剣を構える。楽さでいえば、パンハイマなどより、俺とギギナ、メッケンクラートたちを狙うのが正解だ。


    　獲物とされたメッケンクラートが魔杖剣を掲げ、テセオンが長刀を構える。レンデンも魔杖鎚ついに防御咒式を紡つむぐ。


    　戦列の間から、ギギナが前に進む。全員が銀の戦士を見ていた。


    「貴様ら姉妹は勘違いをしている」


    　ヒルダが魔ま杖じよう風ふう琴きんの鍵けん盤ばんに手を這はわせて蛇じや腹ばらを畳み、ヒルデが魔杖錫しやくを振る。


    　負の圧力と斬糸の網という、必殺の咒じゆ式しきが展開した。


    　ギギナの背後で。


    　神速で距離を詰めていたギギナを眼前にし、姉妹の顔に恐怖が広がる。反射的に動いた薄青の空気の巨人が姉妹の前に立つ。


    　気にせずギギナの左手が放たれる。空気の巨人の体による気圧防御を、拳こぶしが貫き、背後にいたヒルダの顔面に直撃。かわいらしい鼻筋を砕くだき、顔に埋まるような一撃。衝撃でヒルダが後方に吹き飛ぶ。薄青の空気の巨人が、苦痛の顔で大気に四散していく。


    　頭からヒルダが落下し、跳ねて跳ねて、敷地を囲む壁に激突。操り糸が切れた人形のように落下。遅れて手足の先が敷地に落ちた。


    　壁際に転がる可か憐れんな美少女の顔は無惨に変形していた。鼻骨が折れ、顔の中央に埋まって、鼻血を吹きだしていた。頰ほおも砕け、顔の中央に集中している。口は折れた歯と血を零こぼしていた。左の眼球は圧力によって眼がん窩かの内部で破裂していた。


    　顔を破壊されたヒルダの手足が、虫のように痙けい攣れんしていた。


    「お姉ちゃん！」


    　ヒルデが咒式を停止し、走る。倒れた姉に駆けより、助け起こす。必死に呼びかけるが、口と鼻を破壊された姉は答えられない。


    「おまえ、女にも容赦ないな」


    　ギギナの横に追いつき、俺は息を吐く。メッケンクラートやレンデン、テセオンたちも追いつき、一応戦線を作る。


    「強敵であるなら、女も男も老人も子供も差別したことはない」ギギナが血に塗まみれた左手を引く。「が、これでもかなり手加減している」


    　ギギナの一撃は咒式を使わなくても、人体を引きちぎり、破は砕さいする。ヒルダがまだ生きているのは、手加減をされたからだ。本気だったなら、ギギナの拳を受けた瞬間、強化骨格の頭ず蓋がい骨こつだろうが、ヒルダの顔どころか頭部ごと消失している。


    　ペネロテ姉妹はいくつも勘違いをしていた。


    　かつて三姉妹がパンハイマと序盤だけでも互角に戦えたのは、不可視の攻撃の三段重ねの不意打ちだったからだ。パンハイマは遠近をこなす咒式士だが、どちらかというと後衛だったために、奇跡のような序盤の優勢が起こっただけだ。パンハイマが冷静に分析して対応し、心理戦に持ちこみはじめた途端、優勢は脆もろくも崩れ去った。


    　対してギギナは前衛の上級職である剣舞士。前衛系でも、なによりも筋力と速度に優れ、ドラッケン流戦闘術を使う剣士だ。


    　元々四姉妹で前衛の四女を同士討ちで殺し、さらにパンハイマによって音速の攻撃を持つ次女が殺された。ヒルデの最速の攻撃であるチョコレートの弾丸であっても、時速数百キロ程度。二人の姉妹の咒式は、並の前衛にとっては高速でも、ギギナにすれば遅すぎるのだ。


    　ペネロテ姉妹はそれぞれ三百人以上を殺した、使徒になるほど桁けた外れの殺人犯だ。咒式を見るかぎり、ペネロテ姉妹は不意打ちや暗殺に長たけている。それだけに自分より強い咒じゆ式しき士と正面から戦ったのは、おそらくパンハイマが初めてだろう。強い前衛との対戦はギギナが初体験であるため、当然の帰結となっただけだ。


    　視線の先では、瀕ひん死しの重傷を受けた姉の側で、ヒルデも動けない。無力に近い相手に、とどめを刺すべきだろう。


    　快楽殺人者であるペネロテ姉妹には同情しない。ただ、かつてアナピヤという少女も莫大な咒力を持ちながら、同じ理由で敗れたことを思い出した。


    　ギギナが追撃をかけなかったのは、俺と同じことを思い出していたからかもしれない。


    　それでもギギナが右手で屠と竜りゆう刀とうを回転させ、前方に構える。左手が長い柄えに添えられ、槍やりの構えとなる。切っ先は、ペネロテ姉妹に直線で向けられている。メッケンクラートたちも、無力となった使徒に向けて魔ま杖じよう剣けんを構える。


    「ここは退く」


    　振りかえった三女のヒルデの桃色の眼は、静かだった。混乱の戦場にあって、今までにない冷静な目だった。肩にいる毛皮の小動物と床に置かれた魔杖錫しやくは、すでに咒式を紡つむいでいた。


    　自らと足下に落ちる影。その場から俺とギギナは左右に分かれて跳ねる。上空から巨大な三角柱が落下し、敷地に着弾。クリームの上に、巨大な苺いちごを乗せたケーキが、落下の衝撃で破裂。


    　クリームとスポンジの破片が、敷地で横転する俺とギギナの足下にかかる。死の戦場に似合わない甘い臭いが鼻をつく。


    「児じ戯ぎにすぎる」


    　起き上がったギギナが、屠竜刀を前に向ける。


    　俺とギギナの足下、敷地の岩の割れ目に光。床の広範囲にウィスカー繊せん維いの網が張り巡らされていたと気づいた瞬間には、網が上昇し、螺ら旋せんとなって絞しぼられていく。不可視の糸が煙を割って前後左右、上下、全方位からの包囲攻撃。肌が粟立つほどの恐怖。〈電乖鬩葬雷珠マーコキアズ〉も間に合わない距離。反射的に化学鋼成系第一階位〈斥盾ジルド〉を同時展開し、鋼はがねの盾たてを大地から生む。


    　鋼の表面に、ウィスカー繊維の網が食いこみ、火花をあげる。前後の盾が防ぐが、一秒後にはウィスカー繊維によって無数の四角形へと分解される。


    　ギギナは冷静に屠竜刀を前から右へ振り、足を軸に一回転。鋼の盾の破片ごと、引き絞られる網を切断。


    　回転が終わった屠竜刀の切っ先と、ギギナの視線が前に向けられる。壁際には、姉妹の姿が消えていた。


    　アナピヤのことを思い出さなければ、倒せていた。それだけ二人にとって重い少女の記憶に、あの姉妹が重なったのだ。俺は魔杖剣の弾倉を交換し、遊底を引く。


    「次は甘さを見せない」


    「次があるのかどうかだな」


    　ギギナが自じ嘲ちようぎみにつぶやくと同時に轟ごう音おん。


    　姉妹の前に大量の爆裂咒式。武装捜査官たちが、俺たちの横に並んできていた。白煙の間に、姉妹の姿を遠くに見失う。敷地の轟ごう音おんに悲鳴が混じる方向へ振りむく。


    　血が跳ね、切断された手足が舞う。


    　縦横無尽に刃やいばを振るい、闘牛士が足を進めてきていた。後衛咒じゆ式しき士しの左翼が爆裂咒式を叩たたきこむ。爆風の下で、クフネルが刃を戻して盾たてを作り、連続する爆裂を防いでいる姿が見えた。


    　爆裂のたびに、血刀とクフネルが衝撃で足止めされる。右翼はエウニピエデ親子に向けて砲弾や雷撃の弾幕を張り、轟音が連続する。


    　クフネルの血刀は攻防一体だが、爆裂という立体攻撃に耐えるには、刃の渦ではなく、盾を作らねばならない。


    　エウニピエデは不可視の心臓死咒式で盾や装甲を無意味にするが、防御能力がないため、息子のベルタザルが防御する必要がある。ベルタザル自身の狙撃も、爆裂や猛火の渦のなかでは正確に発動しない。


    　ハーライルは五人の使徒とエミレオの書の猛攻に対して、戦列を立てなおし、さらに優勢に持ちこんでいる。本来は三百二十人の大火力がそろうはずだったが、六十数人から多少減った数でも充分に軍隊として機能している。


    　ハーライルの戦術は簡単明めい瞭りよう。数と火力で押しきる強引な戦術で、相手の長所を出させてやらずに勝つ。正統派の力の戦術だ。


    　前衛に続き、後衛が盾を連ね前進。全員が凄すさまじい勢いで爆裂に砲弾、雷に炎を前方の使徒たちに撃ちこんでいく。


    　血刀で防御するクフネルも、ついに爆風を防ぐ血の盾の下で膝ひざをつく。エウニピエデとベルタザルも押され始めている。ペネロテ姉妹のチョコやゼリーの防壁も次々に破は砕さいされていった。


    　いくら使徒が強かろうが、謎なぞめいた咒式を使おうが、たかが五人なのだ。最初の奇襲で十数人が倒れても、集中と分散で戦列を整えた武装捜査官が勝つ。ハーライルの愚直な戦術が押しきるのは、時間の問題だった。


    　勝利の寸前、左から吹き荒れた火炎が、優勢だった武装捜査官たちを薙なぎ倒す。俺とギギナも熱風を避けるために後方へ跳躍。


    　炎の渦から、武装捜査官たちの甲かつ冑ちゆう姿が後退する。盾に咒式の耐熱檻おりなどを展開して、負傷を軽減していた。さらに消火咒式が後衛から浴びせられ、鎮火。盾を連ねて咒式を応射しつつ後ろに下がり、隊列を整える。同時に戦列へさらなる爆裂が連続して押しよせる。


    　ハーライルの完かん璧ぺきな戦術を崩した、奇襲の根源を探す。


    　敵は左翼から現れた。


    



    



    　炎の先、左翼から新たに現れたのは咒式士の群れだった。


    　衣装は統一されず、普段着に紅白の背広、道化師姿に獣の毛皮を着るという、奇怪にすぎる数十人の男女たち。合間には大狼や虎とらまでいる。


    「使徒の方々を助けろ！」


    「ザッハド王を取りもどせ！」


    　奇怪な集団が、咒じゆ式しきとともに周囲から迫ってくる。魔ま杖じよう剣けんや魔杖短剣から咒式を放ち、武装捜査官も応射する。互いに盾たてや防壁を立てての射撃戦。地下の大空洞に轟ごう音おんに爆音が重なり、耳が痛くなる。


    　爆裂と砲弾と雷と炎を防ぐ盾の列の奧、咒式に耐えきった闘牛士姿のクフネルが立ちあがっていた。左右には二人の男が立っている。[image: ]やせた黒人と、風船のように太った巨漢だった。


    　武装捜査官の右翼に、雷や炎や爆裂の嵐。


    　敷地の右側からも、新手の数十人が現れていた。燕えん尾び服ふくの老人や、山や羊ぎの頭部を被かぶった姿や豚の仮面といった奇怪な人影の群れ。


    　エウニピエデや退却するペネロテ姉妹を守るように、奇怪な集団が奇声をあげて進軍してくる。戦線が拡大。武装捜査官たちは挟きよう撃げきしてくる咒式士に向かって戦列を組みなおし、応射を続ける。俺とギギナも激しく動く戦場の渦に飲みこまれていた。


    　爆裂や血の向こうに、血刀を下げたクフネルが見えた。


    「ようやく来ましたかメレニボスの〈指先〉たちよ。本人は今回も来ずですか」


    「メレニボス様は姿を現さないお方です」


    　爆音の合間に、[image: ]せた黒人が告げた。風船のように太った男が続ける。


    「だから俺たちが、クフネル様や使徒の方々の一助となりに参上しました」


    　指先。使徒に力を授けられた殺人者たちだ。敷地全体で見れば、五十人近くもいる。


    　普段は街の夜に潜む殺人者たちを、ザッハド救出のために投入してきたのだ。殺人者が協力して組織的に動くなどありえないが、メレニボスという使徒は可能にしてきた。


    　武装捜査官の数の力で圧倒するつもりが、逆に劣勢になり、二方向から包囲される形になっていた。生き残った武装捜査官と、指先はほぼ同数。


    「すべてを殺せ」


    　肥満体が叫ぶ。同時に咒式を乱射していた指先たちが、盾や防壁を畳んで前進。大狼が跳ねて、大だい蛇じやが大地を這はう。毒虫の群れが霧となり、双頭鷲が地下迷宮の低空を飛ひ翔しよう。


    「総員前進！」


    　士気を失わないハーライルの指示が響きわたった。武装捜査官たちも盾を連ね、魔杖短たん槍そうを掲げて前進。


    　地下迷宮の敷地の中央で、双方の遠距離咒式が激突。爆裂や火炎の下で、ついに地上を行く両者の前衛や使役獣たちが激突。


    　武装捜査官の兜かぶとを、大狼の顎あごが嚙かみ砕くだく。捜査官の雷撃をまとった短槍が、豚の仮面の目ごと右眼がん窩かを貫き、脳を沸ふつ騰とうさせた。紅白の背広の男が魔杖剣を振り、化学錬成系第三階位〈皇瑞灼流フオーカロル〉の咒式が発動。沸騰したクロロ硫酸や過塩素酸が濁流となって迸ほとばしり、合金製の盾と甲かつ冑ちゆうごと捜査官を溶解させていく。


    　短槍からのタングステンカーバイドの砲弾が、紅白の背広の頭に着弾。頭ず蓋がい骨こつと脳を破裂させて、さらに後方にいた道化師の足を粉ふん砕さい。


    　毛皮をまとった巨漢が雄お叫たけびとともに咒じゆ式しきを発動し、巨体がさらに膨ふくれあがる。生体変化系第三階位〈熊化軆身グリ・ズリ〉によって熊となった腕を振る。剛腕を受けた盾たてごと捜査官たちが吹き飛ぶ。


    　左肩が吹き飛んだ捜査官に、治ち癒ゆ咒式の光。反対側では、道化師の爆散した足が再生。傷つき出血し、切断されたものたちが治ち療りようされ、また戦列に戻る。


    　メレニボスの指先たちは殺しの場を楽しみ、また悲鳴をあげて死んでいく。武装捜査官たちは怒号をあげて快楽殺人者たちを迎撃し、倒れていく。


    　中央へ敵からの爆裂咒式。魔ま杖じよう剣けんを振ってハーライルが咒式を展開し、爆裂を受ける。爆煙が消え、青い光となって散る。数法量子系第五階位〈反咒禍界絶陣アーシ・モダイ〉の咒式に、俺やギギナは驚く。高位の〈異い貌ぼうのものども〉はよく使う咒式だが、人間なら到達者級の数法咒式士だ。


    「進め」


    　戦況を優勢に戻したハーライルの号令で、武装捜査官たちが進む。


    　俺とギギナと一団は、ようやく混乱する最前列に出られた。前方へ〈爆炸吼アイニ〉を放つ。雷撃咒式を紡つむいでいた双子の中年男が、爆風によって仲良く肉片となる。


    　右にいた武装捜査官に雷が着弾し、感電。口や鼻から沸ふつ騰とうした血液を流して倒れる。


    「びりびり感電死。楽しい」


    　前方を見ると、両腕に魔杖撥ばちを握った男が立っていた。相雷士の指先だ。すでに両腕の凶器の先に〈雷霆鞭フユル・フー〉が同時発動。魔杖剣を掲げて避雷針とするも、直撃は来ない。


    　眼前には、揺らめく俺の姿。空中には膨ぼう大だいな液体が壁となって浮遊して、俺の姿を映していた。メッケンクラートの魔杖剣の切っ先に咒印の光。


    「なんだぁああ」


    　殺人者は再び魔杖撥を繰りだし、またも一〇〇万ボルトルの雷撃が水に着弾。水は蒸気をあげて揺らぐだけ。


    　通常の水にある、各種不純物、有機質に珪酸まで除去し、化学錬成系第四階位〈純瑞絶霊壁グレシル〉の咒式で超純水を生む。非伝導体となった超純水は、低位雷撃を通さない。


    　不利を悟った相雷士が後退。同時に水の盾を抜けて、メッケンクラートが疾走。背後に回していた左手を前に振りぬく。投剣の群れを、殺人者が魔杖撥を掲げて防ぐ。


    　メッケンクラートは相手の間合いに踏みこみつつ、魔杖剣を振りおろす。左肩から右脇へと斬きられた相手の背後へ抜けて、刃やいばを斬りあげ、背後にいた仮面の槍やり使いの喉のどを切断。


    　前方にいた頭から木を生やした殺人者が、爆裂咒式を放つも、メッケンクラートが生んだ分厚い水の壁に激突。狙撃銃であっても、三メルトルもある水の壁の途中では速度を失い、沈んでいく。爆裂咒式で水が吹き飛ぶも、メッケンクラートは無傷となる。


    　返す切っ先から水が噴出。木を生やした殺人者の頭部に、凄すさまじい速度の水が着弾。水の刃が動き、頭頂部から顎あごまでを切断。化学錬成系第五階位〈圧烈水薄刃プ・ケル〉の咒式は、音速の五倍以上の速度で水を放ち、内部に混じっている立方晶窒化ホウ素の研磨剤が肉を削り、華麗な切断を行おこなう。


    　戻した刃を逆手に握り、メッケンクラートは背後から迫っていた豚の仮面の男の腹部に突き刺し、再び超高圧の水の刃を発動。殺人者の背中から血と水が噴出。


    　お手本のような、堅実かつ華麗な咒じゆ式しき剣術だった。メッケンクラートは十二階かい梯ていの流水士。水や液体の扱いでは、エリダナで一番の使い手だろう。


    「これでも事務所の長おさだからな」


    　俺の視線に気づいたメッケンクラートが、照れるように言った。魔ま杖じよう剣けんはさらに大量の水を発生させ、指先を水の檻おりに閉じこめていた。結界内部の水から出ようとする殺人者たちは溺おぼれていくだけ。


    　轟ごう音おん。俺の横でレンデンが、太い両腕で魔杖鎚を振りおろし、人頭蜥蜴とかげの頭を粉ふん砕さいしていた。口から青い舌と血を流した大蜥蜴を越えて、中年咒式士が進む。俺もあとを追う。


    「やれやれ、俺はなんという戦場に来てしまったんだ」


    　愚ぐ痴ちりながらレンデンが腰から魔杖斧ふを引きぬき、左側からの魔杖剣の突きを止めていた。回転して、右手の魔杖鎚が青年の掲げる双剣に激突。防御ごと、殺人者の体を撃ちぬく。俺も横手の指先を雷撃で感電死させる。


    　レンデンの左手で引きぬかれた魔杖斧が、別の指先が放ってきた投とう槍そうを防ぎ、火花をあげる。


    　周囲から、レンデンと俺に殺人者が殺到する。四つ子のように似た、子供服の男たちによる魔杖剣や魔杖短剣、魔杖斧ふに魔杖槍そうの多重攻撃。一人は俺の〈爆炸吼アイニ〉で爆散。横にいるレンデンは周囲ではなく、魔杖鎚を眼前の大地に振りおろす。


    　レンデンと俺の周囲の床から、岩の槍の群れが噴出。三方の殺人者たちを貫き、さらに上昇。前方からの投槍や爆裂咒式を、岩の壁が防ぐ。化学鋼成系第三階位〈岩砕槍砦バテイン〉は、火成岩の槍を生み、攻防一体の咒式となっていた。


    　岩の壁の一部が破れ、レンデンが飛びでていく。咒式を帯びた魔杖鎚が大地に振り下ろされる。敷地に亀き裂れつが走っていき、終点である殺人者の群れに到達。亀裂は敵の中央で破裂し、橙だいだい色の波は濤とうが垂直に噴出。


    　殺人者たちを高温の溶岩に巻きこむ。溶岩の波に呑のまれて指先たちが絶叫し、高温の激流とともに流れていった。橙色の溶岩からは、炭化した手足が棒のように突きでて、完全に沈黙。


    　化学鋼成系第五階位〈烈灼岩憤怒濤アガロ〉の咒式で珪酸やマグネシウム、鉄やカルシウムが混じった岩を溶解させれば、二〇〇〇度を超える超高温の溶岩となる。高温の、しかも大量の液体の質量攻撃は防ぎにくく、強力な咒式だ。


    　俺も槍の檻から出て、戦場に戻る。


    「熟練の咒式士にふさわしい渋い技だな」前方に爆裂の咒式を放ちつつ、俺には疑問が湧わいてくる。「これだけ強くて、なぜ逃げのレンデンなんだ？」


    「本当はしたかねえよ、こんな怖い戦い」


    　逃げのレンデンと呼ばれた男は、後退せずにさらに鎚つちを振るって敵を薙なぎ払っていく。


    　ようやく分かった。おそらく歴戦の経験からの慎重さゆえに、自分より強い敵と戦うのを避けてきたのだろう。今回は強制的に不利な戦場に叩たたきこまれ、実力を発揮しているのだ。


    　レンデンとメッケンクラートの先に、テセオンが進んでいた。


    　テセオンが魔ま杖じよう長ちよう刀とうを掲げ、迫ってきた重甲かつ冑ちゆう男の魔杖斧ふを受ける。火花が散る力比べ。体格に劣るテセオンが前まえ蹴げりを放って、甲冑男と距離を離す。テセオンはその場で回転。左の裏うら拳けんが離れていく相手の顎あごを兜かぶとごと撃ちぬき、膝ひざから崩れさせる。回転は続き、テセオンの魔杖刀が一いつ閃せん。甲冑男の重装甲ごと腰を両断。さらに回転し、刃やいばは相手の兜の首を刎はねる。


    　長外套コートの喧けん嘩か上じよう等とうや特攻隊長の文字が発光している。人力では積層装甲と巨体を斬きることはできないし、高速反応もできない。数法系でも式法系にある文字による自己暗示だ。〈喧嘩上等〉で筋力を〈特攻隊長〉で反射神経の限界を解除し、文字式で補強しているのだ。


    「来いやぁあっ！」


    　回転を停止させ、気勢をあげるテセオンの立てた前髪が揺れる。横手から颶ぐ風ふう。毛皮に包まれた巨体がテセオンに激突。巨体は、薄桃色の肌に剛毛。巨大な豚だった。先祖の猪いのししのような牙きばが、テセオンの左腕を貫いて、鮮血を噴きあげている。


    「いっでええじゃねえか！」


    　テセオンの右手が柄つかを回転。長外套コートの文字が再び発光。逆手で握った魔杖長刀で、豚の脳天と堅い頭ず蓋がい骨こつを貫き、脳を貫通。刃とともに、牙から左腕を抜く。間を置かずにテセオンは、背後で豚を操っていた使獣士へと向かう。相手が後退すると同時に、袖そでの〈佛ぶつ血ち義ぎ理り〉の文字を発光させつつ、横薙なぎの刃。


    　四つの光の文字そのものが袖から魔杖長刀に移り、刃先から伸びて、使獣士の首が刎ねられる。


    　咒じゆ式しきの原理を推理すれば、文字に切断力があるのではなく、イオン間相互作用などの電気的な分子間力に作用して分断しているのだ。見たことがあるなと思えば、クインジーの大おお鎌かまの原理の一歩手前の技だ。


    　前衛として活躍できる場さえあれば、テセオンは攻撃力が高い咒式剣士だった。なにより、数法系でも式法を得意とする式剣士だろうが、俺でも知らない独自の咒式を作っている。


    　怒声。見ると、テセオンはまた別の咒式士の刃を受けて出血していた。怒鳴りつつ、斬りかえす。


    　咒式を連射しつつ、俺は息を吐いておく。剣術や格闘技を習わないと防御は上達しないから、まだまだ一流というわけではない。援護が必要だと、テセオンに向かって進む。


    「そこそこだな」


    　屠と竜りゆう刀とうを担いで、ギギナが戦場を散歩でもするかのように進む。


    「おっさん。顔だけ男のてめえに、俺みたいな剛力殺法ができんのかよ」


    　不満そうに前髪とともに刃を振り、テセオンが左腕の傷に咒式を発動。〈親不孝上等〉という文字式の列が傷口を縫ぬっていき、仮の止血とする。器用なことだ。


    　ギギナの前方から、巨漢が大おお斧おのを振り上げて迫る。踏みこみと同時に、咒式の光をまとった大斧がギギナの頭部へ振り下ろされる。


    　刃は額ひたいの寸前で静止。巨漢は斧の柄に全身の力をこめるが、前にも後ろにも動けない。


    　掲げた左手でギギナが斧の刃を摑つかんでいた。真剣白刃取りどころの話ではなく、片手取りだ。銀の瞳には退屈さがあった。


    「非力だな」


    　巨体に筋力強化咒じゆ式しきを施ほどこした咒式士の斧おのが、非力なわけがない。自動車を簡単に両断する一撃だが、ギギナの腕力と握力と技術が圧倒的に上だったのだ。


    　巨漢が激怒し、大斧が発光する。刃やいばから紫し電でんが発生し、ギギナを感電させようとする。ギギナの指先を包む籠こ手てが、雷撃をほぼ無効化。それでも肉が焼けこげる臭気が漂う。


    　ギギナの全身に生体強化系第五階位〈鋼剛鬼力膂法バー・エルク〉が発動。内部の膨ぼう張ちようする筋肉に押されて、甲こう殻かく鎧よろいの肩や腕が一回り大きくなる。左の五指に力が込められ、斧の鋼はがねの刃を割り砕くだく。金属の破片が紫電とともに散る。


    　怯おびえた巨漢が雷撃をまとった斧を手放す。左手を腰の後ろの魔ま杖じよう短たん剣けんに、右手を口に当てて後退。右手一本で回転してきた屠と竜りゆう刀とうが、咒式を放とうとした巨漢の胴体に命中。口からなにかを吐こうとした巨漢の胴体が両断され、内臓と血を散らす。大地に落下した上半身の口からは炎の咒式の破片が零こぼれる。左手の魔杖短剣も、咒式を放てないままだった。


    「若造、これが力押しというものだ」


    　口から火と血を零す死体を越えて、ギギナは前に進む。


    「そ、れはおまえ」殺人者を斬きりふせつつ見ていたテセオンが、目を丸くしている。「本当に人類かよ」


    　自身が喧けん嘩か殺法と力押しの剣士であるから、ギギナの力押しが、桁けた違いだと分かるのだ。かつて〈古き巨人エノルム〉を投げたと聞けば、テセオンはもう驚いて死ぬのではなかろうか。


    　ギギナが切り開いた道に続き、俺も弾倉を交換しつつ、さらなる敵戦列の破壊を目指す。


    　咒式の嵐のなかを、二人で進む。両脇と背後でメッケンクラートの水の壁が雷撃や速度のある遠距離攻撃を防ぎ、レンデンが溶よう岩がん咒式で薙なぎ倒す。射撃戦を封じれば、距離を詰めたテセオンが長刀を回して血ち飛沫しぶきをあげさせる。一団は嵐となってメレニボスの指先たちを切り刻む。


    　ギギナは遠慮無く屠竜刀を振りまわしていく。顔には爽快感。俺にも似たような表情があるだろう。


    　久しぶりの多人数戦闘は、ジオルグ事務所時代を思い出させる。手数が多いというだけで、火力の厚みが増し、全体の戦闘力が跳ね上がる。


    　俺たちが敵の最前線右翼を崩したため、戦列を整えた武装捜査官が、盾たてと穂先を連ねて左翼に前進する。対する指先たちも、金属や石の壁を構築して防御。距離が詰まって、双方が激突。金属と肉が衝突し、血と悲鳴と怒号。


    　指先と武装捜査官の激突の背後で、使徒たちは機会を狙っている。俺とギギナも右翼から機会を狙う。


    　武装捜査官の後方で、ハーライルと側近の一団を見つける。前方は進軍するが、強力な指揮官であるハーライルがなぜか後方で防御陣形を取っている。


    　ここまで耐えれば、あと数分で到着する援軍を待つだけだ。ハーライルの戦略のために、俺たちも咒式と刃を振るう。勝機が見えてきた。


    「血の祝祭を存分に楽しんでいるようだな」


    　俺の疑問と、戦場の爆音を貫く声。犬の仮面の男を斬りふせながら、俺は血と硝煙の先を見上げる。横のギギナも斑まだら模様の背広の青年を両断しつつ、視線を上げる。


    　指先や武装捜査官が死闘を続けながら見上げ、使徒たちも顔をあげる。


    　敷地を囲む壁の先、四階建てのビルの屋上に立つ影があった。


    



    



    　典型的に小柄なノルグム人の体を、豪ごう奢しやな赤と白の衣装が包んでいた。頭部には長い帽子。胸元には、教科書で見た、異端とされた中世コプラット派の茨いばらの十字印。魚類のように丸い目が、俺たちを見下ろしていた。


    「我は〈慈愛のジン・グエン〉。殺されたウブシュシュに代わり、此この度の祝祭の祭司を果たすものだ」


    　絶叫と轟ごう音おんの最中でも、声は朗々と響く。


    　ついに、ザッハドにもっとも近いとされる祭司の一人が現れた。


    「なるほどね」俺は魔ま杖じよう剣けんの柄つかを握りしめ、前へ進む。「死こそ救いとして異端とされたコプラット派の司教の衣装とは、さすが頭のおかしさも最高だ」


    「あれを殺せばいいのだな」


    　ギギナが横を歩み、飛ひ翔しようしてきた槍やりを弾はじく。メッケンクラートが魔杖剣を、テセオンが魔杖長刀を掲げて続く。


    「あいつを倒せば賞金で大おお儲もうけで、この怖すぎる戦いもやっと終わるのだな」


    　レンデンも魔杖鎚ついと魔杖斧ふを左右の手に握って歩む。


    　全員の認識はひとつ。最優先で倒すべきは、指先や使徒でもなく、祭司だ。


    　元凶を倒せば、血の祝祭の意義そのものが消える。


    「血の祝祭を続けよ」


    　ジン・グエンの背後には、白と黒が入り交じった球体が浮遊している。下には棒のような胴体と手足が伸びているが、ビルの屋上についていない。風船頭から吊つり下げられたような形になっている。


    「安心せよ。正しく〈審判のエルフェニス〉が死者を数え、使徒に伝え、そして王へと導く」


    　ジン・グエンの手が背後の〈禍まがつ式しき〉を示す。


    　バカの大騒ぎである血の祝祭は続けさせない。指先と捜査官の激突の間を、俺とギギナが進む。横から来る指先を斬きりふせて、さらに前へ。


    「祝祭の優勝者に授けられるザッハド王の恩おん賜しは、一万人の死者の咒じゆ力りよくを使った、世界の再[image: ]造とも、死者の復活とも言われている。喜んで殺せ」


    　爆風に雷撃に火炎。悲鳴に刃やいばの激突。混乱の戦場からは、ジン・グエンが狙えない。戦列を抜けて、一撃で倒す必要がある。横ではハーライルと側近たちがまだ防御陣形。前進しない意味が分からない。


    「さあ、自らと王のために殺せ。まずはザッハド王を奪還せよ！」


    　ビルの上で、ジン・グエンが両手を広げる。


    「残念だったな！」


    　声の方向を見ると、特別捜査官の間にハーライルがいた。指揮者の額ひたいには鮮血。


    「ザッハドはここにはいない」


    「知っている」


    　上空でジン・グエンは平然と返した。ハーライルの動きが止まる。祭司は悠然と微笑ほほえむ。


    「ザッハド陛下の居場所の漏ろう洩えいはおまえたちの情報操作だとも、知っている」


    「あと数分で援軍が来る。詰みだ。投降しろ！」


    　ハーライルの周囲に武装捜査官たちが盾たてを並べている。ビルの屋上に立つジン・グエンは、魚の目で眼下の死闘を眺めている。


    「わざわざ警察署と機動隊の詰め所と、武装捜査官を乗せた列車を爆破した甲か斐いがある。我らはおまえたちを屠ほふらせてもらうためにここへ来た」


    　盾の群れの間で、ハーライルが硬直する。俺とギギナも指先への攻撃を止やめてしまう。


    　メッケンクラートやレンデン、テセオンの顔にも驚きよう愕がく。


    　今考えれば、地下迷宮に入るときの爆音の連発は、俺たちの援軍への攻撃だったのだ。


    　祭司に導かれた使徒たちは、ザッハドの収監場所に誘導されて来たのではなかった。戦力が合流するまで、わずか十数分。元々全軍がそろうまでにあった時間差を、さらに爆破で広げて遅らせ、特別捜査官たちを全滅させにきたのだ。


    　使徒やジン・グエンは、常の連続大量殺人犯や快楽殺人者のように、愚ぐ鈍どんさからなったわけではない。桁けた外れの狂気のうえに、巨大な力と明めい晰せきな頭脳をもって使徒に選ばれ、選んだのだ。


    　罠わなに誘いこんだと思ったハーライルと俺たちは、逆に使徒たちの罠に嵌はまりこんでいた。


    「洒しや落れにならぬぞ」


    　ギギナが掲げた屠と竜りゆう刀とうに、曲がりくねって飛ひ翔しようしてきたクフネルの血の刃やいばが激突。弾はじけた血が、さらに数十の刃となってギギナに襲いかかる。ギギナの左手は、激突の時点で腰の後ろから封ふう咒じゆ弾だん筒とうを抜きだしていた。前方で点火し、炸さく裂れつ。爆裂で血の刃を吹き飛ばし、自らも後方へ吹き飛ぶ。


    　膝ひざをついて着地したギギナの兜かぶとが割れ、額や頰ほおから出血。胸を覆おおう甲こう殻かく鎧よろいにも亀き裂れつが生まれ、血が噴出していた。屠竜刀と装甲で防いでも、近距離の爆裂は負傷を与える。それでもクフネルの血の刃を受けるよりは軽傷だと判断した、強引な回避だった。


    　メッケンクラートとレンデンが前に出て、水と溶よう岩がんの壁でクフネルの追撃を防ぐ。


    　膝をついたギギナへ、指先たちが飛びかかる。空中で俺の〈雷霆鞭フユル・フー〉が迎撃。空中で感電して背筋が伸びた胴体へ、ギギナの屠竜刀。三人の胴や胸板が両断され、内臓の桃色と、赤い血を盛大に噴出させて後方へ落下していく。


    　血の雨の間を、後続の指先どもが突撃してくる。飛びこんだテセオンが魔杖長刀を一いつ閃せん。刀身から伸びた文字列が指先どもを切断し、血と腕が飛ぶ。


    「まずいぞ、これっ！」


    　テセオンの背中からの叫び。


    　分かっている。使徒に指先、おまけに祭司まで出現している。警察士と機動隊がそろって初めて成立する罠わなが、前提から崩壊している。


    　俺は指先の列に向かって〈爆炸吼アイニ〉を多重発動。トリニトロトルエンが連続炸さく裂れつ。轟ごう音おんの間で、メレニボスの指先どもの手足が吹き飛び、顔面が破は砕さいされる。


    　白煙を貫通する悪寒。俺はその場に転がる。俺が寸前までいた空間を、左から右へと高速飛ひ翔しよう物体が飛翔していく。右にあった落盤の瓦が礫れきに穴が穿うがたれ、先にいたレンデンの左腕が爆散。


    　メッケンクラートが咄とつ嗟さに引いて、胴体への着弾を防ぐ。レンデンが鎚つちを振って、瓦礫を崩し、追撃を防ぐ。メッケンクラートも右肩を削られ、出血して顔を苦痛に歪ゆがめていた。


    　ベルタザルの弾丸だ。近距離で激しく方向転換してから狙っていたために、音速になっておらずに避けられた。見えないが、予測が当たれば奇跡の回避はできる。ただし、二回は無理だ。


    　戦せん塵じんに包まれた敷地の先、ビルの屋上で、ジン・グエンが笑っている。指先や捜査官の死も、祭司にとっては娯楽の一環なのだ。


    　俺とギギナは咒じゆ式しきと刃やいばで戦いつつ、前進の足を止める。メッケンクラートたちも立ち止まる。俺とギギナはともかく、メッケンクラートやレンデンですらかなり負傷している。テセオンは応急治ち療りようした左腕が利かなくなって、片手で長刀を振っている。


    　周囲には、死体と肉と血。武装捜査官たちは半減している。冷静に戦力を分析すれば、祭司によって盛り返した使徒と指先たちに押しきられるのは時間の問題だ。


    　集団は、一割の損害で崩壊すると言われるが、すでに死者は三割近い。今はまだ武装捜査官たちの強い使命感で踏みとどまっているが、いずれ戦線は崩壊する。猶予は数分あるかないか。


    「ハーライル！　もう無理だ。退却命令を出せ！」


    〈爆炸吼アイニ〉の連発で前方に弾幕を張りつつ、血と死の混乱の最中から横へ叫ぶ。


    「できぬ！　使徒の中核を滅ぼす数十年に一度の好機だ！」


    　左側で特別捜査官の指揮官が叫びを返す。ハーライルの横手にいる捜査官が、盾たてごと頭を斧おので砕くだかれて倒れる。戦列が崩れた穴を、別の捜査官が盾を入れて塞ふさぐ。塞いだ盾がさらに砲弾咒式で破られ、咒式士が胴体ごと内臓を背後に吹き飛ばす。


    　捜査官たちが盾を作って奮戦しているが、限界に近い。ハーライル自身が咒式を使わないので、苦戦している。


    「このままでは全滅する！　待ち伏せ計画は失敗だ！」


    「違うな。計画どおりだ！」


    　死と血の雨の下で、ハーライルは即答した。


    「血の祝祭の祭司であるジン・グエンまでやってきたなら、獲物としては上々」ハーライルの両手が左右に広げられていた。「この瞬間を待っていたんだ！」


    　捜査官の間に見えたハーライルの左右の手に、それぞれ魔ま杖じよう短たん剣けんが握られていた。切っ先からは緑や赤に光る咒印組成式が溢あふれ、渦を巻く。遺伝子の二重螺ら旋せんのように、ハーライルの胸の前で絡からまっている。


    　まるで何重にも重なる万華鏡のような咒じゆ式しきだった。


    　これだけの咒式からは凄すさまじい咒力が放射されるはずだが、今の今まで感知できなかった。強力な隠いん蔽ぺい咒式を並行起動し、完璧に隠していたのだ。


    「おいおい、これほどの咒力と組成式が必要なんて、どんな咒式だよ」


    　同じ数法系のテセオンが喉のどを鳴らす。


    「この咒式の効果範囲に捕とらえるために、すべてはあった」


    　武装捜査官たちの戦列が魔ま杖じよう短たん槍そうを納め、盾たてを並べつつも急速に後退。ハーライルの咒式に気付いたメレニボスの指先たちは、進むか引くか迷った。


    「これはいけません！」


    　刃やいばを納めたクフネルが、闘牛士の華麗さもなく必死に後方に跳ねる。ビルの上のジン・グエンも、顔色を変えて後方へ飛ひ翔しよう。


    　逆に、敷地に下りている鳥の仮面のエウニピエデは前に距離を詰める。敷地を囲む壁の間から、ベルタザルが再び巨体を現し、母に並んで突進。さらにハーライルに近いヒルデも、相似形の恐怖の表情で前進。負傷したヒルダも進むしかなかった。


    　後方にいた使徒は逃走を選んだが、前にいた使徒は阻止に動くしかないと理解したのだ。ハーライルの咒式で戦場が大きく動いた。


    　大だい伽が藍らんの中央で、ハーライルの両手が前に振られる。


    　魔杖短剣の切っ先で、赤や緑の数列が数字を描き、生まれた数字が連なってまた数列を作り、さらに数字となり数列を作り、自己相似形を繰り返す。立体的な自己相似形の組成式は、何度も何度も自己相似形を繰り返し、地下の空間に広がっていく。


    　光の万華鏡は、捜査官たちが作る盾と鎧よろいの頭上を越えて、俺やギギナの周囲を過ぎて、敷地から外のビルまでに到達する。指先や使徒たち、祭司のいる場所まで一気に拡張していく。


    　ついには、地下街の大空洞全体に光が広がっていた。


    　ようやく俺はハーライルの咒式の正体を思い出す。


    　完全なる自己相似形は無限になるため、自然界には存在しえず、近似値にしかならない。数法系咒式は、物理法則に縛られつつも、理論のまま理想値にかぎりなく近い量子干渉を発生させる。自己相似形を繰り返して増殖する咒式は、現実空間に零ゼロ以上で三以下の擬似的な無理数の次元を形成していく。


    　クフネルの闘牛士の衣装の胴体や、掲げた腕の指先、伸びた血刀にまで自己相似形の光の数列が絡からみついている。前進してきたエウニピエデの小柄な体やベルタザルの巨体も、燐りん光こうの数式が拘束している。巨体のベルタザルが太い腕や足に力を込めるが、指一本動かせない。当然のように、エミレオの書を展開できないし、心臓死や狙撃の咒式も発動できない。


    　ペネロテ姉妹も、前傾姿勢のまま図形の檻おりに閉じこめられていた。愛らしいヒルデと崩れたヒルダの顔には凍いてついた恐怖。乱れた桃色の髪すら、図形の檻で空中に固定されていた。


    　使従たちの最後方、ビルの上に立つ使徒の祭司であるジン・グエンも、動けない。腕を掲げた状態で硬直している。


    　地下迷宮の大空間のどこを見ても、光の数列と数式が満ちていた。


    　数千数万もの万華鏡が連なって乱舞し、光の洪水のなかにいるような幻惑的な光景だった。暴虐をもってなる使徒たちが、指先たちが美しい檻おりに閉じこめられている。


    「動けないだろう？」


    　捜査官の盾たての間にいるハーライルの両肩が上下している。口で荒い呼吸を繰りかえしていた。


    「弱っていたとはいえ、十八年前にあのザッハドをも拘束した咒じゆ式しきで〈長命竜アルター〉だろうが〈古き巨人エノルム〉だろうが問答無用で封じる」襟えり元もとでは誇らしげに趣味の悪いネクタイが揺れていた。「おまえたち使徒程度なら、完全に停止させられる」


    　ハーライルが展開したのは、数法式法系第七階位〈万華律法縛封絶鏡シュミ・ハザ〉の咒式。物理的に破壊するには、疑似的な次元を破壊する厄介さがあり、式自体に割りこんで無効化しようにも、擬似的とはいえ無限に繰りかえす自己相似形を使った式であるため、解読はほぼ不可能。


    　数法系の捕縛咒式でも最高のひとつだが、莫ばく大だいな咒力と精密さを行使しても、結果として相手を咒力が続くかぎり拘束するだけという、おそろしく燃費の悪い咒式だ。


    　特別捜査官で、相手を逮捕することを第一とするハーライルしか、使おうとする咒式士も使える咒式士もいないだろう。


    「化け物かよ、あのおっさん。こんなのありえねえ」


    　テセオンが咒式に驚いているが、俺はむしろ特別捜査官の覚悟に戦せん慄りつしていた。


    　罠わなを仕掛けて、さらに罠を仕掛けてくるであろう使徒に、奥の手を仕掛ける。援軍を阻止して、特別捜査官側が不利だと思わせなければ、使徒たちは来ない。だからこそのハーライルの狙いだったのだ。


    　武装捜査官たちが、ハーライルを守るように盾と魔ま杖じよう短たん槍そうを掲げている。数十人の同僚の尊い犠牲を出したが、使徒と祭司をすべて逮捕するには、この手しかなかった。援軍も同じ覚悟だった。


    　全員があらかじめ知っていて、覚悟して死んでいったのだ。


    　ハーライルはやはり並の特別捜査官ではないし、並の攻こう性せい咒式士でもない。相手を殺さずに逮捕する筋金入りの捜査官だった。麾き下かの特別捜査官たちも、自らの死を覚悟して法と秩序に殉じゆんじたのだ。


    　彼らは軍隊ではなく、どこまでも司法の徒なのだ。


    「ハぁーライルぅうううっ！」


    　数式の網に囚とらわれて、ビルの上のジン・グエンが叫ぶ。使徒の祭司であっても、完全にハーライルの咒式が決まってしまっては、指先すら動かせない。大陸級の咒式士であったザッハドを拘束した咒式に対しては、使徒たちも無力だった。


    　知略戦を制し、ハーライルの読みが勝った瞬間だった。


    　極大拘束咒式を展開するハーライルの額ひたいには、血管が浮いている。


    「この、咒式は」声は唇くちびるの間から押しだされた。「あまりにも、咒力消費と演算能力の負荷が、大きすぎて、あと数十秒、しか持たぬ。早く使徒たち、を逮捕、せよ」


    　苦痛の指令に、武装捜査官たちが動く。盾たてを脇にし、魔ま杖じよう短たん槍そうを連ねて指先と使徒の逮捕に向けて散っていく。俺とギギナ、メッケンクラートたちも敷地を走りだす。


    　向かうは一点。


    　なにより首しゆ魁かいであるジン・グエンが優先する。指先を増やすのが使徒であり、使徒を作るのが、エミレオの書を配る祭司だ。万華鏡の牢ろう獄ごくが連なる敷地を、全員が走る。司教姿のジン・グエンに向けて走る。捜査官は逮捕したいだろうが、俺は殺害が目標だ。


    　停止した俺の横にギギナが並ぶ。手が俺の腰に回され、膝ひざを曲げる。あとはギギナの飛ひ翔しよう咒じゆ式しきで一気に上昇して、祭司を殺しにいくだけだ。


    　伸ばされるべき俺の膝と、ギギナの飛翔咒式が発動寸前で止まる。


    　ビルの屋上にいるジン・グエンの横に、人影があった。


    　黄金の豪ごう奢しやな髪。整った、非人間的な横顔。浮遊する七冊の書を従えた背広姿の男が立つ。


    　逮捕に動いていた全員が急停止する。盾を掲げ、魔杖短槍を突き出し、戦闘態勢になる。


    　誰も前に進めるわけがなかった。


    　ビルの上に立つ人影の、彫刻のような顔が動いた。


    　氷よりもなお冷たい心を示すような青い瞳が、俺を見下ろした。


    　立ち止まっていた俺の唇くちびるが震ふるえる。死者の無惨な姿が脳裏で激流となる。


    「あ」


    　腹の底からの憎悪と殺意が沸わき起こる。唇から迸ほとばしる。


    「アンヘリオぉおおおおおおおおおおおっ！」

  


  
    十六章　赤い波は濤とう


    



    



    　祈りを捧げて重ねられる、汚れた手を切り落とせ。


    　頭を垂れる、卑屈な首を切り落とせ。


    　そこに楽園は現れる、


    　わけがないだろうが。バカかおまえ。


    
      　ワーリャスフによる第三次地域戦争における声明　皇こう暦れき四七七年

    


    



    



    　ハーライルの拘束咒じゆ式しきが満ちる大空間に、俺の絶叫の残響音が谺こだまする。


    　ビルの上で硬直するジン・グエンの横に、アンヘリオが立っている。〈金剛石の殺人者〉は、俺を見て薄く笑う。


    　気取った背広姿に冷たい目が、俺にイディスの死を思い出させる。腹の底から沸きあがる憎悪。アンヘリオから来てくれるなら、捜査して殺す手間が省けた。


    　一方で、状況認識もできている。アンヘリオと七冊という大量のエミレオの書は、個人で武装捜査官たちの全戦力をも覆くつがえす。使徒と祭司による罠わなによって不利となった戦況が、ハーライルの咒じゆ式しきによって逆転したが、アンヘリオの登場によってまたも逆転した。


    　全員が状況を理解し、アンヘリオの動向に釘くぎ付づけになっている。俺とギギナも迂う闊かつに動けない。アンヘリオ殺害に動くか、動けなくなった祭司と使徒を先に片付けるか。使徒たちもハーライルの咒式を破って逃げるか、ジン・グエンの救出に動くかで止まっている。


    　全員の一瞬の迷いの視線を集めて、アンヘリオが左手を掲げる。それだけで俺の心に激情の嵐が吹き荒れる。


    　アンヘリオは自分でも治せるはずの左腕を、命から治ち癒ゆの力に変換する〈天てん秤びんのキヒーア〉に治させるために、イディスと家族を殺したのだ。自分を傷つけた俺に代価を支払わせるためだけに殺した。


    　罪の左腕の指先には、咒印組成式の青い光が灯ともっていた。アンヘリオが前に振る腕の動きで光が引かれて、背後から人影が足下へ倒れる。膝ひざをついて頭から倒れることを防いだ人影は、ペトレリカだった。


    　脅迫状として送られてきたペトレリカの左腕は、まだ失われていた。


    　残るペトレリカの右手は、自らの首を絞める光の環を摑つかんでいた。アンヘリオはペトレリカに咒印組成式の首輪をつけて、引きずりまわしていたのだ。光の数式が食いこんだ首と抵抗する指からは血が流れる。


    　苦痛の表情で、ビルの上に跪ひざまずく女の口が開かれる。


    「みんな、逃げて！　アンヘリオは全員を殺すつもりだっ！」


    　叫ぶペトレリカの背に、無慈悲なアンヘリオの左足が下ろされる。最高級の革かわ靴ぐつによって、聖女はビルの屋根に叩たたきつけられる。首輪がさらに喉のどを締めつけ、言葉を発することすら許さない。踏みつけられたペトレリカの無惨な姿に、より一層の怒りが涌わきあがる。


    「どーすんだよ!?　倒すのか、それとも女を救出するのか!?」


    　左腕を失ったテセオンが叫ぶ。負傷したメッケンクラートにレンデンも、俺を見ている。


    　俺は戦況を一変させるために、すでに魔ま杖じょう短たん剣けんマグナスを引きぬいていた。切っ先には、必殺の化学錬成系第七階位〈重霊子殻獄瞋焰覇パー・イー・モーン〉の咒式を紡いでいる。


    　が、発動できない。核融合の炎は強力にすぎるため、アンヘリオに向ければ、地下街に溢あふれるハーライルの拘束咒式を、咒力干渉の余波で壊す可能性が高い。アンヘリオを倒せても、武装捜査官の命を懸けたジン・グエンと使徒や指先たちへの拘束を解いてしまうのだ。


    　核融合の炎は、アンヘリオの傍かたわらにいるペトレリカを巻きこみ、痕こん跡せきすら残さずこの世から消すことになる。ペトレリカを殺してしまっては、パンハイマを倒す鬼札を失う。


    　なにより、俺はもう知りあった女を失いたくない。思考が一歩及ばないために起こったイディスの死が、非情な決断を躊ちゆう躇ちよさせている。


    　罪もない人間を殺さずに場を解決する、ご都合主義の手段はないと知りながらも、動けないのだ。俺ですら動けないなら、武装捜査官は人命尊重で停止。完全な膠こう着ちやく状態だ。


    　アンヘリオは人質で俺や武装捜査官、メッケンクラートたちが動けないと確認し、視線を横に戻す。


    　光の咒じゆ式しきで硬直する異端の司教の魚類の顔には、安あん堵どがあった。


    「アンヘリオ、実に良いときに来てくれた」


    　ジン・グエンの魚の目が輝く。死闘の天てん秤びんは、使徒の勝利に大きく傾いている。


    「おまえの七冊のエミレオの書は強力だ。今こそ、使徒の危機を救うために、あやつらを殺せ」


    「ひとつ考えたのだが」


    　熱を孕はらんだ祭司の声に、アンヘリオは冷淡な声を返した。表情は自分の匙さじ加減ひとつで戦場が動くことを、楽しんでいるようだった。


    「アンヘリオ、早く敵を倒せっ」


    　祭司たるジン・グエンの叫びにも、アンヘリオは優雅な態度を崩さない。


    　俺の魔ま杖じよう短たん剣けんの切っ先は、まだ動けない。テセオンが焦じれているのは分かるが、安やっすい物語のような都合のいい解決策が、まだ俺の頭に湧わいてこない。早く思いつけ。


    「待て」ギギナの声に周囲の咒式士たちが注目する。「カンダハ・ナハ社の使いっ走りが言っていたことを思い出すと、アンヘリオの計画が予測できてくる」


    　意味が分からず、ギギナを見る。屠と竜りゆう刀とうを掲げて、ギギナが防御姿勢。


    「やつらが言った血の祝祭の変化とは、アンヘリオが」


    「血の祝祭においては」


    　ギギナの声を、大だい伽が藍らんに響くアンヘリオの声が遮さえぎる。青い目が祭司を見つめる。


    「相手が殺したものも得点になるのだったな。だから攻こう性せい咒式士は点数が高い」


    「そうだ。現時点でおまえと、ヒルドを殺して死者数を受け継いだパンハイマが一番の高得点だ。だからより殺せ！　それがザッハド陛下の意志だ！」


    　光の檻おりに囚とらわれた祭司が叫ぶ。理解したかのように、アンヘリオが右手を伸ばす。ジン・グエンを縛る数式の鎖くさりが、男の手に作用。感電したかのように、紫し電でんとともに右手が弾はじかれる。爪つめが吹き飛び、指が折れていた。


    　アンヘリオでも、ハーライルの強大な拘束咒式は砕くだけない。結界を破ることを諦め、キヒーアの治ち療りようととともに、アンヘリオの手は再び拘束咒式に向かう。指先が咒式の間を抜け、小柄なノルグム人であるジン・グエンに向かって手が進む。


    「血の祝祭の法則から、別の結論が導きだせる」


    　アンヘリオの右手が結界を抜ける。掌てのひらの前には、ジン・グエンの顔があった。青白い光。アンヘリオの指先で咒式が紡つむがれていく。


    「アンヘっ」


    　悲鳴を遮さえぎるように、アンヘリオの指先の爪が咒式によって一気に伸長。五本の爪がジン・グエンの右目、鼻筋、額ひたい、左頰ほお、顎あごを串くし刺ざしにする。五本の爪は、後頭部から抜けでて、赤い滴しずくを落とす。


    　使徒の祭司は、斜めに脳を爪によって貫通されて死の痙けい攣れんを起こす。豪ごう奢しやな司教の衣装や首から下がった数じゆ珠ずやコプラット派の荊いばらの十字印も震ふるえる。


    　アンヘリオが右手を掲げると、頭を貫かれたまま祭司が吊つるされていく。天鵞絨ビロードの衣装を伝わり、足先から血が滴したたる。


    「なんなんなんなん」


    　凄すさまじい生命力で祭司はまだ生きていたが、あと数秒の命だ。


    　ビルの上の惨劇を見上げる俺や咒じゆ式しき士しに、敷地に展開していた武装捜査官は硬直していた。大だい伽が藍らんを支配する咒式の主であるハーライルも止まっていた。アンヘリオの足下に這はうペトレリカも、赤い目を見開いて動けない。


    　クフネルやペネロテ姉妹、エウニピエデにベルタザルといった使徒たちも、同じく拘束咒式に絡からめ取られたままの姿で動けない。メレニボスの指先たちにいたっては、口を開けて呆ぼう然ぜんとして見上げていた。


    　アンヘリオの行動は意味不明すぎて、誰にも理解できなかった。


    「血の祝祭の法則を読み解けば、パンハイマだけでなく、膨ぼう大だいな人殺しをした使徒を殺しても得点が入る。祭司であるおまえも高得点だ」


    「やややめ」


    　弱々しいジン・グエンの悲鳴が漏もれた。絶対的な死を前にしても、なお恐ろしい死を予感しての祭司の懇願だった。


    「殺人作法の七十三に則のつとり」アンヘリオは紳士の顔で告げた。「殺しは途中で止やめない」


    　アンヘリオが右手の指先を回転させる。使徒の祭司、ジン・グエンの顔を貫く五本の刃やいばが右への円軌道を描いた。目や鼻の位置が変えられる。五つの爪つめで搔かきまわされた五つの肉の円環が、それぞれの位置で停止した。内部の脳も、五つの同心円状に搔きまわされている。


    　使徒の祭司は、無惨に絶命した。


    　ジン・グエンが使っていたエミレオの書である〈審判のエルフェニス〉は、ビルの屋上で浮遊したままだった。黒と白の渦巻き模様の球体の頭部が発光。冷徹な計測が行おこなわれ、使徒たちのエミレオの書に送信しているのだろう。送信しながら、エルフェニスの輪郭が崩れる。


    　エルフェニスが青い光となり、アンヘリオの腰の後ろへ流れる。光はエミレオの書となった。


    「これで血の祝祭の規則は書き換えた」


    　八冊目の書を無視し、アンヘリオが宣言する。


    「私の殺人作法に従って血の祝祭は続けられる」


    　左手の動きとともに首輪を引かれたペトレリカが再び引きずられ、苦く鳴めいを発する。


    　敷地で、俺はまだ動けない。ペトレリカを殺してまでアンヘリオを狙えない。


    「といっても動けないのは不公平だ。遊ゆう戯ぎは、自由で公平な開幕であるべきだ」


    　魔人の左手には、元々の七冊の書のうちの一冊がすでに開かれていた。青い光の数式が流れ出ている。燐りん光こうの数列が床に落ち、ビルの側面を這って降りていた。咒印組成式は壁の上を越え、敷地に降りていた。結界を避けるように、直前で大地の亀き裂れつに潜っていた。ビルの屋上に立って視線を誘導し、地上に罠わなを発動していたのだ。


    「ハーライルっ！」


    　俺は背後を振りかえる。


    　極大咒じゆ式しきを展開しているハーライルは動けない。周囲には武装捜査官たちが集まり、盾たてを連ねて指揮官の極大咒式の展開を守っている。


    　一団を囲むように、敷地に四角い組成式の光。大地に寝転がる東方の鳥とり居いからは青い円の組成式が現れている。組成式の円周に林立する三角形や四角形。


    　刃やいばの歯に続き、大口と青黒い胴体が上昇する。寸詰まりの鯨くじらほどの大きさと形をした〈大喰らいボラー〉が地面から巨体を跳ねさせ、空中で口が閉じられた。何人かの武装捜査官が盾や甲かつ冑ちゆうごと両断されて、血の尾を曳ひいて宙に跳ねる。


    　ボラーの黒い巨体が地下街の空中で反転し、退避するハーライルと側近たちの頭上に影を落とす。血と肉を撒まき散らしつつ、ボラーの巨体が大だい瀑ばく布ふとなって落下。ギギナと俺が反射的に放った短刀の群れと〈爆炸吼アイニ〉が黒い流線型の胴体に着弾。


    　短刀が突き立つも勢いを止められず、爆裂は、ボラーの落下する口に流され、吸引されていく。


    　巨体が落下し、大地まで削って閉じられる。口の端はから、武装捜査官たちの腕や手が空中に飛ぶ。前面咒式無効化が強力すぎる。俺とギギナも余波を避けるために後退。


    　動けない使徒と違って、アンヘリオにはこれがあった。エミレオの書は、ある程度は離れた場所からボラーを発生させられる。


    　死者の肉と血の雨の下、ハーライルは前転して即死を回避していた。起き上がる捜査官は、右手で左腕を押さえていた。袖そでごと左腕が食われていた。断面からは血が噴出。


    「糞くそったれが！」


    　ハーライルの無念の叫びが地下街に響く。


    　両手で起動させていた、ハーライルの極大拘束咒式が、ついに破は綻たん。青い光の数字が破れ、数列が崩れる。数列で描かれる数字が砕くだけ、数字で描かれた数列と、自己相似形の巨大な拘束式が連鎖的に瓦が解かいしていく。


    　緑や赤や青といった光の万華鏡が、大だい伽が藍らんの大気に散っていく。擬似的に無限に見える破片が眩まぶしくて、俺は両腕を掲げて知覚眼鏡クルークブリレの遮しや光こう率りつを上げる。


    　光の洪水の先、ビルの屋上でアンヘリオが笑っていた。右手でジン・グエンの死体を掲げている。足下では、ペトレリカが咒式で締まる首を右手で押さえて苦く鳴めいをあげていた。


    　光の雨のなか、アンヘリオが死体を投げ捨てる。ノルグム人の小柄な体がビルの縁ふちを越え、落下していく。四階建てのビルの上から、敷地を囲む壁へと落ちていった。


    　突きだしていた鉄骨に死体が激突。胸板を貫かれて、根本まで到達。顔を抉えぐられた祭司は、百も舌ずの速はや贄にえのように串くし刺ざし死体となった。


    　光の鎖くさりが崩壊し、エウニピエデとベルタザルも拘束から逃れていた。クフネルが血刀を振って、拘束咒式の残ざん滓しを斬きりはらう。ペネロテ姉妹も光から抜け、走りだしていた。メレニボスの指先たちも、それぞれに光の渦から逃のがれている。


    　全員の目には殺意。自らを危機に追いやったハーライルと俺たち、そして祭司を殺したアンヘリオへの殺意だ。ペトレリカごとアンヘリオを殺すべきだったのか判断の是非はあとだ。


    「新たな血の祝祭の開幕だ」


    　上空から降るアンヘリオの声とともに、俺は左手で紡つむいでいた〈重霊子殻獄瞋焰覇パー・イー・モーン〉を一時停止。魔ま杖じよう短たん剣けんマグナスではなく、右手の魔杖剣ヨルガから電磁雷撃系第五階位〈電乖鬩葬雷珠マーコキアズ〉を放射。


    　射線上にあった指先の頭部と敷地の岩をプラズマが破は砕さいし、さらに直線で飛ひ翔しよう。ビルの上に立つアンヘリオに激突直前で、爆裂。


    　白煙の間から、黄金の王冠をいただく巨大髑どく髏ろが出現。両手は骨の大おお鎌かまを掲げていた。半月のような鎌から放たれた数十体もの白骨の群れが、プラズマを受けて砕くだけたのだ。空中に頭ず蓋がい骨こつや肋ろつ骨こつや大だい腿たい骨こつの破片が散る。プラズマは破壊力が高いが、物理的貫通力に劣る。


    　白骨の亡者たちは、かつて〈寂せき寥りようのクインジー〉が殺した人々だった。死者を再利用する〈異い貌ぼうのものども〉の無慈悲な防御だった。


    　巨大髑髏であるクインジーが、ビルから敷地へと飛び降りる。腰から下は数十体の白骨が重なり、王を下へと運んでいた。黒い大口のボラーはさらに敷地を跳ねる。進路は、メレニボスの指先たちに向かっていた。


    　殺人者たちが、ボラーを敵とみなして咒じゆ式しきを乱射する。爆裂に雷撃、投とう槍そうに火炎が轟とどろくが、黒いボラーの巨体の正面は大口が開かれている。咒式が物理効果から量子干渉の青い光に分解され、口に吸いこまれていく。


    　直前で、長身の黒人と肥満体の指先が逃げた。逃げ遅れた殺人者たちが、ボラーの大口に呑のまれる。肉と血を咀そ嚼しやくし、口から人間の手足を零こぼして、永遠に餓うえる大口が敷地を進む。


    　敷地に下りたクインジーも、長大な大鎌を振った。指先や特別捜査官の区別もなく、人体が両断される。両断された死者へ即座に分解咒式が発動して、肉が散り、骨に変えられていく。骨となると、組み立てられてクインジーのあとに続く亡者たちとなる。


    　二体の〈異貌のものども〉によって、地下街は虐殺の場になっていた。


    　ジン・グエンの串くし刺ざし死体の先、ビルの上のアンヘリオだけが愉快そうに笑っていた。


    「新たな血の祝祭の規則は単純だ。全員殺しあえ。それくらいでなければ退屈だ」


    　叫ぶアンヘリオを倒す余裕はない。今は自らの周囲に沸わき起こった戦場で、どう生き残るかだ。俺とギギナは並んで周囲の混乱に備える。メッケンクラートとレンデン、テセオンで陣形を作る。


    「ガユス、ここは引け」


    　メッケンクラートが告げる。


    「作戦が崩壊した以上、単なる乱戦になってしまう。勝機はない！」


    「分かっている！」


    　叫び返すと、左から轟ごう音おん。死者たちに担がれたクインジーが先に見えた。王冠を抱いた髑髏の長い上じよう腕わん骨こつが天空に掲げられる。上空に掲げられた骨の指が握る柄つかは、さらに上へと長く伸びる。先端には、長い大鎌の半月の刃やいばが掲げられる。


    　死の月が落下。天空からの一いつ閃せんは、敷地に立つクフネルに向かっていた。


    「本気で使徒同士で殺しあう気か！」


    　あまりに大きい刃やいばのため、クフネルには逃げ場がない。闘牛士が血刀を掲げて大おお鎌かまを受け、重低音が響く。受けたクフネルの足が、敷地の石床を踏み割る。柄つかを握るクフネルの手袋が破れ、出血する。闘牛士の衣装の肩や背中が破れ、金糸銀糸が弾はじけて赤い血が見えた。白い仮面にも亀き裂れつが入り、苦く鳴めいが漏もれる。


    　クフネルは、間合いを支配する血刀で精せい緻ちな剣術を使い、多方向への防御を行おこなえる一方で、クインジーの巨大質量を弾くような超身体能力がない。


    「では、死んでもらいます！」


    　闘牛士の叫びとともに、大鎌を受け止めた赤い刃の先が伸びる。二手に分かれた血の刃がクインジーの白骨の体に襲来。血の刃を構成する高分子が、回転する鋸のこぎりの刃となって、クインジーの巨大な肋ろつ骨こつから鎖さ骨こつまでを切断。


    　髑どく髏ろの黒い眼がん窩かに青い炎が灯ともり、舌のない口が無音の悲鳴をあげる。全身から出血しながら、クフネルは鎌の刃の下から跳ねて後退。


    　切断されたクインジーの肋骨や鎖骨に、下から死者たちが群がる。自らの体を使って欠けた骨の架け橋となっていく。


    「〈血刀ブラージェモ〉では殺しきれないか」


    　クフネルはクインジーの追撃の鎌を受けずに、後退していくしかない。闘牛士が俺とギギナの横を去っていく。誘導された追撃のクインジーの大鎌が、横薙なぎに俺たちに向かってくる。二人そろって横に転がって回避。遅れた指先と武装捜査官が、甲かつ冑ちゆうごと胴体を両断。分解され、白骨と血の塊になって転がっていく。


    「ははは、少しは笑える事態になってきたではないか」


    　立ち上がる俺の前方、ビルの屋上で、アンヘリオが高笑いをしている。


    「人を殺す使徒も、まさか自分たちが狙われるとは思っていなかっただろうな」


    　仇きゆう敵てきの目が、虐殺の血の間に俺を見つけた。傲ごう岸がん不ふ遜そんな青の目が、俺の敵意の目と出会う。睨にらみつけつつ、距離を少しでも詰めていく。


    「そういえば、人違いで殺しただけで、おまえから受けた傷の復ふく讐しゆうを果たしてはいないな」


    「最初の出会いで、クソ野郎を殺しておくべきだったよ」


    　俺は体を捻ひねって抜き打ちの〈電乖鬩葬雷珠マーコキアズ〉を放つ。プラズマ弾がビルに着弾。轟ごう音おんとともに屋上を破は砕さいする。


    　爆煙の間から、ペトレリカを抱えたアンヘリオが抜けでる。二人が密着していて二発目が放てない。アンヘリオは背中に作った[image: ]こう蝠もりの翼で滑空し、別のビルへと渡っていく。


    「あいつ、祭司を殺した！　ザッハド様のご意志に逆らった！」


    　エウニピエデの悲鳴のような告発。見ると、敷地の端はしで鳥の仮面の女が腕を掲げている。足下にはババン婆が蹲うずくまっている。エウニピエデの両腕の先の五指が、黒い鉤かぎ爪づめとなっている。指の先には、ビルの上に降り立ったアンヘリオが捉とらえられていた。


    「心臓を止めて、死ね！」


    　再度の飛ひ翔しようをしようとしたアンヘリオの顔が歪ゆがみ、右膝ひざをつく。連れられていたペトレリカが屋上に転がる。


    「さ、すがに使徒、か。やるでは、ないか」


    　苦痛を叫ぶ殺人者の左手が、自らの胸を摑つかんだ。不可視の咒じゆ式しきはアンヘリオの心臓を捉とらえたのだ。俺とギギナは混乱の戦場を進んでいく。


    「毒でもなく、針でもな、い。なんだこの咒式、は？」


    　苦痛で動けず顔色が蒼そう白はくになっていくアンヘリオが、左手を掲げる。背後では、胴体が鳥とり籠かごの女が、蝶ちようの翅はねを揺らしていた。


    〈天てん秤びんのキヒーア〉の赤い複眼が輝き、膨ぼう大だいな咒力を放射。咒印組成式が、アンヘリオの胸に絡からみつく。アンヘリオの胸が爆発したように破れ、血と肉を排出。即座に肌が修復される。


    「正気ではない」


    　ギギナの足が止まり、俺も止まった。アンヘリオは、死を防ぐために、謎なぞの心臓死を起こす心臓そのものを廃棄し、新しく作りなおしているのだ。強力な治ち癒ゆ咒式だからこそ可能な、強引すぎる回復だった。


    「原理は分からぬ、が、心臓そのものを交換できるキヒーアなら対応できる」


    　即座にアンヘリオの顔が生気を取りもどし、前に出る。キヒーアは命の対価が必要で不便に思えるが、本人が動けなくても強力な治癒咒式を発動させやがる。


    　アンヘリオの右肩に青い光が集結し、鉛なまり色いろの肌を持つ胎児が現れた。あの〈胎天使ニョルニョウム〉が召還されていた。


    「殺人作法の十八に則のつとり、傷の代価の支払いを求める」


    　アンヘリオの視線を追うように、胎天使の指先が伸ばされる。短い指は、眼下に立つエウニピエデを指し示す。


    　今度はエウニピエデの鳥の仮面が悲鳴をあげる。アンヘリオに向かって掲げていた両腕を包む袖そでが吹き飛ぶ。現れたのは肉色の腫しゆ瘍ようが生まれては消えて、泡立つ腕だった。


    「ぎょえああああああ、アンヘリオ、てめえええっ！」


    　左右の両腕が無惨に変形していく激痛に、エウニピエデの悲鳴。俺が身をもって知ったニョルニョウムの咒式は、治癒咒式よりも早く肉体を変えて殺す、想像を絶する苦痛からの死をもたらす咒式だ。


    「母さんっ！」


    　エウニピエデの背後から、巨体のベルタザルが腕を振るう。風が唸うなり、エウニピエデの左右の腕を通りすぎる。鮮血と肉色の腫瘍に包まれたエウニピエデの両腕が宙に舞う。破裂した両腕の断面に、黄色い脂肪層と赤い筋肉と白い骨が見えた。


    　ベルタザルが、不可視の弾丸で母親の腕を吹き飛ばしたのだ。千ち切ぎれた腕が地下街の床に落下。腫瘍が破れて膿のう汁じゆうを撒まき散らす。


    　ニョルニョウムの生体変成の咒式は致命的なものだ。妙な制約を解除しなければ全身に転移するが、発動直後なら変成部位を切り離すことで絶命を防げる。乱暴にすぎても、ベルタザルの処置は正しかった。


    「てめえ、アンヘリオ、よくも母さんをっ！」


    　ベルタザルの叫びとともに、アンヘリオのいた場所に現れた黒い巨体の表面で、火花と銀の血液。ボラーが痛みに吠ほえる。


    「おまえの狙撃手品の種は分からぬが、これだけの近距離では発動が見えてしまう。対人戦用の破壊力ではボラーの巨体を撃ちぬけまい」


    　アンヘリオの声は、黒い巨体の大口の内部から聞こえた。口の周囲で火花と出血が続く。ベルタザルの自由狙撃の連続攻撃は強力だが、ボラーの表皮を削るしかできない。


    　ビルの上では、ボラーの大口が左右に開いていく。間から現れた青い舌の上に、アンヘリオが立っている。靴くつにつく唾だ液を気にしつつ、アンヘリオが見下ろす。


    「まだやるか？　私は強敵を待っていて忙しいのだが？」


    　敷地で母親を抱えるベルタザルが、伸ばしていた右手を引く。不意を突けない視認距離に、相性が悪い巨大質量を標的としては、狙撃が無益だと悟ったのだ。


    「次は見えない位置から殺す。防御などさせないくらい遠距離から心臓を撃ちぬく」


    　狂気の笑い声とともに、ベルタザルが後方へ走りだす。太い腕は、両腕を無くして絶叫する母親を抱えていた。大量の出血が敷地に点々と続く。


    「私の腕を！　死ね、この糞くそ息子が！　逃げるな、アンヘリオを殺して死ねっ！」


    　この世のすべてを憎む声をあげるエウニピエデを、ベルタザルが笑いつつ運んでいく。


    　ボラーが大口を開けたまま、ビルの屋上へと沈んでいく。アンヘリオはビルに足を下ろし、愉快そうに親子の逃走を見下ろしていた。


    　ペトレリカの叫びが今になって理解できた。アンヘリオが殺すのは、言葉通り全員。特別捜査官も俺も、そして指先も使徒も祭司も殺す。平等に殺す気なのだった。


    　異端のなかの異端。殺人者を殺す殺人者。誰もアンヘリオの世界には生きられない。だからこそ〈金剛石の殺人者〉とまで呼ばれる。


    　ギギナが言ったように、カンダハ・ナハ社の使いっ走りが聞いたアンヘリオの独白は、この規則の変化を示していたのだ。狂気にすぎて、予測できるわけがない。


    　アンヘリオに向かおうとすると、爆風と火炎。血と肉が落下していく。


    　ウォルコグラ金庫の周囲は大混乱だった。周囲では敵も味方も入り交じって、アンヘリオのエミレオの書による猛威に押されている。咒じゆ式しきが放たれ、轟ごう音おんや絶叫が鳴り響く。人体は紙のように千ち切ぎられ、血と内臓を散らす。


    　右にいて魔ま杖じよう剣けんを握るメッケンクラートの顔には緊張。レンデンも顔を引き締めている。今は好機を見極めるしかないと、二人も分かっているのだ。


    　左の先に見えたテセオンの右手が震ふるえている。


    「とんでもねえな」悲鳴と絶叫のなかで、青年の唇くちびるがつぶやく。「使徒と指先にアンヘリオに武装捜査官の殺しあい。ここは戦場というより地獄だ」


    「いつものことだ。忌いま々いましいが、必ず俺たちの戦場は悪化する」


    　上から振る血の雨を掲げた左腕で防ぎ、俺の唇くちびるは苦い言葉を吐く。ギギナは横で笑いつつ、屠と竜りゆう刀とうを掲げる。


    「いつもよりさらに酷ひどい状況だが、それこそ、我らにとってはいつものことだ」


    「これがいつもの戦い、かよ」


    　歴戦のレンデンですら、兜かぶとの下で呆あきれ顔になっている。


    「俺はとんでもない男たちと組むまでは覚悟していたが、とんでもない戦場に来てしまったようだな」負傷した左腕を応急手当しおえ、戻した右籠こ手てで魔ま杖じよう鎚ついを握りこむ。「持病の仮病でお腹痛くなってきたから、帰っていいか？」


    「帰れるならな。愚ぐ痴ちと泣き言は生き残ってから聞こう」


    　右肩の止血を終えて、メッケンクラートも魔杖剣を構えなおす。


    「俺も多少は愚痴を言いたい気分だからな」


    　笑いを収め、全員が顔を引き締める。一丸となって進軍していく。


    　俺の前に、血の刃やいばが下ろされ、歩みが急停止。敷地の床を刻んで、血が跳ねていく。視線を向けると、白骨のクインジーに向けたクフネルの血の刃が、ここまで伸びてきたのだ。さらに血の刃が跳ねて襲いかかるのを、転がって回避。


    　回避できなかったメレニボスの指先と武装捜査官の血と内臓の下を、俺とギギナが転がっていく。メッケンクラートたちは反対方向に逃げていた。獲物を失った血が一瞬で収縮し、主人の魔杖剣に戻り、また波は濤とうとなってクインジーへと放たれる。クインジーを倒すついでに俺を狙ったらしい。全員が全員を狙い、一瞬の油断が死に直結する。


    　襲撃してきたメレニボスの指先の刃を俺が受け、横からギギナが両断する。メッケンクラートたちに合流している隙すきがない。今はそれぞれで生き残るしかない。


    　周囲では咒じゆ式しきが飛び交い、爆音と轟ごう音おんが入り乱れる。腕や足が飛び、血と内臓が散った。脳のう漿しようが零こぼれ、眼球が踏みつぶされる。エミレオの書の〈異い貌ぼうのものども〉が入り乱れ、破壊と死を撒まき散らす。怒号と絶叫。使徒も指先も特別捜査官もない。等しく殺し、殺されている。


    　アンヘリオが作った地獄の光景だった。使徒ですら暗黙の了解として互いに殺しあわないと理解していたが、アンヘリオは大前提すら破は砕さいした。


    　爆音。ボラーの大口が敷地を削りとりながら、指先や武装捜査官たちを喰っていく。ペネロテ姉妹のヒルデと負傷したヒルダも、二人そろって前転してボラーの進路から逃げる。


    　人も岩も関係なく喰くらいつつ進む大口が俺たちに迫る。逃げるしかない。


    　俺たちとボラーの間の死地に、男が無造作に歩んでいく。


    



    



    　甲かつ冑ちゆうと異相が溢あふれる地下街で、東方の道着に袴はかま姿はさらに異常だった。横顔は蟷かま螂きりのようにも見える東方人だった。足下に黒い流砂が渦巻いている。


    　右手を前に突きだす異相の男に、大喰らいボラーの大口が迫る。


    　激突音。黒い砂の散乱。


    　ボラーの巨体が突如として出現した壁に激突し、強引に止められていた。


    　敷地から生えた巨大な黒い手が、黒い流線型の突進を止めていた。指の一本一本が、電柱ほどもある、通常の人間の数十倍という巨大な手だった。


    　男が前に突きだした手を閉じる。同時に黒い砂からなる四本の指が上顎あごを、親指が下顎を押さえ、大口を閉じさせていく。手の力と顎の剛力の拮きつ抗こうが、大気をも軋きしませる。ボラーも負けずに口を上下に開けようと抗あらがう。


    　巨大な手はボラーの大顎の反発力に黒い砂を散らす。指に押さえられて、黒い顎の硬い表皮が破れ、銀色の血液を流す。


    　人影は、電磁磁場系第五階位〈磁流金砂巨掌アルゲス〉の咒じゆ式しきによって、強力な電磁力で金属の粒子を操作して手としたのだ。かつて出会った〈古き巨人エノルム〉のゲヒンナム・ムの流体金属に近い。


    　黒砂の手がさらに力を込めて、ボラーを粉ふん砕さいしようと指を閉じていく。


    　閉じられる寸前の大顎が咒式吸引力を発する。黒い手が掌てのひらから崩壊していき、吸引されていく。


    　気づいたときには、男が前進して、ボラーの顎の下に立っていた。踏みこんだ左足が敷地の石床を割り砕くだき、足首から膝ひざ、腰、腹部から肩、腕へと回転していき、消えた。


    　凄すさまじい打撃音とともに、小型の鯨くじらほどもあるボラーの体が跳ね上がっていた。ボラーの顎に撃ちこまれたあとに、右拳が見えるという超速度。まさに正せい拳けんの砲弾。


    　浮いたボラーへ、男がさらに右足を踏みこむ。轟ごう音おんが炸さく裂れつ。ボラーが口から強酸の胃液を吐き散らす。仰のけ反ぞる腹部に撃ちこまれたあとに、左掌底が見えた。早すぎる。


    　強酸の雨の下、武闘家がその場で回転。振りまわされた右足は黒い砂をまとい、終点では数十倍に膨ぼう張ちようしていた。


    　電磁磁場系第五階位〈磁流金砂巨蹴ステロペス〉によって生まれた巨大な足が、ボラーの脇腹に命中。爆音と地響きとともに、ボラーの一〇〇トーン近い巨体が後方に飛び、半回転して落下。


    　苦痛の声を発するボラーが、巨体を[image: ]よじる。男が追撃で放った〈磁流金砂巨掌アルゲス〉の拳の下を、ボラーが抜ける。黒い流線型が大地に潜って逃げた。


    　巨大な拳が霧となって散り、砂嵐となって旋回。構える男の手元に戻り、渦を巻く。


    　俺の口は開いたまま閉じられない。ギギナも喉のどの奥で唸うなっていた。


    「たしかに咒式を喰くらうボラーに対抗する手段は二つしかないが」俺の口は呆あきれ声を出していた。「咒式吸引力を超える極大咒式の放射は、吸収の上限が分からないうえに、召還と潜行で神出鬼没の相手には当てにくい」


    「残るひとつとして、単なる物理力、前衛の打撃力が有効だろう」


    　屠と竜りゆう刀とうを前に向けた姿勢で、ギギナが続けた。


    　理論はそうだが、男は巨体を素手で吹き飛ばした。咒式強化による常識外れの膂りよ力りよくと、電磁加速による速力。さらに電磁咒式の黒砂による手足の延長と巨大化。


    　ボラーにとって男は天敵に近い相手であるため、地中に逃げたのだ。俺たちは、この咒式を知っている。眼前に立つこの男なら、ハイダーテ一家とビルを素手で畳める。


    「カジフチか」


    　天より降る声は、[image: ]こう蝠もりの翼を背負ったアンヘリオのものだった。地下街の空中に、アンヘリオは浮遊していた。まさに神話に描かれる悪魔の姿だった。眼下の男、カジフチを見下ろす。


    　俺とギギナ、咒じゆ式しき士したちは使徒たちの激突の推移を見守るしかない。


    「遅れたが、おまえが来るとみて参上して正解だったな」


    　斜めの視線で、カジフチとアンヘリオの視線が結ばれる。


    　両者は、後退していくクフネルや、指先や武装捜査官。俺やギギナすら、二人の目に入っていない様子だった。


    「殺しあいには目がない使徒が来たな」


    　轟ごう音おんと悲鳴が混じる光景で、アンヘリオの瞳だけが静寂を保っていた。俺とギギナは逃げてきた指先を斬きりふせつつ、二人から目が離せない。


    　アンヘリオの冷たい目に呼応するのは、カジフチの炎の目。


    「強敵と戦うのが武ぶの本懐だ」轟音が続く戦場で、カジフチは静かに語る。「ついでに使徒とされる俺だが、使徒ではない」


    　カジフチの目はアンヘリオから離れない。


    「祭司とやらにエミレオの書を置いていかれたが、使ったことはない。捨てても捨ててもついてくる」カジフチの横手にエミレオの書が浮遊している。「今回、アンヘリオが現れるという通信を送ってきたことだけは感謝する」


    　カジフチがエミレオの書を手で払うと、量子分解されて消えていく。


    「俺が使うのは、この両手両足に宿る、自らの力と咒式の黒砂だけだ」


    　カジフチの両腕が掲げられる。掌てのひらには皮膚に直接青い宝ほう珠じゆが埋まる。足の甲にも宝珠が埋めこまれていた。信じられないが、カジフチは両手両足を魔ま杖じよう剣けんとしているのだ。


    「強者を倒すことのみが我が望み。アンヘリオ、おまえこそ我が震電流空手が倒す相手にふさわしい」


    　カジフチの口角が吊つり上がり、犬歯が剝むき出しにされる。餓狼の笑みだった。多くの使徒のなかで、カジフチだけはアンヘリオに近いことを考えていた。


    　両者ともに使徒であって使徒ではない。俺にも使徒にも理解不能な、二つの巨大な狂気。世界に穿うがたれた二つの穴だ。


    　東方の武人が足を動かす、と紫し電でんと同時に姿が消えた。次の瞬間、空中のアンヘリオと同じ高さに飛び、黒い砂鉄の巨きよ大だい拳けんが発射される。


    　空中のアンヘリオが横に回避。巨拳の風圧だけで、[image: ]蝠の翼が制御不能となる。空中でカジフチが背を見せて旋回。終点から〈古き巨人エノルム〉に匹敵する蹴けりが放たれる。


    　アンヘリオが翼を畳んで急降下。上空を進む黒い砂の足が長く長く伸びていき、メレニボスの指先たちと武装捜査官たちの戦線に激突。盾たてや装甲を砕くだき、肉と血を裂いて、敷地に着弾。爆裂。


    　残されたのは、挽ひき肉にくとなった死体と敷地に穿うがたれた大穴。


    　金属の黒砂は流砂となって大地を這はい、霧となって逆流していく。


    　黒砂を追って視線を戻すと、金属の霧をまとってカジフチが横へ走っていた。アンヘリオは低空を走って併走。俺とギギナも追う。


    　カジフチの剛ごう拳けんが放たれ、アンヘリオが回避して地下迷宮のビルや敷地が破壊されていく。暴風の激突に巻きこまれた人間は、指先や武装捜査官を問わず、悲鳴や絶叫とともに肉片に変えられていく。カジフチもアンヘリオと同じく、すべてに死を与える。


    「邪魔をするな」


    　追跡するギギナが屠と竜りゆう刀とうを掲げ、恐怖の顔で突撃してきた指先の巨漢を両断する。俺も横手に〈爆炸吼アイニ〉を放ち、逃げまどう殺人者を挽ひき肉にくに変えておく。邪魔をされた俺とギギナと一団は、激突を続けるアンヘリオとカジフチを捜す。


    　混乱の元凶であるアンヘリオ自身は、退却を開始していた。気絶したペトレリカを抱えてビルからビルへ飛ぶ。


    　[image: ]こう蝠もりの翼が畳まれ、アンヘリオが降下していく。大空洞の壁際にあるビルの屋上に着地する。


    　ビルの先には、地下迷宮の出入り口。ジン・グエンが足止めした警察士と機動隊の残りが到着する前に去るつもりなのだ。


    　意識不明の女を左脇に抱えたまま、アンヘリオが振りかえった。唇くちびるは自分が生んだ殺さつ戮りくの光景を嘲あざ笑わらうように歪ゆがむ。


    　俺と一団は、前に進む。前から迫るメレニボスの指先の刃やいばを魔ま杖じよう剣けんで受け、滑らせて胴体に刃を突きいれる。〈雷霆鞭フユル・フー〉による一〇〇万ボルトルの電圧が殺人者の体液を沸ふつ騰とうさせる。


    　左からは、別のメレニボスの指先が掲げた魔杖剣の切っ先に咒じゆ式しき。相手の〈爆炸吼アイニ〉が発動する前に〈斥盾ジルド〉を展開し、鋼はがねの壁を生成して爆裂を防ぐ。即死の爆風を防げても、鼓膜や肺が震ふるえる音波の衝撃までは無理だ。壁の影からテセオンとレンデンが抜けでて、次の咒式を放たせることなく斬きりふせる。俺も弾倉を早めに交換しつつ、前に進み、新手の敵を倒す。


    　ビルの上では、アンヘリオが俺たちの死闘を笑っている。


    「復ふく讐しゆうはこの次でいいだろう。遊びは長く楽しむものだ」


    　宙に散る赤。笑うアンヘリオの左脇腹から出血。


    



    



    　アンヘリオに刺さった槍やりは、長い白木の杭くいだった。


    　殺人者の体に痛みが伝わり、表情を変えるより早く、左肩けん胛こう骨こつ、左肩、左太ふと腿もも、腹部へと杭が連続して刺さる。着弾のたびに、衝撃でアンヘリオの体が震ふるえる。


    　左脇に抱えるペトレリカを外し、アンヘリオだけに刺さる正確無比な、生体生成系第二階位〈槍杭射イール〉の咒式。


    　新たに左肘ひじを杭が貫き、左肩まで貫通。アンヘリオの手から、ペトレリカが落下して屋根に転がる。


    「なん」


    　全身を杭で串くし刺ざしにされ赤く染まったアンヘリオが、槍の発射地点へ苦痛と驚きよう愕がくの顔を向ける。


    　並ぶビルの屋上を、牛ほどもある巨大な黒犬が疾しつ駆くしていく。上には老人が跨またがっていた。くすんだ濃緑色の長外套コートに同色の鹿しか撃うち帽ぼう。右肩には赤い子犬を乗せている。


    　イディスの葬式で見た、ロレンゾだった。


    「復ふく讐しゆうは」


    　疾走する犬が、ビルの上から飛ひ翔しようする。犬に跨るロレンゾは両腕に魔ま杖じよう剣けんを掲げている。


    「今っ！」


    　刃やいばを前方に突きだし、犬ごとロレンゾはアンヘリオと激突。突撃の威力を受け止めきれずに、アンヘリオの踵かかとがビルのコンクリを削って後退。ついに、ロレンゾと黒犬とともに屋上から弾きだされる。


    　空中を渡り、両者は隣のビルの壁面に激突。串くし刺ざしにされたままのアンヘリオの背中で壁が粉ふん砕さい。爆煙とともに両者が壁の内部へ叩たたきこまれる。


    　ビルの四階の内部で、右から左へと爆発音と轟ごう音おんが連発。右から左へと窓ガラスが弾はじけ飛び、爆風が噴出していく。俺とギギナの目も追っていった。


    　内部の壁を破壊しつつ、ロレンゾの黒犬がアンヘリオを力のみで押しきっているのだ。


    　突入地点と反対側のビルの壁が爆裂。白煙と瓦が礫れきとともに、黒い紡ぼう錘すい体が抜ける。[image: ]こう蝠もりの翼を畳んでいたアンヘリオが背中の両翼を広げ、急減速。敷地に斜めに降下し、着地。靴くつの踵かかとが床石を削っていき、ようやく停止。アンヘリオが反転して落ちてきた空中を見上げる。


    　遅れてビルから黒い犬が飛翔。白煙の尾を曳ひいて、アンヘリオの前に着地。足が沈み、伸びる。魔犬の傍かたわらに、老人が着地していた。


    　大地の上で、着地したアンヘリオとロレンゾが出会う。俺とギギナは、割りこむ機会を失っていた。地形を変えての激突は、圧倒的だった。両者の憎悪と殺意は、俺たちを含む他者の関与を拒絶していた。


    「ロレンゾ、ついに来たか」


    　全身を串刺しにされたてもなお、アンヘリオは壮絶な笑みを浮かべる。高級背広やシャツは、自らの血で染まっている。〈天てん秤びんのキヒーア〉が隣に浮遊して、槍やりが刺さっていようと治ち癒ゆ咒じゆ式しきで治ち療りようする。


    　対たい峙じするロレンゾは双剣を構える。右手を前に、左手を後ろに引いて、殺意の目で仇きゆう敵てきを見据えていた。黒い巨犬が傍らで体を屈かがめて、主君から解きはなたれる瞬間を待っている。


    「ロレンゾ！　なぜここに」俺の横手に追いついてきたハーライルが叫ぶ。「いや、今はそれはどうでもいい」


    　かつてザッハドを逮捕した二人が再会しているはずだが、ロレンゾは昔の盟友に視線を向けもしない。


    「ロレンゾ、私だ、ハーライルだ！　我々と協力してアンヘリオと使徒を！」


    　ハーライルの声をロレンゾは聞かない。アンヘリオとロレンゾ、〈金剛石の殺人者〉と老猟師は、周囲の戦場を無視して、互いに互いだけを見ていた。


    「ようやく見つけたぞ、アンヘリオ」


    　白い眉まゆの下にあるロレンゾの目には、喜悦。復ふく讐しゆうの炎が、戦乱の状況もハーライルとの関係も、かつて会ったはずの俺とギギナも焼きつくしていた。


    　ロレンゾが、左右に握る魔ま杖じよう剣けんの切っ先に咒じゆ式しきを紡つむぐ。串くし刺ざしにされたまま、アンヘリオの周囲で衛星軌道を描く、七冊のエミレオの書が発光する。


    　アンヘリオの胸から、鮮血の花とともに白木の杭くいの穂先が突きでる。さらに背中や腕、足から突きぬけて大出血を起こさせる。全身に刺さった白木の槍やりの尻しりに咒式。体内で穂先が変化し、外へ突き破り、エミレオの書の展開を許さない。


    　外と内から串刺しにされたアンヘリオは、自らの血で衣装を真紅に染める。常人なら最初の杭で十回は死に、体内からの槍でさらに十回は死亡。痛みだけで数百回は死んで楽になれるはずが、アンヘリオほどの攻こう性せい咒式士は耐えてしまう。


    「や、るねえ。さすががが、ロレンゾだ。これは本気、で痛い、な」


    　アンヘリオの手が、自らの肉ごと白木の槍を抜く。即座にキヒーアの咒式を受け、全身が発光。アンヘリオの頰ほおや唇くちびるが痙けい攣れんしているところを見ると、痛覚遮しや断だんをしていない。


    　各内臓の機能維持、槍を迂う回かいしての血管の再構築と増血、栄養と酸素の維持と、自身とキヒーアで莫ばく大だいな数の治ち癒ゆ咒式を並行作動させていて、痛覚遮断まで手が回らないのだろう。


    　俺にも少しだけ分かってきた。


    　アンヘリオは現在、ボラーとクインジーを展開して、敷地で使徒や指先、武装捜査官たちと戦わせている。キヒーアを出すと、ニョルニョウムは出せない。


    「来、いよ、遊んでやろ、う」


    　絶体絶命の危機に、アンヘリオは右手を前に出して手招きする。両者の死闘に巻きこまれまいと、キヒーアが下がる。


    「祭司の規則を変えただと？」


    　双剣を構えて、ロレンゾが笑う。黒い魔犬も膝ひざを曲げて、突進準備。なぜか動かない。


    「儂わしがとっくに変えている。新しい祝祭の規則では、使徒どもが全員死ぬ。儂の手により、苦しんで惨めに死ぬのだ」


    　ロレンゾの言葉の途中で、アンヘリオの顔が上を向く。


    　朧おぼろに輝く大だい伽が藍らんの上空から、白い影が垂直降下していた。アンヘリオが後方へ宙返りして、白い犬の攻撃を回避。胸元を切り裂かれて、殺人者はさらなる出血。着地した白い犬が、大地から跳ねて敵を追跡。


    　[image: ]こう蝠もりの翼を広げて後方へ跳ねたアンヘリオが、敷地を高速後退していく。キヒーアの咒式で、削そがれた肉を治癒。ロレンゾと黒犬、合流した白犬が追跡する。


    　襲いかかる指先の剣を跳ね上げつつ、俺とギギナも追う。


    　走りながら老咒式士が双剣を交差させ、紡いでいた複雑な咒印組成式を発動。左右で走る黒白の犬と、肩に乗る赤犬も咒じゆ式しきをまとう。


    　走っている黒い巨犬の尻しつ尾ぽが伸びていき、後ろ足から腰、背筋が爆発的に膨ふくれていく。横にいる白い犬も、同様に急速膨ぼう張ちようしていった。


    　二頭の犬の四し肢しは電柱ほどの太さとなり、胴体は自動車くらいに膨れあがる。老人を狭んで併走するのは体長七メルトル、体高二メルトルもある二頭の魔犬。


    　一歩ごとに床のコンクリが爪つめで削られ、背後に白煙となって流れていく。まるで黒と白の巨象だったが、鈍重さなどなく、風の速度で走る。低空を飛ひ翔しようするアンヘリオに向かって、黒と白の魔犬の巨体が跳ねる。巨体が空中で交差し、右にいた黒い魔犬が左へ、左にいた白い魔犬が右へ。


    　迎撃のために着地したアンヘリオが、左手を伸ばし、指先を開く。五指それぞれが膨らみ、迸ほとばしる。肘ひじから先は赤に青に黒に黄色に緑と、毒どく蛇へびの群れとなり、絡からまり、また伸びていく。生体変化系第五階位〈乱散它蛇髑牙アズタ・ロス〉の咒式によって生まれた五匹の大だい蛇じやが、黒い魔犬を迎撃する。


    　吠ほえ声。魔犬の右前足が振られて赤い蛇が引きちぎられ、肉と鱗うろこと血を散らす。残る青と黒と緑の蛇が魔犬に毒どく牙がを立てる。俺を死の淵ふちに追いやった複数の毒が注入される、ことはなかった。


    　黒い魔犬が巨大すぎて、皮ひ膚ふと皮下脂肪と筋肉の層を牙きばが貫通できない。それ以前に、全身を覆おおう鋼はがねのような剛毛が毒蛇の牙を弾はじいていた。


    　立ち止まった魔犬は、黒と青の毒蛇を左前足によって踏みつぶす。緑の蛇ごと、魔犬の巨大な顎あごがアンヘリオの左肩に食いつく。白木の杭くいを砕くだきながら、上腕に牙が深く食いこむ。緑の蛇の肉と白木の杭の破片が落下。アンヘリオの血が噴出し、黒犬の鼻先を染める。


    「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ」


    　黒い魔犬が首を振ると、アンヘリオの体が振り回される。まるで犬が玩がん具ぐを咥くわえて振りまわすような光景だ。巨象の大きさの獣が首を振る力に耐えきれず、旋回させられるアンヘリオの上じよう腕わん二に頭とう筋きんや三頭筋が引きちぎられ、上腕骨も砕ける。


    　左腕を失ったことで放たれたアンヘリオが、空中に舞う。落下地点には白い魔犬。開かれた口には牙が並ぶ。アンヘリオが空中で体と翼を捻ひねるも、跳ねた魔犬が口に挟みこむ。


    　骨が砕け、肉が裂ける音。血。着地した白い魔犬の口には、金色の五頭の獅し子したちの群れの上半身。


    　アンヘリオは生体変化系第五階位〈五咆獅子猛牙プール・ソーン〉で右手を獅子に変えて、自らの身代わりとして喰わせたのだ。本人は致命傷を回避して、より後方へと体を逃がす。


    　白い魔犬が首を振って、口に詰まった獅子の死肉を捨てる。跳ねる血と肉。口元を真っ赤に染めた白い犬の横に、黒い魔犬が並ぶ。


    　二頭の魔犬の首を、棘とげが生えた金属の首輪が締めつけ、後方に〇と一が連なる光の数列が伸びていく。


    　光の縛ばく鎖さの端はしは、ロレンゾの双剣につながっていた。裂れつ帛ぱくの気合いとともに左右の魔ま杖じよう剣けんが振られると、数列が展開。黒白の魔犬の口が開き、光が溢あふれる。


    　白い魔犬の前に、五つの巨大な光球が展開。


    　小太陽が現れたように、眩まばゆい光が地下迷宮を照らす。熱量の余波で、俺やギギナが目の前に掲げた袖そでや裾すそがはためく。白い光球の一個一個が、高位雷撃系咒じゆ式しき士しが使う〈電乖鬩葬雷珠マーコキアズ〉のプラズマだった。原子核から電子が遊離するほどの熱量を、これほどの数で生成するなど、膨ぼう大だいにすぎる咒力だ。


    　連なる光球が射出。


    　着弾着弾着弾、爆裂爆裂爆裂。必死に回避しているが、着弾したアンヘリオの[image: ]こう蝠もりの翼が蒸発。出血すらさせず、右脛すねから下が背広や靴くつごと消失し、左肩が消去させられる。


    　苦痛の表情で、アンヘリオが左足を振る。靴が破れ、五本の足の指が一気に膨ぼう張ちよう。連なる甲殻類の体節。側面に数十もの歩脚がうねる。十数メルトルの体長を持つ、大おお百足むかでが五匹。重なり連なり、アンヘリオの前で壁となる。


    　追撃のプラズマ弾が炸さく裂れつし、莫ばく大だいな熱量に百足の外骨格が解け、体液が瞬時に蒸発する。五匹の大百足が歩脚を震ふるわせているが、高硬度の外骨格がプラズマ弾を相殺した。プラズマの威力はほとんどの物質を破壊するが、熱量であるため巨大質量に対する貫通力は高くない。


    　防御ではなく、肉の壁という質量で相殺して時間を稼いでいる間に、キヒーアの力でアンヘリオ本体が治ち癒ゆされていく。先ほどから胴体に両腕と両足と、全身に常識外れの治癒が間断なく行おこなわれている。咒式の光のなかで、アンヘリオが笑う。


    「治癒の代価として、すでに何十人もの命が飛んでいる。高い支払いだ」


    「そうか、ならばもっと死ね」


    　ロレンゾの白い魔犬が次弾のプラズマを生成している間に、黒い魔犬の前には五つの黒い円えん錐すいが生まれる。円錐の表面には、頂点に向かって螺ら旋せんが描かれていた。


    　螺旋の正体は、化学鋼成系第五階位〈穿剛硬螺旋突ゼ・パール〉の咒式。超硬合金に結合相であるコバルトやニッケルを使わず、タングステンカーバイドに炭化チタンや炭化タンタルなどを加え、高温時の硬度低下を減少させる。さらに窒化チタン、炭窒化チタン、アルミクロムナイトライド、チタンアルミナイトライドを表面に蒸着させ、摩ま耗もうにも強い超々硬合金の螺旋を生成。


    　射出された螺旋が、アンヘリオの前で重なる大百足の外骨格に命中。戦車砲弾をも止める、高硬度の外骨格の表面で火花をあげるだけで、貫通できなかった。


    　螺旋円錐は静止せず、表面で超高速回転。凄すさまじい火花と悲鳴のような穿せん孔こう音を響かせる。体節腹部の硬い外骨格を穿うがち、体内を貫通。背中を抜けて、背後にいたアンヘリオの右肩や腹部を貫通し、肉を削そぎとっていく。


    　致命傷を受けたアンヘリオがさらに逃げる。キヒーアの治癒がまた最初からやり直しになり、殺人者の端整な顔に苦痛が刻まれる。


    　敷地を進むロレンゾと魔犬は速射砲となり、白黒の咒式を放ちつづける。射撃咒式が常に放射されていて、射線上にいたクフネルは防御もせずに逃げる。顔が陥没したヒルダもヒルデとともに悲鳴をあげて走りまわるしかない。


    　メレニボスの指先たちが数人回りこみ、使徒を守るために盾たてや防壁咒式を紡つむぐが、紙人形のようにプラズマで焼かれ、螺ら旋せん砲弾で破は砕さいされる。悲鳴すらなく、瞬殺されていく。


    　強力な咒じゆ式しき力にエミレオの書、さらに金剛石の精神を持つアンヘリオに対して、ロレンゾは互角、いやそれ以上の戦いをしている。ただの一人の力で、ザッハドの指先である数十人を虐殺しているのだ。


    「あれがロレンゾの代名詞、生体生成系第七階位でも〈双頭獄狗憑咒召法ナー・ベリウ〉の咒式か」


    　爆風と熱波を掲げた腕を防ぎつつ、俺の唇くちびるは叫んでいた。書物で見ただけの伝説の咒式を直じかに見ることができた驚きが、戦場であることを忘れさせている。


    　常識外れの攻撃の原理が推測できる。ロレンゾの二振りの魔ま杖じよう剣けんから首輪につながる数列が魔犬を操っている。人間の咒力を越えた〈異い貌ぼうのものども〉である魔犬の咒力を使い、ロレンゾの咒式を展開しているため、個人でもあれほど大量の連続攻撃が可能になるのだ。


    　ロレンゾの攻撃は二段構えだ。早い相手には質量を持たないプラズマのエネルギーが高速攻撃をし、分厚く硬い防御には超々硬合金の螺旋による質量攻撃の貫通力。アンヘリオの多彩な防御と回避に合わせて使いわけ、防御と回避を削っていく。


    　ロレンゾの攻撃は、破壊力に速度に手数に、相手への対応と、すべて考えつくされている。手数で勝負する俺が、まだ届かない境地だ。隣で刃やいばを振るうギギナも、ロレンゾの戦いを感心するように見ていた。


    　ロレンゾの登場によって、逆転の逆転の逆転に、さらに逆転。事態は混迷の度を深めて深めて、破裂した。


    　二頭の魔犬は、追撃のプラズマ球と超々硬合金の螺旋の嵐を吐く。アンヘリオは[image: ]こう蝠もりの翼を生成しなおして横へ飛ひ翔しようし、光球と螺旋の嵐が追撃していく。敷地を囲む壁やビルの壁面が次々と破砕されていく。


    　射線上に逃げていたメレニボスの指先の体に、プラズマ球が着弾。胴体が爆裂、蒸発。残る手足と頭部が空中に舞う。遅れて超々硬合金の螺旋が手足や頭部を無惨に貫通して、さらに先のビルの壁面に着弾し、穴を穿うがつ。


    　光球は眩まばゆい猟犬の群れとなってアンヘリオを追跡し、見境なく破壊していく。重なる大気の振動が俺やギギナの体を叩たたく。激しい攻撃に、接近することもできない。


    　横手では、生き残りの武装捜査官が一か所に集合し、ハーライルを囲んで守勢に徹している。ハーライルが片腕を失った以上、指揮官を守り、指先どもを倒して耐えるだけだった。


    　俺たちしか自由に動ける戦力がない。俺は魔杖剣を腰に溜ためて構える。ギギナが横に立つ。


    　地響きの方向を見ると、地下迷宮の壁や天井に亀き裂れつが走っていた。ロレンゾの高い破壊力と大量の咒式が、地下街のビルの壁に命中していたのだ。


    　視線を地上に戻すと、アンヘリオは反対側のビルの屋上を飛翔していた。追跡するロレンゾの魔犬たちの白黒の攻撃が、ビルの上空から下へ着弾していく。アンヘリオも上から下へと逃げていく。アンヘリオの氷の瞳に、失策を悟った色。


    　敷地にアンヘリオが着地したが、逃げ場がもうない。上空の魔犬たちから降りそそぐ必殺の光球と螺旋。


    　エネルギーと質量の攻撃は、地面から噴出する黒い壁に激突。爆裂音と鈍い音。壁を破裂させてプラズマ弾が消失。螺ら旋せんは砂を散らせるが、柔らかさに絡からめとられて動きを止める。


    　黒い砂壁は、三階建てのビルほどもある質量の壁となっていて、二段攻撃を防ぎきった。


    「俺も混ぜろよ」


    　黒い砂壁が作る巨大な影の下に、男が立つ。道着に袴はかまの長身の男。蟷かま螂きりのような横顔を持つ、カジフチだった。


    　ロレンゾと魔犬は敷地に着地した。ロレンゾは双剣を掲げて、乱入してきたカジフチに憎悪の目を向ける。


    「邪魔するなら、おまえから死ぬことになる」


    「おー本気で怖い爺じいさんだな」


    　殺意の放射を涼風と流し、カジフチが左を見る。負傷したアンヘリオが膝ひざをついていた。


    「アンヘリオ、おまえの行動のほうが分かりやすい。使徒が使徒だけは殺さないという規則は元々ないし、不自然だ」


    　蟷螂のような顔にある餓狼の目には笑み。


    「狙うは、やはりおまえだアンヘリオ」


    「そうか」


    　キヒーアの治ち癒ゆ咒じゆ式しきの燐りん光こうを手で払い、アンヘリオが負傷から立ち上がった。


    　眼前の黒い砂壁が落下し、大だい瀑ばく布ふとなり、アンヘリオを急襲。落下した黒い波は濤とうが破裂。後方へ跳ねていくアンヘリオの足下を、黒い濁流が追う。敷地の岩塊を菓子のように砕くだき、鉄骨を小枝のように折っていく。


    　横へ回転して逃げたアンヘリオが、頭上で両手を交差させる。腕には上空からカジフチの竜巻蹴げりが命中し、轟ごう音おんが響きわたる。


    　黒い砂の上方から水平攻撃で攪かく乱らんし、自らを回転させての上方からの蹴り。熟達した格闘家の手管だった。


    　右足の打ち下ろしを受けた、アンヘリオの両腕の骨が砕けていた。超衝撃を支える踵かかとが敷地の石床を踏み割り、足首まで沈む。背広の各所が破れ、出血。腕だけではなく肋ろつ骨こつから足まで細かい骨折が起こったようだった。


    　金属砂による手足の巨大化をしなくても、カジフチ自身の一撃は〈古き巨人エノルム〉並みの破壊力。交差した腕の下、唇くちびるから血を吐いて、なおアンヘリオが笑う。蹴りを放ったまま逆さとなったカジフチも笑っている。


    「玩がん具ぐを操るだけかと思ったら、接近戦もやるじゃねえか」


    「これでも昔は攻こう性せい咒式士でね。エミレオの書を発動するだけで勝てるほど、世の中も甘くあるまい」


    　アンヘリオの言葉とともに、頭上のカジフチが回転。左足に大地から黒い霧が凝結していき、爆発的に膨ぼう張ちようした。巨大な左足による横蹴り。颶ぐ風ふうをともなった巨大な踵を、アンヘリオが屈かがんで回避。踵は敷地に突き立つ岩塊に命中し、破は砕さい。


    　岩の破片の背後に、白と黒の魔犬が突撃してきていた。


    「使徒はすべて殺すっ！」


    　黒犬の背にロレンゾが跨またがっていた。白と黒の魔犬の突撃を、二つの巨大な黒い手が止め、鈍い音をたてる。象を超える巨体の二連の衝撃に、黒い手が押されて下がっていく。両手を突きだして咒じゆ式しきを展開していたカジフチが、唇くちびるを嚙かみしめる。


    「ロレンゾ、おまえも強者であるなら、我が獲物だ」


    　下がりながらも、巨大な左右の手の五指が、二頭の魔犬を握りつぶそうと閉じられていく。先に魔犬の強きよう靱じんな顎あごと牙きばが閉じられた。電柱ほどもある指を食いちぎり、空中に黒い金属の砂が舞う。


    　左右の魔犬が前足や牙で、ついに巨人の両手を打ち倒す。手は元の黒い波は濤とうとなり、崩れていく。上空にはロレンゾが飛ひ翔しようしていた。左右の腕を交差させ、魔ま杖じよう剣けんを握っている。空中から双剣を逆交差させる一撃を、カジフチが後方へ跳ねて回避。


    　急降下攻撃から着地した老猟師は、畳んだ膝ひざで衝撃を吸収。後退するカジフチへと弾丸のような水平飛ひ翔しよう。左右からの魔杖剣が光の交差点となり、カジフチが首を上げて緊急回避。


    　拳けん士しの前髪が切られて、空中に舞う。血ち飛沫しぶき。


    「さすがにロレンゾ、おっそろしい老人だ！」


    　顎を切られたカジフチは後方宙返りを繰り返して、後方へ高速退避。追撃しつつロレンゾが刃やいばを振るい、白木の槍やりを連射。縦回転の逃走と横回転の追撃が続く。


    　着地したカジフチが右手で咒式を展開しつつ、後方へ大きく跳ねる。黒い流砂が床の亀き裂れつから噴出。追ってくるロレンゾの下から、黒い金属の槍となって噴出する。


    　老人の双剣が銀の円弧を描き、自らを突き刺そうとする黒い槍の群れを切断。斬きられた槍は硬度を失い、砂となって散る。双剣が連続して振られ、槍を斬りはらい、弾はじいて跳ねていく。老猟師によって開かれた道を、白と黒の魔犬が黒砂を蹴け立てて疾走。


    　カジフチを追いつめるロレンゾが急停止。双剣を左に掲げて防御。激突したのは大おお百足むかでの頭部の群れ。


    　衝撃で小柄なロレンゾの体が浮き上がる。大百足の群れが体節を伸ばし、さらにロレンゾを横へ飛ばしていく。まるで横へと絡からまり伸びていく巨樹だった。


    　双剣が五匹の大百足の頭部を受け止め、左右から開閉される大顎の間に入っていた。伸びた大百足の胴体に白黒の魔犬が襲いかかる。顎と前足で、外骨格を砕くだき、緑の体液を散らさせる。


    　大百足の頭部と胴体が落ち、飛ばされていたロレンゾが華麗に着地。左肩では赤い子犬が欠伸あくびをしている。飛翔してきた白黒の魔犬が、老人の左右に無音で着地。低い姿勢から二重の唸うなり声をあげる。


    　切断された大百足の根元を見ると、右足を掲げたアンヘリオが立っていた。咒式による大百足が収縮し、元の人間の足と指に戻る。


    「革かわ靴ぐつが破れるから、この咒式を手ではなく足で発動するのは嫌なんだ」


    　素足を下ろしたアンヘリオが、ロレンゾに向かって走る。


    「が、忘れてもらっても困る。血の祝祭の主役はあくまで私だ」


    　背中からは[image: ]こう蝠もりの翼が広がり、圧縮空気の噴出によって加速。


    「これぞ戦い、我が震電流空手が求める武の境地だ」


    　道着姿のカジフチも風となって走る。背後には黒い砂の霧が続く。


    　ロレンゾと魔犬たちも走る。三方向から、暴風が敷地の中央に疾走していく。俺の傍かたわらで颶ぐ風ふう。手を伸ばすも、間にあわない。


    「私も混ぜろ！」


    　ギギナが弾丸のように三つの暴風へと疾走していた。疾走と同時に、生体強化系第五階位〈鋼剛鬼力膂法バー・エルク〉が発動。甲こう殻かく鎧よろいを軋きしませるほどに筋肉が膨ぼう張ちようし、飛ひ翔しよう。屠と竜りゆう刀とうが最上段から振り下ろされる。


    　アンヘリオが右腕を掲げ、長く伸ばした爪つめで屠竜刀を受け止める。輝く爪が火花をあげる。踵かかとが床石を踏み割る。


    「アホどもに〈金剛石の殺人者〉と呼ばれるので、金剛石の爪を作ってみた。屠竜刀であろうと、そう簡単には斬きれぬよ」


    　アンヘリオが自由な左手を振り、極彩色の大だい蛇じやの流れを生み出す。ギギナが刃やいばを引いて後退。屠竜刀を旋回させ、五匹の蛇へびの頭部を刎はねる。ギギナが進んだなら、仕方ない。カジフチとロレンゾを利用し、乱戦でアンヘリオを仕留める方向で行くべきだ。


    「押せ！　アンヘリオはすでに限界数である、三体のエミレオの書の〈異い貌ぼうのものども〉を展開している！」


    　俺の雷撃咒じゆ式しきが蛇の断面に炸さく裂れつし、蒸発させ、ギギナがさらに接近するための時間を稼ぐ。ロレンゾの黒白の魔犬がアンヘリオに飛びかかる。アンヘリオの獅し子しが迎撃し、双方が倒れこむ。


    「気合いの入った異常者は嫌いではない」


    　突進していくギギナの前に、カジフチが割って入る。


    「俺とも遊べよ」


    　カジフチの左拳こぶしが無造作に放たれ、屠竜刀の切っ先でギギナが受ける。両者の拳と切っ先の激突で火花を散らす。ドラッケン族の刃が翻ひるがえり、突きの連弾を放つ。カジフチの左拳の速射砲が迎え撃ち、金属音と火花が散る。二人が円を描きつつ、刃と拳を放ちつづける。


    　間合いでは屠竜刀が圧倒的だが、カジフチの拳が黒く伸びる。黒い砂の槍やりを攻撃に混ぜてきたが、ギギナは首を左に振って回避。黒い砂は首の横を過ぎて反転。


    　ギギナは側転して黒い激流を避ける。漆黒の砂が敷地に落下し、また跳ねる。着地したギギナは屠竜刀を体の前に掲げる。轟ごう音おん。瞬時に巨人の拳となった黒い砂を刃で受けて、ギギナの体が横へと弾はじき飛ばされる。


    　追撃に動く巨拳へ、俺の放つ〈鍛澱鎗弾槍ウアープ〉のタングステンカーバイド砲弾。黒い掌てのひらを撃ちぬき、後方のカジフチを目指す。


    「よいしょっ」


    　武闘家が紫し電でんとともに右の拳こぶしを打ちだすと同時に、炸さく裂れつ音。タングステンカーバイドの砲弾が前から圧縮され、砕くだけた。


    　カジフチの真の恐ろしさは、瞬時に姿を変えて攻撃と防御を行おこなう黒い砂ではない。怖いのは、いわば〈古き巨人エノルム〉並みの戦闘能力と、ボラーさえ叩たたきのめした右の正せい拳けん突きなどの体術、本人が言う震電流空手だ。原理は、黒い砂を制御したように、手足や体を電磁加速するだけだが、たとえギギナでも体のどこかに受ければ即死する。


    　最初から一対一ではなく、二対二だ。俺が遠距離支援を誤れば、ギギナはカジフチと黒砂の二つの脅威を一人で相手にしなくてはならなくなる。


    　ギギナが体勢を立てなおして、再びカジフチと間合いを詰める。再び屠と竜りゆう刀とうの突き。カジフチも左の突きで弾はじき、火花と電子が散る。屠竜刀の切っ先が回転し、カジフチの左手首に絡からみつき、横へ流す。上う手まい。


    　防御や距離を取ることをせず、カジフチは逆に前進。超密着距離でカジフチの右拳が下から上へ放たれる。電磁加速の重い一撃が、ギギナの伸びた右手へ向かう。撃ちぬいたのは屠竜刀の柄え。


    　手放した屠竜刀が上空に跳ね上がると同時に、後方へ倒れていくギギナの右足が跳ね上がり、左側頭部へ急襲。カジフチは回転させた右掌で止める。ギギナの蹴けりはそのままカジフチの右腕に絡み、左手で手首を固める。かつてドラッケン族のユラヴィカが見せた、飛びつき式腕挫ひしぎ十字固めだった。電磁加速を無意味とする、関節技に持ちこんだのだ。


    「おもしろい入り方だ。さすがにこれは喰くらう」


    　肘ひじを砕くだく技をカジフチが賞賛する。自重で前に引き下ろすはずが、逆に軽々と固められた右腕ごとギギナを持ち上げる。頭上を越えて掲げられたギギナが反転し、紫し電でんとともに落下。カジフチの電磁加速された剛腕で落とされれば背骨が砕ける。落下途中のギギナの左右の足が、右腕から武闘家の首を挟みこむ。


    　ギギナが体を捻ひねると、首を挟まれたカジフチも巻きこまれ、垂直落下が横回転へと変えられる。空中で腕挫十字固めが極きまる前に、横合いから再び黒い砂が襲いかかる。


    　黒い砂に、俺が放った〈電乖鬩葬雷珠マーコキアズ〉が命中。プラズマによって破裂。


    　爆音と黒い砂の雨のなか、空中で腕挫を極めようとしたギギナの腹部に、カジフチの左の鉤かぎ突きが入る。ギギナが右手で腰の短刀を抜いて、防御。刃やいばが砕けるも、右肘を繰りだしてカジフチの顎あごを撃ちぬく。


    　さらに双方が左の蹴りを放つ。互いに互いの交差した腕を蹴り、後方へ垂直回転しながら吹き飛ぶ。


    　着地と同時に、落下してきた屠竜刀をギギナの右手が握り、前へ向ける。ギギナの額ひたいや唇くちびるの端はしに出血。刃やいばの防御があっても、最後の一撃が脇腹に入り、内臓出血を起こしたのだ。


    　一瞬の攻防だが、長く感じていた。俺は連続して咒じゆ式しきを紡つむいだが、互いの攻撃と防御の交錯が激しく、支援がほとんどできない。一手間違えれば、ギギナを殺してしまう。


    　血に塗まみれた唇で、ギギナは笑っている。


    「東方の武術はいくつか身に受け、また習ったことがあるのだが」刃やいばの笑みだった。「厄介にすぎる」


    「ドラッケン族の凄せい絶ぜつな剣術の噂うわさは聞いていたが、格闘技もやるものだな」


    　カジフチは黒い砂をまとわりつかせ、左拳こぶしを前に、右拳を引いた構えに戻る。異形の武闘家も口から血を流している。顎あごへの一撃で唇くちびるが切れていたのだ。右手で無精髭ひげごと血を撫なでる。


    「アンヘリオのついでに、ドラッケン族の顔かお剝はぎ殺人者であるユラヴィカとの対決を望んでエリダナに来たのだが」カジフチが笑い、掲げた左拳を揺らす。「これは思わぬ拾いものだな」


    　拳の誘いには乗らず、ギギナが握る屠と竜りゆう刀とうは動かない。


    「ユラヴィカは私がすでに倒した」


    「そうか」カジフチの顔に寂せき寥りよう感が掠かすめる。「あの怪物がすでに死んだか」


    　狂気の武闘家は、狂気の戦士の死を悼いたんでいた。顔には再び不敵な笑みが戻る。足下では主人の感情に寄りそうように、黒い砂が泡立つ。


    「では、ユラヴィカを倒した貴様を殺し、アンヘリオを殺し、我が震電流空手の完成としよう」


    　双方が距離を測る。俺も魔ま杖じよう剣けんをカジフチに向けて動く。二人がかりで、ようやく勝負になっているくらいの強者だ。俺とギギナ、どちらかが一手失敗すれば、そこで終わる。


    　横合いからの颶ぐ風ふう。ロレンゾと黒白の魔犬が吐くプラズマと螺ら旋せん弾が、ギギナとカジフチの間に連続で着弾。爆煙で双方が分断される。


    　爆煙を貫いて魔犬たちが走り、アンヘリオが[image: ]こう蝠もりの翼で横へ飛ひ翔しようして横断していく。右足を突き立て、アンヘリオが急停止。青い目がロレンゾにカジフチ、俺とギギナを見た。


    「削りあいは性に合わぬ。まとめて遊んでやろう」


    　掲げた左の指先に、光が乱舞する。


    　正体は、炭素の同位体のひとつ、八面体や十二面体や六面体の結晶構造を持つ金剛石。靱じん性せいは水晶程度だが、摩擦に対する硬度では天然物質の最高値を叩たたきだす。


    　化学錬成系第二階位〈金剛示アナラゼ〉の咒じゆ式しきなら、単に金剛石の弾丸を生みだすが、アンヘリオの咒力によって膨ぼう大だいな数で展開し、光の霧のように見えている。美しいはずが悪寒を生む光景。


    　金剛石の群れが、アンヘリオの指先から放たれる。煌きらめく霧が回転し、光の竜巻となる。防御を即座に捨てて、俺は横へ飛ぶ。ギギナやロレンゾ、カジフチも防御をせずに大きく飛翔して範囲から逃のがれる。


    　光の嵐が吹き荒れ、背後で争っていたメレニボスの指先たちと、武装捜査官の間を抜けていく。


    　殺人者と武装捜査官の籠こ手てに包まれた手や魔杖剣、顔と兜かぶと、胸板と積層甲かつ冑ちゆうといった体の前面が消えていた。桃色の断面に血の粒が浮かび、噴出。血の霧とともに全員が倒れていく。光の暴風は敷地を削りつつ走り、反転。


    「おそらく私以外に使い手がいないから、学会のクソども用に化学錬成系第五階位〈金剛積乱削嵐アラースト〉の咒式とでも名付けようか」


    　金剛石の渦は、再びアンヘリオの左手の周囲に戻った。莫ばく大だいな数の金剛石の粒が、高速回転することにより、人体と金属を研磨し、一瞬で削りとったのだ。破壊力以上に、範囲と発動時間が長いことが脅威だ。


    「削られて死ね」


    　再びアンヘリオの左腕が動き、金剛石の暴風が放たれる。正面の老猟師が跳ねて、右へ緊急避難。黒白の魔犬がさらに飼い主の両脇を抱えて飛ぶ。


    　光の嵐が軌道を変え、大きく跳ねたはずの二頭の魔犬の後ろ足を削り取る。ロレンゾと血を噴出させた犬が、転がりながら回避していく。ギギナは横へ飛びながら、生体変化系第二階位〈空輪[image: ]ゲメイラ〉を発動。圧縮空気の噴射で瞬間高速移動をして、嵐の効果範囲から逃のがれる。


    　敷地に転がったギギナの左肩や左足が、甲殻装甲ごと削られ、出血している。


    　軌道を変えた嵐は次に俺を狙う。風の速度で迫る広範囲の竜巻は、回避不能。反射的に化学鋼成系第五階位〈遮熱断障檻フオエニク〉を発動。チタンとアルミニウム、ホウ素や高融点金属であるハフニウムの檻おりを展開すると同時に、金剛石の嵐が激突。


    　合金の壁は金剛石の嵐に削られていく。俺は時間稼ぎだと割りきり、檻の背後から飛びでる。同時に金剛石の竜巻が、合金の前面装甲を削りきり、檻全体を破は砕さいする音。転がって転がって、背後を確認。破片が竜巻に巻きこまれ、火花を散らしてさらに細かく分解され、消えていく光景が見えた。


    「こんなもの、どうやって防げというんだ！」


    　起き上がりつつ、敷地を逃げる。右肩と背中の痛みと熱い滴したたりは無視。おそらく削られて出血しているのだが、見たくない。


    　金剛石の猛吹雪の横を走る人影。東方の道着と袴はかまをはためかせて疾走するカジフチだった。金剛石の嵐は巨大咒じゆ式しきゆえに、連射はできないと見たのだ。


    「震電流空手の信条、攻撃は最大の攻撃なり！」


    　疾走するカジフチの姿が消え、次に見えたときには、アンヘリオの眼前で右正せい拳けん突きが放たれていた。電磁加速による凄すさまじい速度からの突きは、轟ごう音おんを生んだ。


    　カジフチの拳は、アンヘリオの手前にある空中に亀き裂れつを生んでいた。拳豪の右拳が砕くだけ、出血している。


    「てめえ、なんだこの手品は？」


    　血に塗まみれた拳を引いて、カジフチが後退する。透明度が高すぎて見えなかったが、カジフチの拳による亀裂と地下街に溢あふれる粉ふん塵じんによって、アンヘリオの前に壁が出現していた。


    　化学錬成系第五階位〈金剛不可晶壁アモイモ〉の咒式によって、冷温プラズマで合成される、単結晶の炭素、化学気相成長型の金剛石の壁が生みだされたのだ。


    「理論上は、戦車が激突しても割れない超強度のはずなのだが」透明の壁の向こうで、アンヘリオが呆あきれていた。「拳が砕けたとはいえ、亀裂を入れるおまえは常識外すぎる」


    　距離を取るために、アンヘリオが後方へ跳躍。カジフチは横へ飛んで不可視の壁を迂う回かいする。


    　カジフチは、追撃を仕掛けない。アンヘリオの右手は、すでに咒式をいくつも展開しおえている。進路のいくつかには、不可視の化学気相成長型の金剛石が仕掛けられているため、震電流空手の高速踏みこみからの超高速の突きという、必殺の手が封じられたのだ。


    　距離を取ったアンヘリオの左手には、再び光が集結。飛ひ翔しようして詰めていたカジフチが着地とともに後退。負傷したロレンゾや俺たちも逃げ、アンヘリオが光の竜巻を放つ。


    　全員が大きく避けると、金剛石の猛吹雪が前進。敷地の床石も、落ちている岩も、武装捜査官や指先の区別もなく、人体も鎧よろいもすべて削っていく。血と金属が混じりあい、竜巻に吸引され、切削されて分解される。


    　竜巻の直径が大きいため、逃げおくれた俺の脛すねや背中を掠かすめてしまう。着地して転がり、起き上がる。防刃ジーンズが無惨に避けて左脛が出血。戦せん闘とう用よう靴ぐつの踵かかとも削られている。背中で新たな痛みを訴える傷は、まだ見ないほうがいいだろう。


    　隣に着地していたギギナも、新たに左足と右手から出血している。


    「ガユスの防壁も、私の甲こう殻かく鎧よろいも、紙同然だな」


    　ギギナが屠と竜りゆう刀とうをついて立ち上がる。傍かたわらでは、ロレンゾの左肩で赤い子犬が咒じゆ式しきを放っていた。白と黒の魔犬の後ろ足が治ち癒ゆされていく。俺も膝ひざを伸ばし、金剛石の嵐の移動先を探す。


    　アンヘリオの左手の動きで、金剛石の竜巻が敷地の岩を削りつつ反転。戻ってくる進路には、一撃目を回避していたカジフチが着地。いくらカジフチでも、次は回避不能な間合い。


    「舐なめるなよアンヘリオっ！」


    　カジフチの足下から黒い砂が伸び上がり、渦を巻く。一瞬にしてカジフチを包む黒い巨大竜巻となった。竜巻に呑のまれながら、カジフチが前進。同時に黒い竜巻も傾いて、術者とともに進む。自殺行為だ。


    　アンヘリオが放った金剛石の竜巻と、カジフチのまとう黒い竜巻が地下街で激突。暴風同士の激突で火花が散る。


    　回転する金剛石の粒と、黒い砂が激突して、凄すさまじい火花を散らす。まるで炎の雨のように周囲に降りそそぐ。火花を避けるために、俺とギギナは後退する。傷が痛い。


    　火花の放射が続き、黒い竜巻が光の竜巻を削っていく。黒い回転半径が、光の旋回を上から抑えにかかる。


    　舌打ち。アンヘリオが金剛石の嵐を解除。一気に手元に戻す。


    　回転勝負に打ち勝ったカジフチが、黒い竜巻を解除。地上に足をつき、踵かかとで床石を削る。下半身に続き、上半身が回転し、正面を向いて止まる。黒い砂も回転数を落として、カジフチの周囲の床で渦を巻く。


    「おまえが俺との対決を避けてきた理由も分かっている。咒式の相性が悪いんだよ」


    　指でアンヘリオを示して告げたカジフチの目は回っている。体の付近でしか黒い砂が展開できないのだろうが、回転しすぎたのだ。


    「避けたことなどない。そして、二度は回れまい」


    　アンヘリオが再び金剛石の嵐を放つ。カジフチは後方へ跳ねていく。光の渦巻きが、俺とギギナに向かう。熟練の決闘者であるカジフチは、アンヘリオの咒式を俺たちに誘導させたのだ。使徒が味方なわけはない。


    　一方で、俺は先ほどのカジフチの理論を理解していた。


    　硬度に勝る耐熱合金製の〈遮熱断障檻フオエニク〉ではなく〈斥盾ジルド〉を連続展開。六枚の鋼はがねの壁に金剛石の竜巻が激突。凄すさまじい轟ごう音おんと火花が吹き荒れる。


    　前方に展開した鋼はがねの壁のいくつかは、火花とともに吹き飛ぶ。鋼の壁の背後で俺はひたすら耐える。


    　金剛石の嵐が弱まり、やがて消えた。敷地には火花と炎の粒が転がり、すぐに消えた。


    　アンヘリオが初めて驚いた顔となっていた。すべてを破砕するはずの金剛石の群れが、無惨に焼失したことを理解できなかったのだ。


    　金剛石は天然素材でもっとも堅いが、実はコバルトやニッケル、そして鉄と相性が悪い。金剛石の鑢やすりであっても、鉄を削ると反応を起こして燃えてしまう。同じことが、先ほどのカジフチの砂鉄の嵐で起こったなら、俺が作った鋼の壁に金剛石の嵐で切削を加えると、火花となって燃えてしまう。


    　アンヘリオは、生体強化や変化系で獣を呼びだす咒じゆ式しきと、エミレオの書を操る数法系が本分。言葉から推理すると、〈金剛石の殺人者〉と呼ばれたあとに、異名に合わせてわざわざ咒式を作った。


    　冗談がすぎているが、専門外でこれほどの咒式を作るなら天才だ。才能で成立させた咒式ゆえに、対応策までは知らないのだ。アンヘリオの咒式は強力だが、カジフチと俺の双方と相性が悪すぎるため、抑えこめる。


    　アンヘリオが舌打ちして後退。立ち直った魔犬たちを率いてロレンゾが間合いを詰める。ギギナも疾走する。


    　金剛石の咒式で時間を稼いだアンヘリオの左手で、エミレオの書が開かれていく。


    　敷地の床に青い咒印組成式が描かれ、白が噴出。地獄の蓋ふたが開いたかのように、白い骸がい骨こつの群れが溢あふれる。波は濤とうの先端では、王冠を被かぶった髑どく髏ろが呵か々かと嗤わらう。


    　宙に踊る白骨の群れが重なり、巨大な上じよう腕わん骨こつを形成していく。


    　骨の指が握る大おお鎌かまが横薙なぎに振られる。ロレンゾと魔犬が大きく後方へ跳ねる。刃やいばが岩を切断。分解されて粉末となり、散っていく。


    　クインジーの大鎌は、咒力が集中している魔ま杖じよう剣けんでなら受け止められるが、咒力を帯びない通常物質はすべてイオンの相互作用と水素結合を破壊されてしまう。


    　横に飛んだ破滅の大鎌が、反転。斜め上方から俺とギギナへと襲いかかる。ギギナが全力で水平に振った屠と竜りゆう刀とうと大鎌が激突。火花とともに双方が弾はじかれ、大鎌が旋回。屠竜刀を後方に溜ためつつ、ギギナの足が下がる。


    　再び刃で受けて、火花と金属音。ギギナの籠こ手てに包まれた指が、血が滴したたる柄つかを握りなおす。


    　咒式を考えなくても、あれほどの巨体から繰りだされる大鎌は物理力としても巨大にすぎ、ギギナであっても全力で弾くことが精一杯だ。


    　横手では、アンヘリオに向かうカジフチに、ロレンゾの魔犬たちが襲いかかっていた。乱戦はさらに激しさを増していく。


    　前方では、クインジーの大おお鎌かまが再び横薙ぎに放たれる。受けきれないと見たギギナが跳躍。俺は後方へ逃げつつ〈爆炸吼アイニ〉を連射。空中に逃げたギギナへ襲いかかる亡者どもを砕くだく。ギギナの刃やいばも一いつ閃せんされ、足下に迫る死者を砕くだいて着地。


    　王冠の下で、髑どく髏ろが口を開けて嗤わらう。アンヘリオもクインジーを操り、隙すきを見せない。


    　ギギナが距離を詰めると、クインジーの大鎌がまたも頭上で旋回。三日月の刃が満月となる。回転の終点から、クインジーが大鎌を連続で振りおろす。ギギナが渾こん身しんの力で弾はじく。


    　一撃一撃が致死の威力と質量を持つ刃やいばを、ギギナの屠と竜りゆう刀とうが受け、弾き、火花が散る。クインジーの大鎌はさらに速度を増す。火花と金属音が連続。半径一〇メルトルは刃の暴風の結界となり、クインジーとギギナの刃の激突の間に入れない。ギギナは〈鋼剛鬼力膂法バー・エルク〉で筋力を強化しているが、弾くか受けながすしかできず、消耗戦になっている。


    　大鎌の振り下ろしから、ギギナが横へ跳ねて、横手に落ちている岩塊の上に着地。膝ひざを伸ばしてより高く飛ひ翔しよう。空中のギギナは両手で屠竜刀を振りかぶっている。速度を出すための短い柄つかではなく、長柄形態。眼前には王冠を被かぶったクインジーの頭ず蓋がい骨こつがあった。暗い眼がん窩かには青い鬼火。俺の〈爆炸吼アイニ〉が炸さく裂れつし、頭蓋骨を砕くだく。


    　爆煙を貫き、ギギナの両手が前に振り下ろされ、屠竜刀が振り下ろされる。黄金の王冠にガナサイト重咒合金の刃が激突。飾られた宝石を叩たたき割り、頭蓋骨を両断。肋ろつ骨こつまで切り下げる。クインジーの左腕が掲げられ、前ぜん腕わん骨こつと尺しやつ骨こつが屠竜刀を受ける。火花をあげながらも、肋骨の手前で屠竜刀が止められる。


    　ギギナがクインジーの左前腕骨を蹴けって、後方宙返り。先ほどまでいた場所で、左右からの亡者の群れが激突し、衝撃で白い骨が砕ける。


    　ギギナが、俺の手前に着地。


    「高等生物なら、だいたい脳が詰まる頭部を破壊すれば死ぬのだが」圧あつ搾さく攻撃が掠かすめていたらしく、ギギナの右爪つま先さきの甲殻装甲が砕け、床に血を広げていく。「全身が骨のクインジーは、最初から脳も内臓もない。どうやったら殺せるのだ？」


    　前方のクインジーの左手が亡者を拾い、両断された自らの頭蓋骨に押しつける。亡者の骨が材料となり、即座に頭蓋骨がつながっていく。


    「ギギナの問いはまだ遠い。そもそも、クインジーはどうやって動いているかだ」


    　当たり前だが、筋肉も腱けんもない巨大な骨格だけで動くわけがない。咒じゆ力りよくという物理干渉能力が、骨の内部と外部から支えているに決まっている。では、咒力の発動地点、思考の根源である脳はどこか。精密な探知咒式の使い手がいれば、骨を支える咒式の流れから分かるだろうが、俺は推論で探すしかない。間合いを取りつつ、弾倉を捨てる。


    　弾倉を魔杖剣の機関部に叩きこむと同時に、俺の予想が出る。ギギナの横顔を見ると、俺と同じ結論に達したようだ。


    　クインジーの骨の足が一歩前に出る。大鎌の打ち下ろしを屠竜刀が受け止める。ギギナが刃の側面に左手を当てて、両手での防御姿勢。体全体に凄すさまじい衝撃がかかり、甲こう殻かく鎧よろいが軋きしみ、踵かかとが床石を踏み割る。


    　大おお鎌かまの切っ先がギギナの左肩を掠かすめている。甲こう殻かく鎧よろいと強化筋肉と血が、蒸発したように消え、塵ちりとなって流れる。致命傷を受ければ、白骨となり、クインジーの体の一部として永遠に苦しむ亡者の群れに加わることになる。


    　分かっていても、前屈かがみになるクインジーと耐えるギギナが接近しすぎていて、爆裂咒じゆ式しきを放てない。ロレンゾとカジフチの激突の音も遠い。


    　ギギナと刃やいばを拮きつ抗こうさせている骨の王の背後では、アンヘリオが右手にもエミレオの書を開いている。ボラーまで呼ばれると、最強の矛ほこと盾たてがそろう。一刻も早くクインジーを退け、アンヘリオに到達しなければならない。


    「ギギナ、俺が掩護するから、力押しで行け！」


    「おおおおおおおおおおおおっ」


    　俺の合図でギギナが吠ほえ〈鋼剛鬼力膂法バー・エルク〉の出力を上げる。腕や肩、背筋や太ふと股ももと全身の強化筋肉が膨ふくれあがっていき、最高出力を放つ。剛力のみで大鎌を押し返し、弾はじいた。


    　クインジーの巨体が後ろへ下がった瞬間、高々度の頭部へ〈爆炸吼アイニ〉を発動。今度は直撃し、黄金の王冠の下で、髑どく髏ろが半壊。肋ろつ骨こつや脊せき柱ちゆうが軋きしむ音をたてる。骨の踵かかとが床石を踏みしめる。亡者たちが主君の足を支えて倒れることを防ぐ。


    　追撃で貫通力の高い〈鍛澱鎗弾槍ウアープ〉を放つ。タングステンカーバイド砲弾が目指すのは、骸がい骨こつの頭部。着弾したのは、こちらの手を読んでいて真正面に掲げられたクインジーの大鎌。


    　刃に触れた砲弾が、切断されると同時に塵ちりとなって大鎌の左右に流れていく。ただ切断するなら、左右に分かたれた砲弾がそのまま直進して、クインジーの頭部を砕くだいていたが、分解咒式は反則だ。


    　俺の唇くちびるは皮肉に笑う。隙すき間まが大きい相手に砲弾咒式は無意味で、最初から牽けん制せいであることに気づいたときには遅い。砲弾咒式の塵を煙幕として、ギギナが地を這はうように進んで間合いを詰めていた。


    　屠と竜りゆう刀とうの柄つかを伸ばした横薙なぎの一いつ閃せん。踏みとどまったクインジーの右脛けい骨こつと腓ひ骨こつを支える亡者たちごと切断。


    　無音の悲鳴をあげて、亡者の王が右膝ひざを大地につく。俺はクインジーではなく、大鎌と足下の亡者たちへ〈爆炸吼アイニ〉を放つ。爆裂で鎌が後方へ流れ、白骨の群れが吹き飛ぶ。分解能力を持つ大鎌と、防御と回復を司る亡者を封じることが俺の役目だ。


    　俺が一瞬の時間を作れば、ギギナはまたも飛ひ翔しよう。右足の消失のために立てられたクインジーの左膝しつ蓋がい骨こつの上に着地。群がる亡者どもの追いすがる白い指や鳴らされる歯を振りきって跳躍。


    　クインジーが左肘ひじを畳んで、掌てのひらで防御。ギギナの刃は掌の骨を貫き、肋骨を砕く。切っ先は胸郭内の空間を刺し貫く。なにもないはずの空間に紫し電でん。


    　脈動する光の球体が、屠竜刀に貫かれていた。


    　クインジーは、咒式そのもので構成される〈禍まがつ式しき〉に近い〈異い貌ぼうのものども〉だろう。


    　先ほどの攻撃で、頭部はほとんど守らずに、肋骨を全損されることを防いだことから推測したとおりだ。


    　ギギナが屠と竜りゆう刀とうをさらに押しこむ。クインジーの肋骨の奧で、光球が激しく暴れ、全身の骨が震ふるえた。ギギナの刃が光球を貫いていくごとに、クインジーの骨と骨の接合が崩れ、肋骨が、鎖さ骨こつが、尺しやつ骨こつが、大だい伽が藍らんのように崩壊していく。足下の亡者たちが手を掲げ、舌のない口で絶叫をあげ、骨の雨を受ける。


    「回復させるな、力で押しきれ！」


    　俺も〈爆炸吼アイニ〉を連発してクインジーの鎌かまを抑える。


    　あと一秒で倒せると確信した瞬間、骨のすべてが青い光に包まれ、数式に分解。後方へと光の流れとなって引きもどされていく。ギギナが足場を失い、落下。


    　流れていく青い咒じゆ印いん組成式が、アンヘリオのエミレオの書へ戻されていった。俺は追撃をかけない。ギギナも待っていた。


    　仕留めそこなったが、ロレンゾとカジフチが上空からアンヘリオへ襲撃。次のエミレオの書を展開させまいと、双方の利害が一致したのだ。カジフチが展開する黒砂の巨きよ拳けんをアンヘリオが避ける。ロレンゾの魔犬たちがアンヘリオを追って空中を舞う。


    　位置と時期が合った。俺の意図を察して、ギギナが乱戦に直進していく。


    　黒い砂と蹴けり、魔犬のプラズマ弾と螺ら旋せん弾の下をギギナが駆けぬける。


    　屠竜刀による横薙なぎの一いつ閃せん。巨大な刃やいばは、アンヘリオではなく、ロレンゾの交差した魔ま杖じよう剣けんに叩たたきつけられる。重い衝撃に老人の体が浮く。腹部にギギナの前蹴り。老人が重ねた脛すねで受けて、後方へと吹き飛んでいく。回転から着地した老人の顔には驚きの色。


    　同時に左から伸ばされたアンヘリオの爪つめの刃を、反転したギギナの屠竜刀が受ける。爪と屠竜刀が軋きしり、激しい火花が散る。


    「どうなっているのだ、あの男は」


    　俺の横に追いついたレンデンが、呆あきれた声を出す。メッケンクラートにテセオンも合流していた。


    　少なくともロレンゾは敵ではない。アンヘリオと使徒を狙う共通の目的があるはずだが、ギギナが遠慮なく刃を向けたことは、彼らにも理解不能なのだ。


    　見境なく斬きる狂戦士の行動に見えて、熟練の剣舞士であるギギナの計算が俺には分かっている。ギギナも俺の計算を分かっている。


    　カジフチの蹴りと黒砂の攻撃を屠竜刀の側面で受け、衝撃以上にギギナが右へと大きく跳ねていく。


    　ロレンゾとギギナが戦場から切り離された。そして、俺の左手が抜いていた魔杖短剣マグナスの切っ先は、アンヘリオとカジフチだけを捉とらえていた。メッケンクラートやレンデンたちは急いで退避。


    〈金剛石の殺人者〉の青い目と、東方の武闘家の黒い目が見開かれる。二人まとめて死ね。切っ先から、機会を狙っていた化学錬成第七階位〈重霊子殻獄瞋焰覇パー・イー・モーン〉を発動。カジフチは黒い砂で自分を殴り、ギギナの方向へ逃げた。カジフチほど早く動けないアンヘリオの前で青い光とともに、急速召還されたボラーが大口を広げていく。


    　知ったことか。


    　重水素と三重水素に、負の電荷を持つミューオンが干渉。負ミューオンが核の電荷を中和し、核融合が発動。空間を転移する際にほとんどの熱量が吹き飛ぶが、それでも数千から数十万度という超々高温の炎と衝撃波となった爆風が前方に放射。ボラーの開かれた大口に激突。


    　熱と衝撃波がボラーの量子干渉によって青い量子散乱の光を撒まき散らす。マグナスからの核融合の炎の放射は止まらない。激しい光と炎の乱舞。


    　純粋な咒じゆ力りよく勝負。俺の脳裏を、アンヘリオによって殺された人々の死、イディスの死が掠かすめる。


    「死ねぇええええええええええっ！」


    　脳が沸ふつ騰とうするほどの咒力を式に乗せる。怒りとともに、咒式の温度と衝撃波が跳ね上がる。熱と衝撃波と、対する量子分解と吸収能力ならば、一手間かかる受け手が不利。


    　量子干渉と吸収能力の限界を超えて光の柱が直進し、ボラーの大口を貫く。黒い体の口から舌、内臓を焼きつくし、尻しつ尾ぽへと抜ける。


    　背後に抜けた爆炎の柱を、横へと飛んでアンヘリオが回避。


    　光の帯は敷地を水平に横切り、壁に激突。コンクリ壁を熱と衝撃波が薄紙のように撃ちぬき、地下街のビルの横っ腹を連続で破は砕さい。一階の崩壊でビルが崩れていく。


    「逃がすかボケぇえええええええええええええっ！」


    　両手で握った魔ま杖じょう短たん剣けんマグナスを横へ振る。壁やビルを焼き切りながら、光の柱は逃げたアンヘリオを追う。途中にいたメレニボスの指先たちの腰から上や胸板が、核融合の炎に触れただけで蒸発。落ちていた岩塊や廃車も眩まばゆい光のなかへ消えていく。イディスの恨みだ。全員消えろ。核融合の炎で、その汚れた魂まで消えろ。


    　ボラーを量子分解してエミレオの書に戻し、アンヘリオは逃げていた。


    「だから逃がすかよっ！」


    　アンヘリオは翼で低空飛行して逃げるが、俺の腕の速度のほうが早い。


    　炎で追跡されるアンヘリオの逃げた先に、黒と桃色の衣装のペネロテ姉妹と、闘牛士のクフネルがいた。


    　アンヘリオと追随する核融合の炎に、ヒルダとヒルデ、クフネルが逃げるか防御するか迷った。アンヘリオが[image: ]こう蝠もりの翼を畳み、斜めに跳ねた。


    　地上のヒルデは後方へ跳ねた。クフネルも回転して上空退避。


    　顔を負傷しているヒルダが一瞬遅れた。ギギナに陥没させられた顔には恐怖。第七階位の長時間発動で、俺の咒力も限界。


    　核融合の炎はアンヘリオを追わず、ヒルダに狙いを定めて横薙なぎの一いつ閃せん。風ふう琴きんから空気の巨人を生みだしたが、核融合の炎に触れて瞬時に破裂。ヒルダに光の柱が直撃。


    　核融合の炎が、ヒルダの姿を搔かき消して背後の壁に激突、破砕。背後のビルにも着弾し、爆音。炸さく裂れつした炎で視界が白に染まる。ビルの崩壊が続き、地下街に轟ごう音おんが連なっていく。


    　そこで俺の咒力が切れた。咒式の放射が弱まり、消えていく。


    　視界が戻ってくると、白煙とともに破壊の光景が見える。俺を中心とした半円が輻ふく射しや熱で溶よう岩がんの海となっていた。


    　破壊の着弾点である壁も左から右へと消失。敷地を囲むビルの一階もまとめて破砕したため、二階から上が落ちていた。別のビルが倒れ、隣のビルに寄りかかっていた。


    　大破壊の光景だった。俺の左右にメッケンクラートたちが並び、警戒態勢。巨大咒じゆ式しき発動直後の後衛系は無防備にすぎるからだ。


    　ギギナとアンヘリオの姿を捜していると、倒壊したビルが吐きだす白煙の間に動きが見えた。全員の魔ま杖じよう剣けんの切っ先が向く。


    　沸ふつ騰とうする溶岩の横に動く物体。ヒルダが石床を這はっていた。下半身が衝撃と熱で吹き飛び、余熱だけで腰まで炭化しているが、ヒルダは両手で床を這っている。


    〈重霊子殻獄瞋焰覇パー・イー・モーン〉の咒式の直撃を受けて生き残れる生物などいない。空気の巨人エンゴル・ルが、空気を曲げて虚像を作っていたのだ。虚像に核融合の炎を直撃させたが、ヒルダ自身は横へ逃れていたのだ。


    　簡単な手品だったが、上半身だけとなったヒルダはもう動けない。邪悪な使徒はここで殺しておく必要がある。魔杖短剣を引いて、魔杖剣ヨルガを突きだす。


    　咄とつ嗟さに後退。俺がいた場所へ、黒い板が突き立っていく。〈爆炸吼アイニ〉で破は砕さい。散っていくチョコレートの向こうに、焼けこげたヒルダを抱えて逃げる、ヒルデの後ろ姿が見えた。


    　殺せるときに殺しておかないと、使徒は死を撒まき散らす。追撃のために前に出ると、轟ごう音おん。


    　右から左へギギナが吹き飛んでいく。受け止めている屠と竜りゆう刀とうに、カジフチの剛ごう拳けん。ギギナが背中から落下し、溶解した床を削っていく。上になったカジフチが左手を掲げると、黒い砂が渦を巻き、本人より巨大な拳こぶしを形作る。


    　打ち下ろす前に横転。プラズマと黒い螺ら旋せんが敷地に着弾。[image: ]岩となった敷地をさらに爆裂に破砕。爆音と爆煙。


    　振り返ると、敷地の中央でアンヘリオが走っていた。周囲にいた指先や武装捜査官たちを遊びのように殺して走る。ロレンゾと魔犬たちが走る。カジフチが飛ひ翔しようする。ギギナも突進していく。


    　四者が激突。プラズマ球の群れが爆裂を起こし、熱と光を撒き散らす。黒い螺旋が周囲の岩や壁を砕くだき、穿うがつ。金剛石の嵐が吹き荒れ、円盤がすべてを切り裂く。大だい蛇じやがうねり、獅し子しが跳ね、大おお百足むかでが這いまわる。黒い砂が巨人の拳こぶしとなり、足となり、巨岩を砕くだく。屠竜刀が旋回し、ドラッケン族が咆ほう吼こうする。


    　超級の咒式士三人とギギナの激突は、凄すさまじい熱と爆裂、爪牙と打撃の連続で、轟音の多重奏となる。光と爆発と粉砕の威力が横に逸それると、軌道上にいた殺人者や武装捜査官が吹き飛ぶ。俺の傍かたわらでも、カジフチが投げてきた自動車ほどの岩が炸さく裂れつ。


    　攻撃どころではない。俺やメッケンクラートは、四者の激突の余波を避けるだけで精一杯だ。


    　使徒のクフネルやエウニピエデを抱えたベルタザルが跳躍して、破壊の嵐を避ける。ハーライルと側近たちも盾たてと防壁咒式を連ねて後退していく。敷地は大地震が起きたかのように震動している。破壊力の余波を受けた敷地が砕け、ビルの壁が崩壊していく。


    　敷地の床を破は砕さいした四者の激突が、左へ移動していく。余波だけで敷地を囲む壁を粉砕。爆裂と光と熱は、地下迷宮のビルの壁面に到達。爆裂が上昇していき、コンクリやガラスが爆散していく。四者の攻撃にビルが耐えられず、二階から五階までが一気に崩れていく。


    　白煙を横に貫き、ロレンゾの白い魔犬がカジフチを地下迷宮の岸壁に叩たたきつける。白煙の反対側からは黒い魔犬がギギナの掲げた屠と竜りゆう刀とうに激突。巨大質量によってギギナが空中に飛ばされ、空中で黒翼を広げて大気を摑つかみつつ落下。


    　前方に、ギギナが着地。負傷を堪えて、俺は駆けよっていく。


    　ギギナの全身の甲こう殻かく鎧よろいが砕くだけ、間かん欠けつ泉せんのように血が噴出している。左肩は魔犬に食いちぎられ、折れた肋ろつ骨こつが胸板から突きだし、右足から折れた大だい腿たい骨こつが見えている。


    「さすがロレンゾ、私を障害物としか思っていない」


    　俺の魔杖剣は、前方のロレンゾとカジフチの激突が生む爆裂の連続に向けられている。横を見ると、瀕ひん死しのギギナの全身に青い光。鎮痛咒じゆ式しきもなく、治ち癒ゆ咒式が全開で発動している。


    「生きているか！」


    「今までになく生きている」


    　全身を激痛が襲っているはずだが、ドラッケンの戦士の横顔には禍まが々まがしい喜悦の色があった。アンヘリオにロレンゾ、カジフチといった超級の咒式士との戦いは、ギギナにとって最高の喜びなのだ。


    　俺の背筋に、痛み以上の冷たいものが生まれる。使徒とギギナの区別がつかないと気づいたのだ。勘違いだと否定して視線を戻し、アンヘリオを捜す。


    　瓦が解かいするビルを覆おおう白煙の頂点を、黒い紡ぼう錘すい形が抜けた。高空で[image: ]こう蝠もりの翼を開いたアンヘリオの姿。


    「退屈ではない事態になったが、真剣さが足りない」


    　全員の視線が、地下街に君臨する邪悪の根源を見つめる。攻撃すべきか退却すべきか、全員の判断が停止した。


    「もう少しおもしろくするべきだな」


    　右肩には、別のエミレオの書が浮遊していた。


    　開かれていた本の上には、鉛なまり色の肌をした赤子が浮かんでいる。蛇へびの尾と[image: ]蝠の翼。頭の上には光輪。


    〈胎天使ニョルニョウム〉だった。自らの右手の親指を口に咥えた〈異い貌ぼうのものども〉が左手を掲げる。ニョルニョウムの寸詰まりの指先には、赤い光。


    



    



    　禍まが々まがしい咒式の光に、使徒やロレンゾ、そして俺とギギナ、メッケンクラートにレンデンやテセオンは、それぞれ回避行動に移る。指先や武装捜査官やハーライルが遅れて逃げる。


    　赤光が散乱。ハーライルの咒式にも似た数式が、四方八方へと放射されていく。赤い数列は敷地を走り、ビルを覆おおいつくし、地下迷宮の大だい伽が藍らんにと爆発的に増殖していく。


    　空気のように咒じゆ式しきは拡散し増殖していき、大伽藍のどこにも逃げ場がない。跳ねた俺の左手に咒式が絡からみつく。蛙かえる化かの咒式のときのような痛みとともに着地。


    「なん」


    　左手を見ると、なにもない。あの恐るべき蛙かえる化かが始まる兆候もない。ギギナも同じように、籠こ手てに包まれた自らの左手を見ているが、変化はない。メッケンクラートたちも同じだった。


    　離れた場所にいる武装捜査官、その先にいる指先たちも、自分の体を見ている。クフネルやヒルデに抱えられたヒルダ、ベルタザルや両腕を失ったエウニピエデも同じだった。


    　壁で激突していたロレンゾとカジフチも距離を放ち、自らの手足に宿る咒式を眺めていた。


    　生体変化系第七階位〈美麗蟇蛙王子変咒ベル・エル〉の咒式だと分析する目や調査咒式が、この場にいるすべての咒式士にあるだろう。ニョルニョウムの咒式は、解除不可能。これだけの人数に展開するとは、予想外だった。


    　全員が、自分が瞬時に蛙になるという予想で硬直していた。


    「慌てるな。すでに分かっていると思うが、即死させる咒式ではない」


    　大だい伽が藍らんの空中から、アンヘリオの声が響く。全員が闘争を止めて、アンヘリオの声に耳を傾けていた。


    「ただ、一度発動すれば、脳が萎い縮しゆくするので思考を保てず、そのうち呼吸困難で死ぬ。その効果が絶対的なものであることは、そこの赤毛眼鏡君が知っている」


    　唇くちびるを嚙かみしめる。苦い記憶だ。一方で、解除条件があるからこそ、咒式抵抗力を貫通するほどの咒力が成立し、効果が発動する。全員が求めているのは条件だ。


    「発動条件は簡単だ」


    　大伽藍に響くようにアンヘリオが宣言する。


    「この私、アンヘリオを倒せないか、祝祭の優勝者とならずに、期限の十三日以内にエリダナから出ると、けろけろと鳴く蛙になる」


    　[image: ]こう蝠もりの翼の下で、アンヘリオが片目を閉じて見せる。


    「もちろん私自身もこの呪のろいを受けている。十三日以内にもっとも殺した優勝者にならなければ、私も無惨に蛙となる。規則は平等に、それが殺人作法の九十三だ」


    　全員の注目のなかで、主演俳優のようにアンヘリオが笑ってみせる。咒式の発信者自身にも、赤い咒式がまとわりついている。


    　カジフチが賛同した使徒同士の殺しあいである血の祝祭は、アンヘリオ自身によってさらに改変された。


    　不利な期限と蛙化の規則を、アンヘリオは自らにも課した。一連の事態を遊ゆう戯ぎとして、自らの命すら駒こまとして見ているのだ。殺すだけでなく、殺されることも、アンヘリオにとっては遊戯なのだ。正気ではない。


    「参加人数が多いから、楽しい血の祝祭になるぞ」


    　地下の空間に充満する咒式は光を失い、そして突如として消えた。赤く染まっていた大伽藍は、また淡い光が満ちる世界に戻る。


    　俺は失敗を悟って右手を握りこむ。俺には右手に嵌はまる〈宙界の瞳〉があった。かつて〈暴帝〉の精神操作能力にすら抵抗できた指輪を掲げていれば、呪のろいを防げた可能性を忘れていた。なにごとも上う手まくいかない。


    　一大事を思い出す。呪いの咒じゆ式しきを解除してくれたペトレリカはどこだ？　自身の危機もそうだが、恩人のことを忘れるとはなにごとだ。急いで視線を崩壊する地下街に走らせる。


    　アンヘリオがロレンゾに最初に襲撃された地点を見ると、ビルが崩れているだけで、ペトレリカの姿がない。死んだとは思いたくない。


    「呪いなど知ったことか。アンヘリオは今ここで死ぬ。使徒も死ぬ。それで終わりだ」


    　叫び声に視線を戻すと、ビルの渡り廊下の上を、ロレンゾと魔犬たちが疾走していた。全身から咒式の残ざん滓しを背後に流しながら、白黒の毛皮が疾走する。


    「全員俺が倒せばいいだけだ！　最初の目標となにも変わらぬな！」


    　カジフチも黒い波は濤とうと呪いの咒式を引きずって、ビルの上を走る。


    　左右のビルから、超級の咒式士二人が迫る。中央地点でアンヘリオが[image: ]こう蝠もりの翼に合わせ、両腕を広げる。


    「来い。新たな血の祝祭の開幕には、強者の死体がふさわしい」


    　敷地の上空でさらに大爆発。爆風と衝撃波となった轟ごう音おんが、敷地の床を這はう俺たちを打つ。三〇メルトルの上空には、[image: ]蝠の翼で飛ひ翔しようするアンヘリオ、魔犬に跨またがるロレンゾ、黒い霧をまとって跳躍するカジフチが見えた。三者はすでに次の咒式を紡つむいでいる。


    　三度、三者が激突。空中に爆裂が連続し、爆風が降りてくる。地下迷宮のビルの壁が砕くだけ、雪崩なだれとなった岩石を散らす。


    　先ほど三者の激突を受けたビルがついに倒壊。一階から二階、三階と連鎖的に崩れて、落下。白煙が敷地に雪崩れこんできた。


    　俺とギギナも白煙の濁流に呑のみこまれる。同時に敷地のあちこちで起こる、爆音に轟音、三者の激突を合図に、地下迷宮の死闘が再開。武装捜査官が短たん槍そうを振るい、指先たちが応射する。復活したボラーが敷地を跳ねまわって人々を喰くらう。クインジーが大おお鎌かまを振るい、無機物も生命体も両断。新たな祝祭の規則に従うなら、まず殺さねばならないのだ。


    　破壊の大合唱の間を抜ける、軋きしむ音。


    　先ほどから続いていた音が大きくなる。横からの煙とは違い、垂直方向から、頭や肩に、砂が降っていた。


    　見上げると、地下街の天井に亀き裂れつがあった。地下街では、アンヘリオやロレンゾやカジフチによる咒式の激突の衝撃波と轟音。俺の頭上から小石まで降ってきた。急いで視線を戻すと、天井の亀裂は蜘く蛛もの巣のように広がっていく。


    　遠く重々しい音。床が大きく揺れる。同時に地下迷宮の天井から、決定的な音がした。俺とギギナに続き、使徒が、指先が、アンヘリオが、ロレンゾとカジフチが上を見た。


    　五〇メルトル上の天井の亀裂が破裂寸前となっていた。俺の背を貫く極大の悪寒。


    　亀裂が大きく走り、巨大な岩が抜けでる。全員の上に、巨大質量が落下してくる悪夢の光景。


    　俺の頭上にも岩塊が降ってくる。全力で後方へ跳ねると、先ほどまでの場所に岩塊が着弾。白煙と爆風が吹き荒れ、着地した俺の髪と裾すそをはためかせる。白煙の先を見る。岩は敷地を穿うがち、割れ砕くだけている。破片ですら自動車ほどもある。


    　軋きしむ音。さらに天井の別の場所が砕け、ビルほどもある巨大な岩塊を生みだす。落下する岩の一撃を受け、殺しに熱狂していた指先の一人が圧死する。


    　天井からは音が響きつづける。落ちた天井の亀き裂れつが広がり、さらに岩の群れが崩落していく。地下迷宮の天井の連鎖崩壊が始まっている。続く岩塊が敷地に落下。重低音と爆風を撒まき散らす。俺の全身の傷に響く振動と衝撃だ。


    　前方では、刃やいばで激突していた捜査官と指先の姿が消えた。敷地にある石床が陥没し、大地に呑のみこまれていた。地震のように足下が震ふるえる。背後にあるウォルコグラ金庫が傾いている。地盤沈下で、斜めに沈んでいるのだ。


    「上は落盤、下は地盤沈下、これなーんだというなぞなぞは流は行やるかな？」


    　俺は後退して、落ちてきた岩を避ける。ギギナも俺の傍かたわらまで退却していた。


    　すでに視界は崩落する岩の群れと白煙。聞こえるのは轟ごう音おんと爆音。敷地の先の狭いビル街の上に大きな落盤があり、給水タンクごと屋根が圧あつ搾さく。崩壊していく。


    　ウォルコグラ地下街の全体が、崩壊しはじめている。アンヘリオとロレンゾとカジフチの姿も、降りしきる砂さ塵じんと白煙で見えない。音で捜すこともできない。


    　隣に腕を掲げたメッケンクラートが立つ。


    「全体が崩れる。退却するしかない！」


    　イディスの仇かたきであるアンヘリオを殺したいが、俺が死んでは果たせない。奥歯を嚙かんで、粉っぽい大気を吸い、吐く。魔ま杖じよう剣けんを下ろす。


    「メッケンクラート、ここはやはりおまえの判断が正しい」


    　俺の声でも、ギギナはまだ退かない。前に出るギギナに、俺は腕で制止する。


    「行くことは許さない」


    「あの闘争に参加せねば、なんのために攻こう性せい咒じゆ式しき士しになったのか分からぬだろうが」


    　ドラッケン族の戦士の論理でも、俺は動かず進路を邪魔する。


    「いつものギギナなら、無意味さを理解してここで退くだろう？」


    　ギギナの切っ先が迷ったが、屠と竜りゆう刀とうを旋回させて肩に担ぐ。


    「不確実な戦場より、弱者どもの救出のほうが先ということだな」


    　ギギナの声に俺とギギナ、メッケンクラートが後退し、レンデンやテセオンも続く。


    　爆音と白煙のなかを見回し、落下した岩塊の先に、特別捜査官を見つける。前方のハーライルと武装捜査官は、すでに十数人にまで減っている。捜査官たちは、長身の黒人と風船のような肥満体、数人の指先を縛ばく鎖さに囚とらえていた。


    　逮捕した殺人者たちを、ハーライルは見ていない。特別捜査官の指揮官が見据えるのは、崩落する地下迷宮の先にいるはずのアンヘリオの姿だけだった。


    　天井の崩落に混じり、爆発音や轟ごう音おんが続く。全員が生き埋めになるような状態であっても、アンヘリオとロレンゾ、カジフチたちはまだ激突しているのだ。


    「ハーライルっ！　ここは退却だ！」


    　降ってくる岩や小石を避けて進みつつ、俺は叫ぶ。ギギナが屠と竜りゆう刀とうを頭上に掲げて、盾たてとし、豪雨のように降る小石や岩が騒々しい音を立てている。


    　片腕のハーライルは、残る右手で魔ま杖じょう短たん剣けんを握ったまま動かない。呼びかけようとすると、また岩塊が遠くで落下。音というより鼓膜を叩たたく衝撃波が連続する。肩や腕や足、背中の傷に響くが走る。ハーライルのいる地点まで到達して、翻意をうながす。


    「退却しろ、退却命令を出せ！」


    「アンヘリオと使徒を大軍で叩ける、最初で最後の機会だ。それを！」


    　ハーライルの横顔には苦く渋じゆう。左腕の出血を咒じゆ式しきで止めても、再生しないかぎり、先ほどのような極大拘束咒式は放てない。ロレンゾというかつての協力者も、ハーライルとの共闘を拒否するように動いた。


    「二十三年だ。二十三年というザッハドと使徒の捜査で、最多逮捕の好機なのだ。ここで使徒の中核を倒し、逮捕すれば、大陸から大きな悲しみを消せるのだぞ！」


    　ハーライルの叫びは絶叫だった。ザッハドという餌えさを使った使徒のおびき寄せは、今後は二度と通用しない。今回を逃のがせば、以前と同じようにアンヘリオや使徒たちに対して後手になる。今のハーライルは、ギギナ以上に説得が困難な相手だ。


    　現実において作戦は完全に崩壊している。このままでは地下迷宮とともにハーライルが圧死する。どうあっても、説得して退かせるしかない。


    「俺もイディスの仇かたきを取りたい。ここで退きたくはない！」声は自分でも必死だった。「だが、使徒に対抗する特別捜査官は多くいても、ハーライルが消えれば、もう立てなおせない！」


    　同じくアンヘリオを逃がすことをよしとしない俺の、それでも撤退を諭さとす言葉に、ハーライルが唇くちびるを嚙かみしめた。指揮官は目を閉じる。轟音と爆音は間断なく響いている。アンヘリオとロレンゾとカジフチの激闘は続いているのだ。


    　再び目が開かれ、ハーライルは冷静な表情となっていた。無言で後方へ下がっていく。同時に、周囲の武装捜査官たちも盾を上に連ねて撤退を開始する。逮捕した指先たちを強引に引っ張っていく。


    　側近たちが左右から盾を掲げて、ハーライルの上から降ってくる瓦が礫れきを防ぐ。


    　俺とギギナも退却していく。周囲を見回す。俺たちが入ってきた出入り口は遠すぎる。ハーライルたちが来た道も同じだ。ウォルコグラ金庫が背負う地下街の壁に、退路を探すしかないが、知覚眼鏡クルークブリレで地図を検索しても見つからない。負傷と出血で限界が近い。


    　俺の左をレンデンが抜けでて先導していく。


    「どこへ行く！」


    「脱出路は用意してある」


    　レンデンが進む先、地下迷宮の壁に亀き裂れつ。金属の螺ら旋せんが抜けでて、岩が崩れていく。穴から足が出て、大地を踏みしめる。続いたのは、魔ま杖じよう槍そうの穂先に浮かぶ工業用の掘削螺ら旋せん咒じゆ式しき。最後に柄えを握った長身の影。帽子の下にある茫ぼう洋ようとした顔は、ドルトンだった。


    「レンデンさん、これ、なんですか？」


    　長身の青年の目は、大だい伽が藍らんの崩壊を見て丸く見開かれている。走りよったレンデンがドルトンの胸に拳こぶしを当てる。


    「俺の計画だけでなく、おまえの幸運が最高に良い時間で来させた」


    　知覚眼鏡クルークブリレにある構造図を見ると、理解できた。レンデンの安全策のために別働隊で移動していたドルトンは、奧にある通路から地下街へと壁を破ったのだ。


    　ドルトンの作った脱出路を見て、ハーライルが向かう。武装捜査官や逮捕された指先の生き残りが続く。俺とギギナ、メッケンクラートとテセオンも背後を警戒しつつ後退する。


    　頭上に轟ごう音おん。振り向くと、退路に岩塊が降ってくる。退路を塞ふさがれるわけにはいかない。最速で〈爆炸吼アイニ〉を放って、爆ばく砕さい。砕くだけた岩塊や小石の散弾をギギナが屠と竜りゆう刀とうを振るって弾はじく。


    　礫つぶての雨の下を抜け、全員で地下迷宮の端はし、岩の壁に到達する。ドルトンとレンデンが咒式で壁を崩れることを防ぎ、ハーライルと一行が穴に飛びこむ。メッケンクラートとテセオンが続いて入ったのを確認し、最後に俺とギギナも滑りこむ。暗い回廊は緩ゆるやかな坂となっており、先に夜の街からの光、地上への出口が見えた。


    　レンデンとドルトンの先導で、鎧よろい姿の武装捜査官たちが盾たてと鎧を鳴らして進んでいく。逮捕された指先たちが引っ張られていく。咒式士たちも走り、俺とギギナも続く。


    　轟音に、全員が振りかえる。地下迷宮の大だい伽が藍らんには、岩塊が次々と落下し、轟音と白煙が渦巻いている。天井が大崩壊を開始していた。十数個の岩塊が連鎖的に落下していく。もはや数十秒も持たない。


    　白煙の間に、ペトレリカを抱えて飛ひ翔しようするアンヘリオと、追撃するカジフチとロレンゾが見えた。


    　彼らは自分の命より、相手の死を望むのだ。地獄のなかで戦いと復ふく讐しゆうを望む、悪鬼たちだ。救いのない世界に、救いのない存在だった。


    　ビルの上に立つアンヘリオは血に塗まみれていた。おそらく三者が争う関係が崩れ、ロレンゾとカジフチの二人を同時に相手することになり、一方的に追いこまれているのだ。


    　重傷だったが、アンヘリオはキヒーアを呼びだしていない。


    「おまえたちはここで死ね」


    　アンヘリオの前面では、一冊のエミレオの書が展開していた。今まで見たことがない、赤い革表紙の書。アンヘリオから膨ぼう大だいな咒力が展開し、本へそそがれている。開かれた頁ページの間から赤い咒印組成式が溢あふれて、アンヘリオの頭上に展開していく。


    　何度も経験した背筋を貫く氷柱、胃の底からの不快感。アンヘリオが呼びだす五つ目のエミレオの書は危険だと、体が先に反応しているのだ。


    　赤い咒印組成式が紡つむがれ、降りしきる岩の雨を貫いて長い体が上昇していく。赤い鱗うろこに覆おおわれたのは、蛇へびのように長い胴体。短い手足の先には、鉤かぎ爪つめを備えた四本の指。摑つかむのは、宝ほう珠じゆ。空中にうねる首の先には、鰐わにのような蜥蜴とかげのような頭部。後方へと角が生える。口からは高温の蒸気の吐息。


    　ウコウト大陸でも、ラペトデス七都市同盟から東部にいるという、東方の竜の姿だった。赤い六つの目が、カジフチやロレンゾ、俺たちを見下ろしている。


    「東方で、ひとつの都市と八つの町、二十三の村を滅ぼした、悪竜ホン・ロンだ」


    　叫ぶアンヘリオの声にも苦痛があった。エミレオの書からは赤い咒じゆ印いん組成式の鎖くさりが伸びて、竜の体や顎あごに絡からみついて縛っている。


    　竜は三〇メルトルを超える長大な体を[image: ]よじって、組成式の縛ばく鎖さに逆らう。数式のいくつかが弾はじけ飛ぶ。アンヘリオは両手で数式の鎖を握って、後方に上半身を反らせている。〈金剛石の殺人者〉の顔に余裕などない。数式が解かれるたびに、必死に修復している。


    　ロレンゾとカジフチも、アンヘリオを殺せば竜が放たれるため、攻撃に移れない。


    「東方の竜はドラッケン式竜測定法が当てはまらないので、正確な力量を計れないが」ギギナが慎重に言葉を選ぶ。「咒力からすれば、おそらく〈長命竜アルター〉で、最低でも千三百歳級の怪物だ」


    　俺が出会った、ムブロフスカや、今ラルゴンキンがエリダナ中の咒式士を率いて戦っているウェイデルベルに匹敵するということだ。つまり、生きて動く災害級。


    　アンヘリオをもってしても、完全には制御できないほどの竜が動けば、地下街全体が崩壊する。全員が死ぬ。アンヘリオも死ぬ。


    「かつてエミレオの書で捕えた、東方の悪竜よ」


    　アンヘリオが苦痛の表情で叫ぶ。


    「捕らえられた怒りを、彼らに向けて、滅ぼせ」


    　地下街の天井間際で見下ろす竜の口が開かれていた。莫ばく大だいな咒力が集中。地獄へと続く穴のようだった。組成式は見慣れないものだが、俺には一端が理解できてしまった。


    「逃げろ！」


    　俺の叫びで特別捜査官と咒式士たちが、脱出路を走りだす。ホン・ロンの口に灯ともっていたのは、俺の数倍の咒力での核融合の息吹だ。


    「私が死ぬのなら、おまえたちも死ぬべきだ。そうだろう？」


    　背後からのアンヘリオの叫びと同時に、爆音。地下街全体の天井が大崩壊を起こした。続いて、すぐ後方、ドルトンが作った穴に巨大な岩が落下した音。俺は衝撃波に押されるように脱出路を跳ねる。衝撃と重低音が続き、腹の底に響く。全員が必死に脱出路の坂を走る。


    　アンヘリオと、ロレンゾとカジフチの激突がどうなったか、ペトレリカの安否も気になるが、それどころではない。ギギナとともに、一団の最後尾を走る。


    　背後からは爆音が連続して迫る。背筋に悪寒を感じながら、俺は全力で走る。一歩進むごとに背後で通路が崩壊している。天井どころか壁や床まで丸ごと消えているのだ。


    　先に見える外から射しこむ夜の街の光に向かって、全力疾走する。


    　先行していたハーライルと捕虜たち、続いて先導するドルトンとレンデン、メッケンクラートとテセオンが脱出路を抜けた。連続する轟ごう音おんは俺の背後十数メルトルまで接近している。あと三〇メルトルが遠い。


    「間にあわぬ！」


    　横にいたギギナが俺の襟えり首くびを摑つかんだ。体が浮いて、一気に速度が上がる。


    　ギギナの疾走は、途中から翼をともなった低空飛行になっていた。背後の崩落は加速度的に早くなる。すでに背後数メルトルまでに追っている。


    　出口の前で、ギギナが通路を蹴けって跳躍。俺の体も空中に舞う。


    　夜の世界に抜けでると同時に、背後から白煙と轟ごう音おんが激突。空中に押し上げられ、夜の街の灯あかりが見え、落下。眼下に見えた地面になんとか足から落下。前転し前転し、衝撃を殺して、膝ひざと手をつき、ようやく止まる。


    　荒い息を吐き、全身の傷の痛みに耐える。出血で意識が飛びそうだが、周囲の光景が目に入る。


    　出入り口は、月光の下にある旧市街の一角だった。ビルの谷間にある広場で、武装捜査官や指先は、それぞれ大地に手足をついていた。メッケンクラートも座りこんでいる。テセオンは長刀を杖つえにして、膝をつかないようにしている。意地があるらしい。


    　全員が、肩を上下させて荒い呼吸を繰りかえしている。ハーライルは石の上に腰を下ろし、右手で額ひたいを抑えていた。側近が失った左腕の治ち療りようを再開している。


    　全員を救ったドルトンは、敷地の奧で座りこんでいた。レンデンが、座っても長身である部下の肩を叩たたく。
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    「お手柄だ」


    　ドルトンと視線が合い、俺も頷うなずいておく。


    「さすが逃げのレンデンだ」


    「そろそろ〈逃げのレンデン〉の異名を誰か変えてくれよ」


    　横ではメッケンクラートが苦笑していた。煙草を取りだして、火をつけずに口に咥くわえた。


    　今考えれば、メッケンクラートが最初に大局を見ての撤退を口にしていた。視野の広さでは、まだまだ俺は熟練の咒じゆ式しき士したちに及ばない。前にも感じたが、メッケンクラートには、ジオルグに近い雰囲気がある。


    　前方では、月光のようにギギナが優雅に降り立っていた。背後を振りむいた白い顔が、自らの血と土に塗まみれて這はっている俺を見下ろす。目には失笑があった。


    「仕方ないだろうが、前衛みたいに動けるやつなんてそういる……」


    　愚ぐ痴ちを途中で止やめた。ギギナの目は俺ではなく、背後を見ていた。地下迷宮への出入り口からは、白煙が噴出している。天井が崩れて、通路を塞ふさいでいく。


    　一秒遅れれば、岩に捕まって地下迷宮へと叩たたきこまれて、奈落の底で生き埋めだった。


    　地震。大地はまだ振動している。武装捜査官が立ち上がって周囲を警戒する。指先たちも縛られたまま怯おびえた顔をしている。


    　足下から響く轟ごう音おん。地下のウォルコグラ地区がついに大だい崩ほう落らくを起こした。大地の下からは、重々しい音と振動が続く。夜の広場の端はしから中央にも亀き裂れつ。武装捜査官や逮捕された指先たちが、音から逃げる。


    　広場の亀裂が沈み、一気に陥没する。アスファルトが土砂に呑のみこまれ、数メルトルほど落下していった。


    　夜の光景が歪ゆがんで見える。足下のウォルコグラ地区の地盤が沈んだため、地上にある俺たちの周囲のビルが斜めになっていた。


    　俺は月下に崩れた地下への出入り口を見る。


    「アンヘリオや使徒がこれで死んでくれたら楽なのだがな」


    「生き埋めくらいで死ぬのなら、最初から苦労はしない」


    　歪んだ風景のなかで、ギギナの声が響いた。ボラーの移動を考えれば、アンヘリオは落盤では絶対に死んでくれない。カジフチにロレンゾも同じだろう。使徒たちも死ぬわけがない。


    　歪んでいるのは風景だけでなく、俺の視界だ。負傷と出血が限界にきていた。肩口に光。ギギナが自らと俺に治ち癒ゆ咒式を発動させていた。


    「遅いぞ」


    「無能な者ほど注文が多い」


    　痛みが消え、血が増えていく。


    　見ると視線の先、坂の下のビルの間に赤い光。夜空の下、装甲車しや輌りようが列を作ってこちらに向かっていた。


    「なにを黄昏たそがれている」


    　片腕のハーライルが立ち上がって、白煙を噴き上げる穴へと向かっていた。左腕の断面は、止血咒じゆ式しきによって出血が抑えられていたが、凄すさまじい精神力だった。


    「増援が来れば、生存者の救出と、使徒どもの逮捕に向かうぞ」


    　数十年の捜査官人生で最大の好機を逃のがし、かつての盟友ロレンゾの暴走があっても、ハーライルは特別捜査官の指揮官として振る舞っていた。


    　指揮官の発憤に、生き残りの武装捜査官たちも、魔ま杖じよう短たん槍そうを握って立ち上がる。指揮官の背に続いて、穴に向かう。


    　テセオンが真っ先に続く。意外に男気がある青年だった。


    　夜の片隅で、俺とギギナが顔を見合わせた。


    　使徒たちを全滅させることはできなかったが、後始末は続くのだ。


    



    



    　夜の底にあるウォルコグラ地上地区の北端。廃棄されたビルの一階では、窓どころか、南に面する壁が崩落して、月光が射しこんでいた。コンクリ床には埃ほこりが降り積もり、裂け目には雑草が生えていた。


    　埃が積もったコンクリの床に亀き裂れつが走る。地下からの圧力で床が亀裂に沿って膨ふくらみ、弾はじけた。コンクリの破片が落下し、さらに埃を舞い上がらせる。


    　床に開いた穴の縁ふちに手。桃色のマニキュアが剝はげた爪つめを持つ五本の指が、コンクリの縁を摑つかんでいた。続いて現れたのは、桃色の髪。同色の怒りに満ちた瞳。


    　頭の左右の髪の房を揺らして、ヒルデは腕力で上半身を持ち上げ、床に倒れる。黒に桃色のフリルをつけたドレスは、土と埃にまみれて白くなり、あちこちで破れていた。


    　床に倒れたヒルデは荒い息を繰り返す。かわいらしい顔には血が滲にじみ、深い疲労の色が浮かんでいた。


    「脱出路が近くて助かったけど」


    　桃色の瞳は、獣のような純粋な怒りに燃える。右手で上半身を起こす。方向転換して、左手で摑んでいたものを床の上に引き上げる。


    　床の上に引き上げられたのは、長女のヒルダだった。ヒルデと同じように服は無惨に破れて汚れ、胸の前の魔ま杖じよう風ふう琴きんも鍵けん盤ばんがいくつか消失していた。


    　無惨なのは顔。中央は鼻骨ごと鼻び梁りようが陥没。左目は破裂していた。前歯をなくした唇くちびるが弱々しい息をしている。さらに胸あたりまで焼けこげ、腰から下は消失。常人なら即死の重傷だった。


    　ヒルデが床に倒れた姉の無惨な顔から眼を逸そらし、また戻す。


    「大丈夫、お姉ちゃん？」


    「らい」床に這はうヒルダがつぶやく。「らいひょう、ふ。ちゆじひきを、つかえはなお、るる」


    「金さえ積めば闇やみ医者などいくらでもいる。エリダナだとツザンだっけ？　たしかそんな医者が腕利きだと聞いた。金はないけど、殺すと脅おどせばすぐに治すよ！」


    　姉を勇気づけるように、ヒルデは言葉を連ねる。


    「つひはあいつらころひゅ」


    　ヒルダの残った右目には憎悪の桃色。


    「きちゃきちゃににくをきざんでころひゅ。はんはいまもぎきなもかゆすもころひゅ！」


    　砕くだけた歯の間から、再戦の決意が漏もれる。ヒルデは憎悪に燃える姉を見下ろしていた。


    「でも勝てないよ」


    　姉と相似形のヒルデの顔には、今までにない冷静さがあった。


    「残念だけど、今までの私たちでは、歴戦の咒じゆ式しき士しに正面からでは勝てないと思う。強い敵と戦った経験の数が違いすぎる」


    「ほれれもやるっ！　ほのかおのうらみ」折れた左手の指先で自分の顔を摑つかむ。「れったいにころすっ！　つきこそころひて、わたしとひるてのほちらはほんものかきめるっ！」


    　悪鬼の顔で上半身だけの長女が叫ぶ。右手が上がり、割れた爪つめが嵌はまる指先で床を摑む。上半身だけの体を起こしていく。顔からは出血。口からは涎よだれ、腰の炭化した断面から体液が漏もれ、ヒルダは悲鳴をあげる。


    「だけど今のままでは勝てない」


    　長女を見下ろす三女の声は、どこまでも凍いてついていた。


    「覚悟したつもりだったけど、まだ私たちは甘かった。わずか二戦だけど、自分より強い相手と戦い、生き延びられた。この経験を最大限に活かして慎重に行くべきなんだ」


    「そうら。はたしたひはかへる！」


    　姉は地を這はう上半身だけの姿で叫ぶ。前にいたヒルデは、廃はい墟きよのなかで立ち上がる。


    　床に這うヒルダの眼は、ヒルデを見上げる。妹の左肩で、毛皮の小動物〈菓子屋敷のモコポコ〉が老人の顔で笑っている。ヒルデが後ろにまわした右手は魔ま杖じよう錫しやくを握っていた。先端では青い燐りん光こうで咒式が紡つむがれている。


    　ヒルダは咒式の方向を見上げる。廃墟の天井には、チョコレートの塊が連なっていた。


    「なん」


    　通常の一万八千倍、四八〇キログラムルという質量が連続して落下。床に這ったヒルダの左肩や右足、右手と背中に衝突。重い音ともに鎖さ骨こつや肩けん胛こう骨こつ、背骨や右上じよう腕わん骨こつが砕くだける。圧迫されて肋ろつ骨こつと内部の内臓までも破裂。チョコレートの板に押しつぶされ、ヒルダの顔が床に激突した。


    　内臓破裂の出血が口から漏もれる。腰の断面からの大量出血が床に広がり、また背後の逃げてきた穴へと零こぼれていく。


    　ヒルダの上に、四枚の黒い墓標が立ったようにも見える、無惨な光景となっていた。


    　激痛のなかで、圧死寸前のヒルダの右目が前を見上げる。


    　夜を背景にしたヒルデが膝ひざを曲げて、姉のヒルダを覗のぞきこんでいた。三女の唇くちびるは、肩の〈異い貌ぼうのものども〉と同じ笑みを浮かべていた。


    「うひゃあ、ヒルダお姉ちゃんが車に轢ひかれた蛙かえるみたいになっているよ♪」


    　邪悪な笑みでヒルデが言った。


    「なれ、ほんな」チョコレートの板の下で血を吐きながら、ヒルダが問う。「ほほを？」


    「え～、だってヒルダお姉ちゃん、眼鏡の咒じゆ式しきで半分になって、あの男前に顔をブッつぶされて、ちょー醜みにくいんだもの。私、醜いの嫌いだもの♪」


    　口から桃色の舌が出て、自らの唇くちびるを舐なめる。妹の侮ぶ蔑べつの目と言葉に、ヒルダは言葉を失う。


    「私たちはまだ甘々の甘ちゃんだったの。アンヘリオも言っていたでしょう？　使徒が使徒を殺す。それこそ使徒だって。だからお姉ちゃんを殺して覚悟を決めるの」


    「へめ、ええへっ」


    　血ち反へ吐どを漏らしつづけながら、ヒルダが折れた右手を掲げる。手は転がった魔ま杖じよう風ふう琴きんの鍵けん盤ばんに伸びている。


    　ヒルデが右手を振り、ヒルダが伸ばした手の甲に金属の錫しやくが落ちる。手の甲の骨がすべて砕くだけ、ヒルダが悲鳴を上げる。背後に現れかけた、薄青の空気の巨人が揺れる。


    　折れた姉の手の上でヒルデは「ぐりぐりぐりりん♪」と魔杖錫を動かす。姉の悲鳴がさらに高くなる。空気の巨人が消え、四散していった。


    　屈かがんでいたヒルデが膝ひざを伸ばして立ち上がる。両手で魔杖錫を握り、高く掲げる。チョコレートの墓標の群れの下で、ヒルダは懇願するように見上げる。


    「やめへへ、おねひゃい」姉の声は哀れだった。「わたしたち、しみゃいれひょ？」


    　姉の命乞いに、ヒルデは首を傾げて微ほほ笑えむ。


    「メトレーヤの実験場から続く長い問い。ペネロテ姉妹の誰が本物で、複製体じゃないか、ここで決める。そう、お姉ちゃんの尊い死で、私はさらに精神的に成長して本物になるの」


    　少女の笑みには純粋さがあった。


    「だからさっさと死んでね♪」


    　体を前に折り曲げると同時に、最上段からの凶器の振り下ろし。魔杖錫が姉のヒルダの脳天に振り下ろされる。強化頭ず蓋がい骨こつを砕き、内部の脳まで粉ふん砕さい。顔面の半分まで、玩がん具ぐのような魔杖錫が埋まる。残った右の眼球も眼がん窩かから零こぼれていた。床の上でヒルダの手足が跳ねて、死の痙けい攣れんを起こす。


    　跳ねた血と脳のう漿しようが、ヒルデの顔に赤と桃色の斑はん点てんを作る。


    「うへ、きったな」


    　立ち上がりつつ、ヒルデが袖そでで顔の血と脳漿を拭ぬぐう。目は死んだ姉の顔を見下ろす。


    「ぶっさ。こりゃ偽物決定。やっぱりかわいいわたしが本物だよね♪　かわいくない生物は全部死んじゃえ♪」


    　笑うヒルデの前で、姉の死体に咒式の光が展開。数列が傍かたわらに落ちた魔杖風琴に作用。魔杖風琴の内部から、物体が浮上していく。


    　数列によって引き上げられたのは、革表紙に鎖くさりと錠前で封じられた書物。エミレオの書だった。本は浮遊し、飛ひ翔しよう。主人を殺害したヒルデの腰へと向かう。


    「なるほど、殺した使徒のエミレオの書をもらえるわけね。これはお得」


    　左手を伸ばして本を摑つかみ、ヒルデは腰の帯へと装着した。姉の死体には目もくれず、方向転換。ビルの外、夜のエリダナへと歩きだす。崩れた壁の地点でよろめき、左手をついて体を支える。魔ま杖じよう錫しやくを杖つえにして、姿勢をようやく安定させられる。


    　ヒルデも無傷ではなかった。肋ろつ骨こつが六本ほど砕け、大量に出血していた。


    「時期を待つ。必ず好機は来る。そこでパンハイマとガユスにギギナ、そしてアンヘリオを倒す。残りも殺す」


    　ヒルデの唇くちびるが毒の言葉を吐いた。


    「優勝して叶えられるザッハド王への願いは、そうだなぁ」


    　負傷しながらも、瞳には敵意が燃え上がっていた。魔杖錫を握ったまま右手を前に差しだし、左手を壁から離して両手を合わせる。


    　祈りの形だった。


    「複製体だったクソお姉ちゃんたちとゲロ妹が、地獄で永遠に苦しみますように♪」


    　少女の心からの願いが、夜に響いた。


    



    



    　夕方から夜の闇やみが、ウォルコグラ地区の西の外れに落ちていく。平凡な夜はいつもと違っていた。


    　遠くに重低音が響いてから、警察車しや輌りようや消防車輌の警報が地区全体を走りまわっている。


    　人々が現場の警報を眺めて立ち止まる交差点の一角に、石造りの立方体があった。〈古き巨人エノルム〉が残した祠ほこらとも言われているが、調査が延期に延期を重ねられて、地区が寂さびれたと同時に、調査も忘れ去られてしまった。


    　立方体は石を乱暴に積み重ねただけで、出口も窓もない。〈古き巨人エノルム〉がなんのために残したのか、よく分からないまま現在に至り、ウォルコグラ地区の待ちあわせ場所となっている。前に立った男が、学校帰りの学生が、遠くビルの間に見える白煙を見上げている。


    　事件現場を遠くに見ている人々の間で、石積みの間の一点が赤く染まる。重力に従い壁面に沿って落ちていくべき赤い液体は、地面と水平に伸びていく。先端から滴したたる水滴が赤を伸ばしていき、空を見上げていた中年男の背中を貫く。


    　悲鳴を一声あげて、男は痙けい攣れんする。


    　一定の長さに達した赤い液体が止まる。石の間から伸びる、薄い薄い板だった。刃やいばが脈動し、貫いた中年男から血液を吸い上げていく。乾ききった男が倒れて軽い音をたてる。歩道に倒れても、傷口からは血がほとんど零こぼれなかった。


    　夜に起こった異変に、ようやく周囲の人々が気づく。死体を目にした女が叫びをあげる。逃げだす女の混乱が周囲に伝わる。人々の流れが逆流していく。


    　光に満ちた交差点に溢あふれた人々で、車の流れが止まる。回避しようとした車が、歩道の店先に激突。混乱が混乱を呼び、夜のウォルコグラの街角は新たな悲鳴で溢れた。


    　男を殺した長い板は壁面を下り、さらに左へ、今度は上昇し、右へと戻る。赤い液体の刃の根本では、石が四角形に切断されていた。


    　打撃音とともに、壁面から四角形の石が外れる。歩道に落ちて、重々しい音と埃ほこりを舞いあがらせる。


    　壁面から続くのは、裏から蹴けった右の靴くつ裏うら。上には埃まみれの帽子と華麗な闘牛士の衣装が続く。帽子の下には、目も鼻も口もない白い仮面。手袋に包まれた右手は、赤い刀身の魔ま杖じよう剣けんの柄つかを握る。


    　クフネルは石積の外、歩道へと闘牛用の靴を下ろす。右手を振ると、長く伸びた刃が収縮。鍔つば元もとで赤い泡となって揺らめく。夜空の下を逃げる人々には構わず、死の闘牛士は左手で肩の飾り紐ひもに積もる埃を払う。


    　周囲の混乱が別世界であるかのように仮面の下で息を吐き、吸う。新鮮な空気がクフネルの肺を満たす。帽子の下で、白い仮面が周囲を見回す。


    「なんとか脱出できたようですね」


    　左手は先に続き帽子の上の埃ほこりを払う。


    「しかし、アンヘリオによって血の祝祭は無差別の殺しあいになりました。メレニボスよ、どう動きます？」


    　使徒は周囲に呼びかける。騒然とした街角のどこからも返事はない。


    「どこに行きました？」


    　使徒の闘牛士の体が揺れる。白い仮面の下から胸元へ血が零こぼれた。咳せきこみつつクフネルが見下ろすと、自らの胸を貫く刃やいばがあった。


    　背後からの咒じゆ式しき攻撃を確認することなく、クフネルが前に跳ねる。夜の交差点の中央にまで闘牛士が逃げる。


    　周囲に緊急停止した車の照明の間から、逆光に切りとられた人影が抜けでてくる。バスの影からは全身甲かつ冑ちゆうの大男が、大おお斧おのを掲げて突撃。左の車の間からは、赤と青のドレスを着た二人の老女が魔杖短剣を抱えて疾走。右のバスの上を越えて、全身包帯に眼と耳と口を糸で縫ぬい綴じた女が魔杖短たん槍そうとともに飛ひ翔しよう。


    　進路を塞ふさがれたクフネルの背後からは、仮面を背負った禿とく頭とうの男が両手に魔杖剣を握って迫る。


    　すべての逃げ道を塞がれたクフネルは、手に握った血刀を振るう。全身甲冑のガスコフに直撃。横へ薙なぎはらうはずが、大斧に受け止められていた。分子の鋸のこぎりが斧を切断していくが、屈かがんだガスコフの頭上を通りすぎるだけ。


    　液体となった血刀が横へ流れる。二人の老女の一人が、奇声をあげて蜘く蛛ものようにアスファルトを這はって回避。一人は奇声とともに身軽に跳ねて、水平の刃を回避。


    　後方へと回る刃は、迫るカン・ドゥンが前に回した仮面に激突。長い刃はそれ以上回転できなかった。仮面の口が開かれ、液体の刃を吸引していたのだ。


    「なんっ」


    　残った血刀を手元に戻すクフネルへ、咒式士たちが突進。刃の群れが前後左右からクフネルを貫き、刻む。勢い余った刃やいばは、体の反対側にまで突きぬける。闘牛士の全身から鮮血が噴出する。


    　仮面を背負ったカン・ドゥンが刺した魔ま杖じよう剣けんを掲げる。斧おのを突き刺したガスコフも倣ならう。ジョゼフィーグとジョゼフィーガも握った短刀を上に持ち上げる。穂先を貫通させたヒビギヒが無言で槍やりを掲げていく。


    　夜空の下のウォルコグラの交差点で、クフネルは磔はりつけの刑となっていた。


    　雨のように降りそそぐ使徒の血を、咒じゆ式しき士したちは喜悦の顔で浴びていた。舌を出してクフネルの鮮血を飲むものまでいる。


    　路上に掲げられたクフネルは右手を掲げる。血刀を振ろうとした右腕が、夜を貫く火炎によって吹き飛ぶ。


    　炭化した肘ひじから先と、〈血刀ブラージェモ〉が背後に落ちる。吹き荒れたナパームの炎が弱まり、アスファルトに落下し、消失した。


    　炎の発射地点へ、全員の視線が集まる。前方には緊急停車した車と照明の列。夜の街路に響くは下げ駄たの音。自動車の脇から中肉中背の男が進みでて、背負っていた椅い子すを交差点に下ろす。椅子の傍かたわらでマラキアが片膝ひざをつく。


    　照明に照らされ、椅子とマラキアの間に炎の髪が流れる。目の覚めるような緋ひ色いろのドレスをまとった美女が進む。首から胸までを豪ごう奢しやな毛皮の襟えり巻まきが流れる。足下だけはいつもの下駄だった。右手には抜き放たれた最大業わざ物もの級魔ま杖じよう刀とう〈緋ひ斑まだら〉が握られている。


    　出現するだけで周囲を異常世界に変える、パンハイマの登場だった。


    　パンハイマの横で、マラキアがさらに頭を下げる。パンハイマの手が椅子の背を摑つかみ、下がったマラキアの背中に腰を下ろした。家か宰さいにして側近の男は、声も出さない。夜のアスファルトに手をついて、完かん璧ぺきな人間椅子となっている。


    　周囲の車や建物の陰からも、人影が現れる。全員が凶悪な顔、様々な武装をした咒式士たちだった。咒式士たちは整然と進み、パンハイマの左右に列を作る。


    　パンハイマは魔杖刀の切っ先をアスファルトに突き刺し、柄つか頭がしらの上に両手を重ねる。


    　ウォルコグラの交差点に、絶対暴君と、その忠実なる下僕が集う宮廷が出現していた。


    「そう、か、パンハイマと、その、部隊か」クフネルの仮面は自らを貫く五人を見下ろす。「道理、で強い、わけだ」


    　対して、人間椅子に座ったパンハイマの赤い眼が、刃に串くし刺ざしにされたクフネルを見つめる。赤い唇くちびるが蛞なめ蝓くじのように歪ゆがむ。


    「罠わなにかかった使徒は、闘牛士姿の剣士が一匹だけ。アンヘリオを当てなかったことは、妾わらわの籤くじ運が悪かったのか良かったのか」


    「どう、いうこと、だ」


    　交差点の中央でクフネルが口から血と言葉を零こぼす。パンハイマは足を組み替える。


    「なに、さすがに今のエリダナで妾の立場が良くないくらい分かっている。ここらで使徒の一匹でも殺しておくべきなのぢゃよ」


    　赤い眼には策略の色。


    「地下迷宮に虚報で使徒どもを集めるハーライルの策は、妾わらわも見抜いた。妾の周りを飛びまわるガユスとギギナの小こ蝿ばえが寄ってくることもな。同時に祭司も、警察どもの後続部隊をどうにかするだろうとも予測できた」


    　パンハイマの表情には喜びがあった。柄の頭を両手が握り、魔ま杖じよう刀とうが持ち上がる。


    「だから、ちいっと考えただけぢゃ」


    　魔杖刀の切っ先が、またアスファルトに落ちた。


    「そうか、そういうことか」


    　空中で串刺しにされたまま、使徒はようやく気づいた。


    「おまえ、がやったのか」仮面の下からは、理解できないといった声が漏もれる。「おま、えの娘、もいた、のにか」


    「ああ、ペトレリカか」パンハイマは平然としていた。「アンヘリオがあの程度で死ぬわけがなかろう。娘も人質として有効な間は大事にいたぶってくれるぢゃろう」


    　夜の路上に座すパンハイマの赤い瞳には嘲ちよう笑しようの色。


    「怪物、め」


    「だから人間だと言っておろうに」


    　パンハイマは心外そうに言った。


    「使徒は殺しの、警察士と武装捜査官は犯罪制圧の、咒じゆ式しき士しは都市戦闘の専門家だろう」


    　赤い眼に笑みはなく、冷徹な炎へと変わっていた。


    「が、どいつもこいつも戦争の専門家ではない。これはすでに戦争なのぢゃよ。戦争では間抜けから死ぬ。一番の間抜けがお主ぢゃっただけなのさ」


    　仮面の下から怒号をあげ、空中でクフネルは体を回転。刃やいばが体を刻むが無視して、拘束から抜けでる。噴出した血液が周囲を赤く染める。カン・ドゥンたち奴ど隷れい頭が振るう刃の下に、クフネルが低い姿勢で着地し、疾走する。


    　死を前にした闘牛士が距離を詰める。左の袖そでから出た隠し魔杖短剣を左手が握る。一気に跳躍し、パンハイマに向かって跳ねた。勝利ではなく、一いつ矢し報いるための跳躍だった。


    「メレニボス、あとは頼んだぞっ！」


    　クフネルの飛ひ翔しようを前にし、座したパンハイマは魔杖刀をアスファルトに突き立てたまま動かない。右手の指が引き金を絞しぼっていた。


    　女王の頭上に現れたのは、眩まばゆい光。プラズマで編まれた翼に嘴くちばし。高温の瞳は、坩る堝つぼのように輝く。


    　化学錬成系第六階位〈業炎永帝鳳翼翔フエニキアツクス〉の咒式によって生みだされた、プラズマ生物である火か炎えん鳥ちようだった。猛火の嘴が高い声をあげ、クフネルへ向かって突進。


    　パンハイマの眼前で両者が激突。凄すさまじい光と熱が放出。爆散。


    　熱風で、座したままのパンハイマの髪やドレスの裾すそが逆巻く。奴隷頭や咒式士たちが腕や盾たてを掲げて、熱波から眼や肌を守る。


    　火か炎えん鳥ちようが膨ぼう大だいな輻ふく射しや熱を放射しつつ、交差点の低空を飛ひ翔しようしていく。カン・ドゥンやガスコフたちの間を抜けて、反転。ビルの谷間を上昇していく。


    　マラキアに座ったままのパンハイマの眼前では、プラズマに撫なでられたアスファルトが沸ふつ騰とうし、炭化していた。


    　中心地では、クフネルだったものの残ざん骸がいがあった。クフネルは膝ひざをついていた。闘牛士の衣装も靴くつも焼けこげている。上半身はプラズマの直撃で吹き飛んでいた。


    「ああ、そういえば仮面の下の顔を見ることを忘れていたな」


    　玉座からパンハイマの赤い目が、クフネルの死骸を見下ろす。


    「だが安心しろ。おまえの盟友のメレニボスも使徒も、アンヘリオもまとめて地獄に送ってやる。地獄でまた殺しあいごっこをして楽しめ」


    　夜空を舞う火炎鳥が急降下して、熱波が吹きよせる。膝をついていたクフネルの炭化死体が倒れる。炭化した部分が割れ砕くだけて赤黒い肉を見せ、煙をあげる。


    　座するパンハイマが水平に掲げた左手の上に、火炎鳥が着地。爪つめで主人の素肌を摑つかむ。プラズマの高温が柔肌を焼き焦がし、脂肪を沸ふつ騰とうさせる。肉が溶解し、アスファルトに零こぼれていく。激痛にもパンハイマの表情は変化しない。肉が焼ける甘い悪臭。


    　周囲の奴ど隷れい頭や咒じゆ式しき士したちは動かない。パンハイマが放つ火炎鳥の咒式の凄すさまじさを、改めて確認してしまったのだ。


    　女王は冷静に右手を掲げる。火炎鳥が頭を下げて、主人に甘えようとする。


    「おおよしよし、よくやったご褒ほう美びだ」


    　坩る堝つぼの眼がん窩かにパンハイマの赤い爪が入り、火炎鳥の頭部を握りつぶす。悲鳴をあげて火炎鳥を構成するプラズマが散り、炎の破片となって周囲に落ちていく。マラキアの足や手に火花が落ちて、肌を焦がすが悲鳴もあがらない。脂汗を流して、マラキアは耐えていた。火花や炎の破片は、量子散乱して青い光となって、すぐに消失した。


    　夜の交差点は、再び人工照明だけの世界となった。


    「ほら、死んで苦痛を感じなくなるご褒美だ」


    　火炎鳥を握りつぶして白煙をあげる指先がパンハイマの唇くちびるに寄せられる。赤い舌が出て、息を吹くと、煙が消えた。


    　部下の全員が戦せん慄りつしていた。


    　本当に恐ろしいのは、膨大な咒力と圧倒的な戦闘能力ではない。相手の心理を読んで操る邪悪さ、そして炎よりも熱い意志の力。エリダナを翻ほん弄ろうする使徒を二人も葬ほうむったパンハイマは、やはり桁けたが違っていた。


    　パンハイマが赤い眼で奴隷頭の五人を見た。


    「敵を殺し、ペトレリカを奪還しないと、おまえらはこういう楽な死に方はできんぞ？」


    　奴隷頭たちが返り血に塗まみれた顔で、それぞれ頰ほおを強こわばらせて頷うなずいた。パンハイマの地獄に招待されたくないなら、残る道はアンヘリオという地獄に立ち向かうしかなかったと、全員が知っていた。血に塗れて並ぶそれぞれの顔には、悲壮な決意があった。


    　五人は刃やいばを鞘さやや背中に戻して、来た方向へ下がっていく。バスや車や建物の陰へと消えていった。人間椅い子すに座る女王の左右に立っていた咒じゆ式しき士したちも、それぞれの部隊長が消えた方向へと撤収していく。


    　全員が猟犬となって去ったのを見届けて、パンハイマがマラキアの椅子から立ち上がる。優雅にドレスの裾すそを翻ひるがえす。這はっていたマラキアが即座に立ち上がり、顧かえりみられなかった椅子を畳んで脇に抱える。主君の背中を慌てて追う。途中で止まって、来た道を戻る。使徒が残した〈血刀ブラージェモ〉を拾い、また主君のあとを追う。


    　パンハイマが進む静寂の街路の前方には、アミラガ家の紋章が刻まれた黒い車が横たわる。


    　車の扉が自動で開かれ、主君の到着を待つ。座席の前で、パンハイマの歩みが止まった。並んだマラキアの右肩に、パンハイマの左手が置かれる。


    　うつむいたパンハイマの顔には苦痛。赤い髪の間に見える唇くちびるから漏もれるのは荒い息。暴君の眉まゆに不愉快さが刻まれている。苦痛が顔を歪ゆがめさせていた。


    「強がりも長くは持たぬな」


    　パンハイマの血色の唇は食いしばられていた。


    「それでもこの戦、ペトレリカを殺してでも勝つぞ」


    「分かっております。最後に勝つのは常にアミラガ家、パンハイマ様でございます」


    　主君の奇妙な言葉に、直立不動のマラキアが静かに答えた。パンハイマの息が戻ったのを見計らって、マラキアが座席へと誘導する。


    　後部座席にパンハイマが深く身を沈める。女王は顔を天井に向けて、深い溜ため息いきを放った。マラキアが恭うやうやしく扉を閉めた。


    



    



    　夜に沈むウォルコグラ地区の南端にある、ビルの屋上。


    　合わせ目に赤錆さびが浮いた給水塔が並び、打ちっぱなしのコンクリの上に、配管が縦横に組みあわさっている。


    　夜空の下のコンクリの上に、青白い光。赤い線が平行直角に二本ずつ交差。咒式により、倒れた鳥とり居いが生まれていた。


    　大地と平行になった赤い鳥居の根本は、白い咒符で埋めつくされていた。鳥居の内部の四角形には闇やみ。闇ではなく、粘液にまみれた青黒い両生類のような表面だった。青黒い肌に線が引かれる。線が広がり、白い牙きばが並ぶ。


    　闇はボラーの口だった。鳥居の大きさに合わせて、ボラーの青黒い体も調整されていた。巨大な口が鳥居から顔を出す。体はまだ修復が終わらず、半分ほどが消失している。


    　苦く鳴めいと酸性の唾だ液を引く牙とともに大口が急速に開かれる。ほぼ水平になるまで開かれた口から、青い絨じゆう毯たんのような舌が突きだされる。舌の上には立った男と女がいた。


    　夜空のように優雅ささえ窺うかがわせる背広姿のアンヘリオ。そして左腕に抱えられ、青ざめた顔をしたペトレリカだった。〈大喰らいボラー〉という〈古き巨人エノルム〉が可能にする量子透過によって、崩落する地下街から急速離脱をしたのだ。


    　アンヘリオが肩に積もる埃ほこりを右手で払う。下にいるボラーを縛る鎖くさりが揺れる。使い主を喰おうと、ボラーの口が閉じる。


    　アンヘリオが予備で履いていた革かわ靴ぐつが、ボラーの青い舌を踏みつける。巨大な口と寸詰まりの胴体が苦痛に揺れた。下にある鳥居から伸びた何十もの青い光の数列が、ボラーの口に並ぶ牙に絡からみつき、顎あごを閉じさせない。


    　アンヘリオの右手にはエミレオの書。主人への反逆を絶対に許さぬように、燐りん光こうの数式で封印の鳥居を発動させていた。鳥居の咒じゆ符ふに書かれた拘束式が強く発光。ボラーは口を開いた姿勢のまま、出てきた鳥居へと引きこまれていく。


    「エミレオの書の〈異い貌ぼうのものども〉は人に慣れるどころか、隙すきあらば主人をも殺そうとしてくる」


    　コンクリに沈んでいく鳥とり居いとボラーの舌の上から、アンヘリオは優雅に足を踏みだす。男の手が強引に口の上からペトレリカの腕を引く。女はビルの上に引きだされた。


    「その凶暴さと邪悪さも、私にとっては便利な玩具だ」アンヘリオの目には安あん堵どの色。「なんにしろ、ホン・ロンを解放せずにすんだだけでよしとするか」


    　二人の背後で、ボラーは完全に鳥居に引きもどされた。同時にボラーが量子散乱して消失。青い光となって空中に舞い上がり、アンヘリオのエミレオの書へと吸引された。自動的に本が閉じられ、鎖が縦横無尽に動いて本を拘束。冷たい音とともに錠前が下りる。


    　自身の体を支えきれず、ペトレリカの膝ひざが崩れる。ビルの屋上に、右手をついてうなだれる。赤い髪がコンクリの上に広がる。


    「誰も」


    　下を向いた顔には嘆き。


    「誰も救えなかった」


    　ペトレリカの背中が震ふるえた。喉のどが膨ふくらむ。戻すことができず、頰ほおまで膨れる。膨ぼう張ちようは唇くちびるを割って噴出し、コンクリ床に吐と瀉しや物が零こぼれる。黄褐色の胃液。胃酸の臭気があがる。屋上の風が反へ吐どの臭いを撒まき散らす。


    　ビルの屋上に立ったまま、アンヘリオはペトレリカの嘔おう吐とを見下ろしている。青い目には分析の色。ペトレリカはようやく嘔吐を終える。殺人者は女の無様さに、なにも感じていない。


    「量子透過移動は苦痛だが、そのうち慣れる」


    　冷たいアンヘリオの顔を、女が見上げる。ペトレリカの目には憎悪。


    　鼻水と唇の端はしにこびりついた反吐を、ペトレリカは右の手の甲で拭ぬぐう。去りきらない嘔吐感を堪こらえ、女が顔を上げる。目め尻じりには涙。赤い瞳どう孔こうに毛細血管が浮いた白目。床に這はいつつもアンヘリオを見上げる憎悪の目だった。


    「量子移動で嘔吐しているのではない！」ペトレリカの声には嫌悪感が滲にじんでいた。「あんなことを目の前にして、吐かない人間がいるわけがない！」


    　ペトレリカは右手で屋上のコンクリを叩たたく。


    　自分の言葉で、恐ろしい光景を思いだして吐き気に襲われたらしく、口を手で押さえる。


    「人に苦痛を与え、無惨に殺す。仲間である使徒さえ殺し、殺しあわせる！　あれは人間がやることではない！　人間が耐えられることではない！」


    　実際に拷ごう問もんと殺人に立ち会ったペトレリカは、吐き気とともに叫んだ。アンヘリオの周囲には、常に苦痛と悲鳴、死が溢あふれていた。


    「なぜあれほど無意味に殺すのです！」


    「なぜ、か」


    　アンヘリオが右足を掲げる。飴あめ色の靴くつが一気に振られる。爪つま先さきが無防備なペトレリカの顎あごを蹴けりあげる。軽い一撃に見えるが、咒じゆ式しき士しの蹴りは二輪車の激突に等しい。


    　女が浮き上がり、転がる。二転三転して、止まる。美しい唇くちびるからは血と再びの胃液と、苦く鳴めいが漏もれる。夜の屋上に赤い髪が広がり、苦痛と吐き気に耐える。


    　アンヘリオが女を見下ろしている。


    「おまえごときに答える気はない。もう少し楽しい場所で答えるべきだろう」


    「悪、魔め」


    　返すペトレリカの目は、憎悪に滾たぎる。


    　発作のように吐き気がまたも襲来し、ペトレリカは体を折る。打撃による嘔おう吐と感ではない。体の奧から来る嘔吐感だった。


    「疑問にも思っていない、その嘔吐感の正体を教えてやろうか？」


    　夜空を背景に、アンヘリオの手が下へと伸びた。ペトレリカの赤く長い髪を摑つかみ、顔を上げさせる。胸元では首から下がった清貧派の片翼十字印が揺れる。殺人者はペトレリカの左耳に囁ささやく。


    「おめでとう、あなたはお母さんになりました」


    「なんっ」


    　髪を摑まれたまま、ペトレリカは絶句する。夜に浮かび上がる女の顔から体を、アンヘリオの目が医師のように検分する。


    「受胎して三カ月の時期まで急速成長させた。映画なら嘔吐して、酸っぱいものが食べたくなる演出が出てくるころだが、実際に吐くみたいだな」


    「妊、娠」


    　夜の薄うす闇やみのなかで、ペトレリカの顔は言葉の理解を拒絶するように惚ほうけていた。ようやく脳は言語が意味することを理解していく。赤い双そう眸ぼうに、嫌悪と恐怖の色が広がる。震ふるえる両手が自らの腹部に触れる。


    「そんな、そんな」


    「ただ強ごう姦かんされているだけだと思ったのか？」


    　夜空の下で、アンヘリオは愉快そうに続ける。


    「どこまで甘い。伝聞で聞く〈古き巨人エノルム〉がしたような異形の子供を産むより、さらに苦しいぞ。殺したい相手の子供を産むことになるからな」


    　ペトレリカの赤い目に、夜よりも暗い絶望が広がる。アンヘリオの目は顕けん微び鏡きようとなって、女を検分する。


    「さて、出産まではあとどれくらいか。血の祝祭の終末に合わせられるよう、調整していかないとな」


    　アンヘリオが髪を摑つかむ手を広げる。垂直にペトレリカの上半身が落ちて、床に崩れる。女は残った右手で自分の体が倒れないように支える。赤い目は自らの下腹部を眺める。自らの体内に宿った異物を見るような目だった。


    「このような辱はずかしめ！」


    　女の右手は懐に隠し持っていた肉叉フォークを引きぬく。アンヘリオに使うはずだった頼りない武器を、自らに向けて掲げる。刺す場所は、喉のどか腹か。


    　小さすぎる凶器の切っ先は、しかし動かなかった。


    　アンヘリオが止めたのではなく、ペトレリカ自身が刺せなかった。ペトレリカの目が見つめたのは、首から下がる自らの片翼十字印。銀の光が揺れていた。


    「堕胎するか自殺するか？」


    　夜のエリダナを背景に、アンヘリオは暴君の目で女を見下ろす。


    「不可能だろう。おまえは熱心すぎる十字教徒で、堕胎も自殺も許されていない。さらに母に反発し、命をなによりも尊ぶことを絶対視している」


    　ビルの屋上に響くアンヘリオの声に、ペトレリカの手が震ふるえる。男の指摘は女の内心を貫いた。


    　胎児を殺し、自らを殺せば、ペトレリカの今までの言動はまったくの無意味となる。アンヘリオの論理を肯定しなければならない。肯定してしまえば、精神崩壊を起こす。


    　ペトレリカが握る肉叉の切っ先は、夜の大気のなかで硬直していた。


    「従順なまま生いけ贄にえに捧げられる羊の性さがが、おまえの本質だ」


    　ペトレリカは動けない。凶器も行き先を失っていた。


    「私が、生贄の羊？」


    　嚙かみしめるように、ペトレリカが言葉を反はん芻すうする。


    「そう、か。生贄の羊、生贄の羊なん、だ」


    　ペトレリカの右腕が落ちた。銀の肉叉が手から離れ、屋上の床に転がり、軽い音をたてた。夜の薄うす闇やみに、鈍い輝きを見せる。アンヘリオは女を見下ろす。


    「そういうことだ。殺したいほど憎い敵の子を産め。おまえと子供の前に、母であるパンハイマの死体を晒さらしてやろう。恥辱と絶望の頂点で、おまえと子供を殺してやろう」


    　アンヘリオの邪悪さに、ペトレリカは叩たたきのめされる。アンヘリオには善も慈悲も愛もない。他者の苦痛と死を娯楽とする、人類と相容いれない絶対的な敵対者だった。


    　虚脱状態になったペトレリカを無視して、アンヘリオの視線は、ビルの屋上からエリダナの夜の街を睥へい睨げいする。


    　新しく改変された血の祝祭を知らない街角を、風雅な情景として堪能する。


    　左手で自らの美しい顎あごに触れる。


    「あとは、調子に乗って人の遊びを乗っ取っているものがいるな」


    　唇くちびるにはなにも感じていない、無機質の笑み。


    「罰ばつを下し、さらに新しい血の祝祭を開幕させねばならない」

  


  
    十七章　惨劇を配達しにいこう


    



    



    　花が美しさで、鶫つぐみが声で、彼を殺す。


    　弔とむらいの鐘の音を聞いて、泣き男が仕事の噓うそ泣きを始める。


    　報酬は銀貨四枚と葡ぶ萄どう酒しゆ。夜の六分の一。


    
      使徒クフネルが殺人現場の壁に残した冗談　皇こう暦れき四七二年

    


    



    



    　エリダナを東西に二分するオリエラル大河は、蕩とう々とうと流れる。水面は陽光に輝き、横たわる巨大な竜の鱗うろこのようにも見えた。


    　同盟側住民が多く住む東岸の岸辺には、西岸と同じように海浜公園が広がる。緑の木々が大河からの風に梢こずえを揺らす。犬を連れた女がアスファルトの歩道を進む。芝生しばふでは、老人たちが東方の拳けん法ぽうの型をこなしている。


    　人々から離れた川辺の板の上に、三人の子供が座っている。男児たちは、棒の先の飴あめを舐なめながら、板の上で這はっている小さな百足むかでを携帯で撮影していた。百足は体の半分が千ち切ぎられ、薄い黄緑の体液を流しながら必死に這はっている。


    　百足むかでの動きが止まると、男児たちがそこらで拾った棒で突いて再び動きをうながす。必死に節足動物が這うと、子供たちがはしゃぎ、撮影を再開する。小さな子供にありがちな残酷な遊びだった。


    　背後からの水音に子供たちが振りかえる。大河の水面から足が抜けでて、岸辺に下りる。零こぼれた大量の水が、岸辺の板を濡ぬらしていく。


    　男児たちの目は川から出現した人物の毛皮の靴くつ、同じく破れた毛皮の間の膝ひざに腰と見上げていく。続くべき腰から上は消えていた。


    　下半身だけの奇怪な人物が、海浜公園を進む。一歩ごとに、獣の足を模した靴から水が零れて、間が抜けた音を立てる。


    　男児たちは、虫どころではなく、奇怪な現象を見る唯一の目撃者となっていた。


    　下半身だけの存在の足は水を零しながら進み、子供たちの前で止まる。三人の子供は、存在しない上半身を探して見上げていた。右足を軸に、下半身だけの人間が回転。


    「それ、ボクにくれない？」


    　太陽を背に、毛皮の手が子供に差しだされる。男児は自分が口に突っこんでいた飴あめのことだとようやく理解した。口から抜いて、唾だ液まみれの飴を差しだす。毛皮の手が受けとり、屈かがんでいた腰が戻る。


    　頭の上で長い三角形が揺れて、鈴の音が鳴る。


    「おいし」


    　下半身に上半身が生えてきていた人影が歩きだし、鈴の音が軽やかに鳴る。岸辺から公園へと歩み去っていく。林の間に姿が消えてからも微かすかに聞こえていた鈴の音が、やがて消えた。


    　男児たちは言葉もなく見送る。子供たちの間で、百足は死んでいた。


    



    



    　朝から捜査本部に俺とギギナが呼びだされている。ついでにメッケンクラートとテセオン、レンデンとドルトンも同席している。


    　全員の服が血と土と砂で汚れている。椅い子すに座るレンデンや俺は、もう全身の汚れを払うことを諦めている。壁際に立つテセオンが櫛くしを出して、前髪を整える。向かいに座るメッケンクラートは汚れた背広を脱いで、シャツ姿。襟えり元もとのネクタイも緩ゆるめている。


    　横に座すギギナだけは、土砂の汚れや乾いた血も装飾品のように見せていた。


    　ハーライルの背後の壁には、立体映像で各局の報道が流れている。


    　映像では、昨日のウォルコグラ地区の現場に、報道員が立っていた。進入禁止の帯が張られ、警察官が封鎖している。


    　帯の向こうでは、咒じゆ式しき師したちが魔ま杖じよう剣けんを握っていた。咒式技師が大地に魔杖剣を突き刺す。地下の生存者を探すために、探査咒式が撃ちこまれる。


    　探査咒式が人間らしき反応を発見すると、土木咒式師たちが魔杖短剣や斧おのを振る。筋力強化や分子分解などの咒じゆ式しきで、圧倒的な速度で岩盤が掘られていく。敷地すべてを掘りかえそうとするような勢いだった。黄色い帯で囲われた敷地には、すでに数十もの穴が掘られている。


    　俺たちも、朝まであの場所にいて救出作業につきあっていたため、さらなる生存者の発見を望む。


    　指揮官の机に座すハーライルも、報道を見ている。もっとも負傷し、汚れているのはこの男だ。趣味の悪い奥さん推薦のネクタイが土色に染まるまで、部下の救出に従事していたのだ。


    　ハーライルは咒式で作られた仮の腕で、懐から瓶びんを取りだす。カルシウムとビタミンの錠剤を嚙かんでいく。水も使わずに飲みこむ。


    「関係者が増えたが、確認していこう」


    　捜査会議が再開されることになるが、俺としてはまず結果を聞いておきたい。


    「二人は俺たちで掘りだしたが、生き埋めになった特別捜査官、死んでいてほしい指先や使徒の救出作業はどうなっている？」


    　ハーライルが渋い顔で頷うなずく。腕の痛み、だけではない。


    「あれから掘削や工事の専門家によって四人が救出された。先陣の武装捜査官六十二人のうち、三十九人の遺体が発見されている。救出された七名を含む十二人が重傷。まだ三人が発見されていない」


    「残りの三人が発見されることを望むよ」


    　本心からの言葉だった。あまりにも犠牲が多かった。


    「他の被害も大きい」ハーライルが息を吐き、椅い子すに背を深く沈める。「ウォルコグラでの戦闘の前に、祭司ジン・グエンの手で武装捜査官の第二陣を輸送していた列車が爆破されていた。第二陣六十三人のうち、三十一人が死亡。十八人が重傷。四人がまだ行方不明だ」


    　凄すさまじい使徒の殺さつ戮りくに、レンデンも眉まゆをひそめている。捜査機関や咒じゆ式しき士しはやられっぱなしだった。俺たちも負傷を咒式で治療したが、まだ完全ではない。


    「最新の咒式装備に軍隊並みに動ける武装捜査官は、先陣で八人、第二陣で十人しか動けるものが残っていないということか」


    　メッケンクラートの簡単な引き算で、絶望的な状況を確認することになった。


    「エリダナの武力鎮圧を司る警察の咒化機動隊も、詰め所の爆破を受けて二十二名が死亡。四十五名が重傷となっている」


    　引き算からは、おもしろくもない事実が出る。


    「警察士と咒化機動隊は数百人もいるから、戦力低下は少ない。が、エリダナ自体の治安の悪化と使徒の警戒のために、ほとんどが市内各所に駆りだされるだろう」言いたくもない事実を告げていく。「つまり、エリダナの捜査機関が使徒に対して戦力を集中運用することは、今後ほぼ不可能だな」


    　俺の予測にハーライルが頷いてみせる。


    「ウォルコグラ地下街区での決戦が、戦力を集中運用できた唯一の好機だったのだが、それゆえにジン・グエンと使徒たちが狙ってきた」


    　横に座すギギナが敵の思考を分析する。ハーライルが続ける。


    「戦果として見るなら、指先四十八人のうち、四十四人が倒されるか岩盤崩落で圧死するか、地下でまだ救出待ち。逮捕して脱出時に連れだした四人だけが軽傷および重傷で済み、治ち療りようが終わり次第尋問を開始する予定だ」


    「ウォルコグラでの死闘の成果は、どう計算すればいいのだろうな。特別捜査官の勝利か、使徒の勝利か」


    　ギギナが続ける。


    「あれだけの数のザッハドの指先を倒し、逮捕したのは犯罪捜査史上の快挙だが、武装捜査官たちの命に見合うものなのか」


    　ギギナの問いは重い。俺やメッケンクラート、レンデンやテセオンにドルトンまで言葉が出ない。壁に映る報道は、無責任に捜査官の手際を評論している。


    　世間はいつか忘れるだろうが、武装捜査官や特別捜査官の葬儀に出て、それから一生故人の数百人か数千人という遺族や知りあいに、ハーライルは罵ば倒とうされ憎まれることになる。


    　ハーライルは、一生自分自身に問うていくだろう。


    「使徒も策を使って、組織的に襲撃してきたのだが、アンヘリオの異常さによってひっくり返された。祭司を失って、使徒はアンヘリオのさらに異常な規則を押しつけられた」


    　先のことを考えていこう。


    「祭司ウブシュシュの後を継いだジン・グエンも死亡した」残念な事実を黙っているわけにもいかない。「ただし、アンヘリオによる殺害だから、俺や捜査機関の手柄とは言えないな」


    「メレニボスの手先の他には、アンヘリオも使徒も倒せなかったのが痛いな」


    　レンデンが喉のどの奥で唸うなる。


    「実は、使徒はあのあとで二人死んでいる」


    　部屋を貫くハーライルの言葉に、レンデンは椅い子すの肘ひじ掛けを手で摑つかむ。メッケンクラートは口を引き結んでいる。ドルトンは目を丸くしている。俺にも意味が分からない。


    「どういうことだ？　リンドブルム同盟の残党か、それとも黒社会の三大組織が動いたか？　どこかの賞金稼ぎが倒す偶然でもあったのか？」


    　全員の疑問がハーライルに集中する。エリダナには、使徒を倒すために組織だって動いている勢力はない、というのがメッケンクラートとレンデン、俺の共通認識だった。


    「パンハイマが隠し通路の出口に罠わなを張り、部下とともに〈無限のクフネル〉を撃破したらしい」


    　ハーライルの報告に、俺やメッケンクラートやレンデン、ギギナの顔に不快感が浮かぶ。室内でドルトンだけが感心していた。


    「この短期間で使徒を二人も倒したパンハイマって、本当に強いんですね」


    　ドルトンの言葉に、その場が静まりかえる。


    「ほら、報道でも」


    　映像では、評論家が捜査官の不ふ甲が斐いなさに対して、クフネルを無傷で倒したパンハイマの手際を賞賛している。無邪気な意見と信じたいが、パンハイマや議員からの金や圧力があるのかもしれない。


    　警察との協力関係を解消したパンハイマがもっとも大きな結果を出しているため、エリダナ市警と特別捜査官の面目は丸つぶれに近い。


    　部下のドルトンと報道に、レンデンは不愉快そうな表情となった。レンデンは部下ではなく、メッケンクラートを見た。


    「少し都合よすぎる御お伽とぎ噺ばなしだな」


    「そういうことだろうな」


    　メッケンクラートがレンデンに賛成する。俺も顎あごを引いて頷うなずく。


    「前提として特別捜査官の何人かと、ほとんどの指先どもを殺した岩盤崩落だが、アンヘリオとロレンゾ、カジフチの咒じゆ式しきが原因ではない。三人は地下街の崩落をさせないように計算して戦えるほどの、超級の咒式士だ」


    　全員が脳裏でウォルコグラを思い出しているだろうが、三人の超咒式士は天井に向けて爆薬で攻撃などしていない。


    「ではなにが原因なのですか？」


    　ドルトンが先輩たちに問う。


    「なにが、ではなく誰かだな」俺は続ける。「さて、パンハイマと一党は、情報漏もれを聞いて駆けつけて、しかもなぜか死闘の現場には現れず、ニョルニョウムの呪のろいを回避した。さらになぜか地下街の地上への出口のひとつに武装集団として集まっていたら、たまたま逃げてきた使徒の一人だけを、戦力集中によって無傷で倒した」


    　俺の口調は皮肉になる。


    「これがすべて偶然なら、パンハイマは宝たから籤くじの一等を死ぬまで毎年当てられる幸運さを持つことになる」


    　ドルトンが口を閉じて、苦い顔になる。テセオンは唇くちびるを嚙かんでいた。


    　確認していくだけで、疑念は膨ふくらむ。


    「エリダナの情報戦に弱点を抱えていても、パンハイマは頭が悪いわけではない。魔女の思考を追跡すると、あの魔女は、特別捜査官が流したザッハドの収監場所を瞬時に偽情報だと判断した。誘われた使徒が来るとも読む」


    　俺は反へ吐どが出るほど醜悪な魔女の思考を追う。


    「だが、使徒側にも同じように罠わなだと気づくものがいて、勝つための鬼札を持ってやってくると予想できた。だが、捜査官とともに現場で戦えば、自分や部下たちに死傷者が出てしまって損だ。魔女はもっとも安全に効果的に勝利できる手段を考えた」


    　聞いているギギナやテセオンの顔には嫌悪感。前衛系には、魔女の邪悪さは想像できないだろう。嫌われても予測は続けるしかない。


    「あの魔女の結論は、わざと落盤事故を起こし、皆殺しを謀はかることだった。複数の脱出路のいくつかを破は砕さいし、使徒の逃げ道を絞しぼりこんで罠を設置した。あとは、出てきた使徒を数で囲んで、安全に倒すだけ。脱出路が違えば、クフネルではない別の使徒が殺されていただろうよ」


    　俺の推測に、若手はまだ半信半疑だ。俺とギギナのパンハイマへの憎悪と殺意を知るだけに、疑いすぎだと思えるのだろう。


    「パンハイマが証拠を残さないため、あくまで推測だが、他に合理的な説明があったら聞いてみたい」


    　一同がそれぞれの態度を取る。テセオンの表情は、俺の推測をほぼ信じていない。長身のドルトンも、パンハイマを憎悪しすぎではないかという態度だった。


    　ハーライルが俺を見た。


    「捜査官が言うことではないが、落盤の原因は、地上から地下街の天井に向けて等間隔に発動した爆裂咒じゆ式しきだ。誰かが意図的に起こした人為的な事故だと断言できる」ハーライルは険しい目をしていた。「もちろん、誰が起こしたかの証拠は残っていないため、使徒の仕業だろうと、上は曖あい昧まいな話にしている」


    　捜査官の言葉に、メッケンクラートは苦々しげにうなずき、レンデンは腕組みをして喉のどの奥で唸うなっていた。


    「あの魔女は、死体になるまで油断してはならない。証明はできなくても、敵として考えておいたほうがいい」


    　ギギナが足しておくと、エリダナに長く生きる者たちの表情も、俺に同意していた。


    「あの魔女は使徒を倒す功績稼ぎのついでに、ジオルグの弟子である俺とギギナ、ハーライルや武装捜査官、メッケンクラートたちまでまとめて殺すつもりだったというわけさ」


    「ついでに、って」


    　パンハイマの自然な邪悪さに、テセオンが絶句している。ドルトンも縮みあがっている。


    　使徒やアンヘリオと同じような思考をするパンハイマが、エリダナの四大咒式士と呼ばれているのだから、やりきれないのは俺も同じだ。


    　パンハイマが強く残酷な咒式士であるなら、どこにでもいる単なる凶悪犯罪者だ。


    　通り魔を追ったときの久しぶりの遭遇で分かるように、瞬時に俺たちを罠わなにかけようとした、炎のような思考の瞬発力が恐ろしい。そして長く長く続く、蛇へびのような執念深さを併せ持っている。


    　思考して言葉を吐き、部下が動くかぎり、パンハイマは毒蛇より危険だ。パンハイマが死病に冒されているのか真偽不明でも、ギギナが言うように死体になるまで油断がならない。


    　捜査官のハーライルだけは、批評を控えた。


    「ハーライルもパンハイマの恐ろしさを見抜いていたからこそ、首輪をつけたがっていたのだろう」一応指摘しておく。「俺とギギナに言わせれば、最初から人間は人間以外の怪物とは組めない」


    　ハーライルは両手を挙げて、講評を拒否した。無意味と分かっていても手を打ちたかったのだろうが、結果は最悪のものだ。


    　息を吐いたレンデンが、ハーライルを見た。


    「それで、死んだ使徒のもう一人は？」


    　冷静な問いだった。使徒が倒れたなら明るい話題に切り替わるはずが、ハーライルの表情は暗いままだ。


    「ウォルコグラ地区の別の隠し通路から、ペネロテ姉妹が脱出した痕こん跡せきが見つかった。そのうち、長女のヒルダらしきほうが殺害されていたのが発見された」


    　捜査官が手を振る。映像のビルの廃はい墟きよの一階で、女の死体が見えた。上半身だけだった。


    「らしき、とは？」とレンデンが重ねて問う。


    「ギギナの一撃で陥没した顔が、さらに打撃で脳天から破壊されて、誰だか判別できないからだろうよ」


    　俺の素っ気ない説明に、全員がギギナを見て、また目を逸そらした。女だろうが、敵であれば遠慮しない戦士に、苛か烈れつさを感じたのだろう。


    　映像で倒れている女は、上半身だけ。俺にしても核融合の炎で、ヒルダの下半身を焼き切った。たとえ少女だろうと、使徒に遠慮をするわけがない。


    　視神経の糸を引いて落ちている桃色の瞳が、生前の面影を残すのみ。黒に桃色のフリルの服に包まれた腕や背中には、長方形の陥没が穿うがたれていた。大きさで言えば、ちょうど扉くらいの物体をいくつも落とされた感じだ。


    　俺が知るその大きさの打撃武器はひとつ。


    「この傷きず跡あとはチョコレートの板の一撃だな」直接知るギギナが予測してみせる。「となると、妹のヒルデが、姉のヒルダを殺したのか？」


    「検死結果からすると、そういうことだ。ヒルデは、アンヘリオが塗り替えた祝祭の規則を、早速実行に移したようだ」


    「十三日以内にもっとも殺人数が多い者として優勝するか、アンヘリオを殺すしか生き残る道がないなら、使徒も殺しあいに参加するしかない」ギギナが苦い表情となる。「が、最初に自分の肉親、唯一の味方を殺して不利になるなど、理解不能だ」


    「攻こう性せい咒じゆ式しき士しや犯罪者の相手が専門で、異常者や殺人者を多く見てきた。反へ吐どが出るような精神の怪物どもだった」メッケンクラートが息を吐く。「それでも、使徒とアンヘリオは桁けた違いだ。理解できない」


    　アンヘリオは自分に不利な規則を作ってまでも、残酷で無慈悲な殺人遊ゆう戯ぎを起こした。エウニピエデは息子を快楽殺人者にするために、わざわざ妊娠から子育てまで調整し、ベルタザルも必死に努力をして邪悪になろうとしていた。ペネロテ姉妹でも、ヒルデは、いきなり肉親である姉を殺して自分から不利になった。


    　悪い冗談のような存在だ。自分も他人もすべてが遊戯にしか思えていない恐ろしさがあった。


    「実際に戦闘して分かったが、使徒は咒式犯罪者と考えるより、エミレオの書を合わせると、人間と〈異い貌ぼうのものども〉が組んでいると考えたほうがいいな」


    　メッケンクラートの評が的確だろう。テセオンは怒りの表情だが、長身のドルトンは萎い縮しゆくしている。パンハイマに使徒にアンヘリオの異常さ大展覧会に対し、攻性咒式士には珍しい弱気さゆえに逃げだしたいのだろう。


    「逃げたいだろうが、それは無理だ」


    　俺はドルトンの逃げ道を塞ふさいでおく。


    「笑えることに、今では俺たちもその血の祝祭の参加者だ」


    　俺の皮肉に、全員が自らの手や足を眺める。咒じゆ印いん組成式はすでに見えないが、生体変化系第七階位〈美麗蟇蛙王子変咒ベル・エル〉の咒式は、この場にいる全員に作用している。


    「アンヘリオは、使徒と捜査陣の鬼ごっこの遅さが気に入らないらしく、期限と互いの命を狙う条件をつけた」


    　使徒の側は人々の間に隠れられる有利さがあるが、アンヘリオによって出るしかなくなった。


    「蛙かえる化かの咒式は、相手に解除の条件を伝えることで常識外れの効果を発動する。アンヘリオが言った、殺人数が多い優勝者の解除条件を精査すると、生き残れるのは一人だけとも取れる」


    　言われてはじめて、テセオンとドルトンの顔に驚きが浮かぶ。歴戦の咒式士の二人は、すでに気づいていたらしく、動揺はない。陰いん鬱うつな表情はそういうことだ。


    「ならば、なにがなんでもアンヘリオを倒して解除させるしかない」


    　アンヘリオがつけた条件は、一方的に有利なわけでもなかった。使徒たちはお互いを殺しあえば勝利の目があるが、エウニピエデとベルタザル親子、俺たちのように組んでいる陣営はまずアンヘリオを狙うしか生き残る道がない。


    「おまけに、殺しの数が祝祭の勝利条件なら、エリダナの市民にも犠牲が出る」


    　俺の声は暗い。だが、言っておく必要がある。


    「アンヘリオと使徒による次の被害者は、メッケンクラートの妻子かもしれないし、レンデンやテセオンの友人かもしれないし」俺は次々に室内にいる咒式士たちを見ていく。最後に一番避けたがっているドルトンを見つめる。「ドルトンの家族かもしれない」


    　ドルトンの顔に苦く渋じゆうが溢あふれる。エリダナではすでに百人単位での死者が出ている。青年の表情は、自分の知りあいや大事な人間だけがアンヘリオや使徒に殺されないと思えるほど楽観的ではなかったからだ。


    　誰もが分かっている。言われるまで身近に起こることだと想像できないだけだ。


    　ドルトンたちの眼前に、イディスを失い、十二日後に死ぬ呪のろいを受けた俺がいる。他人事ではなく、エリダナにいるかぎり、自分にも起こることだと分からない人間はいない。


    「僕には、恋人がいるんです。レンデンさんの事務所が大きくなったら結婚したいと思っています」


    　ドルトンが力強く頷うなずいた。


    「だから、やります」


    　一番気弱なドルトンが覚悟を決めた。それぞれの命や損得計算もあるが、咒式士たちの意見は一致した。不利な遊ゆう戯ぎであっても、やるしかないのだ。同時に青年の将来計画が眩まぶしくて、俺はチェレシアのことを思い出す。


    　今は感情のもつれを封じておく。


    「アンヘリオの呪いは、私にとっては良い点もある」


    　ハーライルが告げて、意識が現実に戻る。


    「〈胎天使ニョルニョウム〉の呪のろいのために、エリダナから出れば私は死ぬ。昨日示された十三日の期限のうち、すでに残りは十二日。ならば、死ぬ可能性が高い私を使いきろうという上の判断でここにいる」


    　指揮官は右頰ほおを歪ゆがめて笑う。


    「これだけの犠牲者を出した私が、特別捜査官の指揮官を解任されない理由も、ニョルニョウムの呪いのお陰だ。ならば勝つための方策を練るだけだ」


    　目には鋭利な刃やいばの光があった。俺は考えを口にしてみる。


    「ウォルコグラでのザッハドを餌えさにした罠わなを、また張れないか？」


    「残念だが、もう使えない」


    　ハーライルは一言で斬きって捨てる。


    「アンヘリオが祝祭の規則を塗り替え、使徒同士の殺しあいが始まっている。使徒が集合することは、自身の死を意味している。おそらくは互いに互いを殺すために、探りあいをしている状態だろう。動きだすまで待つしかない」


    「ではなぜか参加者になっていた俺たちをどこかに監禁して、特別捜査官を配置すればどうだ？　ザッハドほどではないにしろ、餌になるぞ？」


    　俺の案も投げやりになってきた。


    「そうしたいところだが」


    　ハーライルも苦く渋じゆうの表情。


    「不確実なうえに、警護の人員を配置して、なおガユスとギギナの戦力も使えなくなる。警備があると分かった時点で使徒も動かない。加えて、エリダナの他の地点で市民の死者が増える。さまざまな懸念要素があるが、下策だろう」


    　もっともな意見だ。俺は両手を挙げて事案を却下する。


    　考えれば考えるほど、アンヘリオは厄介だ。


    　全員の沈黙のなか、画面の報道がまた目に入る。地元のエリュシオン局では、会見場を映していた。教会の礼拝堂を会見場とし、信徒席に報道陣が座っている。


    　撮影機や報道員の視線の先に、説教台が設置されている。台の背後には、うねる黄金の長い髪と緑の瞳。


    　百ゆ合りの紳士改め淑しゆく女じよの、ディエーモが立っていた。壇上には大きめの箱が設置されている。横にはまた白い布がかけられた大きな物体。さらなる寄付の話なのだろうが、アンヘリオのことを考えつつ横目で眺める。


    　会場からは二つの品に関して質問が飛ぶ。


    「どういうことですか」と強い調子で赤い髪に鼻筋に雀そば斑かすを浮かせた女記者が質問していた。


    　ギギナが興味もなく映像を見ている。


    「アーゼルは復旧作業が続くウォルコグラ地下街ではなく、あちらに向かっていたようだな」


    「記者の勘が鈍ったのかもな」


    　返事を投げながらも、俺はアンヘリオのことを考えている。


    　ディエーモはあと数分時間をくださいと制止して、前のようなよく分からない再分配とかなんとかの話を始める。


    「膠こう着ちやく状態はいずれ解けるとして、アンヘリオはどうやって使徒を探すのだろう？」


    　メッケンクラートの問いに、全員が目を向ける。


    「人間専門だから分かるのだが、アンヘリオは一番狙われるために、先制したいはずだ。とくにロレンゾやカジフチ、パンハイマとアンヘリオ自身に匹敵する敵がいるのに、余裕を見せすぎてはいられない。せめて使徒の居場所を摑つかめる手段くらいないと、不利にすぎる」


    　メッケンクラートの問いは、全員に思考をうながした。


    「エミレオの書に通知ができるのは祭司しか」


    　そこでギギナが気づいた声を出す。


    「だから、そのためのウォルコグラ地下街での乱入か」


    「そういうことだろうな」ようやく俺にも敵の一手の意味が分かってきた。「アンヘリオはよくよく考え、自らの新しい血の祝祭を開くための必要条件として、最初にジン・グエンを殺すことを選んだ」


    　俺は推測を重ねる。


    「使徒の祭司であるジン・グエンのエミレオの書が鍵かぎだ。あの〈審判のエルフェニス〉が殺人数を計測し、使徒に伝える。エルフェニスがあれば、通信を逆算して他の使徒の居場所もだいたい分かる。先に死んだウブシュシュも似たようなエミレオの書を持っていたのだろうな」


    　暴走に見えたアンヘリオの行動は、計算されていた。目的は使徒すら殺す狂気だが、確実に行おこなうための方策が整えられている。


    「使徒同士もエミレオの書でつながるが、通信はできず受信するだけだ。しかし、アンヘリオだけは手に入れたエルフェニスの機能を使い、自分に都合のいい場所と相手を正確に選ぶことができるため、かなり有利だ」


    　ギギナが息を吐く。俺も陰いん鬱うつな事実を確認していく。


    「エリダナから逃げだせない状態で、エミレオの書を捨ててしまえば、警察や賞金稼ぎに遭遇したときに殺される危険性が上がる。使徒自身もエミレオの書を絶対に手放せない」


    　使徒の心理と、予測を重ねると、アンヘリオの計画が分かる。


    「アンヘリオがまず動く。そこから使徒たちが動いて血の祝祭の第二幕が始まる」


    　疲れたようにギギナが言った。待ちや捜査はギギナの苦手分野だ。


    「見方によっては、まだ勝機はある。活発に動くアンヘリオを倒せば、ペトレリカ嬢を取りもどし、集まってくる使徒も倒せる。可能性は出てきた」


    　ハーライルの目には闘志が戻っていた。電話を摑み、各所に連絡をしていく。俺は捜査を続けるハーライルを見ていた。理解しがたいほどの使命感だった。


    「どうしてそこまで特別捜査官でいられる」


    　思わず問うてみた。


    「俺は臆おく病びようだから言うが、何回も敵から逃げようとしたことがある」ラズエル島の爆破事件の思い出が蘇よみがえる。「他のすべてを見捨てて、当時の女を連れて逃げようとしたこともある」


    　同じように臆病なドルトンが部屋の隅で長身を縮めている。メッケンクラートやレンデン、テセオンもハーライルを見ていた。それほど捜査官の覚悟は異常にすぎる。


    「それが普通だ」


    　電話を下ろし、ハーライルが笑う。俺は問いを重ねる。


    「特別捜査官でも、おまえの不屈の意志は、正義や愛や勇気や使命感では説明がつかない」


    「得なことだけやりたいなら、安い給料で危険な特別捜査官などやっていない」ハーライルが指で自らの頭を示す。「だからどこかおかしい。自分が正しいと勘違いできることをしたいというおかしさだ」


    　そこでハーライルの目が家族の写真に向けられる。


    「あとは家族のためだ」


    　写真には優しそうな妻と、ハーライルによく似た男の子が写っている。男の子だけ椅い子すに座っている。中央に写るハーライルも、別人のように柔和な笑顔だった。


    「妻のメヒツィヒは初産以降、子供が産めないが、私を心配して薬を作ってくれる。息子のカラエルは」


    　男は少し口ごもる。首を振って、写真を見据えた。


    「いや、恥ずかしいこともない。カラエルは事故で体が不自由になった。一生人の助けがいる。カラエルが幸せに生きるには、優しい世の中でないと困るのだ」


    　ハーライルが俺を見た。


    「君が先ほど言ったように、だから、この仕事は家族のためでもある」


    　ハーライルの灰色の目には慈愛があった。正しいことを正しいと信じてできる。素晴らしい仕事だ。攻こう性せい咒じゆ式しき士しには、そこまで信じられるなにかはない。個人的な金銭的欲望と名誉欲。俺の底にあるのは私し怨えんだが、目的だけは同じだ。


    　特別捜査官と俺は、初めて信頼を構築しはじめていた。


    「捜査が進展したら呼んでくれ」とありきたりな結論で、俺は席を立つ。ギギナも続いたところで思い出す。「そういえば使徒はまだ十二人しか来ていない」


    「たしかに」メッケンクラートが苦い顔となる。「十三人なら、あと一人来るということだ」


    「さて、時間も丁度良くなったので、ここで発表したいことがあります」


    　女の声。報道画面では百ゆ合りの淑しゆく女じよの会見が続いていた。百合の淑女が説教台の下に左手を差し入れている。


    　ハーライルの前、机の上にある電話が鳴る。俺とギギナがまた去ろうとすると、ハーライルが受話器を取る。


    「ハーライルだ」


    「ああ、あなた？　私だけど」と声が漏れ聞こえた。


    「メヒツィヒか、どうした」ハーライルは少し恥ずかしそうに顔の角度を変える。「わざわざ現場に電話してくるなど、カラエルが病気にでもなったのか？」


    　愛妻家にして子煩悩なハーライルが、妻の電話で子供の安否を心配している。それは分かる。分かるが、俺は異常事態に動けない。ギギナも動けない。


    「病気ではないの」


    　妻のメヒツィヒの声が響く。


    「ではなんだという」


    　言葉が途切れて、ハーライルの動きも止まる。俺の驚きよう愕がくの表情と目線に気づいたのだ。


    　立体映像での報道に映るディエーモを、全員が見ている。ディエーモが先ほど取りだしたのは、旧式の電話だった。


    　古くさい受話器を耳に当て、ディエーモが唇くちびるを動かす。


    「お元気？　ハーライル特別捜査官」


    　画面のディエーモが言うと、同時にハーライルが摑つかむ受話器からも同じ言葉が響いている。撮影機に向かって、ディエーモが左手を振っていた。画面手前にいる報道陣がざわつきはじめた。報道陣は新たな大型寄付の発表だと思って来たが、理解不能の展開になっている。ディエーモの寄付の仲介となっていた教会の老修道女も混乱している。


    「どういう、ことだ？」


    　ハーライルが受話器を握ったまま硬直している。


    「特別捜査官の指揮官であるハーライルなら、すでに答えは分かっているでしょう？」


    　ディエーモが答えた。画面から聞こえるのは以前報道で聞いた声なので、受話器で音声が変換されているのだ。


    　声の違いの意味を、ハーライルもギギナも理解できていない。俺の背には悪寒。


    　ハーライルが急いで携帯電話を取りだし、電話をかける。出ない。おそらく皇都の自宅にかけているのだろうが、答えはない。もしハーライルの妻が生きていたら、出るはずだ。


    　可能性はひとつ。ディエーモは、ハーライルのエリダナ出張と同時にその妻を殺して、入れ替わっていたのだ。俺が気づくようなことを、ハーライルが気づかないはずはない。特別捜査官が首を小さく左右に振る。分かっていても信じたくないのだ。


    　壁の先から足音。部下の特別捜査官が入ってきた。手には配達物の箱。


    　並ぶ俺たちの顔を見回すと、部屋の異様な雰囲気に戸惑っている。


    「今、楽しい贈り物が届いているはずだから、開けてみるといい」


    　画面の奧のディエーモが告げた。


    「ハーライル捜査官、その、これが」部下の特別捜査官も、自分が災厄を運ばされたと気づくが、止められない。「今日、の配達物です」


    「寄越せ」


    　席から立ち上がりつつ、ハーライルが言った。妻を失った男の声は、怒りの声だった。上司の命令に、特別捜査官は動けない。


    「渡すな！」


    　俺は特別捜査官に叫んだ。悪寒はさらなる恐怖を予測していた。ダメだ。ハーライルを守るために、見せてはならない。苛いら立だったハーライルが机の脇を進み、部下が抱える配達物の箱に向かう。


    「よせ、ハーライル！　見るな！」


    　俺やメッケンクラートたちが間に入ろうとするが、ハーライルが強引に二人の手を払う。部下に向かって進み、箱を奪う。


    　内部に詰まった報告書や手紙を、右手にとっては床に捨てていく。動きが止まる。一枚の封筒がハーライルの手に握られていた。左手が箱を捨て、右手が封を切ろうと動いて、途中で止まる。ギギナの右手がハーライルの右手を摑つかんで止めていた。


    「止やめておけ。敵の心理戦に乗るな」


    　半分ほど切られた封筒から、写真が見えた。前にモーフィースの尋問をした病院で受けとった、焼却炉の写真の上部分だった。二枚目は見えない。延々とハーライルに送ってきていることから、長い計画だ。旧式の平面写真から凄すさまじい悪意を感じる。


    　妻の死以上に悲惨な事態など考えつかないが、直感は告げていた。絶対に見せてはならない。


    　ハーライルが写真の断片を見て、次にギギナの銀の目を見た。ハーライルの目には凄すさまじい葛かつ藤とうがあった。ギギナは揺るがない。


    「当事者以外が確認し、伝える。冷静に受け止められると判断できるまで待て」


    　ハーライルが息を吸い、吐いた。また吸って、吐いた。


    「分かった」


    　震ふるえながらも、強きよう靱じんな精神力でハーライルの指は手紙を離した。ギギナが封筒と写真を受けとった。ギギナは封筒を後ろに隠す。部下の捜査官は出入り口に立ったまま、事態についていけない。メッケンクラートにレンデンたちも止まっている。


    　ハーライルが背広の前の裏側に手を差し入れ、薬瓶びんを取りだす。赤い蓋ふたを捻ひねり、カルシウムとビタミン剤を口に放りこみ、嚙かみ砕くだく。


    「私は冷静だ。冷静な指揮官でありつづける必要がある」と瓶を机の上に置いた。


    「たしかに冷静な判断をするだろうね。だけど、冷静さなどつまらない」


    　全員が振り向くと、立体映像と受話器から、違う声で同じ言葉が流れる。ハーライルの妻と入れ替わっていたディエーモの声だった。


    　会場の報道陣は大きくざわついている。異常事態を理解しているのは、双方を見ている俺たちだけなのだ。


    　報道陣からは「どういうことです？」「現在のエリダナの事件に対する寄付ではないのですか？」「ふざけているのですか！」と真っ当な質問が飛ぶ。


    　ディエーモは笑顔で疑問や詰問を受け止める。会場の質問は真っ当だろうが、そんな場合ではない。


    「会場の場所はどこだ！」と横の捜査官に問う。「調べます！」と答えて、捜査官が走って出る。入れ違いに他の捜査官たちが入ってくる。


    「まず、こちらを見てもらおう」


    　全員の注目を受けて、ディエーモが横にある白い箱に手をかける。今気づいたが、蓋ふたが上ではなく前にあった。見せるための箱だ。


    「さあご開帳」


    「ハーライル、見るな！」


    　装置を停止させている時間がない。俺はハーライルの前に立つ。ギギナにメッケンクラートたちも視線を塞ふさぎに向かう。だが、ハーライルは俺やレンデンより背が高い。ギギナやメッケンクラートの身長で視界を防げても、俺の肩越しに画面を凝視していた。


    　ハーライルの手が震ふるえていた。


    　首を背後に回すと、蓋が開けられた白い箱の内部が映っている。


    　立方体の内部には、肉の塊があった。死後時間が経過して灰色の肌となった、小さな人間の胴体。細い首、手足が並行に並んでいる。それぞれ桃色の肉と白い骨、黄色い脂肪の層の断面を見せていた。靴くつや服に見覚えがある。


    　胴体と手足の間に、切断された頭部が置かれていた。極限の恐怖で、幼い灰色の目が見開かれていた。無惨なことに、鼻と耳が削そがれていた。


    　隣には大きな肉。金髪は乱れて額ひたいにかかる。写真で見た青い目は消えて、両目のあった場所は暗い穴となっていた。開かれた口の歯茎には白い歯ではなく、赤い穴が並んでいる。すべて歯が抜かれていた。舌もない。根本で切断されて、赤黒く乾いた断面を見せている。


    　立体光学映像には、少年というより男児と、女の分解された死体が映っていた。


    　見てしまったハーライルは自分で立っていられず、背後の壁にまで下がる。両手を壁に当て、自らの体重を支える。死者の生前の顔が思い浮かべられてしまう。


    「そんな、カラエル、メヒツィヒが」


    　男児は、ハーライルの机の上にある写真に写っていた子供だった。女は妻のメヒツィヒだ。


    　中継映像の会場は凍りついていた。そして死体の衝撃が、報道陣の間に伝わっていく。女性記者の悲鳴があがり、混乱が巻き起こる。席を蹴け立てて逃げだすものと、それでも撮影しようとするもので会場が沸ふつ騰とうしだしていた。


    「普段は女と子供を殺さないが、今回は特別だ。血の祝祭の邪魔をした特別捜査官は許さない」


    　ディエーモが美しくも残忍な笑みを浮かべていた。


    「生きたまま鼻や耳を削ぎ、手足を切って殺した。女と幼い子供では痛みに耐えられず、尿と糞くそを盛大に漏もらして泣きわめいた。そうそう、最期の場面を思い出した」


    　喋しやべるな、ディエーモ。話すな。ハーライルが荒い息を繰り返す。過呼吸になっていた。


    　ディエーモが両手を伸ばす。右手で箱の内部にある妻のメヒツィヒの頭部の髪を摑つかみ、左手で子供のカラエルの首を摑む。体の前で、女は二つの頭部を掲げる。


    「こちらの最期の言葉は『助けてハーライル、お願い、カラエルだけでも助けて！』で」右手の女の首を動かして、メヒツィヒの声真ま似ね。さらに左の首を動かした。「こっちのガキは『痛いよ痛いよお父さん！　助けて助けて！　痛いよ、僕が歩けない子供だから殺されるの!?』だったかな。かわいそう。殺したけど」


    　二つの首を使って、残酷な最期が演じられる。俺とギギナ、捜査官は動けない。


    　ハーライルは飢えたように手を伸ばし、机の上を這はわせる。書類の山を倒して手が進む。机の上にあった瓶びんをまた摑つかんで、蓋ふたを開ける。飲み下すように錠剤を喉のどに流し入れる。赤い蓋を閉めて、瓶を握りしめる。亡き妻の贈り物だけがハーライルを支えていた。


    　ディエーモが飽きたように、腕を振る。二つの首が報道陣に投げこまれ、悲鳴。会場は大混乱に陥っていた。端はしに見える教会の出入り口に報道陣が殺到しているが、扉は開かれない。ディエーモを仲介した老修道女は、床に膝ひざをついて神に祈っていた。


    　冷静になれ。当事者のハーライルは無理だ。テセオンとドルトンは口を開けたまま動けない。歴戦のメッケンクラートとレンデンであっても、ここまで異常な相手を経験したことはない。


    　大混乱に揺れる撮影機の映像をよく見ると、箱に詰められたメヒツィヒとカラエルの死体は、先ほど投げられた頭部を足しても、胴体と右足と左手だけ。それぞれの左足と右手が欠けている。


    「さて、欠けた部分はどうなったでしょうか」


    　俺の思考を先取りするように、悲鳴と怒号が渦巻く会場でディエーモが動く。報道陣の混乱のなかでも、撮影機が果敢に追っている。女は横にあった布に手をかけ、引きはがす。


    　布の下から現れたのは、前と今送られてきた謎なぞの写真の現物、焼却炉だった。


    　黒い鋳鉄で作られ、上に煙突が伸びている。昔とは違い、木で燃やすようなものではなく、ガスや放電方式。ダイオキシンの発生を防ぐために、八〇〇度以上で焼けるようになっている。咒じゆ式しき化か文明時代のどこの田舎の庭でも見かけるような、中型の焼却炉だ。


    　画面の会場が大混乱のなか、ディエーモだけが優雅に手を伸ばしていく。白い指先が、焼却炉の蓋にかかり、開く。


    　内部では、メヒツィヒとカラエルの左足と右手が焼却炉で焼かれていた。


    　肉のほとんどが炭化し、また灰となっていた。黒と灰の間から、骨が突きでている。人間を高温で焼くと、驚くほど白い骨となる。悲鳴。映像を撮っていた撮影機が揺れて、そこで止まった。撮影者もついに逃げだしたのだ。


    「な、んということ、を」


    　前に目を戻すと、ハーライルは首を左右に振る。俺はハーライルの精神の崩壊を見ていられなかった。


    「もう見るな」


    　ハーライルの肩に手をかけ、動かそうとする。ハーライルは抵抗してまた薬瓶を手に取る。


    「子供と妻を誘ゆう拐かいされ殺され灰にされ、これ以上に苦しいことなどない」


    　錠剤を嚙かみ砕くだいて、ハーライルが飲みこむ。精神安定のために妻の最期の贈り物を嚙んでいるのだ。違和感がある。全身の肌が粟あわ立だつほどの嫌悪感だ。


    「あの怪物を必ず殺してやる」


    　俺はハーライルの言葉を信じない。もはや特別捜査官の精神は限界だ。俺は映写装置を止めるように部屋を動く。


    「まだおもしろいことがあるよ」


    　映像のなかで、焼却炉の前のディエーモが後ろに回した右手を前に戻す。握られていたのは、鋏はさみのような器具。先端は窪くぼみと出っぱりがあり、挟むようになっている。ディエーモが動くが、撮影機が追わない。もはや誰も撮影していないのだ。


    　撮影機が横に動く。どこかの報道人が使命感を発揮して操作してくれた。


    「エリシュオン局所属の撮影者、ミルドが続けます」


    「実況は」震ふるえる女の声。「エリュシオン新聞社所属、アーゼルが続けます」


    　大混乱のなかで、アーゼルが撮影機を乗っとった。


    「あのバカ！」


    　勇気というより、無む謀ぼうだ。逃げまわる報道者に混じってほしい。だが、それでも現場の状況を伝えてくれる。数々の修羅場を取材してきた糞くそ度胸が、死の現場であってもアーゼルを動かした。


    　ミルドの操作で、画面はディエーモの手元を拡大していく。女は右手で金具の柄を握り、焼却炉の内部に金具を突っこむ。金具の先端が死者の灰を挟む。先端の金具の窪みで圧あつ搾さくされる。ディエーモが握る金具の先端が開かれた。白い骨は金具の中で白い塊になっていた。


    　錠剤の形だ。見たことがある錠剤の形だ。


    　背筋を寒さが貫く。人間がそんなことをするわけがない。わけがないのだが。


    　映像のディエーモが金具を逆さにして、錠剤を落とす。下にあった左手が握る瓶びんが受ける。金具を手放した右手が、赤い蓋ふたを閉める。


    　特別捜査官はすぐには理解できなかった。理解とともに、横顔にある表情が激変していく。目は焦点が定まらず、唇くちびるが開く。口からは嚙かみ砕くだかれた錠剤の破片と白い粉が零こぼれる。手からは赤い蓋の瓶が落ちて、床に転がる。ディエーモが掲げる薬瓶と同じ瓶が転がった。


    　そこが限界だった。


    　ハーライルが手で唇を押さえて、前に倒れそうになる。途中で机に腰が当たり、前のめりになる。両手を床について、その場に嘔おう吐とした。白い吐と瀉しや物が、捜査本部の床に撒まかれる。


    　冷徹な特別捜査官の醜しゆう態たいに、俺は呆ぼう然ぜんとしていた。捜査官の部下もベイリックも、ギギナも動けない。メッケンクラートたちも同じく硬直していた。


    　床に転がっていた瓶の蓋が外れていた。内部の錠剤が床に散らばっていく。ハーライルが両手を広げて、錠剤を搔かき集める。妻子の遺灰を床に散らすわけにはいかないのだ。そしてまた嘔吐する。


    「そんな、そんな」


    　俺の眼下で、床に這はうハーライルは唇を嚙みしめていた。いつものように冷静でいようとして、ついに精神が決壊。唇が歪ゆがむが、出たのは言葉ではなく吐瀉物。激しく嘔吐していた。


    　映像の向こうのディエーモは哄こう笑しようしていた。心から愉快そうに白い喉のどを仰のけ反ぞらせて笑っていた。


    「送ったネクタイの柄がらで気づけよ、ばーか」


    　彼らの本質は俺の想像など超えていた。


    　他人の哀しみや絶望を、まさに本心からの娯楽として楽しめるのだ。生身の子供と女性を苦しめて殺し、焼き、肉親に食わせるなど、同じ人間ができることとは思えなかった。さらに行為が引き起こす結果も計算している。


    　ディエーモとハーライルの妻が入れ替わっていたのなら、趣味の悪いネクタイも悪意の配達物だ。ウォルコグラ地下金庫で見たネクタイで、すでにこの事実は暗示されていたのだ。


    「分かっていた」


    　嘔おう吐ととともに、床のハーライルの声は震ふるえていた。


    「ザッハドやアンヘリオ、使徒と関わるということは、いつかこうなることだとは分かっていた。家族が狙われることもあると。しかし、しかし……」


    　呻うめくハーライルに手を伸ばそうとして、止めた。


    　かける言葉がない。最愛のものを何人も無くした経験が俺にあっても、特別捜査官に言うべきことがない。それぞれの喪失は、個々の喪失で、誰とも共有できない。


    　仮面のような顔で、ハーライルは床に手を伸ばす。自分が吐いた胃液まみれの錠剤、遺灰を両手で必死に搔かき集める。妻と息子の体だったものを一粒も捨てないための、必死の動作だった。ハーライルは無言で両手を動かしていた。


    　眼前のハーライルの遺灰を集める動作は見ていられなかった。俺は急いで駆けより、男の動きを止める。


    「もうやめろ。まずは……」


    　自分で言っていて分からない。まず、なにをすべきなんだ。なにを？　どうやったらハーライルを救える？　アナピヤにイディス、アレシエルを失った俺を、誰が救える？


    　唯一の拠より所を破は砕さいされても、冷静な特別捜査官の仮面のままで、ハーライルは遺灰を搔き集める。自らが吐いた胃液まで搔き集める。


    　捜査官たちは動けない。眼前では、いつもは冷厳な上司が床に膝ひざをついている。嘔吐して汚れた姿で、さらに両手で吐と瀉しや物を搔き集めている。全員がそれぞれになにかを言おうとして、口を再び閉じる。誰にもかける言葉などない。


    　夫にして父であった男は、両手で白い遺灰と黄色の粘液を掬すくいとり、瓶びんに納める。


    「ハーライ、ル」


    　俺の呼びかけにハーライルは頷うなずく。伸ばした俺の手を、冷静に拒否。膝を立てて、誰の手も借りずに立ち上がった。左手には瓶を抱えていた。右手の甲で口元の唾だ液や胃液を拭ぬぐう。目の焦点は合っていない。


    「取り乱したが、もう大丈夫だ」まったく大丈夫には見えないハーライルが言った。「当事者では冷静に指揮できない。しばらくの間、シギッゾ特別捜査官を代理指揮官に任命する」


    　ハーライルが歩きだす。地に足がついていない、不安になる歩調だった。


    　異様な雰囲気に捜査官や警官たちが、道を空ける。一人の捜査官が口を開く。


    「どこへ、行かれるの、ですか？」


    「妻と、息子を埋葬する手配をする」


    　ハーライルは足を止めることなく進む。全員が捜査官を見送るしかなかった。捜査本部の出入り口で、ハーライルは立ち止まる。紺色の背広に包まれた広い背中が、戸口で氷壁のようにそびえていた。


    「手配のあと、三十分だけ息子に」


    　捜査官の声が初めて激情に震ふるえていた。


    「そしてさらに、三十分だけ妻の死を悼いたむ時間をもらいたい」


    　ハーライルは再び歩みはじめ、戸口を抜けていった。廊下の向こうには小さくなっていく男の背中が見えた。揺れるように歩き、やがて通路の向こうに消えた。


    　廊下からは壁を叩たたく轟ごう音おん。獣のような凄すさまじい吠ほえ声。


    　すべてを失った男の声だった。


    　宣言と違って、ハーライルはもう立ちなおれないかもしれない。


    　同時に、ハーライルの精神が砕くだかれた時点で、特別捜査官は絶対的な指揮官を失い、単なる優秀な捜査官の群れになるだろう。それでは使徒に勝てない。


    　俺とギギナは怒りをこめて床を踏みつけ、振りかえる。


    　映像では、逃げ道を求めて、報道陣が会場の出入り口に殺到している。ディエーモが立っていた。両手を広げて静かな微笑ほほえみ。会場は大混乱に陥っていた。


    　腕を伸ばし、机の上に投げだされた受話器を摑つかむ。


    「止やめろっ！」


    「と言われても、止めたらなんのために来たのやら」


    　ふざけた物言いのディエーモの背後の会場には叫び。扉を叩き壊そうと、報道陣が簡易椅い子すを叩きつけていた。女記者が泣き叫び、男の局員が怒鳴る。老報道員は神に祈っていた。


    「あー、うるさい」


    　ディエーモが右手を掲げる。指先には咒じゆ式しきではなく、楕円形の物体があった。旧式の手しゆ榴りゆう弾だん。単に数百グラムルの火薬を炸さく裂れつさせ、鉄片を撒まき散らすだけの旧時代の武器。


    　すでに安全のための金属の環が引きぬかれていた。ディエーモが手首を捻ひねると、放物線を描いて礼拝堂の空中を飛んでいく。


    　扉に殺到していた報道陣や、信徒席の背に隠れた記者が見上げる。撮影機のレンズは放物線を追っていた。


    　悲鳴を搔かき消すように爆裂。小さめの〈爆ア炸イ吼ニ〉の炸裂に等しく、画面が殴られたように勢いよく跳ねる。空中、撮影者の血まみれの手、天井に極彩色の宗教画を描いたガラスが映り、落下していく。


    　画面に衝撃。見ている俺まで首を竦すくめる。


    　白煙の間に、信徒席の椅子の脚。流れる血。画面の眼前に倒れた人物の手と顔が見えた。額ひたいや眼球に刺さる鉄片。


    　撮影機は横倒しになりながらも、前を向いていた。空中で一回転して、後ろの席に落ちたらしい。椅い子すの間から、礼拝堂の前部分が見える。


    　爆発の直撃を受けた扉が、破壊されていた。扉の前にいた十数人の報道局員の男女は、血まみれの肉の塊となっていた。背広に包まれた手や足、頭部が四散。破裂した眼球で、天井を恨めしげに見上げていた。


    　ディエーモの足だけが見えた。足が動いた。


    「そーれ」


    　さらに爆裂。別の方向から悲鳴。爆風で撮影機が激しく揺れる。別の扉に逃げていた人々が、また手しゆ榴りゆう弾だんで殺されたのだ。


    「これ、まだつながっている？」


    　爆発の残響音の間に、女の小さな小さな声。画面を上下から摑つかむ手。覗のぞきこむのは、赤毛より赤い血が滴したたる額ひたいの下に、青い目。瞳に強い意志を宿したアーゼルの顔があった。


    　俺は息を止める。声を出せばディエーモに電話から生存者がいることが分かってしまう。ギギナも特別捜査官たちも黙っている。大声を出してディエーモの注意を引きつけたほうがいいのか？　分からない。ただ、爆発の轟ごう音おんの残響音だけが響いている。


    「動き、ます」と男の声が小声で答える。「エリュシオン局につつ、つながっているようです」


    「じゃあまだ撮影する。用意して」


    　男の荒い息が聞こえる。


    「ミルド、しっかりしなさい」


    　勇敢すぎるアーゼルに対し、ミルドという男のほうが耐えきれなくなっていた。


    「怖すぎて、撮影できできな」唾つばを飲む音が響く。「できない。殺されるんだぞ？　撮影なんかできないむむむ無理」


    「どうせ死ぬなら、事実を伝えるほうを取る。報道できずにただ死ぬのと、どちらがいいの？」


    　アーゼルの声が凜りんと響く。根性が違う。アーゼルは数々の殺人現場に、砂漠の国の内戦に、大投資家ダリオネートの単独会見と修羅場を潜くぐりぬけている。経験が彼女に死地であっても取材させる。


    　だが止やめてくれ。もう勇気はいらない。イディスの言葉が思い出されてしまう。隠れて死んだふりをして、生き延びてくれ。ディエーモが生存者を許すわけがない。俺は祈った。


    　男の荒い息が続く。撮影機が動いて、椅子の間からの狭い映像が映る。


    　寄付の仲介窓口となっていた老修道女が、床に腰を落としていた。説教台と祭壇近くにいたため、奇跡的にほとんど負傷がない。死者の血に濡ぬれた顔を床につけるように体を屈かがめている。両手で顔を覆おおって、嘆いていた。


    「なぜ、なぜ慈善活動をする百ゆ合りの淑しゆく女じよが、こんなことを」


    「あ、その慈善活動とやらをしていたのは、僕ではないよ」


    　老修道女が体を上げていく。ディエーモの足が、修道女の前に立っていた。神の前のように、老女はディエーモを見上げているのだ。


    「寄付していたのは別の人。ボクはおもしろいから、エリダナに来たついでに乗っかっただけのなりすまし」


    　ディエーモの声が降ってきて、老女の体が震ふるえる。見ている俺にも訳が分からない。百ゆ合りの淑しゆく女じよは耐えきれずに笑っていた。


    「そりゃそうでしょ、男言葉の文章に筆跡で百合の紳士と呼ばれていたのに、女が代表で出てくる時点で気づかないって、ばーさんとエリダナ市民って、そろいもそろって、そーとー頭悪いよ？」


    　老修道女と報道各局、エリダナ市民が全員騙だまされていた。俺も騙されていた。


    　まさか百合の淑女が、寄付した百合の紳士と別人だとは思わなかった。ディエーモが笑うように、気づかないほうがおかしい。しかし、誰も気づけなかった。噓が多すぎるのだ。


    　ディエーモの手が動き、銀の円弧を描く。老修道女の体が大きく震えた。次の瞬間、首から驚くほど大量の血を噴水のように出しながら倒れる、鶴つるのように細い首が見えた。体も同様に倒れ、血の海に沈む。皺しわ深い老女の顔は、まさに無念の表情だった。


    　信徒席の間から、レンズが礼拝堂を捉とらえる。


    　ドレスを血に染めたディエーモが立っていた。右手には老女の首を切った短剣。


    「さて、余興は終わり。本題に入ろう」


    　ディエーモが正面を向く。撮影機は影から斜めに女の姿を捉えている。


    「アホの特別捜査官ちゃんたちに、クズの咒じゆ式しき士しちゃんたちも見てる？」


    　ディエーモの目が横に動き、記者のアーゼルと撮影者のミルドを見据える。


    「今から楽しい楽しい、血の祝祭の第三幕が始まるよ」


    　言葉が意味することを瞬時に理解し、俺の心臓も跳ね上がる。アーゼルやミルドは比較にならないほど恐怖しているだろう。どう考えてもこれから二人は死ぬ。


    「どういうこと、ですか」


    　アーゼルが問うた。殺さつ戮りくの現場で相手に問うなど、凄すさまじい度胸だ。


    「それは難しい話だね」


    　顎あごに手を当てて女が笑う。


    「ディエーモ、こちらだ。こちらの話を聞け！」


    　溜たまらず電話に駆けより叫ぶ。画面からも音が響く。注意を引いて、アーゼルとミルドが殺されないための時間を稼ぐ。


    「ディエーモ！」


    　画面のディエーモはゆっくりと歩いて、アーゼルとミルドに接近していく。


    　背後から足音。扉から捜査官が荒い息で入ってくる。


    「分かりました、現場はダーフィーズ教会です！」


    　捜査官の叫びで、俺とギギナは走りだす。メッケンクラートとレンデンたちも続く。机の上の電話の受話器を左手で摑つかみ、右手で携帯の立体映像を起動。教会に立つディエーモが映るのを見つつ、扉の外に向かう。特別捜査官たちも続いて出る。


    　捜査本部の他の人員も中継映像を見ていた。俺たちの勢いで振り返るものもいる。


    「なんなんだ。さっきはハーライル捜査官が出ていって、殺人が中継されていて」


    　警察士の一人が聞いてくるが無視。俺とギギナ、特別捜査官たちは捜査本部を抜けて、廊下を走る。一団の顔と勢いに、書類を抱えた警察士や刑事たちが慌てて道を空ける。現場に向かっても間にあわない。分かっていても、走る。自動昇降機エレベーターの扉が見えたが、乗っていられない。


    　突き当たりには、ガラス窓。


    「ギギナっ！」


    「警察署の窓の値段は分からぬが、いいのか？」


    「今回だけはいくらでも経費で落とす、やれっ！」


    　ギギナが先行し、体当たり。防弾ガラス窓が砕くだけ、鉄格子も吹き飛ぶ。四階の空中へギギナが飛ぶ。地上数十メルトルの空間へ、俺も続いて廊下を蹴ける。


    　ギギナの背中から〈黒翼翅アルフアス〉の黒い翼が噴出し、大気を摑つかんで反転。空中で俺の手を摑んで滑空。警察署の周囲にいる殺人の応援者や、弁護団の上空を飛んでいく。


    　駐車場に到達しつつ、滑空高度を下げる。事務所のヴァンの側にギギナが着地。俺は勢いのまま走り、扉に手をかける。体が前に泳ぎつつ、扉を開ける。


    　体を戻して運転席に乗りこむ。後ろ見の鏡では、メッケンクラートとテセオンが着地している姿が見えた。遅れてレンデンとドルトンが警察署から出てきた。


    「焦るな、まずは」


    「先に行っている！」


    　メッケンクラートの忠告を無視して、前に目を戻す。携帯と受話器をガラス窓に叩たたきつけるように置いて、車を緊急発進。


    　助手席が開き、ギギナが入ってくる。咒じゆ式しきの翼を消去しながらなので、運転席に黒い羽が舞っている。


    　気にせず警察署の敷地からヴァンを出す。即座に右折。北上していく。


    　立体映像では、ディエーモがアーゼルに近づいている。


    　道を検索すると、到着まで十八分。


    「アーゼルがディエーモに殺されるまでに間にあうか」


    　ギギナの独白が耳に痛い。


    　分かっている。間にあうわけがない。それでも全力で車を疾走させる。


    



    



    　車は全力で走る。輸送車を追いぬき、自動車の前に出る。警笛で文句を言われるが、知るか。


    　追い越し車線に強引に割りこみ、加速。間にあえ間にあえ。運転席と助手席の間で立体映像の中継はまだ続いている。


    　映像のディエーモが歩き、アーゼルとミルドの前に止まる。


    　体を屈かがめて、硬直するアーゼルの鼻先に顔を寄せる。女は動けない。青い目が恐怖に見開かれている。撮影機と映像も震ふるえている。怖いに決まっている。


    　車は全力で疾走しているが間にあいそうもない。受話器に呼びかける。


    「止やめろっ！　ディエーモっ！」


    　画面から俺の声が響くが、ディエーモは考慮する兆しすらない。右手には血に塗まみれた短剣を掲げている。


    　俺には分かっている。特別捜査官の指揮官の精神に狙いをつけてくる、邪悪さと狡こう猾かつさ。ペトレリカを誘ゆう拐かいし、イディスを狙ってきた存在と同じ思考だ。


    「止やめろ、アンヘリオ！」


    「アンヘリオ？」アーゼルを見ていたディエーモが横を向く。「残念。はずれ。頭が悪いなぁ」


    　撮影機を正面から捉とらえて、立体映像のディエーモが微笑ほほえむ。


    「思考を似せただけで、もうアンヘリオだと思っちゃうなんて、かわいいね」


    「では、誰なんですか？」


    　死を前にしたアーゼルが果敢に問いかける。


    「ふししししししししししししししし」


    　白い喉のどをあげてディエーモが笑う。顔を前に戻し、右手を左肩にかける。


    「ボクたちの正体はね」


    「言う必要はない」


    　ディエーモが声の方向を探し、見上げる。祭司の視線を追って、撮影機が上に向けられる。


    　教会の天井、天てん蓋がいを覆おおう宗教画が見えた。着色されたガラスを鉛なまりの枠で、天使が人間に罰ばつを下す聖典の一節を描いている。午後の陽光がガラスに射しこみ、鮮やかな色を見せている。


    「今ここでそいつは死ぬ」


    　天使の顔に亀き裂れつ。悲しみに歪ゆがみ、砕くだけた。


    　ガラスや鉛の枠が砕け、落下していく。青や赤や黄に緑といった、ガラスの雨のなかを急速降下していくのは、[image: ]こう蝠もりの翼を畳んだ人影だった。

  


  
    十八章　極大誇大妄想、独占中継中


    



    



    　日々の馬鹿馬鹿しさに耐えること


    　退屈さに耐えること


    　日常と死体と衝動に、すでにみんなが飽きている


    
      使徒メレニボスが死体に残した落書きから　皇こう暦れき四九五年

    


    



    



    　礼拝堂の天井を見上げるディエーモには、ガラスの雨と急降下するアンヘリオの靴くつ底ぞこと見下ろす顔が見えただろう。


    　女の直上から落下するアンヘリオは、天使のような神々しさがあった。見ほれるように、ディエーモは逃げられなかった。


    「死ね」


    　空中のアンヘリオの右手から獅し子しの群れが放たれ、ディエーモへ垂直落下していく。先端の一頭が女の首に牙きばを立てる。強きよう靱じんな顎あごの力で、細い頸けい骨こつが一撃で折られる。


    　残り四頭の獅し子しが、ディエーモの体に相次いで着弾。女の姿は一瞬にして黄金の波は濤とうに埋もれていく。


    　翼を広げてアンヘリオが床に着地。降ってくる青や赤、黄や緑のガラスの破片を、頭上に掲げられた[image: ]こう蝠もりの翼が防ぐ。翼の間を抜けて肩に降り積もる色ガラスの破片を、アンヘリオの左手が払う。右手は背後で五匹の獅子の群れとなっていた。


    　五頭の猛獣が争い、鮮血に濡ぬれながら、ディエーモのドレスごと体の各部を食いちぎる。一頭が女の右手を食いちぎり、別の一頭の前足が胴体から内臓を引きだす。獅子たちが人体を貪むさぼり、噴出した血で口から胸元を赤く染めていく。


    　正面を向いた獅子の口の内部に、ディエーモの美女の首が斜めに収まる。長い髪が額ひたいにかかり、緑の目が大きく広げられている。


    「な」美女の顔にはようやく疑問の色。「なぜ君は僕の話を聞かな」


    　肺が消えたために吐息だけで言葉にしたと同時に、獅子が口を閉じる。頭ず蓋がい骨こつが砕くだけて、眼がん窩かから目玉と血が噴出。女の下顎あごが上顎に埋まり、さらに圧あつ搾さく。


    　閉じられた獅子の口の左右から、血と脳のう漿しようが零こぼれる。女の頭部がしばらく咀そ嚼しやくされ、呑のみこまれていった。


    　満足したように獅子が前足を伸ばす。同時に縮小。他の四頭も収縮し、黄金色の引き潮となって後退していく。時間が逆戻しになるように、黄金の流れが空中に飛び上がり、反転。収縮が加速し、最後にアンヘリオの掲げた右手の先で、五本の指となる。確認するように五指が握られる。


    「ひどーい。ボクを殺すなんてひっどーい」


    　右手を握るアンヘリオの左側には、ディエーモが笑顔で立っていた。美女の顔で少年のような口調が異常さを際だたせる。


    「死ぬまでは感覚が共有されているから、再構成するまでは僕も痛いんだよ。これは」


    　右を向いたディエーモが言った。


    「おまえはなんだ」


    　瞬時に蘇そ生せいする異常な女を見ても、アンヘリオは動じない。


    　左を向きつつディエーモが後方へ跳ねて、着地とともに回転。回転途中に純白のドレスが変形し、毛皮を生やしていく。艶なまめかしい体の曲線が変化し、縮んでいった。


    　一回転して戻った頭部には二本の耳。折れた先端には鈴がついていて、凜りんと鳴る。


    　足や手を覆おおう人工毛皮。兎うさぎの着ぐるみを着た人影が直立していた。首には襟えりがつけられ、鈴が鳴る。着ぐるみの腕には袖そでだけつけられ、また鈴がついている。腕が握るのは、大きな鈴が連なった錫しやく杖じよう。石突きが床に下ろされると、鈴が鳴る。


    　耳の下の着ぐるみの頭部には、人間の顔が嵌はまっている。少女のような童子のような顔だった。


    　車を運転しながら、俺たちは映像に見入っていた。俺とギギナは、この着ぐるみの人物を知っている。映像で見たことがあったのだ。ただし、死体として。


    「これ、はどういうことだ」


    　車内には、俺の間抜けな言葉が響く。電話を通じて、映像からも俺の声が反響する。


    「ご存じかしら？　ボクは使徒でも額を司る〈愚者のウブシュシュ〉だよ」


    　左を向いてウブシュシュが名乗る。


    「僕はあまりこういうことは好まない」


    　今度は右を向いて、ウブシュシュが語る。


    「そんなバカな」


    　俺は理解できない。助手席のギギナは口を引きむすび、映像の向こうに立つアーゼルも口を開いていた。俺は電話を通して呼びかける。


    「ウブシュシュはロレンゾに倒されて、死体も収容されているはずだ」


    「それはボクの前の死体だよ。今生き返る姿を見て、なにを言っているのやら」


    　右半面を見せてウブシュシュが笑う。体の各部にある鈴が鳴る。


    「ボクと僕は通じあっていて、常に互いの記憶と思考を保存している。ボクが死ねば」顔が逆に捻ひねられ、左半面を見せた。「僕が僕の内部にあるボクの記憶と思考を再構築する。僕が死ねば」また右の顔を見せる。「ボクがボクの内部にある僕を再構成する」


    　顔が左右に振られるたびに、兎うさぎの耳の先にある鈴が鳴って忙せわしない。


    「厳密には蘇そ生せいしているわけではないけど、連続性は保たれる。それが僕のエミレオの書〈愚者のウブシュシュ〉の力だ」


    　ウブシュシュが両手を開き、肘ひじを畳む。マラキアとは次元が違う不死性だった。


    　俺は奥歯を嚙かみしめる。


    「原理は違うが、かつて〈大禍つ式アイオーン〉のアムプーラが自分を亜原子化して超高速放射し、再構成して移動していた現象に近いのか？」


    　ギギナの予測の是非はともかく、おそらく、ウブシュシュはエミレオの書と同化して取りこまれている。自分ではなく、エミレオの書のウブシュシュのほうを名乗っているからだ。


    「ロレンゾは超怖かったので、何回かぶち殺されたあとに死んだふりをすることにしただけ。いくら僕でも、咒じゆ力りよくの限界はあるからいつかは死ぬ」


    　ウブシュシュが首を竦すくめて、鈴を鳴らす。


    「そして何十何百回も連続で殺されたら、さすがに痛みで精神がおかしくなる。ジョナスのように苦しみの果ての死はごめんだしね」


    　ウブシュシュの左右で違う表情の顔には、同じ不愉快さがあった。


    　すでにアンヘリオは左手を横へ向けていた。親指と人差し指の間に光。最大限に輝くように加工された炭素の塊。金剛石だった。


    　ウブシュシュが首を傾げて、輝く金剛石を見る。


    「なん」


    「おまえがウブシュシュと分かった。だから死ね」


    　前を見たままのアンヘリオの指が弾はじかれ、ウブシュシュのかわいらしい鼻び梁りように穴が開く。あまりの衝撃に目や口、顔の造作が中央に寄っていた。着ぐるみの後頭部から血と脳のう漿しようが弾け、赤い霧となって後方に噴出する。


    　鼻に開いた穴から向こう側が見えた。顔の穴から血を噴出させて、ウブシュシュが後方に倒れる。死体が床で跳ねて、また落ちる。白い着ぐるみを出血が赤く染めていく。


    　アンヘリオは鼻で死を笑い、顔を動かす。


    「だだ、から、本当に、痛いんだってて」


    　アンヘリオの視線の先、教会の祭壇にウブシュシュが座っていた。膝ひざの上に肘ひじをつき、掌てのひらで顎あごを支えていた。兎うさぎの耳が横に垂れている。背後では足を交互に前後させ、体の各所にある鈴を鳴らす。顔の左半分は苦痛。右半分は笑っている。


    「ようやく痛覚を遮しや断だんできた」と右を向いた左半分の顔が息を吐いた。


    「鬱うつ陶とうしいやつめ。私の遊びの乗っ取りは許さぬ」


    　金剛石ならぬ蒼玉の目で、アンヘリオは祭司を見つめる。


    「そう言わないでよ。いじめられるとボクは泣いちゃうよ～」


    　ウブシュシュが左手を目に当てて、泣き真ま似ねをしている。指の間に見える目は笑っていない。凍いてつくように冷たい目だった。


    　ウブシュシュの右手が顎から外される。親指と人差し指の間には手しゆ榴りゆう弾だんがあった。次に中指が立てられると、人差し指の間に手榴弾。薬指が続くと、また手榴弾。手品のように出てくる。


    「こーんな無害な兎ちゃんなんだから許してよ」


    　アンヘリオは不愉快な顔を続ける。


    「ボクは死なないから、血の祝祭の勘定に入らない。こちらから干渉もしない」


    　ウブシュシュは片目を閉じてみせる。


    「僕はただ死者数を計測し、伝え、優勝者を導くだけ。〈審判のエルフェニス〉のような存在と思ってよ」


    　ウブシュシュが右手を畳むと、魔法のように手榴弾が消えた。


    　祭司が古くさい火薬式武器を使う理由が分かった。アンヘリオが三つまでしか同時展開できないように、エミレオの書と自分の咒じゆ力りよくを使っても、再構成咒式を使うまでが限界で、攻撃手段がないのだ。強大な咒式ほど、莫ばく大だいな咒力と多大な代償がともなう。


    「一連の茶番はなんだ？」


    　アンヘリオが退屈そうに告げる。


    「すべては君を、アンヘリオをここに呼ぶためさ」


    　ウブシュシュがまた片目を閉じてみせる。


    「君のやったことを台無しにすれば、怒ってやってくると思ってね」


    　ウブシュシュが両手を挙げて降参を示す。


    　掲げられたアンヘリオの手は獅し子しにも蛇へびにもならず、金剛石の弾丸を放ちもしなかった。兎の着ぐるみの不死者に呆あきれているのだろう。


    　教会の惨劇の跡地で、撮影機だけが使徒と祭司を映しつづける。


    　アンヘリオと使徒は、常に凄すさまじい混乱を巻き起こす。百ゆ合りの淑しゆく女じよの新しい寄付会見かと思えば、ハーライルの妻子が殺されていた報告、報道陣の死。アンヘリオの乱入に、死んだはずのウブシュシュの蘇そ生せい。一気に理解して受け入れろというほうが無理だ。


    「そうそう、報道陣、は死んだけど、残りがいるなら、報道するといい」


    　撮影機がウブシュシュと立っているアンヘリオを正面から捉とらえる。独占会見となっていた。


    「さてさてご紹介」


    　ウブシュシュが祭壇から飛ぶ。アンヘリオの前に着地し、撮影機の前に立つ。体を屈かがめつつ、右手を胸の前に下ろして、道化の挨あい拶さつ。そして戻った手がアンヘリオを示し、鈴が鳴る。


    「ここにおられるアンヘリオは強大な存在。数百億イェンを越える資産を持つ大富豪。そして、魔ま杖じよう剣けんなしで咒じゆ式しきを発動できる特異体質で、七冊のエミレオの書を使う、超級の咒式士」


    　横に跳ねて、また鈴の音とともに反対側からアンヘリオを手で示す。


    「彼は人を殺すたびに、その土地の福祉団体、孤児育成基金や母子家庭援助基金に送っている。ここエリダナでも寄付は行おこなわれている」


    　アーゼルの目が見開かれる。俺も一連の事実の正体を理解した。視聴者である人々も理解しただろう。もっとも聞きたくない事実が予測される。


    「それは」人々の意志を代表するようにアーゼルが口を開く。「あなたが、アンヘリオが、百ゆ合りの紳士、ということですか？」


    「おもしろくもない呼び名だ」


    　不愉快そうにアンヘリオが吐き捨てる。


    「どうして報道は人がなにかするだけで〈金剛石の殺人者〉や〈動く断頭台〉に〈百合の紳士〉などと、頭の悪い名前をつけるのだろうな」


    　ウコウト大陸各国で各種福祉団体や研究施設に寄付を行おこなう、現代の聖人、百合の紳士の正体が、稀き代たいの連続大量殺人犯、アンヘリオだったのだ。


    　頭がおかしくなりそうだ。矛む盾じゆんしすぎていて、訳が分からない。アーゼルも次の質問を繰りだせなかった。


    「君の行為を乗っとって、多少の寄付をやってみせたら、すぐに信じたよ。アホでしょ、あの人たち」


    　ウブシュシュが笑う。周囲には信じた人々の死体があった。


    「血の祝祭なんて楽しい遊びを使徒だけでなく、世間にも知ってもらいたい。そのためには君を、アンヘリオを呼ぶ必要があった」


    　ウブシュシュの戯たわ言ごとに飽きたように、アンヘリオが周囲を見回す。ハーライルの妻子の死体。老修道女の死体。扉の前に積み重なる報道陣の死体。惨状をアンヘリオの目が確認していく。青い目の動きが撮影機で止まる。


    「ついでだから、ウブシュシュの劇場に上がってやるか」


    　アンヘリオの姿を撮影機が正面から映す。アーゼルとミルドの危機は去っていない。


    「そこの報道人、撮影でもしろ」


    　アンヘリオが腰を下ろしていく。教会の床に鳥とり居いが描かれ、黒い球体が抜けでていく。死体と信徒席を押しのけて、ボラーの巨体の一部が現れる。核融合咒じゆ式しきの負傷がまだ残っていた。黒い流線型の上にアンヘリオが腰を下ろした。


    　謁えつ見けんを受ける王のようにアンヘリオは座していた。


    　連続大量殺人者が、自らの姿を公共放送の前に晒さらすなど、前代未聞だ。犯罪を娯楽と考える、劇場型犯罪の域を超えている。咒式時代だからこそ出てくる怪物だ。


    　殺人者を映す撮影機の前にアーゼルが立つ。足が震ふるえている。撮影機も震えている。三脚から手持ちに替えたミルドが恐怖で震えているのだ。アンヘリオは指一本で二人を殺せる。


    　アーゼルは自らに迫る絶対死を理解している。数々の殺人現場に向かい、ウルムン共和国の内戦に飛びこみ咒式の猛火に身を晒した女が、それでも怯おびえていた。


    「撮影しなければ今殺す。あとで死ぬか今死ぬか決めろ」


    　アーゼルが息を呑のむ。一歩前に出る。二歩、三歩前に出る。震える手が掲げられる。痙けい攣れんする指が握るのは、集音器だった。


    「とというわ」揺れる画面でアーゼルはまた息を呑む。「わけで、報道局の撮影機をお借りして、今エリダナの話題の中心であるる」言葉が詰まる。「アンヘリオ氏への独占取材を行おこない、生放送でお送りいたしま、します」


    　ウブシュシュは事態の成り行きを楽しそうに見ている。


    「それでも報道者？」


    　ウブシュシュの笑いで、アーゼルの震えが止まる。前に差しだす集音器は、アンヘリオの言葉を一言一句漏もらさないために静止していた。


    「それでは質問してもよろしいでしょうか」


    　死を前にして、アーゼルは問うた。報道の精神などまったく理解できないが、アーゼルの度胸だけは認めたい。死を前にしてなお問えるのだ。


    「真ま面じ目めに問え。私が退屈な問いだと判断すれば、即座に死ぬことになる」


    　暴君の答えだった。アーゼルはもはや引かない。アンヘリオの薄ら笑いとアーゼルの悲壮な表情が残像を引いて画面が揺れた。映像は二人の足下を撮る。


    　男の荒い息。撮影者であるミルドが緊張感に耐えきれず、撮影機を支えられないのだ。


    「ミルド、ここが正念場」


    「分かっているよ！」


    　自暴自棄になった男の声とともに、画面が戻っていく。苦痛に耐えるかのようなアーゼルの横顔と、退屈する暴君のごときアンヘリオの姿が正面に映される。


    「一度目の非礼は許そう。私は寛大だ」


    　噓うそだ。アンヘリオは腕を奪った俺と、火傷やけどを負わせたパンハイマを許さなかった。イディスは人違いで死に、ペトレリカは誘ゆう拐かいされて腕を引きちぎられた。


    　アンヘリオの手は輝く物体を弄もてあそんでいる。通称に合わせて豆粒ほどの金剛石を十数個ほど回していた。


    　アーゼルの集音器が、アンヘリオに向ける剣となって掲げられる。


    「なぜあなたは」問いは迷わず直線で問うた。「アンヘリオや使徒は人を殺すのですか？」


    「まず、私は使徒ではない」


    「は？」


    　アーゼルが間の抜けた声を出した。


    「私は使徒の証しであるエミュレリオの書を持っているだけだ。祭司の伝令や使徒の立場というものを利用はするが、ザッハドに敬服したこともない」


    「ではなぜエミレオの書を？」


    「私は書を作ったエミュレリオの遠い子孫だ。家督争いに敗れた十一人の孫の一人の子孫で、散逸したエミュレリオの書が家に伝わっていて、便利だから使っているだけだ」


    　アーゼルが口を開いたまま止まっていた。運転する俺も息を呑のむ。助手席のギギナも苦い横顔となっていた。


    　エミュレリオの書、ツェベルン発音でエミレオの書がエミレーデ家の所有物だったという事実は、パンハイマからの情報で知っていたが、秘事として世に広まることもない。


    　遠い子孫といってもアンヘリオが血族だと公言したことは、大陸に冠たる八大財閥のひとつであるエミレーデ家にとって、かつての内紛にも匹敵する特大の醜しゆう聞ぶんだ。


    　エミレーデ家は即座に否定するだろうが、七冊もあるエミレオの書が事実を雄弁に語ってしまう。今から推測すれば、チェンバレン上院議員によるパンハイマへの捜査への干渉依頼は、息子のエフェミナの誘拐だけでなく、エミレーデ家の意向があったのかもしれない。


    「今となって気づいたが」


    　助手席のギギナがつぶやく。


    「犯行声明を出す他の使徒と違って、アンヘリオだけ名前が漠然としていた。そこで使徒ではないと気づくべきだった」


    　言われれば、その通りだ。細かすぎて分かるわけがない。俺は今までどれだけのことを見落としていたのか。おそらくまだまだあるはずだ。


    「さらに、おまえや多くの人間が投げかける、なぜ殺すかという問いは間違いだ」


    　アンヘリオの声は静かに響く。


    「なぜ殺されないのかを問うべきだ」


    　アンヘリオの答えに、アーゼルの顔には理解不能といった表情が浮かぶ。生放送を見ている全視聴者や俺も同じだ。アンヘリオは問いそのものを否定してきた。


    　アーゼルは重ねて問うていく。


    「どういう、ことでしょうか？」


    「まず、この世のほとんどのくだらない殺人者に、理由を求めるのは間違いだ」アンヘリオは呆あきれ顔だった。「恋愛のもつれだの怨えん恨こんだの貧困だの、欠乏からの殺人者はどうでもいい雑魚だ。満足すれば止やめるから、基本的には弱者だ」


    　アンヘリオが続ける。


    「ただ殺したいから殺す人間は、一定確率で出てくる。頭の配線がおかしいまま出来上がった殺人者には、論理も倫理も、教育も法律も、愛も友情も勇気も関係ないし、矯正も治ち療りようもできない。現代では単に人間としての失敗作だから、再配分したほうが早い」


    「あなたもそんなくだらない殺人者であると？」


    「つまらない問いだな」


    　アンヘリオの指が閃ひらめき、血と悲鳴。


    「アーゼルっ！」


    　男の叫びとともに、画面が激しく揺れる。女は左肩を右手で押さえる。右手が握っていた集音器が耳障りな音をたてる。指の間からは鮮血が零こぼれる。アンヘリオは握っていた宝石を指で弾はじき、アーゼルの左肩を貫通させたのだ。アーゼルは膝ひざを床について呻うめく。普通の人間は、肩を貫かれる苦痛に耐えられない。


    「いい、から」女の唇くちびるからは記者の声が押し出された。「撮影、を続けなさい」


    　膝をついたアーゼルは、青く燃える高温の炎の目でアンヘリオを見据えていた。報道とは憎悪であるのだとすら思わせる瞳だった。


    　涙と鼻水を流しつつ、アーゼルは唇を嚙かみしめる。傷を押さえる右手から左手へと集音器を持ち替える。苦痛に震ふるえつつ、集音器を前に差しだす。


    　アーゼルの集音器に、アンヘリオが頷うなずく。


    「真ま面じ目めに問えず答えないならば、即座に再配分する」


    「先ほどから出ていますが」出血したアーゼルが苦痛の声で問う。「再配分とは？」
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    「言葉のとおり、殺すということだ」


    　アンヘリオの宣告が投げられる。


    「そこのウブシュシュがやっていた百ゆ合りの淑しゆく女じよが、不愉快だが、私の主義を代弁していた」


    　祭壇に座るウブシュシュが首を竦すくめてみせ、鈴が鳴る。


    「私は数百億程度の資産を持ち、魔ま杖じよう剣けんなしで咒じゆ式しきを発動できる特異体質でもあるが」アンヘリオが手を振る。指先に咒印組成式が浮かび、エミレオの書が周囲に浮遊する。「そんなことは強さの一部にしかすぎない」


    　もう一度手を振ると、光が消え、エミレオの書も腰へと戻っていく。


    「私の強大さは誇大妄想にある」


    　アンヘリオが金剛石の強さで断言した。アーゼルは呆あつ気けにとられている。


    「まず命には価値がある。これだけ科学と咒式が発達しても、命だけは作れない」


    　聴衆の理解不能には構わず、アンヘリオが右手を振るう。右手と指が分かれ、黄金の毛皮が波となり、爪つめや牙きばが煌きらめき、獅し子しとなる。次いで左手を振るう。左手の五指が蛇へびとなり、鎌かま首くびをもたげる。赤い舌が威い嚇かくするように閃ひらめく。


    「これらも疑似生物を生みだしただけで、命そのものを生成しているわけではない。エミレオの書も元からある〈異い貌ぼうのものども〉を量子化して呼びだしているだけだ」


    　アンヘリオは両手を振って、獅子と蛇を元の人間の腕に戻す。


    「原始世界にあった化学物質の混合溶液である水、アセチレン、シアン化物に、熱や電気が加わって発生されたと予測されるが、命の[image: ]造はいまだに我らには不可知の領域だ」


    　両手を〈異貌のものども〉に変えてみせたアンヘリオが退屈そうに語っていく。


    「生命の起源は、リボヌクレオチドがホステルジエステル結合で連結されたリボ核酸、タンパク質の骨格に塩基が連結したペプチド核酸、エネルギーを加工する触媒網などさまざまに言われるが、まだまだ仮説の域を出ない。それほど命とは現れにくい。そして一度死ねば取りかえせぬ、貴重なものなのだ」


    　アンヘリオが言っていることは事実だ。無から生物を生みだした例は、まだない。


    　死者も蘇よみがえらない。アレシエルやアナピヤやイディスや死者たちは蘇らない。


    「ではなぜあなたはその貴重な命を奪い、殺すのでしょうか？」


    　全視聴者を代表してアーゼルが問いを重ねる。彼女の問いは俺の問いでもあった。荒い息だけが礼拝堂と、映像を見る人々の前に響く。


    「命を成立させるには、莫ばく大だいな資源を必要とする。酸素に水、食物としての様々な科学物質。そして命だ。命を紡つむぐには莫大な命が必要だ。そのための寄付だ」


    「百合の紳士であったときも、動物愛護団体や老人福祉などには送らなかった理由は？」


    　俺が感じていた違和感がそれだ。百合の紳士、アンヘリオは各種施設に寄付をするが、動物愛護や老人養護施設、病院や各種障害者施設には一イェンも送らなかった。


    「ここまで言って、まだ結論を推測できない人間がいるのか？　誇大妄想なりの論理はあると思うが？」


    　呆あきれ顔となって、アンヘリオが言葉を続ける。


    「動物から解説すると分かりやすいだろう。動物はなにも生まない。絵画も音楽も戯曲も、思想も哲学も生き様もなにも生まない。単に本能でしか動かぬので、動物は他者に使われる資源として定義される。そこから考えれば分かるだろうが、私にとって、人の価値とは、命を使ってなにかを生産することだ」


    　異常者の言葉が続く。


    「動物は肉や毛皮の資源とみなされるように、なにも生まない人間は他者に使われるべき資源とみなすべきだ。だが、なにも生まない人間は肉も毛皮も使えず、資源的に使い道がない。これらは命も含めた資源の循環で、環境問題のようなものだ」


    　アンヘリオの表情に揺らぎはない。


    「殺した人間の代わりに、金銭という資源を寄付するという私の行為は、無意味な生命の維持に使われる資源を、有意義なもしくは未知の可能性に与える置き換え、再配分をしていると、阿あ呆ほうでも分かると思うが」


    　告げられていくアンヘリオの思考は、異常にすぎる。


    「これも同じことだ」


    　アンヘリオが椅い子すとしているボラーが小さく口を開く。青い舌が出て、口の中にあったものを床に転がす。


    　大量の唾だ液とともに転がった物体が止まる。立方体だった。内部には赤や桃色の内臓が詰まっている。立方体のなかで、剝むきだしの眼球があった。涙るい腺せんだけつけられた瞳は、涙を流しつづけている。涙はすぐに体液と混じって分からなくなる。


    　アンヘリオの右足が、立方体の上に乗せられる。ガラスが軋きしみ、内部の内臓となった人間が怯おびえる。


    「これはかつてチェンバレン議員の息子、エフェミナとか言ったな」


    　パンハイマの参戦の理由、誘拐されたエフェミナがついに見つかった。エフェミナは、生体変化系第五階位〈魑魅筺生贄牢ボク・スス〉の咒式によって生きた箱にされていた。


    「彼は生きる価値がどこにもなかった」


    　アンヘリオが思い出を告げていく。


    「半年前に、ケベウス市のホテルのバーで私は一人で酒杯を傾けていた。高位咒じゆ式しき士しにありがちな体質でアルコールでは酔わないのだが、雰囲気が好きでね。次に誰を殺すかを考えていた」


    　アンヘリオの目が、足の下に転がる正六面体を捉とらえる。


    「そこで彼と友人が横の席にやってきた」アンヘリオが続ける。「酔った彼は、自分は議員の息子だとか金があるとか、くだらない仕事で自分がいかに優秀で幸せかと、馬鹿丸出しの話を友人としていた。携帯で銀行預金の額を見せあって喜んでいた」


    　見下ろすアンヘリオの目には、感情が宿らない。


    「頭が悪い存在だが、そこまでは私や誰にとっても、どうでもいい存在だった」


    　すでに箱となって発声器官を失ったエフェミナは、なにも答えられない。


    「問題なのは、酔った勢いで、隣に座って静かに酒杯を傾けていた私にまで話しかけてきたことだ。私の姿を見て、どれくらい金があるかと聞いてきた。エフェミナの命は無価値にすぎた」


    　かつての事件の経緯を話すアンヘリオは、退屈そうだった。


    「私は時計を見た。分針が偶数だったので、ホテルから出た彼と取り巻きを待ち伏せして、後を追跡した。カズー通りあたりで取り巻きはその場で殺したが、エフェミナは折角だから誘拐して生ける箱にしてやった」


    　アンヘリオが真顔に戻る。目は足下の生ける箱を見下ろす。箱の内部にある視神経の先、眼球の瞳どう孔こうは曇っている。まさかくだらない自慢と時計の針が自分の今の状況を呼ぶなど、想像もつかなかっただろう。


    「無生産者の苦痛を見てみたが、苦痛の様すら退屈で、もう飽きた」


    　アンヘリオの右足がガラスを踏み割る。噴出する血液と体液。足が内臓を貫き、脳を粉砕していく。眼球だけの目は苦痛に見開かれる。口はなにも言葉を発せられない。


    　アンヘリオの足は床に到達する。膿うみのような体液と血液、脳が床に広がっていく。エフェミナは言葉すら発せずに死んだ。半年も続く無感覚の苦痛から解き放たれたとしても、無惨な死だった。


    　濡ぬれた革かわ靴ぐつを見て、アンヘリオが眉まゆを顰ひそめる。左手を掲げて指を鳴らす。巨大なボラーの青い舌が這はい、革靴の表面の汚物を舐めて、また背後に去っていく。


    　アンヘリオは撮影機に向けて微笑ほほえんでみせる。


    「視聴者は少し気持ち良かったのではないかね？　彼が死ぬ瞬間、少しすっきりしたのではないかな？」


    　問われたアーゼルは、答えられない。集音器を掲げたまま硬直していた。俺もなにも言えない。自分にも、少しだけそういった気分があるからだ。


    「無価値な彼ら彼女たちが死ぬと、人々は喜ぶ。報道では連日飽きもせずに殺人事件や事故を報道し、物語は人の死でもとくに殺人を延々と描いている。人間は生産できない人間、別名で悪人が死ぬと喜び、生産できる人間、別名で善人が死ぬと哀しむ、ことで楽しむ。命と哀しみも、娯楽という生産行為と言えないかね？」


    　アンヘリオの足下で肉の塊が広がる。


    　本人が言うように、アンヘリオの発言は誇大妄想だ。


    　しかし、一方で一定の人々には反論ができない。合理主義、経済価値で測られた場合、ほとんどの人間は入れ替え可能な存在にすぎない。対価が支払われてしまえば、交換させられてしまう。


    　なにも生まない命も、遺族の哀しみも痛みも、哀しみや応報感情や社会正義への娯楽に変換できる、とまでアンヘリオは言っているのだ。


    　アーゼルは恐怖を越えて、怒りの表情となっていた。


    「絶対の審判者にでもなったつもりの、異常者の思想だ。法ですら権力委託の手続きを受けているというのに、あなたは誰の意志も反映していない。誰にもそんな権利などない」


    　アーゼルが嫌悪感で反論する。


    「個人の要不要で、全体を測れるわけがない」


    　ボラーに座すアンヘリオは平然としていた。


    「許す許さないでも、測れる測れないでもない。私はなにも感じていないので、偶然で決められたことに従っているだけだ。自然現象に是非を問うようなものだ」


    　殺人者は断言した。


    「少し昔話をしようか」アンヘリオが続ける。「ある少年がいた。彼は父母の薦めや自分の意志で、完かん璧ぺきな人間になるべく勉学や修練に励んだ」


    　男が語る。


    「エミュレリオの書の〈異い貌ぼうのものども〉を従えるための修練は、常の咒じゆ式しき士しなら、百回は死ぬだろう。だが、その少年は乗り越え青年となった」


    　アーゼルや床で這はうペトレリカは聴衆になっていた。


    「その男の体や脳に、痛みや快感は人並みにあるが、まるで物語でも読んでいるように異世界で起こっているものとしか思えない。食事も性交も睡眠も快楽であり、傷つけば痛いのだが、それだけだ。他人事のようにしか感じられない」


    　言葉は淡々と続く。話にある男とは、アンヘリオだ。


    「皮肉なことだが、すべてが他人事だったがゆえに、修練の苦痛も平然とこなせた。この奇妙な心が、彼を攻こう性せい咒じゆ式しき士しとして恐るべき高みに到達させたと言える」


    　感情や実感がない報告文のようなものだった。殺人者の自己分析だけが続く。


    「自分の心理実験のために、外部からほぼ完全に隔絶された町に住むことにした。人口九百八十四人の小さな町だった」


    　アンヘリオが過去を懐かしむように舌に乗せる。


    「心理実験として仲間と過ごすことで、なにかを感じるのかと賭かけてみた。仲間と苦楽をともにし、何度も死線を越えた。命を救い、親友と呼ばれるほどの信頼を受けた。もちろん泣き笑いの演技をしていただけだが」


    　青い眼は、かつての仲間を思い出すようだった。


    「結局、男はなにも感じなかった」


    　声には退屈さがあった。


    「物語では、よく愛の奇跡がすべてを納める。だから町にいる女性を選び、愛し慈いつくしむ演技を開始してみた。演技がいつか真実に変わる瞬間があるのではないかと、期待していた」


    　アンヘリオが自らを突きはなしたように言葉を紡つむぐ。


    「その女に愛の言葉を囁ささやき、竜から守ったときも、初めての口づけのときも、初めての夜に抱いたときも」


    　殺人者の唇くちびるが冷酷な事実を告げる。


    「なにも感じない。感じなかった。やはり異世界のこととしか思えなかった」


    　アーゼルの体が震ふるえる。


    「そんな」


    　眼前の存在は、悪人ですらなく、いっさいの理解を拒絶する存在だった。なにも感じていない。欠乏ではなく、すべてを手に入れて、なおなにも感じない怪物だった。


    　虐殺者は顔を左に向ける。


    「凡人が求める幸せという基準が男に無意味だったとしても、無意味なりに続ける道もあっただろう。男自身が幸せを感じなくても、他人が幸せなら続け、全体の利益に従っていてもよかった」


    　男は逆に首を傾ける。


    「一方で逆の道を進むことも考えた。風に揺れる天てん秤びんのように、私は道を決めかねていた」


    　どこまでも他人事のように、虐殺者が語る。


    「そこで男は生涯一度だけ、偶然に問うことにした。花嫁に進むべき道を問いかけ、いつものように首を左に傾けたなら、これまでどおり。彼自身はなにも感じないながらも、善人として英雄として一生を終える」


    　青い目には感情がない。


    「花嫁の首の傾きが右だったなら逆の道を行こう、と決めていた。そして花嫁の首の傾きは、彼が殺さつ戮りく者として一生を過ごすことを決めた」


    　虐殺者の言葉がアーゼルを打ち据えた。


    「なんの意味もない動作が、そんな大事なことを決定するなんて」


    「たまたま男に一番近い人間の動作で選んだが、幸せの絶頂点で決断することは決めていた。あの女でなければ、天気や雲の形、賽さい子ころの出目で選んでいただろう」


    　アンヘリオは淡々と語る。本当に他人言のように語っていく。


    「結果が出て、仲間と彼女と九百八十四人の町の人間も殺し、かつての自分を葬ほうむった」


    　まるで世界に宣言するかのような明快さだった。


    　冗談ではないだろう。おそらく本当に故郷の全員を殺して、町を滅ぼし、現在のアンヘリオとなる以前のすべてを消している。


    　訳が分からない。他人が羨うらやむすべてを手に入れ、なおなにも感じないために、偶然で進路を決めた。そこまではある程度予想できていた。


    　一方で、失われた可能性がある。もし、妻が首を逆に向けていれば、アンヘリオは心ではなにも感じていないにしろ、エミレオの書で悪と戦い、莫ばく大だいな寄付を行おこなう、英雄にして聖人となっていただろう。


    　偶然が、この世に〈金剛石の殺人者〉を生んだのだ。バカバカしい賭かけの結果で、アンヘリオの出発点である九百八十四人の町の人たちに始まり、イディスや他の人々を殺していったのだ。すでに二千人以上がアンヘリオによって殺されているのだ。


    「まだまだおもしろいことがある」


    　アンヘリオが手を掲げる。上空から光。蝶ちようの鱗りん粉ぷんが陽光にきらめく。礼拝堂の天井の穴から下りてきたのは、鳥とり籠かごの胴体を持つ美女。背中には巨大な鱗りん翅し類の翼。目は赤い昆虫の複眼。


    　アンヘリオの背後に、〈天てん秤びんのキヒーア〉が降り立つ。鳥とり籠かごの美女が抱きしめて拘束しているのは、ペトレリカだった。


    　赤い髪の人質の首には数列の鎖くさりが絡からまり、逃亡を防いでいる。赤い目は虚うつろになっている。地下の大だい伽が藍らんでのときより、さらに衰弱していた。パンハイマの娘として気丈だったペトレリカは、抵抗する気力もないように見えた。


    　アンヘリオとキヒーアなら、いつでも治せるはずの左腕は、まだ治ち癒ゆされていない。


    　違和感。以前よりペトレリカの下腹部が膨ふくれているようにも見える。


    「パンハイマ、この放送を見ているか？　おまえの娘のペトレリカで少し遊んでみた」


    〈天秤のキヒーア〉が両手の拘束を解いて、ペトレリカを前に押し出す。


    　座したままのアンヘリオの右手が数列を引く。ペトレリカの首輪と数列が引かれ、倒れていく。男の左手が女を支え、回転。背後から回した手でペトレリカを抱きしめ、拘束する。


    　アンヘリオの左手がペトレリカの腹部を這はい、下腹部に触れる。妙に膨ふくらんでいる。


    　俺の脳裏には嫌な推測が浮かんでくる。あるわけない。ないはずなのだ。


    「見て分かると思うが、ここに私の子がいる」


    　操縦環ハンドルから手が離れそうになった。助手席のギギナの銀の目にも、感情の揺らめき。


    　晒さらし者となったペトレリカは唇くちびるを嚙かみしめる。アンヘリオは女を抱えて笑っている。


    　最悪だ。俺とギギナもアンヘリオの宣言が噓うそではないと知っている。咒じゆ式しきによる受胎と急速成長。〈古き巨人エノルム〉のゲヒンナム・ムが可能としたなら、アンヘリオも可能にする。


    　もっとも憎むべき敵の子を孕はらむなど、ペトレリカには耐えられないだろう。それでも自殺することなく、じっと耐えている。


    「エリダナの血の祝祭は、この子の誕生と殺害をもって私の勝利で終わらせる。ペトレリカも死に、アミラガ家は絶える」


    　女の背後で笑うアンヘリオの手が横へ動く。ゴミのように投げだされたペトレリカは床に這う。必死な表情となり、残る右手で腹を庇かばう。


    　自らの腹部を見下ろす赤い目には慈いつくしみがあった。首からは銀の鎖と清貧派の片翼十字印。たとえ敵の子であっても、主義と信教のためにペトレリカは命を奪えないし、死ねないのだ。


    　アンヘリオが失笑しつつ右手を振り、女の顔に苦痛。首を絞める数列の首輪の苦痛があっても、ペトレリカの右手は腹部を庇う。


    　俺とギギナを乗せた車が信号に捕つかまりそうになる。仕方ない。窓から魔ま杖じよう剣けんを出して〈爆ア炸イ吼ニ〉を上空に放つ。信号の途中で、左右からの車が発車しようとして停とまる。


    　一瞬だけ麻ま痺ひした交差点を突っ切る。危険な予感がする。アンヘリオの狂気はさらに加速している。


    「余興はここまで。本題として、血の祝祭の規則は、使徒が使徒すら殺すものに変えたが、さらに変えよう」


    　アンヘリオが告げると、ウブシュシュは両手を広げてみせる。


    「ボクには君を止める気も実力もない。アンヘリオ君の好きにすればいいよ」


    「最初から許可など求めていない」


    　再びウブシュシュの額ひたいに穴が穿うがたれる。アンヘリオの爪つめが高速で伸び、戻った。ウブシュシュはまた死んだ。痙けい攣れんしながら床に倒れる。額から血を流して床に転がっていた。


    　アンヘリオの目が撮影機を覗のぞきこむ。ミルドが息を呑のむ声が聞こえる。アーゼルは死を前にしても集音器を前に掲げていた。


    　アンヘリオの目は、エリダナとエリウス郡全域へ向けられていた。


    「すでに特別捜査官たちの指揮系統は崩壊した。警察も使徒どもと殺しあう。くだらない街のくだらない治安はさらに崩壊していくだろう。さて、そこでなにをするのかね」


    　声は電波に乗って、エリダナとエリウス郡全域に広がる。危険だ。放送を止めさせたほうがいい。


    「止めろ、アーゼル、ミルド、放送するなっ！」


    　アーゼルは硬直している。撮影しているミルドも動けない。


    　全員がアンヘリオの狂気を超えた狂気の世界に引きずり込まれているのだ。俺の声など届かない。


    　車は全力で走っているが、これ以上の加速は無理だ。間にあわない。


    「この放送を見ているおまえたちのほとんどには、私の観点からでなくとも、私的にも社会的にもなんの価値もない」


    　アンヘリオの声は続く。


    「ならば殺しあえ」


    　声が発せられた。言うな、言うな。


    「私が許す。殺せ。無価値なおまえが無価値な隣人を殺し、親を殺し、兄弟姉妹を殺し、子を殺し、妻や夫を殺せ。道で挨あい拶さつした人々を殺し、殺されればいい。私もおまえたちを殺すし、おまえたちも私を殺しにくればいい。自分や他人の死という冗談で笑おうではないか」


    　声は続く。


    「誰も、私とおまえたちの殺人を止められない」


    　アンヘリオが宣言した。


    　俺の左手は操縦環ハンドルを叩たたく。助手席のギギナも唇くちびるを引きむすんでいる。


    　新たな血の祝祭の開始は、死者が溢あふれる礼拝堂に響き、電波に乗り、エリダナとエリウス郡全域に広がっているだろう。小さな波だが、いずれそれは増幅され、大波となる。


    　現状で、特別捜査官も警察も、すでにアンヘリオを止めることができていない。賞金稼ぎの咒じゆ式しき士したちも右往左往するばかりだ。


    　初春の〈禍まがつ式しき〉連続殺人にラズエル島への咒式攻撃予告。〈古き巨人エノルム〉と憂国騎士団の跳ちよう梁りようと、エリダナの治安への信頼が揺らいでいるところへ、アンヘリオの宣告だ。


    　アンヘリオの妄言を、まともな人間は取りあわない。


    　だが、かつて哀れな憂国騎士団が操られたように、エリダナにかぎらず、どこにでも普段から世界に不満を持ち、全方位の憎悪と殺意を貯めこんでいる層がいる。アンヘリオがそういった層を唾だ棄きしていることに自ら気づきもしない層だ。


    　普段なら社会の隅っこで縮こまっているが、アンヘリオと使徒たちが現実に大暴れをして、治安は無意味だと示している。先には特別捜査官も警察も敗れ、今また報道まで敗れた。


    　声は、殺意を抱く層の胸に届いてしまうだろう。


    　今までは使徒と使徒に出くわした不運な人間と、狙われて戦うものたちだけが被害者だった。これからは煽あおられた層が動き、エリダナ全体が戦場となる可能性がある。


    　立体映像のアンヘリオが、ボラーの黒い玉座から立ち上がる。床に這はった妊婦のペトレリカが見上げる。赤い目には恐怖。


    　アンヘリオは用を済ませた以上、アーゼルを殺して逃げる。急げ、急げ、車よ急げ。


    「私は報道を好んでいるわけではない」


    　礼拝堂のなかで、アンヘリオが左手を掲げる。指先には咒印組成式の光。


    「まずは撮影機を回している阿あ呆ほうからだ。おまえはこれまでなにを生んで、これからなにを生産して価値を示す？」


    　画面が揺れる。アンヘリオの殺気に当てられたミルドの怯おびえが、撮影機に伝わっていた。十数分の猶予があったが、死ぬ順番が来たのだ。


    「俺は」


    　撮影者から獲物になったミルドが言葉を探す。相手は単なる異常者ではない。


    　眼前にいるのは、獅し子しよりも恐ろしい力を持つうえに、審判者気取りの怪物なのだ。黒社会だろうがパンハイマだろうが、警察だろうが国家だろうが、同類の使徒だろうが祭司だろうが気にせずに審判を下す怪物が、たかが報道関係者に容赦する理由がない。


    　事件を秤はかりに載せてきた報道が、今アンヘリオの残酷な秤に載せられていた。


    「報道として、世の中に真実を伝え」


    　ミルドの声の途中で画面が激しく揺れ、止まる。横倒しになった画面には、コンクリートの床と鮮血と、倒れた男の死に顔が映っていた。鼻から上が消失し、頭部の内容物である桃色の脳が半分ほど床に散っている。追いかけるように血の海が床に広がっていく。視神経の先の眼球、緑色の瞳も血のなかに沈んでいく。


    　画面の奥にはアンヘリオが座して、手を掲げていた。背後には無言のキヒーアが無表情な複眼の目。ウブシュシュが祭壇の上で笑い転げていた。


    　ミルドの血を浴びたペトレリカが床で呆ぼう然ぜんとしていた。


    「なぜそんな、命が、そんな」


    　女の嘆きなど気にせず、アンヘリオは息を吐く。


    「なんだそれは」死体を見るアンヘリオの目には侮ぶ蔑べつ。「報道は真実を語る場ではないし、他の誰でもできることだ。他人の常識ごっこを自分の価値とするなら、その他人でおまえの価値は購あがなえてしまうではないか」


    　アンヘリオの宣言は、アーゼルの耳には届かないだろう。女記者の青い目は大きく見開かれている。右手は集音器を掲げ、左手を口元に持ってきて、歯で手の甲の肉を嚙かんでいた。同僚の死に悲鳴をあげれば、無様として即座にアンヘリオに殺される。肉を嚙かんで悲鳴を文字通り嚙み殺していたのだ。


    　アンヘリオの目が横に動く。アーゼルを捉とらえる。


    　検分されるアーゼルは動けない。同僚の死に耐えるだけで精一杯なのだ。それでも答えねば、可能性がないとして殺される。


    　画面の下では、大口のボラーの黒い体が見えた。顎あごが動き、白い短剣のような牙きばがミルドの頭ず蓋がいを咀そ嚼しやくしていた。歯の間からは脳の破片が血とともに床に零こぼれる。


    　走る車の外から悲鳴が聞こえる。横へ視線を向けると、街頭の画面を人々が見上げていた。安全なはずの画面の世界は、生放送で地獄に直結していたのだ。


    　俺はひたすら車を走らせるしかない。


    　画面がまた戻る。アーゼルが撮影機を床から拾い上げたのだ。


    　足を組んだ優雅な姿勢で、アンヘリオは正面からアーゼルを見つめていた。青の目は報道者を、画面を見ている俺やエリダナ市民をも覗のぞきこむ。内心の底の底まで覗きこみ、価値を問いかける審判者の視線だ。


    「さて、撮影者のお嬢さん。あなたは自分だけの価値を説明できるかね？」


    「あたしは」


    　アーゼルが言葉に詰まる。アンヘリオの問いに、棒のように立っているだけだった。撮影し取材し、真実を伝えているつもり、ではアンヘリオには通じない。アンヘリオの背後でミルドを食べ終わったボラーが欠伸あくびをし、アーゼルも口を開く。


    　アンヘリオは頷うなずき、手が掲げられる。


    　雑音の間にアーゼルは答えたらしいが、判決は死刑だった。


    　指先には咒じゆ印いん組成式の青白い燐りん光こうが描かれていた。手首が捻ひねられ、金剛石が跳ねる。アーゼルの悲鳴と血ち飛沫しぶき。赤い髪。画面は大きく揺れ、そして唐突に消えた。


    　砂嵐の立体光学映像が流れる。


    　俺が運転する車が速度を落としていた。


    　知りあいがこうもあっさり殺されたことを、俺はまだ理解できていない。イディスのときと同じだ。今度は、殺されることを見て、分かっていて、なお救えなかった。


    　車を再び加速させる。もう事故になるなど気にしていられない。最後の信号は無視して突っきる。背後から警笛と罵ば声せいが聞こえたが、事故にはなっていない。


    　大通りを抜けると、前方にダーフィーズ教会が見えてきた。


    　教会の屋上に破裂音。黒い塊が上空に出て、教会の屋根に下りる。屋上に掲げられた十字印を摑つかみ、アンヘリオが立っていた。左手はうなだれたペトレリカの腰を摑んでいる。ペトレリカは自らの髪より赤い血に塗まみれていた。


    　遠いが、アンヘリオの表情にいつもの感じてもいない冷笑はなかった。初めて見る憤怒の顔だった。


    　男の背中から[image: ]こう蝠もりの翼が広げられる。背後には圧縮空気の噴射口が展開。


    　爆音を残してアンヘリオが飛ひ翔しよう。ペトレリカとともに高空に駆け上がり、飛翔していく。


    　走る車内に風。助手席のギギナが、扉を開けていた。背中から黒い翼が生まれる。背中から足に圧縮空気の噴射口が作られていく。強風に煽あおられて、車内に黒い羽が散る。一気に飛ひ翔しようして追うつもりらしいが、俺はさらに加速して車を走らせる。ギギナも飛び立てない。


    「なぜ飛び立つ邪魔をする」


    「先に生存者の救助だ」


    「生きているとは思えぬが」


    　ギギナが冷たい声とともに飛翔咒じゆ式しきを停止し、助手席の扉を閉める。知りあいの死を見ても、なお闘争を優先する相棒に、苛いら立だつというより恐ろしさを感じる。使徒を相手に俺がまだ逃げださないのは、ドラッケン族という怪物を身近に見ているからなのだろうか。


    　意識はすぐに前へ戻る。教会の惨状を想像しただけで、腹の底に黒い怒りが生まれる。イディスのときと同じかそれ以上の悲劇が待っている。分かっているが、進まねばならない。


    　さらに飛ばして、ようやく教会の前で後輪を滑らせて停車。扉を跳ね開けて俺は左、ギギナは右へと飛びでる。


    　教会の周囲は騒然としていた。報道の中継車が止まり、車の扉が開けはなたれている。何人かが中継しているが、内部の状況が分かっていないようだった。周囲のビルの窓からは人々の心配顔が並んでいる。


    　二人で並んで進み、教会の横手にある扉の左右に別れる。魔ま杖じよう剣けんでギギナに合図し、扉を蹴けり開けて室内に飛びこむ。正面の大礼拝堂ではなく、脇にある通路に出た。この手の教会なら、廊下の奥に上への階段があるはずだ。警戒しつつ廊下を進み、階段を駆け上っていく。踊り場の手て摺すりを摑つかんで回転。さらに上り、三階に到着する。


    　階段から続く廊下の先に、中継にあった礼拝堂の惨状が広がる。


    　扉は砕くだけて、報道陣の死体が転がり、酸鼻な血の海となっている。奧には首を斬きられた老修道女の死体。説教台の上には、ハーライルの妻子の体の一部。遺灰が詰まった焼却炉。議員の息子のエフェミナだった血と肉と内臓。


    　砕くだけた扉を抜け、死体の間の血の海を踏んで、礼拝堂に入る。信徒席の長椅い子すも乱れていた。間には倒れた撮影機の群れ。血に汚れた集音器に筆記用具。


    　祭壇の前には、三脚から外れた撮影機が倒れていた。傍かたわらには血の海。映像で見えたミルドの出血だ。死体はボラーに喰われて存在しない。死者は痛ましいが、今は生存者を探す。


    　血の海の先に女が倒れている。赤い髪が床に広がって顔が見えない。床に押しつぶされた巨乳が見えた。


    「アーゼルっ！」


    　駆けよって女を助け起こす。アーゼルは血ち塗まみれだった。支える俺の手と上着が血で濡ぬれる。


    「ギギナっ！」


    「分かっている」


    　ギギナが反対側に膝ひざをつき、屠と竜りゆう刀とうの切っ先に治ち癒ゆ咒式が点灯し、アーゼルの左肩の傷を修復。俺は急いで他の傷を探す。頭は無傷。額から軽い出血のみ。胸、腹部に手足と、金剛石で貫かれた左肩以外のどこにも傷はないように見える。


    「アーゼル」


    　生死すら分からないが、呼びかける。返事がないので、繰り返して呼びかけると、アーゼルの瞼まぶたが痙けい攣れんする。睫まつ毛げが震ふるえ、開かれていく。青く大きな瞳どう孔こうが焦点を合わせていく。


    「あ」


    　アーゼルの唇くちびるが開く。目は俺の肩を越えて、同僚のミルドの血痕を見つめていた。


    「わあああああああああああああああっ！」


    　アーゼルが絶叫する。叫び震える女を抱きしめ、ミルドの血を見えないようにさせる。


    「大丈夫だ。大丈夫だ」


    　俺の腕のなかでアーゼルは叫びつづける。アンヘリオと使徒の周囲では大量の死と、それによる悲しみが起こる。ハーライルですら心を砕くだかれた。殺さつ戮りくの最中にいて、同僚も殺され、自分も殺されかけた。戦場を取材したアーゼルであっても、ここまで死に直面したことはない。


    「大丈夫だ」


    　アーゼルは両手で俺にしがみついてくる。爪つめが上着に突き立つが、させたいようにさせる。腕のなかでアーゼルは涙と鼻水を流して悲鳴をあげている。右手で女の頭を撫なでてやる。ギギナの治ち癒ゆ咒じゆ式しきで肩の傷が完全に塞ふさがったことを確認できた。情報が欲しい。


    「大丈夫だ。俺がいる」


    　繰り返していると、アーゼルの叫びが弱まっていく。最後は洟を啜すする音になっていた。


    「どうやって助かった？　なぜ負傷していない？」


    　俺が問うと、アーゼルの嗚お咽えつが収まっていく。洟を啜って口を開く。


    「ありえない、ありえないの」


    　混乱が続いているが、優しい声を出して再び問いかけるしかない。


    「どういうことだ？」


    「アンヘリオが」アーゼルは俺に伝えようと必死に言葉を紡つむぐ。「アンヘリオは私を殺そうとした、だけど」


    　アーゼルの青い目は、自分が倒れていた場所を見る。床には赤い血。ミルドの出血にしても、量が多すぎることに俺も気づいた。


    「宝石の弾丸を撃たれる瞬間に、誘ゆう拐かいされていたペトレリカさんが割りこんできた」


    　アーゼルが呪じゆ文もんのように言葉を紡ぐ。


    「ペトレリカさん、胸を撃ちぬかれた。だからあたしは死ななかった」


    　床にある大量の出血はペトレリカの血も混じっていたのだ。だが、二人分にしても多すぎる。


    「ペトレリカさんは胸から血を出しながらアンヘリオに言ったの。『私を治ち療りようしなければ、あと数分で死ぬ。ついでにあなたの子供も死ぬ』って」


    　アンヘリオがアーゼルを殺さず、即座に退却した理由が分かった。


    　ペトレリカはアーゼルを救うために、わざと致命傷を受けにいった。人質であるペトレリカにここで死なれては、パンハイマに対する優位が崩れ、愛情があるとは思えないが男の子供も死ぬと脅おどしたのだ。


    　ペトレリカと子供を死なせないために、アンヘリオは脱出して治ち癒ゆをしに向かったのだ。そこまで計算して、ペトレリカは金剛石の弾丸の前に立ったのだ。


    　ペトレリカは、かつて貴族法典を使った詐術でパンハイマを出しぬいて、俺の呪のろいを解いたこともある。頭が回る女だとは知っていたが、とんでもない勇気と自己犠牲だった。


    　感嘆するよりは、理解不能に近い。人間にできることとは思えなかった。


    　腕のなかからアーゼルが俺を見た。口が動くが、言葉になっていない。死の衝撃から回復しつつ、まだ伝えたいことがあるらしい。


    「なんだ？」


    「アンヘリオは苦い顔をして、倒れるペトレリカさんを抱えた。あの怪物に運ばれながら、青い顔のペトレリカさんが言ったの『これはジヴーニャという女性が教えてくれたことだ』って」


    　俺の息が詰まる。


    「ジ、ヴーニャが」


    　訳が分からない。だが、言葉どおりに考えれば、ペトレリカとジヴーニャは誘拐前に遭遇していた。ジヴーニャの行動が、ペトレリカに伝染し、今アーゼルを助けた。人のつながりは分からない。


    　俺がかつて愛した女の言動は、一人の命を救った。力ではなく、単純な知恵と勇気と正義感と優しさで。おそらくは、ウォルロットが見せた自己犠牲やアナピヤの遺志が、彼女にも宿っているのだろう。


    　同時にペトレリカに恐怖する。前々から予兆はあったが、我が身を省かえりみない極端な正義感の塊になっている。アンヘリオがパンハイマへの牽けん制せい以上に不愉快さを感じれば、そこで死ぬ。それはジヴーニャの本意ではないはずだ。


    　ギギナが鎮静剤を咒じゆ式しきで処方し、アーゼルに与えたあたりで、この場に関係ない思考を閉じる。あとは病院で精密検査し、異常がなければ終わりだ。


    「生存者はアーゼル一名」


    　ギギナが膝ひざを伸ばして立ち上がる。屠と竜りゆう刀とうを肩に担ぐ。


    「アンヘリオを追うぞ」


    　俺にも異存はない。アーゼルのことも心配だが、今はなによりアンヘリオだ。


    「おもしろいね」


    　声に振りむく。説教台の上に、兎うさぎの着ぐるみを着た人影。


    　台の上にウブシュシュが座っていた。両手をついて、両足を体の前で打ちあわせていた。


    「おもし」


    　次の瞬間、ウブシュシュの首が空中に飛ぶ。ギギナが瞬間的に間合いを詰め、死角から屠竜刀を水平に振っていた。


    　放物線を描いて、ウブシュシュの首が逆さに落下。首の切断面が見えた。顎あごから頭頂部へと朱の線が入り、真っ二つになって、また床で小さく跳ねる。脳のう漿しようと血が溢あふれて、頭部が左右に分かれていく。床に落ちる前に、さらに鼻のあたりで分割され、四つとなって落ちた。


    　同時にウブシュシュの胴体のほうも、胴体や手足が分割され、内臓を零こぼしていく。説教台の上に落下し、さらに床へと肉と内臓が落ちていった。


    　血まみれの説教台の上で、ハーライルの妻子の遺体だけは傷一つなく箱に収まっていた。


    　一瞬で十数回、すべてが致命の斬ざん撃げきだった。ドラッケン族の剣士との近接戦闘は死を意味するのだ。


    　女を立ち上がらせつつ、俺も戦闘態勢となっている。


    「今日どころか、この数十分だけで何回殺されているのよ、ボク」


    　教会の祭壇の上、御み子この像の足下に、兎うさぎの着ぐるみを着た人影があった。御子像の素足に絡からまるように座すウブシュシュに、切っ先を向けている。


    　ギギナが屠と竜りゆう刀とうを振りかぶり、停止して考える。床にはウブシュシュの分割された頭部や胴体の破片。大量の血が広がっていく。


    「再構成能力は、脳の左右の半球で補助しあっているわけではないのか」


    「ふししししししししし、その程度の再構成能力だったら、ボクちんは二回目で死んでいるよ」


    　御み子こ像の背後に回り、足の間から右半面を見せて、ウブシュシュが笑う。俺も左右の半球の分業だと思っていて、脳を同時破壊すれば殺せると考えていたが、甘かったようだ。


    　俺はウブシュシュの頭部に向けていた魔ま杖じよう剣けんの切っ先を、胴体へと変える。アーゼルを抱えつつの戦闘はきついが、それでもやるしかない。


    　教会の外からは車の停車音がしている。警察士や特別捜査官が集結しはじめたのだ。数分だ。数分凌しのげばなんとかなる。ギギナは膝ひざを撓たわめたままウブシュシュを狙っている。


    「咒じゆ力りよく量から考えれば、それでも数百回刻めば死ぬだろう」


    「いやだから、殺さないでくれないかね」


    　ウブシュシュが真ま面じ目めな声で告げる。


    「とんでもなく痛いし、僕は殺しをしないのだから」


    「噓うそつけ。先ほど殺したばかりだし、七百三十二人殺しの使徒の大物だろうが」


    「ボクは殺したよん。いっぱいいっぱい殺したよ♪」


    　ウブシュシュが舌を出して笑う。信用などするわけがない。


    「黙れ」


    　道化の兎の左手が掲げられ、右半面を摑つかむ。手で顔を摑んだまま、ウブシュシュが体を震ふるわせる。顔は左を向き、右を向き、を繰り返す。左右の顔の移動が残像を見せるまでになる。顔を摑む手が、腕力で右に向かせ、左の顔を見せた。


    「よし、そのまま今は消えていろ」


    　震えが消え、指の間にウブシュシュの左目が見える。正気の目だった。


    「それはボクの話で、僕ではない」


    　左半面を見せて、ウブシュシュが告げる。会話をしていると訳が分からなくなる。


    「狂気のボクは信用ならないだろうが、正気である僕の言うことを真ま面じ目めに聞いてくれ」


    　ウブシュシュが続ける。


    「右半面のボクのほうはエミレオの書で、ザッハドが作った人工人格となっている」ウブシュシュは右目を見せて告げた。「ほとんどはボクによって動かされているが、僕がたまに外に出られる。いつ出られるかは分からない。ほとんど賭かけのようなものだ」


    　目には真剣さがあった。俺はウブシュシュの言葉を噓うそで演技だと判断する。おとなしく聞いているのは、ウブシュシュの戦闘力が低く、殺すだけなら俺とギギナで可能だからだ。あとは単に後続部隊の到着を待っているだけのこと。


    　二人の刃やいばの切っ先は、ウブシュシュから外さない。


    「僕本来の人格は、ザッハドに敵対するものだ」


    　ウブシュシュは真剣な声を出した。


    「ザッハドに表だって敵対しては一瞬で消されるから、僕がボクの深層意識を騙だまして、わざわざこの現場に残った」


    　たしかに、ウブシュシュがまともな思考を持つなら、ここに残る必要はない。アンヘリオの退場とともに引くべきだ。


    「知りあいにも似たような遊びをしている者がいるが、二つの人格など設定にしても古いし、寝言にすぎる」俺は魔ま杖じよう剣けんに咒じゆ式しきを紡つむぐ。「事実だとして、おまえこそがザッハドが作った人格ではないという証拠がない。今ここで殺すことが正解だ」


    「もし僕がザッハドに作られた人格なら、今から少しでも使徒や祭司、ザッハドに不利になることを言わないはずだ」


    　ウブシュシュが告げる。ギギナが屠と竜りゆう刀とうを旋回させ、切っ先を祭司に向ける。


    「専門用語でめんどくさい。単純に言えば、こいつをさっさと殺してアンヘリオを追跡するぞ」


    　ギギナの屠竜刀を、俺は手で制する。


    「情報を一言聞いて、無意味か時間稼ぎなら殺すだけだ」


    「血の祝祭は単なる遊ゆう戯ぎではない。人が大量に死ぬだけのことではない」


    「それだけでは言葉遊びで情報とはいえない」


    「今のザッハドは、往年の力のほとんどを失った抜け殻がらだ」


    「どういうことだ？」


    「かつてハーライルとロレンゾが逮捕できたのは、ザッハドが弱まっていたからだ。おそらく直前になんらかの巨大咒式を使って、消耗した地点に踏みこめた。彼らは運が良かったのだ」


    「なん」


    　ウブシュシュの言葉は、歴史の一点の真実を改変するものだった。


    　言われると、かつての逮捕は不思議でもあった。強大な咒式士であったザッハドが、なぜほとんど抵抗もせずに逮捕されたのかは大きな謎なぞだった。


    　ウブシュシュの言葉はおそらく正しい。ザッハドが弱まっていたと考えないと、計算が合わない。


    「ザッハドは逮捕以前に無力化されている」俺は考える。「そしてエリダナへ移送と同時にアンヘリオによって開始された血の祝祭。使徒の集結。大量殺人」


    　なにかが起こる。ウブシュシュの話を続けさせてもいいだろう。


    「ここからは僕の予想になるが、そもそも使徒とはエミレオの書を持つことによって成立する」


    　ウブシュシュの言葉が礼拝堂に流れる。


    「使徒はエミレオの書の力を使い、人を殺す。膨ぼう大だいに殺す。その点を考えると、エミレオの書によって人の命と咒じゆ力りよくを集め、束ねることにより、ザッハドがかつて行おこなって失敗したなんらかの咒式を再起動させるのではないか、と予想している」


    　目には、冷徹な予測を可能とする知性があった。


    　ありえない話ではないため、俺とギギナは動けない。ザッハドの目的は予想できないが、かつて同じような方法論を使ったものがいる。死者の咒力を集めて〈大禍つ式アイオーン〉のアムプーラとヤナン・ガランは次元に穴を開け、同族を呼びよせようとしていた。


    「アンヘリオが、血の祝祭を使徒と使徒の殺しあいとしたが、狂気のほうのボクは反対しなかった。一か所に集まり競っている現状なら、より死者が出る、と判断したのだろう」


    　頭がおかしくなりそうな論理と予想だった。


    「それで」どうしても聞いておきたい。「膨大な死者の咒力を集めて、逮捕前のザッハドはなにをしようとしていたのだ？　そして今なにをさせようとしている？」


    「そこまでは分からない」


    　俺は素直に相手を信じない。ウブシュシュの言葉にはいくつかの真実があるだろうが、どこからか噓うそで、俺を都合良く誘導しようとしている方向でも考える。


    　もし、ウブシュシュの二つの人格がそもそも演技で、正気な味方のふりでエリダナの危機を煽あおってザッハドを移送させようとしている？　ザッハドの移送は、すでに皇都の状況で不可能になっている。ならば真実か？　いや、アンヘリオとの共同演技で逃げる時間を稼いでいる？　そうだ、負傷したペトレリカの生死は？


    　考えがまとまらない。


    「真相は分からない。が、ザッハドに作られた狂気のボクはなにかを企んでいる。アンヘリオもなにかを考えて動いている」


    「第一、今までの話だが、なぜ正気のはずの僕とやらがそんなことを知っている」


    　ウブシュシュは信じられない。だが気になることがある。


    「そもそも、エミレオの書ではない、おまえの元の人格とやらは誰なのだ？」


    「僕、僕が誰か？」ウブシュシュの顔に苦痛。右目には混乱があった。「それは儂わしにも分からない。記憶が曖あい昧まいなのだ」


    　苦痛を堪こらえつつ、ウブシュシュが答える。アーゼルの口から小さな悲鳴。


    「貴様、顔が老人になっているぞ？」


    　ギギナの指摘のように、ウブシュシュの右半面には皺しわが寄り、老人の顔にも見えた。


    　ウブシュシュの顔から右手が離れる。背筋が伸びて立ち上がる。顔が左へ、また右へ。顔がまた左右に動きだす。残像すら残す高速往復運動。


    「気をつけろろ。アンヘリオに気をつけろろろろ」


    　さらに振動は上下にずれていく。俺とギギナは見ているしかできない。俺の背後でアーゼルが腰を落とすが、構うことができない。一瞬でもウブシュシュから目が離せない。


    「僕がボクになったら信じるなななんあ」揺れる口から発せられる声が重なる。「ボクが僕になったら信じるななななな」


    　顔は最終的に左へ向き、右半面を見せる。


    「ん？　また記憶が飛んだ？　僕が出ていたのかな？」


    　相手の言葉を信じるなら、狂気のウブシュシュが出ていた。


    「こんなところにいる理由はない」右手にはまた鈴の錫しやく杖じようが握られていた。「では新しき血の祝祭のどこかで、殺し殺されよう」


    　錫杖が振られて、ウブシュシュに咒じゆ式しきの帯がまとわりつく。


    　瞬時に体が電子分解されて、光の霧となった。亜原子の粒子となったウブシュシュは、一気に上昇。教会の破れた天てん蓋がいを抜けていき、消えた。


    　背後から足音。


    「ガユス、どうなっている！」


    「無事か？」


    　魔ま杖じよう剣けんを携たずさえたメッケンクラートと魔杖斧ふを掲げたレンデンが突入してきた。二人に率いられるように、武装捜査官と警察士の部隊が突入してきた。


    　俺は答えない。


    　突きつけられた謎なぞが大きすぎる。


    



    



    　街のビルが連なる屋上を、アンヘリオが飛ひ翔しようしていた。


    　[image: ]こう蝠もりの翼で滑空し、ビルの屋上にある看板に足をつき、また跳ねる。看板が砕くだけて、電気の火花を散らせる。背中から生えた噴射口が圧縮空気を放って、アンヘリオを高く長く飛翔させていく。


    　空を飛ぶアンヘリオが左手で抱えるのは、ペトレリカだった。胸の中央に大穴が開き、出血している。後方の空中に流れた血が、ビルや建物の屋上や壁、遙はるか下にある道路に赤い斑はん点てんを散らす。


    　ペトレリカの顔は蒼そう白はくとなっていた。出血多量に心臓や肺の一部を貫通している。女を見下ろしたアンヘリオは、気にもせずにまた前を向いて飛翔を続ける。


    　空を飛ぶアンヘリオが舌打ちした。


    　黒い翼を畳んで、アンヘリオの足が四階建てのビルの屋上に着地。


    　アンヘリオの左手がペトレリカを投げだす。女の体が二転三転していき、給水タンクに激突して止まる。胸に開いた穴からの血が屋上のコンクリに広がっていき、陽光に照らされる。


    「訳が分からぬ」


    　瀕ひん死しの女を見下ろし、アンヘリオの唇くちびるが疑問の言葉を吐く。


    「十字教徒は自死を戒められているはずだろう。なぜあのような愚ぐ行こうをした」


    「これは」床に転がるペトレリカの口が開き、血とともに言葉が零こぼれる。「自死、ではありません。人として、やるべきことです」


    　苦痛の表情のなかで、女の赤い目には決意の輝きがあった。アンヘリオの青い瞳は、死にゆく女を冷たく見下ろしている。


    「狂信者か？」


    「かもしれま、せん」ペトレリカの目の焦点が合わなくなっていく。「ですが、これはか、つてジヴーニャさん、から受けとった、私な、りの勇気です。人を救、うために、必要だか、やっただ、けで」


    　顔は蒼そう白はくを越えて土気色だった。


    「す」


    　赤い目から光が消えていき、瞼まぶたが落ちていった。ペトレリカの手足が少し跳ね上がり、落ちた。血を吐いていた口は酸素を求めるように開かれ、静止した。


    　女の傷ついた心臓が鼓動を止め、生命活動が停止していく。


    　エリダナの雑踏の音が遠く響く。アンヘリオの冷えた目は、ビルの屋上で動かなくなった血染めのペトレリカを眺めている。決めかねている様子だった。


    「このまま死なせるか、蘇そ生せいさせるか」


    　血流が止まり、脳が死ねば、そこでペトレリカは終わる。


    「パンハイマに対するペトレリカという人質は有効で、子供はおもしろく使えるだろう」自分の内心を言葉にして分析しないとならないほど、アンヘリオも対応に苦慮しているようだった。「しかし、どうもこの女は不愉快だ。言動のすべてが私に不愉快だ」


    　苦く渋じゆうの言葉。


    「わざわざここまで運んだからには、蘇生させないと意味がないな」


    　不愉快そうに、納得したように、アンヘリオが右手を回転させる。途端に腰にある本の一冊が開き、光の数列を放つ。青白い光からキヒーアが構成される。


    　鳥とり籠かごの胴体に、蝶ちようの翅はね。赤い複眼の美女が、出現と同時に治ち癒ゆ咒じゆ式しきを紡つむぐ。


    　注ぎこまれるように治癒咒式が穴に集中し、ペトレリカの肉体が修復されていく。穴が穿うがたれた心臓と欠けた肺が再生。破れた血管がつながれ、血液が流される。筋肉が連なり、最後に刷は毛けで塗られたかのように皮ひ膚ふが覆おおっていく。


    　キヒーアが手を振る。ペトレリカの体が跳ねる。心臓が強引に動かされ、増大した血流が全身を駆けめぐりはじめる。脳に酸素が回り、再活性。


    　ペトレリカの口が息を吸う。同時にその場に両手をつき、激しく咽むせる。貪むさぼるように酸素を吸い、吐く。呼吸を繰り返す。目からは涙。鼻からは鼻水。


    　死の寸前からの蘇生は、女に激しい苦痛をもたらしていた。


    　荒い息をするペトレリカを見下ろすキヒーアの複眼が、アンヘリオに向けられる。


    「気ヲつケろ。あト四秒遅ケレば脳ガ死んデ蘇生デキなカッた」


    「きちんと計算していたに決まっている」


    　アンヘリオが傲ごう岸がんに言いはなつ。氷の目はペトレリカの腹部にそそがれる。


    「胎児は？」


    「無事。異常ナし。たダ」


    　口を開いたキヒーアの輪郭が乱れ、青い光に戻る。光の数列となり、強引に本に戻されていく。アンヘリオはキヒーアの言葉を必要以上に聞く気がなかった。


    　床で肩を上下させているペトレリカの前に、アンヘリオが立つ。床に這はう女が見上げる。


    「蘇そ生せいが」涙ぐむペトレリカの唇くちびるが笑みの形になる。目には強烈な意志。「こちらの計算より、二秒遅かった。意外と愚ぐ図ずね」


    　女の言葉に、アンヘリオは真顔になる。青い目がようやく事態を理解する。唇が開き、少し息を吐いた。


    「おまえごときが、このアンヘリオの決断までの時間を計っただと？　そして、決断が遅い愚図だと？」


    　アンヘリオは唇を歪ゆがめていた。


    　口を引き締めたアンヘリオの右足が上がり、ペトレリカに振られる。女が思わず左手で腹部を庇かばう。アンヘリオの爪先は腹部の手前で止まる。


    「おっと、そちらを蹴けってはお楽しみが減る」


    　爪つま先さきが上昇し、ペトレリカの顎あごを蹴る。女の顎の裏が見えて、後方に倒れる。顎を押さえて、ペトレリカが転がる。血と苦く鳴めい。


    　いつものように追撃の蹴りを入れようとして、空中で右足が止まる。


    「愚図」アンヘリオの舌が言葉を確認し、足が下ろされた。「ありとあらゆる賛辞を受け、転身してからは、またありとあらゆる恐れの言葉を受けてきた私だが、愚図などと言われたことはないな。初めてだ」


    　言ったあとに、弾はじかれるようにアンヘリオの右手が挙がる。白い指先が自らの唇に触れる。


    「私が笑っているのか？　心から楽しいと笑っているのか？」


    　唇の形を確認して、アンヘリオは驚いているようにも見えた。


    「世間が求める富や名誉、愛や幸福ですら、退屈だった私が？」


    　客観的にも、小さいとはいえ確実に悪意や邪気もなく、心から笑っていた。


    　アンヘリオの目はコンクリの床に転がるペトレリカを眺めていた。


    「この女、少しはおもしろいではないか」


    　青い目には、悪意がなかった。


    「血の祝祭の勝利のあとで殺すときの楽しみが増した。腹を引き割いて、胎児を見せてやれば、精神がどう崩壊するか観察できるな」


    　残酷さを発揮して、アンヘリオが右手を掲げ、背を向ける。


    「ボラー、そこの孕はらみ女を運べ。あとでまた刻んで楽しむ」


    　ビルの屋上、ペトレリカを囲むコンクリ床に転がる赤い鳥とり居いが発生。四角い暗くら闇やみから三角が連なった円周が描かれる。ボラーの口がコンクリから出現し、左右からペトレリカを包むように閉じていく。ペトレリカが右手を伸ばす。


    「待って、アンヘリ」


    　左右から迫る上顎あごと下顎は、女の頭上で閉じられる。そのまま、大口は垂直にコンクリのなかに沈んでいく、寸前で轟ごう音おん。


    　予想外の音に、翼を生やしかけたアンヘリオが振りかえる。


    　ボラーの上顎と下顎に、黒と白の巨大な魔犬が嚙かみついていた。ボラーが顎を閉じることを、力ずくで許さず、開いていく。


    　開かれていく顎の間、青い舌の上には、老人が立っていた。


    　濃緑色の鹿しか撃うち帽ぼうに、同色の長外套コート。左手がペトレリカを抱えていた。女は目を閉じて気絶している。


    　白く太い眉の下には、猟師の瞳があった。右手の魔ま杖じよう剣けんの切っ先とともに、前方から眼差しは逸そらされない。


    「ロ、レンゾ」


    　アンヘリオは言葉を失っていた。完全に油断だった。笑ったがゆえに、ロレンゾに背後を取られてしまったのだ。


    「油断しすぎだ。あれほど長い放送をしては、この老いぼれでも駆けつけられる」老ロレンゾの刃やいばの目は、アンヘリオを見据えていた。「おまえに殺された息子と孫は、苦しかっただろうな。儂わしはおまえを殺すためだけにこの余生を捧げている」


    　使いこまれた古い魔杖剣の切っ先が、アンヘリオに向けられている。


    「殺しあいに関係ない人質は排除させてもらった。これで遠慮なくおまえを殺せる」


    　老人の左肩では、小さな赤犬が毛を逆立てて、アンヘリオを威い嚇かくしている。


    　アンヘリオは周囲にエミレオの書を展開し、止めた。浮き上がりかけた青い燐りん光こうが静まる。


    「待てロレンゾ、ペトレリカを巻きこむな」


    　アンヘリオは右手を掲げて、掌てのひらを見せる。アンヘリオが初めて見せた譲歩だった。意外すぎて、死闘に備えていたロレンゾの体が硬直する。


    　自身の言動に嫌悪感を抱いたのか、アンヘリオが口を開く。


    「それは私のお気に入りの玩がん具ぐだ。壊すのは私の楽しみなのだから、返せ」


    　言いにくそうにアンヘリオが続けた。


    「返せ。そのあとでいくらでも殺しあいをしてやる」


    　仇きゆう敵てきの言葉に、ロレンゾの目が大きく見開かれる。


    　白い眉まゆの下の目は、驚きよう愕がくから即座に計算の色へ変わっていく。


    「なるほど」


    　ロレンゾが言った。乾いた声だった。


    「なるほどな」


    　今度の声は理解の色を帯びていた。白しら髭ひげの間の唇くちびるが動く。唇が描くのは、歪ゆがんだ笑みだった。アンヘリオと同じく、笑みを忘れていた老人の唇に笑みが戻っていた。猟師の目は左腕に抱く女を眺める。灰色の目には残酷な計算が浮かんでいく。使徒のような目だった。


    「そういうことなら、この女はしばらく預かっておこう」


    　老人の小柄な体が後方へ飛ひ翔しようする。ボラーを嚙かんで止めていた黒と白の巨犬も、主人に追随して後方へ飛ぶ。アンヘリオの指示で老人を嚙んで止めようとしたボラーの顎あごが、虚しく空気を嚙んで閉じられる。アンヘリオがボラーの上を飛び越えて、ビルの縁へりに着地する。


    　すでに猟師と猟犬たちが、後方のビルの屋上へ飛んでいた。


    「待て」


    　アンヘリオが前に右手を伸ばし、足を踏みだすと、吹き上がる奔流。アンヘリオの差しだした右腕を砕くだき、垂直の激流は空へと駆け上がっていく。アンヘリオは砕けて出血する右腕に流されて、後方に戻される。


    　ビルの中央で右腕を左手で押さえたアンヘリオの目が、水平から斜めに上がっていく。


    　直径十メルトルほどもある逆さの瀑布は、ビルの屋根を越えた上空で勢いを止める。さらに四方へと枝分かれしていく。分かれた枝から、また枝が分かれていき、緑の葉を茂らせる。


    　大通りの傍かたわらから生えた巨樹が、四階建てのビルを越えて伸びたのだ。四方に伸びた枝は、車道を跨またぎ、向かい側のビルにまで届いていた。突如現れた緑の葉の連なりが作る影が、街に木陰を作っていた。


    　突如現れた巨大樹によって、歩道が完全に塞ふさがれ、影になった道を行く人々が、巨樹を見上げていた。車道を行く車も何台か止まり、窓から見上げては携帯で撮影していた。


    　生体生成系第四階位〈巨樹植生壁ザツク・ムー〉の咒式による巨樹の生成だが、桁けたが違っていた。通常は高さ十数メルトルの木を瞬時に生成して壁となすものだが、高さ五〇メルトル、枝の先まで直径一〇〇メルトルいう巨大な樹木を生んでいた。地形を変えるほどの大きさだった。


    　巨樹の防壁によって、アンヘリオの進路が塞ふさがれたのだ。


    　治ち療りようもせずに折れた右腕のまま、アンヘリオが走り、四階のビルの縁ふちから飛ぶ。巨樹の幹から生えた枝に着地し、さらに飛ぶ。枝の梢こずえに到着し、青い目が街を睥へい睨げいする。


    　青い目はロレンゾとペトレリカの姿を探す。歩道には巨樹を見上げる人々の姿。並ぶビルや建造物は、アンヘリオの視線を無表情に受けるだけ。


    　どこにもロレンゾとペトレリカの姿はなかった。


    　アンヘリオの喉のどが鳴る。唇が怒りに歪ゆがむ。


    「ロレンゾ、許さぬぞぉおおおおおおおおおおおおおおおっ！」


    　アンヘリオの怒号が巨樹の葉と枝を震動させ、エリダナの街に響きわたる。


    　谺こだまのように響いたあとには沈黙。


    　高所に吹くビル風に、遠い警察車しや輌りようの警報が乗っていた。


    



    



    　室内には、古い飴あめ色の家具が並ぶ。棚の上には皿が飾られている。幸せな四人家族の写真が描かれた、記念の皿だった。


    　部屋の壁にある立体光学映像は、報道番組を映していた。評論家が先ほどあったアンヘリオの実況を分析しているが、音を消されているため喜劇にも見えた。


    　静かな室内では、古めかしい時計の針の音だけが響く。


    　立体光学映像の前には、椅い子すが並んでいる。椅子の前の床には人が倒れていた。中年男の背中から胸へと投とう槍そうが貫通している。


    　部屋の出入り口の前には、太った中年女が倒れていた。中年の女の背中には刀傷。黄色い脂肪から大量の出血。肩の上には[image: ]ねじれた首。体とは反対に室内側を向いた顔の鼻から上は、存在しなかった。部屋の反対側に、鼻から上が落ちている。脳のう漿しようと血はその間に点々と落ちていた。


    　部屋の隅では、子供が死んでいた。頭頂部から鼻先まで切り下げられている。顎あごの先から脳漿と血が零こぼれる。黒い目には疑問。


    　子供には、自らが殺される理由が死ぬ直前まで分からなかったのだ。


    　時計の音だけが響く室内で、三人が絶命していた。


    　部屋の中央の絨じゆう毯たんには、血の滴しずくが落ちている。血を零こぼしつづける魔ま杖じよう短たん剣けんは、下げた右手に握られている。手は肩に続き、首の上にはまだ幼さが残る少年の顔があった。


    　額ひたいから緩ゆるんだ頰ほお、喉のどから胸にかけて返り血が斑はん点てんを作っていた。左手が上がり、甲で頰の鮮血を拭ぬぐう。上う手まく拭えずに、赤い化粧となっただけだった。ついでに知覚眼鏡クルークブリレの位置を直す。


    　すでに右手と魔杖剣の柄つかは、被害者たちの血で濡ぬれていた。


    　少年は三人の死体を見回す。


    「一人足りない」


    　慌てて周囲を探す。床にある血だまりから、刷は毛けで塗ったような鮮血の痕こん跡せきが伸びていた。子供の手を踏んで、少年が血を追う。血の道路標示を追って、少年は廊下に足を踏み入れる。


    　廊下の右に描かれた赤い帯を目が追う。廊下の先、中庭への出入り口が開かれ、倒れた老人の背中があった。背中には三本の槍やりが刺さっている。


    　少年に家族を殺された老人は、負傷しつつも廊下を這はって逃げたのだ。中庭の周囲、近所の家には気づかれていない。


    　芝生しばふに倒れる老人の薄い唇くちびるが開かれ、穴が穿うがたれた肺に残った空気を絞しぼりだす。声は出ない。瀕ひん死しの老人が両手を伸ばし、芝生を摑つかむ。三本の槍が突き立った背中のまま、芝生を摑んで体を滑らせ、必死に前に進む。四方を囲まれた中庭に這っていく。


    「まだ生きているのか。老害のくせにすげえ執念だな」


    　老人が背後を振り向く。少年が逆手に握った魔杖短剣を掲げていた。老人の口が開くと同時に、垂直に近い角度で突き出される刃やいば。


    　非情な刃は喉のどを気管ごと貫き、鎖さ骨こつの間から胸の内部を抉えぐっていく。


    「なぜ」死にゆく老人の口が血ち泡あわとともに疑問を吐いた。「なぜ、こん、なこと。儂わしらの一家、がなにを、した」


    「死ねよ、非生産者！　なにも生まない無能め！」


    　老人の体内に潜った刃やいばの切っ先で咒じゆ式しきが発動。一瞬で〈矛ベ槍リ射ン〉による槍やりが心臓近くに到達し、老人の体が痙けい攣れんする。穂先が体内を貫通し、腰のあたりから抜けでる。


    　少年の右手が刃を引きぬく。鮮血が吹きだし、細い老人の体が倒れる。喉のどの穴から血が零こぼれる。血は止まらない。驚くほど大量の血が流れでて、緑の芝生しばふを黒く染めていく。


    　少年の足がもつれ、後退する。家の裏口に背を預ける。荒い呼吸。下ろした両手が握る魔ま杖じよう短たん剣けんの切っ先から、血が滴したたる。


    　疲労しきったような顔で倒れそうになる。戸口に体を預け、持ちこたえる。


    　下を向いた顔は、疲労を打ち消すように、強引に笑みを作った。全身を痙攣させる笑いがあった。


    「やった。ボクはついにやった」


    　額ひたいや頰ほおから汗が流れる。流れた汗は鼻の先に集まり、表面張力の限界に達し、重力に引かれて落下していく。汗は芝生と老人の血の上で弾はじける。


    「くだらないやつらは口先だけだ。だけどボクは実行した。無価値な老いぼれとクソ男、豚女とガキどもを駆除したんだ。彼の言ったように、殺して再配分してやった」


    　魔杖短剣まで震ふるわせて、少年は笑う。神経の高ぶりによる引きつった笑いだった。


    「前に続いて、一日で四人、これで連続大量殺人者の資格を得た。ようやく彼に近づける」


    　眼鏡の下にある少年の目に気づきの色。


    「そうだ、前にやったように舌を切り取り、目を抉えぐらないと、事件の関連性が分からない。僕のことを、連続大量殺人犯だと分かってもらわないと困る」


    　少年は下げた魔杖短剣の柄つかを握りなおす。前に進んで、老人の死体の襟えり首くびを摑つかむ。周囲を警戒しながら、室内へと引きずっていく。


    「これでボクも僕も使徒だ」顔には誇らしさがあった。「あ、たしかまず指先から始めないといけないのかな。エミレオの書はどんなものがもらえるのだろう」


    　少年は自問自答する。


    「そうだ、他にも使徒になりたいやつらがいるはずだ」顔には焦りが浮かぶ。「そうに違いないから、もっと急いでたくさん殺さないと、再配分しないと」


    　廊下に老人の死体を戻し、少年の手が裏口の扉を閉める。


    　中庭は静けさを取りもどす。


    　扉の奧から、刃で肉を刻む音が小さく聞こえた。


    



    



    
      To be continued.

    

  


  
    　あとがきっぽい


    



    　作品内どころか作品がループとなっちゃった私が「エンポリオです。僕の名前は、僕の名前はエンポリオです」と言って出てくる笑いが、そう、苦笑いです。　


    　二周目のアイリンやアナキスに会えないし、七回死んだりもリプレイしたりもしません。この定義を広辞苑に載せるべきですソーラー発電の電気椅子で死刑です。血行が良くなりそうです。


    



    　というわけで、相変わらずあとがきの拒否が通じない模様です。仕方ないので、適温のシャワーに打たれる厳しい滝行のあと、過酷窮まる寝っ転がりでインスタント禅。あ、どこかからかクール宅急便で「めんどくさいから書かない」と、プチ悟りという名の怪電波が来たのですが、編集部が爆破しました。


    



    　言葉なんて遊び道具なので、言い方を換えればなんとでもなると思います。


    　めんどくさがり→風林火山の風林火抜き。


    　ストーカー→一人ロミオ。


    　二次元美少女が大好きな人→ピュグマリオンのアフロディテ抜き。


    　コートを着た露出狂→寒がりだけど暑がりの人。


    　盗撮犯→主義主張がないロバート・キャパ。


    　下着泥棒→性的アルセーヌ・ルパン。


    　女装した麻薬中毒者→推理を一切しないホームズ。


    　放火魔→明智光秀の本能寺抜き。


    　言い換えたら余計にひどくなったように見えますが、きっと気のせいです。


    



    　だから刑事さん、あとがきの野郎を殺らなきゃ私が殺られていたんですよ。ついカッとなってやった大量連続殺あとがきは正当防衛なんですよ。あ、カツ丼はお漬け物をつけてください。たくあんがいいです。


    　あと、囚人服はせめて手が動くやつでお願いします。私がアヘ顔Ｗピースをできなくなったら、メイプルタウン物語のパームタウン編の平和は誰が守るんですか。あ、守らなくていいですかそうですか。


    　妄言ごっこはこれくらいでいいですかね。このあとがきも、駅の改札前に立って書いてますし（実話）。


    



    　またまた、どう考えても間に合わない本を出せた奇跡を、関係者各位に感謝いたします。


    　それではまたどこかで。

  


  
    浅井ラボ


    Labo Asai


    



    モンスターが発生：全員を励ます話をする（知能が高い鮫がいる場合を除く）。


    ゾンビが発生：「どういう原理？」と聞いておく（発生から28日後に目覚めた場合を除く）。
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